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■対象製品

R-1945B-24  uCosminexus TP1/LiNK  07-06（適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP，Windows 
Vista，Windows Server 2008，Windows 7，Windows 8，Windows Server 2012）
このプログラムプロダクトのほかにも，このマニュアルをご利用になれる場合があります。詳細は「リリー
スノート」でご確認ください。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連
法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

BSDは，米国 Berkeley Software Design, Inc.の商品名称です。
Microsoft Accessは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
Microsoftおよび Excelは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商
標です。
MicrosoftおよびMS-DOSは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標また
は商標です。
Microsoftおよび SQL Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標ま
たは商標です。
Microsoftおよび Visual Basicは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標ま
たは商標です。
Microsoftおよび Visual C++は，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標ま
たは商標です。
Microsoftおよび Visual Studioは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標
または商標です。
MicrosoftおよびWindows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商
標または商標です。
Microsoft Windows Socketsは，米国Microsoft Corporationが開発したプログラミングインタフェースの仕
様の名称です。
Oracleと Javaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標
です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
WebSphereは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標で
す。
Win32は，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
X/Openは，The Open Groupの英国ならびに他の国における登録商標です。
XATMIは，X/Open Company Limitedが開発したアプリケーションインタフェースの名称です。
イーサネットは，富士ゼロックス（株）の商品名称です。
その他記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。



■マイクロソフト製品のスクリーンショットの使用について

Microsoft Corporationのガイドラインに従って画面写真を使用しています。

■発行

2013年 4月　3000-3-D60-30

■著作権

All Rights Reserved. Copyright (C) 2006, 2013, Hitachi, Ltd.



変更内容

変更内容（3000-3-D60-30） uCosminexus TP1/LiNK 07-06

追加・変更内容 変更個所

Visual Studio2008，Visual Studio2010，Visual Studio2012を使用する場
合の環境変数値を追加した。

2.1.1(1)(d)

［TP1_LiNK］メニューフォルダのパスを OSごとに記載した。 2.1.2(5)(a)

TP1/LiNKをセットアップしたときに自動的に追加されるシステム環境変数
を追加した。

2.1.2(8)

リソースマネジャ接続先選択機能を追加した。 2.1.3(3)，2.1.3(4)，
3.2.2(1)，3.2.5，
3.3.2(1)，3.3.5，表 A-1，
表 C-2，表 C-3，表 C-5，
表 E-2，表 E-3

confフォルダに不要な定義を格納しないよう注意事項を追加した。 2.2.1，2.2.2(2)

ノード自動追加機能を追加した。
これに伴い，次のウィンドウを変更した。
•［システム環境設定］ウィンドウ

また，次のコマンドをコマンド一覧に追加した。
• namndrm
• nammstr
• namnldsp
• namndopt

2.3(1)，3.1，3.1.2(3)，
3.1.7，4.3.4，表 7-1，
表 7-2，表 C-1，表 E-1

［システム環境設定］ウィンドウの［トランザクション機能］欄のトランザ
クションブランチ数を求める計算式に回復プロセス数を追加した。

3.1

送受信バッファサイズの OS設定値適用機能を追加した。 3.1.2(4)，3.2.2(3)，
3.3.2(2)，3.4.2(2)，表
C-1，表 E-1

［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの次の項目に指定でき
る文字数上限を 40文字に変更した。
•［オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名 (O)］
•［バックアップ用 XARファイルを作成するフォルダ名 (B)］

3.1.6

すでに設定してある RAPサービスの実行環境を変更し，上書き保存したと
きに表示される確認ダイアログボックスの対応を追加した。

3.4.1

マルチ OpenTP1の場合は，マルチ OpenTP1用のコマンドプロンプトから
dcstsmngコマンドを実行することを追加した。

4.3.2



OpenTP1の拡張機能を追加した。
これに伴い，次のオペランドを追加した。
• システム共通定義

fil_prf_trace_optionオペランド
fil_prf_trace_delay_timeオペランド

• rapリスナーサービス定義
scs_prf_trace_levelオペランド

また，次のコマンドをコマンド一覧に追加した。
• dcalzprf

4.4.1，4.4.1(1)，
4.4.1(3)，4.4.1(8)，表
7-1，表 7-2，表 F-1

性能検証用トレース情報を取得する場合に，システム共通定義ファイルに追
加する prf_traceオペランドについて，デフォルト値と説明を追加した。

4.4.1(1)

Visual Studio 2012を使用する場合，標準コンパイルオプション定義マクロ
である ntwin32.makが配布されないことを追加した。

5.10.2(1)(a)，
5.10.4(1)(b)，
5.10.4(1)(d)，
5.10.4(2)(b)

Visual Studio 2010または Visual Studio 2012を使用してプログラムを作成
し，マニフェストが作成されない場合の説明を補足した。

5.10.4(1)(c)

Visual Studioで作成したアプリケーションを Visual Studio をインストール
していない環境で動作させる場合の説明を追加した。

5.10.4(1)(e)

システム統計情報，およびレスポンス統計情報の稼働統計情報の出力につい
て，最大値，最小値がオーバーフローしたときに「*」で表示されることを
追加した。
また，通信遅延時間統計情報の出力で，最大値，最小値がマイナス値になる
場合，「*」で表示されることを追加した。

6.4.4

jnlsttsコマンドの注意事項を追加した。 7.　jnlstts

uatdumpコマンドの注意事項を追加した。 7.　uatdump

ユーザサーバを開始できないときの説明を追記した。 8.2.1(1)

通信障害が発生した場合の対処に関する説明を追加した。 8.2.1(4)

エラーメッセージ KFCA00854-Eの対策についての補足事項を追加した。 8.4

TP1/LiNKのユーザアプリケーションプログラム（UAP）をシングルスレッ
ド環境で実行する場合の注意事項を追加した。

付録 A(4)(a)

dc_adm_call_command()の第一引数 comに指定できる文字列の長さ，およ
び CBLDCADM('COMMAND ')のデータ名 Gに指定できる文字列の長さは
500バイト以下との説明を追加した。

付録 A(4)(d)

WinSockのライブラリを使用する場合の注意事項を追加した。 付録 A(4)(i)

統計ファイルサイズに関する稼働統計情報を取得する場合の設定内容を変更
した。

表 C-1

共用メモリの見積もり式に含まれる，スケジューラ，およびトランザクショ
ンマネジャのサイズ算出式を変更した。

表 F-1

SPP定義数に関する説明を追加した。 表 F-1

稼働統計情報ファイル容量の見積もり式で指定する内容を変更した。 付録 F.3

追加・変更内容 変更個所



単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
今版（3000-3-D60-30）では，前版（3000-3-D60-20）の目次の構成を変更しました。前版との対応は次の
ようになっています。

変更内容（3000-3-D60-20） uCosminexus TP1/LiNK 07-02

バージョンアップ時の GUI，関数，定義，コマンド，およびデフォルト値
の変更点を記載した。

付録 G

第 3版 第 4版

1.　TP1/LiNKを紹介します 1.　TP1/LiNKの概要

2.　準備をしましょう 2.　TP1/LiNKのセットアップ

3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）

4.　実行環境の設定（オプション機能）

3.　実際に使ってみましょう 5.　TP1/LiNKの運用

4.　ウィンドウの使い方 6.　ウィンドウの操作

5.　コマンドの使い方 7.　運用コマンド

6.　コマンドの文法

7.　トラブルが起こったときは 8.　トラブルが起こったときは

8.　メッセージの一覧 9.　メッセージ

付録 付録

追加・変更内容

監査ログを出力する機能を追加した。
これに伴い，次の定義を追加した。
• ログサービス定義
• rapリスナーサービス定義
• ユーザサービスデフォルト定義
• ユーザサービス定義

また次のコマンドを追加した。
• dcauditsetup

サービス関数を動的にローディングできる機能を追加した。
これに伴い，［SPP環境設定］ダイアログボックスを変更した。

スケジュールサービスの動作をサービス単位で指定できるようにした。
これに伴い，［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［サービス関数］タブを変更した。

Visual Studio 2008に対応した。

TP1/LiNKを実行環境だけで運用する場合，.NET Frameworkおよび Visual C++アプリケーションの
実行に必要なMicrosoft Visual C++再頒布可能なパッケージをインストールする旨を記載した。

追加・変更内容 変更個所



変更内容（3000-3-D60-10） uCosminexus TP1/LiNK 07-01

サービス単位に閉塞管理をできるようにした。
これに伴い，次の GUIを変更した。
•［システム環境設定］ウィンドウ
•［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウ
•［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［閉塞］タブ

また，次の GUIを追加した。
•［サービス閉塞管理］ダイアログボックス

リアルタイム統計情報サービスの開始時に，RTSログファイルのバックアップファイルを作成するよう
にした。

［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスの［応答時間］タブおよび［その他］タブを変更した。
これに伴い，次の設定をできるようにした。
• 最大応答待ち時間
• rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間
• rapサーバ割り当て待ち要求の滞留監視時間
• 滞留警告時間の出力間隔

性能検証用トレース情報を取得する場合，次の定義ファイルにオペランドを追加した。
• システム共通定義

nam_prf_trace_level_オペランド

これに伴い，次の定義およびオペランドを追加した。
• XAリソースサービス定義

xar_prf_trace_levelオペランド
• XAR性能検証用トレース定義

prf_file_sizeオペランド
• プロセスサービス定義

prc_prf_traceオペランド

リアルタイム統計情報サービスで取得できる項目を追加した。

msvcr90.dllをインストールする手順について記載した。

nambladコマンドを追加した。

COBOL2002を使用する場合，注意事項は該当しない旨を記載した。

付録 D(3)に記載していた TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応の
記述を，付録 Eに移動した。

バージョンアップ時の GUI，関数，定義，コマンド，およびデフォルト値の変更点を記載した。

追加・変更内容

OpenTP1と .NET Framework上で動作するアプリケーションとの間で 2相コミットによるトランザク
ション連携ができる機能（MSDTC連携機能）を追加した。
これに伴い，［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスを変更した。

SPP，および SUPでの［TCP/IPの受信バッファサイズ (H)］と［TCP/IPの送信バッファサイズ (O)］
の指定範囲を変更した。

OpenTP1ディレクトリに構築した環境で動作している製品の形名やバージョンなどを表示できるように
した。
これに伴い，dcpplistコマンドを追加した。

追加・変更内容



保守資料をコマンドで取得できるようにした。
これに伴い，dcrasgetコマンドを追加した。

バージョンアップ時の関数，定義，コマンド，メッセージおよびデフォルト値の変更点を記載した。

追加・変更内容



はじめに

このマニュアルは，プログラムプロダクト R-1945B-24 uCosminexus TP1/LiNKの使い方につ
いて説明したものです。
uCosminexus TP1/LiNKの Version 7に対応する uCosminexus TP1/Message Queueは，現時
点では未発行です。uCosminexus TP1/LiNKの Version 7に対応する uCosminexus TP1/
Message Queueについては，発行時期をご確認ください。
TP1/Message Queueは，米国 International Business Machines Corporationとのライセンス
契約に基づき，WebSphere MQのMQI，MQFAP，MQクラスタの仕様をベースに実装してい
ます。

■対象読者
クライアント／サーバシステムを構築するシステム管理者，システム設計者，プログラマ，オ
ペレータ，およびエンドユーザの方々を対象としています。
Windowsの基本的な操作，ファイルシステムの基本的な知識，およびご使用になるマシンの基
本的な操作を知っていることを前提としています。
I



はじめに
■関連マニュアル
II



はじめに
マニュアル「TP1/LiNK 使用の手引」を除く OpenTP1の関連マニュアルは，TP1/LiNKと
OpenTP1（TP1/Server Base）で共用となっています。そのため，TP1/LiNKでは使えない機
能についても説明しています。OpenTP1の関連マニュアルのうち，TP1/LiNKでは使えない機
能については，「付録 D　参照するマニュアルの制限事項」を参照してください。

●関連製品
• HITACHI HA Toolkit（3000-9-115）
• COBOL2002 ユーザーズガイド（3020-3-D42）
• JP1 Version 8 JP1/ServerConductor/DeploymentManager（3020-3-L53）
• JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）
• JP1 Version 8 JP1/Base メッセージ（3020-3-K07）
• JP1 Version 8 JP1/Base 機能拡張（3020-3-K08）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド（3020-3-K23）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス
（3020-3-K25）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 - Scenario Operation
（3020-3-K42）
III



はじめに
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management - Agent Option for OpenTP1（3020-3-K74）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Audit（3020-3-L50）
• JP1 Version 8 JP1/ServerConductor/Deployment Manager（3020-3-L53）
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management - Agent Option for OpenTP1（3020-3-R65） 
• JP1 Version 9 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-R71）
• JP1 Version 9 JP1/Base メッセージ（3020-3-R72）
• JP1 Version 9 JP1/Base 関数リファレンス（3020-3-R73）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 入門（3020-3-S01）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 導入ガイド（3020-3-S02）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築編）
（3020-3-S03）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（業務設計編）
（3020-3-S04）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1（3020-3-S05）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 2（3020-3-S06）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガイド（3020-3-S07）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング
（3020-3-S08）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド（3020-3-S09）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 1
（3020-3-S10）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 2
（3020-3-S11）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 連携ガイド（3020-3-S12）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 1（3020-3-S13）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 2（3020-3-S14）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド（3020-3-S90）
• JP1 Version 9 JP1/ServerConductor/Deployment Manager（3020-3-T77）
• JP1 Version 10 JP1/Base 運用ガイド（3021-3-001）
• JP1 Version 10 JP1/Base メッセージ（3021-3-002）
• JP1 Version 10 JP1/Base 関数リファレンス（3021-3-003）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 入門（3021-3-101）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 導入ガイド（3021-3-102）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築編）
（3021-3-103）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（業務設計編）
（3021-3-104）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1（3021-3-105）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 2（3021-3-106）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガイド（3021-3-107）
IV



はじめに
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング
（3021-3-108）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド（3021-3-109）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 1
（3021-3-110）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 2
（3021-3-111）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 連携ガイド（3021-3-112）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 1（3021-3-113）
• JP1 Version 10 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 2（3021-3-114）
• JP1 Version 10 JP1/Performance Management - Agent Option for OpenTP1（3021-3-072）
• JP1 Version 10 JP1/Audit Management - Manager 構築・運用ガイド（3021-3-165）

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次のように定義します。
V



はじめに
■文法の記号

（1）Windowsの操作に関する表記

各部の名称
ディスプレイに表示される各部の用語は，Windowsの用語と同じ意味で使用しています。
用語の意味と操作方法は，基本操作について説明しているWindowsのマニュアルを参照し
てください。

マニュアルの表記方法
• ディスプレイに表示される各項目を角括弧［ ］で示しています。
VI



はじめに
• Windowsの［スタート］ボタンからメニューをたどって開く操作はハイフンでつないで表記
しています。なお，Windows Server 2012，およびWindows 8の場合は，［スタート］ボタン
を［スタート］画面に読み替えてください。

（例）
［スタート］ボタンから［プログラム］メニューの下の［TP1_LiNK］メニューを開く操作は
「［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］メニューを開く」と表記しています。なお，
Windows Server 2012，およびWindows 8の場合は，［プログラム］メニューを［アプリ］画面
に読み替えてください。
• Windowsを組み込んだドライブやフォルダ名は，標準的な例を記載しています。標準的な環
境と異なるWindowsを使用する場合は，その環境に合わせてドライブやフォルダ名を読み替
えてください。なお，このマニュアルで使用しているWindowsの環境変数と標準的な環境で
の環境変数値を次の表に示します。

（2）属性表示記号
指定する値の範囲などについて説明する記号です。

（3）構文要素記号
指定する値の内容について説明する記号です。

環境変数名 標準的な環境での環境変数値

ProgramFiles C:¥Program Files¥

TEMP C:¥Documents and Settings¥ユーザ名 ¥Local Settings¥Temp¥

windir C:¥Windows¥

属性表示記号 意味

～ この記号のあとに，ユーザが指定する値の属性を示します。

＜　　＞ ユーザが指定する値の構文要素を示します。

((　　)) 指定できる値の範囲を示します。

《　　》 ユーザが指定を省略したときに TP1/LiNKが仮定する値を示します。

構文要素記号 意味

＜英字＞ アルファベット（A～ Z，a～ z）と _（アンダスコア）

＜英字記号＞ アルファベット（A～ Z，a～ z），#，@，および ¥

＜英数字＞ 英字と数字（0～ 9）

＜英数字記号＞ 英字記号と数字（0～ 9）

＜符号なし整数＞ 数字（0～ 9）

＜ 16進数字＞ 数字（0～ 9），A～ F，および a～ f

＜識別子＞ 先頭がアルファベット（A～ Z，a～ z）の英数字列

＜記号名称＞ 先頭が英字記号の英数字記号列
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（4）文法記述記号
コマンドの記述形式について説明する記号です。

（5）コマンドの画面表示に関する記号
コマンドの画面の表示について説明する記号です。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品の名称を省略して表記しています。製品の名称と，このマニュアル
での表記を次に示します。

＜文字列＞ 任意の文字の配列

＜パス名＞ 記号名称，¥，および .（ピリオド）
ただし，パス名は OSの規則に依存します。

文法記述記号 意味

｜（ストローク） この記号で区切られた項目は選択できることを示します。
（例）-t　A｜ B

-tオプションに Aまたは Bを指定できることを示します。

｛　　｝（波括弧） この記号で囲まれている複数の項目のうちから，どれか一つを選んで指定する
ことを示します。
（例）｛A｜ B｜ C｝

A，Bまたは Cのどれか一つを選択することを示します。

〔　　〕（きっ甲） この記号で囲まれている項目を省略できることを示します。
（例）〔A〕

Aと指定するか，または何も指定しないことを示します。

...（点線） この記号の直前に示す項目を繰り返し指定できることを示します。
ただし，項目が括弧で囲まれている場合，括弧全体が一つの項目となります。
（例）A，B，B，...

Aの後ろに Bを必要個数だけ指定することを示します。

　　　（アンダーラ
イン）

この記号で示す項目は，該当するオプションまたはコマンド引数を省略したと
きに TP1/LiNKが仮定する値を示します。
（例）-a〔A｜ B〕

Aも Bも指定しなかったときには，TP1/LiNKが -aオプションの指定値に
Aを仮定することを示します。

△（白三角） 空白を示します。
（例）cmd△ -a△ b

cmdと -aの間，および -aと bの間にそれぞれ空白を入れることを示しま
す。

記号 意味

C:¥> オペレータに対する入力促進記号（プロンプト）を示します。

<CR> オペレータがリターンキーを押す動作を示します。この記号は画面に表示され
ません。

構文要素記号 意味
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製品名称 このマニュアルでの表記

Microsoft Access(R) Access

Microsoft(R) Office Excel Excel

COBOL2002 Net Developer COBOL2002

COBOL2002 Net Server Suite

COBOL2002 Net Developer

COBOL2002 Net Server Suite

COBOL2002 Net Developer(64)

COBOL2002 Net Server Suite(64)

HiRDB/Single Server Version 7 HiRDB

HiRDB/Parallel Server Version 7

HiRDB/Single Server Version 8

HiRDB/Parallel Server Version 8

HiRDB/Single Server Version 8(64)

HiRDB/Parallel Server Version 8(64)

HiRDB Server Version 9 

HiRDB Server Version 9(32)

JavaTM Java

JP1/ServerConductor/Deployment Manager DPM JP1

JP1/Automatic Job Management System 2 - Agent JP1/AJS - Agent JP1/AJS

JP1/Automatic Job Management System 3 - Agent

JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Manager

JP1/AJS - Manager

JP1/Automatic Job Management System 3 - 
Manager

JP1/Automatic Job Management System 2 - View JP1/AJS - View

JP1/Automatic Job Management System 3 - View

JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Scenario Operation Manager

JP1/AJS2 - 
Scenario Operation 
Manager

JP1/AJS2 - 
Scenario 
Operation

JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Scenario Operation View

JP1/AJS2 - 
Scenario Operation 
View

JP1/NETM/Audit - Manager JP1/NETM/Audit

JP1/Performance Management - Agent Option for 
OpenTP1

PFM - Agent for 
OpenTP1

Microsoft(R) SQL Server Microsoft SQL 
Server
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Microsoft(R) Visual Studio 2005 Visual C++(R) 2005 Microsoft Visual 
C++

Microsoft(R) Visual Studio 2008 Visual C++(R) 
2008

Microsoft(R) Visual Studio 2010 Visual C++(R) 
2010

Microsoft(R) Visual Studio 2012 Visual C++(R) 
2012

Microsoft(R) Windows(R) Sockets Microsoft Windows 
Sockets

Microsoft(R) MS-DOS(R) MS-DOS

Integrated Network Management System NETM

JP1/NETM/DM Manager NETM/DM

JP1/NETM/DM SubManager

JP1/NETM/DM Client

Oracle9i Oracle

Oracle Database 10g

Oracle Database 11g

Oracle Real Application Clusters Oracle RAC

uCosminexus TP1/Client for .NET Framework Client .NET  

uCosminexus TP1/Client/J TP1/Client/J TP1/Client

uCosminexus TP1/Client/P TP1/Client/P

uCosminexus TP1/Client/W TP1/Client/W

uCosminexus TP1/Connector for .NET 
Framework

Connector .NET  

uCosminexus TP1/FS/Direct Access TP1/FS/Direct 
Access

uCosminexus TP1/FS/Table Access TP1/FS/Table 
Access

uCosminexus TP1/LiNK TP1/LiNK

uCosminexus TP1/Message Control TP1/Message 
Control

uCosminexus TP1/Message Control Tester TP1/Message 
Control/Tester

uCosminexus TP1/Message Queue TP1/Message 
Queue

uCosminexus TP1/Message Queue (64)

uCosminexus TP1/Messaging TP1/Messaging

uCosminexus TP1/Multi TP1/Multi

製品名称 このマニュアルでの表記
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uCosminexus TP1/NET/Library TP1/NET/Library

uCosminexus TP1/NET/TCP/IP TP1/NET/TCP/IP

uCosminexus TP1/Offline Tester TP1/Offline Tester

uCosminexus TP1/Online Tester TP1/Online Tester

uCosminexus TP1/Resource Manager Monitor TP1/Resource 
Manager Monitor

uCosminexus TP1/Server Base TP1/Server Base

uCosminexus TP1/Shared Table Access TP1/Shared Table 
Access

uCosminexus TP1/Web TP1/Web

Microsoft(R) Visual Basic(R) Visual Basic

Microsoft(R) Visual Studio(R) .NET Framework 
2002

Visual Studio .NET 
2002

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Professional 
Edition

Visual Studio 2005 Visual Studio

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Professional 
Edition with MSDN Professional Subscription

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Professional 
Edition with MSDN Premium Subscription

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Standard 
Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Edition 
for Software Architects

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Edition 
for Software Developers

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Edition 
for Software Testers

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Suite

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2008 Professional 
Edition

Visual Studio 2008

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2008 Standard 
Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) Team System 2008 
Architecture Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) Team System 2008 
Development Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) Team System 2008 
Test Edition

製品名称 このマニュアルでの表記
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Microsoft(R) Visual Studio(R) Team System 2008 
Database Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) Team System 2008 
Team Suite

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2010 Professional Visual Studio 2010

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2010 Premium

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2010 Ultimate

Microsoft(R) Visual Studio(R) Professional 2012 Visual Studio 2012

Microsoft(R) Visual Studio(R) Premium 2012

Microsoft(R) Visual Studio(R) Ultimate 2012

Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise (x86) Windows 7 (32ビッ
ト用 )

Windows 7

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional (x86)

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate (x86)

Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise (x64) Windows 7 (64ビッ
ト用 )

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional (x64)

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate (x64)

Microsoft(R) Windows(R) 8 Enterprise (x86) Windows 8 (32ビッ
ト用 )

Windows 8

Microsoft(R) Windows(R) 8 Pro (x86)

Microsoft(R) Windows(R) 8 Enterprise (x64) Windows 8 (64ビッ
ト用 )

Microsoft(R) Windows(R) 8 Pro (x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter 
Edition

Windows Server 
2003 (32ビット用 )

Windows Server 
2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter 
x64 Edition

Windows Server 
2003 (64ビット用 )

製品名称 このマニュアルでの表記
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Datacenter 
Edition

Windows Server 
2008 (32ビット用 )

Windows Server 
2008

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Datacenter 
x64 Edition

Windows Server 
2008 (64ビット用 )

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, 
Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012, Datacenter Windows Server 
2012

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012, Standard

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business (x86) Windows Vista（32
ビット用）

Windows Vista

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise (x86)

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate (x86)

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business (x64) Windows Vista（64
ビット用）

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise (x64)

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate (x64)

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

Windows XP

製品名称 このマニュアルでの表記
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Windows 7，Windows 8，Windows Server 2003，Windows Server 2008，Windows Server 2012，
Windows Vista，およびWindows XPで機能差がない場合，Windowsと表記しています。

■略語一覧
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

英略語 英字での表記

AP Application Program

API Application Programming Interface

CRM Communication Resource Manager

CUP Client User Program

DAM Direct Access Method

DB Database

DBMS Database Management System

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DLL Dynamic Linking Library

DTP Distributed Transaction Processing

EUC End User Computing

FAT File Allocation Table

FD Floppy Disk

GUI Graphical User Interface

HTML Hyper Text Markup Language

IP Internet Protocol

ISAM Indexed Sequential Access Method

IST Internode Shared Table

JNI Java Native Interface

J2EE Java 2 Enterprise Edition

LAN Local Area Network

MCF Message Control Facility

MHP Message Handling Program

MQ Message Queue

MQI Message Queue Interface

MSCS Microsoft Cluster Server

MSDTC Microsoft Distributed Transaction Coordinator

MTU Maximum Transmission Unit

NTFS New Technology File System

ODBC Open DataBase Connectivity
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■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

■謝辞
COBOL言語仕様は，CODASYL（the Conference on Data Systems Languages：データシステ
ムズ言語協議会）によって，開発された。OpenTP1のユーザアプリケーションプログラムのイ
ンタフェース仕様のうち，データ操作言語（DML　Data Manipulation Language）の仕様は，
CODASYL COBOL（1981）の通信節，RECEIVE文，SEND文，COMMIT文，及び
ROLLBACK文を参考にし，それに日立製作所独自の解釈と仕様を追加して開発した。原開発
者に対し謝意を表すとともに，CODASYLの要求に従って以下の謝辞を掲げる。なお，この文
章は，COBOLの原仕様書「CODASYL COBOL JOURNAL OF DEVELOPMENT 1984」の謝
辞の一部を再掲するものである。
　
いかなる組織であっても，COBOLの原仕様書とその仕様の全体又は一部分を複製すること，マ
ニュアルその他の資料のための土台として原仕様書のアイデアを利用することは自由である。
ただし，その場合には，その刊行物のまえがきの一部として，次の謝辞を掲載しなければなら

OS Operating System

OSI Open Systems Interconnection

PC Personal Computer

RAP Remote Application Programming Interface

RDBMS Relational Database Management System

RI Recovery Information

RM Resource Manager

RPC Remote Procedure Call

RTS Real Time Statistic

SPP Service Providing Program

SUP Service Using Program

TAM Table Access Method

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

TLS Thread Local Storage

TP Transaction Processing

UAP User Application Program

WS Workstation

XA Extended Architecture

XAR Extended Architecture Resource

英略語 英字での表記
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はじめに
ない。書評などに短い文章を引用するときは，"COBOL"という名称を示せば謝辞全体を掲載す
る必要はない。
　
COBOLは産業界の言語であり，特定の団体や組織の所有物ではない。
CODASYL COBOL委員会又は仕様変更の提案者は，このプログラミングシステムと言語の正
確さや機能について，いかなる保証も与えない。さらに，それに関連する責任も負わない。
　
次に示す著作権表示付資料の著作者及び著作権者
　
FLOW-MATIC（Sperry Rand Corporationの商標），Programming for the Univac(R)Ⅰ and
Ⅱ，Data Automation Systems，Sperry Rand Corporation 著作権表示 1958年，1959年；
IBM Commercial Translator Form No.F 28-8013，IBM著作権表示 1959年；
FACT，DSI 27A5260-2760，Minneapolis-Honeywell，著作権表示 1960年
　
は，これら全体又は一部分を COBOLの原仕様書中に利用することを許可した。この許可は，
COBOL原仕様書をプログラミングマニュアルや類似の刊行物に複製したり，利用したりする場
合にまで拡張される。
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第 1編　TP1/LiNKの概要

1　 TP1/LiNKの概要
この章では，TP1/LiNKの特長，TP1/LiNKを使って構築でき
るシステム例，および TP1/LiNKのアプリケーションについ
て説明します。

1.1　TP1/LiNKとは

1.2　TP1/LiNKの特長

1.3　TP1/LiNKで構築できるシステム

1.4　TP1/LiNKで使用できるアプリケーション
1



1.　TP1/LiNKの概要
1.1　TP1/LiNKとは

分散アプリケーションサーバ TP1/LiNKとは，DBMSにアクセスするアプリケーション
を管理することで，ユーザの業務を支援するミドルウェアです。

クライアント／サーバシステムの課題
近年のオープンシステムの業務として，クライアント／サーバシステムのサーバに
データベースマネジメントシステム（DBMS）を使った方法が普及しています。こ
の形態のクライアント／サーバシステムには，次のような課題があります。
1. クライアントの数が増えて負荷が大幅に増えてしまうと，クライアントの要求に
対する応答の待ち時間が長くなってしまいます。

2. クライアントからサーバの DBMSへはデータベース言語（SQL）でアクセスす
るため，クライアントのオペレータに SQLアクセスの知識が必要になります。
また，まとまったデータベースへのアクセスにクライアントから SQLを発行す
ると，通信のオーバヘッドで LANの性能が低くなってしまいます。

3. サーバでエラーが起こったときの詳細な情報など，サーバ独自の情報をクライア
ントへ知らせることができません。

TP1/LiNKを使ったクライアント／サーバシステムの利点
DBMSのサーバを使ったクライアント／サーバシステムをより大きな業務に適用す
る場合，これらの課題に対してアプリケーションを作成して解決できます。
アプリケーションを管理する製品に TP1/LiNKを使うと，次のような利点がありま
す。
1. TP1/LiNKのサーバではアプリケーションの実行プロセスを管理できるので，処
理待ちのオーバヘッドを最小限に抑えてサーバの処理性能を上げられます。

2. サーバと通信するときは，クライアントのアプリケーションからリモートプロシ
ジャコール（RPC）を使います。DBMSへは，サーバ側のアプリケーションか
らの SQLでアクセスします。そのため，クライアントのオペレータが SQLを使
わなくて済みます。また，クライアントからのまとまったデータベースへのアク
セスが 1回の RPCで済むので，通信のオーバヘッドが低くなって LANの性能
を上げられます。

3. クライアントへの応答もアプリケーションで処理するので，サーバからクライア
ントへ任意の情報を知らせることができます。

DBMSのサーバに TP1/LiNKを使ったクライアント／サーバシステムを次の図に示しま
す。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-1　DBMSのサーバに TP1/LiNKを使ったクライアント／サーバシステム
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1.　TP1/LiNKの概要
1.2　TP1/LiNKの特長

TP1/LiNKを使ったシステムの特長について説明します。

1.2.1　アプリケーションでサーバの業務を支援します
TP1/LiNKでは，次のような使いやすいアプリケーションプログラムを作れます。

（1） アプリケーションを作成することで，多様な業務処理に対応できます

TP1/LiNKを使ったサーバでは，業務処理をアプリケーションとして作成するので，オ
ペレータの操作だけでは対応できない複雑な処理ができます。アプリケーションでは
データベースへのアクセス以外の処理（クライアントの認証，クライアントへ送信する
データの加工など）もできるので，業務に合わせてきめ細かいサービスをクライアント
へ提供できます。

さらに，TP1/LiNKを使うと，異なるマシン間のアプリケーションをリモートプロシ
ジャコールで連携させて，分散した処理を一つの業務にできます。サーバの処理はアプ
リケーション単位に分かれているので，作成したアプリケーションの業務を拡張すると
きにも柔軟に対応できます。

（2） サーバの負荷を調整して，効率良く業務を処理できます

複数のアプリケーションを起動することでサーバの負荷が増え過ぎると，各アプリケー
ションの処理性能は向上しません。

TP1/LiNKでは，アプリケーションのプロセスを効率良く振り分けたり（スケジュール
機能），負荷に応じて実行領域を増やしたり減らしたり（マルチサーバ機能）できます。
そのため，プロセスが増え過ぎてサーバの性能が下がるのを避けられます。したがって，
複数のクライアントからサービスを要求されたときでも安定した応答ができます。

（3） 業務の開始と終了を，柔軟に操作できます

TP1/LiNKを使ったサーバでは，アプリケーションの業務を TP1/LiNKと一緒に開始さ
せることができます。TP1/LiNKの稼働中に任意に開始または終了させることもできま
す。そのため，アプリケーションとして作成した定型業務の開始と終了を，オペレータ
の操作で管理できます。

さらに，業務の都合で TP1/LiNKを開始し直しても，前回のアプリケーションの状態を
引き継ぐこともできます。

TP1/LiNKを使うと，このような柔軟な運用がオペレータの操作でできます。

1.2.2　エンドユーザコンピューティングを支援します
TP1/LiNKは，サーバを構築する負担を減らすことで，専門の技術者でなくてもシステ
4



1.　TP1/LiNKの概要
ムを構築できるようにしています。

セットアップするときには，TP1/LiNKのメモリの見積もりや割り当ては，自動的にで
きます。セットアップが完了すると，TP1/LiNK標準の実行環境（初期値）が設定され
ます。この設定内容を業務に合わせて変更するだけでよいので，実行環境を始めから設
定する手間が省けます。また，グラフィカルな画面（GUI）で操作できます。

このように TP1/LiNKは，エンドユーザコンピューティング（EUC）を支援していま
す。

1.2.3　トランザクションを制御できます
ファイルのデータを読み出して，更新後に書き込む処理のように，データの一貫性を保
つため途中で分けられない処理の単位をトランザクションといいます。トランザクショ
ンの処理結果は，有効にするか無効にするかのどちらかに必ず決まります。

TP1/LiNKでは，オプションとしてトランザクション機能を使えます。トランザクショ
ン機能を使うように指定すると，アプリケーションでトランザクションを管理できます。
そのため，処理がうまくいかなかった場合でも，データがなくなったり，不整合が起
こったりすることを避けることができます。

TP1/LiNKでは，リモートプロシジャコールによる複数のアプリケーションにわたる処
理でも，一つのトランザクション処理にできます。さらに，LANで接続した TP1/LiNK
（または OpenTP1）にわたる処理を，トランザクション処理にすることもできます。

1.2.4　各種のデータベースを選べます
TP1/LiNKのプログラム構造は，X/Openの DTPモデルに準拠しています。そのため，
TP1/LiNKで構築するサーバでは，XAインタフェースに準拠した各種 DBMS
（ORACLE，SQL Server，HiRDBなど）が使えます。

X/Openに準拠した DBMSを使うと，トランザクション処理でデータベースを更新でき
ます。さらに，リモートプロシジャコールで異機種間にわたる処理をトランザクション
とすれば，複数のデータベースを，整合性を保って更新できます。

TP1/LiNKのサーバを構築するときには，使いたいデータベースを任意に選べ，DBMS
の長所を十分に業務に生かせます。

データベースと TP1/LiNKを連携したサーバの形態を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-2　データベースと TP1/LiNKを連携したサーバの形態

1.2.5　メッセージ送受信機能を使えます
TP1/LiNKでは，メインフレームの通信方法であるメッセージ送受信で通信できます。
メッセージ送受信を使うと，OpenTP1以外のシステム（メインフレーム）および UNIX
上の OpenTP1とメッセージのやり取りで通信できます。TP1/LiNKのメッセージ送受信
では，通信プロトコルに TCP/IPを使います。

メッセージ送受信機能を使うときは，TP1/LiNKのシステムに次のソフトウェアおよび
アプリケーションが必要です。

• TP1/Messaging
• メッセージ送受信用のアプリケーション

メッセージ送受信機能の使い方についてはマニュアル「TP1/Messaging 使用の手引」を，
6



1.　TP1/LiNKの概要
メッセージ送受信用のアプリケーションについてはマニュアル「OpenTP1 プログラム作
成の手引」を参照してください。

メッセージ送受信機能を使った通信の概要を次の図に示します。

図 1-3　メッセージ送受信機能を使った通信の概要

注※
TCP/IPを使った OpenTP1のメッセージ送受信機能（MCF）は，次の製品から構
成されます。
• TP1/Message Control
• TP1/NET/Library
• TP1/NET/TCP/IP

1.2.6　メッセージキューイング機能を使えます
メッセージキューイング機能を使うには，TP1/LiNKのシステムに TP1/Message Queue
が必要ですが，TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では
未発行です。発行時期をご確認ください。

TP1/LiNKでは，米国 IBM社が開発したメッセージキューイング機能を使って通信でき
7



1.　TP1/LiNKの概要
ます。メッセージキューイング機能の通信では，アプリケーションが自システムの
キューへメッセージを登録したり，キューからメッセージを取り出したりして通信しま
す。

アプリケーションがメッセージを登録したり取り出したりするときには，通信する相手
のあて先を指定します。通信プロトコルを意識する必要はありません。さらに，通信相
手のアプリケーションが稼働していないときでもデータを送れるため，任意のタイミン
グでメッセージを扱えます。

メッセージキューイング機能については，マニュアル「TP1/Message Queue 使用の手
引」を参照してください。

メッセージキューイング機能を使った通信の概要を次の図に示します。

図 1-4　メッセージキューイング機能を使った通信の概要

1.2.7　オープンシステム対応の製品と連携できます
TP1/LiNKは，次に示す製品と連携できます。

• システム運用管理機能　JP1
• 統合ネットワーク管理　NETM

これらの製品と連携して TP1/LiNKシステムを構築すると，TP1/LiNKの分散アプリ
8



1.　TP1/LiNKの概要
ケーション処理に加えて，JP1による効率的なバッチジョブの運用やシナリオテンプ
レートを利用したシステムの運用もできます。さらに，NETMによるネットワーク管理
とソフトウェア配布ができるようになります。

TP1/LiNKと JP1，NETMの連携を次の図に示します。

図 1-5　TP1/LiNKと JP1，NETMの連携

（1） システム運用管理機能 JP1と連携できます

システム運用管理機能 JP1とは，業務をバッチ環境での業務（バッチジョブ）として管
理する製品を総称した呼称です。
9



1.　TP1/LiNKの概要
ジョブ管理
TP1/LiNKシステムに JP1/Automatic Job Management System 2を使うと，TP1/
Message Queue※のデータ形式のイベントでシステムの自動運転ができ，メインフ
レームの業務であるバッチ処理ができるようになります。そのため，TP1/LiNKの
業務をオンライン中の業務とバッチ処理業務に分けることができ，システムを効率
良く運用できます。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行
です。発行時期をご確認ください。

シナリオテンプレートを利用したシステムの運用
JP1/AJS2 - Scenario Operationは，JP1/AJS2で管理していたジョブ，およびジョ
ブネットを，統合的に管理する製品です。
システム構成の変化に対応した運用手順をシナリオテンプレートとして定義したり，
運用環境に応じたシナリオを実行したりできます。また，TP1/LiNKで提供するシ
ナリオテンプレートを組み合わせてシナリオを作成したり，実行したりできます。
シナリオテンプレートによって，システムを自動的に運用できます。
詳細については，「5.8　JP1連携時の運用（JP1/Base，JP1/AJS，および JP1/
AJS2 - Scenario Operation）」を参照してください。

JP1には，システム運用機能に応じた製品があります。JP1の各種機能については，機
能ごとの JP1のマニュアルを参照してください。

（2） 統合ネットワーク管理 NETMと連携できます

統合ネットワーク管理 NETMとは，大規模で複雑なネットワークを管理，操作する製品
を総称した呼称です。

TP1/LiNKシステムに NETMを使うと，メインフレームから TP1/LiNKで構築した
サーバまで，ネットワークシステム全体を監視できます。さらに，ソフトウェア配布管
理支援 NETM/DMを使うと，ソフトウェアを一括してオンライン配布（リモートインス
トール）できるため，マシンごとにソフトウェアを組み込んだりバージョンアップした
りする手間が省けます。

NETMには，ネットワーク管理に応じた製品があります。NETMの各種機能について
は，機能ごとの NETMのマニュアルを参照してください。

1.2.8　監査ログによるシステムの監視ができます
監査ログとは，システム構築者，運用者，および使用者が TP1/LiNKのプログラムに対
して実行した操作，およびその操作に伴うプログラムの動作の履歴が出力されるファイ
ルです。監査者が監査ログを調査することで，「いつ」，「だれが」，「何をしたか」を知る
ことができます。そのため，システムの使用状況，不正アクセスなどを監査する資料と
して使用できます。
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1.　TP1/LiNKの概要
監査ログには，コマンドなどによる操作を実行したユーザに関する情報，その操作に伴
う処理が成功したか失敗したかなどの監査事象に関する情報，操作や処理の対象に関す
る情報などが出力されます。これらの情報は，システムの監視に役立ちます。

なお，JP1/NETM/Auditと連携すると，監査ログを自動で収集したり，一括管理をした
りすることができるようになります。

監査ログ機能の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
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1.　TP1/LiNKの概要
1.3　TP1/LiNKで構築できるシステム

TP1/LiNKを使うと，次のようなシステムを構築できます。

• TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pの OpenTP1クライアント機能を使ったシステム
• TP1/Client/Jの OpenTP1クライアント機能を使ったシステム
• インターネット／イントラネットを使ったシステム
• OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したシステム
• J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携したシステム
• .NET Frameworkと連携したシステム
• メインフレームと連携したシステム

TP1/LiNKを使ったシステム構築の例を次の図に示します。
12



1.　TP1/LiNKの概要
図 1-6　TP1/LiNKを使ったシステム構築の例
13



1.　TP1/LiNKの概要
1.3.1　TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pの OpenTP1クライ
アント機能を使ったクライアント／サーバシステム

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pと TP1/LiNKのサーバが通信する形態です。TP1/
Client/Wまたは TP1/Client/Pのシステムでアプリケーションを作成して，TP1/LiNKの
アプリケーションと通信します。

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pのどちらかと TP1/LiNKの通信では，通信プロトコ
ルに TCP/IPを使います。また，リモート API機能を使うとインターネット／イントラ
ネットを経由して通信できます。リモート API機能については，「5.5　リモート API機
能の使い方」を参照してください。

（1） クライアントの構成

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pのアプリケーションからリモートプロシジャコール
を使って，TP1/LiNKのサービスを要求します。

TP1/Client/WはWS向け，TP1/Client/Pは PC向けの製品です。クライアント側に期待
する性能や接続数に応じてクライアントのハードウェアを選べます。

クライアントに PCを使うときには，リレーショナルデータベース管理システム Access
を使って，TP1/Client/Pのアプリケーションプログラムを呼び出せます。また，TP1/
Client Objectsを使うと，APPGALLERYまたは Visual Basicの標準部品と組み合わせ
て，TP1/Client/Pのアプリケーションを GUI環境で開発できます。

（2） サーバの構成

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pからサービス要求が来ると，TP1/LiNKのアプリ
ケーションは DBMSにアクセスしてサービスを提供します。アプリケーションとして定
型業務を作成しておいて，TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pからのサービス要求に応
じてサービスを実行します。

ここでは，例として TP1/Client/Pを使ったクライアント／サーバシステムを次の図に示
します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-7　TP1/Client/Pを使ったクライアント／サーバシステム

1.3.2　TP1/Client/Jの OpenTP1クライアント機能を使った
クライアント／サーバシステム

インターネット／イントラネット環境で TP1/Client/Jと TP1/LiNKが通信する形態で
す。TP1/Client/Jをクライアントにすると，Javaアプレット，Javaアプリケーション，
または Javaサーブレットから TP1/LiNKにサービスを要求できます。

（1） クライアントの構成

TP1/Client/Jクラスライブラリを使った Javaアプレット，Javaアプリケーション，ま
たは Javaサーブレットから RPCを実行して，TP1/LiNKのサービスを要求します。

クライアントで Javaアプレットを開発するときは，TP1/Client/Jクラスライブラリを使
います。また，Webサーバから Javaアプレットと TP1/Client/Jクラスライブラリをダ
ウンロードして実行できます。このときWebサーバと同じマシンに TP1/LiNKを組み込
んであることが前提です。

TP1/Client/Jのクライアントを構築するときは，Javaアプレット，Javaアプリケー
ション，または Javaサーブレットを開発する Java製品が必要です。

（2） サーバの構成

TP1/Client/Jからサービス要求が来ると，TP1/LiNKのアプリケーションは DBMSにア
クセスしてサービスを提供します。アプリケーションとして定型業務を作成しておいて，
サービス要求に応じてサービスを実行します。

TP1/Client/Jを使ったクライアント／サーバシステムを次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-8　TP1/Client/Jを使ったクライアント／サーバシステム

1.3.3　インターネット／イントラネットを使った通信
TP1/LiNKは，インターネット／イントラネット環境下で通信できます。また，次に示
す製品を使うと，Webブラウザを TP1/LiNKのクライアントにできます。

• TP1/Web（インターネットゲートウェイ機能）

なお，インターネット／イントラネットを使って OpenTP1製品が通信するときは，リ
モート API機能を使います。リモート API機能については，「5.5　リモート API機能の
使い方」を参照してください。

インターネット／イントラネット環境下の通信では，WebブラウザとWebサーバが必要
です。

（1） クライアント（Webブラウザ）の構成

Webブラウザは，Webサーバのホームページを開いて，実行する業務を指定します。
Webブラウザ以外のアプリケーションソフトは不要なので，クライアントの負担を軽く
できます。
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1.　TP1/LiNKの概要
（2） Webサーバシステムの構成

サーバになる TP1/LiNKと通信する場合は，リモートプロシジャコールを使用してくだ
さい。

TP1/Webは，Webサーバのホームページで受信した情報をリモートプロシジャコールの
形式にして，TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pの APIで TP1/LiNKにサービスを要求
します。応答が返ってくると，TP1/Webはその内容に従って，HTMLファイルを更新し
ます。また，TP1/Webのアプリケーションプログラムを作成して，Webブラウザと対話
的に情報をやり取りできます。さらに TP1/Webのサーバは TP1/Client/Jのクライアン
トと通信できます。

TP1/Webのシステムの前提は，Windowsのシステムで使用する場合は TP1/Client/P，
UNIXのシステムで使用する場合には TP1/Client/Wです。

（3） TP1/LiNKの構成

TP1/LiNKは，Webサーバシステムから受信した処理を実行します。

TP1/Webを使ったWebサーバシステムと通信するときは，TP1/LiNKのシステムに前
提となる製品はありません。

インターネット／イントラネットを使った通信を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-9　インターネット／イントラネットを使った通信

1.3.4　OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したクライアン
ト／サーバシステム

分散トランザクション処理機能 OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したクライアント
／サーバシステムを構築できます。TP1/LiNKから TP1/Server Baseで構築した基幹業
務システムへサービスを要求する通信です。TP1/LiNKのシステムがクライアント，
TP1/Server Baseのシステムがサーバとなります。また，TP1/Server Baseのシステム
から TP1/LiNKのシステムにサービスを要求することもできます。

TP1/LiNKと TP1/Server Baseの通信では，通信プロトコルに TCP/IPを使います。ま
た，リモート API機能を使うとインターネット／イントラネットを経由して通信できま
す。リモート API機能については，「5.5　リモート API機能の使い方」を参照してくだ
さい。
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1.　TP1/LiNKの概要
（1） TP1/LiNKの構成

TP1/LiNKのアプリケーションでは，次に示す 3種類の通信方法を選べます。

• リモートプロシジャコール
• メッセージ送受信（TP1/Messagingが必要）
• メッセージキューイング機能（TP1/Message Queue※が必要）

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
す。発行時期をご確認ください。

（2） TP1/Server Baseの構成

TP1/Server Baseで使えるデータベース（DAM，TAM，ISAM，ORACLEなど）にア
クセスできます。さらに，TP1/Server Baseのシステムから，ほかのシステムと通信で
きます。

OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したクライアント／サーバシステム（リモートプ
ロシジャコールの例）を次の図に示します。

図 1-10　OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したクライアント／サーバシステム（リ
モートプロシジャコールの例）

1.3.5　J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携した
システム

J2EEで動作するアプリケーションサーバは，J2EE Connector Architectureに準拠した
uCosminexus TP1 Connectorまたは Cosminexus TP1 Connectorを経由してトランザク
ションを制御します。TP1/LiNKでは，J2EEで動作するアプリケーションサーバからの
トランザクション要求を rapサーバで受信し，XAリソースサービスを使用してトランザ
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1.　TP1/LiNKの概要
クション処理を行います。

J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携する場合のトランザクション制御の流れ
を次の図に示します。

図 1-11　J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携する場合のトランザクション制
御

1.3.6　.NET Frameworkと連携したシステム
MSDTC連携機能によって，.NET Frameworkアプリケーションと TP1/LiNK上のリ
ソースとの間でトランザクション連携する形態です。

MSDTC連携機能による .NET Frameworkアプリケーションとの連携システムを次の図
に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-12　MSDTC連携機能による .NET Frameworkアプリケーションとの連携システム

（1） TP1/LiNKの構成

TP1/LiNKは，.NET Frameworkアプリケーションからのトランザクション指示を rap
サーバで受信し，XAリソースサービスを使用してトランザクション処理を行います。

（2） .NET Frameworkアプリケーションサーバシステムの構成

.NET Frameworkアプリケーションは，MSDTCを使用してトランザクションを制御し，
Connector .NETを経由して OpenTP1へのトランザクション指示をします。

1.3.7　メインフレームと連携した通信
TP1/LiNKは，次に示す機能を使ってメインフレーム（XDMなど）と通信できます。

• TP1/Messaging（メッセージ送受信）
• TP1/Message Queue※（メッセージキューイング機能）
21



1.　TP1/LiNKの概要
注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
す。発行時期をご確認ください。

TP1/LiNKとメインフレームとの通信では，通信プロトコルに TCP/IPを使います。

（1） TP1/LiNKの構成

TP1/LiNKのアプリケーションは，次に示す 2種類の通信方法を選べます。

• メッセージ送受信（TP1/Messagingが必要）
• メッセージキューイング機能（TP1/Message Queueが必要。現時点では未発行）

（2） メインフレームの構成

メインフレームで管理する各種データベースにアクセスできます。メッセージキューイ
ング機能で通信する場合は，メインフレームにキューマネジャ（メッセージキューイン
グ機能を管理する製品）が必要です。

メインフレームと連携した通信を次の図に示します。

図 1-13　メインフレームと連携した通信
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1.　TP1/LiNKの概要
1.4　TP1/LiNKで使用できるアプリケーション

TP1/LiNKを使うときには，業務を処理するプログラム（アプリケーションプログラム）
を作成します。プログラムを作成するときには，C言語または COBOL言語でコーディ
ングできます。アプリケーションプログラムの作成方法については，マニュアル
「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

また，TP1/Extension for .NET Frameworkを利用すると，次に示すプログラム言語で
コーディングできます。

• C#
• J#
• Visual Basic .NET
• COBOL言語

TP1/Extension for .NET Frameworkを利用したアプリケーションプログラムの作成方
法については，マニュアル「TP1/Extension for .NET Framework 使用の手引」を参照
してください。

1.4.1　リモートプロシジャコールの概要
クライアント／サーバ形態の通信では，クライアントから要求されて実行する処理を
サービスといいます。アプリケーションプログラムのサービスとは，データベースにア
クセスしたり，画面にデータを表示したりする処理のことをいいます。

クライアントから TP1/LiNKのアプリケーションプログラムへサービスを要求するとき
は，リモートプロシジャコールを使います。リモートプロシジャコールを使って通信す
ると，業務をマシンごとに分散して処理したり，分散したマシンの処理を一つの業務に
したりできます。

リモートプロシジャコールで通信するすべてのシステム名は，TP1/LiNKの環境設定で
「システムを構成するノード」として指定しておきます。この指定があれば，リモートプ
ロシジャコールを実行するときに通信相手システムのネットワーク上の位置を意識しな
くても済みます。

リモートプロシジャコールを使ったアプリケーションプログラムの通信を次の図に示し
ます。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-14　リモートプロシジャコールを使ったアプリケーションプログラムの通信

リモートプロシジャコールの形態

TP1/LiNKのリモートプロシジャコールには，次に示す 3種類があります。

• 同期応答型 RPC
一般的なリモートプロシジャコールで，サービスを要求したクライアントがサーバの
応答を待っている形態です。

• 非同期応答型 RPC
サービスを要求したクライアントが，サーバの応答を待たないで処理を続ける形態で
す。応答を受け取るときは，専用の関数を呼び出します。複数のサーバにサービスを
要求して，早く返ってきた応答から受け取るような処理に適用できます。

• 非応答型 RPC
サービスを要求したクライアントが，応答を受け取らない形態です。クライアントが
サーバの処理結果を受け取る必要がない通信の場合に使います。

リモートプロシジャコールの形態は，サービスを要求する関数（dc_rpc_call関数）の引
数に指定します。

リモートプロシジャコールの形態を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-15　リモートプロシジャコールの形態

1.4.2　アプリケーションプログラムの種類
TP1/LiNKのアプリケーションプログラムには，次の 2種類があります。

• サービスを提供するプログラム（SPP）
要求されたサービスを実行するアプリケーションプログラムです。SPPは，クライア
ントからサービスを要求されたときに起動します。

• クライアントの役割だけをするプログラム（SUP）
サービスを要求するだけで，サービスを提供しないアプリケーションプログラムです。
SUPは，サーバのオペレータが起動します。

OpenTP1クライアント機能（TP1/Client）のアプリケーションプログラムのことは，ク
ライアントユーザプログラム（CUP）といいます。

アプリケーションプログラムの概要を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-16　アプリケーションプログラムの概要

1.4.3　サーバになるアプリケーションプログラム（SPP）
サーバになるアプリケーションプログラム（SPP）について説明します。

（1） SPPのプログラムの構成

SPPのプログラムは，メインのプログラムと，サービスを提供するプログラムから構成
されます。メインのプログラムは，SPPの開始と終了を宣言したり，サービスを提供す
るプログラムへサービス要求を振り分ける宣言をしたりします。サービスを提供するプ
ログラムは，要求されたサービスの処理を実行します。

メインのプログラムを C言語の場合はメイン関数，COBOL言語の場合はメインプログ
ラムといいます。

サービスを提供するプログラムを C言語の場合はサービス関数，COBOL言語の場合は
サービスプログラムといいます。

SPPのプログラムの構成を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-17　SPPのプログラムの構成（スタブを使う場合）

サービス関数動的ローディング機能を使う場合，あらかじめサービス関数をUAP共用ラ
イブラリとしてまとめておきます。SPP実行時は，UAP共用ライブラリから SPP起動
時にサービス関数を取得して実行します。

サービス関数動的ローディング機能を使用した SPPプログラムの構成を次の図に示しま
す。

図 1-18　SPPのプログラムの構成（サービス関数動的ローディング機能を使う場合）

（2） SPPの作成手順

SPPの作成手順は，「スタブを使用する SPP」と「サービス関数動的ローディング機能
を使用する SPP」によって異なります。

（a）SPPの作成手順（スタブ）

スタブを使用してアプリケーションプログラムを SPPの実行形式ファイルにする手順に
ついて説明します。スタブとは，要求されたサービスをどのサービス関数（サービスプ
ログラム）で処理するかを管理するライブラリです。

スタブを生成するには，SPPの実行環境を設定します。SPPの実行環境を設定するとき
に，スタブのソースファイルが自動的に生成されます。生成したスタブのソースファイ
ルは，Cコンパイラでオブジェクトファイルにします。そして，SPPのオブジェクト
ファイルにリンケージさせます。

スタブの詳細については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してく
ださい。

スタブを使用した SPPの作成手順を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-19　SPPの作成手順（スタブを使う場合）

（b）SPPの作成手順（サービス関数動的ローディング機能）

サービス関数動的ローディング機能を使用してアプリケーションプログラムを SPPの実
行形式ファイルにする手順について説明します。

サービス関数動的ローディング機能を使用すると，SPPの各サービスの入り口点（エン
トリポイント）を指定した UAPライブラリからサービス関数を取得するため，スタブは
不要です。その代わりに，サービス関数を共用ライブラリ化して UAP共用ライブラリ※

を作成する必要があります。これによって，UAP共用ライブラリからサービス関数を取
得できるとともに，複数のサービスをメイン関数にまとめる作業は不要になります。

サービス関数動的ローディング機能の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を
参照してください。

注※
UAP共用ライブラリとは，UAPのソースファイルを翻訳（コンパイル）して作成
した UAPオブジェクトファイルを結合（リンケージ）して，共用ライブラリとして
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1.　TP1/LiNKの概要
まとめたものです。

サービス関数動的ローディング機能を使用した SPPの作成手順を次の図に示します。

図 1-20　SPPの作成手順（サービス関数動的ローディング機能を使う場合）
29



1.　TP1/LiNKの概要
1.4.4　クライアントのアプリケーションプログラム（SUP，
CUP）

SPPへサービスを要求する，クライアントのアプリケーションプログラムについて説明
します。

（1） サービスを利用するプログラム（SUP）

TP1/LiNKのサーバで稼働する，クライアントのアプリケーションプログラムです。
SUPには，サービス関数は作成できません。サーバから TP1/LiNKの業務を開始させる
ときや，バッチ処理をするときに SUPを作成します。

（2） クライアントユーザプログラム（CUP）

TP1/Clientで稼働する，クライアントのアプリケーションプログラムです。TP1/Client/
Wまたは TP1/Client/Pの場合は，アプリケーションプログラムを CUPといいます。ま
た，TP1/Client/Jの場合は Javaアプレット，Javaアプリケーション，または Java
サーブレットを CUPといいます。

CUPは，TP1/Client/Wもしくは TP1/Client/Pのライブラリ関数，または TP1/Client/J
のクラスライブラリを使って，リモートプロシジャコールで通信します。

SUPの作成手順を次の図に示します。CUPについては，マニュアル「OpenTP1 クライ
アント使用の手引 TP1/Client/W，TP1/Client/P編」，またはマニュアル「OpenTP1 クラ
イアント使用の手引 TP1/Client/J編」を参照してください。
30



1.　TP1/LiNKの概要
図 1-21　SUPの作成手順

1.4.5　アプリケーションプログラムに付ける名称
アプリケーションプログラムの実行環境を設定するときには，次に示す名称を付けてお
きます。

• サービスグループ名，サービス名
リモートプロシジャコールで使う名称です。

• ユーザサーバ名
サーバのオペレータが，コマンドでアプリケーションプログラムを操作するときに使
う名称です。

（1） サービスグループ名とサービス名

TP1/LiNKのリモートプロシジャコールでは，SPPに付けたサービスグループ名とサー
ビス名を使ってサービスを要求します。

サービスグループ名とは，アプリケーションプログラムの実行形式ファイルをサービス
の集合と見なして付ける名称です。SPPの実行形式ファイル名と対応させて，サービス
グループ名を付けます。
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1.　TP1/LiNKの概要
サービス名とは，リモートプロシジャコールで要求するサービスのことです。サービス
名には SPPのサービス関数（サービスプログラム）を対応づけます。

サービスグループ名とサービス名は，SPPにだけ必要です。SUPには，サービスグルー
プ名とサービス名は付けません。

（2） ユーザサーバ名

TP1/LiNKのアプリケーションプログラム（SPP，SUP）は，各種のサービスを提供す
ることから，ユーザサーバといいます。アプリケーションの環境を設定するときには，
ユーザサーバ名をプログラムの実行形式ファイル名と対応させて設定します。ユーザ
サーバ名には，1～ 8文字の識別子（先頭がアルファベットで始まる英数字）という条
件があります。

以降，このマニュアルでは，TP1/LiNKで使うアプリケーションプログラムをユーザ
サーバと表記します。

1.4.6　アプリケーションの実行
ユーザサーバの開始と終了，およびプロセスの概要について説明します。

（1） ユーザサーバの開始と終了

ユーザサーバは，TP1/LiNKの開始と終了に合わせて開始，終了します。また，TP1/
LiNKの稼働中にオペレータの操作でユーザサーバを開始させたり終了させたりすること
もできます。

（2） プロセスの設定

ユーザサーバを実行するときには，OSの作業領域を使います。この作業領域の処理をプ
ロセスといいます。TP1/LiNKでは，一つのユーザサーバを複数のプロセスで実行させ
て処理性能を上げられます。さらに，プロセスが増え過ぎてマシンのメモリを圧迫しな
いように，使うプロセスの総数を指定できます。

プロセスを制御する前提条件
プロセスを制御するには，ユーザサーバを開始しておくことが前提です。ユーザ
サーバを TP1/LiNKと一緒に開始しておくか，TP1/LiNKの稼働中に開始しておい
てください。

（3） プロセスの負荷分散（マルチサーバ）

一つのユーザサーバに対して複数のクライアントからサービスを要求されても，ユーザ
サーバの処理を複数のプロセスで並行して実行できます。このようなユーザサーバをマ
ルチサーバといいます。

マルチサーバとして実行できるのは，SPPとして作成したユーザサーバです。SUPはマ
ルチサーバの指定はできません。
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1.　TP1/LiNKの概要
マルチサーバの概要を次の図に示します。

図 1-22　マルチサーバの概要

（4） プロセスの種類

ユーザサーバは，TP1/LiNKの稼働中にプロセスを確保しておくことも，必要に応じて
動的に確保することもできます。TP1/LiNKの稼働中に確保されているかどうかで，プ
ロセスを常駐プロセスと非常駐プロセスに分けています。

常駐プロセスと非常駐プロセスを指定できるのは，SPPとして作成したユーザサーバで
す。SUPのプロセスは常駐プロセスが一つだけです。

（a）常駐プロセス

ユーザサーバを開始したときに，マシンのメモリ領域に確保しているプロセスです。常
駐プロセスを使ったユーザサーバの処理は，非常駐プロセスに比べて速くなります。

（b）非常駐プロセス

ユーザサーバを開始したときには，メモリ領域に確保されていないプロセスです。指定
した数だけサービス領域がたまってから起動されます。非常駐プロセスを使ったユーザ
サーバでは，必要なときにだけ起動するので，システムのメモリ領域を効率良く使えま
す。システムのメモリ領域に空きがない場合に非常駐プロセスを起動させるときは，稼
働中の非常駐プロセスが終了してから起動されます。

SPPには，常駐プロセスと非常駐プロセスを幾つずつ使うかを設定します。また，非常
駐プロセスを起動する目安となるサービスの滞留数も，ユーザサーバごとに設定します。

非常駐プロセスをいつ起動するかは，サービスの滞留数に指定する値で決まります。
（サービスの滞留数に指定した値×起動中のプロセス）の数を超えてサービス要求が滞留
したときに，TP1/LiNKは非常駐プロセスを起動します。スケジュールキューに滞留し
ているサービス要求の数が（サービスの滞留数に指定した値×起動中のプロセス）の数
以下になると，TP1/LiNKは非常駐プロセスを終了します。

ユーザサーバで使うプロセスの概要を次の図に示します。
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1.　TP1/LiNKの概要
図 1-23　ユーザサーバで使うプロセスの概要

（5） スケジュールの優先度

SPPとして作成したユーザサーバには，スケジュールの優先度を付けておきます。優先
度が高いユーザサーバの非常駐プロセスは，ほかの非常駐プロセスに比べて優先的にス
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1.　TP1/LiNKの概要
ケジュールされます。

スケジュールの優先度の概要を次の図に示します。

図 1-24　スケジュールの優先度の概要

（6） ユーザサーバを閉塞する場合

ユーザサーバ（SPP）が異常終了すると，TP1/LiNKはそのユーザサーバのスケジュー
ルをいったん中止して，サービス要求を受け付けないようにします。これをユーザサー
バの閉塞といいます。TP1/LiNKは異常終了したユーザサーバを閉塞することで，クラ
イアントからのサービス要求に意図的にエラーを返して，不要な再実行や応答待ちのタ
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1.　TP1/LiNKの概要
イムアウトを防ぐようにしています。

閉塞の対象になるユーザサーバは SPPです。SUPは，閉塞の対象になりません。業務の
都合でユーザサーバのスケジュールをいったん中止したい場合は，TP1/LiNKの稼働中
にコマンドを実行して意図的にユーザサーバを閉塞することもできます。

異常終了した原因に対処したあとで再びスケジュールを開始するときは，閉塞を解除す
る操作をします。閉塞を解除されたユーザサーバは，再びサービス要求の受け付けを開
始します。

（7） スケジュールサービスのポート番号を指定するとき

通常のリモートプロシジャコールの通信では，TP1/LiNKの環境設定でシステムを構成
するノードを指定しておきます。ただし，ネットワーク構成上の都合で TP1/LiNKのシ
ステムを，システムを構成するノードに指定しないときは，このノードの「スケジュー
ルサービスのポート番号」を指定してリモートプロシジャコールを実行できます。スケ
ジュールサービスのポート番号を指定しておくと，クライアントとサーバを直接ポート
番号で関連付けられるため，システムを構成するノードに指定するよりも高速に通信で
きることがあります。

（a）TP1/LiNKがクライアントになるときの指定

［システム環境設定］ウィンドウの［ユーザサービス環境 (M)...］ボタンをクリックして，
［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスを開きます。

［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスには，通信相手システムのホスト名と
ポート番号を指定します。［送信先］欄は［スケジュールサービス (S)］オプションボタ
ンをオンにします。

（b）TP1/LiNKがサーバになるときの指定

［システム環境設定］ウィンドウの［スケジュールサービスのポート番号］欄の［指定す
る］オプションボタンをオンにして，自システムのスケジュールサービスのポート番号
を指定します。

（8） サービス単位のスケジュール制御

SPPのスケジュールキューに対してサービス単位のスケジュール制御ができます。指定
できるスケジュール制御を次に示します。

• サービス単位で同時実行可能なサービス数を指定する。
• サービス単位でキューイング可能なサービス要求数を指定する。
• サービス単位でキューイング可能なサービス要求データの格納プール長を指定する。

サービス単位のスケジュール制御を行う場合は，［SPP詳細設定］ダイアログボックスの
［サービス関数］タブの［サービス単位にスケジュールサービスの動作を指定］欄にある
各項目を指定してください。

サービス単位のスケジュール制御の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参
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1.　TP1/LiNKの概要
照してください。

（a）サービス単位で同時実行可能なサービス数を指定する

サービス単位で同時実行可能なサービス数を指定できます。

同時実行可能なサービス数が指定値に達した場合，同時実行可能なサービス数に達して
いないサービスへのサービス要求を，登録順およびスケジュールの優先度に関係なくス
ケジュールします。

スケジュールキューに登録されているすべてのサービス要求が，同時実行可能なサービ
ス数に達しているサービスへのサービス要求であった場合，実行中のサービス処理が終
了するのを待ち合わせます。

（b）サービス単位でキューイング可能なサービス要求数を指定する

サービス単位でスケジュールキューにキューイング可能なサービス要求数を指定できま
す。

キューイング可能なサービス要求数が指定値に達している場合，スケジュールキューへ
は登録しないで，ほかの TP1/LiNKノードへの再スケジュールを試みます。

（c）サービス単位でキューイング可能なサービス要求データの格納プール長を指定する

サービス単位でキューイング可能なサービス要求データの格納プール長を指定できます。

該当サービスへのサービス要求データの格納プール長が指定値に達している場合，スケ
ジュールキューへは登録しないで，ほかの TP1/LiNKノードへの再スケジュールを試み
ます。
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第 2編　TP1/LiNKの準備

2　 TP1/LiNKのセットアップ
この章では，TP1/LiNKのセットアップ手順について説明しま
す。

2.1　セットアップの手順

2.2　TP1/LiNKのフォルダの構成

2.3　セットアップしたときの初期値
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
2.1　セットアップの手順
TP1/LiNKのセットアップ手順について説明します。TP1/LiNKを開始するまでに準備
する内容を次の図に示します。

図 2-1　TP1/LiNKを開始するまでに準備する内容
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
2.1.1　セットアップの準備
TP1/LiNKをセットアップする前に，準備しておく内容について説明します。

（1） マシンの環境を確認します

TP1/LiNKをWindowsにセットアップする前に，使うマシンの環境を確認してくださ
い。確認する項目を次に説明します。

（a）ディスク容量

TP1/LiNKをセットアップする前に，ディスクの空き容量が十分かどうかをWindowsエ
クスプローラで確認してください。

（b）ネットワーク環境

TP1/LiNKでは，TCP/IPのネットワーク環境が組み込まれていることが前提です。ネッ
トワーク環境に TCP/IPを組み込んであることを確認してください。組み込んでいない
場合は，TCP/IPの環境をセットアップしてください。

TCP/IPの環境を組み込む方法については，Windowsのマニュアルのネットワーク環境
に関する記述を参照してください。

（c）ファイルシステム

Windowsのファイルシステムには，FATを使っても NTFSを使ってもかまいません。
ただし，FATを使うと，システム管理者以外のユーザからもファイルシステムにアクセ
スできるため，TP1/LiNKのセキュリティを保証できません。FATと NTFSのどちらを
使うかは，業務内容に応じて選んでください。

FAT，NTFSの使い方については，Windowsのマニュアルを参照してください。

（d）Microsoft Visual C++の環境変数

TP1/LiNKにリソースマネジャを接続する場合は，Microsoft Visual C++が組み込まれ
ていることが前提です。Microsoft Visual C++を組み込んであることと，Microsoft 
Visual C++を実行するための環境変数（Path，Lib，Include）が設定してあることを確
認してください。

Visual Studioを使用する場合，コンパイルおよびリンケージを実行するための環境変数
を［コントロールパネル］－［システム］でシステム環境変数に追加する必要がありま
す。

追加する環境変数の詳細については，Visual Studioで提供されているコマンドラインビ
ルド用環境変数設定コマンド（vcvars32.bat）を参考にしてください。

Visual Studioを使用する場合に追加する環境変数値の例を次の表に示します。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
注
%NETDIR%は Visual Studioのインストールフォルダです。
%SDKDIR%はMicrosoft SDKsのインストールフォルダです。

環境変数名 追加する環境変数値

Path Visual Studio 2005を使用する場合
• %NETDIR%¥Common7¥IDE
• %NETDIR%¥VC¥BIN

Visual Studio 2008を使用する場合
• %NETDIR%¥Common7¥IDE
• %NETDIR%¥VC¥BIN
• %SDKDIR%¥Windows¥v6.0A¥bin

Visual Studio 2010を使用する場合
• %NETDIR%¥Common7¥IDE
• %NETDIR%¥VC¥BIN
• %SDKDIR%¥Windows¥v7.0A¥bin

Visual Studio 2012を使用する場合
• %NETDIR%¥Common7¥IDE
• %NETDIR%¥VC¥bin
• %SDKDIR%¥bin¥x86

Include Visual Studio 2005を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥INCLUDE
• %NETDIR%¥VC¥PlatformSDK¥INCLUDE

Visual Studio 2008を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥INCLUDE
• %SDKDIR%¥Windows¥v6.0A¥Include

Visual Studio 2010を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥INCLUDE
• %SDKDIR%¥Windows¥v7.0A¥Include

Visual Studio 2012を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥include
• %SDKDIR%¥include¥um

Lib Visual Studio 2005を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥LIB
• %NETDIR%¥VC¥PlatformSDK¥LIB

Visual Studio 2008を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥LIB
• %SDKDIR%¥Windows¥v6.0A¥lib

Visual Studio 2010を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥LIB
• %SDKDIR%¥Windows¥v7.0A¥lib

Visual Studio 2012を使用する場合
• %NETDIR%¥VC¥lib
• %SDKDIR%¥lib¥win8¥um¥x86
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
なお，これらの環境変数を設定しないで TP1/LiNKにリソースマネジャを接続する場合
は，Visual Studioが提供するコマンドプロンプトから次に示す「リソースマネジャ接
続」ショートカットキーリンク先を実行してください。

%DCDIR%¥bin¥DCXAOPEN.EXE %DCDIR%

（e）TP1/LiNKのインストール先フォルダ名の制限

TP1/LiNKのインストール先のフォルダ名には，次に示す制限があります。

• フォルダ名の英字を大文字と小文字とで区別しません。
• フォルダ名は，すべて 8文字以内です。空白文字は使えません。
• パスの最大長は，50文字です。

（2） OpenTP1管理者を決定します

TP1/LiNKを使うときには，Windowsのユーザマネジャに登録している任意の利用者
に，TP1/LiNKを管理したり運用したりする役割を任せます。この役割の利用者を
OpenTP1管理者といいます。

（a）OpenTP1管理者の条件

システム管理者（Administrators）の権限を持つユーザが，OpenTP1管理者になれま
す。OpenTP1管理者の名称には，制限はありません。

TP1/LiNKのために新しく OpenTP1管理者のユーザアカウントを作るときは，
Windowsのユーザマネジャでユーザアカウントを作成してください。このシステム管理
者は，Administratorsの権限を持つユーザとしてください。

システム管理者として登録したあと，Windowsにログオンし直してください。

（b）OpenTP1管理者の決定

システム管理者（Administrators）の権限を持つユーザだけが，TP1/LiNKのセット
アッププログラム（setup.exe）を実行できます。

セットアップが完了すると，TP1/LiNKのファイルはシステム管理者以下のユーザがア
クセスできないようにWindowsによって保護されます。ただし，ほかのユーザからのア
クセスを制限できるのは，ファイルシステムにNTFSを使っているときだけです。ファ
イルシステムに FATを使っているときは，ほかのユーザからのアクセスを制限できませ
ん。

OpenTP1管理者は，TP1/LiNKを使う上で重要な権限を持つユーザとなります。必ずシ
ステム管理者の責任で運用してください。また，システムの機密保護上，ユーザアカウ
ントにはパスワードを必ず設定して，限られた人だけが OpenTP1管理者のユーザアカ
ウントを使えるようにしてください。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
（3） TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pからのサービス要求を認証するログイ
ン名を登録します

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pからサービスを要求されたときに，その要求を TP1/
LiNKで受け付けるかどうかを判定する機能をユーザ認証機能といいます。TP1/Client/
Wまたは TP1/Client/Pからのサービス要求を認証するログイン名とパスワード（ユーザ
アカウント）を，Windowsのユーザマネジャに登録しておくことで，サービス要求を受
け付けるかどうかを設定できます。TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pのユーザには，
特に制限はありません。

ユーザ認証機能については，マニュアル「OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/
Client/W，TP1/Client/P編」を参照してください。

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pのユーザ認証機能を使うかどうかは，TP1/LiNKの
環境設定で選べます。ユーザ認証機能を使わないように指定すると，どんなログイン名
を指定しても，TP1/LiNKに認証されます。ユーザ認証機能を使うかどうかは，［システ
ム環境設定］ウィンドウで指定します。［システム環境設定］ウィンドウについては，
「3.1　TP1/LiNKの実行環境の設定」を参照してください。

ユーザ認証機能を使用する場合，TP1/LiNKを動作させるコンピュータまたはドメイン
のユーザマネジャに登録された，ユーザ名とパスワードで認証されます。ユーザ認証は，
Windowsの次に示すユーザアカウントデータベースを使用して実行されます。

• TP1/LiNKを実行するコンピュータのユーザアカウントデータベース
• TP1/LiNKを実行するコンピュータが属するドメインのユーザアカウントデータベー
ス

• TP1/LiNKを実行するコンピュータが属するドメインと信頼関係のあるドメインの
ユーザアカウントデータベース

TP1/LiNKサービスをユーザアカウントで実行する場合は，TP1/LiNKを実行するユー
ザアカウントに「オペレーティングシステムの一部として機能」する権利を与えてくだ
さい。

2.1.2　TP1/LiNKのセットアップ
TP1/LiNKをセットアップする手順について説明します。セットアップに必要な時間の
目安は，35分から 40分程度です。

ここでは，単体の PCに TP1/LiNKを組み込む場合の手順について説明します。
Groupmaxまたは NETM/DMを使って TP1/LiNKをリモートインストールする場合は，
ここで説明する手順は必要ありません。Groupmaxまたは NETM/DMの機能で自動的に
TP1/LiNKをセットアップできます。
44



2.　TP1/LiNKのセットアップ
（1） セットアッププログラム（setup.exe）を起動します

OpenTP1管理者のユーザアカウントでマシンを起動してセットアッププログラム
（setup.exe）を実行すると，TP1/LiNKのセットアップを開始します。

セットアッププログラムを実行できるのは，システム管理者（Administrators）です。

セットアッププログラムを起動するときは，Windowsエクスプローラ，マイコンピュー
タ，またはタスクバーを使います。

セットアッププログラムを起動するときは，まず TP1/LiNKの提供媒体（CD-ROMまた
は FD）を，CD-ROMドライブまたはフロッピーディスクドライブにセットしてくださ
い。

Windowsエクスプローラから起動する手順
1. Windowsエクスプローラで提供媒体をセットしたドライブを開きます。
2. setup.exeのアイコンをダブルクリックして，セットアッププログラムを起動し
ます。

マイコンピュータから起動する手順
1. デスクトップにある［マイコンピュータ］アイコンを開いて，提供媒体をセット
したドライブを開きます。

2. setup.exeのアイコンをダブルクリックして，セットアッププログラムを起動し
ます。

タスクバーからファイル名を指定して起動する手順
1.［スタート］－［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックスに，提供媒体
をセットしたドライブと setup.exeの文字列を入力します。

2.［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックし
ます。

これらのほか，［マイコンピュータ］－［コントロールパネル］フォルダにある［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコンでもセットアップできます。

（2） 名前と会社名を指定します

セットアッププログラムを起動すると，［TP1/LiNKセットアップ］ダイアログボックス
が表示されます。このダイアログボックスには，次の情報および項目が表示されます。

• TP1/LiNKのバージョンおよびリビジョン
• TP1/LiNKの形名
• コピーライト
• 名前と会社名を入力するテキストボックス

テキストボックスに，TP1/LiNKをセットアップする利用者の名前と会社名を入力しま
す。名前と会社名は，どちらも省略できません。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
入力したあと，［開始 (O)］ボタンをクリックします。

（3） TP1/LiNKを組み込む場所を確認します

名前と会社名を確認し終わると，TP1/LiNKを組み込む場所を確認するダイアログボッ
クスが表示されます。このダイアログボックスには，TP1/LiNKをシステムに組み込む
のに必要な空き容量も表示されます。

TP1/LiNKを組み込むフォルダを OpenTP1ホームディレクトリといいます。フォルダ名
の初期値として，Windowsを組み込んであるドライブの下に ¥OpenTP1という名称が仮
定されます（例　Windowsを Cドライブに組み込んでいる場合は，C:¥OpenTP1）。こ
のフォルダ名をそのまま使うときは，テキストボックスに値を入力する必要はありませ
ん。インストール先のフォルダを変更するときは，テキストボックスにフォルダ名を上
書きします。

TP1/LiNKでは，OpenTP1ホームディレクトリを DCDIRという環境変数で管理してい
ます。TP1/LiNKが組み込んであるマシンでは，任意のフォルダから DCDIRと指定し
て移動すると，TP1/LiNKのフォルダに移れます。以降，このマニュアルでは，
OpenTP1ホームディレクトリを%DCDIR%と表記します。

TP1/LiNKを組み込むフォルダを確認したら，［続行 (O)］ボタンをクリックしてくださ
い。

（4） サーバオプションを設定します

TP1/LiNKを組み込む場所を確認し終わると，サーバオプションを設定するダイアログ
ボックスが表示されます。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
Windowsの起動が完了したあとで，オペレータの操作で TP1/LiNKを起動するときは，
［コンピュータブート時に TP1/LiNKを自動起動 (A)］チェックボックスをオフにしま
す。Windowsの起動と一緒に TP1/LiNKを起動するときは，［コンピュータブート時に
TP1/LiNKを自動起動 (A)］チェックボックスをオンにします。

チェックボックスに指定した内容を確認したあと，［続行 (O)］ボタンをクリックしてく
ださい。

TP1/LiNKを自動起動するかどうかは，セットアップを完了したあとでも変更できます。
起動する方法を変更するときは，［コントロールパネル］の［サービス］を使います。

（5） TP1/LiNKのアイコンとショートカットを確認します

ここまでの作業が正常に完了すると，TP1/LiNKの提供媒体からマシンのハードディス
クへ必要なファイルが転送されます。

TP1/LiNKの提供媒体に FDを使うときは，FDを差し替えることを示すダイアログボッ
クスが表示されるので，指示に従って FDを差し替えてください。

セットアップが終了すると，システムの環境に TP1/LiNKで使う環境変数とレジストリ
情報が設定されて，TP1/LiNKのアイコンとショートカットがWindowsに登録されま
す。そして，TP1/LiNKがWindowsで使えるサービスとして登録されます。
47



2.　TP1/LiNKのセットアップ
（a）TP1/LiNKのショートカット

セットアップ終了後の TP1/LiNKのショートカットについて説明します。TP1/LiNKの
ショートカットのメニューは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］メニュー
の下に作成されます。

TP1/LiNK操作時のショートカットの使い方を次に示します。

1.［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］メニューから実行するメニューを選択
する。

2.［TP1_LiNK］メニューフォルダ※をデスクトップにコピーして，必要なときにフォル
ダを開いてアイコンをダブルクリックする。

注※
［TP1_LiNK］メニューフォルダのパスを次に示します。
• Windows Server 2003，Windows XPの場合

%ALLUSERSPROFILE%¥スタート メニュー ¥プログラム ¥TP1_LiNK
• Windows Vista，Windows Server 2008，Windows 7，Windows 8，Windows 

Server 2012の場合
%USERPROFILE%¥AppData¥Roaming¥Microsoft¥Windows¥Start 
Menu¥Programs¥TP1_LiNK

TP1/LiNKで使うショートカットのメニューとアイコンの一覧を次の表に示します。以
降，このマニュアルでは，TP1/LiNKを操作するアイコンを［スタート］ボタンから操
作することを想定して，メニューと表記します。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
表 2-1　メニューとアイコンの一覧

TP1/LiNKのメニュー
（アイコン）

メニュー（アイコン）を使
う場合

リンク先

［RAPサービス環境］メ
ニューまたはアイコンは，
リモート API機能を使うと
きに必要な RAPサービス
の環境を設定するときに使
います。
メニューの使い方について
は，「3.4　RAPサービスの
環境設定」を参照してくだ
さい。

%DCDIR%¥bin¥DCRAPDEF.EXE 
%DCDIR%

［TP1_LiNKオペレーショ
ン］メニューまたはアイコ
ンは，稼働中の TP1/LiNK
を操作するときに使いま
す。
メニューの使い方について
は，「6.4　TP1/LiNKオペ
レーション」を参照してく
ださい。

%DCDIR%¥bin¥DCOPERA.EXE 
%DCDIR%

［TP1_LiNKコントロール］
メニューまたはアイコン
は，TP1/LiNKの開始と終
了を操作するときに使いま
す。
メニューの使い方について
は，「6.1　TP1/LiNKコン
トロール（TP1/LiNKの開
始と終了）」を参照してく
ださい。

%DCDIR%¥bin¥DCCNTRL.EXE 
%DCDIR%

［アプリケーション管理
SPP］メニューまたはアイ
コンは，TP1/LiNKのユー
ザサーバ（SPP）の実行環
境を設定するときや，TP1/
LiNKの稼働中にユーザ
サーバを操作するときに使
います。
ユーザサーバの環境設定を
するときのメニューの使い
方については，「3.2　ユー
ザサーバの環境設定
（SPP）」を参照してくださ
い。
ユーザサーバを操作すると
きのメニューの使い方につ
いては，「6.2　アプリケー
ション管理（SPP）」を参
照してください。

%DCDIR%¥bin¥DCSPPDEF.EXE 
%DCDIR%
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
［アプリケーション管理
SUP］メニューまたはアイ
コンは，TP1/LiNKのユー
ザサーバ（SUP）の実行環
境を設定するときや，TP1/
LiNKの稼働中にユーザ
サーバを操作するときに使
います。
ユーザサーバの環境設定を
するときのメニューの使い
方については，「3.3　ユー
ザサーバの環境設定
（SUP）」を参照してくださ
い。
ユーザサーバを操作すると
きのメニューの使い方につ
いては，「6.3　アプリケー
ション管理（SUP）」を参
照してください。

%DCDIR%¥bin¥DCSUPDEF.EXE 
%DCDIR%

［システム環境］メニュー
またはアイコンは，TP1/
LiNKの実行環境を設定す
るときに使います。
メニューの使い方について
は，「3.1　TP1/LiNKの実
行環境の設定」を参照して
ください。

%DCDIR%¥bin¥DCSYSDEF.EXE 
%DCDIR%

［セットアップ］メニュー
またはアイコンは，TP1/
LiNKを再セットアップす
るときに使います。
メニューの使い方について
は，「2.1.4　TP1/LiNKを
セットアップし直す方法」
を参照してください。
マルチ OpenTP1のセット
アップでは登録されませ
ん。

%DCDIR%¥bin¥SETUP.EXE

［リソースマネジャ接続］
メニューまたはアイコン
は，TP1/LiNKにリソース
マネジャを接続するときに
使います。
メニューの使い方について
は，「2.1.3　リソースマネ
ジャの接続」を参照してく
ださい。

%DCDIR%¥bin¥DCXAOPEN.EXE 
%DCDIR%

TP1/LiNKのメニュー
（アイコン）

メニュー（アイコン）を使
う場合

リンク先
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
注
%DCDIR%は，TP1/LiNKインストールフォルダです。マルチ OpenTP1の場合は，マルチ
OpenTP1セットアップフォルダです。

（6） Windowsを再起動します

TP1/LiNKをセットアップし終わると，Windowsを再起動するかどうかを確認するダイ
アログボックスが表示されます。このダイアログボックスには，次の情報および項目が
表示されます。

• TP1/LiNKのバージョンおよびリビジョン
• TP1/LiNKの形名
• コピーライト
•［はい (Y)］ボタン
•［いいえ (N)］ボタン

セットアップ直後に TP1/LiNKを使うときは，［はい (Y)］ボタンをクリックして
Windowsを再起動してください。Windowsを再起動すると都合が悪いときは，［いいえ
(N)］ボタンをクリックしてください。

［いいえ (N)］ボタンをクリックした場合は，TP1/LiNKを初めて使う前に必ずWindows
を再起動してください。

（7） TP1/LiNKのコンソールを設定します

コンソールを作成する指定をすると，TP1/LiNKの操作中に，TP1/LiNKの情報がメッ
セージとして出力されます。

セットアップ完了時には，TP1/LiNKを起動したときにコンソールを作成しないように
初期設定されます。TP1/LiNKのコンソールの設定を変更する場合は，TP1/LiNKの停
止中に次の手順に従って操作してください。

（a）TP1/LiNKのコンソールを使う場合

1.［スタート］－［プログラム］－［管理ツール］－［サービス］をクリックします。
2.［サービス］に表示されている候補から，TP1/LiNKを選択します。
3. 右クリックして［プロパティ］を選択します。

［お読みください（LiNK）］
メニューまたはアイコン
は，TP1/LiNKを使用する
際の注意事項などを参照す
るときに使います。
マルチ OpenTP1のセット
アップでは登録されませ
ん。

%DCDIR%¥READMELK.TXT

TP1/LiNKのメニュー
（アイコン）

メニュー（アイコン）を使
う場合

リンク先
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
4.［ログオン］タブで［デスクトップとの対話をサービスに許可］チェックボックスを
オンにします。

（b）TP1/LiNKのコンソールを使わない場合

1.［スタート］－［プログラム］－［管理ツール］－［サービス］をクリックします。
2.［サービス］に表示されている候補から，TP1/LiNKを選択します。
3. 右クリックして［プロパティ］を選択します。
4.［ログオン］タブで［デスクトップとの対話をサービスに許可］チェックボックスを
オフにします。

 

！！！！ 注意事項
 

TP1/LiNKの実行中に TP1/LiNKのコンソールを閉じないでください。また，コンソール画
面で Ctrlと Cキーまたは Ctrlと Breakキーを同時に押さないでください。これらの操作を
したときの TP1/LiNKの動作は保証できません。誤操作を防ぐために，コンソールを閉じな
いようにするか，TP1/LiNKのコンソールを使わないように設定しておくことをお勧めしま
す。
コンソール画面を表示するようにした場合，コンソール画面に対する操作はしないでくださ
い。コンソール画面内のテキストを選択したり，コンソール画面でマウスをクリックしたり
するとメッセージ表示が止まります。これによって，メッセージの出力が遅延したり，TP1/
LiNKがシステムダウンしたりするおそれがあります。

（8） システム環境変数 Pathを設定します

TP1/LiNKをセットアップすると，システム環境変数に次に示す値が自動的に追加され
ます。

システム環境変数 Pathにネットワークに接続したドライブのパスを設定する場合は，
TP1/LiNKの実行形式ファイル格納パスより後ろに記述してください。TP1/LiNKの実
行形式ファイル格納パスの前に，ネットワークに接続されたドライブのパスが設定され
ていると，TP1/LiNK起動時にアプリケーションの初期化エラーが発生し，TP1/LiNK
を起動できないおそれがあります。

環境変数名 環境変数値

DCDIR OpenTP1ホームディレクトリ（TP1/LiNKを組み込んだフォルダ名）

DCCONFPATH %DCDIR%¥conf

TP1_LANG JAPANESE

Path TP1/LiNKの実行形式ファイル格納パス（%DCDIR%¥bin）

Lib TP1/LiNKのライブラリファイル格納パス（%DCDIR%¥lib）

Include TP1/LiNKのインクルードパス（%DCDIR%¥include）
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
2.1.3　リソースマネジャの接続
TP1/LiNKのシステムにリソースマネジャを接続する手順について説明します。TP1/
LiNKに接続できる OpenTP1のリソースマネジャを次に示します。

• TP1/Messaging
• TP1/Message Queue※

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
す。発行時期をご確認ください。

これらのほかに，次に示す OpenTP1以外のリソースマネジャも TP1/LiNKに接続でき
ます。

• Microsoft SQL Server
• HiRDB
• Oracle

OpenTP1以外のリソースマネジャを接続した場合，トランザクションサービスプロセス
がリソースマネジャの DLLを使用するため，「3.1　TP1/LiNKの実行環境の設定」の
［システム環境設定］ウィンドウの［サーチパス］欄に，リソースマネジャの DLLがあ
るパス名を指定してください。

また，OpenTP1以外のリソースマネジャのリソースマネジャの登録，Open，Close文字
列の指定，環境変数の設定，UAPのコンパイルとリンケージの詳細については，「4.1　
OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時の実行環境設定」もあわせて参照してくださ
い。

リソースマネジャを接続するときは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－
［リソースマネジャ接続］メニューを選択します。

［リソースマネジャ接続］メニューを選択すると，［リソースマネジャ］ウィンドウが表
示されます。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
図 2-2　［リソースマネジャ］ウィンドウ

メニューバーのコマンド
［リソースマネジャ］ウィンドウのメニューについて説明します。

［ファイル (F)］メニュー
［ファイル (F)］メニューには，次に示すコマンドがあります。
［終了 (X)］：［リソースマネジャ］ウィンドウを終了します。

［ヘルプ (H)］メニュー
バージョン情報を示すヘルプを示します。［ヘルプ (H)］メニューについては，
「6.5　ヘルプの使い方」を参照してください。

ボタンの使い方
次に示すボタンは，［リソースマネジャ一覧 (R)］リストボックスに表示されている
リソースマネジャを選択してからクリックしてください。
•［削除 (D)］ボタン
•［Open，Close文字列 (O)...］ボタン

［追加 (A)...］ボタン
リソースマネジャと接続する［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスを
開きます。

［削除 (D)］ボタン
指定したリソースマネジャとの接続を解除します。

［オブジェクト作成 (G)...］ボタン
トランザクション制御用オブジェクトを作成する［オブジェクト作成］ダイア
ログボックスを開きます。

［Open，Close文字列 (O)...］ボタン
［リソースマネジャ一覧 (R)］リストボックスにあるリソースマネジャの Open，
Close文字列を再設定する［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックス
を開きます。
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［オプション (P)...］ボタン
トランザクションサービスの環境設定，リソースマネジャオープンエラー時の
設定，および HiRDBのプリペア最適化／コミット最適化を抑止するかどうか
を設定する［オプション］ダイアログボックスを開きます。

［終了 (C)］ボタン
［リソースマネジャ］ウィンドウを終了します。

ウィンドウの内容

［リソースマネジャ一覧 (R)］
TP1/LiNKに接続してあるリソースマネジャの一覧をリストボックスに表示し
ます。このリストボックスにリソースマネジャを追加するときは，［追加 (A)...］
ボタンをクリックして［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスを開いて
ください。
なお，図 2-2ではリソースマネジャとして TP1/Message Queueが表示されて
いますが，TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点
では未発行です。発行時期をご確認ください。

（1） リソースマネジャの接続

TP1/LiNKとリソースマネジャを接続する方法について説明します。

TP1/LiNKとリソースマネジャを接続する場合は，［リソースマネジャ］ウィンドウの
［追加 (A)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［リソースマネジャ接
続］ダイアログボックスが表示されます。

図 2-3　［リソースマネジャ接続］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［接続 (O)］ボタン
指定したリソースマネジャを TP1/LiNKのシステムに接続します。［接続可能な
リソースマネジャ (R)］リストボックスにある項目を選択してから（複数可）ク
リックしてください。
OpenTP1以外のリソースマネジャを選択して［接続 (O)］ボタンをクリックす
ると，［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックスが表示
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されます。

［オブジェクト作成 (G)...］ボタン
トランザクション制御用オブジェクトを作成する［オブジェクト作成］ダイア
ログボックスを開きます。

［終了 (C)］ボタン
［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスの内容

［接続可能なリソースマネジャ (R)］
TP1/LiNKのシステムに組み込んで，TP1/LiNKに接続していないリソースマ
ネジャをリストボックスに表示します。リソースマネジャを TP1/LiNKに接続
するときは，このリストボックスに表示しているリソースマネジャを選択して
から［接続 (O)］ボタンをクリックします。
なお，図 2-3ではリソースマネジャとして TP1/Message Queueが表示されて
いますが，TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点
では未発行です。発行時期をご確認ください。

（2） リソースマネジャの XA関連オブジェクトの設定

OpenTP1以外のリソースマネジャを接続するときは，リソースマネジャの XA関連オブ
ジェクトを指定する必要があります。［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスの
［接続可能なリソースマネジャ (R)］リストボックスから OpenTP1以外のリソースマネ
ジャ名を選択して［接続 (O)］ボタンをクリックすると，［リソースマネジャの XA関連
オブジェクト］ダイアログボックスが表示されます。ここではMicrosoft SQL Serverの
例を示します。

図 2-4　［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックス

［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックスは，OpenTP1以外の
リソースマネジャ（Microsoft SQL Server，HiRDB，Oracle）と接続する場合にだけ表
示されます。OpenTP1のリソースマネジャ（TP1/Messaging，TP1/Message Queue※）
と接続するときは，このダイアログボックスは表示されません。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
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す。発行時期をご確認ください。

ボタンの使い方

［OK］ボタン
［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックスに指定した
ファイル名を使って，リソースマネジャと接続を開始します。

［キャンセル］ボタン
何もしないで，［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボック
スを終了します。

ダイアログボックスに設定する内容
次に示す項目には，接続するリソースマネジャによって固有の値を設定します。指
定する値については，接続するリソースマネジャのマニュアルを参照してください。

［...が提供する XA関連オブジェクト（ライブラリ）ファイル名称 (X)］　　～＜ 1～
256文字の記号名称＞

接続するリソースマネジャ（...の部分に表示）固有のファイル名称を完全パス
名で指定します。ファイルが複数あるときは，空白（半角スペース）で区切っ
て指定してください。パス名やファイル名に空白（半角スペース）や 9文字以
上の名称を使っている場合は，MS-DOSファイル名で指定してください。

（3） 複数の Open，Close文字列の設定

リソースマネジャがMicrosoft SQL Serverまたは Oracleの場合は，［リソースマネジャ
の XA関連オブジェクト］ダイアログボックスの指定を完了して［OK］ボタンをクリッ
クすると，［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスが表示されます。

図 2-5　［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックス

リソースマネジャを接続したあとで Open，Close文字列の内容を変更するときは，［リ
ソースマネジャ］ウィンドウの［Open，Close文字列 (O)...］ボタンをクリックして
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［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスを開いてください。

リストボックスのリソースマネジャ名には次に示す名称で登録，表示されます。

• Microsoft SQL Serverの場合：MS_SQL_Server
• Oracleの場合：Oracle_XA

［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスは，［リソースマネジャ接続］ダイア
ログボックスまたは［リソースマネジャ］ウィンドウのリストボックスで選択したリ
ソースマネジャごとに表示されます。

ボタンの使い方

［追加 (A)...］ボタン
新規に［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスを開きます。
追加対象となるリソースマネジャは，［リソースマネジャ接続］ダイアログボッ
クスまたは［リソースマネジャ］ウィンドウのリストボックスで選択したリ
ソースマネジャになります。

［削除 (D)］ボタン
リストボックスから選択した OPEN，CLOSE文字列を削除します。
削除対象となるリソースマネジャは，［リソースマネジャ接続］ダイアログボッ
クスまたは［リソースマネジャ］ウィンドウのリストボックスで選択したリ
ソースマネジャになります。

［変更 (M)...］ボタン
リストボックスから選択した OPEN，CLOSE文字列を変更する［OPEN，
CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスを開きます。
変更対象となるリソースマネジャは，［リソースマネジャ接続］ダイアログボッ
クスまたは［リソースマネジャ］ウィンドウのリストボックスで選択したリ
ソースマネジャになります。

［OK］ボタン
設定した値に変更してから，［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボック
スを終了します。OPEN，CLOSE文字列は一つ以上設定してください。リソー
スマネジャ接続の場合は，リソースマネジャと接続を開始します。

［キャンセル］ボタン
値を変更しないで，［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスを終了
します。

（4） Open，Close文字列の指定

OpenTP1以外のリソースマネジャを接続するときは，Open，Close文字列を設定する必
要があります。

［OPEN，CLOSE文字列一覧］ダイアログボックスの［追加 (A)...］ボタンまたはリスト
ボックスから変更する OPEN，CLOSE文字列を選択して［変更 (M)...］ボタンをクリッ
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クすると，［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスが表示されます。

図 2-6　［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［OK］ボタン
［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスに指定した値に変更します。

［キャンセル］ボタン
値を変更しないで，［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスを終了しま
す。

ダイアログボックスに設定する内容
次に示す項目には，接続するリソースマネジャによって固有の値を指定します。指
定する値については，接続するリソースマネジャのマニュアルを参照してください。

［リソースマネジャ拡張子 (R)］　　～＜ 1～ 2文字の識別子＞
一つのリソースマネジャを複数の制御単位としてアクセスする場合，リソース
マネジャ名を「リソースマネジャ名＋リソースマネジャ拡張子」に修飾するた
めの文字列を指定します。拡張子は重複しないようにしてください。複数の制
御単位としてアクセスしない場合は，この設定を省略してください。
TP1/LiNKは，このオプションを指定したリソースマネジャに対して，リソー
スマネジャ名を「リソースマネジャ名＋リソースマネジャ拡張子」に修飾して
管理します。このため，リソースマネジャ名だけではアクセスできないので，
SPP環境または SUP環境の詳細設定でもリソースマネジャ拡張子を指定する
必要があります。
SPPおよび SUPの詳細設定については，「3.2.2　SPPの詳細設定」または
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「3.3.2　SUPの詳細設定」を参照してください。

［トランザクションサービス用 xa_open関数用文字列 (T)］
TP1/LiNKから xa_open関数を呼び出すときに使う文字列を，128文字以内で
指定します。NULL文字を通知する必要がある場合は，省略してください。

［トランザクションサービス用 xa_close関数用文字列 (S)］
TP1/LiNKから xa_close関数を呼び出すときに使う文字列を，128文字以内で
指定します。NULL文字を通知する必要がある場合は，省略してください。

［ユーザサーバ用 xa_open関数用文字列 (U)］
ユーザサーバのプロセスから xa_open関数を呼び出すときに使う文字列を，
128文字以内で指定します。NULL文字を通知する必要がある場合は，省略し
てください。

［ユーザサーバ用 xa_close関数用文字列 (F)］
ユーザサーバのプロセスから xa_close関数を呼び出すときに使う文字列を，
128文字以内で指定します。NULL文字を通知する必要がある場合は，省略し
てください。

（5） トランザクション制御用オブジェクトファイルの作成

TP1/LiNKのユーザサーバが，トランザクション機能を使ってリソースマネジャにアク
セスする場合は，そのユーザサーバにトランザクション制御用オブジェクトファイルを
リンケージする必要があります。

トランザクション制御用オブジェクトファイルを作成する場合は，次に示すどちらかの
操作をします。

•［リソースマネジャ］ウィンドウの［オブジェクト作成 (G)...］ボタンをクリック
•［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスの［オブジェクト作成 (G)...］ボタンを
クリック

これらのボタンをクリックすると，［オブジェクト作成］ダイアログボックスが表示され
ます。
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図 2-7　［オブジェクト作成］ダイアログボックス

ボタンの使い方
次に示すボタンは，リストボックスにあるリソースマネジャの行を選択してからク
リックしてください。
•［追加 (A)］ボタン
•［削除 (D)］ボタン

［追加 (A)］ボタン
［TP1/LiNKに登録されているリソースマネジャ (M)］リストボックスから選択
したリソースマネジャを［オブジェクトに登録するリソースマネジャ (R)］リス
トボックスに登録します。

［削除 (D)］ボタン
［オブジェクトに登録するリソースマネジャ (R)］リストボックスから選択した
リソースマネジャを削除します。

［作成 (G)］ボタン
［オブジェクトに登録するリソースマネジャ (R)］リストボックスにあるリソー
スマネジャの，トランザクション制御用オブジェクトファイルを作成します。
作成したファイルは，［オブジェクト名称 (B)］に指定した名称で，
%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥フォルダに格納されます。トランザク
ション処理でリソースマネジャにアクセスするユーザサーバに，作成したトラ
ンザクション制御用オブジェクトファイルをリンケージしてください。

［終了 (C)］ボタン
［オブジェクト作成］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する内容

［オブジェクト名称 (B)］　　～＜ 1～ 12文字の記号名称 + ".obj"＞
作成するトランザクション制御用オブジェクトファイルのファイル名を指定し
ます。トランザクション制御用オブジェクトファイルは，ここに指定した名称
で，%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥フォルダに格納されます。
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トランザクション制御用オブジェクトファイル名には，".obj"を付けてくださ
い。

［オブジェクトに登録するリソースマネジャ (R)］
トランザクション制御用オブジェクトファイルに登録するリソースマネジャの
一覧をリストボックスに表示します。

［TP1/LiNKに登録されているリソースマネジャ (M)］
TP1/LiNKに接続しているリソースマネジャの一覧をリストボックスに表示し
ます。
なお，図 2-7ではリソースマネジャとして TP1/Message Queueが表示されて
いますが，TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点
では未発行です。発行時期をご確認ください。

（6） トランザクションサービスの環境変数の設定

TP1/LiNKのトランザクションサービスの環境変数を指定する必要があるリソースマネ
ジャ（例　HiRDB）のときは，オプション項目を指定する必要があります。トランザク
ションサービスの環境変数を設定するときは，［リソースマネジャ］ウィンドウの［オプ
ション (P)...］ボタンをクリックしてください。ボタンをクリックすると，［オプション］
ダイアログボックスが表示されます。

図 2-8　［オプション］ダイアログボックス

［オプション］ダイアログボックスは，HiRDBと接続する場合にだけ設定する必要があ
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ります。Microsoft SQL Server，OpenTP1のリソースマネジャ（TP1/Messaging，TP1/
Message Queue※）と接続するときは［オプション］ダイアログボックスの指定は必要
ありません。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
す。発行時期をご確認ください。

ボタンの使い方

［上書き保存 (E)］ボタン
［オプション］ダイアログボックスに設定した内容を保存します。

［終了 (C)］ボタン
［オプション］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［トランザクションサービスの環境変数］欄　　～＜ 1～ 63文字の英数字＞
トランザクションサービスの環境変数を設定します。ここに設定する値につい
ては，該当する HiRDBのマニュアルを参照してください。
• 環境変数を設定する場合
欄内の［変数 (V)］と［値 (A)］に値を入力して，［設定 (S)］ボタンをクリッ
クします。

• 環境変数を削除する場合
削除する環境変数をリストボックスから選択して，［削除 (D)］ボタンをク
リックします。

［リソースマネジャオープンエラー時の処置 (O)］欄
TP1/LiNK起動時に発行する xa_open関数がエラーになったときの処置を，次
のオプションボタンから選択します。
•［TP1続行］

TP1/LiNKの処理を続行します。
•［TP1停止］

TP1/LiNKを停止させます。
•［オープン処理をリトライ後，TP1続行］
［リトライ間隔 (I)］および［リトライ回数 (N)］の指定値に従って，xa_open
関数発行処理をリトライします。リトライ後は TP1/LiNKの処理を続行しま
す。このオプションを選択すると，リソースマネジャ起動の待ち合わせがで
きます。

•［オープン処理をリトライ後，TP1停止］
［リトライ間隔 (I)］および［リトライ回数 (N)］の指定値に従って，xa_open
関数発行処理をリトライします。リトライ後は TP1/LiNKを停止させます。

［リトライ間隔 (I)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 3600))《10》（単位：秒）
［リソースマネジャオープンエラー時の処置 (O)］欄で［オープン処理をリトラ
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イ後，TP1続行］または［オープン処理をリトライ後，TP1停止］を選択した
場合のリトライで，xa_open関数を発行する間隔を指定します。

［リトライ回数 (N)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 65535))《18》
［リソースマネジャオープンエラー時の処置 (O)］欄で［オープン処理をリトラ
イ後，TP1続行］または［オープン処理をリトライ後，TP1停止］を選択した
場合のリトライで，xa_open関数を発行する回数を指定します。

［プリペア，コミット最適化］欄
•［HiRDBのプリペア，コミット最適化を抑止する (H)］

HiRDBのプリペア最適化とコミット最適化を抑止するかどうかをチェック
ボックスで指定します。このチェックボックスは，システムに HiRDBを接
続したときにだけ選べます。HiRDBとの接続を指定した時点では，チェック
ボックスはオフになっています。
ここに指定する値とトランザクションの決着範囲の関係については，該当す
る HiRDBのマニュアルの「OpenTP1のトランザクションの移行」と
「trnstring -dオペランドとHiRDBのオペランドの関係」の記述を参照して
ください。

（7） TP1/LiNKを実行環境だけで運用する方法

TP1/LiNKがリソースマネジャと連携する場合，リソースマネジャの提供するライブラ
リとコンパイル・リンケージが必要なため，Microsoft Visual C++が前提となります。

TP1/LiNKを実行環境だけで運用する場合，Microsoft Visual C++をインストールする
必要はありませんが，.NET Framework および Visual C++アプリケーションの実行に
必要なMicrosoft Visual C++再頒布可能パッケージ（x86）をインストールする必要があ
ります。詳細は，Visual Studioのドキュメントを参照してください。実行に必要なファ
イルがない場合，TP1/LiNKを利用できません。

TP1/LiNKを実行環境だけで運用する場合は，次に示す手順に従って実行環境を作成し
てください。このとき，開発環境と実行環境の TP1/LiNKおよびリソースマネジャの
バージョンを統一してください。

1. TP1/LiNK，リソースマネジャおよび Microsoft Visual C++がインストールされた開発
環境のマシン上で，TP1/LiNKの［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスから
リソースマネジャと接続します。

2. 開発環境のマシン上の次に示すファイルを，実行環境のマシンにコピーします。
• %DCDIR%¥conf¥sysconf
• %DCDIR%¥conf¥trn
• %DCDIR%¥lib¥jmsgtxt
• %DCDIR%¥lib¥sysconf¥trnrmdb
• %DCDIR%¥lib¥servers¥trnrmd.exe
• %DCDIR%¥lib¥servers¥trnrvd.exe
64



2.　TP1/LiNKのセットアップ
• %DCDIR%¥lib¥servers¥clttrnd.exe
• %DCDIR%¥spool¥dclitinf¥guirmdb

3.［リソースマネジャ接続］ダイアログボックスで，リソースマネジャ一覧に接続した
リソースマネジャが追加されているかどうかを確認してください。

TP1/LiNKおよびリソースマネジャを入れ替える場合は，必ずこの手順を再実行してく
ださい。

2.1.4　TP1/LiNKをセットアップし直す方法
TP1/LiNKをセットアップし直す方法について説明します。次に示す場合には，TP1/
LiNKをセットアップし直してください。

• TP1/LiNKを最新バージョンに変更するとき
• トラブルが起こった場合に，セットアップし直す必要があるとき
• TP1/LiNKを旧バージョンに戻すとき

セットアップし直すときには，TP1/LiNKが停止していなければなりません。セット
アッププログラムを起動する前に，TP1/LiNKが停止していることを確認してください。

TP1/LiNKのバージョンを変える（最新バージョンにする，または旧バージョンに戻す）
ときには，該当するバージョンの TP1/LiNKの提供媒体（CD-ROMまたは FD）が必要
になります。

（1） セットアッププログラムを起動します

TP1/LiNKを停止したことを確認して，セットアッププログラムを実行します。TP1/
LiNKのバージョンを変えるときは，TP1/LiNKの提供媒体（CD-ROMまたは FD）の
セットアッププログラム（setup.exe）を起動します。旧バージョンに戻すときには，イ
ンストール済みの TP1/LiNKをいったん削除してからセットアッププログラムを起動し
ます。

TP1/LiNKのバージョンを変えないときには，提供媒体は不要です。［スタート］－［プ
ログラム］－［TP1_LiNK］－［セットアップ］メニューを選択してセットアッププロ
グラム（setup.exe）を起動します。

セットアッププログラムを起動すると，現在の OpenTP1管理者の名前と会社名がダイ
アログボックスに表示されます。
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OpenTP1管理者の名前と会社名を確認し終わったら，［続行 (O)］ボタンをクリックしま
す。

（2） セットアップ種別を指定します

名前と会社名を確認し終わると，セットアップ種別を指定するダイアログボックスが表
示されます。

セットアップし直すときには，次のどちらにするかで操作が異なります。

• 組み込み済みのフォルダに上書きする
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• 組み込み済みのフォルダとは別のフォルダに上書きする

（a）組み込み済みのフォルダに上書きする手順

すでに組み込んであるフォルダと同じフォルダにセットアップし直すときは，［TP1/
LiNKを再セットアップ (S)］オプションボタンをオンにして，［続行 (O)］ボタンをク
リックしてください。ボタンをクリックすると，サーバオプションを設定するダイアロ
グボックスが表示されます。

Windowsの起動が完了したあとでオペレータの操作で TP1/LiNKを起動する場合は，
［コンピュータブート時に TP1/LiNKを自動起動 (A)］チェックボックスをオフにしま
す。Windowsの起動と一緒に TP1/LiNKを起動する場合は，［コンピュータブート時に
TP1/LiNKを自動起動 (A)］チェックボックスをオンにします。

チェックボックスに指定した内容を確認したあと，［続行 (O)］ボタンをクリックしてく
ださい。

以前の業務で使っていたアプリケーションプログラムや環境設定の情報は，セットアッ
プし直した TP1/LiNKでも引き続き使えます。

（b）組み込み済みのフォルダとは別のフォルダに上書きする手順

別のフォルダにセットアップし直す場合は，組み込んである TP1/LiNKをいったん削除
する必要があります。この場合は，TP1/LiNKを削除したあと，TP1/LiNKを最初から
組み込み直します。

TP1/LiNKを削除する方法については，「2.1.7　TP1/LiNKをWindowsから削除する方
法」を参照してください。

以前の業務で使っていたアプリケーションプログラムや環境設定の情報を使う場合は，
セットアップし直す前のフォルダから新しい TP1/LiNKのフォルダ（OpenTP1ホーム
ディレクトリ）へファイルを移動しておいてください。以前の環境を移動してから TP1/
LiNKをセットアップすると，次に示すダイアログボックスが表示されます。
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以前の業務の環境を使う場合は，［はい (Y)］ボタンをクリックしてください。

以前の業務の環境を使わない場合は，［いいえ (N)］ボタンをクリックしてください。

2.1.5　アプリケーションの準備
TP1/LiNKのアプリケーションプログラムを作成する手順について説明します。

（1） アプリケーションを作成します

TP1/LiNKのアプリケーションプログラムを作成します。TP1/LiNKのアプリケーショ
ンプログラムを作成する方法については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手
引」を参照してください。

TP1/LiNKの APIを使うときにプログラムに取り込む TP1/LiNKのヘッダファイルは，
%DCDIR%¥include¥フォルダに格納してあります。

アプリケーションプログラムをコンパイル／リンケージした実行形式ファイル（～ .exe）
は，%DCDIR%¥aplib¥フォルダに格納します。

（2） アプリケーションの実行環境を設定します

アプリケーションプログラムの実行形式ファイルが TP1/LiNKで使えるように，実行環
境を設定します。TP1/LiNKで使うアプリケーションは，サービスを提供することから
ユーザサーバといいます。

（a）ユーザサーバの名称

ユーザサーバの名称（ユーザサーバ名）には，1～ 8文字の識別子を使います。この名
称には，拡張子（.exe）を付けません。ユーザサーバの環境を設定するときには，アプリ
ケーションプログラムの実行形式ファイル名と対応付けます。

（b）実行環境を設定する操作

アプリケーションプログラムを TP1/LiNKに設定するときは，［スタート］－［プログラ
ム］－［TP1_LiNK］メニューにある［アプリケーション管理 SPP］メニューまたは
［アプリケーション管理 SUP］メニューを選択して，ダイアログボックスを開きます。
どちらのメニューにするかは，アプリケーションプログラムの種別に応じて選択します。

アプリケーションプログラムの実行環境を設定する手順については，「3.2　ユーザサー
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バの環境設定（SPP）」または「3.3　ユーザサーバの環境設定（SUP）」を参照してくだ
さい。

2.1.6　TP1/LiNKの実行環境の確認
セットアップが完了すると，TP1/LiNKを実行する環境が初期値として設定されます。

新しく TP1/LiNKをセットアップしたときの初期値については，「2.3　セットアップし
たときの初期値」を参照してください。

（1） 設定されている TP1/LiNKの実行環境を確認します

TP1/LiNKの実行環境は，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－［システム
環境］メニューで開く，［システム環境設定］ウィンドウで確認します。

（2） TP1/LiNKの実行環境を変更します

［システム環境設定］ウィンドウの内容のうち変更する項目があるときは，TP1/LiNKの
実行環境を変更します。

TP1/LiNKの実行環境を設定する手順については，「3.1　TP1/LiNKの実行環境の設定」
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を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

実行環境を変更するときは，必ず TP1/LiNKを開始する前にしてください。TP1/LiNKが稼
働している間は，実行環境を設定し直さないでください。設定し直した場合，動作は保証で
きません。

実行環境を確認し終わったら，TP1/LiNKの準備作業は完了です。TP1/LiNKを開始さ
せたい場合は，「5.1　TP1/LiNKの開始」に進んでください。

2.1.7　TP1/LiNKをWindowsから削除する方法
TP1/LiNKをWindowsから削除する方法を次に示します。TP1/LiNKは，［マイコン
ピュータ］－［コントロールパネル］ウィンドウにある［アプリケーションの追加と削
除］アイコンでは削除できません。ここに示す手順に従って削除してください。

！！！！ 注意事項
 

TP1/LiNKの稼働中には TP1/LiNKを削除しないでください。TP1/LiNKを停止させたあ
と，停止を確認してからセットアッププログラムを実行してください。OpenTP1のリソー
スマネジャを TP1/LiNKに接続している場合は，リソースマネジャをすべて削除してから，
TP1/LiNKを削除してください。

（1） 削除する手順

TP1/LiNKを削除するときは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－［セッ
トアップ］メニューを選択します。そして，［TP1/LiNKセットアップ］ダイアログボッ
クスの［TP1/LiNKを削除 (D)］オプションボタンをオンにします。
70



2.　TP1/LiNKのセットアップ
［続行 (O)］ボタンをクリックすると，TP1/LiNKからWindowsに登録したレジストリ
情報や環境変数が削除されます。

（2） 削除したあとに残るフォルダ

TP1/LiNKを削除したあとに残るフォルダを次に示します。

• %DCDIR%¥bin¥（TP1/LiNKの実行プログラムを格納するフォルダ）
• %DCDIR%¥conf¥（環境設定の情報を格納するフォルダ）
• %DCDIR%¥aplib¥（アプリケーションプログラムを格納するフォルダ）

このうち，bin¥フォルダの内容は，必ず削除しておいてください。conf¥フォルダと
aplib¥フォルダは削除しなくてもかまいません。

2.1.8　マルチ OpenTP1のセットアップと削除
一つのマシンに複数の OpenTP1システムを置く形態をマルチ OpenTP1といいます。詳
細は，マニュアル「OpenTP1 解説」のマルチ OpenTP1の説明を参照してください。

TP1/LiNKでも，マルチ OpenTP1の環境を構築できます。TP1/LiNKでは，一つのマシ
ンに最大四つの TP1/LiNKをセットアップできます。なお，四つを超える TP1/LiNKを
一つのマシンにセットアップした場合の動作は保証できません。また，異なるバージョ
ンを含む TP1/LiNKでのマルチ OpenTP1の運用はできません。

ここでは，マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKについて，次の内容を説明します。

• マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKのセットアップ
• マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKを削除する方法
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• マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKの実行環境の設定

（1） マルチ OpenTP1のセットアップ

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKをセットアップする方法を次に示します。

1. TP1/LiNKのコマンド（GUIを含む）の実行中およびコマンドプロンプトでマルチ
OpenTP1セットアップフォルダ下を開いている場合，これらの作業を終了してくだ
さい（GUIは閉じる）。
そのまま TP1/LiNKのセットアップを続けると，フォルダやファイルが残ったり，コ
ピーに失敗したりしてしまうおそれがあります。

2. TP1/LiNKが稼働中の場合，すべての TP1/LiNKを停止させたあと，停止を確認しま
す。

3. コマンドプロンプトから dcsetupmlコマンド（dcsetupml.exe）を実行します。
dcsetupmlコマンドを実行する際には，半角英数字 2文字以内の識別子を付けて使用
してください。使用例を次に示します。

dcsetupml マルチOpenTP1セットアップフォルダ 識別子※

注※
dcsetupmlコマンドで決めた識別子は，オリジナルの TP1/LiNK（セットアップ
プログラム（setup.exe）で最初にインストールした TP1/LiNK）のサービス名
「TPLiNK」の末尾に付けられます。詳細は，「7.　運用コマンド」の
「dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと削除）」を参照してください。
例えば，識別子を「N1」とした場合，サービス名は「TPLiNKN1」として登録
されます。これはWindowsのイベントビューアにメッセージを出力する際の
ソース名についても同様です。また，ショートカット名も「TPLiNKN1」となり
ます。TP1/LiNKのショートカットのメニューは，［スタート］－［プログラム］
－［TPLiNKN1］として登録されます。この場合の各 GUIのタイトルには
「TP1LiNKN1 - 」を付けて表示します。
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！！！！ 注意事項
 

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKを使用する場合，次の点に注意してください。
• dcsetupmlコマンドを実行中に，Ctrlと Breakキーを同時に押したり，TP1/LiNKのコ
ンソールを閉じたりして，コマンドを停止しないでください。

• dcsetupmlコマンドを実行すると，インストールされたソフトウェアが，すべてマルチ
OpenTP1形態の TP1/LiNKにコピーされます。TP1/LiNK以外のソフトウェアも
dcmakeconコマンドで作成したコマンドプロンプト上で操作してください。

• マルチ OpenTP1の環境で，ソフトウェアをインストールしてもマルチ OpenTP1セット
アップフォルダには反映されません。オリジナルの環境をマルチ OpenTP1セットアップ
フォルダに反映したい場合は，対象のマルチ OpenTP1セットアップフォルダに対して
dcsetupmlコマンドを -uオプションで実行して，更新してください。

• TP1/LiNKのバージョンが 07-00の場合，TP1/Messagingはマルチ OpenTP1の運用に
対応していません。

• TP1/LiNKのバージョンが 06-50以前の場合にマルチ OpenTP1のセットアップで使用し
た，マルチ OpenTP1環境変更セットアップコマンド（Msetup.exe）の起動は不要です。
また，セットアッププログラム（setup.exe）を 2度起動する必要はありません。

• 06-50以前の TP1/LiNKのサービス名と同じにしたい場合は，識別子に「A1」および
「B1」と指定してください。

（2） マルチ OpenTP1を削除する方法

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKを削除する方法を説明します。次の手順に従って，
削除してください。

1. TP1/LiNKのコマンド（GUIを含む）の実行中およびコマンドプロンプトでマルチ
OpenTP1セットアップフォルダ下を開いている場合，これらの作業を終了してくだ
さい（GUIは閉じる）。
そのまま TP1/LiNKの削除を続けると，フォルダやファイルが残ったり，削除に失敗
したりしてしまうおそれがあります。

2. TP1/LiNKが稼働中の場合，TP1/LiNKを停止させたあと，停止を確認します。

3. コマンドプロンプトから dcsetupmlコマンド（dcsetupml.exe）を実行します。
dcsetupmlコマンドを実行する際には，半角英数字 2文字以内の識別子を付けて使用
してください。使用例を次に示します。

dcsetupml -d マルチOpenTP1セットアップフォルダ 識別子※

注※
dcsetupmlコマンドで決めた識別子は，オリジナルの TP1/LiNK（セットアップ
プログラム（setup.exe）で最初にインストールした TP1/LiNK）のサービス名
「TPLiNK」の末尾に付けられます。詳細は，「7.　運用コマンド」の
「dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと削除）」を参照してください。
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！！！！ 注意事項
 

マルチ OpenTP1環境の状態でオリジナルの TP1/LiNKを削除した場合，マルチ OpenTP1
形態の TP1/LiNKがすべて削除されます。マルチ OpenTP1セットアップフォルダ下にある
フォルダ（bin，etc，sample，include，lib，spool，tmp）も削除されるので，これらの
フォルダ下にユーザが独自にファイルなどを作っていた場合は，削除する前にバックアップ
してください。dcsetupmlコマンドを -uまたは -dオプションで実行する場合も同様に，実
行前にバックアップしてください。

（3） マルチ OpenTP1の実行環境の設定

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKの実行環境の設定について説明します。

セットアップした TP1/LiNKごとに，マルチ OpenTP1環境の GUIを使用して実行環境
を設定してください。TP1/LiNKの実行環境の設定については，「3.1　TP1/LiNKの実
行環境の設定」を参照してください。

次の項目については，TP1/LiNKごとに異なる値を指定してください。

•［システム環境設定］－［ネームサービスのポート番号］
•［システム環境設定］－［ノード識別子］
•［システム環境設定］－［スケジュールサービスのポート番号］
•［システム環境設定］－［RPC詳細設定（［その他］タブ）］－［最小ポート番号 (P)］
•［RAPサービス環境設定］－［RAPサービスのポート番号］

また，他ノードの TP1/LiNKで，［システムを構成するノード］欄の指定でマルチ
OpenTP1形態の TP1/LiNKごとに区別したい場合は，ポート番号もあわせて指定してく
ださい。

なお，オリジナルの TP1/LiNKにリソースマネジャを接続していた場合，マルチ
OpenTP1形態の TP1/LiNKにはリソースマネジャの接続は引き継がれません。
dcsetupmlコマンド実行後，TP1/LiNKごとに［リソースマネジャ］ウィンドウで接続
をしてください。リソースマネジャの接続については，「2.1.3　リソースマネジャの接
続」を参照してください。また，セットアップした TP1/LiNKを自動起動したい場合は，
［管理ツール］－［サービス］を使用して設定してください。
74



2.　TP1/LiNKのセットアップ
2.2　TP1/LiNKのフォルダの構成

TP1/LiNKのフォルダ（OpenTP1ホームディレクトリ）の構成について説明します。

2.2.1　TP1/LiNKのフォルダの内容
セットアップが完了した直後の TP1/LiNKのフォルダの構成を次の図に示します。次の
図は，TP1/LiNKのフォルダを仮定値（C:¥OpenTP1）にした場合の例です。

図 2-9　TP1/LiNKのフォルダの構成

TP1/LiNKのフォルダのうち，OpenTP1管理者が使えるのは次のフォルダです。

aplib¥：アプリケーションプログラムの実行形式ファイルを格納するフォルダ

conf¥：TP1/LiNKの環境設定の定義ファイルが格納してあるフォルダ

jp1_template¥：TP1/LiNKが JP1と連携する場合に使用する，シナリオテンプレート定
義ファイルが格納してあるフォルダ

rts_template¥：リアルタイム統計情報サービスで使用するリアルタイム取得項目定義テ
ンプレートファイルが格納してあるフォルダ

sample¥：TP1/LiNKのサンプルが格納してあるフォルダ

spool¥：TP1/LiNKから出力される各種ファイルが格納されるフォルダ
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
！！！！ 注意事項
 

• これら以外のフォルダの内容は参照できますが，絶対に変更しないでください。図 2-9に
示すフォルダ以外にも TP1/LiNK専用のフォルダやファイルが作成されます。これらは，
TP1/LiNKを正常に動かすための重要なファイルです。これらのフォルダやファイルの内
容を，直接変更するようなことは絶対にしないでください。

• TP1/LiNKは起動時に confフォルダに格納されている定義から共用メモリ量を自動計算
します。このため，confフォルダに不要な定義が格納されていると正しい共用メモリ量が
算出できません。confフォルダには不要な定義を格納しないでください。

2.2.2　業務で使うフォルダとファイル
OpenTP1管理者が使うフォルダとファイルの一覧を次の表に示します。これらのフォル
ダとファイルは，すべて TP1/LiNKのフォルダの下に作成されます。

表 2-2　OpenTP1管理者が使うフォルダとファイルの一覧

注※ 1
TP1/LiNKが作成したスタブのソースファイルを示します。

注※ 2
各種定義ファイルの内容については，「付録 C　GUIと定義ファイルの関連」を参照
してください。

注※ 3
各種フォルダの内容については，「5.10　TP1/LiNKのサンプル」を参照してくださ
い。

フォルダの名称 フォルダのパス ファイル名

アプリケーション格納フォルダ %DCDIR%¥aplib¥ 実行形式ファイル名
ユーザサーバ名 _sstb.c※ 1

TP1/LiNKの定義ファイル格納
フォルダ

%DCDIR%¥conf¥ 各種定義ファイル※ 2

シナリオテンプレート定義ファ
イル格納フォルダ

%DCDIR%¥jp1_template¥ 各種フォルダ※ 3

リアルタイム取得項目定義テン
プレートファイル格納フォルダ

%DCDIR%¥rts_template¥examples
¥conf¥

LiNK_ITM

TP1/LiNKサンプルフォルダ %DCDIR%¥sample¥ 各種フォルダ※ 3

トランザクション制御用オブ
ジェクト格納フォルダ

%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥usero
bj¥

ファイル名 .obj※ 4

RPCトレースフォルダ %DCDIR%¥spool¥ rpctr1，rpctr2

%DCDIR%¥spool¥save¥rpctrc¥ ユーザサーバ名 *※ 5

UAPトレースフォルダ %DCDIR%¥spool¥save¥trc¥ ユーザサーバ名 .nnn※ 6
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
注※ 4
トランザクション制御用オブジェクトファイル名は，［オブジェクト作成］ダイアロ
グボックスで指定した名称になります。

注※ 5
*は 1または 2の数字を示します。

注※ 6
nnnはプロセス IDを示します。

（1） TP1/LiNKを開始する前にファイルを作成するフォルダ

アプリケーション格納フォルダ（%DCDIR%¥aplib¥）
アプリケーションプログラムの実行形式ファイルを作成して格納するフォルダです。
%DCDIR%¥aplib¥フォルダには，TP1/LiNKがスタブのソースファイルを自動的に
格納します。［SPP環境設定］ダイアログボックスで新規にユーザサーバを作成した
場合，または［登録するサービス］欄を変更した場合に，設定した環境に合わせた
スタブのソースファイルが生成されます。

（2） TP1/LiNKの環境設定の定義ファイルが格納してあるフォルダ

TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダ（%DCDIR%¥conf¥）
TP1/LiNKの定義ファイルを格納してあるフォルダです。
TP1/LiNKの定義ファイルには，TP1/LiNK環境設定 GUIで設定する項目が反映さ
れます。TP1/LiNK環境設定 GUIと定義ファイルの関連については，「付録 C　
GUIと定義ファイルの関連」を参照してください。
なお，バックアップなどの不要なファイルは置かないようにしてください。不要な
ファイルがあると，共用メモリの自動見積もり結果が不正な値になります。

（3） シナリオテンプレート定義ファイルが格納してあるフォルダ

シナリオテンプレート定義ファイル格納フォルダ（%DCDIR%¥jp1_template¥）
サンプルシナリオテンプレートを利用するときに使用するフォルダおよびファイル
を格納してあるフォルダです。
サンプルシナリオテンプレートの利用については，「5.8.6　サンプルシナリオテンプ
レートの利用」を，サンプルシナリオテンプレートを利用するときに使用するフォ
ルダおよびファイルについては「5.10.1(2)　%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥
フォルダの内容」を参照してください。

（4） リアルタイム取得項目定義テンプレートファイルが格納してあるフォル
ダ

リアルタイム取得項目定義テンプレートファイル格納フォルダ
（%DCDIR%¥rts_template¥examples¥conf¥）

リアルタイム統計情報サービスで使用するリアルタイム取得項目定義テンプレート
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
ファイルが格納してあるフォルダです。
リアルタイム取得項目定義テンプレートの利用については，「3.1.5　リアルタイム統
計情報サービスの取得項目定義ファイルの設定」を参照してください。

（5） TP1/LiNKのサンプルが格納してあるフォルダ

TP1/LiNKサンプルフォルダ（%DCDIR%¥sample¥）
アプリケーションプログラムサンプルと，環境設定のサンプルを格納してあるフォ
ルダです。TP1/LiNKのサンプルについては，「5.10　TP1/LiNKのサンプル」を参
照してください。

（6） アプリケーションプログラムに結合させるファイルを格納するフォルダ

トランザクション制御用オブジェクト格納フォルダ
（%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥）

OpenTP1のリソースマネジャに，トランザクション処理でアクセスするユーザサー
バに必要なファイル（トランザクション制御用オブジェクトファイル）を格納する
フォルダです。

（7） ユーザサーバに関する情報のファイルが作成されるフォルダ

%DCDIR%¥spool¥save¥フォルダには，次に示すファイルが格納されます。

RPCトレースファイル
ユーザサーバがサービスを要求するために使ったリモートプロシジャコールに関す
る情報が格納されるファイルです。

UAPトレースファイル
異常終了したユーザサーバに関する情報が格納されるファイルです。

2.2.3　バックアップを取得しておくフォルダ
OpenTP1ホームディレクトリの内容のうち，次に示すフォルダの下のファイルは，バッ
クアップを取っておくことをお勧めします。

• %DCDIR%¥aplib¥（TP1/LiNKのアプリケーションプログラム）
• %DCDIR%¥conf¥（TP1/LiNKの環境設定の内容）

 

！！！！ 注意事項
 

バックアップとリカバリには，Windowsエクスプローラを使ってください。バックアップ
を取るときは，TP1/LiNKをいったん停止させてください。TP1/LiNKの稼働中にバック
アップを取るのは避けてください。
78



2.　TP1/LiNKのセットアップ
2.3　セットアップしたときの初期値
TP1/LiNKをセットアップした直後の設定値（初期値）について説明します。TP1/LiNK
の環境に適していない初期値は，TP1/LiNKを開始する前に変更してください。

業務の都合によって TP1/LiNKをセットアップし直すと，設定値はここで示す初期値に
なります。また，次に示す操作をすると，それぞれのダイアログボックスに初期値が設
定されます。

•［システム環境設定］ウィンドウの［初期値設定 (I)］ボタンをクリック
• ユーザサーバまたは RAPサービスを操作するウィンドウの［新規作成 (N)...］ボタン
をクリック

• ユーザサーバまたは RAPサービスの環境を設定するダイアログボックスの［初期値
設定 (I)...］ボタンをクリック

実行環境の設定値を参照，または変更する方法については，「3.1　TP1/LiNKの実行環
境の設定」，「3.2　ユーザサーバの環境設定（SPP）」，「3.3　ユーザサーバの環境設定
（SUP）」，および「3.4　RAPサービスの環境設定」をそれぞれ参照してください。

（1） TP1/LiNKの実行環境の初期値

システム構成に関する設定の初期値を次に示します。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
［サーチパス］欄に表示されている aplib¥フォルダは，TP1/LiNKを組み込んだフォルダ
（OpenTP1ホームディレクトリ）の下に作成されます（この例では，TP1/LiNKを組み
込んだフォルダを「OpenTP1」にしています）。

（2） ユーザサーバ環境に関する設定の初期値

ユーザサーバの実行環境に関する設定の初期値を次に示します。

（a）SPPの実行環境の初期値

SPPに関する設定の初期値を次に示します。
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（b）SUPの実行環境の初期値

SUPに関する設定の初期値を次に示します。
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2.　TP1/LiNKのセットアップ
（c）RAPサービス環境に関する設定の初期値

RAPサービスの実行環境に関する設定の初期値を次に示します。
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3　 実行環境の設定（TP1/LiNK）
この章では，TP1/LiNKの環境設定手順について説明します。

3.1　TP1/LiNKの実行環境の設定

3.2　ユーザサーバの環境設定（SPP）

3.3　ユーザサーバの環境設定（SUP）

3.4　RAPサービスの環境設定
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3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
3.1　TP1/LiNKの実行環境の設定

TP1/LiNKの実行環境を設定する手順について説明します。

TP1/LiNKの実行環境を設定するときは，［スタート］－［プログラム］－
［TP1_LiNK］－［システム環境］メニューを選択します。

［システム環境］メニューを選択すると，［システム環境設定］ウィンドウが表示されま
す。

図 3-1　［システム環境設定］ウィンドウ

［システム環境設定］ウィンドウを TP1/LiNKのセットアップ後に初めて開くと，初期値
が設定されています。［システム環境設定］ウィンドウの初期値については，「2.3　セッ
トアップしたときの初期値」を参照してください。

メニューバーのコマンド
［システム環境設定］ウィンドウのメニューについて説明します。

［ファイル (F)］メニュー
［ファイル (F)］メニューには，次に示すコマンドがあります。
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3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
［終了 (X)］：［システム環境設定］ウィンドウを終了します。

［ヘルプ (H)］メニュー
バージョン情報を示すヘルプを開きます。［ヘルプ (H)］メニューについては，
「6.5　ヘルプの使い方」を参照してください。

ボタンの使い方

［初期値設定 (I)］ボタン
［システム環境設定］ウィンドウの，次に示す項目を初期値にします。
•［ネームサービスのポート番号］欄
•［ノード識別子］欄
•［クライアント］欄
•［RPCオプション］欄
•［サーバ数］欄
•［稼働統計情報の取得］欄
•「リアルタイム統計情報の取得」欄
•［トランザクション機能］欄
•［スケジュールサービスのポート番号］欄
•［システムを構成するノード］欄
•［サーチパス］欄

［上書き保存 (V)］ボタン
［システム環境設定］ウィンドウに設定した各項目の値を保存します。項目をす
べて設定し終えてから［上書き保存 (V)］ボタンをクリックすると，各項目を設
定できます。

［終了 (C)］ボタン
［システム環境設定］ウィンドウを終了します。TP1/LiNKの環境設定を終了す
るときは，［終了 (C)］ボタンをクリックします。

ウィンドウに設定する項目

［ネームサービスのポート番号］欄　　～＜符号なし整数＞ ((5001～ 65535))
《10000》

［番号 (O)］には，このマシンの TP1/LiNKが使う TCP/IPのポート番号を指定
します。TP1/LiNK以外のプログラムが特定のポート番号を使っている場合は，
TP1/LiNKのポート番号と重ならないようにしてください。

［ノード識別子］欄　　～＜ 4文字の識別子＞《LiNK》
［識別子 (D)］には，TP1/LiNKのマシンを識別する名称を入力します。TP1/
LiNKのクライアント／サーバシステム内で固有となる名称を入力してくださ
い。
［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄で指定した
ドメイン以外の OpenTP1システムにトランザクショナル RPCを行う場合，自
ドメイン，および他ドメイン内のすべての OpenTP1システムのノード識別子
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3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
（システム環境設定）を一意になるように指定する必要があります。また，すべ
ての OpenTP1システムのバージョンは 03-02以降である必要があります。こ
れらの条件を満たしていないと，トランザクションを正しく回復できなくなる
おそれがあります。

［クライアント］欄
•［ユーザ認証機能 (E)］

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pのユーザ認証機能を使うかどうかを指定
します。チェックボックスをオンにすると，ユーザ認証機能を使います。オ
フにすると，TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pからの認証要求は，どんな
ログイン名を指定しても認証されます。

•［クライアントサービス環境 (G)...］ボタン
クライアント拡張サービスに関する情報を設定する［クライアントサービス
環境設定］ダイアログボックスを開きます。クライアント拡張サービスに関
する情報は，次の場合に設定します。
・CUPからトランザクショナル RPCを実行する場合
・CUPから常設コネクションを確立する場合

［RPCオプション］欄
•［トレース取得 (L)］

RPCトレースを取得するときに，チェックボックスをオンにします。取得対
象となる UAPは，［SPP詳細設定］ダイアログボックスまたは［SUP詳細設
定］ダイアログボックスの［RPCトレースを取得するファイルの容量 (J)］
の値が省略されている UAPです。このチェックボックスをオフにすると，
RPCトレースは取得されません。
RPCトレースを取得した場合，処理スピードが遅くなることが原因となっ
て，RPCがタイムアウトでエラーリターンすることがあります。この場合，
［RPC詳細設定］ダイアログボックスのシステム共通の最大応答待ち時間に
十分な値を指定してください。

•［データ圧縮 (R)］
TP1/LiNKからサービスを要求するとき，または要求されたサービスに TP1/
LiNKから応答を送信するときに，通信に使うデータを圧縮するかどうかを
指定します。チェックボックスをオンにすると，通信データを圧縮します。
オフにすると，通信データを圧縮しません。
データを圧縮してネットワークの負荷を軽減できても，ノード内の圧縮と復
元の処理が原因で通信時間が長くなってしまうことがあります。通信データ
を圧縮するかどうかは，業務内容や通信形態に応じて判断してください。
TP1/LiNKの RPCのユーザデータを圧縮して送信する機能を使用する場合，
RPCでやり取りするクライアントおよびサーバのバージョンが共に 03-06以
降でないときは，サーバからの応答電文が圧縮効果のある電文であるのに，
圧縮されないで返送されることがあります。これは，03-05以前のバージョ
ンでは，サーバが応答電文を圧縮して返送するかどうかが要求電文の送信方
法に従うためです。
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•［詳細設定 (Q)...］ボタン
RPCに関して詳細な設定をする［RPC詳細設定］ダイアログボックスを開き
ます。

•［ユーザサービス環境 (M)...］ボタン
次に示すサービスグループに関する情報を設定する［ユーザサービス環境設
定］ダイアログボックスを開きます。
・リモート APIを使って呼び出すサービスグループ
・システムを構成するノードに設定していないシステムにあるサービスグルー
プ

［サーバ数］欄
•［SUP(U)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 1994))《0》
このマシンで使うユーザサーバのプロセスのうち，SUPのプロセスの数を指
定します。
リモート API機能を使うときは，指定する値に 1を加算してください。

•［SPP(P)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 1994))《10》
このマシンで使うユーザサーバのプロセスのうち，SPPおよびMHPのプロ
セスの数を指定します。
マルチサーバの SPPおよびMHPを使用する場合は，起動するすべてのプロ
セス数（常駐プロセスと非常駐プロセスの数）を加算してください。
リモート API機能を使用する場合は，RAPサービスのプロセス数を加算して
ください。
クライアント拡張機能サービス機能を使用する場合は，すべてのクライアン
ト拡張サービスのプロセス数（常駐プロセスと非常駐プロセスの数）を加算
してください。

•［閉塞状態を引き継ぐサーバ，サービス数 (1)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～
58240))《［SPP(P)］の指定値》
システムを全面回復するときに，閉塞状態を引き継ぐことが必要なサーバ
（SPPまたはMHP）およびそのサービスの合計数を指定します。

ポイント
 

次の条件を満たす場合は，一つのサーバとして数えます。
•［SPP詳細設定］ダイアログボックスで［サービス単位の閉塞管理をする (S)］チェック
ボックスをオフに指定した場合

•［SPP異常終了時，閉塞しない (A)］チェックボックスをオン，かつ［連続サービス異常
終了限界経過時間 (T)］に 0を指定した場合

［サービス単位の閉塞管理をする (S)］チェックボックスをオンに指定したサーバは，その
サーバが持つサービス数を数えて合計数を指定してください。
閉塞状態のサーバ，またはサービスの数がこの指定値を超えた場合，超えた分のサーバ，ま
たはサービスの閉塞状態は引き継がれません。0を指定した場合も引き継がれません。

システムを全面回復する場合，前回のオンライン処理のときに指定した値が
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3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
引き継がれます。ただし，前回または今回の指定値が 0の場合は，指定値は
引き継がれません。この指定値が小さい場合，ステータスファイル内で閉塞
情報の書き換え処理が多く発生します。
この指定値によっては，［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［RPC送受
信電文の最大長 (M)］の指定値を変更する必要があります。次の計算式の算
出値が 2～ 8の場合は，算出値以上の値を［RPC送受信電文の最大長 (M)］
に指定してください。
↑（［閉塞状態を引き継ぐサーバ，サービス数 (1)］の指定値 /7280）↑
（凡例）　↑↑：小数点以下を切り上げます。

［稼働統計情報の取得］欄　　～＜［あり］｜［なし］＞《［なし］》
•［統計ファイルサイズ (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 300))《1》（単位：
メガバイト）
稼働統計情報を取得するかどうかを，オプションボタンで指定します。［あ
り］をオンにしたときは，［統計ファイルサイズ (S)］に統計情報ファイルの
ファイルサイズをあわせて指定します。［なし］をオンにすると，［統計ファ
イルサイズ (S)］に指定した値は無視されます。

［リアルタイム統計情報の取得］欄
•［サービス設定 (2)...］ボタン
リアルタイム統計情報サービスの実行環境を設定する［リアルタイム統計情
報サービス設定］ダイアログボックスを開きます。

•［取得項目設定 (3)...］ボタン
リアルタイム取得項目定義ファイルを設定する［リアルタイム取得項目定義
ファイル一覧］ダイアログボックスを開きます。

［トランザクション機能］欄　　～＜［あり］｜［なし］＞《［なし］》
•［トランザクションブランチ数 (B)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 1024))
《32》
TP1/LiNKのシステムでトランザクション機能を使うかどうかを，オプショ
ンボタンで指定します。［あり］をオンにしたときは，［トランザクションブ
ランチ数 (B)］に，最大トランザクションブランチ数をあわせて指定します。
［なし］をオンにすると，［トランザクションブランチ数 (B)］に指定した値は
無視されます。
同一のマシン内で同時に起動するトランザクションブランチの数を指定しま
す。この数は，次に示す数の合計です。
・トランザクション処理を実行するユーザサーバのプロセス数
・回復プロセス数
・回復処理を待っているトランザクションブランチ数
トランザクションブランチを開始したプロセスが異常終了したとき，回復プ
ロセスがほかのトランザクションブランチの決着処理の間，このトランザク
ションブランチは回復処理を待っている状態となります。この状態が長く続
くと，起動できるトランザクションブランチ数が少なくなることがあります。
このため，異常終了後にトランザクションブランチを発生できるプロセスの
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3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
扱いや，異常が起こる頻度などを考慮した上で，トランザクションブランチ
の数を設定してください。指定値の目安の算出式を次に示します。
（a＋ c）＜ b≦（a× 2＋ c）
a：トランザクション処理を実行するユーザサーバのプロセス数
b：指定するトランザクションブランチ数
指定数が多くなればなるほど，メモリ資源の効率が悪くなってしまうので注
意してください。
c：回復プロセス数（trn_recovery_process_countオペランド指定値）
trn_recovery_process_countオペランドについては，「4.1.3(6)　Oracle RAC
との連携方法」を参照してください。

•［APの状態引き継ぎ (A)］
TP1/LiNKを再開始（リラン）するときに，ユーザサーバの状態を引き継ぐ
かどうかを指定します。
トランザクション機能を使うときは，ユーザサーバの状態を引き継ぐことが
前提となります。そのため［トランザクション機能］欄の［あり］をオンに
すると，［APの状態引き継ぎ (A)］チェックボックスもオンになります。

•［XAリソースサービス環境 (Y)...］ボタン
XAリソースサービス環境を指定する［XAリソースサービス環境設定］ダイ
アログボックスを開きます。［トランザクション機能］欄の［あり］を選択し
たときだけクリックできます。

［スケジュールサービスのポート番号］欄　　～＜［指定する］｜［指定しない］＞
《［指定しない］》

•［番号 (Z)］　　～＜符号なし整数＞ ((5001～ 65535))《10010》
スケジュールサービスのポート番号を指定するかどうかをオプションボタン
で指定します。ここに任意のポート番号を指定すると通信時にサービス名を
探す時間を減らせるため，その分だけ通信時間を高速にできます。
［指定する］をオンにしたときは，［番号 (Z)］にスケジュールサービスのポー
ト番号をあわせて指定します。スケジュールサービスのポート番号には，
［ネームサービスのポート番号］欄の［番号 (O)］と同じ値は指定できません。
［指定しない］をオンにすると，［番号 (Z)］に指定した値は無視されます。

［システムを構成するノード］欄
•［ノード名 (N)］　　～＜ 1～ 61バイトの文字列＞

TP1/LiNKのクライアント／サーバシステムを構成する，すべてのノード名
を指定します。ノード名とは，TCP/IPプロトコルのホスト名のことです。
追加する場合は，欄内下の［ノード名 (N)］にノード名を入力してから，［設
定 (J)］ボタンをクリックします。
削除する場合は，リストボックスに表示されているノード名のうち，削除す
るノード名を選択してから［削除 (K)］ボタンをクリックします。
［ノード名 (N)］には，各ノードの TP1/LiNKが使うネームサービスのポート
番号を次の形式で指定することもできます。
ノード名：ポート番号
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この形式で指定したときにポート番号を省略すると，［ネームサービスのポー
ト番号］欄で指定した値が仮定されます。
サービス情報優先度指定機能を使用する場合，サービス情報を優先して選択
するノード（優先選択ノード）の指定のあとに，サービス情報優先度指定
キーワードである ":high"を次の形式で指定することもできます。サービス情
報優先度指定機能については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してくだ
さい。
ノード名：ポート番号 :high
ポート番号を省略する場合は，キーワード ":high"をノード名のあとに指定し
てください。":high"は必ず指定値の最後に指定してください。キーワードの
区切り文字 ":"を省略した場合や，間違った位置にキーワードを指定した場合
は，定義不正となります。定義不正となった場合，KFCA00606-E（ホスト未
定義）または KFCA00607-E（ポート番号不正）のメッセージが出力され，
TP1/LiNKは起動に失敗します。
複数のコンピュータで TP1/LiNKシステムを構成する場合，システムを構成
するノードとして指定したノード名を IPアドレスとして解決できるように，
WINSサーバを使用するか，または hostsファイルにノード名と IPアドレス
を登録してください。
システムをマルチ OpenTP1構成にしていない場合は，ノード名に，自ホス
トを示すホスト名（または IPアドレス）や，ループバックアドレス（127で
始まる IPアドレス）を指定しないでください。指定した場合，トランザク
ションの性能に悪影響を与えたり，TP1/LiNKがシステムダウンしたりする
おそれがあります。
システムをマルチ OpenTP1構成にしている場合は，このオペランドのノー
ド名に，自ホストを示すホスト名（または IPアドレス）を指定できます。た
だし，ポート番号は重複しないように指定してください。なお，ループバッ
クアドレス（127で始まる IPアドレス）は指定しないでください。指定した
場合，グローバル検索機能などに影響を与えます。
ノード自動追加機能とサービス情報優先度指定機能を併用する場合，［ノード
自動追加機能設定］ダイアログボックスの［ノードの動作モード (M)］にマ
ネジャノードまたはエージェントノードを指定し，［マネジャノードのノード
名 (N)］に属性情報（優先度オプション）を指定します。
［マネジャノードのノード名 (N)］に指定した属性情報は，ノードリストに登
録されているノードに与えられます。
なお，［システムを構成するノード］欄に指定したノードが，マネジャノード
から受け取ったノードリストに登録されていない場合，指定したノードは
RPCの実行範囲にはなりません。
指定できるノード数は，最大 511です。

［ノード自動追加機能設定 (4)...］ボタン
ノード自動追加機能を設定する［ノード自動追加機能設定］ダイアログボック
スが表示されます。
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［サーチパス］欄
TP1/LiNKシステム全体で有効になるサーチパスを指定します。
［システム環境設定］ウィンドウで指定するサーチパスは，TP1/LiNKシステム
全体で有効になる値です。ユーザサーバ固有で有効になるサーチパスを指定す
るときは，［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスを使います。
なお，指定したサーチパス名はそれぞれ ';'で区切って追加されます。指定でき
るサーチパス名の長さの合計は，';'を含めて 255文字までです。
ユーザサーバの実行に必要な実行形式ファイルおよび DLLのサーチパスは，す
べてここに指定する必要があります。
例えば，COBOL2002を使用してユーザサーバを作成した場合は，
COBOL2002の DLLが存在するパス名を指定してください。指定例を次に示し
ます。
 
C:¥PROGRA~1¥Hitachi¥COBOL2~1¥BIN
 

また，OpenTP1以外のリソースマネジャを接続した場合は，リソースマネジャ
の DLLが存在するパス名を指定してください。指定例を次に示します。
1. Microsoft SQL Serverを接続した場合の指定例

C:¥PROGRA~1¥MICROS~4¥MSSQL¥Binn
2. HiRDBを接続した場合の指定例

C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_s¥CLIENT¥UTL
3. Oracleを接続した場合の指定例

C:¥orant¥bin

•［パス名 (T)］　　～＜ 1～ 63文字の識別子＞
ユーザサーバのサーチパス名とユーザサーバから実行するコマンドのサーチ
パス名を，完全パス名で指定します。サーチパス名の初期値には，
%DCDIR%¥bin¥および %DCDIR%¥aplib¥が仮定されます。なお，
%DCDIR%¥bin¥は，リストボックスには表示されません。
パス名を設定するときは，欄内下の［パス名 (T)］にパス名を入力してから，
［設定 (W)］ボタンをクリックします。
パス名を削除するときは，リストボックスに表示されているパス名のうち，
削除するパス名を選択してから［削除 (X)］ボタンをクリックします。

エラーメッセージ
［システム環境設定］ウィンドウの操作中にエラーが起こったときは，エラーメッ
セージが出力されます。表示内容を確認してから［OK］ボタンをクリックしてくだ
さい。
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！！！！ 注意事項
 

［システム環境設定］ウィンドウで設定を変更した場合は，変更後の設定を有効にするため
に，TP1/LiNKを必ず正常開始してください。TP1/LiNKを GUIで操作する場合，デフォ
ルトでは計画停止 Bで終了して，再開始（リラン）で開始するので注意してください。

3.1.1　クライアントサービス環境の設定
クライアント拡張サービスの実行環境を設定するときは，［システム環境設定］ウィンド
ウの［クライアントサービス環境 (G)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックす
ると，［クライアントサービス環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-2　［クライアントサービス環境設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［初期値設定 (I)］ボタン
［クライアントサービス環境設定］ダイアログボックスのすべての項目を初期値
にします。

［OK］ボタン
各項目を設定した値に変更してから，［クライアントサービス環境設定］ダイア
ログボックスを終了します。

［キャンセル］ボタン
各項目の値を変更しないで，［クライアントサービス環境設定］ダイアログボッ
クスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目
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［CUPからトランザクションを実行する (T)］欄
CUPからのトランザクショナル RPC要求を実行するトランザクショナル RPC
実行プロセスを起動するかどうかをチェックボックスで指定します。チェック
ボックスをオンにした場合，［実行プロセス数］欄で指定されたプロセス数分の
トランザクショナル RPC実行プロセスが起動されます。
このチェックボックスをオンにする場合は，［システム環境設定］ウィンドウ
で，［トランザクション機能］欄の［あり］オプションボタンをオンにしておい
てください。

［実行プロセス数］欄
CUP（サーバ側で同時に処理される）から起動するトランザクションの数を指
定します。常駐プロセス数を指定すると，TP1/LiNKの起動時に，指定した数
のトランザクショナル RPC実行プロセスが一緒に起動し，常に CUPからのト
ランザクションの開始要求を受け付ける状態になります。非常駐プロセス数を
指定すると，常駐プロセス数を超える処理については，非常駐プロセスを動的
に起動して処理します。
［システム環境設定］ウィンドウの［サーバ数］欄にある［SPP(P)］には，常
駐プロセス数と非常駐プロセス数の合計を加算してください。
［常駐 (R)］の値と［非常駐 (N)］の値の合計が 128までになるように指定して
ください。合計が 128を超える値は指定できません。
•［常駐 (R)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 128))《1》
トランザクショナル RPC実行プロセスを実行する常駐プロセスの数を指定し
ます。常駐プロセス数に 0を指定することはできません。

•［非常駐 (N)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 128))《0》
トランザクショナル RPC実行プロセスを実行する非常駐プロセスの数を指定
します。非常駐プロセス数に 0を指定すると，すべてのプロセスが常駐プロ
セスとなります。

•［非常駐プロセスを起動するプロセス当たりのサービス滞留数 (S)］　　～＜符
号なし整数＞ ((0～ 512))《3》
非常駐プロセスを起動する目安になる，CUPからのトランザクショナル
RPC要求の滞留数を指定します。（ここに指定した値×起動中のプロセス）
の数を超えてトランザクショナル RPC要求が滞留したときに，TP1/LiNKは
非常駐プロセスを起動します。スケジュールキューに滞留しているトランザ
クショナル RPC要求の数が（ここに指定した値×起動中のプロセス）の数以
下になると，TP1/LiNKは非常駐プロセスを終了します。
この項目の指定は，非常駐プロセスを使う場合だけ有効になります。

［CUPから常設コネクションを確立する (P)］欄
CUPからの常設コネクションを確立する CUP実行プロセスを起動するかどう
かをチェックボックスで指定します。チェックボックスをオンにした場合，［確
立プロセス数］欄で指定されたプロセス数分の CUP実行プロセスが起動しま
す。
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［確立プロセス数］欄
CUP（サーバ側で同時に処理される）から確立される常設コネクションの数を
指定します。常駐プロセス数を指定すると，TP1/LiNK起動時に，指定した数
の CUP実行プロセスが一緒に起動し，常に CUPからの常設コネクション確立
要求を受け付ける状態になります。非常駐プロセス数を指定すると，常駐プロ
セス数を超える処理については，非常駐プロセスを動的に起動して処理します。
［システム環境設定］ウィンドウの［サーバ数］欄にある［SPP(P)］には，常
駐プロセス数と非常駐プロセス数の合計を加算してください。
［常駐 (E)］の値と［非常駐 (O)］の値の合計が 128までになるように指定して
ください。合計が 128を超える値は指定できません。
•［常駐 (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 128))《1》

CUP実行プロセスを実行する常駐プロセスの数を指定します。常駐プロセス
数に 0を指定することはできません。

•［非常駐 (O)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 128))《0》
CUP実行プロセスを実行する非常駐プロセスの数を指定します。非常駐プロ
セス数に 0を指定すると，すべてのプロセスが常駐プロセスとなります。

•［非常駐プロセスを起動するプロセス当たりのサービス滞留数 (Q)］　　～＜符
号なし整数＞ ((0～ 512))《3》
非常駐プロセスを起動する目安になる，CUPからの常設コネクション確立要
求の滞留数を指定します。（ここに指定した値×起動中のプロセス）の数を超
えてコネクション確立要求が滞留したときに，TP1/LiNKは非常駐プロセス
を起動します。スケジュールキューに滞留しているコネクション確立要求の
数が（ここに指定した値×起動中のプロセス）の数以下になると，TP1/LiNK
は非常駐プロセスを終了します。
この項目の指定は，非常駐プロセスを使う場合だけ有効になります。

3.1.2　RPC詳細の設定
RPCに関して詳細な設定をするときは，［システム環境設定］ウィンドウの［詳細設定
(H)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［RPC詳細設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。
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図 3-3　［RPC詳細設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［初期値設定 (I)］ボタン
［RPC詳細設定］ダイアログボックスの，すべての項目を初期値にします。

［OK］ボタン
各項目を設定した値に変更してから，［RPC詳細設定］ダイアログボックスを
終了します。

［キャンセル］ボタン
各項目の値を変更しないで，［RPC詳細設定］ダイアログボックスを終了しま
す。

（1） ［応答待ち時間］タブに設定する項目

［応答待ち時間］タブは，図 3-3を参照してください。

［対象 (O)］
次に示す設定対象をドロップダウンリストボックスから選択します。
• システム共通
• ネームサービス
• トランザクションサービス

ネームサービス，トランザクションサービス，SPPまたは SUPの設定を省略した
場合は，システム共通で設定した値が仮定されます。
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［最大応答待ち時間 (W)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》（単位：秒）
ネームサービスが，他ノードのネームサービスやシステムサーバなどと，RPCでプ
ロセス間通信する場合，サービス要求を送信してからサービスの応答が返るまでの
待ち時間の最大値を指定します。
クライアント UAP（RAPサービスを含む）が他ノードのサーバ UAPにサービスを
要求する形態の場合，クライアント UAPに最大応答待ち時間を指定してください。
他ノードのサーバ UAPにサービスを要求する概要と，最大応答待ち時間が適用され
る RPC通信個所を次の図に示します。

図 3-4　他ノードのサーバ UAPにサービスを要求する概要

1. クライアント UAPは，同じノードのネームサービスにサーバUAPのサービス
の検索要求を送信します。この応答が返るまでの最大応答待ち時間 Aは，クライ
アント UAPに指定した最大応答待ち時間となります。

2. ネームサービスは，1.で受信したサービスの検索要求を他ノードのネームサービ
スに送信します。この応答が返るまでの最大応答待ち時間 Bが，［最大応答待ち
時間 (W)］に指定した値となります。複数のノードのネームサービスにサービス
の検索要求を送信する場合，それぞれのノードへの検索要求ごとに最大応答待ち
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時間 Bが適用されます。
3. サーバUAPのサービスを検索します。
4. クライアントUAPは，サーバ UAPにサービス要求を送信します。この応答が
返るまでの最大応答待ち時間 Aは，クライアント UAPに指定した最大応答待ち
時間となります。

5. サーバUAPのサービスを実行します。

［最大応答待ち時間 (W)］には，クライアント UAPに指定する最大応答待ち時間よ
りも小さい値を指定してください。クライアントUAPに指定する最大応答待ち時間
と同じか，それよりも大きい値を指定した場合，他ノードのネームサービス処理遅
延によって，先にクライアントUAPプロセスのサービスの検索要求が送受信タイム
アウトになります。
TP1/LiNKの終了処理で，［最大応答待ち時間 (W)］で指定した時間だけ終了処理を
待ち合わせる場合があります。したがって，大きな値を指定した場合，TP1/LiNK
の終了処理に時間が掛かることがあります。
指定時間を過ぎても応答がない場合は，RPCは送受信タイムアウトとしてエラーリ
ターンします。0を指定した場合は，応答を受信するまで待ち続けます。0を指定し
た場合，TP1/LiNKが終了しないことがあります。

［コネクション確立監視時間 (C)］　　～＜符号なし整数＞ ((12～ 65535))《12》（単位：
秒）

データ送信時のコネクション確立監視時間を指定します。
ノンブロッキングモードで呼び出したコネクション確立要求（connect()システム
コール）に対する応答を受信するまでの監視時間を指定します。
この項目の指定は，［対象 (O)］のドロップダウンリストボックスで「システム共通」
を選択した場合だけ有効です。
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（2） ［リトライ］タブに設定する項目

［RPCをリトライする (R)］
別ノードに対する TP1/LiNKの RPCでは，系切り替え中など，相手サーバが起動
していない場合があるため，サービス要求が通信障害でエラーになるおそれがあり
ます。このとき，RPCをリトライするかどうかをチェックボックスで指定します。

チェックボックスがオンのとき
RPCをリトライします。

チェックボックスがオフのとき
RPCをリトライしません。

［サービス要求送信リトライ回数最大値 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 3600))《18》
サービス要求送信リトライ回数の最大値を指定します。
この項目の指定は，［RPCをリトライする (R)］チェックボックスをオンにした場合
だけ有効になります。

［サービス要求送信リトライ間隔時間 (V)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 3600))《10》
（単位：秒）

サービス要求送信のリトライ間隔を指定します。
この項目の指定は，［RPCをリトライする (R)］チェックボックスをオンにした場合
だけ有効になります。
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（3） ［ネームサービス］タブに設定する項目

［サービス情報領域の大きさ (D)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 32767))《64》（単位：キ
ロバイト）

自ノードのネームサービスが確保するサービス情報領域の大きさを指定します。
ノード自動追加機能を使用する場合は，必ず指定します。
サービス情報領域の算出式を次に示します。計算結果の値の小数点以下は切り上げ
ます。
●ノード自動追加機能を使用しない（［ノード自動追加機能設定］ダイアログボック
スの［ノードの動作モード (M)］を未指定，またはノーマルノードを指定）場合

（7616＋（all_node※ 1× 384＋ all_node_ex※ 2× 284＋

all_node_extend_number※ 3× 384＋ all_node_ex_extend_number※ 4× 284）＋

（（SPP※ 5＋ RAP※ 6）× 264）＋ MCF※ 7＋ CLT※ 8）÷ 1024

注※ 1
［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄に指定した
ノード数

注※ 2
システム共通定義の all_node_exオペランドに指定したノード数

注※ 3
［all_nodeのドメイン定義ファイルに指定する最大ノード数 (A)］の値

注※ 4
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［all_node_exのドメイン定義ファイルに指定する最大ノード数 (X)］の値

注※ 5
SPP＝サービスグループの総数

注※ 6
リモート API機能使用時　RAP＝ RAPサービスの総数

注※ 7
TP1/Messaging機能使用時
MCF＝（1＋mcf通信サーバ数＋MHP数）× 264

注※ 8
クライアント拡張サービス機能使用時　CLT＝ 936

●ノード自動追加機能を使用する（［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックス
の［ノードの動作モード (M)］にマネジャノード，またはエージェントノードを指
定）場合

（7936＋ all_node_ex※ 1× 284＋ all_node_ex_extend_number※ 2× 284＋

163840＋（（SPP※ 3＋ RAP※ 4）× 264）＋ MCF※ 5＋ CLT※ 6）÷ 1024

注※ 1
システム共通定義の all_node_exオペランドに指定したノード数

注※ 2
［all_node_exのドメイン定義ファイルに指定する最大ノード数 (X)］の値

注※ 3
SPP＝サービスグループの総数

注※ 4
リモート API機能使用時　RAP＝ RAPサービスの総数

注※ 5
TP1/Messaging機能使用時
MCF＝（1＋mcf通信サーバ数＋MHP数）× 264

注※ 6
クライアント拡張サービス機能使用時　CLT＝ 936

［サービス情報キャッシュ領域の大きさ (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 32767))《16》
（単位：キロバイト）

自ノードのネームサービスが確保するサービス情報キャッシュ領域の大きさを指定
します。
サービス情報キャッシュ領域の算出式を次に示します。計算結果の値の小数点以下
は切り上げます。
　
●ノード自動追加機能を使用しない（［ノード自動追加機能設定］ダイアログボック
スの［ノードの動作モード (M)］を未指定またはノーマルノードを指定）場合
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（all_nodeおよび all_node_exに指定したノード※ 1で起動する SPP※ 2の総計×

224）÷ 1024

注※ 1
［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄に指定した
ノードおよびシステム共通定義の all_node_exオペランドに指定したノード，
またはドメイン定義ファイルに指定したノード

注※ 2
SPP＝サービスグループの総数

●ノード自動追加機能を使用する（［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックス
の［ノードの動作モード (M)］にマネジャノードまたはエージェントノードを指定）
場合

（ノードリストに登録されているノードおよび all_node_exに指定したノード※ 1で

起動する SPP※ 2の総計× 224）÷ 1024

注※ 1
システム共通定義の all_node_exオペランドに指定したノード，またはドメイ
ン定義ファイルに指定したノード

注※ 2
SPP＝サービスグループの総数

　
サービス情報キャッシュ領域を大きくすると，他ノードのサービス情報を検索する
ときの応答性能が向上します。ただし，必要以上に大きくすると OpenTP1システ
ム全体のメモリを圧迫するので注意してください。

［システムを構成するノードに起動通知を行う (N)］
自ノードの OpenTP1起動時に，［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構
成するノード］欄に指定したノードで起動する OpenTP1に対して起動通知するか
どうか，または自ノードの OpenTP1が他ノードの OpenTP1からの起動通知を受け
付けるかどうかをチェックボックスで指定します。
この機能は，ネームサーバ起動時に他ノードで起動する OpenTP1のネームサービ
スに対して，自ノードの起動を通知するものです。この機能を使用しない場合，ホ
スト Aの OpenTP1の停止時に TCP/IPが RSTパケットを送ってこないとき，ホス
ト Bの OpenTP1ではホスト Aの OpenTP1の停止を検出できません。そのため，
ホスト Aの OpenTP1が再開始しても，ホスト Bの OpenTP1からホスト Aへの
サービス要求が正常に実行されません。その結果，応答を受け取れないという問題
が発生します。この機能を使用した場合，ネームサービス起動時に，他ノードで起
動する OpenTP1のネームサービスに対し，起動したことを通知することで，受信
した OpenTP1で送信元の OpenTP1の状態を把握でき，その結果，サービス要求の
送受信を正常にできるようになります。

チェックボックスがオンのとき
起動通知を受け付けます。
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チェックボックスがオフのとき
起動通知を受け付けません。

なお，このオペランドに指定した値に関係なく，namunavlコマンドは動作して，
起動通知を無効化します。
ノード自動追加機能を使用する場合の動作を次に示します。

チェックボックスがオンのとき
動作モードによって動作します。ノードリストに登録されているノード，およ
び all_node_exオペランドで指定されたノードの OpenTP1に対して起動通知し
ます。また，起動通知を受け付けます。
マネジャノードでは，起動通知の送信元ノードがノードリストに登録されてい
ないときは，送信元ノードをノードリストに追加します。

チェックボックスがオフのとき
他ノードの OpenTP1に対して起動通知しません。また，他ノードの OpenTP1
からの起動通知を受け付けません。ただし，マネジャノードでは，起動通知の
送信元ノードがノードリストに登録されていないときは，送信元ノードをノー
ドリストに追加します。

なお，マネジャノードでは，新たに起動したエージェントノードからのノードリス
ト要求を起動通知と解釈します。

注 1
通知元ホストで複数の OpenTP1が起動している場合や，系切り替え後に同一
IPアドレスで複数の OpenTP1が起動する（1LANボードだけ使用時）環境で
は，起動通知機能は動作しません。したがって，そのような環境ではチェック
ボックスをオンにしないでください。

注 2
この機能を使用するには，送信側および受信側の両方のノードで OpenTP1の
バージョンを 05-02以降にする必要があります。

この機能を使用する場合，システム起動前に次の準備を行ってください。
• システム共通定義（%DCDIR%¥conf¥BETRANRCファイル）の name_notifyオ
ペランドに起動通知機能を使用するようテキストエディタで編集します。

•［システム環境設定］ウィンドウのシステムを構成するノード（システム共通定義
の all_nodeオペランド）またはシステム共通定義の all_node_exオペランドには，
通知先の OpenTP1ノードを指定してください。name_notifyオペランドの定義を
省略した場合，または通知しないよう指定した場合，起動通知は無視されます。

• 起動通知を受ける OpenTP1のシステム共通定義の name_notifyオペランドには，
起動通知機能を使用するよう指定してください。また，all_nodeまたは
all_node_exオペランドも同じくシステム共通定義に指定します。

オペランドの説明と定義例を次に示します。

形式
set name_notify = Y|N

説明
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自ノードの OpenTP1起動時に，all_nodeおよび all_node_exオペランドで指
定しているノードで起動する OpenTP1に対し起動通知するかどうか，または
自ノードの OpenTP1が他ノードの OpenTP1からの起動通知を受け付けるかど
うかを指定します。
Y：起動通知機能を使用します。
N：起動通知機能を使用しません。
なお，name_notifyオペランドに Yを指定する代わりに，［システムを構成する
ノードに起動通知を行う (N)］のチェックボックスで指定することもできます。
オペランド指定時の動作については，［システムを構成するノードに起動通知を
行う (N)］と同じです。

形式
set all_node_ex = "ノード名〔:ポート番号〕"〔,"ノード名〔:ポート番号〕"…〕

説明
あて先指定の RPCで，all_nodeオペランドに指定したノード名以外に通信する
おそれのある OpenTP1システムのノード名およびそのネームサーバがウェル
ノウンポート番号として使用するポート番号を指定します。
自ノードの OpenTP1起動時に，all_node_exオペランドおよび all_nodeオペ
ランドで指定したノードで起動する OpenTP1へ起動通知します。起動通知機
能を使用すると，コネクション確立時期を管理でき，確実に送信できるように
なります。
• ノード名　　～〈1～ 64文字の識別子〉

OpenTP1システムのすべてのノード名を指定します。ノード名とは，TCP/
IPプロトコルのホスト名のことです。

• ポート番号　　～〈符号なし整数〉((5001～ 65535))《10000》
ネームサーバがウェルノウンポート番号として使用するポート番号を指定し
ます。ポート番号を省略した場合は，システム環境設定ウィンドウで指定し
たネームサービスのポート番号が仮定されます。

このオペランドに指定したノードが all_nodeオペランドにも指定されていた
り，このオペランド内に重複して指定されていたりする場合，OpenTP1が最初
に解析したオペランドに対して KFCA00604-Wメッセージが出力されます。こ
の場合，最初に解析したノードが有効となります。解析の優先順位は次のとお
りです（優先順位高い＞優先順位低い）。
• all_nodeオペランド，all_node_exオペランド両方に同一ノードが指定されて
いる場合
all_nodeオペランド＞ all_node_exオペランド

• all_nodeオペランドまたは all_node_exオペランドに同一ノードが複数指定
されている場合
先行指定ノード＞後続指定ノード

ノード自動追加機能を使用する場合，次の点に注意してください。
•［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスの［ノードの動作モード
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(M)］にマネジャノードまたはエージェントノードを指定したとき，このオペ
ランドに指定したノードはノードリストに登録されません。ノードリストに
登録するノードはこのオペランドに指定しないでください。

• マネジャノードでは，このオペランドに指定したノードの情報がエージェン
トノードへ配布されません。ノードリストに登録するノードは，このオペラ
ンドに指定しないでください。

定義例
定義の最終行には，改行を入力してください。
# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * システム共通定義
# * 環境名： betranrc
# *
# TP1/LiNK (betranrc)
set name_port = 10000
set rpc_trace = N
set rpc_datacomp = N
set client_uid_check = N
set node_id = LiNK
set all_node = "Server01:10000",¥
"Server02:20000",¥
"Server03:30000"
set rpc_delay_statistics = Y
set name_notify = Y
set all_node_ex = "EXServer01:10000",¥
"EXServer02:20000",¥
"EXServer03:30000"

［グローバル検索機能を使用する (G)］
グローバル検索機能を使用するかどうかをチェックボックスで指定します。
グローバル検索機能とは，［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成する
ノード］欄に指定した各ノード上でネームサービスがキャッシュしている他ノード
のサービス情報を取得する機能です。グローバル検索機能の詳細については，マ
ニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。

チェックボックスがオンのとき
グローバル検索機能を使用します。

チェックボックスがオフのとき
グローバル検索機能を使用しません。

［ドメイン定義ファイルを使用する (F)］
TP1/LiNK起動時および再開始（リラン）時に有効にするドメイン構成をチェック
ボックスで指定します。なお，ドメイン定義ファイルの詳細については，マニュア
ル「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

チェックボックスがオンのとき
ドメイン定義ファイルに指定したドメイン構成を有効にします。

チェックボックスがオフのとき
［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄に指定した
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3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
ドメイン構成を有効にします。
ドメイン定義ファイルには，all_nodeオペランドを指定するファイルと，
all_node_exオペランドを指定するファイル，さらに優先選択ノードを指定する定義
ファイルがあります。ファイル名称は任意です。このチェックボックスでの指定を
有効にするには，それぞれのドメイン定義ファイルを次に示す場所に格納してくだ
さい。

all_nodeオペランドのドメイン定義ファイル
%DCCONFPATH%¥dcnamndフォルダ下

all_node_exオペランドのドメイン定義ファイル
%DCCONFPATH%¥dcnamndexフォルダ下

優先選択ノードを指定する定義ファイル
%DCCONFPATH%¥dcnamprフォルダ下

これらのファイルのノード名やポート番号に不正があった場合は，KFCA00656-E
（ノード名不正），KFCA00657-E（ポート番号不正）または KFCA00666-E（ホスト
未定義）のメッセージが出力され，TP1/LiNKは起動に失敗します。
また，優先選択ノードの定義ファイルに指定したノードが all_nodeのドメイン定義
ファイルに指定されていなかった場合は，KFCA00603-W（all_nodeに未定義）の
メッセージが出力され，優先選択ノードの指定を無効として TP1/LiNKが起動しま
す。なお，同一ファイル内のほかの行で正しく定義されているノードについては，
優先選択ノードの指定は有効となります。
それぞれのフォルダ下に，複数のドメイン定義ファイルを格納した場合，同じフォ
ルダ下に格納されているすべてのドメイン定義ファイルを合わせて一つのドメイン
（TP1/LiNKシステム）を構成します。
次に示す場合は，自ノードだけのドメインとして TP1/LiNKシステムを構成します。
• ドメイン定義ファイルが正しい場所に存在しない場合
• ドメイン定義ファイルを格納するフォルダが存在しない場合
• ドメイン定義ファイルにノードが指定されていない場合

TP1/LiNKの起動中にこのチェックボックスの指定を変更した場合の動作は保証で
きません。
チェックボックスをオフにした場合に namchgflコマンドを実行すると，コマンドが
エラーリターンします。
チェックボックスの指定による機能差について次の表に示します。

表 3-1　［ドメイン定義ファイルを使用する (F)］チェックボックスの指定による機能差

TP1/LiNKの状態 チェックボックスの指定値

オン オフ

正常開始 ［システム環境設定］ウィンドウの［シス
テムを構成するノード］欄に指定した値を
無視して，ドメイン定義ファイルの指定で
TP1/LiNKシステムを構成する。

［システム環境設定］ウィンドウ
の［システムを構成するノード］
欄の指定で TP1/LiNKシステム
を構成する。
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［all_nodeのドメイン定義ファイルに指定する最大ノード数 (A)］　　～＜符号なし整数＞
((0～ 65535))《64》

all_nodeオペランドのドメイン定義ファイルに指定するノードの最大数を指定しま
す。なお，ドメイン定義ファイルの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と
操作」を参照してください。
namchgflコマンドでドメイン構成を変更する場合，変更後のドメインを構成する最
大ノード数を指定します。
この項目に指定した値を超えるノード数を，［システム環境設定］ウィンドウの［シ
ステムを構成するノード］欄，またはドメイン定義ファイルに指定した場合に
namchgflコマンドを実行すると，コマンドがエラーリターンし，KFCA00616-Eお
よび KFCA00654-Eのエラーメッセージを出力します。この場合，ドメインは変更
されないで，コマンド実行前のドメイン構成のままになります。

［all_node_exのドメイン定義ファイルに指定する最大ノード数 (X)］　　～＜符号なし整
数＞ ((0～ 65535))《64》

all_node_exオペランドのドメイン定義ファイルに指定するノードの最大数を指定し
ます。なお，ドメイン定義ファイルの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用
と操作」を参照してください。
namchgflコマンドに -eオプションを指定してドメイン構成を変更する場合，変更
後のドメインを構成する最大ノード数を指定します。
この項目に指定した値を超えるノード数を，ドメイン定義ファイルに指定した場合
に namchgflコマンドを実行すると，コマンドがエラーリターンし，KFCA00655-E
のエラーメッセージを出力します。この場合，ドメインは変更されないで，コマン
ド実行前のドメイン構成のままになります。

［ノード監視機能 (C)］
次に示す対象をドロップダウンリストボックスから選択して，ノード監視機能を使
用するかどうかを指定します。
• 使用しない
ノード監視機能を使用しません。ドロップダウンリストボックスで，何も選択し
なかった場合も同様です。

再開始
（リラン）

再開始が発生した時点の，［システム環境
設定］ウィンドウの［システムを構成する
ノード］欄の指定を無視して，ドメイン定
義ファイルの指定で TP1/LiNKシステム
を構成する。

再開始時点の，［システム環境設
定］ウィンドウの［システムを
構成するノード］欄の指定で
TP1/LiNKシステムを構成する。

稼働中 namchgflコマンドでドメイン構成を変更
できる。コマンド実行時点のドメイン定義
ファイルの指定でドメイン構成を変更す
る。

namchgflコマンドでドメイン構
成を変更できない。TP1/LiNK
起動時点の環境不正となり，コ
マンドがエラーリターンする。

TP1/LiNKの状態 チェックボックスの指定値

オン オフ
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• 一方送信型ノード監視
一方送信型ノード監視機能を使用します。

• 送受信型ノード監視
送受信型ノード監視機能を使用します。

ノード監視機能を使用すると，［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成
するノード］欄に指定したノードの起動状況を監視できます。この機能では，起動
を検出できなかった OpenTP1ノードすべてのサービス情報をキャッシュから削除
します。さらに，そのノードとのコネクションを切断します。ノード監視機能の詳
細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
ノード監視機能を使用する場合，次の点に注意してください。
• 監視対象のホストで複数の OpenTP1が起動している場合や，系切り替え後に同一
の IPアドレスで複数の OpenTP1が起動する（1LANボードだけ使用時）環境で
は，ノード監視機能を使用できません。したがって，そのような環境では，「一方
送信型ノード監視」または「送受信型ノード監視」を選択しないでください。

• ノード監視機能の監視用通信処理で，ノードダウン検知の感度をチューニングす
る場合，次の項目を変更してください。
「一方送信型ノード監視」を選択した場合
［応答待ち時間］タブの［コネクション確立監視時間 (C)］を変更してください。
「送受信型ノード監視」を選択した場合
［ネームサービス］タブの［ノードダウンを検知するまでの最大待ち時間 (W)］を
変更してください。

• ノード監視機能で同時に監視できるノード数は 60ノードまでです。［システム環
境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄およびシステム共通定義
の all_node_exオペランドに指定したノード数が 60を超える場合，60ノード単
位で監視が繰り返されます。

•［ノード監視間隔時間 (V)］に指定した時間が経過していなくても，障害から復旧
したノードが RPC抑止リストから削除されることがあります。この場合，
KFCA00651-Iメッセージは出力されません。

•［ノード監視機能 (C)］に「送受信型ノード監視」を指定しているとき，
KFCA00650-Iメッセージが定期的に出力されることがあります。
ノード自動追加機能を使用する場合，次の点に注意してください。
・［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスの［ノードの動作モード (M)］
にマネジャノードを指定した場合，この指定を無視して，送受信型ノード監視機
能によって，エージェントノードとノーマルノードの稼働状況が監視されます。
そのため，同一ホストで複数のエージェントノードやノーマルノードを動作させ
る場合は，一つのホストに複数の異なる IPアドレスを設定し，それぞれのノード
に異なる IPアドレスを設定してください。
・［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスの［ノードの動作モード (M)］
にエージェントノードを指定した場合，［ノード自動追加機能設定］ダイアログ
ボックスの［マネジャノードのノード名 (N)］にマネジャノードを指定してくださ
い。また，［ノード監視機能 (C)］の指定内容によって，次のように動作します。
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［ノード監視機能 (C)］で何も選択しなかった場合，または「使用しない」を指定
した場合
送受信型ノード監視機能によって，マネジャノードの稼働状況が監視されます。
同時にノードリストの整合性が確保されます。
［ノード監視機能 (C)］に「一方送信型ノード監視」，または「送受信型ノード監
視」を指定した場合
送受信型ノード監視機能によって，指定値を無視してマネジャノードの稼働状況
が監視されます。同時にノードリストの整合性が確保されます。エージェント
ノード，およびノーマルノードとのノード監視は指定値に従って監視されます。

• 同一ホストで複数のマネジャノードを動作させる場合は，一つのホストに複数の
異なる IPアドレスを設定し，それぞれのマネジャノードに異なる IPアドレスを
設定してください。

［ノード監視間隔時間 (V)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 65535))《60》（単位：秒）
ノードの監視が終了したあと，次の監視を開始するまでの時間を指定します。
［ノード監視機能 (C)］で「一方送信型ノード監視」または「送受信型ノード監視」
を選択した場合に指定できます。
［システム環境設定］ウィンドウのシステムを構成するノードに多くのノードを指定
している場合，ノード監視機能を使用すると UAPで実行する RPCに影響を及ぼす
場合があります。このような場合，この項目に小さな値を指定しないでください。
ノード自動追加機能を使用する場合の動作は次のとおりです。
• マネジャノードの場合，この指定間隔でエージェントノードの稼働状況を監視し
ます。

• エージェントノードの場合，この指定間隔で次のように動作します。
1. マネジャノードの稼働状況を監視します。
2. 1.と同時にマネジャノードに対してノードリスト要求を送信し，マネジャノー
ドとの間でノードリストの整合性を確保します。
3. ほかのエージェントノードおよびノーマルノードの稼働状況は，［ノード監視機
能 (C)］の指定に従って監視します。

この指定値には，マネジャノードの［ノードリスト同期待ち時間 (S)］の指定値と同
じ値を指定してください。指定値が異なると，エージェントノードのノードリスト
から不当にノード情報が削除されることがあります。また，マネジャノードとエー
ジェントノードとの間で，ノードリストの整合性が確保されるまでに時間が掛かる
おそれがあります。

［ノードダウンを検知するまでの最大待ち時間 (W)］　　～＜符号なし整数＞ ((12～
65535))《12》（単位：秒）
［ノード監視機能 (C)］で「送受信型ノード監視」を指定した場合に実行する送受信
型ノード監視で，監視対象のノードから応答が返るまでの待ち時間の最大値を指定
します。［ノード監視機能 (C)］で「送受信型ノード監視」を選択した場合に指定で
きます。
なお，［ノード監視機能 (C)］に「一方送信型ノード監視」を指定した場合は，［応答
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待ち時間］タブの［コネクション確立監視時間 (C)］に指定した値が，ノードダウン
を検知するまでの時間となります。
ノード自動追加機能を使用する場合は，次のような値になります。
• マネジャノードでは，監視対象のノードから応答が返るまでの待ち時間の最大値
となります。

• エージェントノードでは，次のような値になります。
1. マネジャノードを認識するまでは，［ノード自動追加機能設定］ダイアログボッ
クスの［マネジャノードのノード名 (N)］に指定されたノードから応答が返るまで
の応答待ち時間の最大値となります。
2. マネジャノード認識後は，監視対象のノードから応答が返るまでの待ち時間の
最大値となります。

［他ノードのサービス情報の有効時間 (O)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《1800》
（単位：秒）

他ノードから取得したサーバUAPのサービス情報の有効時間を指定します。ネーム
サービスでは，次に示す場合に，他ノードで起動しているサーバUAPのサービス情
報を取得します。
• RPC先となるサービスグループに対して，そのノードで初めて RPCを実行した
場合

• 他ノードでサーバ UAPが起動された場合

他ノードからサービス情報を取得した時点からこのオペランドに指定された時間内
は，他ノードに対してサービス情報を検索しないで RPCが実行されます。RPC実
行時に，サービス情報の有効時間がこのオペランドに指定された時間を超過してい
た場合，［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄に指定
されたノードからサービス情報を新たに取得し，すでに登録されているサービス情
報が更新されます。また，サービス情報の有効時間内でも，他ノードからサービス
情報の更新通知を受けると，サービス情報は更新されます。
［他ノードのサービス情報の有効時間 (O)］の指定値を変更する場合の注意事項を次
に示します。
• 0を指定した場合
サービス情報の有効時間満了時でもサービス情報を取得しません。

• デフォルト値より小さい値（1～ 1799）を指定した場合
サービス情報の有効時間が短くなるため，RPC実行時に他ノードのネームサービ
スとのサービス情報のやり取りが多くなり，他ノードとの通信トラフィックが高
くなります。この場合，グローバルキャッシュを更新する間隔を短くすることで，
［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］で指定された
ノードのサービス情報変化の検知が早まります。
極端に小さい値を指定した場合，各ノードのネームサービスの負荷が上がり，
サービス情報の検索などネームサービスの機能が利用できなくなることがありま
す。

• デフォルト値より大きい値（1801～ 65535）を指定した場合
サービス情報の有効時間が長くなるため，RPC実行時に他ノードのネームサービ
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スとのサービス情報のやり取りが少なくなり，他ノードとの通信トラフィックが
低くなります。他ノードで起動しているサーバ UAPのサービス情報を取得する契
機が少なくなるため，任意のノードで起動しているサーバ UAPへ RPCが実行さ
れないなどの現象が発生することがあります。

• ノード自動追加機能の使用時に，小さな値を指定すると，ノードリストの参照が
頻繁になります。このとき，ノードリストからの削除が実行されないことが多く
なります。

（4） ［ソケット］タブに設定する項目

［対象 (B)］
次に示す設定対象をドロップダウンリストボックスから選択します。
• システム共通
• ネームサービス
• スケジュールサービス
• トランザクションサービス

ネームサービス，スケジュールサービス，トランザクションサービス，SPPまたは
SUPの設定を省略した場合は，システム共通で設定した値が仮定されます。

［ソケット用ファイル記述子の最大数 (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((32～ 2047))《64》
OpenTP1制御下のプロセスで，ソケット用に使用するファイル記述子の最大値を指
定します。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサービスやユーザサーバとの間で，ソケッ
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トを使用した TCP/IP通信でプロセス間の情報交換をしています。このため，同時
に稼働するUAPプロセスの数によって，ソケット用のファイル記述子の最大数を変
更する必要があります。
この項目の指定値が小さいと，OpenTP1制御下のほかのプロセスとのコネクション
が設定できなくなるため，プロセスは KFCA00307-Eのエラーメッセージを出力し
て異常終了します。
ソケット用ファイル記述子の最大数の計算式を次に示します。計算結果の値の小数
点以下は切り上げます。

●システム共通の場合

（自ノード内 UAPプロセス数※ 1＋システムサービスプロセス数※ 2）÷ 0.8

　注※ 1
自ノード内 UAPプロセス数は，次に示す値の合計です。
• 自 OpenTP1内のUAPプロセス数
• CUPから同時に起動するトランザクション数（［クライアントサービス環境
設定］ダイアログボックスで指定したトランザクション実行プロセスの総数）

　注※ 2
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロセ
スの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコマンド
で表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstatコマンドで
表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の OpenTP1のプロ
セス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカウントしてください。

●ネームサービスの場合
［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスの［ノードの動作モード (M)］
にマネジャノード，またはエージェントノードを指定した場合は，2032を指定
してください。
［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスの［ノードの動作モード (M)］
を未指定，またはノーマルノードを指定した場合は，次の計算式で求めた値を
指定してください。
（A＋ B＋ C）÷ 0.8
計算式の凡例を次に示します。
A：自ノード内での，次の値の合計値です。
1. OpenTP1の開始から終了までに起動する UAPのプロセス数
2.［クライアントサービス環境設定］ダイアログボックスで指定したトランザ
クション実行プロセスの総数

3. システムサービスプロセス数
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロ
セスの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコ
マンドで表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstat
コマンドで表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の
OpenTP1のプロセス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカ
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ウントしてください。
4. 次のどちらかの値
［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイ
ン定義ファイルを使用する (F)］にオフを指定している場合
［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］とシステ
ム共通定義の all_node_exオペランドに指定しているノードの数
［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイ
ン定義ファイルを使用する (F)］にオンを指定している場合
ドメイン定義ファイル（%DCCONFPATH%¥dcnamnd，および
%DCCONFPATH%¥dcnamndexフォルダ下のファイル）に指定している
ノードの数

5. 自ノードで稼働する UAPで，dc_rpc_call_to関数を実行する場合の宛先に
指定しているノード数
ただし，Aの 4.と重複したノードは除きます。

B：他ノードの OpenTP1システムで，次の 1.～ 2.に該当するノードの数の合
計値です。
1. 次のどちらかの値
［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイ
ン定義ファイルを使用する (F)］にオフを指定している場合
自ノード名を［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノー
ド］（システム共通定義の all_nodeオペランド）に，またはシステム共通定
義の all_node_exオペランドに指定しているノードの数を 4倍した値
［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイ
ン定義ファイルを使用する (F)］にオンを指定している場合
自ノード名をドメイン定義ファイル（%DCCONFPATH%¥dcnamnd，およ
び %DCCONFPATH%¥dcnamndexフォルダ下のファイル）に指定してい
るノードの数を 4倍した値

2. 自ノード名を dc_rpc_call_to関数の宛先に指定した UAPが稼働する他ノー
ド数
ただし，Aの 4.および 5.，Bの 1.のどれかと重複したノードを除きます。

C：自ノードのネームサービスのポート番号に接続する CUPプロセス数，およ
びスレッド数です。

●スケジュールサービスの場合

（全 UAPプロセス数※ 1＋スケジュールサービスを要求してくるノード数※ 2＋

システムサービスプロセス数※ 3）÷ 0.8

　注※ 1
全ノード内 UAPプロセス数は，次に示す値の合計です。
• 自 OpenTP1内の UAPプロセス数
• 自 OpenTP1内のサービスを利用する，他ノード内の UAPプロセス数
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• CUPから同時に起動するトランザクション数（［クライアントサービス環境
設定］ダイアログボックスで指定したトランザクション実行プロセスの総数）

　注※ 2
スケジュールサービスに対してサービスを要求してくるノード数は，次に示す
値の合計です。ただし，重複する場合は一つ分だけ加算してください。
•  ［システム環境設定］ウィンドウのシステムを構成するノードに指定した
ノード名の数

• OpenTP1の all_nodeオペランド（ノードが TP1/LiNKの場合は［システム
環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］）に自ノード名を指定
している，他ノードの数

　注※ 3
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロセ
スの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコマンド
で表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstatコマンドで
表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の OpenTP1のプロ
セス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカウントしてください。

●トランザクションサービスの場合

（全 UAPプロセス数※ 1＋トランザクションサービスを要求してくるノード内

の trnシステムプロセス数※ 2＋システムサービスプロセス数※ 3）÷ 0.8

　注※ 1
全ノード内 UAPプロセス数は，次に示す値の合計です。
• 自 OpenTP1内のUAPで，トランザクショナル RPCでサービス要求を送信
する UAPプロセス数

• 自 OpenTP1内のサービスに対し，トランザクショナル RPCでサービスを要
求してくる他ノード内の UAPプロセス数

• CUPから同時に起動するトランザクション数（［クライアントサービス環境
設定］ダイアログボックスで指定したトランザクション実行プロセスの総数）

　注※ 2
トランザクションサービスを要求してくるノード内の trnシステムプロセス数
は，次に示す値の合計です。
• 自 OpenTP1の all_nodeオペランド（ノードが TP1/LiNKの場合は［システ
ム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］）に指定したノード
のうち，自 OpenTP1からトランザクショナル RPCでトランザクションを拡
張するノードに指定している，トランザクションサービス定義の
trn_recovery_process_countオペランドの値（ノードが TP1/LiNKの場合は
1）に 1を加えた数

• 自ノード名を，OpenTP1の all_nodeオペランド（ノードが TP1/LiNKの場
合は［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］）に指
定している他ノードのうち，トランザクショナル RPCで自 OpenTP1にトラ
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ンザクションを拡張しているノードに指定している，トランザクションサー
ビス定義の trn_recovery_process_countオペランドの値（ノードが TP1/
LiNKの場合は 1）に 1を加えた数

　注※ 3
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロセ
スの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコマンド
で表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstatコマンドで
表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の OpenTP1のプロ
セス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカウントしてください。

［ソケットの一時クローズ開始数 (C)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 100))《100》（単
位：％）

OpenTP1制御下のプロセスで，［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した
使用ソケット数の上限に対し，一時クローズ処理によるソケットの再利用を開始す
るパーセンテージを指定します。一時クローズ処理とは，保持したコネクションを，
ユーザの関知しないところでコネクションを確立したプロセス間の合意のもとに切
断することで，プロセス内で使用するソケット数を調整する機能です。
OpenTP1では，プロセス内のソケット用に使用しているファイル記述子の数が，
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した値×［ソケットの一時クローズ
開始数］に指定した値÷ 100」の値を超えた時点で，一時クローズ処理を開始しま
す。
0を指定すると，確立したコネクションを保持しないで，コネクションを確立する
たびに一時クローズ処理を実行します。

［ソケットの一時クローズ非対象数 (U)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 80))《0》（単位：
％）
［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した使用ソケット数の上限に対して，
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した値×［ソケットの一時クローズ
非対象数］に指定した値÷ 100」の個数を一時クローズ処理の非対象として扱い，
一時クローズ要求を送信しません。
ソケットの一時クローズ非対象数は，ソケットの一時クローズ開始数と同じか，そ
れ以下の値を指定してください。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサーバやユーザサーバとの間で，ソケット
を使用した TCP/IP通信による，プロセス間の情報交換をします。このとき，コネ
クション確立時のオーバヘッド削減のために，一度確立したコネクションは切断し
ないで保持し，同じプロセス間の通信で再利用しています。しかし，同じプロセス
間の通信が頻繁に発生しない運用や，通信する相手プロセスが非常に多いシステム
では，保持しているコネクション数がある程度増えてきたときに適度にコネクショ
ンを解放し，1プロセスで使用するソケット数を調整および再利用できるようにす
る必要があります。
また，OpenTP1制御下のプロセスから電文の送信が発生した場合は，コネクション
を確立するときに送信ポートを確保します。このポートの個数は 1マシンで約 4000
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であるため，UAPプロセスが 1プロセスで保持するコネクション数の，システム全
体の合計が 2000を超えない程度に，［ソケットの一時クローズ開始数］および［ソ
ケットの一時クローズ非対象数］を指定して調整してください。
この指定値が適切でないと，1プロセス内で使用できるソケット数が上限に達して，
一時クローズによるソケットの再利用が新たなコネクション確立要求に追いつかな
くなったり，システム全体で使用するポート数が TCP/IPの上限を超え，プロセス
が異常終了したりする場合があります。
OpenTP1で使用するポート番号使用量の見積もり式を次の表に示します。

表 3-2　OpenTP1で使用するポート番号使用量の見積もり式

注※ 1　TP1/SharedTableAccessを使用している場合の値です。
注※ 2　nはトランザクションサービス定義の trn_recovery_process_count指定値です。TP1/LiNK
の場合は 1になります。

［一時クローズ要求の応答監視時間 (L)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》
（単位：秒）

OpenTP1制御下のプロセスで，使用中のソケット数が［ソケット用ファイル記述子
の最大数］で指定した上限値に達した時点から，一時クローズ処理でソケットに空
きができて，再利用できるようになるまでの監視時間を指定します。
ここで指定した時間を過ぎてもソケットが空かない場合は，そのプロセスを異常終
了させます。
0を指定した場合は，無限に待ちます。

［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査する (Z)］
トランザクションリカバリデーモンがトランザクション回復要求の受信待ち状態の
とき，定期的に割り込んで，一時クローズ処理要求の到着の有無を検査するかどう
かについて，チェックボックスで指定します。
この項目の指定は，［対象 (B)］のドロップダウンリストボックスで「トランザク
ションサービス」を選択した場合だけ有効になります。

チェックボックスがオンのとき
トランザクション回復要求の受信待ち状態に定期的に割り込み，一時クローズ
処理要求が到着していないかどうかを検査します。

チェックボックスがオフのとき

区分 使用量見積もり式

TCP/IP通信受け付け（listenポート） OpenTP1システムプロセス数＋ユーザサーバプロセス数

システムプロセス間通信用送信ポート 他ノードと通信するシステムプロセス数×他ノード数
(namd，istd※ 1，trnrmd，trnrvd× n※ 2)

RPC送信用送信ポート UAPプロセスが RPCを発行するノード数（UAPプロセ
ス当たり）

RPC応答用送信ポート UAPプロセスが RPCを発行するクライアントプロセス数
（UAPプロセス当たり）
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トランザクション回復要求の受信待ち状態に割り込まないで，トランザクショ
ン回復要求が到着するまで待ち状態を継続します。

［ソケットの再利用指示を受信できる契機を与えるインタバル時間 (Y)］　　～＜符号なし
整数＞ ((1～ 86400))《90》（単位：秒）

トランザクションリカバリデーモンがトランザクション回復要求の受信待ち状態の
とき，定期的に割り込んで，一時クローズ処理要求の到着の有無を検査する場合の
検査インタバル時間を，秒単位で指定します。
この指定値は，トランザクション回復要求を待つことなく次々にトランザクション
回復要求を受け付けている場合にも使用されます。連続してトランザクション回復
要求を受け付けた時間が一定時間を超えたところで，一時クローズ処理要求が到着
していないかどうかを検査するときのインタバル値として使用されます（連続して
トランザクション回復要求を受け付けた時間がこの指定値を超えたときの一時ク
ローズ処理要求到着検査には，割り込みは発生しません）。
この指定値は，［一時クローズ要求の応答監視時間 (L)］指定値よりも小さい値を設
定する必要があります。
トランザクション回復要求待ち状態に割り込んで，一時クローズ処理要求受信を検
査する機能は，［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査する (Z)］
チェックボックスがオンのときにだけ動作します。
連続してトランザクション回復要求を受け付けたときに一時クローズ処理要求受信
を検査する機能は，［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査する
(Z)］の指定に関係なく動作します。
最大値を指定した場合は，［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査
する (Z)］の指定に関係なく，一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検
査しません。
この項目の指定は，［対象 (B)］のドロップダウンリストボックスで「トランザク
ションサービス」を選択した場合だけ有効になります。

［TCP/IPの受信バッファサイズ (H)］　　～＜符号なし整数＞ ((0，8192～
1048576))《8192》（単位：バイト）

コネクションごとに確保される TCP/IPの受信バッファのサイズを指定します。
この項目の指定は，［対象 (B)］のドロップダウンリストボックスで「システム
共通」を選択した場合だけ有効になります。
高速な通信媒体やMTUの大きな通信媒体を使用している場合，この値を大き
くすれば性能向上を見込めます。ただし，イーサネットなどのMTUの小さな
通信媒体を使用している場合，性能が悪くなるおそれがあります。
0を指定した場合は，OSの受信バッファサイズが適用されます。受信データサ
イズが 8192バイトを超える場合，この項目に 0を指定することで受信バッ
ファのサイズが拡張され，性能が向上することがあります。
0を指定する場合の使用方法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」
の遠隔サービス要求時の通信レスポンスのチューニングに関する記述を参照し
てください。
なお，0を指定する場合，このノードと通信するすべてのノードで同じ値を指
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定してください。同じ値を指定しない場合，通信するノードとバッファサイズ
に差異が生じ，通信性能が劣化するおそれがあります。また，1～ 8191は指定
できません。OSで使用できる TCP/IPの受信バッファのサイズ以下の値を指定
してください。

注
TCPは，受信したデータに対し，送達確認（ACK）パケットを返信します。受
信バッファのサイズに対し，受信したデータが小さいと，データを受信しても
直ちに ACKを返信しません（遅延 ACK）。この指定値に大きな値を指定し，小
さいデータをやり取りし合うような通信処理の場合，遅延 ACKの影響によって
性能が悪くなるおそれがあります。遅延 ACKについての詳細は，TCP/IPの文
献を参照してください。
この指定は，［SPP詳細設定］または［SUP詳細設定］ダイアログボックスで
も指定できます。［SPP詳細設定］または［SUP詳細設定］ダイアログボック
スで指定した値が優先されます。

［TCP/IPの送信バッファサイズ (O)］　　～＜符号なし整数＞ ((0，8192～
1048576))《8192》（単位：バイト）

コネクションごとに確保される TCP/IPの送信バッファのサイズを指定します。
この項目の指定は，［対象 (B)］のドロップダウンリストボックスで「システム
共通」を選択した場合だけ有効になります。
高速な通信媒体やMTUの大きな通信媒体を使用している場合，この値を大き
くすれば性能向上を見込めます。ただし，イーサネットなどのMTUの小さな
通信媒体を使用している場合，性能が悪くなるおそれがあります。
RPCは，送信バッファにデータ送信する段階で 4キロバイト単位に送信してい
て，ネットワークの状態によっては送信バッファ内のデータがネットワーク上
に出力しきれないで，送信処理に失敗することがあります。例えば，［RPC詳
細設定］ダイアログボックスの［その他］タブで［RPC送受信電文の最大長
(M)］に 8を指定して 8メガバイトのメッセージを送信する場合，ネットワーク
の状態次第では 4キロバイトの送信処理で 35ミリ秒の待ちが多く発生し，通信
性能に大きな影響を与えるおそれがあります。
このような場合は，この項目に 0を指定し，送信バッファサイズを調整するこ
とを推奨します。
0を指定した場合は，OSの送信バッファサイズが適用されます。送信データサ
イズが 8192バイトを超える場合，この項目に 0を指定することで送信バッ
ファのサイズが拡張され，性能が向上することがあります。
0を指定する場合の使用方法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」
の遠隔サービス要求時の通信レスポンスのチューニングに関する記述を参照し
てください。
なお，0を指定する場合，このノードと通信するすべてのノードで同じ値を指
定してください。同じ値を指定しない場合，通信するノードとバッファサイズ
に差異が生じ，通信性能が劣化するおそれがあります。また，1～ 8191は指定
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できません。OSで使用できる TCP/IPの送信バッファのサイズ以下の値を指定
してください。
この指定は，［SPP詳細設定］または［SUP詳細設定］ダイアログボックスで
もできます。［SPP詳細設定］または［SUP詳細設定］ダイアログボックスで
指定した値が優先されます。

（5） ［その他］タブに設定する項目

［最小ポート番号 (P)］　　～＜符号なし整数＞ ((5001～ 65535))
OpenTP1制御下でウェルノウンポート化されていないプロセスが使用する受信用
ポート番号を特定の範囲内の値に限定したい場合，その最小値を指定します。この
設定は，OpenTP1のシステムサーバ，SUP，SPP，およびMHPで有効です。
使用するポート番号の数は，「［システム環境設定］ウィンドウの［サーバ数］に指
定した総数＋ 182」です。
最小ポート番号は，「［システム環境設定］ウィンドウの［サーバ数］に指定した総
数＋ 182」の値との合計が 65535を超えないように指定してください。65535を超
えた場合は，指定した値から 65535までの範囲のポート番号と，OSが任意に割り
当てるポート番号（1024～ 5000）が使用されます。
次に示す場合はこの指定が無視され，OpenTP1制御下のウェルノウンポート化され
ていないプロセスのポート番号は，OSが任意に割り当てた番号（1024～ 5000）に
なります。
• この指定を省略した場合
• 最小ポート番号から「最小ポート番号＋［システム環境設定］ウィンドウの
［サーバ数］に指定した総数＋ 182」の値までの範囲内で，任意に選択したポート
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番号がプロセス起動時に使用中である場合

ただし，次に示す範囲には，OpenTP1および他プログラムのウェルノウンポートを
定義しないでください。
• 最小ポート番号から「最小ポート番号＋［システム環境設定］ウィンドウの
［サーバ数］欄に指定した総数＋ 182」の値までの範囲
• この指定を省略したときに OSが任意に割り当てるポート番号の範囲（1024～

5000）

［RPCトレースを取得するファイルの容量 (T)］　　～＜符号なし整数＞ ((1024～
2147483647))《4096》（単位：バイト）

RPCトレースを取得するファイルの容量を指定します。
この項目の指定は，［システム環境設定］ウィンドウで［トレース取得 (L)］チェッ
クボックスをオンにした場合だけ有効になります。
なお，RPCトレースファイル容量よりも，はるかに大きい電文が送受信された場
合，編集時に何も出力しなかったり，出力情報に RPCトレースの抜け落ちが発生し
たりすることがあります。

［RPC送受信電文の最大長 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 8))《1》（単位：メガバイ
ト）

RPCコールで送受信できるメッセージ（ユーザ電文）の最大長を指定します。
この項目で 1より大きな値を指定した場合，RPCコールで送信できるメッセージの
最大長は，DCRPC_MAX_MESSAGE_SIZEの値（1メガバイト）ではなく，この
項目に指定した値になります。ただし，値の指定を省略した場合，または 1を指定
した場合は，メッセージの最大長は，DCRPC_MAX_MESSAGE_SIZEの値（1メ
ガバイト）です。
この機能を使用する場合，次の点に注意してください。
•［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄に指定したす
べてのノードで同じ値を指定してください。同じ値を指定していない場合，送信
先ノードのノード間負荷バランス機能が実行されたときに，RPCコール
（dc_rpc_call，dc_rpc_call_to）が DCRPCER_NET_DOWNでエラーリターンす
るおそれがあります。

• この項目に 1より大きな値を指定して，1メガバイトを超えるメッセージを送信
する場合，サービスを提供する UAP（SPP）が起動している OpenTP1のノード
のバージョンを，この機能に対応したバージョンにしてください。サービスを提
供する UAP（SPP）が起動しているすべての OpenTP1ノードが，この機能に対
応していないバージョンの場合，RPCコール（dc_rpc_call，dc_rpc_call_to）は
DCRPCER_NO_SUCH_SERVICE_GROUPまたは DCRPCER_TRNCHKでエ
ラーリターンします。

• サービス要求先が，この機能に対応していないバージョンの OpenTP1を含む構成
で，この項目に 1メガバイトを超える値を指定してメッセージを送信する場合は，
サービスを提供する UAP（SPP）はサービス要求元の OpenTP1ノード開始後に
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起動してください。サービスを提供する UAP（SPP）を，サービス要求元の
OpenTP1ノード開始前に起動した場合，RPCコール（dc_rpc_call，
dc_rpc_call_to）が DCRPCER_NO_SUCH_SERVICE_GROUPでエラーリター
ンするおそれがあります。

• この項目を指定しないで動作していた環境で，この項目に 1より大きな値を指定
し，1メガバイトを超えるメッセージを送信した場合，メモリ不足が発生するおそ
れがあります。そのため，この項目を指定する場合は，実装するメモリ量やプロ
セスで使用できる最大メモリ量を考慮して指定してください。スケジューラデー
モンのメモリ量の最大値は次の式で求められます。

最大使用メモリ量=指定値×64×2（単位：メガバイト）

• この項目に 1より大きな値を指定して，1メガバイトを超えるメッセージを送信
した場合に，RPCトレースを取得するとメモリ使用量が増加します。また，RPC
トレースの取得処理に時間が掛かるおそれがあります。

• この機能の利用時に，次の機能を使用した場合の動作は保証できません。
・通信先を指定した遠隔サービス（dc_rpc_call_to）のスケジューラデーモンの
ポート指定
・ネームサービスを使わない通信（［ユーザサービス環境設定］ダイアログボック
スで通信相手のサービス情報を指定した場合）

• この項目に 1より大きな値を指定して，1メガバイトを超えるメッセージを CUP
に一方通知する場合は，1メガバイト以上のメッセージを受信できるバージョンの
TP1/Clientを使用してください。

• データ圧縮機能を使用する場合は，圧縮後のメッセージ長が 1メガバイト以下で
も，RPCコール（dc_rpc_call，dc_rpc_call_to）の in_lenの値が 1メガバイトよ
り大きければ，1メガバイトを超えるメッセージを送信すると判断します。

•［システム環境設定］ウィンドウの［閉塞状態を引き継ぐサーバ，サービス数 (1)］
の指定値によっては，この項目に指定する値を変更する必要があります。詳細に
ついては，「3.1　TP1/LiNKの実行環境の設定」の［閉塞状態を引き継ぐサーバ，
サービス数 (1)］の説明を参照してください。

3.1.3　ユーザサービス環境の設定
通信相手のサービス情報を指定するときは，［システム環境設定］ウィンドウの［ユーザ
サービス環境 (M)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［ユーザサー
ビス環境設定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 3-5　［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックス

このダイアログボックスには，通信相手システムにあるユーザサーバに関する情報を指
定します。指定する情報は次のとおりです。

リモート API機能のために指定する内容
• 相手システムのホスト名
• 相手システムのポート番号
• 相手システムのユーザサーバのサービスグループ名

システムを構成するノード名に指定していないシステムと通信するために指定する内容
• 相手システムのホスト名
• 相手システムのスケジュールサービスのポート番号
• 相手システムのユーザサーバのサービスグループ名

TP1/LiNKは，UAPから呼び出される dc_rpc_callについて，第 1引数に指定された
サービスグループ名を，このダイアログボックスに指定されたサービスグループ名の中
から検索します。一致するサービスグループ名が見つかった場合は，指定されているホ
ストとポート番号へサービス要求を送信します。一致するサービスグループ名が見つか
らなかった場合は，従来どおりネーム情報検索で処理します。

複数のホスト名が指定されている場合，ランダムに選択したホストへサービス要求を送
信します。サービス要求の送信で障害が発生すると，残りのホスト名から再度ランダム
にホストを選択します。すべてのホストへのサービス要求の送信が障害になると，
dc_rpc_callはエラーリターンします。サービス要求が成功すると，UAP内で以降に発行
する同じサービスグループ名への dc_rpc_callは，障害が発生するまで同じホストにサー
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ビス要求の送信を継続します。継続中のサービス要求の送信で障害になった場合，今回
障害になったホストを除いたすべてのホスト名からランダムに選択したホストに対して
サービス要求の送信を試みます。

同じサービスグループを指定した場合，［サービスグループ名］リストボックス中で上に
あるサービスグループが有効になります。

システムを構成するノード名に設定していないノードにあるサービスグループ（SPP）
が非トランザクション属性（atomic_update=N）であり，このサービスグループに対し
てトランザクション内から dc_rpc_callを発行した場合，dc_rpc_callは
DCRPCER_TRNCHKでエラーリターンします。この場合は，SPPの環境設定でトラン
ザクション属性を指定する（atomic_update=Y）か，dc_rpc_callの flagsに
DCRPC_TPNOTRANを指定する必要があります。

リモート API機能を使って呼び出すサービスグループに対して非同期 RPCを要求した
場合は，このダイアログボックスの設定を無効とし，従来どおりネーム情報検索で処理
します。また，リモート API機能を使って呼び出すサービスグループに対して，トラン
ザクションとしてサービス要求をしても，無条件に非トランザクションモードで処理し
ます。

ボタンの使い方

［上に移動 (U)］ボタン
リストボックスから選択したサービスグループのカーソル位置を上に移動しま
す。

［下に移動 (O)］ボタン
リストボックスから選択したサービスグループのカーソル位置を下に移動しま
す。

［追加 (A)］ボタン
入力されたサービスグループ名，ホスト名，ポート番号および送信先をリスト
ボックスに追加します。

［削除 (D)］ボタン
リストボックスから選択したサービスグループに関する情報を削除します。

［上書き保存 (V)］ボタン
［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスに設定した各項目の値を保存し
ます。

［終了 (C)］ボタン
［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［サービスグループ名 (G)］　　～＜ 1～ 31文字の識別子＞
次に示す相手システムにあるサービスグループ名を指定します。
• リモート API機能を使って呼び出すサービスグループ
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• システムを構成するノードに設定していないノードにあるサービスグループ

このテキストボックスには，複数のサービスグループ名を一括して指定できま
す。一括して指定するときは「サービスグループ名の先頭文字（1文字以上）
＋ *」の形式で指定します。

［ホスト名 (H)］　　～＜ 1～ 64文字の識別子＞
次に示す相手システムのホスト名を指定します。
• リモート API機能を使ってサービスを受け取るシステムのホスト名（または
ファイアウォールのホスト名）

• システムを構成するノードに設定していないノードで OpenTP1との通信に
使うホスト名

追加する場合は，［ホスト名 (H)］にホスト名を入力してから［ホスト名追加
(J)］ボタンをクリックします。削除する場合は，リストボックスに表示されて
いるホスト名のうち，削除するホスト名を選択してから［ホスト名削除 (K)］ボ
タンをクリックします。なお，［送信先］欄で［RAPサービス /Firewall(R)］オ
プションボタンをオンにした場合は，複数のホスト名を指定できません。［ホス
ト名 (H)］には，ポート番号を次の形式で指定できます。
　ホスト名：ポート番号
ポート番号の有効範囲は 5001～ 65535です。ポート番号を省略した場合は
［サービスを受信するポート番号 (P)］で指定した値が仮定されます。複数のホ
スト名を指定した場合は，コンマで区切られてリストボックスに表示されます。
リストボックスには 31文字までしか表示されません。

［サービスを受信するポート番号 (P)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 65535))
次に示す相手システムのポート番号を指定します。
• リモート API機能を使ってサービスを受け取るシステムの RAPサービスの
ポート番号（またはファイアウォールのポート番号）

• システムを構成するノードに設定していないノードの OpenTP1のスケ
ジュールサービスのポート番号

リモート API機能を経由してサービスを受け取るシステムのポート番号のとき
は，1～ 65535の範囲でポート番号を指定できます。スケジュールサービスの
ポート番号のときは，5001～ 65535の範囲でポート番号を指定できます。

［送信先］欄
TP1/LiNKで通信する相手の種類を指定します。
リモート API機能を経由してサービスグループを呼び出すときは［RAPサービ
ス／ Firewall(R)］オプションボタンをオンにしてください。
システムを構成するノードに設定していないノードのサービスグループを呼び
出すときは［スケジュールサービス (S)］オプションボタンをオンにしてくださ
い。
リストボックスの［送信先］には，送信先に［RAPサービス／ Firewall(R)］
オプションボタンを指定したときは「R」が，［スケジュールサービス (S)］オ
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プションボタンを指定したときは「S」が表示されます。

3.1.4　リアルタイム統計情報サービスの実行環境の設定
リアルタイム統計情報サービスの実行環境を設定するときは，［システム環境設定］ウィ
ンドウの［サービス設定 (2)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［リ
アルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-6　［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［追加 (A)...］ボタン
リアルタイム統計情報取得対象定義を新しく設定する［リアルタイム統計情報
取得対象定義］ダイアログボックスを開きます。

［変更 (M)...］ボタン
すでに設定したリアルタイム統計情報取得対象定義を変更する［リアルタイム
統計情報取得対象定義］ダイアログボックスを開きます。［統計情報取得対象定
義］欄のリストボックスから変更するリアルタイム統計情報を選択して，［変更
(M)...］ボタンをクリックします。

［削除 (D)］ボタン
すでに設定したリアルタイム統計情報取得対象定義を削除します。［統計情報取
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得対象定義］欄のリストボックスから削除するリアルタイム統計情報取得対象
定義を選択して，［削除 (D)］ボタンをクリックします。

［上書き保存 (V)］ボタン
［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックスに設定した各項目の
値を保存します。
リアルタイム統計情報サービスは，サービスを管理するサーバとして RTSSUP
および RTSSPPを提供します。これらのサーバは，システムサーバではなく
SUPおよび SPPとして提供するため，リアルタイム統計情報サービスの設定
を保存したときに，次のフォルダに RTSSUPおよび RTSSPPのユーザサーバ
定義を作成します。
TP1/LiNKインストールフォルダ ¥conf
すでに同じ名前でユーザサーバ定義が存在する場合は，上書き保存するかどう
か確認するダイアログボックスが表示されます。上書き保存する場合は，［はい
(Y)］ボタンをクリックしてください。
上書き保存しない場合は，［いいえ (N)］ボタンをクリックしてください。その
あと，ユーザサーバ名を変更または削除してから，再度上書き保存してくださ
い。
なお，TP1/Server Baseの場合に必要な rtssetupコマンドの実行は不要です。

［終了 (C)］ボタン
［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックスを終了します。上書
き保存をしないで，［終了 (C)］ボタンをクリックした場合，上書き保存するか
どうかを確認するダイアログボックスが表示されます。上書き保存する場合は，
［はい (Y)］ボタンをクリックしてください。

ダイアログボックスに設定する項目

［統計情報取得間隔 (I)］　　～＜符号なし整数＞ ((10～ 86400))《600》（単位：秒）
リアルタイム統計情報を取得し編集する時間間隔を指定します。
RTSログファイルへの統計情報の出力処理に時間が掛かった場合，この項目に
指定した時間間隔を超えて統計情報を取得する場合があります。

［最大取得サービス数 (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 1000))《64》
リアルタイム統計情報サービスで，統計情報を取得する対象の最大数を指定し
ます。
一度リアルタイム統計情報サービスを開始したあと，TP1/LiNKのオンライン
中にこの項目の値を変更しても反映されません。変更したい場合は，一度 TP1/
LiNKを終了してください。

［最大取得項目数 (N)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 1000))《64》
リアルタイム統計情報サービスが，一つの取得対象で統計情報を取得できるイ
ベントの最大数を指定します。
一度リアルタイム統計情報サービスを開始したあと，TP1/LiNKのオンライン
中にこの項目の値を変更しても反映されません。変更したい場合は，一度 TP1/
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LiNKを終了してください。

［RTSログファイルに出力しない (L)］
取得した統計情報を RTSログファイルに出力するかどうかをチェックボックス
で指定します。チェックボックスをオンにすると，取得した統計情報を RTSロ
グファイルに出力しません。チェックボックスをオフにすると，取得した統計
情報を RTSログファイルに出力します。初期値は，RTSログファイルに統計
情報を出力します。

［RTSログファイル名 (O)］　　～＜ 1～ 63文字のパス名＞
《%DCDIR%¥spool¥dcrtsinf¥rtslog》

統計情報を出力する RTSログファイル名を絶対パスで指定します。
RTSログファイルの出力先フォルダに RTSログファイル名と同じ名称のファ
イル，またはフォルダを作成しないでください。同じ名称のファイルまたは
フォルダを作成した場合の動作は保証できません。
環境変数 DCDIRの設定値が 41文字を超えた場合，この項目を省略しないでく
ださい。定義解析時にエラーが発生します。

［RTSログファイルのサイズ (F)］　　～＜符号なし整数＞ ((1024～ 1048576))
《1024》（単位：キロバイト）

統計情報を出力する RTSログファイルのサイズを指定します。
TP1/LiNKでは，RTSログファイルは 3世代用意され，すべての世代を使用し
たらオーバラップして上書きします。このため，ある程度の時間が経過すると
古いリアルタイム統計情報がなくなります。この項目に設定する値を大きくす
ることで，RTSログファイルを上書きする時間を延長できます。
RTSログファイルのサイズは，一度の契機で出力するリアルタイム統計情報の
サイズより大きな値を指定してください。一度の契機で出力するリアルタイム
統計情報のサイズの算出式を次に示します。
 
一度の契機で出力するリアルタイム統計情報のサイズ＝
（96＋(40×［最大取得項目数(N)］の値)）×
リアルタイム統計情報を取得する対象の数※）
 

注※
リアルタイム統計情報を取得する対象の数は，［統計情報取得対象定義］欄のリ
ストボックスで指定した取得対象の数です（取得対象に「サーバ」を指定した
場合のリアルタイム統計情報の取得対象の数は「サービス数＋ 2」です）。ま
た，rtsstatsコマンドで取得対象を変更する場合は，その数も考慮してくださ
い。
リアルタイム統計情報取得対象定義は同じサービスやサーバに対して重複して
指定できます。重複して指定した場合，リアルタイム統計情報サービスが取得
する統計情報の項目は，各定義で指定した項目を統合した数になります。重複
して指定している場合，取得対象の数は増加しないで重複している取得対象ご
とに一つとなります。
システム全体の統計情報は，リアルタイム統計情報の動作上，取得対象として
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カウントしませんが，RTSログファイルの出力についてはカウントする必要が
あります。そのため，システム全体の統計情報を取得している場合は，計算式
の「リアルタイム統計情報を取得する対象の数」に 1を加算して計算してくだ
さい。

！！！！ 注意事項
 

リアルタイム統計情報サービスの開始時に，RTSログファイルのバックアップファイルが作
成されます。バックアップファイルは，RTSログファイル名に「.bk」を付与した名称で，
RTSログファイルの出力先フォルダに作成されます。そのため，RTSログファイルの出力
先フォルダには，最大で次に示すディスク容量が必要です。
［RTSログファイルのサイズ (F)］の指定値× 3× 2
RTSログファイルの出力先フォルダのディスク容量に余裕があることを確認してください。
RTSログファイルの出力先フォルダに，バックアップファイルと同じ名称のファイル，また
はバックアップファイルと同じ名称のフォルダを作成しないでください。同じ名称のファイ
ルを作成した場合は，バックアップファイルによって上書きされます。同じ名称のフォルダ
を作成した場合は，RTSログファイルのバックアップファイルは作成されません。

（1） ［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックスに設定する項
目

リアルタイム統計情報取得対象定義を設定するときは，［リアルタイム統計情報サービス
設定］ダイアログボックスの［追加 (A)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリック
すると，［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックスが表示されます。

すでに設定したリアルタイム統計情報取得対象定義を変更するときは，［リアルタイム統
計情報サービス設定］ダイアログボックスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボッ
クスから項目を選択してダブルクリックするか，［変更 (M)...］ボタンをクリックします。
クリックすると，［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックスが表示され
ます。
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図 3-7　［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［詳細 (D)...］ボタン
［イベント項目 (E)］のリストボックスで選択したイベント項目についての［リ
アルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスを開きます。

［OK］ボタン
指定した値に変更して，［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボッ
クスを終了します。変更した内容は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダ
イアログボックスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボックスに反映され
ます。

［キャンセル］ボタン
指定した値に変更しないで，［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログ
ボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［対象種別 (U)］
次に示す取得するリアルタイム統計情報の取得対象種別をドロップダウンリス
トボックスから選択します。選択した対象種別は，［リアルタイム統計情報サー
ビス設定］ダイアログボックスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボック
ス（「対象種別」列）に表示されます。
• システム
システム全体の統計情報として取得します。
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このオプションを指定した場合，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイ
アログボックスで指定した［最大取得サービス数 (S)］の値は消費しません。

• サーバ
指定したサーバの統計情報を取得します。
［サーバ名 (S)］に指定したサーバの次の統計情報を取得します。
・サーバ単位の統計情報
・指定されたサーバに定義されているすべてのサービスの統計情報
・指定されたサーバに定義されているすべてのサービス以外の処理の統計情報
このため，リアルタイム統計情報の取得対象の数は，「サービス数 +2」（サー
バ単位の統計情報＋各サービス単位の統計情報＋サービス実行以外のサーバ
処理の統計情報）だけ増加します。
SUPなどのサービスを持たないサーバ名を指定した場合は，サーバ単位の統
計情報だけを取得します。

• サービス
指定したユーザサーバのサービス単位での統計情報を取得します。 

• 任意
［対象名 1(O)］と［対象名 2(B)］の組み合わせによって，統計情報を取得す
る対象を設定します。指定できる組み合わせについては，「表 3-3　［対象種別
(U)］に「任意」を指定した場合の組み合わせ」を参照してください。この表
の組み合わせ以外で取得できる統計情報はありません。

［サーバ名 (S)］
［対象種別 (U)］で「サーバ」または「サービス」を指定した場合，統計情報を
取得するサーバ名称をドロップダウンリストボックスから選択します。
取得するユーザサーバは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウ
または［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウで，定義しておく
必要があります。サーバ定義がない場合は指定できません。［TP1/LiNKアプリ
ケーション管理 SPP］ウィンドウについては，「6.2　アプリケーション管理
（SPP）」を参照してください。また，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］
ウィンドウについては，「6.3　アプリケーション管理（SUP）」を参照してくだ
さい。選択したサーバ名は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログ
ボックスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボックス（「対象 1」列）に表
示されます。

［サービス名 (V)］
［対象種別 (U)］で「サービス」を指定した場合，統計情報を取得するサービス
名称をドロップダウンリストボックスから選択します。
［サーバ名 (S)］で指定したサーバの，指定したサービスの統計情報を取得しま
す。
取得するユーザサーバは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウ
で定義しておく必要があります。サービス定義がない場合は指定できません。
選択したサービス名は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボッ
クスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボックス（「対象 2」列）に表示さ
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れます。

［対象名 1(O)］　　～＜ 1～ 8文字の文字列＞

［対象名 2(B)］　　～＜ 1～ 63文字の文字列＞
［対象種別 (U)］に「任意」を指定した場合，統計情報を取得する対象を識別す
る取得対象名を指定します。
［対象名 1(O)］設定内容は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログ
ボックスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボックス（「対象 1」列）に表
示されます。［対象名 2(B)］設定内容は，［リアルタイム統計情報サービス設定］
ダイアログボックスの［統計情報取得対象定義］欄のリストボックス（「対象
2」列）に表示されます。
指定できる組み合わせを，次の表に示します。［対象種別 (U)］に「任意」を指
定した場合，必ずこの表に従って［対象名 1(O)］，［対象名 2(B)］を指定してく
ださい。［対象種別 (U)］に「任意」以外を指定した場合，［対象名 1(O)］，［対
象名 2(B)］は指定できません。

表 3-3　［対象種別 (U)］に「任意」を指定した場合の組み合わせ

注※ 1
取得できるイベント項目は次のとおりです。
・指定参照先ノードへのサービス検索送信回数
・指定参照先ノードからのサービス検索応答受信回数
注※ 2
［システム環境設定］ウィンドウのシステムを構成するノード，またはドメイン
定義ファイルに指定したノードのポート番号と IPアドレスを指定します。

［定義ファイル名 (F)］
取得するリアルタイム統計情報の項目を定義した，リアルタイム取得項目定義
ファイルの名称をドロップダウンリストボックスから選択します。
リアルタイム取得項目定義ファイルは，［リアルタイム取得項目定義ファイル一
覧］ダイアログボックスで定義しておく必要があります。定義ファイルがない
場合は指定できません。なお，この項目は省略できます。［リアルタイム取得項
目定義ファイル一覧］ダイアログボックスについては，「3.1.5　リアルタイム統
計情報サービスの取得項目定義ファイルの設定」を参照してください。

［イベント項目 (E)］
リストボックスから各チェックボックスをクリックして，取得するイベント項
目を選択します。
影付きのチェックボックスは各情報に関するイベント項目の一部が取得される
ことを意味します。各情報に関する詳細なイベント項目を表示するには，［詳細
(D)...］をクリックして［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスを表

統計情報の取得対象 ［対象名 1(O)］ ［対象名 2(B)］

指定参照先ノード※ 1 ポート番号※ 2 IPアドレス※ 2
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示してください。TP1/LiNKで取得できる各統計情報のイベント項目について
は「5.4.4(3)　TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情報」を参照してくだ
さい。
なお，表示される内容は［定義ファイル名 (F)］で指定したリアルタイム取得項
目定義ファイルの内容が反映されるわけではありません。指定したリアルタイ
ム取得項目定義ファイルで定義したイベント項目以外で取得したいイベント項
目がある場合に，この項目のイベント項目を選択してください。［定義ファイル
名 (F)］で定義したイベント項目と［イベント項目 (E)］で選択したイベント項
目は，一つにまとめられ取得されます。つまり，［イベント項目 (E)］でチェッ
クしていないイベント項目でも，［定義ファイル名 (F)］で定義している場合は，
そのイベント項目の統計情報が取得されます。この項目は省略できます。

［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックスで各項目を指定する場合，次
の点に注意してください。

•［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックスで定義できる統計情報の取
得対象は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックスの［最大取得
サービス数 (S)］に指定した数までです。また，一つの取得対象で取得できるイベント
の数は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックスの［最大取得項目
数 (N)］に指定した数までです。

•［定義ファイル名 (F)］と［イベント項目 (E)］を省略した場合でも，統計情報を取得
するための領域は確保します。ただし，取得する統計情報は，任意区間でのユーザ
サーバ実行時間の情報だけです。

• リアルタイム統計情報取得対象定義は同じサービスやサーバに対して重複して定義で
きます。重複して定義した場合，リアルタイム統計情報サービスが取得する統計情報
の項目は，各定義で指定した項目をまとめたものになります。指定例を次に示します。

表 3-4　同じサービスやサーバに対して重複して指定した場合の指定例

（凡例）
　－：指定なし。

統計情報取得対象定義の指定 定義ファイルで指定し
た取得項目

対象種別 サーバ名 サービス名 定義ファイル名

サーバ SERVER_A － 定義ファイル 1 項目 A，項目 C

サービス SERVER_A SERVICE_B 定義ファイル 2 項目 B

サービス SERVER_A SERVICE_C 定義ファイル 3 項目 A，項目 D
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表 3-5　指定例の場合に取得されるリアルタイム統計情報の項目

（凡例）
　○：取得する。
　×：取得しない。

• リアルタイム統計情報取得対象定義を，同じサービスやサーバで重複して指定してい
る場合，取得対象の数は増加しないで重複している取得対象ごとに一つとしてカウン
トされます。

•［対象種別 (U)］に「任意」を指定した場合，［対象名 1(O)］に指定した値や［対象名
2(B)］に指定した値が妥当な値であるかのチェックはされません。不要な取得対象を
登録した場合は，rtslsコマンドで取得対象の構成を確認し，rtsstatsコマンドで不要
な取得対象を削除してください。

• リアルタイム統計情報サービスの開始後は，次に示すサービスはリアルタイム統計情
報の取得対象に反映されません（［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログ
ボックスの［サービス名 (V)］にサービスを指定している場合でも取得対象として反
映されません）。
•［SPP環境設定］ダイアログボックスで追加または削除したサービス
• サービス関数動的ローディング機能で追加または削除したサービス

リアルタイム統計情報サービスの開始後に取得対象の設定を変更するには，rtsstats
コマンドを使用するか，またはリアルタイム統計情報サービス（RTSSUP）を再起動
してください。

（2） ［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスに設定する項目

［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックスの［詳細 (D)...］ボタンをク
リックした場合，または［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックスの［詳細
(D)...］をクリックした場合に，［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスが表示
されます。

サーバ名 サービス名 項目 A 項目 B 項目 C 項目 D

SRVER_A サーバ全体 ○ × ○ ×

サービス外 ○ × ○ ×

SRVICE_A ○ × ○ ×

SRVICE_B ○ ○ ○ ×

SRVICE_C ○ × ○ ○
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図 3-8　［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［OK］ボタン
［イベント項目 (E)］のリストボックスで選択したイベント項目の値に変更して，
［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスを終了します。

［キャンセル］ボタン
指定した値に変更しないで，［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックス
を終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［イベント項目 (E)］
リストボックスから各チェックボックスをクリックして，取得するイベント項
目を選択します。TP1/LiNKで取得できる各統計情報のイベント項目について
は「5.4.4(3)　TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情報」を参照してくだ
さい。

3.1.5　リアルタイム統計情報サービスの取得項目定義ファイ
ルの設定

リアルタイム取得項目定義ファイルを設定するときは，［システム環境設定］ウィンドウ
の［取得項目設定 (3)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［リアルタ
イム取得項目定義ファイル一覧］ダイアログボックスが表示されます。
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図 3-9　［リアルタイム取得項目定義ファイル一覧］ダイアログボックス

TP1/LiNKでは，リアルタイム統計情報サービスで使用するテンプレートとして，次に
示す TP1/LiNKで取得できるすべての項目を設定したリアルタイム取得項目定義ファイ
ルを提供しています。リアルタイム取得項目定義ファイルは，「TP1/LiNKインストール
フォルダ ¥conf」直下にコピーして使用します。

TP1/LiNKインストールフォルダ ¥rts_template¥examples¥conf¥LINK_ITM

ボタンの使い方

［追加 (A)...］ボタン
リアルタイム取得項目定義ファイルを新しく設定する［リアルタイム取得項目
定義］ダイアログボックスを開きます。

［変更 (M)...］ボタン
すでに設定したリアルタイム取得項目定義ファイルを変更する［リアルタイム
取得項目定義］ダイアログボックスを開きます。リストボックスから変更する
リアルタイム取得項目定義ファイルを選択して，［変更 (M)...］ボタンをクリッ
クします。

［削除 (D)］ボタン
すでに設定したリアルタイム取得項目定義ファイルを削除します。リストボッ
クスから削除するリアルタイム取得項目定義ファイルを選択して，［削除 (D)］
ボタンをクリックします。

［終了 (C)］ボタン
［リアルタイム取得項目定義ファイル一覧］ダイアログボックスを終了します。

［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックス
リアルタイム取得項目定義ファイルを追加するときは，［リアルタイム取得項目定義
ファイル一覧］ダイアログボックスの［追加 (A)...］ボタンをクリックします。ボタ
ンをクリックすると，［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックスが表示され
ます。
リアルタイム取得項目定義ファイルを変更するときは，［リアルタイム取得項目定義
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ファイル一覧］ダイアログボックスのリストボックスから選択した項目をダブルク
リックするか，［変更 (M)...］ボタンをクリックすると，［リアルタイム取得項目定
義］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-10　［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［詳細 (D)...］ボタン
［イベント項目 (E)］のリストボックスで選択したイベント項目についての［リ
アルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスを開きます。

［上書き保存 (V)］ボタン
［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックスに設定した各項目の値を保存
します。

［終了 (C)］ボタン
［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［定義ファイル名 (F)］　　～＜ 1～ 8文字の識別子＞
リアルタイム取得項目定義ファイル名を指定します。
リアルタイム取得項目定義ファイルは「%DCCONFPATH%」直下に作成され
ます。システム名およびユーザサーバ名とは異なるファイル名を指定してくだ
さい。
定義ファイル名は，［リアルタイム取得項目定義ファイル一覧］ダイアログボッ
クスの「ファイル名」の列に表示されます。

［コメント (O)］　　～＜ 35文字までの文字列＞
リアルタイム取得項目定義ファイルの内容に関するコメントを任意で入力しま
す。入力したコメントは，［リアルタイム取得項目定義ファイル一覧］ダイアロ
グボックスの「コメント」の列に表示されます。
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［イベント項目 (E)］
リストボックスから各チェックボックスをクリックして，取得するイベント項
目を選択します。
影付きのチェックボックスは各情報に関するイベント項目の一部が取得される
ことを意味します。各情報に関する詳細なイベント項目を表示するには，［詳細
(D)...］をクリックして［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスを表
示してください。［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスについて
は，「3.1.4(2)　［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスに設定する項
目」を参照してください。TP1/LiNKで取得できる各統計情報のイベント項目
については「5.4.4(3)　TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情報」を参照
してください。
なお，リアルタイム統計情報取得対象定義や rtsstatsコマンドで指定した対象
では取得できない項目を選択した場合，統計情報を取得するための領域を確保
しますが統計情報は取得されません。

3.1.6　XAリソースサービス環境の設定
XAリソースサービス環境を指定するときは，［システム環境設定］ウィンドウの［XA
リソースサービス環境 (Y)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［XA
リソースサービス環境設定］ダイアログボックスが表示されます。［XAリソースサービ
ス環境 (Y)...］ボタンは，［トランザクション機能］欄の［あり］オプションボタンを選
択したときだけクリックできます。

図 3-11　［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方
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［初期値設定 (I)］ボタン
［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスのすべての項目を初期値
にします。

［上書き保存 (V)］ボタン
［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスに設定した各項目の値を
保存します。項目をすべて設定し終えてから［上書き保存 (V)］ボタンをクリッ
クすると，各項目を設定できます。また，このときに指定されたフォルダに
XARファイル名を作成します。
XARファイルを再作成する場合は，［上書き保存 (V)］ボタンをクリックした場
合に出力される問い合わせ応答メッセージボックスに対して［はい (Y)］をク
リックしてください。
［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザクションブランチ数 (B)］，
［MSDTC連携機能を使用する (M)］および［XARファイルのレコード長 (R)］
の指定値を変更した場合は，［上書き保存 (V)］ボタンをクリックして必ず XAR
ファイルを再作成するようにしてください。

［終了 (C)］ボタン
［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスを終了します。XAリ
ソースサービス環境設定を終了するときは，［終了 (C)］ボタンをクリックしま
す。

ダイアログボックスに設定する項目

［XAリソースサービスを使用する (X)］欄
XAリソースサービスを使用するかどうかをチェックボックスで指定します。
初期値はオフになっています。なお，XAリソースサービスの詳細については，
マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
チェックボックスをオンにした場合，XAリソースサービスが起動されます。

［アイドル状態のトランザクションブランチの監視時間 (T)］　　～＜符号なし整数＞
((10～ 65535))《180》（単位：秒）

End()から Prepare()までのアイドル状態のトランザクションブランチを監視す
る時間を指定します。
指定された時間を超えた場合は，メッセージを出力してトランザクションブラ
ンチをロールバックします。アイドル状態を監視するインタバル時間は，10秒
です。そのため，検知するのに時間が掛かる場合があります。

［オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名 (O)］　　～＜ 40文字までの英
数字の完全パス名＞《%DCDIR%¥spool》

XAリソースサービスで使用するオンライン用の物理 XARファイルを作成する
フォルダ名を指定します。
オンライン用の物理 XARファイル名は「xafileO」で作成されます（メッセー
ジの XARファイルには「オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名 /
xarfileO/xarO」で表示されます）。同じファイル名があるフォルダを指定しな
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いでください。
オンライン用 XARファイルサイズは，次の算出式で求められます。
XARファイルサイズ（単位：メガバイト）＝↑（（レコード数＋ 1）×レコード
長）÷ 1048576↑
（凡例）
レコード数：［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザクションブランチ数
(B)］の指定値
レコード長：［XARファイルのレコード長 (R)］の指定値
↑↑：小数点以下を切り上げます。

［バックアップ用 XARファイルを作成するフォルダ名 (B)］　　～＜ 40文字までの英
数字の完全パス名＞《%DCDIR%¥spool》

XAリソースサービスで使用するバックアップ用の物理 XARファイルを作成す
るフォルダ名を指定します。
バックアップ用の物理 XARファイル名は「xafileB」で作成されます（メッ
セージの XARファイルには「バックアップ用 XARファイルを作成するフォル
ダ名 /xarfileB/xarB」で表示されます）。同じファイル名が存在するフォルダを
指定しないでください。
バックアップ用 XARファイルサイズは，次の算出式で求められます。
XARファイルサイズ（単位：メガバイト）＝↑（（レコード数＋ 1）×レコード
長）÷ 1048576↑
（凡例）
レコード数：［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザクションブランチ数
(B)］の指定値
レコード長：［XARファイルのレコード長 (R)］の指定値
↑↑：小数点以下を切り上げます。

［MSDTC連携機能を使用する (M)］欄
MSDTC連携機能を使用するかどうかをチェックボックスで指定します。初期
値はオフになっています。なお，MSDTC連携機能の詳細については，マニュ
アル「OpenTP1 解説」を参照してください。 
チェックボックスがオンのとき
　MSDTC連携機能を使用します。
チェックボックスがオフのとき
　MSDTC連携機能を使用しません。

［XARファイルのレコード長 (R)］ ～〈符号なし整数〉((512～ 4096))《1024》（単
位：バイト）

作成する XARファイルのレコード長を指定します。指定するレコード長には，
512の整数倍を指定してください。この項目は，［MSDTC連携機能を使用する
(M)］がオンのときに指定できます。
MSDTCとのトランザクション連携の場合，XAリソースサービスはトランザク
ション情報のほかに RI（トランザクション回復情報）を XARファイルに格納
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します。RIのサイズはMSDTCが動作する環境に依存するため，環境によって
は XARファイルのレコード長不足でトランザクション決着処理に失敗する場合
があります。そのため，MSDTC連携機能を使用する場合は，XARファイルの
レコード長を 1024バイト以上に指定することを推奨します。なお，MSDTC連
携機能を使用しない場合の XARファイルのレコード長は 512バイトになりま
す。
レコード長不足によってトランザクションの決着処理に失敗した場合は，次の
手順で XARファイルを再作成してください。
1. TP1/LiNKを停止します。
2. KFCA32045-Eメッセージの「必要な XARファイルのレコード長」に表示
された値を，［XARファイルのレコード長 (R)］に指定します。そのあと，
［上書き保存 (V)］ボタンをクリックした場合に出力される問い合わせ応答
メッセージボックスに対して［はい (Y)］をクリックします。

3. TP1/LiNKを正常開始します。

3.1.7　ノード自動追加機能の設定
ノード自動追加機能を設定するときは，［システム環境設定］ウィンドウの［ノード自動
追加機能設定 (4)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［ノード自動追
加機能設定］ダイアログボックスが表示されます。ノード自動追加機能については，マ
ニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。
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図 3-12　［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［OK］ボタン
各項目を設定した値に変更してから，［ノード自動追加機能設定］ダイアログ
ボックスを終了します。
このとき［ノードリストファイルを作成するフォルダ名 (F)］を指定している場
合，指定したフォルダにノードリストファイルが作成されます。ノードリスト
ファイルを再作成する場合は，［OK］ボタンをクリックしたときに出力される
問い合わせ応答メッセージボックスに対して［はい (Y)］をクリックしてくださ
い。

［キャンセル］ボタン
各項目の値を変更しないで，［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスを
終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［ノードの動作モード (M)］
次に示す対象をドロップダウンリストボックスから選択して，ノード自動追加
機能を使用する場合の，ノードの動作モードを指定します。
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• マネジャノード
マネジャノードとして動作させます。

• エージェントノード
エージェントノードとして動作させます。

• ノーマルノード
ノード自動追加機能を使用しません。ノーマルノードとして動作させます。
ドロップダウンリストボックスで，何も選択しなかった場合も同様です。

マネジャノードを指定した場合，［RPC詳細設定］ダイアログボックスの
［ネームサービス］タブでの［ノード監視機能 (C)］の指定を無視して，送受信
型ノード監視機能によってエージェントノードとノーマルノードの稼働状況が
監視されます。そのため，同一ホストで複数のエージェントノードやノーマル
ノードを動作させる場合は，一つのホストに複数の異なる IPアドレスを設定
し，それぞれのエージェントノードまたはノーマルノードごとに異なる IPアド
レスを設定してください。
エージェントノードを指定した場合，［マネジャノードのノード名 (N)］にマネ
ジャノードを指定してください。また，［RPC詳細設定］ダイアログボックス
の［ネームサービス］タブでの［ノード監視機能 (C)］の指定内容によって，次
のように動作します。
•［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ノード
監視機能 (C)］を未指定，または「使用しない」を指定した場合
送受信型ノード監視機能によって，マネジャノードの稼働状況を監視します。
同時にノードリストの整合性を確保します。

•［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ノード
監視機能 (C)］に「一方送信型ノード監視」，または「送受信型ノード監視」
を指定した場合
指定値を無視して送受信型ノード監視機能によって，マネジャノードの稼働
状況を監視します。同時にノードリストの整合性を確保します。エージェン
トノード，およびノーマルノードとのノード監視は指定値に従って監視しま
す。

同一ホストで複数のマネジャノードを動作させる場合は，一つのホストに複数
の異なる IPアドレスを設定し，それぞれのマネジャノードごとに異なる IPア
ドレスを設定してください。
ノードリストを引き継ぐ場合，OpenTP1の開始は，ノードリストファイル中に
格納された動作モードに従います。nammstrコマンドで動作モードを変更した
とき，この項目に指定した動作モードと一致しないことがあります。
OpenTP1の現在の動作モードは，次のコマンドで確認できます。
• OpenTP1のオフライン時：namnldspコマンド
• OpenTP1のオンライン時：namsvinfコマンドに -xオプションを指定

namnldspコマンド，および namsvinfコマンドの詳細については，マニュアル
「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。
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［マネジャノードのノード名 (N)］　　～＜ 1～ 61バイトの文字列＞
OpenTP1システム内で稼働するマネジャノードのノード名を指定します。
［マネジャノードのノード名 (N)］には，マネジャノードのネームサービスの
ポート番号を次の形式で指定することもできます。
ノード名：ポート番号
［ノードの動作モード (M)］でエージェントノードを選択した場合に指定できま
す。
エージェントノードは，OpenTP1起動時に，指定されたノードに対してノード
リスト要求を送信します。ノードリストを正常に受信できた場合だけ，指定さ
れたノードをマネジャノードとして認識します。なお，マネジャノード以外の

ノード※が指定された場合は，ノードリストを正常に受信できないため，マネ
ジャノードとして認識しません。また，マネジャノードからのノードリストを
受信できないため，RPCの要求範囲は，指定したノードに限定されます。
エージェントノードの開始時に，マネジャノードが起動していない場合や，
ネットワークなどの障害によって，通信ができない状態の場合も，RPCの要求
範囲が指定したノードに限定されることがあります。

注※
［ノードの動作モード (M)］に，マネジャノード以外を指定しているノード，ま
たはノード自動追加機能をサポートしていないノードです。

参考
 

ノードリストを引き継ぐと，このようなマネジャノードとの通信障害などの影響を受けない
で，前回オンラインの終了時と同等のノードリストが使用でき，RPCの要求範囲を確保で
きます。

［停止を検知したノードのノード情報をノードリストから削除する (R)］
マネジャノードが停止を検知したエージェントノード，およびノーマルノード
のノード情報を，ノードリストから削除するかどうかについて，チェックボッ
クスで指定します。初期値はオフです。
［ノードの動作モード (M)］でマネジャノードを選択した場合に指定できます。
チェックボックスがオンのとき
　停止を検知したノードのノード情報をノードリストから削除し，マネジャ
ノードの管理対象から外します。
チェックボックスがオフのとき
　停止を検知したノードのノード情報をノードリストから削除しません。停止
を検知したノードのノード情報を RPC抑止リストへ登録します。
　ノード情報をノードリストから削除したい場合は，マネジャノードで
namndrmコマンドを実行してください。
次の場合は，ノードリストを削除しないで，次回のノードリストの整合性を確
保するときに削除します。
• マネジャノードがノードリストからノード情報を削除する際に，サービスグ
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ループ情報の検索など，ノードリストを参照する処理が並行して動作してい
る場合

• エージェントノードでノードリストの整合性を確保する際に，サービスグ
ループ情報の検索など，ノードリストを参照する処理が並行して動作してい
る場合

ノーマルノードを混在させて使用する運用の場合，このチェックボックスはオ
フにしてください。オンにすると，ノーマルノードの停止によって，マネジャ
ノードのノードリストからノーマルノードの情報が削除されます。ノーマル
ノードの再開始後も，マネジャノードとのコネクションが切断されているため，
ノーマルノードのノード情報がノードリストに登録されません。また，マネ
ジャノードやほかのエージェントノードのサービスグループ情報（起動，停止，
負荷状態の変更）に関する通知がノーマルノードへ送信されません。ノード間
の負荷バランスを保つために，このチェックボックスをオフにしてください。

［ノーマルノードのノード情報をノードリストに登録する (P)］
エージェントノードのノードリストに，ノーマルノードのノードの情報を登録
するかどうかについて，チェックボックスで指定します。初期値はオフです。
［ノードの動作モード (M)］でエージェントノードを選択した場合に指定できま
す。
チェックボックスがオンのとき
　ノーマルノードの情報をノードリストに登録します。
チェックボックスがオフのとき
　ノーマルノードの情報をノードリストに登録しません。
チェックボックスがオフのエージェントノードのノードリストには，ノーマル
ノードが登録されません。このエージェントノードとノーマルノード間では，
サービスグループ情報（起動，停止，負荷状態の変更）に関する連携がされま
せん。ノーマルノードを使用し，かつ OpenTP1システム内のノード間の負荷
バランスを保つために，このチェックボックスをオンにしてください。

［OpenTP1起動時のノードリスト要求応答待ち時間 (W)］　　～＜符号なし整数＞
((0～ 1800))《8》（単位：秒）

エージェントノードは OpenTP1の起動時に，マネジャノードに対してノード
リスト要求を送信します。ノードリスト要求を送信してから，応答を受信する
までの待ち時間の最大値を指定します。指定時間を過ぎても応答がない場合は，
ノードリスト要求はエラーとなります。エラー発生後の動作は，［ノードリスト
要求でエラーが発生した場合の処理 (E)］の指定値に従います。
［ノードの動作モード (M)］でエージェントノードを選択した場合に指定できま
す。
0を指定した場合，応答を受信するまで無限に待ち続ける状態になります。
大きな値を指定した場合，マネジャノードの動作状況によっては，OpenTP1の
開始処理に時間が掛かるおそれがあります。

［OpenTP1起動時のノードリスト要求リトライ回数 (C)］　　～＜符号なし整数＞ ((0
～ 60))《0》
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エージェントノードは OpenTP1の起動時に，マネジャノードに対してノード
リスト要求を送信します。このノードリスト要求でエラーが発生した場合のリ
トライ回数を指定します。発生したエラーの回数が，指定した値を超えたとき
は，［ノードリスト要求でエラーが発生した場合の処理 (E)］の指定に従った処
理を実行します。
［ノードの動作モード (M)］にエージェントノードを選択した場合に指定できま
す。
0を指定した場合，リトライしません。
大きな値を指定した場合，マネジャノードの動作状況によっては，OpenTP1の
開始処理に時間が掛かるおそれがあります。

［OpenTP1起動時のノードリスト要求リトライ間隔 (I)］　　～＜符号なし整数＞ ((1
～ 60))《10》（単位：秒）

エージェントノードは OpenTP1の起動時に，マネジャノードに対してノード
リスト要求を送信します。このノードリスト要求でエラーが発生した場合のリ
トライ間隔を指定します。
［OpenTP1起動時のノードリスト要求リトライ回数 (C)］で 1以上を指定した
場合に指定できます。
大きな値を指定した場合，マネジャノードの動作状況によっては，OpenTP1の
開始処理に時間が掛かるおそれがあります。

［ノードリスト要求でエラーが発生した場合の処理 (E)］
エージェントノードが OpenTP1の起動時に，マネジャノードからノードリス
トを正常に受信できなかった場合の処理をドロップダウンリストボックスで選
択します。［ノードの動作モード (M)］でエージェントノードを選択した場合に
指定できます。
• 停止する

OpenTP1の開始処理を中止します。
このとき，アボートコード namdmnUが出力されます。ただし，再開始（リ
ラン）時は，OpenTP1の開始処理を続行します。

• 続行する
OpenTP1の開始処理を続行します。ドロップダウンリストボックスで，何も
選択しなかった場合も同様です。
OpenTP1開始完了後，［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサー
ビス］タブでの［ノード監視間隔時間 (V)］に指定された間隔で，定期的に
ノードリスト要求を送信します。このときの応答待ち時間は，［RPC詳細設
定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ノードダウンを検知
するまでの最大待ち時間 (W)］に指定した値となります。マネジャノードか
らノードリストを受信するまでの間は，指定したノードだけで動作します。

［ノードリスト同期待ち時間 (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《60》（単
位：秒）

エージェントノードから RPCメッセージが受信できる状態になってから，エー
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ジェントノードとノードリストの整合性を確保するまでの待ち時間を指定しま
す。
［ノードの動作モード (M)］でマネジャノードを選択した場合に指定できます。
ただし，ノードリストを引き継ぐ場合，この指定は無視されます。
マネジャノードは，ここで指定した時間が経過するまで，エージェントノード
とノードリストの整合性を確保しません。ただし，OpenTP1システム内に新た
に追加されたエージェントノードに対してはノードリストを返します。
［ノードリスト同期待ち時間 (S)］には，エージェントノードに対する，［RPC
詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブでの［ノード監視間
隔時間 (V)］の指定値と同じ値を指定してください。指定値が異なると，エー
ジェントノードのノードリストから不当にノード情報が削除されることがあり
ます。また，マネジャノードとエージェントノードとの間で，ノードリストの
整合性が確保されるまでに時間が掛かるおそれがあります。

［ノードリストファイルを作成するフォルダ名 (F)］　　～＜ 40文字までの英数字の
完全パス名＞

ノード自動追加機能を使用する場合に，ノードリストの引き継ぎ機能で使用す
るノードリストファイルを作成するフォルダ名を完全パスで指定します。
［ノードの動作モード (M)］でマネジャノードまたはエージェントノードを選択
した場合に指定できます。
ノードリストファイル名は「namnlfil」で作成されます。同じファイル名があ
るフォルダを指定しないでください。ノードリストファイルのサイズは，1メ
ガバイトです。
なお，メッセージおよび namnldspコマンドに指定するノードリストファイル
名は「ノードリストファイルを作成するフォルダ名 /namnlfil/ndls」になりま
す。
ノード自動追加機能の使用をやめる場合など，ノードリストファイルを削除す
るには，指定を省略したあとに，エクスプローラなどで「namnlfil」ファイル
を削除してください。
OpenTP1の起動時に，ネームサービスは指定されたノードリストファイルに登
録されているノードリストを採用してサービスを開始します。OpenTP1のオン
ライン中は，一定間隔で使用中のノードリストをノードリストファイルへ書き
込みます。
なお，次の場合は，ノードリストの引き継ぎは無効として，OpenTP1を起動し
ます。
• 指定を省略した場合
• 指定したフォルダにノードリストファイルがない場合
• 指定したフォルダのノードリストファイルへのアクセスに失敗した場合

［ノードリストファイルを読み込む条件 (L)］
次に示す対象をドロップダウンリストボックスから選択して，ノードリストを
読み込む条件を指定します。
［ノードリストファイルを作成するフォルダ名 (F)］を指定した場合に指定でき
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ます。
• 再開始時および正常開始時
再開始時および（強制）正常開始時にノードリストファイルを読み込みます。
ただし，［ノードの動作モード (M)］の指定がエージェントノードの場合は，
再開始時および（強制）正常開始時にマネジャノードからのノードリストの
取得に失敗したときだけ，ノードリストファイルを読み込みます。

• 再開始時だけ
再開始時だけノードリストファイルを読み込みます。ただし，［ノードの動作
モード (M)］の指定がエージェントノードの場合は，再開始時にマネジャ
ノードからのノードリストの取得に失敗したときだけ，ノードリストファイ
ルを読み込みます。
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3.2　ユーザサーバの環境設定（SPP）

SPPの実行環境を設定する手順について説明します。

SPPの実行環境を設定するときは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－
［アプリケーション管理 SPP］メニューを選択します。

［アプリケーション管理 SPP］メニューを選択すると，［TP1/LiNKアプリケーション管
理 SPP］ウィンドウが表示されます。

図 3-13　［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウ

ここでは，ユーザサーバの環境を設定する手順について説明します。［TP1/LiNKアプリ
ケーション管理 SPP］ウィンドウのメニューとボタンの使い方については，「6.2　アプ
リケーション管理（SPP）」を参照してください。

ユーザサーバの環境設定で設定する内容を次に説明します。

3.2.1　SPPの実行環境の設定
SPPの実行環境を設定するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンド
ウの［サーバ定義 (E)...］ボタンをクリックします。

ユーザサーバ名を選択してからボタンをクリックすると，選択したユーザサーバの環境
を設定する［SPP環境設定］ダイアログボックスが表示されます。
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ユーザサーバ名を選択しないでボタンをクリックすると，［アプリケーション環境 SPP］
ダイアログボックスが表示されます。

図 3-14　［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［新規作成 (N)...］ボタン
SPPの実行環境を新しく設定する［SPP環境設定］ダイアログボックスを開き
ます。

［開く (O)...］ボタン
すでに設定した SPPの実行環境を変更する［SPP環境設定］ダイアログボック
スを開きます。リストボックスから実行環境を変更するユーザサーバ名を選択
して，［開く (O)...］ボタンをクリックします。

［削除 (D)］ボタン
すでに設定した SPPの実行環境を削除します。リストボックスから削除する
ユーザサーバ名を選択して，［削除 (D)］ボタンをクリックします。

［自動起動設定 (A)...］ボタン
SPPの自動起動および自動起動の順番を指定する［自動起動設定］ダイアログ
ボックスを開きます。

［終了 (C)］ボタン
［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックスを終了します。

SPPの環境を設定するダイアログボックスの開き方
新しく SPPの実行環境を設定する場合と，すでに設定してある SPPの実行環境を
変更する場合とで，ダイアログボックスの開き方が異なります。
• 新しく SPPの実行環境を設定する場合
［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックスの［新規作成 (N)...］ボタンを
クリックすると，［SPP環境設定］ダイアログボックスが表示されます。
新しく SPPの実行環境を設定する場合は，初期値が設定されています。［SPP環
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境設定］ダイアログボックスの初期値については，「2.3　セットアップしたとき
の初期値」を参照してください。

• すでに設定してある SPPの実行環境を変更する場合
［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックスのリストボックスから，実行環
境を変更したい SPPのユーザサーバ名を選択します。そして，ユーザサーバ名を
ダブルクリックするか，または［開く (O)...］ボタンをクリックすると，［SPP環
境設定］ダイアログボックスが表示されます。

 

図 3-15　［SPP環境設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［詳細設定 (T)...］ボタン
SPPの環境の詳細を設定する［SPP詳細設定］ダイアログボックスを開きま
す。

［開く (O)］ボタン
［ユーザサーバ名 (U)］ドロップダウンリストにユーザサーバ名を指定してから
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［開く (O)］ボタンをクリックすると，該当する SPPに設定している内容をダイ
アログボックスに表示します。

［初期値設定 (I)］ボタン
［SPP環境設定］ダイアログボックスの，次に示す項目を初期値にします。
•［プロセス数］欄
•［優先順位］欄
•［スケジュール情報］欄

［削除 (D)］ボタン
［ユーザサーバ名 (U)］一覧に指定したユーザサーバ名の設定内容を削除します。

［自動起動設定 (A)...］ボタン
SPPの自動起動および自動起動の順番を指定する［自動起動設定］ダイアログ
ボックスを開きます。

［上書き保存 (V)］ボタン
［SPP環境設定］ダイアログボックスに設定した各項目の値を保存します。項目
をすべて設定し終えてから［上書き保存 (V)］ボタンをクリックすると，各項目
を設定できます。
新規に作成したユーザサーバまたは［登録するサービス］欄を変更したユーザ
サーバの環境を設定すると，設定した環境に合わせたスタブのソースファイル
が生成されます。スタブのソースファイルは，%DCDIR%¥aplib¥フォルダの
下に「ユーザサーバ名 _sstb.c」の名称で作成されます。ただし，すべてのサー
ビスに UAP共用ライブラリ（DLL）を指定した場合は，スタブのソースファ
イルは生成されません。

［終了 (C)］ボタン
［SPP環境設定］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［ユーザサーバ名 (U)］　　～＜ 1～ 8文字の識別子＞
新しく SPPの実行環境を設定するときは，実行環境を設定する SPPのユーザ
サーバ名を入力します。すでに設定してある SPPの実行環境を変更するとき
は，ドロップダウンリストからユーザサーバ名を選択します。
ユーザサーバ名には，英字の大文字と小文字の区別はありません。小文字で指
定しても，すべて大文字で管理されます。

［サービスグループ名 (G)］　　～＜ 1～ 31文字の識別子＞
SPPのサービスグループ名を入力します。ここには［ユーザサーバ名 (U)］一
覧の指定と同じ名称が表示されます。名称を変更するときは，直接入力してく
ださい。

［プログラム名 (M)］　　～＜ 1～ 14文字の識別子＞
SPPの実行形式ファイル名を，".exe"を付けないで入力します。ここには
［ユーザサーバ名 (U)］一覧の指定と同じ名称が表示されます。名称を変更する
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場合は，直接入力してください。

［コメント］
このダイアログボックスの内容に関するコメントを任意で入力します。入力し
たコメントは，［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックスのコメントの
行に表示されます。

［プロセス数］欄
SPPの常駐プロセスと非常駐プロセスの数を指定します。［システム環境設定］
ウィンドウの［サーバ数］欄にある［SPP(P)］には，常駐プロセス数と非常駐
プロセス数の合計を指定してください。
常駐プロセス数と非常駐プロセス数の両方に 0を指定すると，「常駐プロセス数
1，非常駐プロセス数 0」が仮定されます。［常駐 (R)］の値と［非常駐 (N)］の
値の合計が 128までになるように指定してください。合計が 128を超える値は
指定できません。
•［常駐 (R)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 128))《1》
この SPPを実行する常駐プロセスの数を指定します。常駐プロセス数に 0を
指定したときは，非常駐プロセス数には 1以上の値を指定してください。

•［非常駐 (N)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 128))《0》
この SPPを実行する非常駐プロセスの数を指定します。非常駐プロセス数に
0を指定すると，常駐プロセスだけのユーザサーバになります。

［優先順位］欄
•［プロセス (P)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 39))《0》
この SPPが実行されるときの優先順位を指定します。値が小さいほど優先順
位が高くなります。ここで指定する優先順位は，次に示す 4段階に分かれま
す。
0～ 9：THREAD_PRIORITY_NORMAL（優先度高い）
10～ 19：THREAD_PRIORITY_BELOW_NORMAL
20～ 29：THREAD_PRIORITY_LOWEST
30～ 39：THREAD_PRIORITY_IDLE（優先度低い）
［プロセス (P)］で指定できるのは，ユーザサーバのスレッド優先順位だけで
す。スレッド優先順位については，Microsoft Visual C++のWin32 APIの文
法を参照してください。

•［スケジュール (H)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 16))《8》
スケジュールの優先順位を指定します。値が小さいほど優先順位が高くなり
ます。

［スケジュール情報］欄
•［非常駐プロセスを開始するプロセスあたりのサービス滞留数 (Q)］　　～＜符
号なし整数＞ ((0～ 512))《3》
非常駐プロセスを起動する目安になる，サービスの滞留数を指定します。（こ
こに指定した値×起動中のプロセス）の数を超えてサービス要求が滞留した
ときに，TP1/LiNKは非常駐プロセスを起動します。スケジュールキューに
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滞留しているサービス要求の数が（ここに指定した値×起動中のプロセス）
の数以下になると，TP1/LiNKは非常駐プロセスを終了させます。
この項目の指定は，非常駐プロセスを使う SPPの場合だけ有効になります。

•［サービスの最大入力データ長 (L)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 30719))
《3》（単位：キロバイト）
サービスを要求されたときにクライアントから渡されるデータの最大長を指
定します。

•［サービス要求データ格納プール長 (B)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～
30719))《12》（単位：キロバイト）
サービスを要求されたときにクライアントから渡されるデータを格納する
プールの最大長を指定します。［サービスの最大入力データ長 (L)］よりも少
ない値を指定するとエラーになります。ここに指定する値を大きくすると，
処理待ちのサービス要求をより多く滞留できます。
SPP環境設定のサービス要求データ格納プール長に十分な値を指定しなかっ
た場合，KFCA00850-Eまたは KFCA00854-Eのエラーメッセージが出力さ
れる場合があります。この場合，該当する SPPの［サービス要求データ格納
プール長 (B)］に，次に示す計算式で求めた値を指定して保存したあと，TP1/
LiNKを正常開始させてください。
サービス要求データ格納プール長＝↑（（dc_rpc_call関数の inパラメタ長＋
512バイト）×サービス滞留数）÷ 1024↑
（凡例）
↑↑：小数点以下を切り上げます。

［登録するサービス］欄
•［サービス名 (S)］　　～＜ 1～ 31文字の識別子＞
•［エントリポイント名 (E)］　　～＜ 1～ 20文字の識別子＞
このサービスグループに属するサービス名とそのサービスを提供するエント
リポイント名の組をすべてのサービスについて指定します。エントリポイン
ト名とは，C言語の場合は関数名，COBOL言語の場合はプログラム名また
は入り口名のことです。
追加する場合は，欄内下の［サービス名 (S)］および［エントリポイント名
(E)］を入力して，［設定 (J)］ボタンをクリックします。
削除する場合は，リストボックスから削除するサービス名を選択して，［削除
(K)］ボタンをクリックします。なお，登録したサービス名は昇順に表示され
ます。

•［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］　　～＜ 1～ 63バイトのパス名＞
サービス関数動的ローディング機能を使うサービスの場合，UAP共用ライブ
ラリを指定します。UAP共用ライブラリは，ダイナミックリンクライブラリ
（Dynamic Link Library）と同じ意味です。一般に拡張子が，「.dll」である
ファイルのことを指します。［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］の指定を
省略した場合，スタブを使うサービスが登録されます。
なお，UAP共用ライブラリ名として，次に示す文字は指定できません。
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・空白
・タブコード
・等号（=）
・コンマ（,）
・セミコロン（;）
・引用符（"）
UAP共用ライブラリの指定方法について次に説明します。
●環境変数を使用する場合
UAP共用ライブラリのパス名に環境変数を指定する場合，パス名の先頭だけ
環境変数を指定できます。また，ここで指定するユーザサーバの環境変数は，
グローバルまたはローカルに指定できます。なお，環境変数を指定した場合
は，環境変数展開後のパス名で最大 123文字指定できます。
指定例：
［サービス名 (S)］：serviceA
［エントリポイント名 (E)］：serviceA
［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］：%USRDIR%¥lib¥usrlib.dll
ユーザサーバの環境変数：USRDIR
ユーザサーバの環境変数値：C:¥OLTP1¥usrdir
　
● UAP共用ライブラリ名称をフルパスで指定する場合
UAP共用ライブラリ名として，UAP共用ライブラリ名称のフルパスを指定
した場合，TP1/LiNKは指定した UAP共用ライブラリを検索して使用しま
す。
指定例：
［サービス名 (S)］：serviceA
［エントリポイント名 (E)］：serviceA
［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］：C:¥OLTP1¥usrdir¥lib¥usrlib.dll
　
● UAP共用ライブラリ名称だけを指定する場合
UAP共用ライブラリ名として UAP共用ライブラリ名称だけを指定した場合，
TP1/LiNKは指定した UAP共用ライブラリを OSのライブラリサーチパスを
基に検索して使用します。
指定例：
［サービス名 (S)］：serviceA
［エントリポイント名 (E)］：serviceA
［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］：usrlib.dll
UAP共用ライブラリ名称だけを指定する場合は，指定する UAP共用ライブ
ラリを OSのライブラリサーチパス内に配置してください。
UAP共用ライブラリの検索順序：
Windowsでは，次に示す順番で指定した UAP共用ライブラリの検索が行わ
れます。
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1. SPP実行ファイルが存在するフォルダ
2. SPPのカレントフォルダ（%DCDIR%¥tmp¥home¥ユーザサーバ名）※ 1

3. Windowsシステムフォルダ※ 2

4. Windowsフォルダ※ 2

5.［システム環境設定］ウィンドウの［サーチパス］欄に指定したサーチパ
ス※ 3

注※ 1　TP1/LiNKが管理する一時フォルダです。このフォルダは TP1/LiNK
システムや UAPの起動時に削除されるので，UAP共用ライブラリを格納し
ないことを推奨します。
注※ 2　WindowsシステムフォルダまたはWindowsフォルダには，UAP共
用ライブラリを格納しないことを推奨します。また，Windowsシステムフォ
ルダとは，標準的な環境で「C:¥Windows¥System32¥」のことを示します。
Windowsフォルダとは，標準的な環境で「C:¥Windows¥」のことを示しま
す
注※ 3　複数のサーチパスを指定している場合，最初に検索されたサーチパ
スの UAP共用ライブラリが使用されます。
　
● UAP共用ライブラリ名称をフルパスで指定する方法と名称だけを指定する
方法を併用する場合
UAP共用ライブラリの名称をフルパスで指定する方法と名称だけを指定する
方法は併用できます。UAP共用ライブラリは，各UAP共用ライブラリの指
定方式に従って UAP上にローディングされます。ただし，名称をフルパスで
指定する方法で指定した UAP共用ライブラリと名称だけを指定する方法で指
定した UAP共用ライブラリが同一名称の場合，記述する順序によってロー
ディングされる UAP共用ライブラリパスが異なるため注意してください。記
述する順序の違いによる UAP共用ライブラリの検索順序について次に説明し
ます。
　
指定例 1：
UAP共用ライブラリの記述順序は次のとおりです。

UAP共用ライブラリの検索順序：
まず，UAP共用ライブラリ名称だけを指定する方法のパス検索順序に従っ
て，ライブラリパスが検索されます。最初に見つかったフォルダ下の UAP共
用ライブラリがローディングされます。次にフルパスで指定する方法で指定

記述する順序 ［サービス名 (S)］の
指定例

［エントリポイント
名 (E)］の指定例

［UAP共用ライブラリ (DLL)名
(F)］の指定例

1 serviceA serviceA usrlib.dll

2 serviceB serviceB C:¥OLTP1¥usrdir¥lib¥usrlib.dll
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した UAP共用ライブラリがローディングされます。
指定例 1の場合，2種類の異なるUAP共用ライブラリが UAP上にローディ
ングされます。ただし，名称だけを指定する方法でUAP共用ライブラリを検
索した結果，フルパスで指定した UAP共用ライブラリと同じものが検索され
れば，同じ UAP共用ライブラリが 2回ローディングされます。
　
指定例 2：
UAP共用ライブラリの記述順序は次のとおりです。

UAP共用ライブラリの検索順序：
フルパスで指定する方法で指定した UAP共用ライブラリがローディングされ
ます。次に名称だけを指定する方法で指定したUAP共用ライブラリをロー
ディングしようとします。
先にフルパスで同一名称の UAP共用ライブラリがローディングされているた
め，名称だけを指定する方法のパス検索順序が適用されないで，フルパスで
指定する方法で指定した UAP共用ライブラリが再度ローディングされます。
この指定順序の場合，フルパス指定した UAP共用ライブラリが 2回，UAP
上にローディングされます。
●スタブおよびサービス関数動的ローディング機能を使用するサービスを併
用する場合
指定例：
UAP共用ライブラリの記述順序は次のとおりです。

UAP共用ライブラリの検索順序：
サービスは指定したサービス名の昇順で検索されます。

［ユーザサーバの環境変数］欄　　～＜ 1～ 63文字の英数字＞
SPPの環境変数を設定します。
• 環境変数を設定する場合
環境変数をシステム全体で有効にする場合は，［グローバル欄］にカーソルを
位置づけます。環境変数を［ユーザサーバ名 (U)］欄のユーザサーバでだけ有
効にする場合は，［ローカル］欄にカーソルを位置づけます。

記述する順序 ［サービス名 (S)］の
指定例

［エントリポイント
名 (E)］の指定例

［UAP共用ライブラリ (DLL)名
(F)］の指定例

1 serviceA serviceA C:¥OLTP1¥usrdir¥lib¥usrlib.dll

2 serviceB serviceB usrlib.dll

記述する順序 ［サービス名 (S)］の
指定例

［エントリポイント
名 (E)］の指定例

［UAP共用ライブラリ (DLL)名
(F)］の指定例

1 serviceA serviceA 指定なし

2 serviceB serviceB C:¥OLTP1¥usrdir¥lib¥usrlib.dll
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次に，欄内下の［変数 (Y)］と［値 (Z)］に値を入力してから，［設定 (W)］ボ
タンをクリックします。

• 環境変数を削除する場合
削除する環境変数を［グローバル］欄または［ローカル］欄から選択します。
そして，［削除 (X)］ボタンをクリックします。

エラーメッセージ
［SPP環境設定］ダイアログボックスの操作中にエラーが起こったときは，エラー
メッセージが出力されます。表示内容を確認してから［OK］ボタンをクリックして
ください。

3.2.2　SPPの詳細設定
SPP環境の詳細を設定するときは，［SPP環境設定］ダイアログボックスの［詳細設定
(T)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［SPP詳細設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。

図 3-16　［SPP詳細設定］ダイアログボックス
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ボタンの使い方

［初期値設定 (I)］ボタン
［SPP詳細設定］ダイアログボックスのすべての項目を初期値にします。

［OK］ボタン
各項目を設定した値に変更し，［SPP詳細設定］ダイアログボックスを終了しま
す。

［キャンセル］ボタン
各項目の値を変更しないで，［SPP詳細設定］ダイアログボックスを終了しま
す。

（1） ［トランザクション］タブに設定する項目

［トランザクション］タブは，図 3-16を参照してください。

［トランザクション属性 (T)］
この SPPでトランザクション機能を使うかどうかをチェックボックスで指定しま
す。
このチェックボックスをオンにする場合は，［システム環境設定］ウィンドウで，
［トランザクション機能］欄の［あり］オプションボタンをオンにしておいてくださ
い。

［トランザクションブランチ限界経過時間 (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))
《0》（単位：秒）

この SPPでトランザクションブランチの処理を監視する限界経過時間を指定しま
す。指定時間を超えたときは，このトランザクションブランチのプロセスを異常終
了させて，ロールバックします。0を指定した場合は，時間監視しません。

［子トランザクションブランチを監視時間に含める (B)］
この SPPでトランザクションブランチの処理を監視する場合に，次に示す処理時間
も監視時間に含めるかどうかをチェックボックスで指定します。
1. 監視対象のトランザクションブランチが，RPC機能を使ってほかのトランザク
ションブランチを呼び出し，その処理が終わるのを待つ時間

2. 連鎖 RPCで呼び出されたサーバ UAPが，次のサービス要求を待つ時間
3. 監視対象のトランザクションブランチが，非同期 RPCを使用してほかのトラン
ザクションブランチを呼び出したあと，処理結果受信処理をしている時間

チェックボックスをオンにしたとき
1.，2.，3.のすべてを監視時間に含みます。

チェックボックスをオフにしたとき
3.だけを監視時間に含みます。

［リソースマネジャ拡張子設定 (D)...］ボタン
このユーザサーバがアクセスするリソースマネジャ拡張子（リソースマネジャ接続
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時に設定した OPEN，CLOSE文字列に対応するリソースマネジャ拡張子）を設定
する［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボックスが表示されます。

（2） ［閉塞］タブに設定する項目

［SPP異常終了時，閉塞しない (A)］
この SPPを実行中にサーバプロセスが異常終了した場合，サービスグループを閉塞
するかどうかをチェックボックスで指定します。

チェックボックスをオンにしたとき
サービスグループを閉塞しないで，サーバプロセスを自動再起動します。

チェックボックスをオフにしたとき
サービスグループを閉塞します。

［連続異常終了限界経過時間 (X)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 32767))《30》（単位：
分）

この SPPでサーバプロセスが異常終了した回数を監視する限界経過時間を指定しま
す。0を指定した場合は，時間監視しません。なお，指定時間内に 3回連続してこ
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の SPPのサーバプロセスが異常終了したときは，サービスグループを閉塞します。

［システム再開始時，閉塞状態を引き継ぐ (V)］
システムを再開始したときにサービスグループの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
チェックボックスで指定します。

チェックボックスをオンにしたとき
サービスグループの閉塞状態を引き継ぎます。

チェックボックスをオフにしたとき
サービスグループの閉塞状態を引き継ぎません。

［サービス単位の閉塞管理をする (S)］
このサービスグループに属するサービスについて，サービス単位の閉塞管理をする
かどうかをチェックボックスで指定します。

チェックボックスをオンにしたとき
サービス単位に閉塞管理します。

チェックボックスをオフにしたとき
サービス単位の閉塞管理はしません。

サービス単位の閉塞管理をすることによって，サービス単位にサーバ異常終了時の
閉塞，または［サービス閉塞管理］ダイアログボックスもしくは運用コマンドでの
閉塞ができます。ただし，サーバ異常終了時のサービス単位の閉塞は，［SPP異常終
了時，閉塞しない (A)］チェックボックスをオフにしたとき，または［連続サービス
異常終了限界経過時間 (T)］を指定したときだけできます。
対象となるサービスのスケジュール要求を受けた場合，サービス要求をサービス要
求元にエラーリターンします。

［連続サービス異常終了限界経過時間 (T)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 32767))《0》
（単位：分）

このユーザサーバのサーバプロセスが，同一サービス実行中に異常終了した回数を
監視する限界経過時間を指定します。0を指定した場合は，時間監視しません。
この項目を指定すると，指定した時間内にサーバプロセスが同一サービス実行中
（dc_rpc_mainloop関数内）で 3回異常終了した場合は，そのサービスを閉塞しま
す。また，サーバプロセスがサービス実行中以外（dc_rpc_mainloop関数外）で 3
回異常終了した場合は，サービスグループを閉塞します。
この項目の指定値は，サーバプロセスが異常終了しても，サービスグループを閉塞
しないでサービス単位で閉塞管理する場合に有効となります。
この項目の指定値に 0以外の値を指定すると，サービス単位で異常終了した回数を
監視するため，［連続異常終了限界経過時間 (X)］を指定しても無視されます。
［連続サービス異常終了限界経過時間 (T)］と，［SPP異常終了時，閉塞しない (A)］，
［サービス単位の閉塞管理をする (S)］，および［連続異常終了限界経過時間 (X)］の
指定の関係を，次に示します。
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（凡例）
×：指定できません（指定しても無視されます）。
－：何もしません。

注※
サーバプロセスがサービス実行中以外（dc_rpc_mainloop関数外）で 3回異常
終了した場合は，サービスグループを閉塞します。

各オペランドの指定値 サーバプロセスが異常終了した回数と OpenTP1の処理

［SPP
異常終
了時，
閉塞し
ない
(A)］

［サービ
ス単位
の閉塞
管理を
する
(S)］

［連続異
常終了
限界経
過時間

(X)］

［連続サー
ビス異常
終了限界
経過時間

(T)］

1回目 2回目 3回目

オフ オン × × サービス閉塞 － －

オフ × × サービスグループ
閉塞

－ －

オン オン 0 指定なし プロセス再起動 プロセス再起動 プロセス再起動

0以外 指定なし プロセス再起動 プロセス再起動 サービスグルー
プ閉塞

0 0 プロセス再起動 プロセス再起動 プロセス再起動

0以外 0 プロセス再起動 プロセス再起動 サービスグルー
プ閉塞

× 0以外 プロセス再起動 プロセス再起動 サービス閉塞※

オフ 0 × プロセス再起動 プロセス再起動 プロセス再起動

0以外 × プロセス再起動 プロセス再起動 サービスグルー
プ閉塞
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（3） ［RPC］タブに設定する項目

［最大応答待ち時間 (W)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》（単位：秒）
この SPPで RPCによってプロセス間で通信する場合，サービス要求を送信してか
らサービスの応答が返るまでの待ち時間の最大値を指定します。
指定時間を過ぎても応答がないときは，RPCは送受信タイムアウトとしてエラーリ
ターンします。0を指定したときは，応答を受信するまで待ち続けます。この指定
を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで
設定したシステム共通の値が仮定されます。

［連鎖 RPC間隔監視時間 (C)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》（単位：秒）
この SPPが連鎖 RPCで呼び出された場合，前回のサービス要求に応答を返してか
ら次のサービス要求を受けるまで，またはトランザクションが終了するまでの最大
時間間隔を指定します。指定時間を超えたときは，この SPPは異常終了します。0
を指定したときは，連鎖 RPCでの次のサービス要求を受けるまで，またはトランザ
クションが終了するまで待ち続けます。

［ソケット用ファイル記述子の最大数 (F)］　　～＜符号なし整数＞ ((32～ 2047))《64》
OpenTP1制御下のプロセスで，ソケット用に使用するファイル記述子の最大値を指
定します。
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OpenTP1制御下のプロセスでは，システムサービスやユーザサーバとの間で，ソ
ケットを使用した TCP/IP通信でプロセス間の情報交換をしています。このため，
同時に稼働する UAPプロセスの数によって，ソケット用のファイル記述子の最大数
を変更する必要があります。
この指定値が小さいと，OpenTP1制御下の他プロセスとのコネクションが設定でき
なくなるため，プロセスは KFCA00307-Eのエラーメッセージを出力して異常終了
します。
ソケット用ファイル記述子の最大数の計算式を次に示します。計算結果の値の小数
点以下は切り上げます。

（このユーザサーバが通信する UAPプロセス数※ 1＋システムサービスプロセス数※

2）÷ 0.8

注※ 1
このユーザサーバが通信する UAPプロセス数は，次に示す値の合計です。
• このユーザサーバが通信する自 OpenTP1内の UAPプロセス数
• このユーザサーバが通信する他ノード内の UAPプロセス数

注※ 2
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロセ
スの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコマンド
で表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstatコマンドで
表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の OpenTP1のプロ
セス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカウントしてください。

指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。

［ソケットの一時クローズ開始数 (G)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 100))《100》（単
位：％）

OpenTP1制御下のプロセスで，［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した
使用ソケット数の上限に対し，一時クローズ処理によるソケットの再利用を開始す
るパーセンテージを指定します。一時クローズ処理とは，保持したコネクションを，
ユーザの関知しないところでコネクションを確立したプロセス間の合意のもとに切
断することで，プロセス内で使用するソケット数を調整する機能です。
OpenTP1では，プロセス内のソケット用に使用しているファイル記述子の数が，
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した値×［ソケットの一時クローズ
開始数］に指定した値÷ 100」の値を超えた時点で，一時クローズ処理を開始しま
す。
0を指定すると，確立したコネクションを保持しないで，コネクションを確立する
たびに一時クローズ処理を実行します。指定を省略した場合，［システム環境設定］
－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されま
す。

［ソケットの一時クローズ非対象数 (U)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 80))《0》（単位：
162



3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
％）
［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した使用ソケット数の上限に対して，
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した値×［ソケットの一時クローズ
非対象数］に指定した値÷ 100」の個数を一時クローズ処理の非対象として扱い，
一時クローズ要求を送信しません。
ソケットの一時クローズ非対象数は，ソケットの一時クローズ開始数と同じか，そ
れ以下の値を指定してください。指定を省略した場合，［システム環境設定］－
［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されます。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサーバやユーザサーバとの間で，ソケット
を使用した TCP/IP通信による，プロセス間の情報交換をします。このとき，コネ
クション確立時のオーバヘッド削減のために，一度確立したコネクションは切断し
ないで保持し，同じプロセス間の通信で再利用しています。しかし，同じプロセス
間の通信が頻繁に発生しない運用や，通信する相手プロセスが非常に多いシステム
では，保持しているコネクション数がある程度増えてきたときに適度にコネクショ
ンを解放し，1プロセスで使用するソケット数を調整および再利用できるようにす
る必要があります。
また，OpenTP1制御下のプロセスから電文の送信が発生した場合は，コネクション
を確立するときに送信ポートを確保します。このポートの個数は 1マシンで約 4000
であるため，UAPプロセスが 1プロセスで保持するコネクション数の，システム全
体の合計が 2000を超えない程度に，［ソケットの一時クローズ開始数］および［ソ
ケットの一時クローズ非対象数］を指定して調整してください。
この指定値が適切でないと，1プロセス内で使用できるソケット数が上限に達して，
一時クローズによるソケットの再利用が新たなコネクション確立要求に追いつかな
くなったり，システム全体で使用するポート数が TCP/IPの上限を超え，プロセス
が異常終了したりする場合があります。
OpenTP1で使用するポート番号使用量の見積もり式については，「3.1.2(4)　［ソ
ケット］タブに設定する項目」の「表 3-2　OpenTP1で使用するポート番号使用量
の見積もり式」を参照してください。

［一時クローズ要求の応答監視時間 (L)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》
（単位：秒）

OpenTP1制御下のプロセスで，使用中のソケット数が［ソケット用ファイル記述子
の最大数］で指定した上限値に達した時点から，一時クローズ処理でソケットが空
いて再利用できるようになるまでの監視時間を指定します。
ここで指定した時間を過ぎてもソケットが空かない場合は，そのプロセスを異常終
了させます。
0を指定した場合は，無限に待ちます。指定を省略した場合，［システム環境設定］
－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されま
す。

［RPCトレースを取得するファイルの容量 (J)］　　～＜符号なし整数＞ ((1024～
2147483647))（単位：バイト）
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この SPPで RPCトレースを取得する場合，RPCトレースを取得するファイルの容
量を指定します。指定を省略した場合，［システム環境設定］ウィンドウで設定した
システム共通の値が仮定されます。
なお，RPCトレースファイル容量よりも，はるかに大きい電文が送受信された場
合，編集時に何も出力しなかったり，出力情報に RPCトレースの抜け落ちが発生し
たりします。
また，RPCトレースを取得した場合，処理スピードが遅くなることが原因となっ
て，RPCがタイムアウトでエラーリターンすることがあります。この場合，［RPC
詳細設定］ダイアログボックスのシステム共通の最大応答待ち時間に十分な値を指
定してください。

［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査する (Z)］
OpenTP1制御下の SPP，MHPがサービス要求の受信待ち状態のとき，定期的に割
り込んで，一時クローズ処理要求が到着していないか検査するかどうかをチェック
ボックスで指定します。

チェックボックスがオンのとき
サービス要求の受信待ち状態に定期的に割り込み，一時クローズ処理要求が到
着していないかどうかを検査します。

チェックボックスがオフのとき
サービス要求の受信待ち状態に割り込まないで，トランザクション回復要求が
到着するまで待ち状態を継続します。

クライアントからのサービス要求が長時間発生しない常駐 UAPに対しては，オンに
する必要があります。また，時間帯によって業務トラフィックにばらつきのあるシ
ステムでは，常駐 UAPについてもオンにする必要があります。

［ソケットの再利用指示を受信できる契機を与えるインタバル時間 (Y)］　　～＜符号なし
整数＞ ((1～ 86400))《90》（単位：秒）

OpenTP1制御下の SPP，MHPが，サービス要求の受信待ち状態のとき，定期的に
割り込んで，一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査する場合の検
査インタバル時間を，秒単位で指定します。
また，サービス要求を待つことなく次々にサービスを受け付けている場合には，連
続してサービス要求を受け付けた時間が一定時間を超えたところで，一時クローズ
処理要求が到着していないかどうかを検査します。
指定値は，このインタバル値としても使用されます（連続してサービス要求を受け
付けた時間がこの指定値を超えたときの，一時クローズ処理要求到着検査には，割
り込みは発生しません）。
この指定値は，［一時クローズ要求の応答監視時間 (L)］指定値よりも小さい値を設
定する必要があります。サービス要求待ち状態に割り込んで，一時クローズ処理要
求受信を検査する機能は，［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査
する (Z)］チェックボックスがオンのときにだけ動作します。
連続してサービス要求を受け付けたときに一時クローズ処理要求受信を検査する機
能は，［一時クローズ処理要求が到着していないかどうかを検査する (Z)］の指定に
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関係なく動作します。最大値を指定した場合は，［一時クローズ処理要求が到着して
いないかどうかを検査する (Z)］の指定に関係なく，一時クローズ処理要求が到着し
ていないかどうかの検査を実行しません。

［TCP/IPの受信バッファサイズ (H)］　　～＜符号なし整数＞ ((0，8192～ 1048576))
《8192》（単位：バイト）

コネクションごとに確保される TCP/IPの受信バッファのサイズを指定します。
高速な通信媒体やMTUの大きな通信媒体を使用している場合，この値を大きくす
れば性能向上を見込めます。ただし，イーサネットなどのMTUの小さな通信媒体
を使用している場合，性能が悪くなるおそれがあります。
0を指定した場合は，OSの受信バッファサイズが適用されます。受信データサイズ
が 8192バイトを超える場合，この項目に 0を指定することで受信バッファのサイズ
が拡張され，性能が向上することがあります。
0を指定する場合の使用方法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」の遠
隔サービス要求時の通信レスポンスのチューニングに関する記述を参照してくださ
い。
なお，0を指定する場合，このノードと通信するすべてのノードで同じ値を指定し
てください。同じ値を指定しない場合，通信するノードとバッファサイズに差異が
生じ，通信性能が劣化するおそれがあります。また，1～ 8191は指定できません。
OSで使用できる TCP/IPの受信バッファのサイズ以下の値を指定してください。

注
TCPは，受信したデータに対し，送達確認（ACK）パケットを返信します。受
信バッファのサイズに対し，受信したデータが小さいと，データを受信しても
直ちに ACKを返信しません（遅延 ACK）。この指定値に大きな値を指定し，小
さいデータをやり取りし合うような通信処理の場合，遅延 ACKの影響によって
性能が悪くなるおそれがあります。遅延 ACKについての詳細は，TCP/IPの文
献を参照してください。

指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。

［TCP/IPの送信バッファサイズ (O)］　　～＜符号なし整数＞ ((0，8192～ 1048576))
《8192》（単位：バイト）

コネクションごとに確保される TCP/IPの送信バッファのサイズを指定します。
高速な通信媒体やMTUの大きな通信媒体を使用している場合，この値を大きくす
れば性能向上を見込めます。ただし，イーサネットなどのMTUの小さな通信媒体
を使用している場合，性能が悪くなるおそれがあります。
RPCは，送信バッファにデータ送信する段階で 4キロバイト単位に送信していて，
ネットワークの状態によっては送信バッファ内のデータがネットワーク上に出力し
きれないで，送信処理に失敗することがあります。例えば，［RPC詳細設定］ダイ
アログボックスの［その他］タブで［RPC送受信電文の最大長 (M)］に 8を指定し
て 8メガバイトのメッセージを送信する場合，ネットワークの状態次第では 4キロ
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バイトの送信処理で 35ミリ秒の待ちが多く発生し，通信性能に大きな影響を与える
おそれがあります。
このような場合は，この項目に 0を指定し，送信バッファサイズを調整することを
推奨します。
0を指定した場合は，OSの送信バッファサイズが適用されます。送信データサイズ
が 8192バイトを超える場合，この項目に 0を指定することで送信バッファのサイズ
が拡張され，性能が向上することがあります。
0を指定する場合の使用方法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」の遠
隔サービス要求時の通信レスポンスのチューニングに関する記述を参照してくださ
い。
なお，0を指定する場合，このノードと通信するすべてのノードで同じ値を指定し
てください。同じ値を指定しない場合，通信するノードとバッファサイズに差異が
生じ，通信性能が劣化するおそれがあります。また，1～ 8191は指定できません。
OSで使用できる TCP/IPの送信バッファのサイズ以下の値を指定してください。
指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。

（4） ［リモート API機能］タブに設定する項目

［OpenTP1が常設コネクションを自動管理する (P)］
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SPPでリモート API機能の常設コネクションを使用してサービス要求する場合に，
SPPとリモート API制御プロセスとの間のコネクションを TP1/LiNKが自動的に管
理するかどうかをチェックボックスで指定します。

チェックボックスをオンにしたとき
TP1/LiNKが自動的にコネクションを管理します。

チェックボックスをオフにしたとき
dc_rap_connect関数または dc_rap_disconnect関数を使ってユーザがコネク
ションを管理します。

［常設コネクション問い合わせ間隔最大時間 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～
1048575))《0》（単位：秒）

SPPでリモート API機能を使用してサービス要求する場合に，リモート API制御
プロセスが SPPからのサービス要求を処理してから，次のサービス要求を処理する
までの間の最大待ち時間を指定します。この指定値は，リモート API制御プロセス
側で監視するタイマです。指定時間を超えても次のサービス要求がないときは，リ
モート API制御プロセスは SPPがダウンしたものと見なして処理します。0を指定
したときは，リモート API制御プロセス側のデフォルト値（180秒）が有効となり
ます。
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（5） ［サービス関数］タブに設定する項目

［サービス関数をリトライする最大回数 (R)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《0》
サービスリトライ機能で，サービス関数をリトライする最大回数を指定します。
0を指定したときは，サービスリトライ機能を使用しません。このため，
dc_rpc_service_retry関数はエラーリターンし，サービス関数はリトライされませ
ん。0以外を指定したときは，指定された回数だけ連続してサービス関数がリトラ
イされます。指定された回数を超えて呼び出された dc_rpc_service_retry関数はエ
ラーリターンし，サービス関数はリトライされません。

［サービス関数実行監視時間 (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《0》（単位：秒）
SPPでのサービス関数開始から終了までの実行監視時間を指定します。ここで指定
した時間を超えてもサービス関数がリターンしない場合，SPPは異常終了します。0
を指定したときは，時間監視しません。

［サービス単位にスケジュールサービスの動作を指定］欄
SPPがスケジュールキューにサービス要求を登録，または取り出す場合の動作を
サービス単位に指定できます。［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは
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［SPP.NET環境設定］ダイアログボックスの［登録するサービス］欄でサービスを
削除した場合は，この欄に指定した値が自動的に削除されます。
•［サービス名 (C)］　　～＜ 1～ 31文字の識別子＞
サービス単位での動作を指定するサービス名称をドロップダウンリストボックス
から選択します。選択すると対応する［同時実行可能なサービス数 (P)］，［キュー
イング可能なサービス要求数 (N)］，または［キューイング可能なサービス要求
データ格納プール長 (L)］の指定値が表示されます。
ドロップダウンリストボックスから「サービス共通」を選択した場合は，すべて
のサービスに対してサービス単位での動作を指定します。なお，「サービス共通」
の設定とサービス名称を指定した設定がある場合は，サービス名称を指定した設
定が優先されます。

•［同時実行可能なサービス数 (P)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 128))
［サービス名 (C)］で選択したサービス名に対するサービス要求について，同時実
行可能なサービス数の上限値を指定します。
この指定値は，SPPの最大プロセス数（［SPP環境設定］ダイアログボックスに
指定したプロセス数の合計値 (［常駐 (R)］+［非常駐 (N)］)または scdchprcコマ
ンドで指定）よりも小さい値の場合に有効になります。この指定を省略した場合，
同時実行可能なサービス数の上限値はチェックしません。

•［キューイング可能なサービス要求数 (N)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 65535))
［サービス名 (C)］で選択したサービス名に対するサービス要求について，スケ
ジュールキューにキューイング可能なサービス要求数を指定します。
この指定値は，SPPのサービス要求データ格納プールにキューイング可能なサー
ビス要求数よりも小さい値の場合に有効になります。この指定を省略した場合，
キューイング可能なサービス要求数はチェックしません。

•［キューイング可能なサービス要求データ格納プール長 (L)］　　～＜符号なし整数
＞ ((1～ 30719))（単位：キロバイト）
［サービス名 (C)］で選択したサービス名に対するサービス要求について，スケ
ジュールキューにキューイング可能なサービス要求データ格納プール長を指定し
ます。
この指定値は，SPPのサービス要求データ格納プール長（［SPP環境設定］ダイ
アログボックスに指定した［サービス要求データ格納プール長 (B)］）よりも小さ
い値の場合に有効になります。この指定を省略した場合，キューイング可能な
サービス要求データ格納プール長はチェックしません。
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！！！！ 注意事項
 

［キューイング可能なサービス要求数 (N)］および［キューイング可能なサービス要求データ
格納プール長 (L)］の指定値によって，スケジュールキューにサービス要求が登録できない
場合には，KFCA00831-Wメッセージを出力してほかの TP1ノードへの再スケジュールを
試みます。再スケジュール先が存在しない場合は，RPC発行元に
DCRPCER_NO_BUFS(-304)がリターンされます。

（6） ［その他］タブに設定する項目

［システム再開始時，自動起動する (N)］
TP1/LiNK再開始時，SPPを自動起動するかどうかをチェックボックスで指定しま
す。
SPPが正常終了した場合，この指定は無効となります。

チェックボックスをオンにしたとき
TP1/LiNK再開始時，自動起動します。

チェックボックスをオフにしたとき
TP1/LiNK再開始時，自動起動しません。

［UAPトレース格納最大数 (K)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 4095))《32》
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SPPで取得できる UAPトレースのレコード数を指定します。1レコードのサイズは
256バイトです。0を指定したときは，UAPトレースを取得しません。

［スケジュール遅延限界経過時間 (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 32767))《0》（単位：
秒）

スケジュールキューによるスケジューリングの遅延限界経過時間を指定します。
スケジュールキューにサービス要求が登録されているにもかかわらず，サービス要
求が取り出されない状態が，この指定値を超えて続くと，該当サーバごとに
KFCA00838-Wのエラーメッセージを出力します。
この際，［スケジュール遅延時にシステムダウンする (A)］をオンにしている場合に
は，SCDデーモンが異常終了して TP1/LiNKがシステムダウンします。この指定値
を省略，または 0を指定した場合，スケジュール遅延を監視しません。
スケジュールサービスは，10秒のインタバルでスケジュール遅延を監視するため，
スケジュール遅延を検知するのに最大 10秒掛かることがあります。この指定値に
は，該当サーバの起動処理時間およびサービス処理時間よりも大きい値を指定して
ください。

［スケジュール遅延時にシステムダウンする (A)］
スケジュール遅延時にシステムダウンするかどうかをチェックボックスで指定しま
す。

チェックボックスがオンのとき
スケジュール遅延時にシステムダウンします。

チェックボックスがオフのとき
スケジュール遅延時にシステムダウンしません。

スケジュールキューにサービス要求が登録されているにもかかわらず，サービス要
求が取り出されない状態が，［スケジュール遅延限界経過時間 (S)］の指定値を超え
て続くと，オンにした場合，KFCA00839-Eのエラーメッセージを出力したあと，
SCDデーモンが異常終了してシステムダウンします。［スケジュール遅延限界経過
時間 (S)］を省略，または 0を指定した場合，この指定は無視されます。

3.2.3　サーチパスの設定
ユーザサーバ固有で有効になるサーチパスを設定するときは，［TP1/LiNKアプリケー
ション管理 SPP］ウィンドウの［プログラムのサーチパス (P)...］ボタンをクリックしま
す。ボタンをクリックすると，［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスが表示され
ます。このダイアログボックスで，ユーザサーバに関するサーチパスを設定または変更
します。
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図 3-17　［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックス

サーチパスを追加する場合は，［変更サーチパス名 (N)］にパス名を入力してから［設定
(S)］ボタンをクリックします。

サーチパスを削除する場合は，リストボックスから削除するパス名を選択してから［削
除 (D)］ボタンをクリックします。

［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスを閉じるときは，［終了 (C)］ボタンをク
リックします。

サーチパスは TP1/LiNKが稼働しているときだけ変更できます。変更した値はそのオン
ライン中にだけ有効です。TP1/LiNKを再起動したときは，オンライン中に変更した値
は引き継がれません。

なお，すでにサーチパス名の長さ（パスセパレータ ';'を含める）が 255文字を超えてい
る場合は，「サーチパス状態のパス名に見つからないパス名があります。」というエラー
ダイアログボックスが表示され，サーチパスを変更できません。

3.2.4　自動起動の設定
ユーザサーバを自動起動するかどうかを設定するときは，次のどちらかの操作をします。

•［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックスの［自動起動設定 (A)...］ボタンを
クリック

•［SPP環境設定］ダイアログボックスの［自動起動設定 (A)...］ボタンをクリック

ボタンをクリックすると，［自動起動設定］ダイアログボックスが表示されます。このダ
イアログボックスで，ユーザサーバを自動起動するかどうかおよび自動起動の順番を設
定します。
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図 3-18　［自動起動設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［上書き保存 (V)］ボタン
設定したユーザサーバの起動順位を保存します。

［終了 (C)］ボタン
［自動起動設定］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目
TP1/LiNKを開始したときに，一緒に開始する SPPの起動順位を指定します。

［自動起動あり］欄
自動起動を設定しているユーザサーバ名を表示します。自動起動を指定すると
きは，［自動起動なし］欄からユーザサーバ名をドラッグして，［自動起動あり］
欄の 1から 5番目のリストボックスへドロップします。
同じシステム内でサービスを要求する場合，自動起動する順番は，サービスを
要求されるユーザサーバの方が早く起動するように設定してください。（例　
SPPと SUPを自動起動させるときは，SPPの順位を上げておく）。ユーザサー
バからサービスを要求したときに相手のユーザサーバが開始していないと，
サービス要求がエラーリターンします。

［自動起動なし］欄
自動起動を指定していないユーザサーバ名を表示します。ユーザサーバの自動
起動を解除するときは，［自動起動あり］欄のリストボックスからユーザサーバ
名をドラッグして，［自動起動なし］欄のリストボックスへドロップします。

3.2.5　リソースマネジャ拡張子の設定
ユーザサーバがアクセスするリソースマネジャ拡張子（リソースマネジャ接続時に設定
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した OPEN，CLOSE文字列に対応するリソースマネジャ拡張子）を設定するときは，
［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［リソースマネジャ拡張子設定 (D)...］ボタンを
クリックします。ボタンをクリックすると，［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックスで，ユーザサーバがアクセスするリ
ソースマネジャ拡張子を設定または変更します。

図 3-19　［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方
次に示すボタンは，リストボックスにあるリソースマネジャ拡張子の行を選択して
からクリックしてください。 
•［追加 (A)］ボタン 
•［削除 (D)］ボタン

［追加 (A)］ボタン
［TP1/LiNKに登録されているリソースマネジャ拡張子 (T)］リストボックスか
ら選択したリソースマネジャ拡張子を［ユーザサーバに登録するリソースマネ
ジャ拡張子 (I)］リストボックスに登録します。

［削除 (D)］ボタン
［ユーザサーバに登録するリソースマネジャ拡張子 (I)］リストボックスから選
択したリソースマネジャ拡張子を削除します。

［OK］ボタン
設定した値に変更してから，［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボック
スを終了します。

［キャンセル］ボタン
設定した値を変更しないで，［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボック
スを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目
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［リソースマネジャ名 (R)］
次に示すリソースマネジャ名をドロップダウンリストボックスから選択します。
• MS_SQL_Server
• Oracle_XA

選択したリソースマネジャ名の登録内容が［ユーザサーバに登録するリソース
マネジャ拡張子 (I)］および［TP1/LiNKに登録されているリソースマネジャ拡
張子 (T)］リストボックスに表示されます。

［ユーザサーバに登録するリソースマネジャ拡張子 (I)］
このユーザサーバに登録しているリソースマネジャ拡張子の一覧がリストボッ
クスに表示されます。

［TP1/LiNKに登録されているリソースマネジャ拡張子 (T)］
「2.1.3　リソースマネジャの接続」で TP1/LiNKに登録したリソースマネジャ
拡張子の一覧がリストボックスに表示されます。すでに［ユーザサーバに登録
するリソースマネジャ拡張子 (I)］リストボックスに登録されたリソースマネ
ジャ拡張子は表示されません。

［リソースマネジャ接続先選択機能を使用する (K)］
リソースマネジャ接続先選択機能を使用するかどうかをチェックボックスで指
定します。リソースマネジャ接続先選択機能については，マニュアル
「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。
チェックボックスをオンにしたとき
　リソースマネジャ接続先選択機能を使用します。
チェックボックスをオフにしたとき
　リソースマネジャ接続先選択機能を使用しません。
指定したリソースマネジャ（リソースマネジャ名＋リソースマネジャ拡張子）
をリソースマネジャ接続先選択機能の対象とする場合に指定します。
このオプションを指定した場合はトランザクションを開始する前に
dc_trn_rm_select関数を使用して接続対象となるリソースマネジャ（リソース
マネジャ名＋リソースマネジャ拡張子）を決定してください。
dc_trn_rm_select関数で接続対象のリソースマネジャを決定しないままトラン
ザクションを開始した場合は，このオプションを指定したリソースマネジャへ
の接続はできません。
このオプションは SUPまたは SPPにだけ指定できます。MHP，SUP.NETま
たは SPP.NETでは指定できません。指定した場合は該当するリソースマネ
ジャへの接続ができなくなるため，注意してください。
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3.3　ユーザサーバの環境設定（SUP）

SUPの実行環境を設定する手順について説明します。

SUPの実行環境を設定するときは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－
［アプリケーション管理 SUP］メニューを選択します。

［アプリケーション管理 SUP］メニューを選択すると，［TP1/LiNKアプリケーション管
理 SUP］ウィンドウが表示されます。

図 3-20　［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウ

ここでは，ユーザサーバの環境を設定する手順について説明します。［TP1/LiNKアプリ
ケーション管理 SUP］ウィンドウのメニューとボタンの使い方については，「6.3　アプ
リケーション管理（SUP）」を参照してください。

ユーザサーバの環境設定で設定する内容を次に説明します。

3.3.1　SUPの実行環境の設定
SUPの実行環境を設定するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンド
ウの［サーバ定義 (E)...］ボタンをクリックします。

注
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［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウには，SUPのユーザサーバ名
と一緒に RAPサービス名も表示されます。この RAPサービス名を選択して［サー
バ定義 (E)...］ボタンをクリックしてもエラーになります。RAPサービス名の環境
を変更するときは，［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスを使います。

ユーザサーバ名を選択してから［サーバ定義 (E)...］ボタンをクリックすると，選択した
ユーザサーバの環境を設定する［SUP環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

ユーザサーバ名を選択しないで［サーバ定義 (E)...］ボタンをクリックすると，［アプリ
ケーション環境 SUP］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-21　［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［新規作成 (N)...］ボタン
SUPの実行環境を新しく設定する［SUP環境設定］ダイアログボックスを開き
ます。

［開く (O)...］ボタン
すでに設定した SUPの実行環境を変更する［SUP環境設定］ダイアログボッ
クスを開きます。リストボックスから実行環境を変更するユーザサーバ名を選
択して，［開く (O)...］ボタンをクリックします。

［削除 (D)］ボタン
すでに設定した SUPの実行環境を削除します。リストボックスから削除する
ユーザサーバ名を選択して，［削除 (D)］ボタンをクリックします。

［自動起動設定 (A)...］ボタン
SUPの自動起動および自動起動の順番を指定する［自動起動設定］ダイアログ
ボックスを開きます。

［終了 (C)］ボタン
［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックスを終了します。
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SUPの環境を設定するダイアログボックスの開き方
新しく SUPの実行環境を設定する場合と，すでに設定してある SUPの実行環境を
変更する場合とで，ダイアログボックスの開き方が異なります。
• 新しく SUPの実行環境を設定する場合
［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックスの［新規作成 (N)...］ボタンを
クリックしてください。ボタンをクリックすると，［SUP環境設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。
新しく SUPの実行環境を設定する場合は，初期値が設定されています。［SUP環
境設定］ダイアログボックスの初期値については，「2.3　セットアップしたとき
の初期値」を参照してください。

• すでに設定してある SUPの実行環境を変更する場合
［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックスのリストボックスから，実行
環境を変更したい SUPのユーザサーバ名を選択します。そして，ユーザサーバ名
をダブルクリックするか，または［開く (O)...］ボタンをクリックします。［SUP
環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

 

図 3-22　［SUP環境設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［詳細設定 (T)...］ボタン
SUPの環境の詳細を設定する［SUP詳細設定］ダイアログボックスを開きま
す。

［初期値設定 (I)］ボタン
［SUP環境設定］ダイアログボックスの［優先順位］欄を初期値にします。

［自動起動設定 (A)...］ボタン
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SUPの自動起動および自動起動の順番を指定する［自動起動設定］ダイアログ
ボックスを開きます。

［開く (O)］ボタン
［ユーザサーバ名 (U)］一覧にユーザサーバ名を指定してから［開く (O)］ボタ
ンをクリックすると，該当する SUPに設定している内容をダイアログボックス
に表示します。

［上書き保存 (V)］ボタン
［SUP環境設定］ダイアログボックスに設定した各項目の値を保存します。項
目をすべて設定し終えてから［上書き保存 (V)］ボタンをクリックすると，各項
目を設定できます。

［削除 (D)］ボタン
［ユーザサーバ名 (U)］一覧に指定したユーザサーバ名の設定内容を削除します。

［終了 (C)］ボタン
［SUP環境設定］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［ユーザサーバ名 (U)］　　～＜ 1～ 8文字の識別子＞
新しく SUPの実行環境を設定するときは，実行環境を設定する SUPのユーザ
サーバ名を入力します。すでに設定してある SUPの実行環境を変更するとき
は，ドロップダウンリストからユーザサーバ名を選択します。
ユーザサーバ名には，英字の大文字と小文字の区別はありません。小文字で指
定しても，すべて大文字で管理されます。

［プログラム名 (P)］　　～＜ 1～ 8文字の識別子＞
SUPの実行形式ファイル名を，".exe"を付けないで入力します。ここには
［ユーザサーバ名 (U)］一覧の指定と同じ名称が表示されます。名称を変更する
場合は，直接入力してください。

［コメント］
このダイアログボックスの内容に関するコメントを任意で入力します。入力し
たコメントは，［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックスのコメント
の行に表示されます。

［優先順位］欄
•［プロセス (R)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 39))《0》
この SUPが実行されるときの優先順位を指定します。値が小さいほど優先順
位が高くなります。ここで指定する優先順位は，次に示す 4段階に分かれま
す。
0～ 9：THREAD_PRIORITY_NORMAL（優先度高い）
10～ 19：THREAD_PRIORITY_BELOW_NORMAL
20～ 29：THREAD_PRIORITY_LOWEST
30～ 39：THREAD_PRIORITY_IDLE（優先度低い）
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［プロセス (P)］で指定できるのは，ユーザサーバのスレッド優先順位だけで
す。スレッド優先順位については，Microsoft Visual C++のWin32 APIの文
法を参照してください。

［ユーザサーバの環境変数］欄　　～＜ 1～ 63文字の識別子＞
SUPの環境変数を設定します。
• 環境変数を設定する場合
環境変数をシステム全体で有効にする場合は，［グローバル欄］にカーソルを
位置づけます。環境変数を［ユーザサーバ名 (U)］欄のユーザサーバでだけ有
効にする場合は，［ローカル］欄にカーソルを位置づけます。
次に，欄内下の［変数 (B)］と［値 (Z)］に値を入力してから，［設定 (S)］ボ
タンをクリックします。

• 環境変数を削除する場合
削除する環境変数を［グローバル］欄または［ローカル］欄から選択します。
そして，［削除 (E)］ボタンをクリックします。

エラーメッセージ
［SUP環境設定］ダイアログボックスの操作中にエラーが起こったときは，エラー
メッセージが出力されます。表示内容を確認してから［OK］ボタンをクリックして
ください。

3.3.2　SUPの詳細設定
SUP環境の詳細を設定するときは，［SUP環境設定］ダイアログボックスの［詳細設定
(T)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［SUP詳細設定］ダイアロ
グボックスが表示されます。
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図 3-23　［SUP詳細設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［初期値設定 (I)］ボタン
［SUP詳細設定］ダイアログボックスのすべての項目を初期値にします。

［OK］ボタン
各項目を設定した値に変更してから，［SUP詳細設定］ダイアログボックスを
終了します。

［キャンセル］ボタン
各項目の値を変更しないで，［SUP詳細設定］ダイアログボックスを終了しま
す。

（1） ［トランザクション］タブに設定する項目

［トランザクション］タブは，図 3-23を参照してください。

［トランザクション属性 (T)］
この SUPでトランザクション機能を使うかどうかをチェックボックスで指定しま
す。
このチェックボックスをオンにする場合は，［システム環境設定］ウィンドウで，
［トランザクション機能］欄の［あり］オプションボタンをオンにしておいてくださ
い。

［トランザクションブランチ限界経過時間 (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))
《0》（単位：秒）
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この SUPでトランザクションブランチの処理を監視する限界経過時間を指定しま
す。指定時間を超えたときは，このトランザクションブランチのプロセスを異常終
了させて，ロールバックします。0を指定した場合は，時間監視しません。

［子トランザクションブランチを監視時間に含める (B)］
この SUPでトランザクションブランチの処理を監視する場合に，次に示す処理時間
も監視時間に含めるかどうかをチェックボックスで指定します。
1. 監視対象のトランザクションブランチが，RPC機能を使ってほかのトランザク
ションブランチを呼び出し，その処理が終わるのを待つ時間

2. 連鎖 RPCで呼び出されたサーバ UAPが，次のサービス要求を待つ時間
3. 監視対象のトランザクションブランチが，非同期 RPCを使用してほかのトラン
ザクションブランチを呼び出したあと，処理結果受信処理をしている時間

チェックボックスをオンにしたとき
1.，2.，3.のすべてを監視時間に含みます。

チェックボックスをオフにしたとき
3.だけを監視時間に含みます。

［リソースマネジャ拡張子設定 (D)...］ボタン
このユーザサーバがアクセスするリソースマネジャ拡張子（リソースマネジャ接続
時に設定した OPEN，CLOSE文字列に対応するリソースマネジャ拡張子）を設定
する［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボックスが表示されます。

（2） ［RPC］タブに設定する項目
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［最大応答待ち時間 (W)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》（単位：秒）
この SUPで RPCによるプロセス間の通信をする場合，サービス要求を送信してか
らサービスの応答が返るまでの待ち時間の最大値を指定します。
指定時間を過ぎても応答がないときは，RPCは送受信タイムアウトとしてエラーリ
ターンします。0を指定したときは，応答を受信するまで待ち続けます。指定を省
略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定
したシステム共通の値が仮定されます。

［ソケット用ファイル記述子の最大数 (F)］　　～＜符号なし整数＞ ((32～ 2047))《64》
OpenTP1制御下のプロセスで，ソケット用に使用するファイル記述子の最大値を指
定します。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサービスやユーザサーバとの間で，ソケッ
トを使用した TCP/IP通信でプロセス間の情報交換をしています。このため，同時
に稼働するUAPプロセスの数によって，ソケット用のファイル記述子の最大数を変
更する必要があります。
この項目の指定値が小さいと，OpenTP1制御下のほかのプロセスとのコネクション
が設定できなくなるため，プロセスが KFCA00307-Eのエラーメッセージを出力し
て異常終了します。
ソケット用ファイル記述子の最大数の計算式を次に示します。計算結果の値の小数
点以下は切り上げます。

（このユーザサーバが通信する UAPプロセス数※ 1＋システムサービスプロセス数※

2）÷ 0.8

注※ 1
このユーザサーバが通信する UAPプロセス数は，次に示す値の合計です。
• このユーザサーバが通信する自 OpenTP1内のUAPプロセス数
• このユーザサーバが通信する他ノード内のUAPプロセス数

注※ 2
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロセ
スの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコマンド
で表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstatコマンドで
表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の OpenTP1のプロ
セス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカウントしてください。

指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。

［ソケットの一時クローズ開始数 (G)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 100))《100》（単
位：％）

OpenTP1制御下のプロセスで，［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した
使用ソケット数の上限に対し，一時クローズ処理でソケットの再利用を開始する
パーセンテージを指定します。一時クローズ処理とは，保持したコネクションを，
ユーザの関知しないところでコネクションを確立したプロセス間の合意のもとに切
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断することで，プロセス内で使用するソケット数を調整する機能です。
OpenTP1では，プロセス内のソケット用に使用しているファイル記述子の数が
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した値×［ソケットの一時クローズ
開始数］に指定した値÷ 100」を超えた時点で，一時クローズ処理を開始します。
0を指定すると，確立したコネクションを保持しないで，確立するたびに一時ク
ローズ処理を実行します。指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳
細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されます。

［ソケットの一時クローズ非対象数 (U)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 80))《0》（単位：
％）
［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した使用ソケット数の上限に対して，
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］指定値×［ソケットの一時クローズ非対象
数］指定値÷ 100」の個数を一時クローズ処理の非対象として扱い，一時クローズ
要求を送信しません。
ソケットの一時クローズ非対象数は，ソケットの一時クローズ開始数と同じかそれ
以下の値を指定してください。指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC
詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されます。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサーバやユーザサーバとの間で，ソケット
を使用した TCP/IP通信でプロセス間の情報交換をします。コネクション確立時の
オーバヘッド削減のために，一度確立したコネクションは切断しないで保持し，同
じプロセス間の通信にはコネクションを再利用しています。しかし，同じプロセス
との間の通信が頻繁に発生しない運用や，通信する相手プロセスが非常に多いシス
テムでは，保持しているコネクション数がある程度増えたときに適度にコネクショ
ンを解放して，1プロセスで使用するソケット数を調整および再利用できるように
する必要があります。
また，OpenTP1制御下のプロセスから電文の送信が発生した場合は，コネクション
を確立する際に送信ポートを確保します。このポートの個数は 1マシンで約 4000で
あるため，UAPプロセスが 1プロセスで保持するコネクション数の，システム全体
の合計が 2000を超えない程度に，［ソケットの一時クローズ開始数］および［ソ
ケットの一時クローズ非対象数］の指定で調整してください。
この指定値が適切でないと，1プロセス内で使用できるソケット数が上限に達して，
一時クローズによるソケットの再利用が新たなコネクション確立要求に追いつかな
かったり，システム全体で使用するポート数が TCP/IPの上限を超え，プロセスが
異常終了したりする場合があります。
OpenTP1で使用するポート番号使用量の見積もり式については，「3.1.2(4)　［ソ
ケット］タブに設定する項目」の「表 3-2　OpenTP1で使用するポート番号使用量
の見積もり式」を参照してください。

［一時クローズ要求の応答監視時間 (L)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》
（単位：秒）

OpenTP1制御下のプロセスで，使用中のソケット数が［ソケット用ファイル記述子
の最大数］に指定した上限値に達した時点から，一時クローズ処理でソケットが空
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いて再利用できるようになるまでの監視時間を指定します。
ここで指定した時間を過ぎてもソケットが空かない場合は，そのプロセスを異常終
了させます。
0を指定した場合は，無限に待ちます。指定を省略した場合，［システム環境設定］
－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されま
す。

［RPCトレースを取得するファイルの容量 (J)］　　～＜符号なし整数＞ ((1024～
2147483647))（単位：バイト）

この SUPで RPCトレースを取得する場合，RPCトレースを取得するファイルの容
量を指定します。指定を省略した場合，［システム環境設定］ウィンドウで設定した
システム共通の値が仮定されます。
なお，RPCトレースファイル容量よりも，はるかに大きい電文が送受信された場
合，編集時に何も出力しなかったり，出力情報に RPCトレースの抜け落ちが発生し
たりします。
また，RPCトレースを取得した場合，処理スピードが遅くなることが原因となっ
て，RPCがタイムアウトでエラーリターンすることがあります。この場合，［RPC
詳細設定］ダイアログボックスのシステム共通の最大応答待ち時間に十分な値を指
定してください。

［TCP/IPの受信バッファサイズ (H)］　　～＜符号なし整数＞ ((0，8192～ 1048576))
《8192》（単位：バイト）

コネクションごとに確保される TCP/IPの受信バッファのサイズを指定します。
高速な通信媒体やMTUの大きな通信媒体を使用している場合，この値を大きくす
れば性能向上を見込めます。ただし，イーサネットなどのMTUの小さな通信媒体
を使用している場合，性能が悪くなるおそれがあります。
0を指定した場合は，OSの受信バッファサイズが適用されます。受信データサイズ
が 8192バイトを超える場合，この項目に 0を指定することで受信バッファのサイズ
が拡張され，性能が向上することがあります。
0を指定する場合の使用方法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」の遠
隔サービス要求時の通信レスポンスのチューニングに関する記述を参照してくださ
い。
なお，0を指定する場合，このノードと通信するすべてのノードで同じ値を指定し
てください。同じ値を指定しない場合，通信するノードとバッファサイズに差異が
生じ，通信性能が劣化するおそれがあります。また，1～ 8191は指定できません。
OSで使用できる TCP/IPの受信バッファのサイズ以下の値を指定してください。

注
TCPは，受信したデータに対し，送達確認（ACK）パケットを返信します。受
信バッファのサイズに対し，受信したデータが小さいと，データを受信しても
直ちに ACKを返信しません（遅延 ACK）。この指定値に大きな値を指定し，小
さいデータをやり取りし合うような通信処理の場合，遅延 ACKの影響によって
性能が悪くなるおそれがあります。遅延 ACKについての詳細は，TCP/IPの文
185



3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
献を参照してください。
指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログ
ボックスで設定したシステム共通の値が仮定されます。

［TCP/IPの送信バッファサイズ (O)］　　～＜符号なし整数＞ ((0，8192～ 1048576))
《8192》（単位：バイト）

コネクションごとに確保される TCP/IPの送信バッファのサイズを指定します。
高速な通信媒体やMTUの大きな通信媒体を使用している場合，この値を大きくす
れば性能向上を見込めます。ただし，イーサネットなどのMTUの小さな通信媒体
を使用している場合，性能が悪くなるおそれがあります。
RPCは，送信バッファにデータ送信する段階で 4キロバイト単位に送信していて，
ネットワークの状態によっては送信バッファ内のデータがネットワーク上に出力し
きれないで，送信処理に失敗することがあります。例えば，［RPC詳細設定］ダイ
アログボックスの［その他］タブで［RPC送受信電文の最大長 (M)］に 8を指定し
て 8メガバイトのメッセージを送信する場合，ネットワークの状態次第では 4キロ
バイトの送信処理で 35ミリ秒の待ちが多く発生し，通信性能に大きな影響を与える
おそれがあります。
このような場合は，この項目に 0を指定し，送信バッファサイズを調整することを
推奨します。
0を指定した場合は，OSの送信バッファサイズが適用されます。送信データサイズ
が 8192バイトを超える場合，この項目に 0を指定することで送信バッファのサイズ
が拡張され，性能が向上することがあります。
0を指定する場合の使用方法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」の遠
隔サービス要求時の通信レスポンスのチューニングに関する記述を参照してくださ
い。
なお，0を指定する場合，このノードと通信するすべてのノードで同じ値を指定し
てください。同じ値を指定しない場合，通信するノードとバッファサイズに差異が
生じ，通信性能が劣化するおそれがあります。また，1～ 8191は指定できません。
OSで使用できる TCP/IPの送信バッファのサイズ以下の値を指定してください。
指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。
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（3） ［リモート API機能］タブに設定する項目

［OpenTP1が常設コネクションを自動管理する (P)］
SUPでリモート API機能の常設コネクションを使用してサービス要求する場合に，
SUPとリモート API制御プロセスとの間のコネクションを TP1/LiNKが自動的に
管理するかどうかをチェックボックスで指定します。

チェックボックスをオンにしたとき
TP1/LiNKが自動的にコネクションを管理します。

チェックボックスをオフにしたとき
dc_rap_connect関数または dc_rap_disconnect関数を使ってユーザがコネク
ションを管理します。

［常設コネクション問い合わせ間隔最大時間 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～
1048575))《0》（単位：秒）

SUPでリモート API機能を使用してサービス要求する場合に，リモート API制御
プロセスが SUPからのサービス要求を処理してから，次のサービス要求を処理する
までの間の最大待ち時間を指定します。この指定値は，リモート API制御プロセス
側で監視するタイマです。ここで指定した時間を超えても次のサービス要求がない
ときは，リモート API制御プロセスは SUPがダウンしたものと見なして処理しま
す。
0を指定したときは，リモート API制御プロセス側のデフォルト値（180秒）が有
効となります。
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（4） ［その他］タブに設定する項目

［システム再開始時，自動起動する (N)］
TP1/LiNKを再開始するとき，SUPを自動起動するかどうかをチェックボックスで
指定します。SUPが正常終了した場合は，この指定は無効となります。

チェックボックスをオンにしたとき
SUPを自動起動します。

チェックボックスをオフにしたとき
SUPを自動起動しません。

［SUP異常終了時，再起動する (A)］
SUPが実行中に異常終了した場合，プロセスを再起動するかどうかをチェックボッ
クスで指定します。

チェックボックスをオンにしたとき
プロセスを再起動します。

チェックボックスをオフにしたとき
プロセスを再起動しません。

［連続異常終了限界経過時間 (X)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 32767))《30》（単位：
分）

SUPでサーバプロセスが異常終了した回数を監視する限界経過時間を指定します。
0を指定した場合は，時間監視しません。なお，指定時間内に 3回連続して SUPの
サーバプロセスが異常終了したときは，再起動しません。
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［UAPトレース格納最大数 (K)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 4095))《32》
SUPで取得できるUAPトレースのレコード数を指定します。1レコードのサイズ
は 256バイトです。0を指定した場合は，UAPトレースを取得しません。

3.3.3　サーチパスの設定
サーチパスを設定するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウの
［プログラムのサーチパス (P)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，
［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックス
で，ユーザサーバに関するサーチパスを設定または変更します。

［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスの操作方法は，SPPの場合と同じです。操
作方法については，「3.2.3　サーチパスの設定」を参照してください。

3.3.4　自動起動の設定
ユーザサーバを自動起動するかどうかを設定するときは，次のどちらかの操作をして，
［自動起動設定］ダイアログボックスを開きます。

•［TP1/LiNKアプリケーション環境 SUP］ウィンドウの［自動起動設定 (A)...］ボタン
をクリック

•［SUP環境設定］ダイアログボックスの［自動起動設定 (A)...］ボタンをクリック

［自動起動設定］ダイアログボックスで，ユーザサーバを自動起動するかどうか，および
自動起動の順番を設定します。

このダイアログボックスの操作方法は，SPPの場合と同じです。操作方法については，
「3.2.4　自動起動の設定」を参照してください。

3.3.5　リソースマネジャ拡張子の設定
ユーザサーバがアクセスするリソースマネジャ拡張子（リソースマネジャ接続時に設定
した OPEN，CLOSE文字列に対応するリソースマネジャ拡張子）を設定するときは，
［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［リソースマネジャ拡張子設定 (D)...］ボタンを
クリックします。ボタンをクリックすると，［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックスで，ユーザサーバがアクセスするリ
ソースマネジャ拡張子を設定または変更します。

［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボックスの操作方法は，SPPの場合と同じで
す。操作方法については，「3.2.5　リソースマネジャ拡張子の設定」を参照してくださ
い。
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3.4　RAPサービスの環境設定

RAPサービスの実行環境を設定する手順について説明します。

RAPサービスの実行環境を設定するときは，［スタート］－［プログラム］－
［TP1_LiNK］－［RAPサービス環境］メニューを選択します。

［RAPサービス環境］メニューを選択すると，［RAPサービス環境］ウィンドウが表示さ
れます。

図 3-24　［RAPサービス環境］ウィンドウ

RAPサービスの開始と終了は［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウで操
作します。RAPサービスの開始と終了については，「6.3　アプリケーション管理
（SUP）」を参照してください。

RAPサービスの環境設定で設定する内容を次に説明します。

3.4.1　RAPサービス環境の設定
［RAPサービス環境］ウィンドウの操作方法について説明します。

ボタンの使い方

［新規作成 (N)...］ボタン
新しく RAPサービスの実行環境を設定する［RAPサービス環境設定］ダイア
ログボックスを開きます。

［開く (O)...］ボタン
すでに設定した RAPサービスの実行環境を変更する［RAPサービス環境設定］
ダイアログボックスを開きます。リストボックスから実行環境を変更する RAP
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サービス名を選択して，［開く (O)...］ボタンをクリックします。

［削除 (D)］ボタン
すでに設定した RAPサービスの実行環境を削除します。リストボックスから削
除する RAPサービス名を選択して，［削除 (D)］ボタンをクリックします。

［自動起動設定 (A)...］ボタン
RAPサービスの自動起動および自動起動の順番を指定する［自動起動設定］ダ
イアログボックスを開きます。

［終了 (C)］ボタン
［RAPサービス環境］ウィンドウを終了します。

RAPサービスの環境を設定するダイアログボックスの開き方
新しく RAPサービスの実行環境を設定する場合と，すでに設定してある RAPサー
ビスの実行環境を変更する場合とで，ダイアログボックスの開き方が異なります。
• 新しく RAPサービスの実行環境を設定する場合
［RAPサービス環境］ウィンドウの［新規作成 (N)...］ボタンをクリックしてくだ
さい。ボタンをクリックすると，［RAPサービス環境設定］ダイアログボックス
が表示されます。
新しく RAPサービスの実行環境を設定する場合は，初期値が設定されています。
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの初期値については，「2.3　セット
アップしたときの初期値」を参照してください。

• すでに設定してある RAPサービスの実行環境を変更する場合
［RAPサービス環境］ウィンドウのリストボックスから，実行環境を変更したい
RAPサービス名を選択します。そして，RAPサービス名をダブルクリックする
か，または［開く (O)...］ボタンをクリックします。［RAPサービス環境設定］ダ
イアログボックスが表示されます。
なお，実行環境を変更後，［上書き保存 (V)］ボタンをクリックした場合には
「RAPサービスのロードモジュールを TP1/LiNKインストールフォルダ名 ¥aplib
にコピーします。」という確認ダイアログボックスが表示されます。TP1/LiNKの
バージョンアップに伴い，上書き保存するときは「はい」をクリックしてくださ
い。それ以外の場合は「いいえ」をクリックしてください。
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図 3-25　［RAPサービス環境設定］ダイアログボックス

［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスを初めて開くと，初期値が設定され
ています。［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの初期値については，「2.3
　セットアップしたときの初期値」を参照してください。

ボタンの使い方

［詳細設定 (T)...］ボタン
RAPサービスの環境の詳細を設定する［RAPサービス詳細設定］ダイアログ
ボックスを開きます。

［初期値設定 (I)］ボタン
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの，次に示す項目を初期値にし
ます。
•［優先順位］欄
•［RAPサービスのプロセス数］欄

［自動起動設定 (A)...］ボタン
RAPサービスの自動起動および自動起動設定の順番を指定する［自動起動設
定］ダイアログボックスを開きます。

［開く (O)］ボタン
［RAPサービス名 (N)］一覧に RAPサービス名を指定してから［開く (O)］ボ
タンをクリックすると，該当する RAPサービスに設定している内容をダイアロ
グボックスに表示します。

［上書き保存 (V)］ボタン
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスに設定した各項目の値を保存し
ます。項目をすべて設定し終えてから［上書き保存 (V)］ボタンをクリックする
と，各項目を設定できます。
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［削除 (D)］ボタン
［RAPサービス名 (N)］一覧に指定した RAPサービス名の設定内容を削除しま
す。

［終了 (C)］ボタン
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する項目

［RAPサービス名 (N)］　　～＜ 1～ 7文字の識別子＞
RAPサービスは，rapリスナーと呼ばれる SUP相当のプロセスと，rapサーバ
と呼ばれる SPP相当のプロセスで構成されています。ここで指定した RAP
サービス名が rapリスナーのサーバ名になります。また，（RAPサービス名＋
S）が rapサーバのサーバ名になります。
新しく RAPサービスの実行環境を設定するときは，実行環境を設定する RAP
サービス名を入力します。すでに設定してある RAPサービスの実行環境を変更
するときは，一覧から RAPサービス名を選択します。
RAPサービス名には，英字の大文字と小文字の区別はありません。小文字で指
定しても，すべて大文字で管理されます。
RAPサービスの開始と終了は［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィン
ドウで操作します。このウィンドウの一覧には，RAPサービス名と SUPの
ユーザサーバ名とが混在して表示されます。そのため，RAPサービス名には
ユーザサーバ名と明確に区別できる名称を付けることをお勧めします。

［コメント］
このダイアログボックスの内容に関するコメントを任意で入力します。入力し
たコメントは，［RAPサービス環境］ダイアログボックスのコメントの行に表
示されます。

［RAPサービスのポート番号］欄
•［ポート番号 (P)］　　～＜符号なし整数＞ ((5001～ 65535))《10020》

RAPサービスが使うウェルノウンポート番号を指定します。複数の RAP
サービスを起動するときは，それぞれに指定するポート番号が重ならないよ
うにしてください。

［RAPサービスのプロセス数］欄
•［常駐 (R)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 128))《1》
この RAPサービス（rapリスナー）で管理する rapサーバのプロセス数を指
定します。ここで指定した数は，［システム環境設定］ウィンドウの［サーバ
数］欄にある［SPP(P)］の値に加算してください。

［優先順位］欄
•［プロセス (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 39))《0》
この RAPサービスが実行されるときの優先順位を指定します。値が小さいほ
ど優先順位が高くなります。
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［ダイナミックコネクションスケジュール機能 (Y)］欄
この RAPサービスでダイナミックコネクションスケジュール機能を使用するか
どうかを指定します。ダイナミックコネクションスケジュール機能を使用する
場合は，チェックボックスをオンにしてください。ダイナミックコネクション
スケジュール機能については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してくださ
い。
•［最大クライアント数 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((128～ 1024))《256》
この RAPサービスでダイナミックコネクションスケジュール機能を使用する
ときに同時接続する最大クライアント数を指定してください。

エラーメッセージ
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの操作中にエラーが起こったときは，
エラーメッセージが出力されます。表示内容を確認してから［OK］ボタンをクリッ
クしてください。

3.4.2　RAPサービスの詳細設定
RAPサービス環境の詳細を設定するときは，［RAPサービス環境設定］ダイアログボッ
クスの［詳細設定 (T)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［RAP
サービス詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-26　［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［初期値設定 (I)］ボタン
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［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスのすべての項目を初期値にしま
す。

［OK］ボタン
各項目を設定した値に変更してから，［RAPサービス詳細設定］ダイアログ
ボックスを終了します。

［キャンセル］ボタン
各項目の値を変更しないで，［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスを
終了します。

（1） ［トランザクション］タブに設定する項目

［トランザクション］タブは，図 3-26を参照してください。

［トランザクションブランチ限界経過時間 (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))
《0》（単位：秒）

RAPサービスでトランザクションブランチの処理を監視する限界経過時間を指定し
ます。指定時間を超えたときは，監視対象のトランザクションブランチのプロセス
を異常終了させて，ロールバックします。0を指定した場合は，時間監視しません。

［子トランザクションブランチを監視時間に含める (B)］
この RAPサービスでトランザクションブランチの処理を監視する場合に，次に示す
処理時間も監視時間に含めるかどうかをチェックボックスで指定します。
1. 監視対象のトランザクションブランチが，RPC機能を使ってほかのトランザク
ションブランチを呼び出し，その処理が終わるのを待つ時間

2. 連鎖 RPCで呼び出されたサーバ UAPが，次のサービス要求を待つ時間
3. 監視対象のトランザクションブランチが，非同期 RPCを使用してほかのトラン
ザクションブランチを呼び出したあと，処理結果受信処理をしている時間

チェックボックスをオンにしたとき
1.，2.，3.のすべてを監視時間に含みます。

チェックボックスをオフにしたとき
3.だけを監視時間に含みます。
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（2） ［ソケット］タブに設定する項目

［ソケット用ファイル記述子の最大数 (F)］　　～＜符号なし整数＞ ((32～ 1993))《64》
OpenTP1制御下のプロセスで，ソケット用に使用するファイル記述子の最大数を指
定します。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサービスやユーザサーバとの間で，ソケッ
トを使用した TCP/IP通信でプロセス間の情報交換をしています。このため，同時
に稼働する UAPプロセスの数によって，ソケット用のファイル記述子の最大数を変
更する必要があります。
この指定値が小さいと，OpenTP1制御下のほかのプロセスとのコネクションが設定
できなくなるため，プロセスが KFCA00307-Eのエラーメッセージを出力して異常
終了します。
ソケット用ファイル記述子の最大数の計算式を次に示します。計算結果の値の小数
点以下は切り上げます。

（この rapサーバが通信する UAPプロセス数※ 1＋システムサービスプロセス数※ 2）

÷ 0.8

注※ 1
この rapサーバが通信する UAPプロセス数は，次に示す値の合計です。
• この rapサーバが通信する自 OpenTP1内の UAPプロセス数
• この rapサーバが通信する他ノード内の UAPプロセス数

注※ 2
システムサービスプロセス数とは，自 OpenTP1内のシステムサービスプロセ
スの数です。自 OpenTP1内のシステムサービスプロセスは，rpcstatコマンド
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で表示されるサーバ名をカウントすることで求められます。rpcstatコマンドで
表示されるサーバ名のうち，マニュアル「OpenTP1 解説」の OpenTP1のプロ
セス構造に記載されているシステムサービスプロセスをカウントしてください。

指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。
OpenTP1の制限のため，次に示す場合は，指定値を調整してください。

［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［ダイナミックコネクションスケ
ジュール機能 (Y)］欄をオンにしている場合

次の指定値の和が 1993以下になるように調整してください。
•［ソケット用ファイル記述子の最大数 (F)］（この項目）
•［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［RAPサービスのプロセス
数］欄の［常駐 (R)］

•［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［ダイナミックコネクショ
ンスケジュール機能 (Y)］欄の［最大クライアント数 (M)］

［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［ダイナミックコネクションスケ
ジュール機能 (Y)］欄をオフにしている場合
［ソケット用ファイル記述子の最大数 (F)］の指定値が 1993以下になるように
調整してください。

［ソケットの一時クローズ開始数 (G)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 100))《100》（単
位：％）

OpenTP1制御下のプロセスで，［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した
使用ソケット数の上限に対し，一時クローズ処理でソケットの再利用を開始する
パーセンテージを指定します。
一時クローズ処理とは，保持したコネクションを，ユーザの関知しないところでコ
ネクションを確立したプロセス間の合意の下に切断することで，プロセス内で使用
するソケット数を調整する機能です。
OpenTP1では，プロセス内のソケット用に使用しているファイル記述子の数が
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した値×［ソケットの一時クローズ
開始数］に指定した値÷ 100」を超えた時点で，一時クローズ処理を開始します。
0を指定すると，確立したコネクションを保持しないで，確立するたびに一時ク
ローズ処理を実行します。
指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボック
スで設定したシステム共通の値が仮定されます。

［ソケットの一時クローズ非対象数 (U)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 80))《0》（単位：
％）
［ソケット用ファイル記述子の最大数］に指定した使用ソケット数の上限に対して，
「［ソケット用ファイル記述子の最大数］指定値×［ソケットの一時クローズ非対象
数］指定値÷ 100」の個数を一時クローズ処理の非対象として扱い，一時クローズ
要求を送信しません。
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ソケットの一時クローズ非対象数は，ソケットの一時クローズ開始数と同じかそれ
以下の値を指定してください。指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC
詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されます。
OpenTP1制御下のプロセスは，システムサーバやユーザサーバとの間で，ソケット
を使用した TCP/IP通信でプロセス間の情報交換をします。
コネクション確立時のオーバヘッド削減のために，一度確立したコネクションは切
断しないで保持し，同じプロセス間の通信にはコネクションを再利用しています。
しかし，同じプロセスとの間の通信が頻繁に発生しない運用や，通信する相手プロ
セスが非常に多いシステムでは，保持しているコネクション数がある程度増えたと
きに適度にコネクションを解放して，1プロセスで使用するソケット数を調整およ
び再利用できるようにする必要があります。
また，OpenTP1制御下のプロセスから電文の送信が発生した場合は，コネクション
を確立する際に送信ポートを確保します。このポートの個数は 1マシンで約 4000で
あるため，UAPプロセスが 1プロセスで保持するコネクション数の，システム全体
の合計が 2000を超えない程度に，［ソケットの一時クローズ開始数］および［ソ
ケットの一時クローズ非対象数］の指定で調整してください。
この指定値が適切でないと，1プロセス内で使用できるソケット数が上限に達して，
一時クローズによるソケットの再利用が新たなコネクション確立要求に追いつかな
かったり，システム全体で使用するポート数が TCP/IPの上限を超え，プロセスが
異常終了したりする場合があります。OpenTP1で使用するポート番号使用量の見積
もり式については，「3.1.2(4)　［ソケット］タブに設定する項目」の「表 3-2　
OpenTP1で使用するポート番号使用量の見積もり式」を参照してください。

［一時クローズ要求の応答監視時間 (L)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》
（単位：秒）

OpenTP1制御下のプロセスで，使用中のソケット数が［ソケット用ファイル記述子
の最大数］に指定した上限値に達した時点から，一時クローズ処理でソケットが空
いて再利用できるようになるまでの監視時間を指定します。ここで指定した時間を
過ぎてもソケットが空かない場合は，そのプロセスを異常終了させます。
0を指定した場合は，無限に待ちます。指定を省略した場合，［システム環境設定］
－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されま
す。

［ソケットウィンドウサイズ (H)］　　～＜符号なし整数＞ ((4～ 2147483647))《4》（単
位：キロバイト）

ソケットのウィンドウサイズを指定します。
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（3） ［応答時間］タブに設定する項目

［メッセージ送受信最大監視時間 (W)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))《180》（単
位：秒）

rapリスナーおよび rapサーバがメッセージの送受信を開始してから，送受信が完
了するまでの監視時間を指定します。
監視時間が経過してもメッセージの送受信が完了しない場合はメッセージを出力し，
ネットワーク障害と同様の処理を行います。0を指定した場合は，時間監視をしま
せん。

［問い合わせ間隔最大時間 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 1048575))《180》（単位：
秒）

クライアントが rapリスナーおよび rapサーバに問い合わせ応答をしてから次の問
い合わせがあるまでの間隔の最大待ち時間を指定します。
この値は rapリスナーまたは rapサーバ側で監視するタイマであり，指定時間を超
えても問い合わせがない場合，クライアントがダウンしたとして処理します。
0を指定した場合は，無限に待ちます。常駐 SPPからリモート API機能を使用して
いる場合，次の三つの項目に 0を指定しないでください。
1.［問い合わせ間隔最大時間 (M)］（この項目）
2.［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［リモート API機能］タブの［常設コネ
クション問い合わせ間隔最大時間 (M)］

3.［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［リモート API機能］タブの［常設コネ
クション問い合わせ間隔最大時間 (M)］

三つの項目のうちどれか一つでも 0を指定すると，rapリスナーが存在するノード
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の OpenTP1システムを終了させようとしても rapリスナーが終了できないため，
常駐 SPPが終了するまで無限に待ち続けます。
2.および 3.の指定を省略した場合，1.の指定値が最大待ち時間となります。1.，2.，
および 3.すべての指定を省略した場合は，180秒が仮定されます。

［最大応答待ち時間 (T)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))（単位：秒）
rapサーバが RPCを代理実行する場合，サービス要求を送信してからサービスの応
答が返るまでの最大待ち時間を指定します。
TP1/LiNKの終了処理で，［最大応答待ち時間 (T)］で指定した時間だけ終了処理を
待ち合わせる場合があります。したがって，大きな値を指定した場合，TP1/LiNK
の終了処理に時間が掛かるときがあります。
指定時間を過ぎても応答がない場合は，RPCは送受信タイムアウトとしてエラーリ
ターンします。0を指定した場合は，応答を受信するまで待ち続けます。また，0を
指定した場合，TP1/LiNKが終了しないときがあります。
［最大応答待ち時間 (T)］は，［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログ
ボックスで設定したシステム共通のデフォルト値で使用してください。
特別なチューニングを必要とする場合以外は，［最大応答待ち時間 (T)］の内容を変
更しないことをお勧めします。
［システム環境設定］－［RPC詳細設定］ダイアログボックスで設定したシステム
共通のデフォルト値よりも，極端に小さな値または大きな値を指定すると，TP1/
LiNKがダウンに至る障害が発生する場合がありますので，ご注意ください。
［最大応答待ち時間 (T)］の指定を省略した場合，［システム環境設定］－［RPC詳
細設定］ダイアログボックスで設定したシステム共通の値が仮定されます。ただし，
rapクライアント側で最大応答待ち時間を引き継ぐ設定にした場合は，rapクライア
ント側で設定した値が有効になります。
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（4） ［その他］タブに設定する項目

［UAPトレース格納最大数 (K)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 4095))《32》
この rapリスナーまたは rapサーバで取得できる UAPトレースのレコード数を指
定します。
1レコードのサイズは 256バイトです。0を指定した場合は，UAPトレースを取得
しません。

［RPCトレースを取得するファイルの容量 (J)］　　～＜符号なし整数＞ ((1024～
2147483647))（単位：バイト）

この rapリスナーまたは rapサーバで RPCトレースを取得する場合，RPCトレー
スを取得するファイルの容量を指定します。
指定を省略した場合，［システム環境設定］ウィンドウで設定したシステム共通の値
が仮定されます。
なお，RPCトレースファイル容量よりも，はるかに大きい電文が送受信された場
合，編集時に何も出力しなかったり，出力情報に RPCトレースの抜け落ちが発生し
たりします。
また，RPCトレースを取得した場合，処理スピードが遅くなることが原因となっ
て，RPCがタイムアウトでエラーリターンすることがあります。この場合，［RPC
詳細設定］ダイアログボックスのシステム共通の最大応答待ち時間に十分な値を指
定してください。

［リカバリ要求用待機 rapサーバ数 (R)］　　～＜符号なし整数＞ ((［RAPサービスのプロ
セス数］欄［常駐 (R)］の指定値 -1))《0》

アプリケーションサーバからの XARトランザクションリカバリ要求用待機 rapサー
201



3.　実行環境の設定（TP1/LiNK）
バ数を指定します。［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［RAPサービ
スのプロセス数］欄の［常駐 (R)］で指定した値より小さい値を指定してください。

［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～
3600))《0》（単位：秒）

rapリスナー終了時の rapクライアントとのコネクション切断待ち時間を指定しま
す。rapリスナー終了時，［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］に
指定した時間が経過した場合，コネクションを切断して KFCA27763-W，または
FCA27765-Wメッセージを出力します。ただし，rapサーバが APIを代理実行中
は，コネクションを切断しません。［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時
間 (T)］を省略または 0を指定した場合，rapクライアントからコネクション切断要
求が到着するか，または問い合わせ間隔最大待ち時間が満了するまで，コネクショ
ンを切断しません。
［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］には，システム終了監視時
間（3600秒）の値より小さい値を指定することをお勧めします。
次の場合，rapリスナーの終了待ちが原因で，dcstopコマンドがタイムアウトする
ことがあります。
•［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］にシステム終了監視時間
（3600秒）の値より大きい値を指定した場合 
•［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］に 0を指定した場合 
•［rapリスナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］を省略した場合 

なお，rapリスナーは 3秒ごとにイベントを監視しているため，この待ち時間には
最大で 3秒の誤差が発生することがあります。

［rapサーバ割り当て待ち要求の滞留監視時間 (S)］　　～＜符号なし整数＞ ((0～ 65535))
《30》（単位：秒）

rapクライアントの要求が滞留した場合の監視時間を指定します。rapクライアント
の要求を実行するための空き rapサーバがないとき，要求は rapサーバが空くのを
待ちます。この割り当て待ち要求の滞留時間が［rapサーバ割り当て待ち要求の滞
留監視時間 (S)］の指定値を超えた場合，KFCA27764-Wメッセージを出力します。
［rapサーバ割り当て待ち要求の滞留監視時間 (S)］に 0を指定した場合は，滞留時
間を監視しません。
［rapサーバ割り当て待ち要求の滞留監視時間 (S)］には，rapクライアント側で指定
する最大応答待ち時間より小さい値を指定することをお勧めします。［rapサーバ割
り当て待ち要求の滞留監視時間 (S)］に rapクライアント側の最大応答待ち時間より
大きい値を指定した場合，クライアント側がすでにタイムアウトと判断した要求に
対しても，KFCA27764-Wメッセージを出力することがあります。
なお，rapリスナーは 3秒ごとにイベントを監視しているため，この監視時間には
最大で 3秒の誤差が発生することがあります。

［滞留警告メッセージの出力間隔 (W)］　　～＜符号なし整数＞ ((3～ 65535))《180》（単
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位：秒）
rapクライアントの要求が滞留した場合に，KFCA27764-Wメッセージが出力され
る間隔を指定します。KFCA27764-Wメッセージが一度出力されたあと，この指定
値を経過するまでの間，KFCA27764-Wメッセージは出力されません。［rapサーバ
割り当て待ち要求の滞留監視時間 (S)］に 0を指定した場合，この指定値は無視され
ます。
なお，rapリスナーは 3秒ごとにイベントを監視しているため，この監視時間には
最大で 3秒の誤差が発生することがあります。

3.4.3　自動起動の設定
RAPサービスを自動起動するかどうかを設定するときは，次のどちらかの操作をしま
す。

•［RAPサービス環境］ウィンドウの［自動起動設定 (A)...］ボタンをクリック
•［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［自動起動設定 (A)...］ボタンをク
リック

ボタンをクリックすると，［自動起動設定］ダイアログボックスが表示されます。このダ
イアログボックスで，RAPサービスを自動起動するかどうかおよび自動起動の順番を設
定します。

リモート API機能を使うときは，RAPサービスが開始してあることが前提です。RAP
サービスには自動起動を指定しておくことをお勧めします。RAPサービスに手動起動を
指定したときは，リモート API機能を使って通信する前に必ず RAPサービスを開始し
てください。

［自動起動設定］ダイアログボックスの操作方法は，SPPの場合と同じです。操作方法に
ついては，「3.2.4　自動起動の設定」を参照してください。
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4　 実行環境の設定（オプショ
ン機能）
この章では，オプション機能を使用する場合の実行環境の設定
について説明します。

4.1　OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時の実行環境設定

4.2　マルチホームドホスト形態での実行環境の設定

4.3　クラスタ環境での実行環境の設定

4.4　TP1/LiNK拡張機能使用時の実行環境の設定

4.5　監査ログ機能使用時の設定
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
4.1　OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時
の実行環境設定

TP1/LiNKは次の OpenTP1以外のリソースマネジャと接続できます。

• Microsoft SQL Server
• HiRDB
• Oracle

リソースマネジャを設定するときには，［リソースマネジャ］ウィンドウを使用します。
使用方法については，「2.1.3　リソースマネジャの接続」を参照してください。

ここでは，TP1/LiNKの UAPから OpenTP1以外のリソースマネジャにアクセスするト
ランザクションを実行する際に必要な設定について，リソースマネジャごとに説明しま
す。

4.1.1　Microsoft SQL Server連携時の環境設定

（1） Microsoft SQL Serverの登録

Microsoft SQL Serverをリソースマネジャとして登録するには，［リソースマネジャの
XA関連オブジェクト］ダイアログボックスを使用します。ダイアログボックスについて
は，「2.1.3(2)　リソースマネジャの XA関連オブジェクトの設定」を参照してください。
また，Microsoft SQL Serverを登録するときに必要な「関連オブジェクト名称」などに
ついては，Microsoft SQL Serverの XAインタフェースに関して記載されたマニュアル
を参照してください。

［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックスでの指定例を次に示し
ます。

C:¥PROGRA~1¥MICROS~3.NET¥Vc7¥PLATFO~1¥Lib¥xaSwitch.Lib

（2） Microsoft SQL Server連携時の OPEN，CLOSE文字列の設定

TP1/LiNKでは，X/Openの XAインタフェースで定められているリソースマネジャの
Open，Close文字列を設定する必要があります。Open，Close文字列は，［OPEN，
CLOSE文字列］ダイアログボックスで設定します。ダイアログボックスについては，
「2.1.3(4)　Open，Close文字列の指定」を参照してください。Microsoft SQL Serverの
Open，Close文字列として指定する内容については，Microsoft SQL Serverのマニュア
ルを参照してください。

［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスでの指定例を次に示します。

［トランザクションサービス用 xa_open関数用文字列 (T)］
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Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-F4D4-4e80-8B70-9377FFAF33E7,Ti
meout=180000

［トランザクションサービス用 xa_close関数用文字列 (S)］
Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-F4D4-4e80-8B70-9377FFAF33E7,Ti
meout=180000

［ユーザサーバ用 xa_open関数用文字列 (U)］
Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-F4D4-4e80-8B70-9377FFAF33E7,Ti
meout=180000

［ユーザサーバ用 xa_close関数用文字列 (F)］
Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-F4D4-4e80-8B70-9377FFAF33E7,Ti
meout=180000

RmRecoveryGuidの値は，グローバルで一意な値を指定します。Microsoft Visual C++
が提供する「guidgen」ユーティリティプログラムの「Registry Format」で取得した値
（括弧は省く）を指定してください。

Timeoutの値は，XAトランザクションのタイムアウト値をミリ秒単位で指定します。タ
イムアウト時間が経過すると，Microsoft SQL Server（Windows MSDTC）は XAトラ
ンザクションを自動的にロールバックします。また，Open，Close文字列には，すべて
同じ値を指定します。詳細は，Microsoft SQL Serverのマニュアルを参照してください。

（3） Microsoft SQL Server連携時の UAPのコンパイルとリンケージ

UAPを作成する場合には，［オブジェクト作成］ダイアログボックスで
「%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥」に作成した，トランザクション制御用オブ
ジェクトファイルをリンケージしてください。ダイアログボックスについては，
「2.1.3(5)　トランザクション制御用オブジェクトファイルの作成」を参照してください。

（4） MSDTCの設定

リソースマネジャにMicrosoft SQL Serverを使用する場合，MSDTCの XAトランザク
ションを有効にする必要があります。MSDTCの XAトランザクションは，次の手順で
有効にできます。

1.［スタート］－［プログラム］－［管理ツール］－［コンポーネントサービス］をク
リックします。

2. 管理コンソールで［コンポーネントサービス］－［コンピュータ］－［マイコン
ピュータ］を選択します。

3.［操作］－［プロパティ］を選択します。

4.［MSDTC］タブで［セキュリティの構成］ボタンをクリックします。

5.［セキュリティの構成］ダイアログボックスで［XAトランザクションを有効にする］
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チェックボックスをオンにして，［OK］ボタンをクリックします。

6. MSDTCを再起動します。

（5） Microsoft SQL Server連携時に必要な定義

リソースマネジャにMicrosoft SQL Serverを使用する場合，トランザクションサービス
定義（%DCDIR%¥conf¥trnファイル）に trn_extend_functionオペランドを追加しま
す。これによって，次の条件が重なった場合に TP1/LiNKのトランザクションの決着関
数は DC_OK（0）ではなく，DCTRNER_HAZARD（-904）または TX_HAZARD（-4）
を返すようにできます。

• リソースマネジャへのアクセスがMicrosoft SQL Serverしか存在しない（1相コミッ
トで決着を行う）

• Microsoft SQL Serverが，Timeoutの指定によってトランザクションを自動的にロー
ルバックする

trn_extend_functionオペランドについて次に示します。

形式
set trn_extend_function = トランザクションサービスの機能拡張レベル
　　～〈16進数字〉((00000000～00000001))《00000000》
 

説明

トランザクションサービスの機能の拡張レベルを，次の中から指定します。

次の指定値で示す機能の拡張レベルを複数指定する場合，それぞれの指定値の論理和を
指定してください。

00000000
トランザクションサービスの機能を拡張しません。

00000001
1相コミット時に，リソースマネジャから XAER_NOTAが返ってきた場合の関数の
リターン値は DC_OK（または，TX_OK）ではなく DCTRNER_HAZARD（-904）
（または，TX_HAZARD（-4））を返します。
このオペランドは，トランザクションブランチが関連するすべての OpenTP1ノー
ドのトランザクションサービス定義で指定してください。
トランザクションブランチが関連するすべての OpenTP1ノードのうち，このオペ
ランドの指定がないノードが一つ以上ある場合，1相コミットでリソースマネジャ
から XAER_NOTAが返されたときは，ルートトランザクションブランチのリターン
値は変更されません。
1相コミットで，リソースマネジャから XAER_NOTAが返された場合の関数のリ
ターン値を次の表に示します。
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注
括弧内の英数字は，COBOL言語を使用した場合の関数名およびステータス
コードです。

定義例

定義の最終行には，改行を入力してください。

# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * トランザクションサービス定義
# * 環境名： trn
# *
# TP1/LiNK (trn)
set trn_tran_process_count = 32
set trn_wait_rm_open = continue
trnstring -n MS_SQL_Server ¥
 -o "Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-…33E7,Timeout=180¥
000"¥
 -c "Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-…33E7,Timeout=180¥
000"¥
 -O "Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-…33E7,Timeout=180¥
000"¥
 -C "Tm=OpenTP1,RmRecoveryGuid=986D495E-…33E7,Timeout=180¥
000"¥
set trn_extend_function = 00000001

（6） Microsoft SQL Server連携時の注意事項

リソースマネジャにMicrosoft SQL Serverを使用する場合，UAP作成時に次の点に注
意してください。

• DB-Libraryによって XA連携を行う場合（UAPを C言語またはMicrosoft Visual 

関数 リターン値

trn_extend_function=00000000の
場合

trn_extend_function=00000001の場合

dc_trn_chained_com
mit
（CBLDCTRN('C-CO
MMIT')）

DC_OK（00000） DCTRNER_HAZARD（00904），
DCTRNER_HAZARD_NO_BEGIN
（00927）

dc_trn_unchained_co
mmit
（CBLDCTRN('U-C
OMMIT')）

DC_OK（00000） DCTRNER_HAZARD（00904），

tx_commit
（TXCOMMIT）

TX_OK（TX-OK） TX_HAZARD（TX-HAZARD），
TX_HAZARD_NO_BEGIN
（TX-HAZARD-NO-BEGIN）

dc_mcf_commit
（CBLDCMCF('COM
MIT')）

DCMCFRTN_00000（00000） DCMCFRTN_HAZARD（70908）
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C++で作成）
TP1/LiNKのトランザクションとMicrosoft SQL Serverとの接続を XAで関連付ける
ために，各トランザクションブランチの先頭で関連付けを行う dbenlistxatrans関数
を発行する必要があります。この関数が発行されていないと，TP1/LiNKで管理して
いるトランザクションで決着ができません。詳細は，Microsoft SQL Serverのマニュ
アルを参照してください。

• ODBC接続によって XA連携を行う場合（UAPを C言語またはMicrosoft Visual 
C++で作成）
TP1/LiNKのトランザクションとMicrosoft SQL Serverとの接続を XAで関連付ける
ために，各トランザクションブランチの先頭で関連付けする SQLSetconnectOption
関数または SQLSetConnectAttr関数を発行する必要があります。この関数が発行さ
れていないと，TP1/LiNKで管理しているトランザクションによる決着ができません。
詳細は，Microsoft SQL Serverのマニュアルを参照してください。

• ODBC接続によって XA連携を行う場合（COBOL言語で作成）
TP1/LiNKのトランザクションとMicrosoft SQL Serverとの接続を XAで関連付ける
ために，各トランザクションブランチの先頭で関連付けを行うサービスルーチン
（COBOL言語で提供する CBLSQLSETOPT）を発行する必要があります。このサー
ビスルーチンが発行されていないと，TP1/LiNKで管理しているトランザクションに
よる決着ができません。また，Microsoft SQL Serverと XA連携を行う［SPP環境設
定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設定］ダイアログボックスの［ユーザサー
バの環境変数］の［変数 (Y)］（または［変数 (B)］）に「CBLSQLCOMMOD」を，[
値 (Z)］に「AUTO」を設定してください。各ダイアログボックスについては，「3.2.1
　SPPの実行環境の設定」および「3.3.1　SUPの実行環境の設定」を参照してくだ
さい。

また，連鎖型 RPCを使用する場合には，次の三つの関数およびサービスルーチンを 2回
目以降の RPCで発行しないようにしてください。

• dbenlistxatrans関数
• SQLSetconnectOption関数
• CBLSQLSETOPT

4.1.2　HiRDB連携時の環境設定

（1） HiRDBの登録

HiRDBをリソースマネジャとして登録する方法は，Microsoft SQL Serverの場合と同じ
です。「4.1.1(1)　Microsoft SQL Serverの登録」を参照してください。また，HiRDBを
登録するときの入力に必要となる「関連オブジェクト名称」などについては，HiRDBの
XAインタフェースに関して記載されたマニュアルを参照してください。

［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックスでの指定例を次に示し
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ます。

C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_s¥CLIENT¥LIB¥pdcltx32.lib

（2） HiRDB連携時の環境変数の設定

HiRDBにアクセスするためには，HiRDBが定めた環境変数に値を設定する必要があり
ます。環境変数の設定は，次のダイアログボックスを使用します。

•［オプション］ダイアログボックス
詳細は，「2.1.3(6)　トランザクションサービスの環境変数の設定」を参照してくださ
い。

•［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設定］ダイアログボックス
詳細は，「3.2.1　SPPの実行環境の設定」および「3.3.1　SUPの実行環境の設定」を
参照してください。

また，設定が必要な環境変数名や設定値などについては，HiRDBのインストール時に設
定した値や，環境設定に関して記載されたマニュアルを参照してください。

各ダイアログボックスでの指定例を次に示します。

表 4-1　［オプション］ダイアログボックスでの指定例（HiRDBの場合）

表 4-2　［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設定］ダイアログボック
スでの指定例（HiRDBの場合）

注※
［SUP環境設定］ダイアログボックスの場合は［変数 (B)］になります。

項番 ［トランザクションサービスの環境変数］欄
［変数 (V)］

［トランザクションサービスの環境変数］
欄

［値 (A)］

1 PDHOST P2C3G50

2 PDNAMEPORT 22200

3 PDTMID smpl

4 PDSWAITTIME 6000 

項番 ［ユーザサーバの環境変数］欄
［変数 (Y)］※

［ユーザサーバの環境変数］欄
［値 (Z)］

1 PDHOST P2C3G50

2 PDNAMEPORT 22200

3 PDTMID smpl

4 PDSWAITTIME 6000

5 PDUSER '"root"/"root"'

6 PDXAMODE 1
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（3） HiRDB連携時の UAPのコンパイルとリンケージ

UAPのコンパイルとリンケージは，Microsoft SQL Serverの場合と同じです。詳細は，
「4.1.1(3)　Microsoft SQL Server連携時のUAPのコンパイルとリンケージ」を参照して
ください。

4.1.3　Oracle連携時の環境設定

（1） Oracleの登録

Oracleをリソースマネジャとして登録する方法は，Microsoft SQL Serverの場合と同じ
です。詳細は，「4.1.1(1)　Microsoft SQL Serverの登録」を参照してください。また，
Oracleを登録するときに入力に必要となる「関連オブジェクト名称」などについては，
Oracleの XAインタフェースに関して記載されたマニュアルを参照してください。

［リソースマネジャの XA関連オブジェクト］ダイアログボックスでの指定例を次に示し
ます。

C:¥orant¥rdbms¥XA¥ORAXA9.LIB

（2） Oracle連携時の OPEN，CLOSE文字列の設定

TP1/LiNKでは，X/Openの XAインタフェースで定められているリソースマネジャの
Open，Close文字列を設定する必要があります。Open，Close文字列は，［OPEN，
CLOSE文字列］ダイアログボックスで設定します。ダイアログボックスについては，
「2.1.3(4)　Open，Close文字列の指定」を参照してください。Open，Close文字列とし
て指定する内容については，Oracleのマニュアルを参照してください。

なお，［トランザクションサービス用 xa_open関数用文字列 (T)］で指定する uidには，
Oracleの DB管理者を指定してください。指定した uidが Oracleの DB管理者でなかっ
た場合，または DBA権限を持っていない場合には UAPの部分回復，および TP1/LiNK
システム再開始後のトランザクション回復処理が正常に行われない場合があります。

［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスでの指定例を次に示します。

［トランザクションサービス用 xa_open関数用文字列 (T)］
Oracle_XA+Acc=P/system/manager+SesTm=60

［トランザクションサービス用 xa_close関数用文字列 (S)］
設定は不要です。

［ユーザサーバ用 xa_open関数用文字列 (U)］
Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=60

［ユーザサーバ用 xa_close関数用文字列 (F)］
設定は不要です。
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（3） Oracle連携時の環境変数の設定

Oracleにアクセスするためには，Oracleが定めた環境変数に値を設定する必要がありま
す。環境変数の設定は，次のダイアログボックスを使用します。

•［オプション］ダイアログボックス
詳細は，「2.1.3(6)　トランザクションサービスの環境変数の設定」を参照してくださ
い。

•［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設定］ダイアログボックス
詳細は，「3.2.1　SPPの実行環境の設定」および「3.3.1　SUPの実行環境の設定」を
参照してください。

また，設定が必要な環境変数名や設定値などについては，Oracleのインストール時に設
定した値や，環境設定に関して記載されたマニュアルを参照してください。

Oracle連携時の各ダイアログボックスでの指定例を次に示します。

表 4-3　［オプション］ダイアログボックスでの指定例（Oracleの場合）

表 4-4　［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設定］ダイアログボック
スでの指定例（Oracleの場合）

注※
［SUP環境設定］ダイアログボックスの場合は［変数 (B)］になります。

（4） Oracle連携時の UAPのコンパイルとリンケージ

UAPのコンパイルとリンケージは，Microsoft SQL Serverの場合と同じです。詳細は，
「4.1.1(3)　Microsoft SQL Server連携時のUAPのコンパイルとリンケージ」を参照して
ください。

（5） TP1/LiNKから複数の Oracle DBMSにアクセスする場合

TP1/LiNKから複数の Oracle DBMSにアクセスする場合には，Oracleの Open，Close
文字列指定の仕様によって，SQL*Netが必要です。Oracleのマニュアルを参照し

項番 ［トランザクションサービスの環境変数］欄
［変数 (V)］

［トランザクションサービスの環境変数］
欄

［値 (A)］

1 ORACLE_HOME c:¥orant

2 ORACLE_SID ORCL

項番 ［ユーザサーバの環境変数］欄
［変数 (Y)］※

［ユーザサーバの環境変数］欄
［値 (Z)］

1 ORACLE_HOME c:¥orant

2 ORACLE_SID ORCL
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SQL*Netのセットアップを行ってください。

また，Open，Close文字列の指定方法が通常の場合と異なります。［OPEN，CLOSE文
字列］ダイアログボックスの［リソースマネジャ拡張子 (R)］を使用して，「リソースマ
ネジャ名＋リソースマネジャ拡張子」によって，DBMSを識別できるように指定します。
［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスで指定したリソースマネジャ拡張子を，
［SPP詳細設定］ダイアログボックスまたは［SUP詳細設定］ダイアログボックスでも
指定して，各 UAPが使用する Oracleの OPEN，CLOSE文字列を設定します。［SPP
詳細設定］ダイアログボックスまたは［SUP詳細設定］ダイアログボックスについて
は，「3.2.2　SPPの詳細設定」または「3.3.2　SUPの詳細設定」を参照してください。

また，Oracleの DBMSが一つの場合でも，複数の Oracleの uidでアクセスする場合で
も，複数の Oracleをアクセスするときと同様の指定が必要です。

（6） Oracle RACとの連携方法

Oracle RAC機能を使用した場合，フェイルオーバーが発生すると，障害が発生したフェ
イルオーバー元から，フェイルオーバー先へインダウトトランザクション（未決着トラ
ンザクション情報）が転送されます。このインダウトトランザクションの転送処理をし
ている間，TP1/LiNKのトランザクション回復処理を抑止できます。この機能を使用し
ない場合には，Oracleの仕様によって TP1/LiNKと Oracle間でトランザクション決着
種別に不一致が発生するおそれがあります。

これを回避するためには，リソースマネジャ接続として Oracleを接続後に，トランザク
ションサービス定義（%DCDIR%¥conf¥trnファイル）の trnstring定義コマンドで，-r
オプションを指定してください。trnstring定義コマンドで -rオプションを指定した場
合，リソースマネジャからの待ち合わせを行うので，トランザクション回復プロセスが
占有され，回復処理が滞るためトランザクション回復プロセス数
（trn_recovery_process_countオペランド）も，trnstring 定義コマンドの -rオプション
で指定したリソースマネジャ数分増やしてください。また，trnstring定義コマンドの -r
オプションを有効にするためには，［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスに
"OPS_FAILOVER=T"を指定する必要があります。

この機能を使用して，開始処理中またはオンライン処理中にリソースマネジャに障害が
発生した場合に，そのリソースマネジャが参加したトランザクションの該当リソースマ
ネジャの障害が回復されるまでトランザクション回復処理が遅れます。

trn_recovery_process_countオペランドの説明を次に示します。

形式
set trn_recovery_process_count = 並行回復プロセス数
　　～＜符号なし整数＞((1～128))《1》
 

説明

トランザクションブランチが異常終了したときに，トランザクションブランチの回復処
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理を並行してできる数を指定します。

トランザクションブランチが異常終了した場合は，ここで指定した数だけ並行してトラ
ンザクションブランチの回復処理をします。

回復プロセス数に 2以上を指定した場合，［システム環境設定］の［サーバ数］欄の
［SPP(P)］に指定値を加えてください。なお，定義追加後にリソースマネジャ接続で設定
を変更した場合は，再度指定してください。

定義例

定義の最終行には，改行を入力してください。

# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * トランザクションサービス定義
# * 環境名： trn
# *
# TP1/LiNK (trn)
set trn_tran_process_count = 32
set trn_wait_rm_open = continue
trnstring -n Oracle_XA -e -r ¥
 -o "Oracle_XA+Acc=P/sys/syspass+SesTm=30"¥
 -o "Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=30"
set trn_recovery_process_count = 1
putenv ORACLE_SID ¥
 ORCL
putenv ORACLE_HOME ¥
 E:¥orant

（7） Oracle連携時の注意事項

リソースマネジャに Oracleを使用する場合，次の点に注意してください。

• 次の場合，KFCA00901-Wメッセージや SQLのアクセスで Oracleの ORA-1012
メッセージが出力されることがあります。Oracle DBMS，通信プロセスなどが起動さ
れているかを確認してください。
• TP1/LiNKと Oracleを X/Openの XAインタフェースで連携した場合
• トランザクション中に Oracleの SQL*Net機能の一部である通信プロセスが未起動
の場合

• 障害が発生した場合

• TP1/LiNKと Oracleを X/Openの XAインタフェースで連携した場合，Oracleの
"SESSIONS"定義指定値を超えて Oracleを XAインタフェースでアクセスするプロ
セスを起動した場合，KFCA00901-Wが出力されます。次の計算式を参考に，Oracle
の SESSIONS定義を見直してください。
Oracleアクセス基礎値 ≧
（（Oracleにアクセスするユーザサーバプロセスの総数＋1※1＋1※2）
×OracleのDBMS数）SESSIONSの最小値≧Oracleアクセス基礎値×n※3

注※ 1
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TP1/LiNKのトランザクション回復プロセス分

注※ 2
TP1/LiNKのリソースマネジャ監視プロセス分

注※ 3
xa_open，xa_start，UOC(SQL)，xa_end，xa_closeの間に必要な SESSION数
（通常 1～ 5程度です。詳細は，Oracleのマニュアルを参照してください）

• TP1/LiNKと Oracleを X/Openの XAインタフェースで連携した場合，Oracleの
［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスに指定する「SesTm」は，Oracleの
グローバルトランザクション監視時間値です。指定値に小さい値を指定した場合，監
視時間経過後，Oracleが TP1/LiNKの指示を待たないでトランザクションを決着させ
ることがあります。そのため，ユーザサーバや TP1/LiNKシステムがダウンすること
があります。この指定値には，余裕のある値を指定してください。

• TP1/LiNKと Oracleを X/Openの XAインタフェースで連携した場合，トランザク
ション実行中に Oracleがダウンして再起動したとき，Oracleダウン前に Oracleにア
クセスしていたプロセスからの要求を，Oracleが受け付けなくなることがあります。
その場合は，KFCA00901-W，KFCA00905-E，または KFCA00906-Eメッセージが
出力されます。該当サーバを終了したあと，再起動してください。該当サーバが 
「_trnrcv」の場合は，TP1/LiNKシステムを終了させ，再起動してください。なお，
KFCA00907-Eメッセージが出力された場合は，TP1/LiNKシステムダウンとなりま
す。

4.1.4　OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時の注意事項
OpenTP1以外のリソースマネジャを使用する場合，次の点に注意してください。

• TP1/LiNKと DBMSを XAインタフェースで連携して使用する場合，障害の多くは
［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスの指定に誤りがあるために発生しま
す。その際には，KFCA00901-Wメッセージが出力されます。［OPEN，CLOSE文字
列］ダイアログボックスの指定を見直してください。

• TP1/LiNKとリソースマネジャを X/Openの XAインタフェースで連携した場合には，
トランザクションの開始，および同期点取得は，TP1/LiNKの提供している次の関数
を使用してください。
• dc_trn_begin()
• dc_trn_chained_commit()
• dc_trn_chained_rollback()
• dc_trn_unchained_commit()
• dc_trn_unchained_rollback()
• tx_begin()
• tx_commit()
• tx_rollback()
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リソースマネジャの SQL言語などでコミット，ロールバック指示をした場合，または
リソースマネジャが XA連携時に禁止している機能を使用した場合には，トランザク
ション処理が正常に実行されないで，リソース間の不整合が発生したり，TP1/LiNK
システムがダウンしたりすることがあります。

• リソースマネジャと接続する際には，あらかじめMicrosoft Visual C++の実行に必要
な環境変数（Path，Include，Lib）に設定しておいてください。

• TP1/LiNKとリソースマネジャを X/Openの XAインタフェースで連携する場合には，
リソースマネジャの関連サービスがすべて起動されていることを確認してください。

• TP1/LiNKシステムへリソースマネジャの登録を行うと，トランザクションサービス
プロセスがリソースマネジャの DLLを使用します。したがって，［システム環境設
定］ウィンドウの［サーチパス］欄にリソースマネジャの DLLの存在するパスを指
定してください。指定例を次に示します。

Microsoft SQL Serverの場合
c:¥mssql¥binn

HiRDBの場合
c:¥hirdb_s¥client¥utl

Oracleの場合
c:¥orant¥bin
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4.2　マルチホームドホスト形態での実行環境の
設定

二つ以上の物理ネットワークに接続している TCP/IPを使っているホストを，マルチ
ホームドホストといいます。

TP1/LiNKが動作するホストが複数のネットワークアダプタで接続されている場合は，
どの IPアドレス（ホスト名）が，どの OpenTP1に対応しているかを定義する必要があ
ります。

このような環境で TP1/LiNKを使用する場合，TP1/LiNKインストールフォルダ
¥conf¥BETRANRCファイルに，dcbindht定義コマンドを追加する必要があります。ま
た，サブネットを使用したネットワーク環境で dcbindht定義コマンドを指定する場合
は，rpc_netmaskオペランドも指定する必要があります。

4.2.1　dcbindht定義コマンド
形式
dcbindht -h ホスト名 〔-n ネットワーク名〔,ネットワーク名〕…〕
 

機能

TP1/LiNKが動作するホストが複数のネットワークアダプタで接続されている場合は，
TP1/LiNKがどのネットワークアダプタを使用して通信するかを指定します。一つの
ネットワークアダプタに複数の IPアドレスを付けられる場合は，TP1/LiNKがどの IP
アドレスを使用して通信するかを指定します。また，IPアドレスを引き継ぐ系切り替え
を行うホストの場合も指定する必要があります。

この機能は，dcbindht定義コマンドで指定されたホスト名に対応する IPアドレスで，
TP1/LiNKが動作しているということを，通信先の OpenTP1に明示的に通知します。

ネットワークアダプタが一つで，かつ IPアドレスを一つしか持っていないマシンの場
合，TP1/LiNKが通信に使用する IPアドレスも物理的に一つに決まりますので，このコ
マンドを指定する必要ありません。

2：1系切り替え構成や，相互系切り替え構成のように，IPアドレスを引き継ぐ系切り替
えで，1ホスト内に複数の TP1/LiNKが稼働することがある場合，このコマンドを指定
してください。なお，ルータなどを経由してネットワーク間を接続している場合は，こ
こで指定するネットワークアダプタを経由して通信するすべてのネットワークを指定し
なければなりません。

指定を省略した場合，複数のネットワークアダプタ，または複数の IPアドレスのどれを
使用してアクセスするかは，TCP/IPの制御で決定されます。ただし，複数の IPアドレ
スや複数のネットワークアダプタが接続されているマシンでも，指定を省略した場合，
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
期待していない IPアドレスが通信先の OpenTP1に通知され，通信時に通信障害が発生
することがあります。

オプション

● -h　ホスト名　　～〈1～ 64文字の識別子〉
TP1/LiNKの通信に使用する，ネットワークアダプタに対応したホスト名を指定し
ます。TP1/LiNKで使用する，系切り替えで引き継ぎたい IPアドレスに対応したホ
スト名を指定します。Windowsの場合，ホスト名を
%windir%¥system32¥drivers¥etc¥hostsに登録しておく必要があります。

● -n　ネットワーク名　　～〈1～ 64文字の識別子〉
-hオプションで指定したネットワークアダプタを経由して通信するネットワーク名
を指定します。Windowsの場合，ネットワーク名を
%windir%¥system32¥drivers¥etc¥networksに登録しておく必要があります。
このオプションの指定は省略できます。省略した場合，TP1/LiNKは -hオプション
で指定されたホスト名に対応したネットワークアダプタまたは IPアドレスを，すべ
ての通信で使用します。

4.2.2　rpc_netmaskオペランド
サブネットを使用したネットワーク上で稼働させている場合，rpc_netmaskオペランド
を指定しないときには，dcbindht定義コマンドに指定したネットワーク名と TP1/LiNK
の認識するネットワークアドレスが一致しないため，dcbindht定義コマンドの指定値が
有効になりません。なお，rpc_netmaskオペランドに指定するサブネットマスクは，
TP1/LiNKのグローバルドメイン下のネットワークですべて同一である必要があります。

形式
set rpc_netmask = TCP/IPのネットワーク定義ファイルに指定したサブネットマス
ク値

説明

TP1/LiNKが稼働する環境のネットワークでサブネットを使用している場合，TCP/IPの
ネットワーク定義ファイルに指定したサブネットマスク値を，「.」記法の文字列のイン
ターネットアドレスで指定します（例：「rpc_netmask = 255.255.255.0」）。

インターネットアドレスの「.」と数字の間には，スペースを挿入しないでください。ス
ペースを挿入すると，スペース以降の値は解釈されません。

TCP/IPのネットワーク定義ファイルにサブネットマスクを指定していない場合，このオ
プションの指定は省略できます。
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4.2.3　注意事項
• 1ホスト内で複数の TP1/LiNKが稼働していて，IPアドレスを引き継ぐ系切り替え構
成の場合は，必ず dcbindht定義コマンドを追加してください。指定を省略した場合，
目的の OpenTP1と通信できないことがあります。

• 次に示す定義例のように，dcbindht定義コマンドの -nオプションの指定を省略した
場合，TP1/LiNKはすべての通信で，-hオプションに指定されたホスト名に対応する
IPアドレスを使用します。dcbindht定義コマンドには -nオプションの指定を省略し
た値を複数指定することはできません。複数指定した場合，先に記述してある値が有
効になり，あとに定義された値は無視されます。
また，-nオプションが指定されている値と，-nオプションが省略されている値が混在
する場合は，-nオプションが指定されている値が優先されます。

定義例
定義の最終行には，改行を入力してください。

# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * システム共通定義
# * 環境名： betranrc
# *
# TP1/LiNK (betranrc)
set name_port = 10000
set rpc_trace = N
set rpc_datacomp = N
set client_uid_check = N
set node_id = LiNK
set all_node = "TP1HOST"
set rpc_delay_statistics = Y
set my_host = "HOST_B"
set rpc_netmask = 255.255.255.0
# 送信先ネットワークアドレスがNET_A,NET_Bの場合，
# ホスト名HOST_Aをbindし，送信します。
dcbindht -h HOST_A -n NET_A,NET_B
# 送信先ネットワークアドレスがNET_A,NET_B以外の場合，
# ホスト名HOST_Bをbindし，送信します。
dcbindht -h HOST_B
# この定義が指定されても，先に定義された
# ホスト名HOST_Bが有効になります。
dcbindht -h HOST_C
 

• 複数の IPアドレスを持っているホストで，複数の IPアドレスを同一ネットワークに
接続する場合，dcbindht定義コマンドの -hオプションで指定するホスト名を
my_hostオペランドにも指定してください。TP1/LiNKでは，コネクション接続先と
my_hostオペランドで指定された情報を対で管理しています。my_hostオペランドに
指定した値と異なるホスト名を dcbindht定義コマンドの -hオプションに指定した場
合，接続先が同じであっても，複数のコネクションを使用するおそれがあります。な
お，dc_rpc_call_to関数を使用する場合に，dcbindht定義コマンドの -hオプションに
指定したホスト名とmy_hostオペランドに指定したホスト名が異なるときの動作は保
証できません。
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my_hostオペランドの説明を次に示します。

形式
set my_host = "ホスト名 "　　～〈1～ 63文字の英数字〉

説明
TP1/LiNKで使用するホスト名を指定します。Windowsの場合，ホスト名を
%windir%¥system32¥drivers¥etc¥hostsに登録しておく必要があります。ホス
ト名は，1個だけ指定できます。
このオペランドの指定を省略した場合は，hostnameコマンドが返す名称が指定
されたと解釈されます。
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4.3　クラスタ環境での実行環境の設定
MSCSを使ってクラスタ構成を構築する場合の手順を次に示します。この手順では，2
ノードのフェールオーバをサポートします。

4.3.1　インストール
クラスタ構成で TP1/LiNKを運用する場合は，現用系および待機系それぞれのコン
ピュータのローカルディスク上に，同じドライブ名称，同じフォルダ名称で TP1/LiNK
をインストールしてください。

4.3.2　ステータスファイルの設定
TP1/LiNKはシステム再開始の情報を，ステータスファイルと呼ばれるファイルに記録
しています。クラスタ構成で TP1/LiNKを運用する場合は，再開始情報をコンピュータ
間で共有するため，ステータスファイルを共有ディスク上に作成する必要があります。

TP1/LiNKがローカルディスクドライブ Cのフォルダ「C:¥OpenTP1」にインストール
されて，共有ディスクドライブがドライブ Fに設定されている場合は，現用系および待
機系のステータスファイルを次のように設定します。

1. 現用系のコマンドプロンプトで dcstsmngコマンドを実行し，［TP1/LiNKステータス
ファイル管理］ダイアログボックスを開きます。マルチ OpenTP1では，マルチ
OpenTP1用のコマンドプロンプト（dcmakeconコマンドで作成）から dcstsmngコ
マンドを実行してください。

2.「プライマリステータスファイル格納フォルダ」にステータスファイルを格納する
フォルダを設定します（例：F:¥OpenTP1）。

3. MSCSを使って共有ディスクドライブのドライブ Fを待機系に移動させます。
4. 待機系に対して，同様に 1.，2.の操作を実行します。

ステータスファイル格納フォルダを設定する場合は，そのマシン上で共有ドライブが認
識されている必要があります。

4.3.3　XARファイルの設定
TP1/LiNKは XAリソースサービス機能を使用しているとき，XARトランザクション情
報を XARファイルに記録しています。クラスタ構成で TP1/LiNKを運用する場合は，
XARトランザクション情報をコンピュータ間で共有するため，XARファイルを共有ディ
スク上に作成する必要があります。

TP1/LiNKがローカルディスクドライブ Cのフォルダ「C:¥OpenTP1」にインストール
されて，共有ディスクドライブがドライブ Fに設定されている場合は，現用系および待
機系の XARファイルを次のように設定します。
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1. 現用系の［システム環境設定］ウィンドウ－［XAリソースサービス環境設定］ダイ
アログボックスを開きます。

2.「オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名」および「バックアップ用 XAR
ファイルを作成するフォルダ名」に XARファイルを格納するフォルダを設定します
（例：F:¥OpenTP1）。

3. MSCSを使って共有ディスクドライブのドライブ Fを待機系に移動させます。
4. 待機系に対して，同様に 1.，2.の操作を実行します。

XARファイルを作成するフォルダ名を設定する場合は，そのマシン上で共有ドライブが
認識されている必要があります。

4.3.4　ノードリストファイルの設定
ノード自動追加機能でノードリストファイルを使用しているとき，オンライン中にノー
ドリストの情報を一定間隔でノードリストファイルに記録しています。クラスタ構成で
TP1/LiNKを運用する場合は，ノードリスト情報をコンピュータ間で共有するため，
ノードリストファイルを共有ディスク上に作成する必要があります。

TP1/LiNKがローカルディスクドライブ Cのフォルダ「C:¥OpenTP1」にインストール
されていて，共有ディスクドライブがドライブ Fに設定されている場合は，現用系およ
び待機系のノードリストファイルを次のように設定します。

1. 現用系の［システム環境設定］ウィンドウ－［ノード自動追加機能設定］ダイアログ
ボックスを開きます。

2.「ノードリストファイルを作成するフォルダ名」にノードリストファイルを格納する
フォルダを設定します（例：F:¥OpenTP1）。

3. MSCSを使って共有ディスクドライブのドライブ Fを待機系に移動させます。
4. 待機系に対して，同様に 1.，2.の操作を実行します。

ノードリストファイルを作成するフォルダ名を設定する場合は，そのマシン上で共有ド
ライブが認識されている必要があります。

4.3.5　プロセスサービス定義の変更
TP1/LiNKには連続異常終了を監視する機能があります。この機能は，異常終了が一定
期間内に連続して発生した場合，TP1/LiNKの起動を抑止します。

MSCSを使用する場合，連続異常終了の監視をMSCSが行うため，TP1/LiNKでは連続
異常終了の監視を行わないように設定する必要があります。

TP1/LiNKの現用系および待機系それぞれのプロセスサービス定義（TP1/LiNKインス
トールフォルダ ¥conf¥PRCファイル）に，次に示す term_watch_timeオペランドを追
加する必要があります。
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形式
set term_watch_time = 0
 

定義例

定義の最終行には改行を入力してください。

# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * プロセスサービス定義
# * 環境名： prc
# *
# TP1/LiNK (prc)
set prc_process_count = 64
prcsvpath C:¥OpenTP1¥aplib
set term_watch_time = 0
 

4.3.6　システム共通定義の変更
TP1/LiNKの RPC通信に使用する FloatingIP※をシステム共通定義（TP1/LiNKインス
トールフォルダ ¥conf¥BETRANRC）ファイルに dcbindht定義コマンド，および
rpc_netmaskオペランドを指定してください。指定方法については，「4.2　マルチホー
ムドホスト形態での実行環境の設定」を参照してください。

注※
MSCSで表記されている IPアドレスリソースは，このマニュアルでは FloatingIP
と表記します。

通常，ホスト Aの OpenTP1の停止時に TCP/IPから RSTパケットが返ってこない場
合，ホスト Bの OpenTP1では，ホスト Aの OpenTP1の停止を検出できません。ホス
ト Aの OpenTP1が再起動しても，ホスト Bの OpenTP1からホスト Aへ正常に送信で
きないため，結果応答を受け取れません。この場合，［システム環境設定］ウィンドウ－
［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで，［システムを構成す
るノードに起動通知を行う］チェックボックスをオンにします。ネームサーバ起動時に
他ノードで起動する OpenTP1（ネームサーバ）に対して起動完了を通知することで，
TP1/LiNKでは送信元の OpenTP1の状態を把握できます。このため，電文を正常に送受
信できます。

なお，［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］で指定している
ノード（all_node_exオペランドも含めます）がクラスタ環境である場合は，その
FloatingIPを指定してください。

4.3.7　クライアント側の定義
TP1/Clientに指定する接続先ホスト名は，系切り替え対象の FloatingIPアドレスを指定
してください。
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4.3.8　MSCSへの設定
MSCS構成で TP1/LiNKを使用するためのクラスタアドミニストレータの設定について
説明します。

なお，MSFC（Microsoft Failover Cluster）またはWSFC（Windows Server Failover 
Clustering）を使用する場合は，その環境に合わせて用語を置き換えてお読みください。

（1） グループの定義

クラスタアドミニストレータの［ファイル］メニューから［新規作成］をクリックし，
次に［グループ］をクリックします。

（2） リソースの定義

クラスタアドミニストレータの［ファイル］メニューから［新規作成］をクリックし，
次に［リソース］をクリックします。

設定内容 設定例

［名前］［説明］を入力します。ここでグループ名称
と詳細説明が設定されます。

［名前］：TP1/LiNK
［説明］：TP1/LiNKグループ

優先所有者を定義します。グループのフェールバッ
ク許可を設定した場合，優先所有者に設定された順
序でフェールバックされます。優先所有者を設定し
ない場合はフェールバックされません。

node-Aを優先的に所有者にしたい場合は，
node-A, node-Bの順に登録します。

項番 設定内容 設定例

1 物理ディスクリソースを作成します。
Disk Groupがデフォルトで作成されていて，そ
のグループにリソースとしてディスクドライブ
が定義されています。したがって，このリソー
スを先に作成したグループに移動してください。

Disk Group1のリソース「Disk F:」を TP1/
LiNKに移動します。
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2 IPアドレスリソースを作成します。
1. 新しいリソース画面で［名前］，［説明］を
入力することで，リソース名称と詳細説明
が設定されます。さらに，［リソースの種
類］で IPアドレスを選択し，「グループ」
では登録したいグループを選択します。

2. 実行所有者画面で，実行できる所有者に
ノードを追加します。

3. 依存関係画面で，IPアドレスリソースがオ
ンラインになる前にオンラインにする必要
があるリソースを登録します。

4. TCP/IPアドレスパラメタ画面で，［使用す
るネットワーク］で IPアドレスをバインド
したいネットワークカードを選択してくだ
さい。［使用するネットワーク］ではネット
ワークカードに対してインストール時に設
定した名称がメニューとして表示されます。
［アドレス］，［サブネットマスク］では，使
用したい IPアドレスおよびサブネットマス
クを設定してください。

1. 次のように設定します。
［名前］：TP1/LiNK_IP
［説明］：F:ファイル共有用 IPアドレス
［リソースの種類］：IPアドレス
［グループ］：TP1/LiNK

2. そのまま次へ進んでください。デフォル
トではすべてのノードがすでに追加され
ています。

3. そのまま次へ進んでください。IPアドレ
スと依存関係が必要なリソースはないた
めです。

4. 次のように設定します。
［使用するネットワーク］：Service 
Network（インストール時に設定した名
称がプルダウンメニューとして表示され
ます）
［アドレス］：200.10.10.100
［サブネットマスク］：255.255.255.0

3 汎用サービスリソースを作成します。
1. 新しいリソース画面で［名前］［説明］を入
力することでリソース名称と詳細説明が設
定されます。さらに，［リソースの種類］で
汎用サービスを選択し，［グループ］では登
録したいグループを選択します。

2. 実行所有者画面で，実行できる所有者に
ノードを追加します。

3. 依存関係画面で，汎用サービスリソースが
オンラインになる前にオンラインにする必
要があるリソースを登録します。

4. 汎用サービスパラメタ画面で，［サービス
名］を設定してください。

5. レジストリの複製画面では，何も設定しな
いで［完了］をクリックしてください。

1. 次のように設定します。
［名前］：TP1/LiNKリソース
［説明］：TP1/LiNK
［リソースの種類］：汎用サービス
［グループ］：TP1/LiNK

2. そのまま次へ進んでください。デフォル
トではすべてのノードがすでに追加され
ています。

3. そのまま次へ進んでください。汎用サー
ビスと依存関係が必要なリソースは項番
4で変更するためです。

4. ［サービス名］：TP1LiNK

4 依存関係を変更します。
TP1/LiNKリソースは，［IPアドレス］と［共
有ディスク］リソースとの依存関係を必要とし
ます。
TP1/LiNKリソースの［プロパティ］－［依存
関係の変更］を選択して，［依存関係変更］ダイ
アログボックスの［IPアドレス］および［共有
ディスク］を［利用できるリソース］から［リ
ソースの依存関係］へ移動します。

次のように設定します。
IPアドレス：「TP1/LiNK_IP」
共有ディスク：「Disk F:」

5 TP1/LiNKリソースに異常が発生した場合，現
用系のマシンでリトライするか，すぐに待機系
に処理を移すかの設定を，リソースのプロパ
ティで行うことができます。
TP1/LiNKリソースの［プロパティ］－［詳細
設定］を選択して，すぐに待機系に処理を移し
たい場合は［しきい値］を 0に設定してくださ
い。

該当しません。

項番 設定内容 設定例
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4.3.9　TP1/LiNKの起動と停止
TP1/LiNKをMSCS環境で起動する場合，TP1/LiNKリソースを選択して，右クリック
でポップアップウィンドウを使用します。TP1/LiNKの起動する場合は［オンラインに
する］を，TP1/LiNKを停止する場合は［オフラインにする］を選択します。

TP1/LiNKの起動と停止は，MSCSのコントロールに任せます。TP1/LiNKが提供する
GUIやコマンドによる起動と停止の操作は，MSCS外からの操作となります。

4.3.10　構成上の注意事項

（1） 現用系および待機系の環境設定

クラスタ構成上で TP1/LiNKを動作させる場合，現用系および待機系の環境を，すべて
同じ設定にする必要があります。TP1/LiNKの定義やユーザアプリケーションの配置な
ど，TP1/LiNKの環境で異なる要素がある場合，系切り替えの発生時に正しく動作しな
くなるおそれがあります。

また，TP1/LiNK以外の環境（搭載メモリ，ハードディスク容量，仮想メモリサイズな
ど）に関しても，現用系と待機系で同じ環境にすることをお勧めします。

（2） 相互系切り替え機能

現用系と待機系の二つのマシン上で起動できる TP1/LiNKの個数は 1個だけです。この
ため，待機系のマシン上で別の TP1/LiNKを起動することはできません。待機系のマシ
ン上で，別システムの TP1/LiNKを現用系として動作させて，現用系のマシンをそのシ
ステムの待機系にするような相互系切り替えが必要になります。一つのマシンに二つの
TP1/LiNKを運用するには，マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKにしてください。詳細
は，「2.1.8　マルチ OpenTP1のセットアップと削除」を参照してください。

（3） マシンの時刻について

現用系および待機系のマシン時刻は，同一になるように設定してください。二つのマシ
ンの時刻は，Windowsの次に示すコマンドを実行することで合わせることができます。

net time ¥¥コンピュータ名 /set

6 TP1/LiNKリソースの連続異常終了の監視につ
いては，グループのプロパティで設定できます。
TP1/LiNKグループの［プロパティ］－
［フェールオーバー］を選択して，［しきい値］
および［期間］を設定してください。

該当しません。

項番 設定内容 設定例
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（4） Hitachi HA Toolkit Extensionを使用した系切り替え機能

Hitachi HA Toolkit Extensionを使用した系切り替えを行う場合，(1)から (3)の設定に
加えて次に示す設定が必要です。

TP1/LiNKの現用系および待機系それぞれのシステムサービス構成定義（TP1/LiNKイ
ンストールフォルダ ¥conf¥SYSCONFファイル）に，次に示す ha_confオペランドを追
加する必要があります。

形式
set ha_conf = Y
 

定義例

定義の最終行には，改行を入力してください。

# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * システムサービス構成定義
# * 環境名： sysconf
# *
# TP1/LiNK (sysconf)
set dam_conf = N  
set tam_conf = N  
set trn_conf = Y  
set sts_conf = Y  
set jnl_conf = N  
set mqa_conf = N  
set clt_conf = N  
set ha_conf = Y
 

系切り替え時に，システムサーバの起動を待たないで，待機系のユーザサーバを起動さ
せたい場合は，TP1/LiNKの現用系および待機系それぞれのシステム環境定義（TP1/
LiNKインストールフォルダ ¥conf¥ENVファイル）に，次に示す user_server_haオペ
ランドを追加する必要があります。

形式
set user_server_ha = Y
 

定義例

定義の最終行には，改行を入力してください。

# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * システム環境定義
# * 環境名： env
# *
# TP1/LiNK (env)
set static_shmpool_size = 81448
set dynamic_shmpool_size = 0
set server_count = 354
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set user_server_ha = Y
 

Hitachi HA Toolkit Extensionを使用した系切り替えの手順については，マニュアル
「HITACHI HA Toolkit」を参照してください。

（5） 強制停止オプションについて

Hitachi HA Toolkit Extension無しのMSCS環境で，ほかのサービスが要因となって
フェールオーバが発生した場合，MSCSから TP1/LiNKサービスに対して停止要求（計
画停止 A）が実行されます。

このとき，RAPサービスのクライアント切断待ちなどで TP1/LiNKの停止処理が滞って
しまうことがあります。この場合，クラスタアドミニストレータで TP1/LiNKサービス
を登録時の起動パラメタに "forcedterminate"を指定して，TP1/LiNKサービスの停止が
強制停止になるように設定してください。
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4.4　TP1/LiNK拡張機能使用時の実行環境の設
定

TP1/Extension 1をインストールすることで次の拡張機能を使用できます。

性能検証用トレース
OpenTP1で動作する各種サービスの主なイベントで OpenTP1識別子などのトレー
ス情報を取得します。

マルチスケジューラ機能
従来のスケジューラデーモン（これ以降マスタスケジューラデーモンといいます）
とは別に，サービス要求受信専用デーモン（これ以降マルチスケジューラデーモン
といいます）を複数プロセス起動し，サービス要求メッセージ受信処理を並行動作
させれば，受信処理の競合によるスケジューリング遅延を回避できます。

これらの機能の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してください。こ
こでは，拡張機能を使用する場合に必要な環境設定方法について説明します。

なお，これらの機能は TP1/Extension 1をインストールしていることが前提です。TP1/
Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できません。

4.4.1　性能検証用トレース使用時の環境設定
性能検証用トレース情報を取得する場合，次の定義ファイルにオペランドを追加する必
要があります。

• システム共通定義（%DCDIR%¥conf¥BETRANRCファイル）
prf_traceオペランド
trn_prf_trace_levelオペランド
nam_prf_trace_levelオペランド
fil_prf_trace_optionオペランド
fil_prf_trace_delay_timeオペランド

• トランザクションサービス定義（%DCDIR%¥conf¥trnファイル）
trn_prf_event_trace_levelオペランド
trn_prf_event_trace_conditionオペランド

• 性能検証用トレース定義（%DCDIR%¥conf¥PRFファイル）
prf_file_sizeオペランド

• TRNイベントトレース定義（%DCDIR%¥conf¥_trファイル）
prf_file_sizeオペランド

• XAリソースサービス定義（%DCDIR%¥conf¥xarファイル）
xar_prf_trace_levelオペランド

• XAR性能検証用トレース定義（%DCDIR%¥conf¥_xrファイル）
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prf_file_sizeオペランド
• プロセスサービス定義（%DCDIR%¥conf¥prcファイル）

prc_prf_traceオペランド
• rapリスナーサービス定義（%DCDIR%¥conf¥GUIRAP¥RAPサービス名ファイル）

scs_prf_trace_levelオペランド

（1） システム共通定義の変更

形式
set prf_trace = Y|N
　　～《N》
set trn_prf_trace_level = 性能検証用トレースの取得レベル
　　～((00000001～00000003))《00000001》
set nam_prf_trace_level = NAMイベントトレースの取得レベル
　　～((00000000～00000007))《00000003》
set fil_prf_trace_option = 0|1
　　～《1》
set fil_prf_trace_delay_time = FILイベントトレース取得条件となるファイル
アクセス処理時間のしきい値
　　～〈符号なし整数〉((1～65535))《10》（単位：秒）

説明

● prf_trace
性能検証用トレース情報を取得するかどうかを指定します。

Y
性能検証用トレース情報を取得します。

N
性能検証用トレース情報を取得しません。

● trn_prf_trace_level
性能検証用トレースの取得レベルを指定します。性能検証用トレース情報で，トラ
ンザクション関係のトレースの取得レベルを指定します。トランザクション関係の
トレースのイベント IDは 0x4000から 0x4150です。イベント IDの詳細について
は，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

00000001
イベント IDが 0x4000から 0x4017の性能検証用トレース情報を取得します。

00000002
トランザクションの開始時および終了時のイベント（イベント IDが 0x4100，
0x4150）の性能検証用トレース情報を取得します。

00000003
00000001および 00000002の両方の性能検証用トレース情報を取得します。

● nam_prf_trace_level
性能検証用トレース情報の取得で，ネームサービス関係のトレース（NAMイベント
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トレース）の取得レベルを指定します。NAMイベントトレースのイベント IDは
0xf000から 0xffffです。
なお，次の値以外を指定した場合は，00000003を指定したと仮定されます。

00000000
NAMイベントトレースを取得しません。

00000001
サービスグループ情報の登録，削除などのイベント情報を取得します。イベン
ト IDの 0xf100から 0xf1ffまでが該当します。

00000002
ネームサーバ（namd）が行う他ノードとの通信処理に関する NAMイベントト
レースを取得します。イベント IDの 0xf000から 0xf0ffまでが該当します。

00000003
00000001および 00000002の両方のNAMイベントトレースを取得します。

00000004
UAPおよび運用コマンドのプロセスとネームサーバ（namd）との通信処理に
関する NAMイベントトレースを取得します。イベント IDの 0xf200から
0xf2ffまでが該当します。

00000005
00000001および 00000004の両方のNAMイベントトレースを取得します。

00000006
00000002および 00000004の両方のNAMイベントトレースを取得します。

00000007
すべての NAMイベントトレース（00000001，00000002および 00000004に
該当する NAMイベントトレース）を取得します。

取得したトレースをファイル出力または編集出力するには，prfgetコマンドまたは
prfedコマンドを使用します。prfgetコマンドまたは prfedコマンドの詳細について
は，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

● fil_prf_trace_option
FILイベントトレースを取得するかどうかを指定します。

0
FILイベントトレースを取得しません。

1
ステータスファイル，XARファイル，またはノードリストファイルへのアクセ
ス要求で，fil_prf_trace_delay_timeオペランドの指定値以上の処理時間が掛
かった場合，遅延情報として FILイベントトレースを取得します。

このオペランドに 0または 1以外の値を指定しないでください。0または 1以外の
値を指定した場合の動作は保証できません。
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FILイベントトレースで取得されるイベント IDは，0x6805，0x6807，0x6905，
0x6907，および 0x6909です。
イベント IDの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してく
ださい。

● fil_prf_trace_delay_time
FILイベントトレースの取得条件となるファイルアクセス処理時間のしきい値を指
定します。

注
しきい値を監視する時間精度は秒単位です。そのため，タイミングによっては，こ
のオペランドに指定した値よりも短いファイルアクセス処理時間で FILイベントト
レースが取得されることがあります。しきい値が小さくなるほど，誤差の影響を受
けやすくなるため，注意してください。

（2） トランザクションサービス定義の変更

形式
set trn_prf_event_trace_level = TRNイベントトレースの取得レベル
　　～((00000000～00000007))《00000007》
set trn_prf_event_trace_condition = TRNイベントトレースの種類〔,TRNイベ
ントトレースの種類〕
　　～《xafunc》

説明

● trn_prf_event_trace_level
TRNイベントトレースの取得レベルを指定します。
このオペランドは，イベントトレースの取得機能を制御します。このオペランドの
指定を省略した場合は，入り口情報，正常出口情報，およびエラー出口情報をト
レースとして取得します。TRNイベントトレースの詳細については，マニュアル
「OpenTP1 解説」のトレース機能についての記述を参照してください。

00000000
TRNイベントトレースを取得しません。

00000001
イベントの入り口でトレースを取得します（入り口情報）。

00000002
イベントの出口でトレースを取得します（正常出口情報）。
trn_prf_event_trace_conditionオペランドに，xafuncを指定した場合は，XA
関数のリターン値が 0以上のときにトレースを取得します。

00000004
イベントの出口で障害が発生したときにトレースを取得します（エラー出口情
報）。

00000007
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イベントの入り口，および出口（障害発生時を含む）でトレースを取得します
（入り口情報，正常出口情報，およびエラー出口情報）。

取得したトレースをファイル出力または編集出力するには，prfgetコマンドまたは
prfedコマンドを使用します。ファイルの出力結果は，
%DCDIR%¥spool¥dctrninf¥trace¥prfに保存されます。prfgetコマンドまたは
prfedコマンドの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照して
ください。

● trn_prf_event_trace_condition
取得する TRNイベントトレースの種類を指定します。取得したいトレースによっ
て，複数の種類を指定できます。このオペランドの指定を省略した場合は，XA関数
についてのトレースを取得します。

xafunc
XA関数についてのトレースを取得します。

trnservice
トランザクションサービスの動作状況についてのトレースを取得します。

（3） 性能検証用トレース定義の変更

形式
set prf_file_size = トレースファイルのサイズ
　　～〈符号なし整数〉((1024～1048576))《1024》（単位：キロバイト）

説明

性能検証用トレース情報のトレースファイルのサイズを指定します。

このファイルは性能検証用トレース定義の 3世代分用意され，3世代すべてを使用した
らオーバラップして上書きします。このため，ある程度時間が経つと古いトレース情報
がなくなります。この prf_file_sizeを大きくすることで，ファイルを上書きする時間を
延長できます。

トレースファイルのサイズは次の式で求められます。

1ファイルサイズ=128＋(1トランザクションで必要なトレースデータ長※
×実行トランザクション数)

注※
1トランザクションで必要なトレースデータ長は，マニュアル「OpenTP1 運用と操
作」を参照して計算してください。
なお，TP1/LiNKの終了時に prfトレースファイルのバックアップを取得します。
バックアップファイルは，%DCDIR%¥spool¥save下に作成されます。prfトレース
ファイルのバックアップの対象となるファイルの一覧を次の表に示します。
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表 4-5　prfトレースファイルのバックアップの対象となるファイルの一覧

注※ 
nnn：各トレースファイルのファイル名に対応した値です。

各トレースファイルの詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してくださ
い。

（4） TRNイベントトレース定義の変更

形式
set prf_file_size = トレースファイルのサイズ
　　～〈符号なし整数〉((1024～1048576))《1024》（単位：キロバイト）
 

説明

TRNイベントトレース情報のトレースファイルのサイズを指定します。

TRNイベントトレース情報は，3世代分用意され，3世代すべてを使用したらオーバ
ラップして上書きします。このため，ある程度時間が経つと古いトレース情報がなくな
ります。prf_file_sizeオペランドを大きくすることで，ファイルを上書きする時間を延長
できます。

トランザクション実行中に取得するトレースファイルの 1ファイルサイズの算出式を，
次に示します。

1ファイルサイズ※=128＋（12×アクセスするリソースマネージャ数
×320×実行トランザクション数）

注※
2相コミットのトランザクションの場合，1トランザクションブランチ当たりに取得
するトレース量は「12×アクセスするリソースマネージャ数」です。ただし，ト
レース量は，ユーザサーバにリンケージされている XAインタフェースオブジェク
トファイルや，トランザクションの最適化などの条件によって異なります。

トレースファイル名称 ファイル名 バックアップファイル名※

性能検証用トレース情報のトレー
スファイル

prf_001，prf_002，prf_003 prf_nnn.bk1，prf_nnn.bk2

TRNイベントトレースファイル _tr_001，_tr_002，_tr_003 _tr_nnn.bk1，_tr_nnn.bk2

NAMイベントトレースファイル _nm_001，_nm_002，
_nm_003

_nm_nnn.bk1，_nm_nnn.bk2

XAR性能検証用トレース情報
ファイル

_xr_001，_xr_002，_xr_003 _xr_nnn.bk1，_xr_nnn.bk2

プロセスサービスイベントトレー
ス

_pr_001，_pr_002，_pr_003 _pr_nnn.bk1，_pr_nnn.bk2

FILイベントトレース情報ファイ
ル

_fl_001，_fl_002，_fl_003 _fl_nnn.bk1，_fl_nnn.bk2
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（5） XAリソースサービス定義の変更

形式
set xar_prf_trace_level = XAR性能検証用トレース情報の取得レベル
　　～((00000000～00000003))《00000003》

説明

XAR性能検証用トレースの取得レベルを指定します。複数の取得レベルを指定したい場
合は，それぞれの指定値の論理和を指定してください。

XAR性能検証用トレースの詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」の障害の原
因解析の説明を参照してください。

00000000
XAR性能検証用トレースを取得しません。

00000001
アプリケーションサーバからのトランザクション要求の入り口および出口で，ト
レース（イベント IDが 0x4a00から 0x4a0fまで）を取得します。

00000002
TP1/LiNKのトランザクション処理の入り口および出口で，トレース（イベント ID
が 0x4b00から 0x4b0fまで）を取得します。

取得したトレースをファイル出力または編集出力するには，prfgetコマンドまたは prfed
コマンドを使用します。ファイルの出力結果は，%DCDIR%¥spool¥dcxarinfに保存さ
れます。

prfgetコマンド，prfedコマンド，およびイベント IDの詳細については，マニュアル
「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

（6） XAR性能検証用トレース定義の変更

形式
set prf_file_size = XAR性能検証用トレース情報ファイルのサイズ
　　～〈符号なし整数〉((1024～1048576))《10240》（単位：キロバイト）

説明

XAR性能検証用トレース情報ファイルのサイズを指定します。

XAR性能検証用トレース情報は，3世代分用意され，3世代すべてを使用したらオーバ
ラップして上書きします。このため，ある程度時間がたつと古いトレース情報がなくな
ります。prf_file_sizeオペランドを大きくすることで，ファイルを上書きする時間を延長
できます。

トランザクション実行中に取得するトレースファイルの 1ファイルサイズの算出式を，
次に示します。
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1ファイルサイズ※=128＋(384×(4＋1トランザクションで実行するRPCコール回数)×
実行トランザクション数)

注※
トレース量は，トランザクションの最適化などの条件によって異なります。

（7） プロセスサービス定義の変更

形式
set prc_prf_trace = Y|N
　　～《Y》

説明

プロセスサービスのイベントトレースを取得するかどうかを指定します。

Y
プロセスサービスのイベントトレースを取得します。

N
プロセスサービスのイベントトレースを取得しません。 

このオペランドで Yを指定した場合，プロセスサービスの動作を検証するためのイベン
トトレースが取得されます。

イベント IDの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してくださ
い。

イベントトレースは次に示すファイルに取得されます。

• 0xb001～ 0xb003：%DCDIR%¥spool¥dcprfinfの下のトレースファイル 
• 0xb010以降：%DCDIR%¥spool¥dcprcinfの下のトレースファイル 

イベントトレースのうち，プロセスの生成と消滅については次に示すタイミングで情報
が取得されます。

1. プロセス生成時に子プロセスで取得（イベント IDは 0xb001）
2. プロセス消滅時に取得（イベント IDは 0xb002）
3. プロセス生成時に親プロセスで取得（イベント IDは 0xb003）

prfedコマンド実行時に -dオプションを指定すると，1.では生成したプロセスのサーバ
名を，2.では消滅した IDとその終了状態を，また 3.では生成したプロセス IDを，表示
されるデータとして取得します。したがって，取得したトレース情報を prfedコマンド
で出力する場合は，-dオプションを指定してください。

-dオプションを指定すると次のようにトレース情報が出力されます。

1.の場合
Offset  +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f  ASCII_code
 +0000  aa aa aa aa aa aa aa aa                          AAAAAAAA
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• aa：生成したプロセスのサーバ名（16進数字）
• AAAAAAAA：生成したプロセスのサーバ名（ASCIIコード）

2.の場合
Offset  +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f  ASCII_code
 +0000  bb bb bb bb cc cc cc cc                          BBBBCCCC

• bb：消滅したプロセス ID（16進数字）
• BBBB：消滅したプロセス ID（ASCIIコード）
• cc：消滅したプロセスの終了状態（16進数字）
• CCCC：消滅したプロセスの終了状態（ASCIIコード）

3.の場合
Offset  +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f  ASCII_code
 +0000  dd dd dd dd                                      DDDD

• dd：生成したプロセス ID（16進数字）
• DDDD：生成したプロセス ID（ASCIIコード）

prfedコマンドの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してくだ
さい。

（8） rapリスナーサービス定義の変更

形式
set scs_prf_trace_level = リモートAPI機能での性能検証用トレース取得レベル
　　～〈符号なし整数〉((00000000～00000009))《00000001》

説明

リモート API機能での性能検証用トレースの取得レベルを指定します。指定した値が次
に示すビットを含む場合，情報を取得します。性能検証用トレースの取得レベルを複数
指定する場合，それぞれの指定値の論理和を指定してください。

00000000
リモート API機能での性能検証用トレースを取得しません。

00000001
イベント IDが 0x5001～ 0x5008の性能検証用トレースを取得します。

00000008
イベント IDが 0x5200，または 0x5201の性能検証用トレースを取得します。

イベント IDの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してくださ
い。

なお，rapリスナーサービス定義を変更したあと，［RAPサービス環境］ウィンドウで，
対象の RAPサービスの［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスを開き，［上書き
保存 (V)］ボタンをクリックしてください。
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4.4.2　マルチスケジューラ機能使用時の環境設定
マルチスケジューラ機能を使用する場合，サーバ側のスケジュールサービス定義
（%DCDIR%¥conf¥SCDファイル）とユーザサーバのユーザサービス定義
（%DCDIR%¥conf¥ユーザサーバ名）に定義コマンドを追加する必要があります。

（1） スケジュールサービス定義の変更

形式
scdmulti 〔-m  マルチスケジューラデーモン数〕
         〔-p  ポート番号〕
         〔-g  マルチスケジューラグループ名〕
         〔-t〕
 

機能

マルチスケジューラ機能を提供するマルチスケジューラデーモンに関する情報を指定し
ます。

オプション

● -m　マルチスケジューラデーモン数　　～〈符号なし整数〉((1～ 4096))《1》
マルチスケジューラデーモンのプロセス数を指定します。
このオプションで起動するプロセスは，-pオプションの指定値から順にポート番号
が割り当てられます。

● -p　ポート番号　　～〈符号なし整数〉((5001～ 65535))
マルチスケジューラデーモンのベースとなるポート番号を指定します。
マルチスケジューラ機能では，このオプション指定値から「（-pオプション指定値）
＋（-mオプション指定値）-1」までのポート番号を，順にマルチスケジューラデー
モンに割り当てて起動します。
このオプションは，scdmulti定義コマンドを複数指定する場合，または［システム
環境設定］ウィンドウの［スケジュールサービスのポート番号］欄にポート番号を
指定する場合には省略できます。その場合，scdmulti定義コマンドがすでに実行さ
れていれば，「直前の scdmulti定義コマンドで使用したポート番号＋ 1」がこのオ
プションの指定値となります。scdmulti定義コマンドがまだ実行されてなく，スケ
ジュールサービス定義の scd_portオペランドが指定されていれば，「ポート番号の
指定値＋ 1」の値をこのオプションの指定値とします。そのほかの場合は定義エ
ラーとなります。
このオプションの指定値によって決定した各マルチスケジューラデーモンのポート
番号が，他スケジューラデーモンのポート番号と重複した場合は，定義エラーとな
ります。

● -g　マルチスケジューラグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉《scdmltgp》
scdmulti定義コマンドで起動されたマルチスケジューラデーモンのグループ名を指
定します。
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マルチスケジューラデーモンを複数グループに分け，グループ間のサービス要求
メッセージ受信処理が競合しないようにする場合にだけ指定する必要があります。
このオプションを指定した場合，この scdmulti定義コマンドで起動されたマルチス
ケジューラデーモンにサービス要求をスケジューリングさせたいユーザサーバの
ユーザサービス定義（%DCDIR%¥conf¥ユーザサーバ名）で，scdmulti定義コマン
ドの -gオプションに，このオプションに指定したマルチスケジューラグループ名を
指定する必要があります。詳細については，「4.4.2(2)　ユーザサービス定義の変更」
を参照してください。
このオプションを省略した場合，"scdmltgp"が指定されたものとします。したがっ
て，"scdmltgp"はマルチスケジューラグループ名として使用しないでください。

● -t
マルチスケジューラデーモンがサービス要求を受信したとき，かつ，自ノードの
ユーザサーバが高負荷状態のときに，マルチスケジューラ機能を使用していないほ
かのノードのユーザサーバ（ユーザサービス定義の scdmulti定義コマンドで，マル
チスケジューラ機能を指定していないユーザサーバ）にサービス要求を一部，転送
し負荷分散するかどうかを指定します。
自ノードのユーザサーバの閉塞などによって，スケジュールできない場合には，こ
のオプションを指定しなくても，サービス要求が負荷分散されます。
このオプションを指定すると，マルチスケジューラ機能を使用していないユーザ
サーバへの負荷分散処理はマスタスケジューラデーモン経由になるため，マスタス
ケジューラデーモンに負荷が集中することがあります。
サービス要求の負荷分散が行われる条件を次の表に示します。

表 4-6　サービス要求の負荷分散が行われる条件

scdmulti
定義コマ
ンドの -t
オプショ
ンの指定

サーバの状態 サービス要求の
負荷分散

ノード A
（サービス要求の転送元）

（マルチスケジューラ機能の指定
あり）

ノード B
（サービス要求の転送先）

（マルチスケジューラ機能の指定
なし）

指定あり 通常状態 通常状態 ×

高負荷状態 ×

スケジュールできない状態 ×

高負荷状態 通常状態 ○

高負荷状態 ×

スケジュールできない状態 ×

スケジュールできない状態 通常状態 ○

高負荷状態 ○

スケジュールできない状態 ×※
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（凡例）
○：サービス要求を負荷分散します。
×：サービス要求を負荷分散しません。

注※
ユーザサーバの閉塞が原因で，スケジュールできない状態の場合だけ，スケジュー
ルサービスは，ユーザサーバがスケジュールできない状態であることを把握できま
す。
ユーザサーバの閉塞以外の原因（例：メッセージ格納バッファ不足）で，スケ
ジュールできない状態の場合は，サービス要求の転送先からサービス要求元にエ
ラーが通知されます。

（2） ユーザサービス定義の変更

形式
scdmulti  〔-g  マルチスケジューラグループ名〕

機能

マルチスケジューラ機能を使用する TP1/LiNKのシステムで，該当するユーザサーバが
使用するマルチスケジューラに関する情報を指定します。

オプション

● -g　マルチスケジューラグループ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉《scdmltgp》
該当するユーザサーバが使用するマルチスケジューラグループの名称を指定します。

（3） 注意事項
• マルチスケジューラデーモンが使用するポート番号は，必ず割り当てできるようにし

指定なし 通常状態 通常状態 ×

高負荷状態 ×

スケジュールできない状態 ×

高負荷状態 通常状態 ×

高負荷状態 ×

スケジュールできない状態 ×

スケジュールできない状態 通常状態 ○

高負荷状態 ○

スケジュールできない状態 ×※

scdmulti
定義コマ
ンドの -t
オプショ
ンの指定

サーバの状態 サービス要求の
負荷分散

ノード A
（サービス要求の転送元）

（マルチスケジューラ機能の指定
あり）

ノード B
（サービス要求の転送先）

（マルチスケジューラ機能の指定
なし）
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てください。
• -pオプションに指定するポート番号は，他プログラムで使用するウェルノウンポート
番号と重複しない値で，かつ，OSが他プロセスに自動的に割り当てない値を指定し
てください。

• マルチスケジューラデーモン起動時に，指定されたポート番号が割り当てられない場
合は，スケジュールサービス開始処理をエラーとし，OpenTP1システムの起動を中
止します。

• マルチスケジューラデーモンは，OpenTP1のシステムサーバとして起動するため，
全 scdmulti定義コマンドの -mオプションの指定値の合計を，［システム環境設定］
ウィンドウの［サーバ数］欄の［SUP(U)］に加える必要があります。指定値が不足
した場合は，マスタスケジューラデーモンが「hm02102」，または「hm02301」でア
ボートします。

• この定義コマンドは複数指定できます。ただし，-gオプションを省略したこの定義コ
マンドを複数指定した場合，または -gオプションに同一名称を指定したこの定義コマ
ンドを複数指定した場合は，定義エラーとし，OpenTP1システムの起動を中止しま
す。

• クライアント側でサービス要求をマルチスケジューラ機能を使用してスケジューリン
グするかどうかを指定する場合，%DCDIR%¥conf¥ユーザサーバ名ファイルに次の定
義を追加します。マルチスケジューラ機能を使用する場合，RPC発行元ユーザサーバ
で指定します。
set multi_schedule = Y

マルチスケジューラデーモンがすべての OpenTP1システムで起動されていない場合
は，マスタスケジューラデーモンにサービス要求を送信します。

• OpenTP1システム内の同一サービスグループに，マルチスケジューラ機能を使用し
ているユーザサーバと，マルチスケジューラ機能を使用していないユーザサーバが混
在する場合，マルチスケジューラ機能を使用したサービス要求は，マルチスケジュー
ラ機能を使用しているユーザサーバに優先して負荷分散されます。
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4.5　監査ログ機能使用時の設定
TP1/LiNKでは，TP1/Server Baseと同様に監査ログ機能を使用できます。TP1/LiNK
で監査ログ機能を使用する場合に，必要な設定について説明します。

監査ログ機能の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」またはマニュアル
「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

4.5.1　監査ログ機能を使用するときの定義の変更
監査ログ機能を使用する場合，次の定義ファイルにオペランドを追加する必要がありま
す。

• ログサービス定義（%DCDIR%¥conf¥LOGファイル）
log_audit_outオペランド
log_audit_pathオペランド
log_audit_sizeオペランド
log_audit_countオペランド
log_audit_messageオペランド

• rapリスナーサービス定義（%DCDIR%¥conf¥GUIRAP¥RAPサービス名ファイル）
log_audit_out_suppressオペランド
log_audit_messageオペランド

• ユーザサービスデフォルト定義（%DCDIR%¥conf¥USRRCファイル）
log_audit_out_suppressオペランド
log_audit_messageオペランド

• ユーザサービス定義（%DCDIR%¥conf¥ユーザサーバ名ファイル）
log_audit_out_suppressオペランド
log_audit_messageオペランド

（1） ログサービス定義の変更

形式
set log_audit_out = Y|N
　　～《N》
set log_audit_path = 監査ログファイルの出力先フォルダ
　　～〈1～63文字のパス名〉《%DCDIR%¥auditlog》
set log_audit_size = 監査ログファイルの最大サイズ
　　～〈符号なし整数〉((1～2047))《10》（単位：メガバイト）
set log_audit_count = 監査ログファイルの最大数
　　～〈符号なし整数〉((1～256))《2》
set log_audit_message = 監査ログを取得する項目のメッセージID〔,監査ログを取
得する項目のメッセージID〕・・・
　　～〈符号なし整数〉((33400～99999))
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説明

● log_audit_out
監査ログ機能を使用するかどうかを指定します。

Y 
監査ログ機能を使用します。

N 
監査ログ機能を使用しません。

Yを指定したときだけ，以降で説明するオペランドの指定が有効になります。

● log_audit_path
監査ログ機能を使用する場合に，監査ログファイルを出力するフォルダを絶対パス
で指定します。
絶対パスを指定する場合，次のことに注意してください。
• 共有ディスク上のフォルダは指定しないでください。
• 指定したパスを構成する各ディレクトリのアクセス権限は，Everyoneグループが
フルアクセスできる権限が必要です。

• 監査ログファイルを格納できるディスク容量が必要です。

なお，最下層のフォルダは，dcauditsetupコマンドによって作成されますが，上位
フォルダは事前に準備しておく必要があります。
監査ログファイルを格納するフォルダに必要なディスク容量の計算式を次に示しま
す。
ディスク容量（単位：メガバイト）＝ 監査ログファイルの最大サイズ×監査ログ
ファイルの最大数

このオペランドは，log_audit_outオペランドに Yを指定した場合に有効です。

● log_audit_size
監査ログ機能を使用する場合に，監査ログファイルの最大サイズを指定します。監
査ログファイルのサイズが指定値に達した場合には，出力先ファイルを切り替えま
す。
このオペランドは，log_audit_outオペランドに Yを指定した場合に有効です。

● log_audit_count
監査ログ機能を使用する場合に，監査ログファイルの最大数を指定します。
監査ログの出力先ファイルを切り替える時点で，ファイル数（ログファイル数＋
バックアップログファイル数）がこのオペランドの指定値を超える場合は，最も古
いファイルが削除されます。
このオペランドの指定値とバックアップログファイル名の対応を次の表に示します。

1
バックアップログファイルは作成されません。

2～ 256
audit001.log～ audit255.log
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
このオペランドの指定値が大きくなると，出力先ファイル切り替え時のオーバヘッ
ドが大きくなるため注意してください。
このオペランドは，log_audit_outオペランドに Yを指定した場合に有効です。

● log_audit_message
監査ログを取得する項目のメッセージ IDを 33400～ 99999の範囲で指定します。
指定できるメッセージ IDは最大 2048個です。
このオペランドで指定できるメッセージ IDについては，「(5)　log_audit_message
オペランドで指定できるメッセージ IDと監査イベントの対応」を参照してくださ
い。
なお，このオペランドは，ユーザサービス定義，rapリスナーサービス定義，およ
びユーザサービスデフォルト定義でも指定できます。指定値の優先順位は次のとお
りです（1.＞ 2.＞ 3.）。
1. ユーザサービス定義または rapリスナーサービス定義 
2. ユーザサービスデフォルト定義 
3. ログサービス定義

このオペランドは，log_audit_outオペランドに Yを指定した場合に有効です。

（2） rapリスナーサービス定義の変更

形式
set log_audit_out_suppress = Y|N
　　～《N》
set log_audit_message = 監査ログを取得する項目のメッセージID〔,監査ログを取
得する項目のメッセージID〕・・・
　　～〈符号なし整数〉((33400～99999))

説明

● log_audit_out_suppress
rapリスナーおよび rapサーバから出力される監査ログを抑止する場合に指定しま
す。

Y
rapリスナーおよび rapサーバから出力される監査ログを抑止します。

N
rapリスナーおよび rapサーバから出力される監査ログを抑止しません。

このオペランドは，ログサービス定義の log_audit_outオペランドに Yを指定した
場合だけ有効です。

● log_audit_message
TP1/LiNKが取得する監査ログのうち，rapリスナーサービス定義に指定できる監
査ログのメッセージ IDを指定します。指定できるメッセージ IDは，最大 2048個
です。
このオペランドで指定できるメッセージ IDについては，「(5)　log_audit_message
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
オペランドで指定できるメッセージ IDと監査イベントの対応」を参照してくださ
い。
このオペランドを省略し，ユーザサービスデフォルト定義でも指定を省略した場合，
ログサービス定義の値が仮定されます。このオペランドは，ログサービス定義の
log_audit_outオペランドに Yを指定し，rapリスナーサービス定義の
log_audit_out_suppressオペランドに Nを指定した場合に有効です。
なお，rapリスナーサービス定義を変更したあと，［RAPサービス環境］ウィンドウ
で，対象の RAPサービスの［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスで，［上
書き保存 (V)］ボタンをクリックしてください。

（3） ユーザサービスデフォルト定義の変更

形式
set log_audit_out_suppress = Y|N
　　～《N》
set log_audit_message = 監査ログを取得する項目のメッセージID〔,監査ログを取
得する項目のメッセージID〕・・・
　　～〈符号なし整数〉((33400～99999))

説明

● log_audit_out_suppress
ユーザサービス定義の log_audit_out_suppressオペランドの指定を省略したときに
設定される値を指定します。

● log_audit_message
ユーザサービス定義の log_audit_messageオペランドの指定を省略したときに設定
される値を指定します。
このオペランドで指定できるメッセージ IDについては，「(5)　log_audit_message
オペランドで指定できるメッセージ IDと監査イベントの対応」を参照してくださ
い。

（4） ユーザサービス定義の変更

形式
set log_audit_out_suppress = Y|N
　　～《N》
set log_audit_message = 監査ログを取得する項目のメッセージID〔,監査ログを取
得する項目のメッセージID〕・・・
　　～〈符号なし整数〉((33400～99999))

説明

● log_audit_out_suppress
このユーザサーバから出力される監査ログを抑止する場合に指定します。

Y 
このユーザサーバから出力される監査ログを抑止します。

N 
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
このユーザサーバから出力される監査ログを抑止しません。
このオペランドは，ログサービス定義の log_audit_outオペランドに Yを指定した
場合だけ有効です。

● log_audit_message
監査ログを取得する項目のメッセージ IDの番号を 33400～ 99999の範囲で指定し
ます。指定できるメッセージ IDは最大 2048個です。
次に示す監査ログを取得する項目のメッセージ IDを指定できます。
• TP1/LiNKが取得する監査ログのうちユーザサービス定義に指定できる監査ログ
のメッセージ ID

• UAPで任意に取得する監査ログのメッセージ ID

このオペランドで指定できるメッセージ IDについては，「(5)　log_audit_message
オペランドで指定できるメッセージ IDと監査イベントの対応」を参照してくださ
い。
このオペランドを省略し，ユーザサービスデフォルト定義でも log_audit_outオペラ
ンドの指定を省略した場合，ログサービス定義の値が仮定されます。
このオペランドは，ログサービス定義の log_audit_outオペランドに Yを指定し，
ユーザサービス定義の log_audit_out_suppressオペランドにNを指定した場合に有
効です。

（5） log_audit_messageオペランドで指定できるメッセージ IDと監査イベン
トの対応

log_audit_messageオペランドで指定できるメッセージ IDと，監査イベントの対応を次
の表に示します。

表 4-7　log_audit_messageオペランドで指定できるメッセージ IDと監査イベントの対
応

監査イベント log_audit_messageオペランドを指定する定義 メッセージ ID

ログサービス定義 ユーザサービス
定義

rapリスナー
サービス定義

TP1/LiNK開始 ○ － － KFCA33400-I

TP1/LiNK待機状態 ○ － － KFCA33401-I

TP1/LiNK正常終了 ○ － － KFCA33402-I

TP1/LiNK異常終了 ○ － － KFCA33403-E

プロセスサービスの
重大なエラー

○ － － KFCA33404-E

ユーザサーバ開始 ○ － － KFCA33405-I

ユーザサーバ正常終
了

○ － － KFCA33406-I
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません（指定しても無効です）。

注※ 1
ステータスサーバ開始時に出力される次のメッセージ（自由記述）が出力されても正常動作の
ため，問題はありません。
The process of the user SYSTEM failed to access the OpenTP1 file system. (proc = Init, rc = 

ユーザサーバ異常終
了

○ － － KFCA33407-E

ユーザサーバ閉塞 ○ － － KFCA33408-I

ユーザサーバのサー
ビス閉塞

○ － － KFCA33409-I

クライアントユーザ
認証成功

○ － － KFCA33410-I

クライアントユーザ
認証失敗

○ － － KFCA33411-W

サービス関数の実行
開始

○ ○ ○ KFCA33412-I

サービス関数の実行
完了

○ ○ ○ KFCA33413-I

不正な電文の破棄 ○ ○ ○ KFCA33414-W

RPCの呼び出し完
了

○ ○ ○ KFCA33415-I

RPC応答の受信
（dc_rpc_poll_any_
replies関数の使用
時）

○ ○ － KFCA33416-I

rapの不正な電文の
破棄

○ － ○ KFCA33417-W

TP1/LiNKファイル
システムに対するア
クセスエラー

○ ○ ○ KFCA33418-W
※ 1

コマンドの実行※ 2 ○ － － KFCA33419-I

サービス開始※ 3 ○ － － KFCA33420-I

サービス停止※ 3 ○ － － KFCA33421-I

UAPからユーザが
任意に取得する監査
ログの取得

○ ○ － KFCA34000-x
～
KFCA34999-x※
4

監査イベント log_audit_messageオペランドを指定する定義 メッセージ ID

ログサービス定義 ユーザサービス
定義

rapリスナー
サービス定義
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
-1534)
The process of the user SYSTEM failed to access the OpenTP1 file system. (proc = Open, rc = 
-1535)

注※ 2
GUI経由で実行された場合も含みます。

注※ 3
TP1/LiNK固有の監査イベントです。
監査イベントの出力情報については，「4.5.3　監査イベントの出力情報（Windows版）」を参照
してください。

注※ 4
KFCA34000-x～ KFCA34999-xは，UAPで任意の監査ログを取得する場合に，監査ログに対
して割り当てられるメッセージ IDです。xには dc_log_audit_print関数で指定したメッセージ
の種類（E，Wまたは I）が入ります。

4.5.2　監査ログ機能を使用するときの実行環境の作成
監査ログ機能を使用するときの実行環境の作成方法について説明します。

（1） 監査ログ機能に必要なフォルダとファイルの作成

監査ログ機能を使用するために必要なフォルダとファイルを作成します。フォルダと
ファイルを作成するために，dcauditsetupコマンドを実行します。このコマンドを実行
すると，次のフォルダとファイルが作成されます。

表 4-8　dcauditsetupコマンドの実行時に作成されるフォルダとファイル

注※
ログサービス定義の log_audit_pathオペランドの指定を省略した場合のフォルダです。
log_audit_pathオペランドを指定した場合，指定したフォルダが作成され，作成されたフォル
ダ下にファイルが作成されます。
なお，作成されるフォルダは最下層だけです。上位のフォルダは事前に準備しておく必要があ
ります。

（2） 実行環境を作成したあとの定義の変更

実行環境を作成したあとに監査ログについての定義を変更する手順を次に示します。

1. TP1/LiNKを停止します。

2. 定義を変更します。

3. dcauditsetupコマンドを実行します。

フォルダとファイル 内容

%DCDIR%¥auditlog※ 監査ログファイルを格納するフォルダ

%DCDIR%¥auditlog¥audit.log※ 監査ログファイル
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
4. TP1/LiNKを起動します。

4.5.3　監査イベントの出力情報（Windows版）
Ｗindows版 TP1/Server Baseと TP1/LiNKでは，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」
で説明している監査イベントの出力情報に加え，次の表に示す監査イベントが出力され
ます。なお，Ｗindows版 TP1/Server Baseと TP1/LiNKでは，監査ログで出力するサ
ブジェクト識別情報のユーザ名はプロセスの実行アカウントとなります。サーバプロセ
スのユーザ名はサービスログオンアカウント（デフォルトは SYSTEM）となります。

UNIX版 TP1/Server Baseと共通の監査イベントの出力情報については，マニュアル
「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

表 4-9　監査イベントの出力情報

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容

サービス開始 メッセージ ID（msgid） KFCA33420-I

コンポーネント（compid） nts

監査事象種別（ctgry） StartStop

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:
（euid，pid））

サービスログオンアカウント

オブジェクト（obj） サービス名（Windowsのサービ
ス名称）

動作情報（op） Start

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト
（to:ipv4）

－

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：
バイト）

268＋ 2× (a＋ b)

サービス停止 メッセージ ID（msgid） KFCA33421-I

コンポーネント（compid） nts

監査事象種別（ctgry） StartStop
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4.　実行環境の設定（オプション機能）
（凡例）
－：該当しません。
a：サブジェクト識別情報に出力される値の文字数
b：オブジェクト情報に出力される値の文字数

4.5.4　推奨する監査ログの取得項目
監査ログを大量に取得すると性能劣化を招くため，必要な項目だけを取得するようにし
てください。推奨する監査ログの取得項目を次に示します。

• TP1/LiNKの開始，終了などに関する監査ログ（KFCA33400-I～ KFCA33404-E）
• コマンド実行に関する監査ログ（KFCA33419-I）
• ユーザサーバで任意に取得した監査ログ（KFCA34000-x～ KFCA34999-x）
ユーザサーバで監査ログを取得する場合は，まず動作履歴を残したいユーザサーバを
絞り込んでください。
ユーザサーバプログラムを修正できない場合は，サービス関数の実行開始
（KFCA33412-I），または実行完了（KFCA33413-I）のどちらかの監査ログを取得す
ることで，ユーザサーバプログラムへのアクセス記録を管理できます。

ログサービス定義に，推奨する監査ログの取得項目を指定した例を次に示します。

ログサービス定義の log_audit_messageオペランドの指定

監査事象結果（result） Success

サブジェクト識別情報（subj:
（euid，pid））

サービスログオンアカウント

オブジェクト（obj） サービス名（Windowsのサービ
ス名称）

動作情報（op） Stop

オブジェクトロケーション情報
（objloc）

－

リクエスト送信元ホスト
（from:ipv4）

－

リクエスト送信元ポート番号
（from:port）

－

リクエスト送信先ホスト
（to:ipv4）

－

リクエスト送信先ポート番号
（to:port）

－

ログメッセージサイズ（単位：
バイト）

259＋ 2× (a＋ b)

監査イベント 監査イベントの出力情報

出力項目名 出力内容
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監査ログを出力するユーザサーバのユーザサービス定義

なお，定義の 1行の最大長は 80バイトです。1行の最大長を超えて指定する場合は，複
数行に分けて記述してください。このとき，行の末尾に継続記号 ¥を記述します。記述記
号 ¥の後ろには，何も記述しないでください。

4.5.5　監査ログ機能を使用するときの注意事項
• 事前に性能評価を実施してから使用することを推奨します。監査ログを大量に取得す
ると性能劣化を招くため，必要な項目だけを取得するようにしてください。

• ログサービス定義の log_audit_messageオペランドの指定値を変更した場合は，
dcauditsetupコマンドを実行してください。TP1/LiNKを再インストールした場合に
も，dcauditsetupコマンドを実行してください。

set log_audit_message = 33400,33401,33402,33403,33404,33419

set log_audit_message=34000
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5　 TP1/LiNKの運用
この章では，TP1/LiNKの開始方法と終了方法，および TP1/
LiNKを操作する方法について説明します。また，TP1/LiNK
のサンプルについても説明します。

5.1　TP1/LiNKの開始

5.2　TP1/LiNKの終了

5.3　ユーザサーバの操作

5.4　TP1/LiNKの各種操作

5.5　リモート API機能の使い方

5.6　TP1/LiNKの連続運転に関する運用

5.7　マルチ OpenTP1の運用

5.8　JP1連携時の運用（JP1/Base，JP1/AJS，および JP1/AJS2 - Scenario 
Operation）

5.9　JP1連携時の運用（PFM - Agent for OpenTP1）

5.10　TP1/LiNKのサンプル
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5.　TP1/LiNKの運用
5.1　TP1/LiNKの開始

TP1/LiNKを開始する方法について説明します。

5.1.1　TP1/LiNKの開始形態
TP1/LiNKの開始形態について説明します。TP1/LiNKは，必ず OpenTP1管理者が開始
してください。

（1） 開始形態の種類

TP1/LiNKの開始形態には，次の二つがあります。

（a）正常開始

新しく TP1/LiNKを開始することを正常開始といいます。前回の業務が終了したときの
状態を何も引き継がない開始形態です。

（b）再開始（リラン）

前回の業務が終了したときの状態を引き継いで開始することを再開始（リラン）といい
ます。TP1/LiNKを再開始（リラン）すると，次の二つの内容を引き継いで開始します。

ユーザサーバの閉塞状態：前回の運用中に異常終了によって閉塞したユーザサーバがあ
ると，再開始後も閉塞されたままとなります。

ユーザサーバの構成：前回の業務での定義設定がそのまま引き継がれます。

TP1/LiNKの運用では，通常は再開始（リラン）で開始します。初めて TP1/LiNKを使
うときや前回の運用でトラブルが起こって停止したときは，正常開始で開始します。

（2） 再開始（リラン）をする設定

［システム環境設定］ウィンドウの［トランザクション機能］欄にある［APの状態引き
継ぎ (A)］チェックボックスをオンにしておきます。オンにしていない場合は，再開始
（リラン）とはならないで正常開始となります。

（3） 必ず正常開始で開始する場合

次に示す場合，TP1/LiNKは正常開始で開始します。

• TP1/LiNKを組み込んだ直後

また，次に示す場合，正常開始の操作で TP1/LiNKを開始してください。

• TP1/LiNKのシステム環境設定を変更したあと
• 前回の業務を引き継がないで，TP1/LiNKを開始する場合
254



5.　TP1/LiNKの運用
5.1.2　TP1/LiNKを開始するには
TP1/LiNKはWindowsを起動したときに自動的に開始することも，Windowsの稼働中
にオペレータの操作で開始することもできます。TP1/LiNKを開始する方法を次に示し
ます。

自動起動
Windowsを起動したときに自動的に TP1/LiNKを開始する方法です。

手動起動
Windowsの稼働中に TP1/LiNKをオペレータの操作で開始する方法です。

TP1/LiNKの自動起動と手動起動の概要を次の図に示します。

図 5-1　TP1/LiNKの自動起動と手動起動

（1） TP1/LiNKの自動起動

Windowsの起動と一緒に TP1/LiNKを自動起動する場合は，TP1/LiNKをセットアップ
するときに，自動起動の指定をしておきます。

セットアップが完了したあとでも，自動起動するかどうかを変更できます。変更すると
きは，［コントロールパネル］ウィンドウの［サービス］で TP1/LiNKのスタートアップ
種別を変更します。
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（2） TP1/LiNKの手動起動

手動起動で TP1/LiNKを開始する方法には，次の四つがあります。

• TP1/LiNKのウィンドウを操作して開始する方法
•［管理ツール］ウィンドウの［サービス］を使って開始する方法
• ntbstartコマンドを使って開始する方法
• net startコマンドを使って開始する方法

それぞれの方法を説明します。

（a）TP1/LiNKのウィンドウを操作して開始する方法

［TP1_LiNKコントロール］メニューを選択すると，［TP1/LiNKコントロール］ウィン
ドウが表示されます。このウィンドウにあるボタンをクリックして開始します。開始す
るときは，次のどちらかを選択できます。

再開始（リラン）で開始するとき
［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウの［起動 (S)］ボタンをクリックします。前
回の業務が終了したときの状態を引き継いで，TP1/LiNKを開始します。

正常開始で開始するとき
［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウの［正常開始 (N)］チェックボックスをオン
にしてから［起動 (S)］ボタンをクリックします。前回の業務が終了したときの状態
を引き継がないで，TP1/LiNKを開始します。

（b）［管理ツール］ウィンドウの［サービス］を使って開始する方法

TP1/LiNKを［サービス］から開始する手順を示します。

1.［管理ツール］ウィンドウの［サービス］をダブルクリックします。
2.［サービス］に表示されている候補から，TP1/LiNKを選択します。
3. 右クリックして［プロパティ］を選択します。
4.［全般］タブで［開始］ボタンをクリックします。

TP1/LiNKを強制的に正常開始させたいときは，［開始パラメータ］に normalを指定し
てください。［開始パラメータ］に何も指定しないで開始した場合は，再開始（リラン）
で開始します。

（c） ntbstartコマンドを使って開始する方法

TP1/LiNKを ntbstartコマンドを使って開始する手順を示します。

1.［スタート］－［プログラム］－［アクセサリ］から［コマンドプロンプト］を選択
します。

2.［コマンドプロンプト］で「ntbstart」と入力します。 

ntbstartコマンドの詳細については，「7.　運用コマンド」の「ntbstart（TP1/LiNKの
開始）」を参照してください。
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（d）net startコマンドを使って開始する方法

TP1/LiNKを net startコマンドを使って開始する手順を示します。

1.［スタート］－［プログラム］－［アクセサリ］から［コマンドプロンプト］を選択
します。

2.［コマンドプロンプト］で「net start TP1LiNK」と入力します。

net startコマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

なお，TP1/LiNKのサービス名は，「TP1LiNK」または「TP1/LiNK」となります。
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5.2　TP1/LiNKの終了

TP1/LiNKを終了する方法について説明します。

5.2.1　TP1/LiNKの終了形態
TP1/LiNKの終了形態について説明します。TP1/LiNKは，必ず OpenTP1管理者が終了
してください。

（1） 終了形態の種類

TP1/LiNKの終了形態には，次の二つがあります。

（a）停止

TP1/LiNKを終了させることを停止といいます。停止する操作をすると，TP1/LiNKは
クライアントからのサービス要求を受け付けなくなります。そして，すでに受け取って
いるスケジュール待ちのサービス要求をすべて処理してから，TP1/LiNKは終了します。

なお，TP1/LiNKの停止は，TP1/Server Baseの OpenTP1終了モードの「計画停止 A」
に相当します。

（b）強制停止

業務の都合によって，TP1/LiNKを強制的に停止させることを強制停止といいます。強
制停止する操作をすると，TP1/LiNKはクライアントからのサービス要求を受け付けな
くなります。そして，すでに受け取っているスケジュール待ちのサービス要求をすべて
破棄して，TP1/LiNKはすぐに停止します。

（2） トラブルによって停止する場合

トラブルが起こって，TP1/LiNKが停止してしまうことを異常終了といいます。すでに
受け取っているスケジュール待ちのサービス要求はすべて破棄されます。

TP1/LiNKが異常終了した場合，自動起動されます。

10分内に 3回連続で TP1/LiNKが異常終了した場合，KFCA00715-Eのエラーメッセー
ジを出力して，システムの開始または再開始を中断します。この場合は，システムダウ
ンした要因を取り除いてから，手動で開始または再開始してください。

net stopコマンドを含むWindowsのサービスで TP1/LiNKを停止した場合に，何らかの
原因で TP1/LiNKを停止できないときは，再び停止要求をします。この停止もできない
場合は，強制停止によって停止します。

TP1/LiNKの停止処理が 1時間経過しても終了しない場合は，KFCA01864-Eのエラー
メッセージを出力して，強制停止によって停止します。この場合，アボートコード
Wnts01で各サーバプロセスを異常終了させます。このとき再停止要求は拒否され，
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KFCA01869-Eのエラーメッセージが出力されます。

5.2.2　TP1/LiNKを終了するには
手動起動で TP1/LiNKを終了する方法には，次の四つがあります。

• TP1/LiNKのウィンドウを操作して終了する方法
•［管理ツール］ウィンドウの［サービス］を使って終了する方法
• dcstopコマンドを使って終了する方法
• net stopコマンドを使って終了する方法

それぞれの方法を説明します。

（1） TP1/LiNKのウィンドウを操作して終了する方法

［TP1_LiNKコントロール］メニューを選択すると，［TP1/LiNKコントロール］ウィン
ドウが表示されます。このウィンドウにあるボタンをクリックして終了します。

終了するときは，次のどちらかを選択します。

停止するとき
［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウの［停止 (T)］ボタンをクリックします。

強制停止するとき
［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウの［強制停止 (O)］ボタンをクリックします。
［停止 (T)］ボタンをクリックしても TP1/LiNKが終了しないときは，［強制停止
(O)］ボタンをクリックして強制停止してください。

（2） ［管理ツール］ウィンドウの［サービス］を使って終了する方法

TP1/LiNKを［管理ツール］ウィンドウの［サービス］から終了する手順を示します。

1.［管理ツール］ウィンドウの［サービス］をダブルクリックします。
2.［サービス］に表示されている候補から，TP1/LiNKを選択します。
3. 右クリックして［プロパティ］を選択します。
4.［全般］タブで［停止］ボタンをクリックします。

（3） dcstopコマンドを使って終了する方法

TP1/LiNKを dcstopコマンドを使って終了する手順を示します。

1.［スタート］－［プログラム］－［アクセサリ］から［コマンドプロンプト］を選択
します。

2.［コマンドプロンプト］で「dcstop -a」と入力します。

dcstopコマンドの詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」のコマンド文法
の説明を参照してください。
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（4） net stopコマンドを使って終了する方法

TP1/LiNKを net stopコマンドを使って終了する手順を示します。

1.［スタート］－［プログラム］－［アクセサリ］から［コマンドプロンプト］を選択
します。

2.［コマンドプロンプト］で「net stop TP1LiNK」と入力します。

net stopコマンドの詳細については，OSのマニュアルを参照してください。

なお，TP1/LiNKのサービス名は，「TP1LiNK」または「TP1/LiNK」となります。
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5.3　ユーザサーバの操作
TP1/LiNKでは，ユーザサーバ単位で開始したり終了したりできます。TP1/LiNKの
ユーザサーバの開始方法と終了方法について説明します。

5.3.1　ユーザサーバの開始
ユーザサーバは，TP1/LiNKを開始したときに自動的に開始することも，TP1/LiNKの
稼働中にオペレータの操作で開始することもできます。

ユーザサーバを開始する方法を次に示します。

自動起動
TP1/LiNKを開始したときに，事前に設定した順位に従って自動的に起動する方法
です。

手動起動
TP1/LiNKの稼働中にオペレータの操作で開始する方法です。

ユーザサーバの自動起動と手動起動を次の図に示します。

図 5-2　ユーザサーバの自動起動と手動起動

（1） ユーザサーバの自動起動（TP1/LiNKを開始したときにユーザサーバも開
始）

TP1/LiNKを開始する前に，［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設
定］ダイアログボックスで，ユーザサーバを TP1/LiNKと一緒に開始するよう，指定
（自動起動の指定）しておきます。自動起動するかどうかは，ユーザサーバごとに指定し
ます。
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TP1/LiNKにユーザサーバを登録した直後の初期値では，自動起動ではなく手動起動す
るように設定されています。ユーザサーバを TP1/LiNKと一緒に開始したい場合は，自
動起動に変更してください。

自動起動を指定したユーザサーバには，自動起動の順位もあわせて指定します。順位を
指定するときは，サービスを要求されるユーザサーバが先に起動するように指定してく
ださい。自動起動の順位を設定する方法については，「3.2.4　自動起動の設定」を参照し
てください。

（2） ユーザサーバの手動起動（TP1/LiNKの稼働中にユーザサーバを開始）

自動起動で開始していないユーザサーバを，TP1/LiNKの稼働中に開始できます。開始
する場合は，［アプリケーション管理 SPP］メニューまたは［アプリケーション管理
SUP］メニューを選択します。

メニューを選択すると，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは
［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウが開くので，次に示すどちらかの
操作をします。

• ユーザサーバ名を選択して，［起動 (S)］ボタンをクリックする。
• ユーザサーバ名をダブルクリックする。

［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウの操作方法については，「6.2　アプ
リケーション管理（SPP）」を，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウの
操作方法については，「6.3　アプリケーション管理（SUP）」を参照してください。

5.3.2　ユーザサーバの終了
ユーザサーバを終了する方法について説明します。ユーザサーバが終了するのは，次に
示す場合です。

• TP1/LiNKが終了したとき
• TP1/LiNKの稼働中に，ユーザサーバを終了させるボタンをクリックしたとき
• ユーザサーバにトラブルが起こったとき

（1） ユーザサーバの終了形態

ユーザサーバの終了形態は，次の三つです。

（a）正常終了

TP1/LiNKの正常終了または［TP1/LiNKアプリケーション管理］ウィンドウの［停止
(T)］ボタンをクリックしてユーザサーバを正常に終了させることを，正常終了といいま
す。

ユーザサーバを終了させる操作をすると，ユーザサーバはクライアントからのサービス
要求を受け付けなくなります。そして，すでに受け取っているスケジュール待ちのサー
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ビス要求をすべて処理してから，ユーザサーバは終了します。

（b）強制停止

業務の都合で，［TP1/LiNKアプリケーション管理］ウィンドウの［強制停止 (O)］ボタ
ンをクリックしてユーザサーバを強制的に終了させることを，強制停止といいます。

ユーザサーバを強制停止させると，ユーザサーバはクライアントからのサービス要求を
受け付けなくなります。そして，すでに受け取っているスケジュール待ちのサービス要
求をすべて破棄して，ユーザサーバはすぐに停止します。サービスの応答を待っている
クライアントには，エラーを報告します。

（c）異常終了

ユーザサーバにトラブルが起こって停止してしまうことを，異常終了といいます。すで
に受け取いるスケジュール待ちのサービス要求をすべて破棄して，ユーザサーバはすぐ
に終了します。サービスの応答を待っているクライアントには，エラーを報告します。

（2） ユーザサーバの終了状態と TP1/LiNKの終了との関係

ユーザサーバを強制停止させたままでは，TP1/LiNKは正常終了できません。この場合
は，ユーザサーバをもう一度開始して正常終了させたあとで，TP1/LiNKを正常終了さ
せてください。

強制停止させたユーザサーバを開始できないときは，TP1/LiNKを強制停止させてくだ
さい。

5.3.3　TP1/LiNK稼働中のユーザサーバの操作
開始したユーザサーバは，業務に応じて次の操作ができます。

• サーチパスの変更（SPP，SUP）
• TP1/LiNK稼働中のユーザサーバの入れ替え（SPP，SUP）
• スケジュール状態の表示（SPP）
• スケジュールの閉塞（SPP）

RAPサービスの操作
RAPサービスもユーザサーバ（SUP）と同様に操作できます。RAPサービスを操
作するときは［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウを使います。
この項では，SUPと RAPサービスを SUPに統一して説明します。RAPサービス
を操作するときは，SUPを RAPサービスに読み替えてください。

ここでは，開始したユーザサーバの操作について説明します。説明中のウィンドウおよ
びダイアログボックスの操作方法については，「6.　ウィンドウの操作」を参照してくだ
さい。

ユーザサーバを操作する場合は，［アプリケーション管理 SPP］メニューまたは［アプリ
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ケーション管理 SUP］メニューでウィンドウを開きます。アプリケーションの種類に応
じて，どちらかのメニューを選択してください。

（1） ユーザサーバのサーチパスを変更できます

ユーザサーバのサーチパスとコマンドのサーチパスは，初期値がそれぞれ
%DCDIR%¥aplib¥と%DCDIR%¥bin¥になっています。業務の都合でユーザサーバを
格納するフォルダのパスを変更したい場合は，初期値以外のパス名に変更できます。

サーチパスを変更するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまた
は［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウの［プログラムのサーチパス
(P)...］ボタンをクリックして［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスを開きます。

サーチパスを変更する方法については，「3.2.3　サーチパスの設定」を参照してくださ
い。

（2） TP1/LiNKの稼働中にユーザサーバを入れ替えることができます

TP1/LiNKの稼働中にユーザサーバを入れ替える手順を次に示します。

1.［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは［TP1/LiNKアプリケー
ション管理 SUP］ウィンドウを開いて，入れ替える前のユーザサーバを停止します。

2. ユーザサーバを入れ替えます。
3.［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは［TP1/LiNKアプリケー
ション管理 SUP］ウィンドウを開いて，入れ替えたあとのユーザサーバを起動しま
す。

現在稼働しているユーザサーバと同じ名称のユーザサーバを別のフォルダ下に作成して，
入れ替える手順を次に示します。

1.［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは［TP1/LiNKアプリケー
ション管理 SUP］ウィンドウを開いて，入れ替える前のユーザサーバを停止します。

2. ウィンドウの［プログラムのサーチパス (P)...］ボタンをクリックして［TP1/LiNK
サーチパス］ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスでサーチパス
を変更します。

3.［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは［TP1/LiNKアプリケー
ション管理 SUP］ウィンドウを開いて，入れ替えたあとのユーザサーバを起動しま
す。

ユーザサーバを入れ替えたあとに TP1/LiNKが異常終了して再開始（リラン）した場合
は，変更したサーチパスは無効になり，入れ替える前のユーザサーバが起動されます。

（3） ユーザサーバのスケジュールの状態を表示できます

SPPが TP1/LiNKによってどのようにスケジュールされているかを表示できます。

スケジュールの状態を表示するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィン
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ドウの［最新情報に更新 (L)］ボタンをクリックします。

ユーザサーバのスケジュール状態を表示する操作方法については，「6.2　アプリケー
ション管理（SPP）」を参照してください。

（4） ユーザサーバのスケジュールを閉塞できます

トラブルが起こったときや，実行形式ファイルを入れ替えるために SPPを停止したいと
きには，スケジュールを閉塞します。

スケジュールを閉塞した時点で，閉塞した SPPに対するクライアントからのサービス要
求はエラーとなります。また，すでに受け取っているスケジュール待ちのサービス要求
も，クライアントにエラーを報告します。

スケジュールを閉塞するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウの
［閉塞 (D)］ボタンをクリックします。閉塞した SPPのスケジュールを再開するときは，
［閉塞解除 (R)］ボタンをクリックします。

サービス単位のスケジュールを閉塞するときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理
SPP］ウィンドウの［サービス (V)...］ボタンをクリックして［サービス閉塞管理］ダイ
アログボックスを開いたあと，該当のユーザサーバ名を選択して［閉塞 (H)］ボタンをク
リックします。閉塞したサービスのスケジュールを再開するときは，該当のユーザサー
バ名を選択して［閉塞解除 (R)］ボタンをクリックします。

ユーザサーバのスケジュールを閉塞する操作方法については，「6.2　アプリケーション
管理（SPP）」を参照してください。

サービス単位のスケジュールを閉塞する操作方法については，「6.2.1　サービス単位の閉
塞管理」を参照してください。
265



5.　TP1/LiNKの運用
5.4　TP1/LiNKの各種操作

ここでは，次に示す TP1/LiNKの操作について説明します。

• メッセージログのチェック
• トレース情報の出力
• 稼働統計情報の出力
• リアルタイム統計情報の出力
• トランザクション機能に関する運用
• XAリソースサービスに関する運用

これらの操作をするときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウのボタンをクリッ
クして，それぞれのダイアログボックスを開きます。［TP1/LiNKオペレーション］ウィ
ンドウについては，「6.4　TP1/LiNKオペレーション」を参照してください。ただし，
リアルタイム統計情報で使用する RTSSUPおよび RTSSSPの操作については，「6.2　
アプリケーション管理（SPP）」および「6.3　アプリケーション管理（SUP）」を参照し
てください。

5.4.1　メッセージログのチェック
TP1/LiNKの稼働中には，TP1/LiNKの状態を示すシステムメッセージがコンソールに
出力されます。このメッセージは，イベントビューアにも通知されます。さらに，TP1/
LiNKは，あとで確認できる履歴としてメッセージを自動的にファイルに保存していま
す。保存したメッセージをメッセージログといいます。OpenTP1管理者は，メッセージ
ログの内容を参照して，TP1/LiNKの開始状態や開始時間およびトラブルが起こった原
因を知ることができます。

メッセージログの概要を次の図に示します。
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図 5-3　メッセージログの概要

メッセージログを取得する準備
メッセージログを出力するときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの
［メッセージログ表示 (M)...］ボタンをクリックして［TP1/LiNKメッセージログ表
示］ダイアログボックスを開きます。そして，［TP1/LiNKメッセージログ表示］ダ
イアログボックスに，ログを取得する条件を指定してから，［開始 (S)］ボタンをク
リックします。
メッセージログを保存するファイルに空き領域がなくなると，ファイルの先頭から
上書きされます。ファイルが上書きされるときは，そのことを知らせるメッセージ
が表示されます。
メッセージログの操作方法については，「6.4.3　メッセージログの表示」を参照して
ください。

5.4.2　トレース情報の出力
TP1/LiNKは，ユーザサーバの動作を確認するために，次のトレース情報を取得します。

• RPCトレース
• UAPトレース

ここでは，これらのトレース情報を出力する方法について説明します。トレース情報を
出力するときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの［トレース情報表示 (I)...］
ボタンをクリックして［TP1/LiNKトレース情報表示］ダイアログボックスを開きます。

（1） RPCトレースを編集出力できます

ユーザサーバ間の通信（RPC）の履歴情報のことを RPCトレースといいます。
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RPCトレースを取得するときは，事前に［システム環境設定］ウィンドウの［トレース
取得 (L)］チェックボックスをオンにするか，各 UAPの［SPP詳細設定］ダイアログ
ボックスまたは［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［RPCトレースを取得するファ
イルの容量 (J)］に値を設定して，RPCトレースを取得する指定をしてください。

RPCトレースを編集出力するときは，［TP1/LiNKトレース情報表示］ダイアログボッ
クスの［RPCトレース (R)］オプションボタンをオンにして，編集出力するための操作
をしてください。

（2） UAPトレースを編集出力できます

ユーザサーバが異常終了または強制終了した場合，そのユーザサーバの処理に関する情
報を TP1/LiNKが自動的に出力します。この情報を UAPトレースといいます。UAPト
レースを編集出力するときは，［TP1/LiNKトレース情報表示］ダイアログボックスの
［UAPトレース (U)］オプションボタンをオンにして，編集出力するための操作をしてく
ださい。

RPCトレースと UAPトレースの出力方法については，「6.4.2　トレース情報の出力」を
参照してください。

5.4.3　稼働統計情報の出力
TP1/LiNKでは，ユーザサーバおよび TP1/LiNKの各種機能に関する稼働情報を取得で
きます。この情報を稼働統計情報といいます。稼働統計情報を編集して出力することで，
TP1/LiNKの稼働状況を知ることができます。

稼働統計情報の取得と編集出力の概要を次の図に示します。

図 5-4　稼働統計情報の取得と編集出力の概要
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（1） 稼働統計情報の種類

稼働統計情報には，次に示す 3種類があります。これらの情報が稼働統計情報として取
得されます。

• システム統計情報
TP1/LiNKシステム全体の統計情報

• レスポンス統計情報
リモートプロシジャコールの応答時間とサービスの実行時間に関する統計情報

• 通信遅延時間統計情報
リモートプロシジャコールの応答時間のうち，実際の通信に必要な時間に関する統計
情報

（2） 稼働統計情報を取得するための指定

TP1/LiNKを開始する前に，［システム環境設定］ウィンドウで稼働統計情報を取得する
ための指定をしておきます。このとき，取得する稼働統計情報を格納するファイル（稼
働統計情報ファイル）の容量も指定します。

（3） 稼働統計情報の取得

稼働統計情報を取得するときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの［稼働統計
管理 (S)...］ボタンをクリックして［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックスを開
きます。そして，［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックスに，情報を取得する条
件を指定してから，［取得開始 (J)］ボタンをクリックします。

稼働統計情報の取得を終了するときは，［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックス
の［取得終了 (K)］ボタンをクリックします。［取得終了 (K)］ボタンをクリックしない
と，TP1/LiNKが停止するまで，稼働統計情報を取得し続けます。

なお，レスポンス統計情報および通信遅延時間統計情報については，UAPでリモートプ
ロシジャコールを実行するときに自動的に取得されます。

（4） 稼働統計情報の編集出力

稼働統計情報を編集出力するときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの［稼働
統計管理 (S)...］ボタンをクリックして［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックス
を開きます。そして，［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックスに，保存するファ
イル名を指定してから［編集開始 (E)］ボタンをクリックします。ボタンをクリックする
と，稼働統計情報を編集出力できます。

稼働統計情報の操作方法については，「6.4.4　稼働統計情報の管理」を参照してくださ
い。
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5.4.4　リアルタイム統計情報の出力
リアルタイム統計情報サービスは，システム全体，サーバおよびサービス単位に統計情
報を取得します。このリアルタイム統計情報を標準出力やログファイルに出力すると，
TP1/LiNKの稼働状況をリアルタイムに把握でき，システムの運用管理や障害復旧を迅
速に行えます。機能の詳細については，マニュアル「OpenTP1 解説」を参照してくださ
い。

リアルタイム統計情報サービスでは，次に示す UAPを使用します。

RTSSUP
リアルタイム統計情報サービスを使用する場合に起動させる UAPです。リアルタイ
ム統計情報を取得，出力できます。

RTSSPP
リアルタイム統計情報サービスの拡張機能を使用する場合に起動させる UAPです。
拡張機能では，リアルタイム統計情報サービスのオンライン中に，取得する情報の
設定を変更できます。

RTSSUPおよび RTSSPPを操作するときは，［スタート］－［プログラム］－
［TP1_LiNK］－［アプリケーション管理 SUP］（または［アプリケーション管理 SPP］）
メニューを選択します。

［アプリケーション管理 SUP］（または［アプリケーション管理 SPP］）メニューを選択
すると，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］（または［TP1/LiNKアプリケーショ
ン管理 SPP］）ウィンドウが表示されます。
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図 5-5　［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウ

図 5-6　［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウ

ここでは，RTSSUPおよび RTSSPPを開始および終了させる手順について説明します。
［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウおよび［TP1/LiNKアプリケーショ
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ン管理 SPP］ウィンドウのメニューとボタンの使い方については，「6.2　アプリケー
ション管理（SPP）」および「6.3　アプリケーション管理（SUP）」を参照してくださ
い。また，リアルタイム統計情報サービスおよびリアルタイム統計情報サービスの拡張
機能の開始と終了の詳細については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してく
ださい。

（1） リアルタイム統計情報サービスおよびリアルタイム統計情報サービスの
拡張機能の開始

［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］（または［TP1/LiNKアプリケーション管理
SPP］）ウィンドウのリストボックスに表示された RTSSUP（または RTSSPP）を選択
して，［起動 (S)］をクリックします。

RTSSUP（または RTSSPP）は，［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログ
ボックスの設定保存時にユーザサーバ定義を作成しますので，作成は不要です。
RTSSUP（または RTSSPP）は，［SUP環境設定］（［SPP環境設定］）ダイアログボッ
クスで変更できません。

TP1/LiNKと一緒に開始したい場合は，通常の UAPと同様に自動起動を設定できます。
自動起動の設定方法については，「5.3.1　ユーザサーバの開始」を参照してください。ま
た，dcsvstrtコマンドで RTSSUP（または RTSSPP）を起動することもできます。

リアルタイム統計情報サービスおよびリアルタイム統計情報サービスの拡張機能の起動
後に使用できる機能を次に示します。

リアルタイム統計情報サービスの場合
• リアルタイム統計情報の標準出力への出力（rtslsコマンド）
リアルタイム統計情報サービスの管理情報，取得した統計情報を標準出力へ出力
できます。

• リアルタイム統計情報ログファイルの編集出力（rtseditコマンド）
RTSログファイルからリアルタイム統計情報を収集し，編集後，CSV形式でファ
イルまたは標準出力へ出力できます。

リアルタイム統計情報サービスの拡張機能の場合

• リアルタイム統計情報の設定変更（rtsstatsコマンド）※

リアルタイム統計情報サービスのオンライン中にリアルタイム統計情報の取得対
象，またはリアルタイム統計情報を取得する項目の設定を変更できます。

注※
リアルタイム統計情報サービスの拡張機能がオンライン中である場合，
RTSSPPに対して次のボタン（またはコマンド）を使用しないでください。
•［閉塞 (D)］ボタン（scdholdコマンド）
•［閉塞解除 (R)］ボタン（scdrlesコマンド）

RTSSPPに対して，［閉塞 (D)］ボタン（scdholdコマンド）を実行した場合，
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rtsstatsコマンドが実行できなくなります。

（2） リアルタイム統計情報サービスおよびリアルタイム統計情報サービスの
拡張機能の終了

［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］（または［TP1/LiNKアプリケーション管理
SPP］）ウィンドウのリストボックスに表示された RTSSUP（または RTSSPP）を選択
し，［停止 (T)］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，RTSSUP（または
RTSSPP）を停止して終了させることができます。また，dcsvstopコマンドで停止する
こともできます。

（3） TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情報

TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情報を次の表に示します。各項目の詳細につ
いては，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」を参照してください。

表 5-1　TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情報

項番 イベント項目名 項目 ID

リアルタイム統計情報種別 リアルタイム統計情報の項目名

1 ネーム情報 グローバルキャッシュヒット 1300

2 ローカルキャッシュヒット 1301

3 サービス情報の検索回数 1302

4 指定参照先ノードへのサービス検索の送信回
数

1304

5 指定参照先ノードからのサービス検索の応答
受信回数

1305

6 共用メモリ管理情報 静的共用メモリの使用サイズ 1400

7 静的共用メモリプールの必要最大サイズ 1401

8 動的共用メモリの使用サイズ 1402

9 動的共用メモリプールの必要最大サイズ 1403

10 プロセス情報 プロセス生成 1500

11 UAP異常終了 1501

12 システムサーバ異常終了 1502

13 プロセス終了 1503

14 起動プロセス数 1504

15 RPC情報 RPCコール（同期応答型） 1700

16 RPCコール（連鎖 RPC型） 1701

17 ユーザサービス実行 1730

18 RPCタイムアウト 1731

19 スケジュール情報 スケジュール待ち 1800
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20 スケジュール 1801

21 メッセージ格納バッファプールの使用中サイ
ズ

1802

22 メッセージ格納バッファプールの不足でスケ
ジュールできなかったメッセージサイズ

1803

23 スケジュール滞留 1804

24 サービス単位のスケジュール待ち 1805

25 サービス単位のメッセージ格納バッファプー
ルの使用中サイズ

1806

26 同時実行サービス数 1807

27 トランザクション情報 コミット 1900

28 ロールバック 1901

29 コマンドによるコミット 1902

30 コマンドによるロールバック 1903

31 コマンドによるハザード 1904

32 コマンドによるミックス 1905

33 ブランチ実行時間 1906

34 ブランチ同期点処理の実行時間 1907

35 XAリソースサービス情報 Start()要求 2500

36 Start()要求エラー 2501

37 Call()要求 2502

38 Call()要求エラー 2503

39 End()要求 2504

40 End()要求エラー 2505

41 Prepare()要求 2506

42 Prepare()要求エラー 2507

43 Commit()要求 2508

44 Commit()要求エラー 2509

45 Rollback()要求 2510

46 Rollback()要求エラー 2511

47 Recover()要求 2512

48 Recover()要求エラー 2513

49 Forget()要求 2514

50 Forget()要求エラー 2515

項番 イベント項目名 項目 ID

リアルタイム統計情報種別 リアルタイム統計情報の項目名
274



5.　TP1/LiNKの運用
5.4.5　トランザクション機能に関する運用
ユーザサーバでトランザクション機能を使う場合，その運用を支援するため，OpenTP1
管理者は次に示すトランザクションに関する機能を使えます。

• トランザクションの状態表示
• トランザクションの強制決着
• トランザクションの強制終了

トランザクション機能の操作をするときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの
［トランザクション管理 (T)...］ボタンをクリックして［TP1/LiNKトランザクション管
理］ダイアログボックスを開きます。

トランザクション機能の操作方法については，「6.4.1　トランザクションの管理」を参照
してください。

5.4.6　XAリソースサービスに関する運用

（1） XAリソースサービスを使用するための前提機能

XAリソースサービスを使用するには，次に示す機能および製品の使用が前提です。

J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携する場合
• リモート API機能
• TP1/Client/J
• uCosminexus TP1 Connectorまたは Cosminexus TP1 Connector

.NET Frameworkアプリケーションと連携する場合
• リモート API機能
• Client .NET
• Connector .NET

（2） XAリソースサービスのトランザクション管理

XAリソースサービスは，TP1/Client/Jまたは Client .NETからのトランザクション要
求種別に従って，トランザクションの管理を開始したり終了したりします。また，TP1/
Client/Jまたは Client .NETから渡される XAリソースサービスで連携するアプリケー
ションサーバの XID（トランザクション識別子）と OpenTP1が管理している XIDとを
対応づけてトランザクション情報を共用メモリ上で管理します。トランザクション情報

51 リアルタイム統計情報 任意区間の実行 1000000～
2147483647

項番 イベント項目名 項目 ID

リアルタイム統計情報種別 リアルタイム統計情報の項目名
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は，必要に応じて XARファイルに記録します。トランザクション情報の管理を表 5-2お
よび表 5-3に，XAリソースサービスの運用を図 5-7に示します。

表 5-2　トランザクション情報の管理（アプリケーションサーバ連携）

（凡例）
○：処理を実行します。
－：処理を実行しません。

注※ 1
トランザクションブランチが read onlyの場合

注※ 2
2相コミット，またはロールバックの場合

注※ 3
1相コミット，またはロールバックの場合

　

表 5-3　トランザクション情報の管理（MSDTC連携）

トランザクション トランザクション情報の管理 トランザクションの状態変更

要求種別 開始 終了 ファイルの I/O （正常ケース）

Start() ○ － ○ なし → Active

Call() － － － 変化しない

End() － － － Active → Idle

Prepare() － － － Idle → Prepared

○ － Idle → なし※ 1

Commit() － ○ － Prepared → なし※ 2

Idle → なし※ 3

Rollback() － ○ － Prepared → なし※ 2

Idle → なし※ 3

Recover() － － － 変化しない

Forget() － ○ － Heuristically Completed → なし

トランザクション トランザクション情報の管理 トランザクションの状態変更

要求種別 開始 終了 ファイルの I/O （正常ケース）

Call() ○ － － なし → Active※ 1

－ － － 変化しない

Prepare() － － ○ Active → Idle → Prepared

○ ○ Active → Idle → なし※ 2
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（凡例）
○：処理を実行します。
－：処理を実行しません。

注※ 1
トランザクション内で最初の Call()要求の場合

注※ 2
トランザクションブランチが read onlyの場合

注※ 3
2相コミット，またはロールバックの場合

注※ 4
1相コミット，またはロールバックの場合

　

Commit() － ○ － Prepared → なし※ 3

Active → Idle → なし※ 4

Rollback() － ○ － Prepared → なし※ 3

Active → Idle → なし※ 4

Recover() － － － 変化しない

Forget() － ○ － Heuristically Completed → なし

トランザクション トランザクション情報の管理 トランザクションの状態変更

要求種別 開始 終了 ファイルの I/O （正常ケース）
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図 5-7　XAリソースサービスの運用

XAリソースサービスを使用する場合の注意
次の場合，トランザクションが不正に残ることがあります。
• rapリスナー，または rapサーバを強制停止した場合
この場合，rapリスナー，または rapサーバを開始してください。

• リモート API機能で動作保証されていない操作をした場合

（a）XARファイル

XAリソースサービスは，必要に応じてトランザクション情報を XARファイルに格納し
ます。

XARファイルの作成
XARファイルには，オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイルの
二つが必要です。通常はオンライン用 XARファイルを使用し，オンライン用 XAR
ファイルに障害が発生した場合，バックアップ用 XARファイルに自動的にスワップ
します。障害発生を考慮して，オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XAR
ファイルは異なるディスクボリュームに格納してください。
XARファイルは，一つのトランザクションブランチに対して 1レコードを使用しま
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す。そのため，XARファイルには，同時に起動するトランザクションブランチ数
（［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザクションブランチ数 (B)］の値）以上
のレコードが必要です。
XARファイルは［システム環境設定］ウィンドウ -［XAリソースサービス環境設
定］ダイアログボックスの［オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名
(O)］および［バックアップ用 XARファイルを作成するフォルダ名 (B)］にフォルダ
名を指定して［上書き保存 (V)］をクリックすることで作成できます。
XARファイルは［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザクションブランチ数
(B)］の指定値を基に xafileO（オンライン用 XARファイル），xafileB（バックアッ
プ用 XARファイル）のファイル名で作成されます。
また，［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザクションブランチ数 (B)］の指定
値を変更した場合は［上書き保存 (V)］をクリックして XARファイルを再作成する
ようにしてください。

XARファイルは，XAリソースサービスの正常開始処理で初期化されます。

また，次の状態では XAリソースサービスはトランザクション情報を管理できません。

• OpenTP1が未起動
• リモート API機能が未起動
• XAリソースサービスが未起動
• XAリソースサービスが閉塞

XAリソースサービスは，オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイル
の両方に障害が発生した場合に閉塞します。閉塞を解除するには，［TP1/LiNK　XAリ
ソースサービス管理］ダイアログボックスの［サービス閉塞解除 (E)］ボタンをクリック
してください。詳細については，「5.4.6(4)　XARファイルに障害が発生した場合の運用」
を参照してください。

XAリソースサービスが管理するトランザクションの状態を表示するには，［TP1/LiNK
　XAリソースサービス管理］ダイアログボックスを開いて［最新情報に更新 (L)］ボタ
ンをクリックしてください。未決着のトランザクションを決着させるには，［コミット
(M)］，［ロールバック (R)］，または［強制終了 (F)］ボタンをクリックしてください。詳
細については，「6.4.5　XAリソースサービスの管理」を参照してください。

（3） XAリソースサービスの開始と終了

（a）XAリソースサービスの開始

XAリソースサービスを使用するかどうかは，［システム環境設定］ウィンドウの［XA
リソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［XAリソースサービスを使用する
(X)］チェックボックスで指定します。チェックボックスをオンにした場合，OpenTP1
の起動時に XAリソースサービスが開始されます。詳細については，「3.1.6　XAリソー
スサービス環境の設定」を参照してください。
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XAリソースサービスを開始すると，XARファイルは初期化されます。XAリソースサー
ビスの開始に失敗した場合，OpenTP1の起動も失敗します。

（b）XAリソースサービスの再開始

XAリソースサービスを再開始するには OpenTP1を再開始します。前回 OpenTP1を正
常開始したときの XAリソースサービスの開始状態によって，XAリソースサービスを再
開始するかどうかが決定します。

前回の OpenTP1の正常開始時に XAリソースサービスを開始していれば，XAリソース
サービスを再開始します。XAリソースサービスを開始していなければ，XAリソース
サービスを再開始しません。

XAリソースサービスを再開始すると，XARファイルは初期化されます。XAリソース
サービスの再開始に失敗した場合，OpenTP1の再開始も失敗します。

OpenTP1再開始時に，［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの次の項目
の設定を変更できます。

•［アイドル状態のトランザクションブランチの監視時間 (T)］
•［オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名 (O)］
•［バックアップ用 XARファイルを作成するフォルダ名 (B)］

OpenTP1の再開始時に［オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名 (O)］また
は［バックアップ用 XARファイルを作成するフォルダ名 (B)］の値を変更するのは XAR
ファイルに障害が発生した場合だけです。それ以外の場合に，OpenTP1の再開始時に
［オンライン用 XARファイルを作成するフォルダ名 (O)］または［バックアップ用 XAR
ファイルを作成するフォルダ名 (B)］の値を変更すると，トランザクションブランチを回
復できなくなるので注意してください。XARファイルに障害が発生したときのトランザ
クションブランチの回復方法については，「5.4.6(4)　XARファイルに障害が発生した場
合の運用」を参照してください。

XAリソースサービスを再開始すると，XARファイルを使用して前回のトランザクショ
ンブランチの状態に戻す処理（トランザクションブランチの回復処理）をします。

バックアップ用 XARファイルが使用されている場合，バックアップ用 XARファイルか
らトランザクションブランチを回復します。バックアップ用 XARファイルが使用されて
いない場合，オンライン用 XARファイルからトランザクションブランチを回復します。

トランザクションブランチの回復処理では，XARファイルの各レコードに記録されてい
る前回のトランザクション情報を調査します。1相目の状態（Prepared）のまま決着が
行われていないトランザクションブランチの場合，再び Prepared状態に戻します。

XARファイルにはトランザクションブランチの XID情報が含まれているため，再びアプ
リケーションサーバからのトランザクション決着指示を受け付けられるようになります。

Heuristically completed状態のトランザクションブランチの場合，再びHeuristically 
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completed状態に戻し，ヒューリスティックを完了させます。Prepared状態になる前
（Active，Idle）のトランザクションブランチの場合，すべてロールバックします。これ
らのトランザクションブランチの XID情報は削除されるため，アプリケーションサーバ
からトランザクションブランチの決着要求が来てもコミット決着できません。

また，トランザクション決着済み（コミットまたはロールバック）のトランザクション
ブランチの場合，トランザクションブランチの回復処理が行われてもトランザクション
の決着結果は変わりません。

トランザクションの状態ごとのトランザクションブランチの回復処理を次の表に示しま
す。

表 5-4　OpenTP1再開始時のトランザクションブランチ回復処理

（c）XAリソースサービスの終了

XAリソースサービスは，OpenTP1の終了時に終了します。すべてのアプリケーション
サーバからのトランザクションブランチが決着していないと OpenTP1を終了できませ
ん。

決着していないトランザクションブランチがある場合，トランザクションブランチの決
着を待ちます。OpenTP1の強制停止を実行した場合，トランザクションブランチの決着
を待たないで強制的に OpenTP1が終了します。

（4） XARファイルに障害が発生した場合の運用

XAリソースサービスのオンライン中に，XARファイルの I/O障害が発生した場合，オ
ンライン用 XARファイルからバックアップ用 XARファイルに自動的にスワップします。
この機能をスワップ機能といいます。この機能を使用すると，オンライン用 XARファイ
ルに障害が発生しても，XAリソースサービスのオンラインを続行できます。

XARファイルの I/O障害発生時に XAリソースサービスのオンラインを再開始する方法
は，障害がどのファイルで，またどの時点で発生するかによって異なります。障害発生
時点ごとの運用方法を次に示します。

1. オンライン用 XARファイルに障害が発生した時点で，スワップ機能を使用して新し
い XARファイルと入れ替える方法

トランザクション状態 処置 XID情報

Active ロールバック 削除

Idle ロールバック 削除

Prepared OpenTP1の PJ出力前 トランザクション決着待ち 残す

OpenTP1の PJ出力後 コミット済み 削除

Rollback only ロールバック 削除

Heuristically completed ヒューリスティック完了 残す
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2. 1.のあと，さらにバックアップ用 XARファイルに障害が発生し，XAリソースサー
ビスが閉塞した時点で新しい XARファイルと入れ替える方法

3. オンライン用 XARファイルに障害が発生し，OpenTP1が停止した時点で新しい
XARファイルと入れ替える方法

4. オンライン用とバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，XAリソース
サービスが閉塞および OpenTP1が停止した時点で新しい XARファイルと入れ替え
る方法

1.および 2.の方法は，OpenTP1を停止させることなく，障害が発生した XARファイル
を新しい XARファイルに入れ替えます。これらの方法は，共用メモリから障害発生前の
トランザクションブランチを回復できます。

1.の方法は，バックアップ用 XARファイルに障害が発生する前に対策を実施するので，
より確実に XAリソースサービスを運用できます。

3.の方法は，OpenTP1が停止しても，バックアップ用 XARファイルの情報から障害発
生前のトランザクションブランチを回復できます。

4.の方法は OpenTP1が停止し，さらにオンライン用およびバックアップ用の両方の
XARファイルに障害が発生しているため，新しい XARファイルに入れ替えても，障害
発生前のトランザクションブランチを回復できません。

それぞれの方法の詳細について説明します。

（a）オンライン用 XARファイルに障害が発生した時点での XARファイルの入れ替え

オンライン用 XARファイルに障害が発生すると，XAリソースサービスはバックアップ
用 XARファイルにスワップして運用を続行します。この時点でオンライン用 XARファ
イルを新しいファイルに入れ替えると，OpenTP1を停止させることなく，障害発生前の
トランザクションブランチを回復できます。

XAリソースサービスがバックアップ用 XARファイルを使用して運用中の場合，オンラ
イン用 XARファイルを入れ替えるには，［TP1/LiNK　XAリソースサービス管理］ダイ
アログボックスの［サービス閉塞 (H)］ボタンをクリックして XAリソースサービスを強
制的に閉塞します。XAリソースサービスが閉塞しても，ほかの OpenTP1サービスは実
行できます。オンライン用 XARファイルに障害が発生した時点での，オンライン用
XARファイルの入れ替え方法を次に示します。

1.［TP1/LiNK　XAリソースサービス管理］ダイアログボックスの［サービス閉塞 (H)］
ボタンをクリックします。
XAリソースサービスが閉塞します。

2.［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［オンライン用 XARファイ
ルを作成するフォルダ名 (O)］だけを変更します。そのあと，［上書き保存 (V)］ボタ
ンをクリックして，新しいオンライン用 XARファイルを作成します。
障害が発生しているオンライン用 XARファイルを作成するフォルダとは別のディス
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クボリュームに作成してください。［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザク
ションブランチ数 (B)］の指定値は変更しないでください。

3.［TP1/LiNK　XAリソースサービス管理］ダイアログボックスの［サービス閉塞解除
(E)］ボタンをクリックします。
XAリソースサービスの閉塞が解除されます。共用メモリからトランザクションブラ
ンチを回復し，新しく作成したオンライン用 XARファイルを使用して XAリソース
サービスのオンラインが再開始されます。

オンライン用 XARファイルに障害が発生した場合の XARファイルの入れ替え方法を次
の図に示します。
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図 5-8　オンライン用 XARファイルに障害が発生した場合の XARファイルの入れ替え方
法

（b）バックアップ用 XARファイルに障害が発生した時点での XARファイルの入れ替え

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，バックアップ用 XARファイルにスワップ
して XAリソースサービスの運用を続行している間に，バックアップ用 XARファイルに
も障害が発生した場合，XAリソースサービスは閉塞状態になります。XAリソースサー
ビスが閉塞状態になると，XAリソースサービスで連携するアプリケーションサーバから
284



5.　TP1/LiNKの運用
のトランザクション指示に対して，すべて XAER_RMERRを返します。ただし，障害が
局所化されているため，OpenTP1は停止しないで，XAリソースサービス以外の
OpenTP1サービスは実行できます。また，XARファイルを新しいファイルに入れ替え
れば，XAリソースサービスのトランザクションブランチを回復できます。

オンライン用 XARファイルとバックアップ用 XARファイルの両方に障害が発生して
XAリソースサービスが閉塞状態になった場合の，XARファイルの入れ替え方法を次に
示します。

1.［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［オンライン用 XARファイ
ルを作成するフォルダ名 (O)］および［バックアップ用 XARファイルを作成するフォ
ルダ名 (B)］を変更します。そのあと，［上書き保存 (V)］ボタンをクリックして，新
しい XARファイルを作成します。
オンライン用とバックアップ用の XARファイルを作成するフォルダを，障害の発生
していないディスクボリューム上に作成してください。［システム環境設定］ウィン
ドウ -［トランザクションブランチ数 (B)］の指定値は変更しないでください。

2.［TP1/LiNK　XAリソースサービス管理］ダイアログボックスの［サービス閉塞解除
(E)］ボタンをクリックします。
XAリソースサービスの閉塞が解除されます。共用メモリからトランザクションブラ
ンチを回復し，新しく作成したオンライン用 XARファイルを使用して XAリソース
サービスのオンラインが再開始されます。

バックアップ用 XARファイルで障害が発生した場合の XARファイルの入れ替え方法を
次の図に示します。
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図 5-9　バックアップ用 XARファイル障害発生時の XARファイルの入れ替え方法
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（c）オンライン用 XARファイルに障害が発生し OpenTP1が停止した場合の XARファイル
の入れ替え

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，さらに OpenTP1が停止（正常停止／異常
停止）すると，XAリソースサービスは閉塞します。XAリソースサービスを再開始する
には，新しい XARファイルを作成してから OpenTP1を再開始します。

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，さらに OpenTP1が停止した場合の XAR
ファイルの入れ替え方法を次に示します。

1.［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［オンライン用 XARファイ
ルを作成するフォルダ名 (O)］だけを変更します。そのあと，［上書き保存 (V)］ボタ
ンをクリックして，新しいオンライン用 XARファイルを作成します。
障害が発生しているオンライン用 XARファイルを作成するフォルダとは別のディス
クボリュームに作成してください。［システム環境設定］ウィンドウ -［トランザク
ションブランチ数 (B)］の指定値は変更しないでください。

2. OpenTP1を再開始します。
OpenTP1を再開始すると，XAリソースサービスの閉塞が解除されます。バックアッ
プ用 XARファイルからトランザクションブランチを回復し，新しく作成したオンラ
イン用 XARファイルを使用して XAリソースサービスが再開始されます。

！！！！ 注意事項
 

停止した OpenTP1を正常開始，および再開始するときは，オンライン用およびバックアッ
プ用の両方の XARファイルが I/O可能になっている必要があります。XARファイルに障害
が発生したままでは OpenTP1を開始できません。

オンライン用 XARファイルに障害が発生し，さらに OpenTP1が停止した場合の XAR
ファイルの入れ替え方法を次の図に示します。
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図 5-10　オンライン用 XARファイル障害発生時および OpenTP1停止時の XARファイ
ルの入れ替え方法

（d）バックアップ用 XARファイルに障害が発生し OpenTP1が停止した場合の XARファイ
ルの入れ替え

オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，さらに
OpenTP1が停止（正常停止／異常停止）すると，XAリソースサービスは閉塞します。
この場合，障害発生前のトランザクションブランチは回復できません。XAリソースサー
ビスを再開始するには，新しい XARファイルを作成してから OpenTP1を強制正常開始
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します。

オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，OpenTP1
が停止した場合の XARファイルの入れ替え方法を次に示します。

1.［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［オンライン用 XARファイ
ルを作成するフォルダ名 (O)］および［バックアップ用 XARファイルを作成するフォ
ルダ名 (B)］を変更します。そのあと，［上書き保存 (V)］ボタンをクリックして，新
しい XARファイルを作成します。
オンライン用とバックアップ用の XARファイルを作成するフォルダを，障害の発生
していないディスクボリューム上に作成してください。

2. OpenTP1を強制正常開始します。
OpenTP1を再開始すると，XAリソースサービスの閉塞が解除されます。新しく作成
したオンライン用 XARファイルを使用して XAリソースサービスのオンラインが再
開始されます。ただし，障害前のトランザクションブランチは回復できません。

！！！！ 注意事項
 

停止した OpenTP1を強制正常開始するときは，オンライン用およびバックアップ用の両方
の XARファイルが I/O可能になっている必要があります。XARファイルに障害が発生した
ままでは OpenTP1を開始できません。

オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，OpenTP1
が停止した場合の XARファイルの入れ替え方法を次の図に示します。
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図 5-11　オンライン用およびバックアップ用の両方の XARファイルに障害が発生し，
OpenTP1が停止した場合の XARファイルの入れ替え方法
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5.5　リモート API機能の使い方

リモート API機能の使い方について説明します。リモート API機能は，インターネット
／イントラネットでファイアウォールを経由して通信するときに必要です。

5.5.1　リモート API機能の概要
クライアントで呼び出した関数（API）をサーバに通知して，サーバでこの APIを代行
できます。これをリモート API機能といいます。

リモート API機能を使った通信では，クライアントで呼び出した APIをサーバが受け
取って，自システムのユーザサーバに APIを実行し直します。APIを実行し直す TP1/
LiNKのサービスを RAPサービスといいます。

RAPサービスで代行できる APIは，リモートプロシジャコール（dc_rpc_call関数）で
す。ただし，リモート API機能を使った RPCは非同期型 RPCにはできません。

リモート API機能の概要を次の図に示します。

図 5-12　リモート API機能の概要

注※ 1
クライアントになる OpenTP1システムには，次の製品があります。
• TP1/Client/W
• TP1/Client/P
• TP1/Client/J
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• TP1/Client for .NET Framework
• TP1/LiNK
• TP1/Server Base

また，TP1/LiNKをクライアントにして TP1/Server Baseをサーバにすることもで
きます。

注※ 2
リモート API機能を使った通信では，システム間に論理的な通信路が確立されます。
この通信路を常設コネクションといいます。
常設コネクションによって，リモート APIを要求した UAP（rapクライアント）と
rapサーバとは 1対 1で関係づけられます。常設コネクションの確立および解放は，
rapリスナーが管理しています。リモート APIを受け付けると，rapリスナーは rap
クライアントとの間に常設コネクションを確立し，確立したコネクションを rap
サーバに渡します。rapリスナーが管理できる常設コネクションの最大数は 256で
す。

5.5.2　リモート API機能を使うときの準備
TP1/LiNKで RAPサービスを使うときに設定する内容を次に示します。TP1/LiNK以外
の OpenTP1製品でリモート API機能の環境を設定する方法については，該当する
OpenTP1のマニュアルを参照してください。

（1） クライアント側の TP1/LiNKの設定（システム環境の設定）

［システム環境設定］ウィンドウの［ユーザサービス環境 (M)...］ボタンをクリックして，
［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスを開きます。［ユーザサービス環境設定］
ダイアログボックスには，相手システムのホスト名と RAPサービスのポート番号を指定
します。ファイアウォールを経由した通信のときは，ファイアウォールのホスト名と
ポート番号を指定します。［送信先］欄は［RAPサービス／ Firewall(R)］オプションボ
タンをオンにします。

［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスの指定は，自システムがクライアントに
なるときに必要です。

（2） サーバ側の TP1/LiNKの設定（RAPサービスの設定）

TP1/LiNKのシステムで開始する RAPサービスを設定します。［スタート］－［プログ
ラム］－［TP1_LiNK］－［RAPサービス環境］メニューを選択して，［RAPサービス
環境］ウィンドウを開きます。そして［RAPサービス環境］ウィンドウの一覧から RAP
サービスを選択して［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスを開きます。このダ
イアログボックスで RAPサービスの環境を設定します。
292



5.　TP1/LiNKの運用
（a）RAPサービス名とポート番号の関係

サーバの TP1/LiNKでは，異なる名称で複数の RAPサービスを起動できます。このと
き，それぞれの RAPサービスのポート番号は異なる番号を指定してください。

（b）［システム環境設定］ウィンドウに加算する RAPサービスのプロセス数

リモート API機能を使うときには，［システム環境設定］ウィンドウの［サーバ数］欄
に，使用する RAPサービスごとのプロセス数を加算してください。加算するプロセス数
を次に示します。

［SUP(U)］
1を加算

［SPP(P)］
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［RAPサービスのプロセス数］欄
に指定した数を加算

［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの指定は，自システムがサーバになると
きに必要です。

［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスと［RAPサービス環境設定］ダイアロ
グボックスに指定する値とネットワークの関係を次の図に示します。
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図 5-13　［ユーザサービス環境設定］ダイアログボックスと［RAPサービス環境設定］
ダイアログボックスに指定する値とネットワークの関係
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5.5.3　RAPサービスの操作
リモート API機能を使った通信で，サーバ側のシステムに必要な RAPサービスの操作
について説明します。

（1） RAPサービスの開始

リモート API機能を使うときは，RAPサービスが起動していることが前提です。RAP
サービスは rapリスナーと呼ばれる SUP相当のプロセスと，rapサーバと呼ばれる SPP
相当のプロセスで構成されています。rapサーバについては rapリスナーが開始時に自
動的に起動しますが，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウに rapサーバ
の状態は表示されません。rapリスナーを開始するには，次の二つの方法があります。

自動起動（TP1/LiNKの開始と一緒に開始する）
［RAPサービス環境設定］ダイアログボックスの［自動起動設定 (A)...］ボタンをク
リックして，［自動起動設定］ダイアログボックスを開きます。このダイアログボッ
クスの［自動起動あり］欄に，RAPサービス名を指定します。

手動起動（TP1/LiNKの動作中に開始する）
TP1/LiNKの動作中に，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウを
使って開始します。

（2） RAPサービスの終了

RAPサービスは，TP1/LiNKを終了すると一緒に終了します。また，TP1/LiNKの動作
中に，rapリスナーは［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウを使って終
了することもできます。rapサーバについては rapリスナーが終了時に自動的に終了し
ますが，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウに rapサーバの状態は表示
されません。ただし，rapリスナーを強制停止した場合は rapサーバを停止できないた
め，強制停止しないでください。もし，rapリスナーを強制停止した場合は，TP1/LiNK
を強制停止させて再起動してください。

RAPサービスの開始と終了の操作には［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィン
ドウを使います。このウィンドウの一覧には，SUPのユーザサーバ名と RAPサービス
名が混在して表示されます。そのため，RAPサービス名にはユーザサーバ名と明確に区
別できる名称を付けておくことをお勧めします。

5.5.4　リモート API機能を使うときの注意事項
• 常設コネクションの管理方法は，コネクションの確立・解放方法によって二つに分け
られます。コネクションの確立および解放を TP1/LiNKが管理する形態をオートコネ
クトモード，ユーザが API（常設コネクションを設定する dc_rap_connect関数，常
設コネクションを解放する dc_rap_disconnect関数）を使って管理する形態を非オー
トコネクトモードといいます。コネクションをどちらのモードで管理するかは，rap
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クライアントの［SPP詳細設定］ダイアログボックスまたは［SUP詳細設定］ダイア
ログボックスで設定できます。

• リモート API機能を使った通信のときは，RPCトレースを取得しません。ただし，
RAPサービスが代行した APIについては，RPCトレースを取得します。

• 稼働統計情報のうち，レスポンス統計情報と通信遅延時間統計情報は，リモート API
機能を使った通信に関する情報は取得しません。

• リモート API機能を使用し，TP1/LiNKが rapクライアントとなる場合，RPCの
ユーザデータ圧縮機能は使用できません。

• rapリスナーの開始時に KFCA00327-Wメッセージまたは KFCA00850-Eメッセージ
が出力されてもプログラム上の問題はありません。これは，rapリスナーが rapサー
バに対してサービス関数を実行するときに発行する RPCのエラーメッセージです。
rapリスナーは RPCでエラーが発生した場合にリトライするため，問題はありませ
ん。

• リモート API機能を使用して連鎖 RPC（dc_rpc_call関数の flags引数に
DCRPC_CHAINEDを指定）を実行した場合に RPCが正常に終了しないときは，
dc_rpc_close関数を発行して UAPの処理を中止します。このとき，rapサーバは連鎖
RPCのリソースを完全にクリアするために「KFCA26921-E 理由コード =401」を出
力して，アボートコード Vrext03で異常終了します。また，連鎖 RPCが正常に行わ
れたとしても，連鎖 RPCの終了 RPC（dc_rpc_call関数の flags引数に
DCNOFLAGSを指定）を行わなかった場合も同様に，rapサーバはダウンします。 

• 常駐 SPPからリモート API機能を使用している場合，その常駐 SPPの常駐コネク
ション問い合わせ間隔最大時間に 0を指定しないでください。指定した場合，rapリ
スナーがあるノードの OpenTP1を終了させようとしても，rapリスナーが終了でき
ないため，常駐 SPPが終了するまで無限に待ちます。

• rapサーバと同じノードにある UAPに対して，リモート API機能を使用した要求を
しないでください。要求した場合の動作は保証できません。

• XAリソースサービスを使用している場合，rapリスナーおよび rapサーバが正常終了
していないときに，起動中の rapリスナーおよび rapサーバの定義を「RAPサービス
環境設定」を使用して変更しないでください。変更した場合，XARトランザクション
のステータスがアクティブ状態のままとなり，トランザクションが決着しないで残っ
てしまうことがあります。OpenTP1では，正常終了時以外に rapリスナーおよび rap
サーバの定義を変更した場合の動作は保証できません。

• クライアントからの要求最大待ち時間の満了を検知した際のエラーメッセージ出力を
したくない場合は，TP1/LiNKインストールフォルダ ¥conf¥GUIRAP¥＜ RAPサー
ビス名＞ファイルに，次に示すオペランドを追加してください。定義を追加したあと
で，「RAPサービス環境設定」の［上書き保存 (V)］ボタンをクリックしてください。
• オペランド：set rap_inquire_timeout_message = N
このオペランドで抑止されるメッセージは次のとおりです。
・KFCA26956-Eメッセージの理由コード =71
・KFCA26965-Eメッセージの理由コード =71
• 指定例：定義の最終行には，改行を入力してください。
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# TP1/LiNK (rapリスナーサービス定義 )

# コメント = TP1/LiNK RAP Service

set rap_listen_port = 10030

set rap_parallel_server = 10

set nice = 0

set rap_connection_assign_type = static

set rap_inquire_timeout_message = N

• rapサーバプロセスがハングアップして，サービス要求を受け付けなくなることがあ
ります。この現象は，rapkillコマンドと，rapkillコマンドを実行する SUPを利用す
ることで回避できます。rapkillコマンドの詳細については，「7.　運用コマンド」の
「rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止）」を参照してください。
• RAPリスナープロセスで RAPサーバとの通信を行うためのポートに対して，RAP
サーバ以外から不正な電文を受信した場合，KFCA26955-Wメッセージの理由コード
に「35：不正な電文を受信しました。」が表示されます。

• 次に示すコマンドは，rapサーバに対して実行しないでください。実行した場合の動
作は保証できません。
• scdchprcコマンド 
• scdholdコマンド 
• scdrlesコマンド 
• scdrsprcコマンド
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5.6　TP1/LiNKの連続運転に関する運用

5.6.1　リソースの扱い
TP1/LiNKを連続運転できるようにするには，連続運転で使用するリソース量が増加し
続けないようにしておく必要があります。TP1/LiNKでは，リソースに関して，次のよ
うに制御しています。

メモリ量
連続運転によって，所要メモリ量が増加し続けることはありません。

ディスク量
ファイルごとのディスク容量の扱いを，次の表に示します。

表 5-5　TP1/LiNKで使用するディスク量の扱い

フォルダ 説　明

%DCDIR%¥aplib 増加しません。

%DCDIR%¥bin 増加しません。

%DCDIR%¥include 増加しません。

%DCDIR%¥lib 増加しません。

%DCDIR%¥spool メッセージログファイル（dclog1，dclog2）などのトレースが格納さ
れます。TP1/LiNKのトレースはラップアラウンドするため，一定容
量以上にはなりません。共用メモリダンプもここに出力されます。サ
イズは定義に依存するため一定容量になります。

%DCDIR%¥spool¥cmdlog¥* TP1/LiNKのコマンドログが格納されます。一定容量でラップアラウ
ンドするため，一定容量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥dcjnlinf¥* 稼働統計情報ファイルが格納されます。一定容量でラップアラウンド
するため，一定容量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥dclckinf¥* 増加しません。

%DCDIR%¥spool¥dclitinf¥* GUI操作時の作業ファイルが格納されます。ファイルサイズは一定値
であり，ファイル数も定義に比例するため，一定容量以上にはなりま
せん。

%DCDIR%¥spool¥dcprfinf¥* ファイルサイズ，ファイル数が一定値であり，かつ，ラップアラウン
ドするため，一定容量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥dcrapinf¥
*

ファイルサイズ，ファイル数が一定値であり，かつ，ラップアラウン
ドするため，一定容量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥dctrninf¥* 増加しません。
%DCDIR%¥spool¥dctrninf¥traceには XAインタフェースのトレー
スが格納されますが，一定容量でラップアラウンドするため，一定容
量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥errlog¥* TP1/LiNKエラーログ情報が格納されます。一定容量でラップアラウ
ンドするため，一定容量以上にはなりません。
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5.6.2　時刻変更に関する注意
TP1/LiNKではステータスファイルなどに日付や時間の情報を格納しています。TP1/
LiNKの再開始時などにその情報を使用します。また，トレースファイルなど，各種作業
ファイルにも日付や時刻の情報を持ち，さまざまなチェック処理でその情報を使用して
います。そのため，TP1/LiNKの開始中，オンライン中，または停止中に時刻を変更し
た場合，問題が発生します。

（1） 時刻を進める場合

TP1/LiNKのデーモンが一定期間動作しない場合は，TP1/LiNKの内部のチェックに
よってタイムアウトになり，システムがダウンします。そのため，システムの時刻を進
めた場合，タイムアウトが発生したと不当に判断してシステムがダウンすることがあり
ます。TP1/LiNKの開始中，オンライン中，または停止中に，秒単位またはそれより大
きな単位で時刻を進めないでください。何らかのテストで時刻を進める必要がある場合
は，TP1/LiNKを停止させたあとに時刻を変更してください。

（2） 時刻を遅らせる場合

時刻を遅らせた場合，再開始の失敗，トランザクション回復不正，不当なシステムウェ
イトなどの問題が発生するおそれがあり，動作を保証できません。そのため，TP1/LiNK
の開始中，オンライン中，または停止中に強制的に時刻を遅らせないでください。時刻
を遅らせると，システムの時刻よりも時刻が進んだ状態のファイルが TP1/LiNKシステ
ム内に残り，ラップアラウンド運用のトレースファイルの切り替えに失敗する場合があ
ります。何らかのテストで時刻を遅らせる必要がある場合は，いったん TP1/LiNKを削
除したあとに時刻を変更してください。時刻変更後，TP1/LiNKの再インストールやリ
ソースマネジャの再接続などで，システムの再構築をしてください。

%DCDIR%¥spool¥save¥* コアファイルが退避されます。コアファイルは 3世代以上は作成され
ないため，一定容量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥save¥rpct
rc¥*

RPCトレースファイルが退避されます。生成時刻がオンライン開始か
ら 24時間以上経過したファイルは削除されるため，一定容量以上に
はなりません。

%DCDIR%¥spool¥save¥trc¥
*

UAPトレースファイルが退避されます。生成時刻がオンライン開始か
ら 24時間以上経過したファイルは削除されるため，一定容量以上に
はなりません。

%DCDIR%¥spool¥shm¥* ファイルサイズが一定値であり，一定容量以上にはなりません。

%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd
¥*

リソースマネジャ接続時に作成したオブジェクトファイルが格納され
ます。

%DCDIR%¥tmp 各プロセスのホームディレクトリです。プロセスがダウンした場合，
ここにコアファイルができ，その後 %DCDIR%¥spool¥saveに移され
ます。したがって，一時的に増加しますが元に戻ります。オンライン
を再開始するとクリアされます。

フォルダ 説　明
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5.　TP1/LiNKの運用
5.7　マルチ OpenTP1の運用

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKを運用する場合，GUIとコマンドで操作します。こ
こでは，コマンドを使用した場合の操作について説明します。

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKでは，dcmakeconコマンドでコマンドプロンプトを
作成して，その中でコマンドを実行する必要があります。ただし，「net start 
TP1LiNKXX」や「net stop TP1LiNKXX」については，通常のコマンドプロンプトから
も実行できます（「XX」はマルチ OpenTP1の識別子）。なお，dcmakeconコマンドを実
行することで，あらかじめ環境変数が設定された，特定の TP1/LiNKを動かすためのコ
マンドプロンプトを作成します。したがって，ユーザ側で環境変数は変更しないでくだ
さい。変更した場合の動作は保証できません。dcmakeconコマンドについては，「7.　運
用コマンド」の「dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと削除）」を参照してく
ださい。

なお，オリジナルの TP1/LiNKを操作する場合は，通常のコマンドプロンプト内で TP1/
LiNKのコマンドを実行することも，コマンド引数なしの dcmakeconで起動したコマン
ドプロンプト内で TP1/LiNKのコマンドを実行することもできます。

また，マルチ OpenTP1の運用コマンド実行時に重大な障害が発生した場合，速やかに
次の資料を退避した上で，保守員に連絡してください。

• %TEMP%¥dcsetupml.log
• %DCDIR%¥spool¥errlog¥*.*（%DCDIR%は，オリジナルの TP1/LiNKのインス
トールフォルダ）
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5.8　JP1連携時の運用（JP1/Base，JP1/AJS，
および JP1/AJS2 - Scenario Operation）

JP1と連携してシナリオテンプレートを利用する機能を使う場合は，JP1/Base，JP1/
AJS，および JP1/AJS2 - Scenario Operationを使用します。JP1/Baseについてはマ
ニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を，JP1/AJSについては内容に応じて該当するマニュ
アルを，JP1/AJS2 - Scenario Operationについてはマニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 - Scenario Operation」を参照してください。

5.8.1　シナリオテンプレートを利用したシステムの運用
TP1/LiNKで利用するシナリオテンプレートとは，TP1/LiNKのコマンド，および TP1/
LiNKのコマンドを組み合わせた運用手順を，テンプレート（ひな形）として部品化した
ものです。また，シナリオテンプレートを業務に関連付けて運用手順として実行できる
ようにしたものを，シナリオと呼びます。

シナリオテンプレートを利用すると，JP1と連携して TP1/LiNKシステムを自動的に運
用できます。TP1/LiNKがシナリオテンプレートを提供しているシナリオを次に示しま
す。

• スケールアウト
新しい TP1/LiNKのノードを構築して，TP1/LiNKシステムのドメイン構成に新しい
TP1/LiNKのノードを追加します。

• スケールイン
業務単位またはノード単位で，負荷レベルの低いノードのリソースを解放して，他シ
ステムに割り当てます。

• ローリングアップデート
システムを停止させることなく，OSや UAPのセキュリティ対策パッチを適用しま
す。

TP1/LiNKが提供しているシナリオテンプレートを次に示します。

• OpenTP1_AddNode
• OpenTP1_ChangeNodeID
• OpenTP1_Deploy
• OpenTP1_ScenarioAddNode
• OpenTP1_Start
• OpenTP1_StartUAP
• OpenTP1_Stop
• OpenTP1_StopUAP
• OpenTP1_Undeploy
• OpenTP1_UpdateDomain
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• OpenTP1_ScenarioScaleout

シナリオテンプレートの詳細については，「付録 B　シナリオテンプレートの詳細」を参
照してください。

シナリオテンプレートから TP1/LiNKのコマンドを実行する場合は，JP1/AJS2 - 
Scenario Operationで TP1/LiNKのコマンドの終了状態を判断するために，dcjcmdex
コマンドに TP1/LiNKのコマンドを指定して実行してください。

5.8.2　シナリオの登録
シナリオテンプレートを JP1/AJS2 - Scenario Operationに登録するには，次に示すシナ
リオテンプレート定義ファイルを JP1/AJS2 - Scenario Operation Managerのシナリオ
ライブラリフォルダに組み込みます。

シナリオテンプレート定義ファイル
%DCDIR%¥jp1_template¥ScenarioTemplate¥TP1_LiNK.sjis.xml

組み込み先シナリオライブラリフォルダ
/ScenarioLibrary/OpenTP1/TP1_LiNK

シナリオテンプレート定義ファイルを JP1/AJS2 - Scenario Operation Managerのシナ
リオライブラリフォルダに組み込む方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 - Scenario Operation」を参照してください。

シナリオの登録時に設定するシナリオ変数について説明します。

（1） シナリオ変数

運用環境によって変化する情報を，シナリオに応じてあらかじめ設定しておく変数をシ
ナリオ変数と呼びます。例えば，ホスト名，ファイル名などをシナリオ変数として設定
したあとで，シナリオ登録時にシナリオ変数の値を設定すると，運用環境に応じたシナ
リオを実行できます。

TP1/LiNKが提供するシナリオテンプレートは，入力するシナリオ変数（入力シナリオ
変数）から，環境変数およびシナリオの実行ユーザを設定します。

入力シナリオ変数から設定する環境変数を次の表に示します。

表 5-6　入力シナリオ変数から設定する環境変数

環境変数 説明 シナリオ実行時の設定値
※ 1

DCDIR TP1/LiNKインストールフォルダ※ 2 ?DCDIR?

DCCONFPATH TP1/LiNKの定義ファイル格納フォル
ダ※ 3

?DCCONFPATH?
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注※ 1
「?」で囲まれた文字列は，値を設定する JP1/AJS2 - Scenario Operationの入力シナリオ変数を
示します。

注※ 2
完全パス名を 50バイト以内で指定してください。

注※ 3
完全パス名で指定してください。

これらの環境変数を実行ユーザのシステム環境変数に設定している場合は，入力シナリ
オ変数にもシステム環境変数と同じ値を設定する必要があります。入力シナリオ変数，
システム環境変数の両方を指定した場合の動作については，JP1/AJSのマニュアルの環
境変数に関する記述を参照してください。

シナリオの実行ユーザは，各シナリオテンプレートの入力シナリオ変数USER_NAME
で指定します。シナリオの実行ユーザとして指定できるのは，JP1/Baseでユーザマッピ
ングされたユーザだけです。シナリオを実行する前に，OpenTP1管理者をユーザマッピ
ングしてください。ユーザマッピングの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガ
イド」を参照してください。

5.8.3　スケールアウトの運用
スケールアウトを実行すると，新しい TP1/LiNKのノードを構築して，TP1/LiNKシス
テムのドメイン構成に新しい TP1/LiNKのノードを追加します。これによって，システ
ム拡張に伴う作業を速やかに処理できます。

（1） スケールアウトの運用モデル

スケールアウトを実行すると，新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオ，および
ドメイン構成管理ノードを更新するシナリオが実行されます。スケールアウトを実行す
る場合の運用モデルを次の図に示します。
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図 5-14　スケールアウトの運用モデル

注※ 1
TP1/LiNK-Nの［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブの
［ドメイン定義ファイルを使用する (F)］チェックボックスをオンにする

注※ 2
TP1/LiNK-A，TP1/LiNK-Bおよび TP1/LiNK-Cの［システム環境設定］ウィンド
ウの［システムを構成するノード］欄に TP1/LiNK-Nを指定する

（2） スケールアウトのシナリオ構成

TP1/LiNKのスケールアウトでは，新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオを実
行したあとに，ドメイン構成管理ノードを更新するシナリオを実行します。それぞれの
シナリオについて説明します。

（a）新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオ

新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオの実行順序を，次の図に示します。
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図 5-15　新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオの実行順序
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注※
INST_DIRは OpenTP1_GetInstDirから引き継がれる変数です。

各シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 5-7　新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオのシナリオテンプレート

注※ 1
ユーザが作成します。TP1/LiNKが提供するサンプルについては，「5.8.6　サンプルシナリオテ
ンプレートの利用」を参照してください。

注※ 2
TP1/LiNKが提供します。詳細については，「付録 B　シナリオテンプレートの詳細」を参照し
てください。

注※ 3
XAリソースサービス機能を使用する場合にだけ必要です。XAリソースサービス機能を使用す
る場合は，XARファイル作成バッチファイル
（%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥tools¥dcj_mkfs.bat）を使用して，XARファイルを作
成してください。XARファイル作成バッチファイルに指定する引数を次に示します。
・第 1引数
［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［オンライン用 XARファイルを作成
するフォルダ名 (O)］に指定した値です。
・第 2引数
［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［バックアップ用 XARファイルを作
成するフォルダ名 (B)］に指定した値です。
・第 3引数
［システム環境設定］ウィンドウの［トランザクションブランチ数 (B)］に指定した値です。
・第 4引数 
［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスの［XARファイルのレコード長 (R)］に
指定した値です。
省略時は 512が仮定されます。指定する場合は，第 5引数を省略できません。
・第 5引数 

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_GetInstDir※ 1 TP1/LiNKインストールフォルダ取得

2 OpenTP1_MakeTP1Dir※ 1 TP1/LiNKフォルダの作成

3 OpenTP1_SetConfig※ 1 TP1/LiNKの定義設定

4 OpenTP1_ChangeNodeID※ 2 ノード識別子の設定

5 OpenTP1_Deploy※ 2 TP1/LiNKの登録

6 OpenTP1_MakeFileSystem※ 3 TP1/LiNKファイルシステムの作成

7 OpenTP1_Start※ 2 TP1/LiNKの起動

8 OpenTP1_StartUAP※ 2 UAPの起動
306



5.　TP1/LiNKの運用
XARファイルサイズです。
省略時は 1が仮定されます。指定する場合は，第 4引数を省略できません。
XARファイルサイズは，次の算出式の値になります。
XARファイルサイズ（単位：メガバイト）＝↑（（レコード数＋ 1）×レコード長）÷ 1048576
↑

（凡例）
レコード数：第 3引数の値
レコード長：第 4引数の値
↑↑：小数点以下を切り上げます。

（b）ドメイン構成管理ノードを更新するシナリオ

ドメイン構成管理ノードを更新するときの前提条件を次に示します。

•［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイン定義
ファイルを使用する (F)］チェックボックスをオンにしている

• ドメイン構成管理ノードがオンラインである

ドメイン構成管理ノードを更新するシナリオの実行順序を，次の図に示します。

図 5-16　ドメイン構成管理ノードを更新するシナリオの実行順序

各シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 5-8　ドメイン構成管理ノードを更新するシナリオのシナリオテンプレート

これらのシナリオテンプレートは TP1/LiNKが提供します。詳細については，「付録 B　

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_AddNode ドメイン定義ファイルへの追加

2 OpenTP1_UpdateDomain ドメイン構成の更新
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シナリオテンプレートの詳細」を参照してください。

（3） スケールアウトと DPMを利用する TP1/LiNKの環境設定手順

スケールアウトを実行すると，TP1/LiNKの環境設定手順の一部を自動化できます。こ
こでは，スケールアウトと DPMのディスク複製機能を利用する場合の環境設定手順に
ついて説明します。手順 1.～ 6.は，システム管理者（Administrators）の権限を持つ
ユーザが実行してください。また，手順 1.～ 4.は TP1/LiNKシステムのマスタコン
ピュータ（ディスク複製元）で，手順 5.は DPMがインストールされているコンピュー
タで，手順 6.～ 7.は新しく追加する TP1/LiNKのノード（ディスク複製先）で実行し
てください。

1. hostsファイルに，TP1/LiNKシステムが使用するホスト名を登録します。

2. OpenTP1管理者を登録します。
詳細については，「2.1.1　セットアップの準備」を参照してください。

3. TP1/LiNKのプログラムプロダクトをインストールします。
TP1/LiNKのプログラムプロダクトをインストールするディスク（マスタディスク）
は，必ず OSと同じディスクに作成してください。この場合にリソースマネジャを利
用するときは，リソースマネジャを接続する必要があります。詳細については，
「2.1.3　リソースマネジャの接続」を参照してください。

4. スケールアウトで使用する，TP1/LiNKの環境設定をするためのファイルを作成しま
す。
詳細については，「5.8.6(3)　サンプルシナリオテンプレートのカスタマイズ」を参照
してください。

5. DPMのディスク複製機能を利用して，TP1/LiNKシステムのマスタコンピュータから
バックアップしたディスクを，新しく追加する TP1/LiNKのノードにリストアします。
ディスク複製先のネットワークタイプは，DHCPではなく固定 IPで割り当ててくだ
さい。DPMの使用方法については，マニュアル「ServerConductor/
DeploymentManager ユーザーズガイド」を参照してください。

6. JP1/AJS - Agentをセットアップします。
JP1/AJS - Agentのセットアップ方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 セットアップガイド」，またはマニュアル「JP1/Automatic 
Job Management System 3 構築ガイド 1」参照してください。

7. スケールアウトを実行します。
スケールアウトを実行すると，新しい TP1/LiNKのノードを追加するシナリオが実行
されます。

5.8.4　スケールインの運用
スケールインを実行すると，ノード単位または業務単位で，負荷レベルの低いノードの
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リソースを解放して，他システムに割り当てます。これによって，リソースを有効に利
用できます。

（1） スケールインのシナリオ構成

TP1/LiNKのスケールインのシナリオには，TP1/LiNKを停止してノード単位にリソー
スを解放するシナリオと，UAPを停止して業務単位にリソースを解放するシナリオの二
つがあります。二つのシナリオのどちらかを実行してください。それぞれのシナリオに
ついて説明します。

（a）TP1/LiNKを停止してリソースを解放するシナリオ

TP1/LiNKを停止して TP1/LiNKのノードのリソースを解放するシナリオを，次の図に
示します。

図 5-17　TP1/LiNKを停止してリソースを解放するシナリオ

シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 5-9　TP1/LiNKを停止してリソースを解放するシナリオのシナリオテンプレート

このシナリオテンプレートは TP1/LiNKが提供します。詳細については，「付録 B　シナ
リオテンプレートの詳細」を参照してください。

（b）UAPを停止してリソースを解放するシナリオ

UAPを停止して TP1/LiNKの業務リソースを解放するシナリオを，次の図に示します。

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_Stop TP1/LiNKの停止
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図 5-18　UAPを停止してリソースを解放するシナリオ

シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 5-10　UAPを停止してリソースを解放するシナリオのシナリオテンプレート

このシナリオテンプレートは TP1/LiNKが提供します。詳細については，「付録 B　シナ
リオテンプレートの詳細」を参照してください。

5.8.5　ローリングアップデートの運用
ローリングアップデートを実行すると，システムを停止させることなく，OSや UAPの
セキュリティ対策パッチを適用します。これによって，システムを連続運転できます。

TP1/LiNKの停止および削除によって TP1/LiNKシステムが停止するおそれのあるノー
ドは，ローリングアップデートを実行しないでください。

（1） ローリングアップデートの運用モデル

ローリングアップデートを実行する場合の運用モデルを次の図に示します。

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_StopUAP UAPの停止
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図 5-19　ローリングアップデートの運用モデル

（2） ローリングアップデートのシナリオ構成

ローリングアップデートの実行順序を，次の図に示します。
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図 5-20　ローリングアップデートの実行順序

各シナリオテンプレートの説明を次の表に示します。

表 5-11　ローリングアップデートのシナリオテンプレート

注※ 1
TP1/LiNKが提供します。詳細については，「付録 B　シナリオテンプレートの詳細」を参照し

項番 シナリオテンプレートの名称 説明

1 OpenTP1_Stop※ 1 TP1/LiNKの停止

2 OpenTP1_Undeploy※ 1 TP1/LiNKの削除

3 Patch※ 2 パッチの適用

4 OpenTP1_Deploy※ 1 TP1/LiNKの登録

5 OpenTP1_Start※ 1 TP1/LiNKの起動
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てください。

注※ 2
ユーザが作成します。

5.8.6　サンプルシナリオテンプレートの利用
TP1/LiNKでは，スケールアウトのシナリオテンプレートのうち，新しい TP1/LiNKの
ノードを追加するシナリオのサンプルシナリオテンプレートを提供しています。

TP1/LiNKをインストールした状態でサンプルシナリオテンプレート
（OpenTP1_ScenarioScaleout）を実行すると，新しい TP1/LiNKの環境構築をしたあと
に，TP1/LiNKとサンプルユーザサーバ（SPP）を起動します。サンプルシナリオテン
プレートをカスタマイズすると，使用する環境に合わせて，スケールアウトを簡単に実
行できます。

（1） サンプルシナリオテンプレートの概要

サンプルシナリオテンプレートの概要について説明します。

サンプルシナリオテンプレートは，次の表に示す処理を実行します。

表 5-12　サンプルシナリオテンプレートが実行する処理

項
番

処理内容 シナリオテンプレートの名称 参照する入力シナリオ変数

1 TP1/LiNKインストールフォ
ルダ取得

OpenTP1_GetInstDir • HOST_NAME
• USER_NAME

2 TP1/LiNKフォルダの作成 OpenTP1_MakeTP1Dir • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• MULTI_ID
• INST_DIR※

3 TP1/LiNKの定義設定 OpenTP1_SetConfig • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• PORT_NUMBER
• INST_DIR※

4 ノード識別子の設定 OpenTP1_ChangeNodeID • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• NODE_ID
• INST_DIR※
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注※
シナリオ入力変数 INST_DIRは，項番 1の「TP1/LiNKインストールフォルダ取得」ジョブに
よって取得されます。そのあとのジョブに引き継がれるため，ユーザが入力する必要はありま
せん。

シナリオテンプレートごとに詳細を説明します。

1. TP1/LiNKインストールフォルダ取得（OpenTP1_GetInstDir）
システム環境変数の DCDIRを TP1/LiNKのインストールフォルダとして取得しま
す。また，得られた TP1/LiNKインストールフォルダを出力シナリオ変数
OUT_INST_DIRに引き継ぎます。

2. TP1/LiNKフォルダの作成
TP1/LiNKフォルダを作成します。TP1/LiNKのフォルダ作成バッチファイル（TP1/
LiNKインストールフォルダ ¥jp1_template¥examples¥tools¥dcjmk_dcdir.bat）を
使用して，次の TP1/LiNKフォルダを作成します。
フォルダ：入力シナリオ変数 DCDIRの設定値
所有者：入力シナリオ変数 USER_NAMEの設定値

3. TP1/LiNKの定義設定（OpenTP1_SetConfig）
TP1/LiNK環境設定バッチファイル
（%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥tools¥dcjset_conf.bat）を使用して，定義
ファイルおよびロードモジュールを，次に示す順序で設定します。
• %DCDIR%¥jp1_template¥examplesフォルダ下にある aplib，confを

%DCDIR%¥フォルダ下の aplib，confにコピーする
• 定義ファイルのノード固有情報（ネームサービスのポート番号など）を設定する

4. ノード識別子の設定（OpenTP1_ChangeNodeID）
TP1/LiNKのノード識別子を入力シナリオ変数 NODE_IDの設定値で設定します。

5. TP1/LiNKの登録

5 TP1/LiNKの登録 OpenTP1_Deploy • DCDIR
• HOST_NAME
• USER_NAME
• MULTI_ID

6 TP1/LiNKの起動 OpenTP1_Start • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME

7 UAP（サンプルプログラム）
の起動

OpenTP1_StartUAP • DCDIR
• DCCONFPATH
• HOST_NAME
• USER_NAME
• USER_SERVER_NAME

項
番

処理内容 シナリオテンプレートの名称 参照する入力シナリオ変数
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dcsetupmlコマンドを実行し，TP1/LiNKを OSに登録します。
6. TP1/LiNKの起動（OpenTP1_Start）

TP1/LiNKを起動します。
7. UAP（サンプルプログラム）の起動（OpenTP1_StartUAP）
入力シナリオ変数 USER_SERVER_NAMEに設定されたユーザサーバのUAPを起
動します。

（2） サンプルシナリオテンプレートの登録

サンプルシナリオテンプレートを実行するには，サンプルシナリオテンプレートを，
JP1/AJS2 - Scenario Operation Viewの操作によって JP1/AJS - Managerに登録しま
す。

サンプルシナリオテンプレートは，次の場所に格納されています。

/ScenarioLibrary/OpenTP1/TP1_LiNK/OpenTP1_ScenarioScaleout

サンプルシナリオテンプレートを登録するには，次の表に示す入力シナリオ変数を設定
します。

表 5-13　サンプルシナリオテンプレートへの設定情報

注※ 1
設定を省略できます。

注※ 2
オリジナルの場合は設定を省略できます。

入力シナリオ変数 内容 設定例

DCDIR TP1/LiNKインストー
ルフォルダ

C:¥OpenTP1_Multi

DCCONFPATH TP1/LiNKの定義ファ
イル格納フォルダ

C:¥OpenTP1_Multi¥conf

HOST_NAME※ 1 実行する TP1/LiNKの
ノードのホスト名

hostX

USER_NAME※ 1 TP1/LiNKのユーザ名 Administrator

USER_SERVER_NAME ユーザサーバ名 SPP（サンプルでは固定）

NODE_ID TP1/LiNKのノード識
別子（ノードごとに一
意の 4文字以内の文字
列）

smpl

PORT_NUMBER TP1/LiNKのネーム
ポート番号

10000

MULTI_ID※ 2 マルチ OpenTP1の識
別子（ノード内で一意
の 2文字以内の文字
列）

ml
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表 5-13の設定例の値をサンプルシナリオテンプレートに設定してシナリオを実行した場
合，次の図に示すフォルダ構成の TP1/LiNK実行環境が作成されます。

図 5-21　サンプルシナリオテンプレート実行後の TP1/LiNKフォルダ

（3） サンプルシナリオテンプレートのカスタマイズ

サンプルとして提供される定義ファイルや TP1/LiNK環境設定バッチファイルなどをカ
スタマイズすると，TP1/LiNKの構成を簡単に変更できます。また，使用する環境に合
わせてカスタマイズしたファイルを，TP1/LiNKのインストール環境とともに DPMで
作成するマスタディスクに格納すると，スケールアウトを簡単に実行できます。

ユーザがカスタマイズできるサンプルファイルを次に示します。

• サンプルプログラムのロードモジュール
• 定義ファイル
• TP1/LiNK環境設定バッチファイル

各ファイルのカスタマイズ方法を次に示します。

（a）サンプルプログラムのロードモジュールのカスタマイズ

業務に合わせた SUPおよび SPPを作成し，ロードモジュール（実行形式ファイル）を
任意のフォルダに格納してください。

（b）定義ファイルおよび TP1/LiNK環境設定バッチファイルのカスタマイズ

TP1/LiNKの定義をカスタマイズするには，定義ファイルおよび TP1/LiNK環境設定
バッチファイルを変更します。

●定義ファイルのカスタマイズ
TP1/LiNKの各定義ファイルの中で必要なものを，あらかじめ TP1/LiNK環境設定
GUIで設定しておきます。設定内容をノードごとに変えたい場合は，定義ファイルの
内容にシナリオテンプレート用の文字列「@DCxxxxxx@」を設定してください。
「@DCxxxxxx@」の値は，dcjchconfコマンドで設定できます。TP1/LiNK環境設定
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GUIの項目と定義ファイルの関連については，「付録 C　GUIと定義ファイルの関連」
を参照してください。

● TP1/LiNK環境設定バッチファイルのカスタマイズ
TP1/LiNK環境設定バッチファイルは，定義ファイルに設定された文字列
「@DCxxxxxx@」を，dcjchconfコマンドを実行して設定します。サンプルシナリオテ
ンプレートの場合，次の表に示すように設定されます。

表 5-14　サンプルシナリオテンプレートの文字列「@DCxxxxxx@」の設定値

注※ 1
「?」で囲まれた文字列は，入力シナリオ変数に設定された値を示します。

注※ 2
サンプルシナリオテンプレートが実行する「ノード識別子の設定」シナリオを実行すると，自
動的に設定されます。

ファイル名 オペランド名 定義ファイルの設定値 TP1/LiNK環境設定バッチ
ファイルの設定値※ 1

betranrc node_id※ 2 @DCNODE_ID@ ?NODE_ID?

name_port @DCport_number@ ?PORT_NUMBER?
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5.9　JP1連携時の運用（PFM - Agent for 
OpenTP1）

PFM - Agent for OpenTP1と連携する場合，システム共通定義
（%DCDIR%¥conf¥BETRANRCファイル）の statisticsオペランドに Yを指定してくだ
さい。statisticsオペランドの説明と定義例を次に示します。

● set statistics = Y|N
共用メモリ上にシステム統計情報を取得するかどうかを指定します。

Y
共用メモリ上にシステム統計情報を取得します。

N
共用メモリ上にシステム統計情報を取得しません。

定義例
定義例の最終行には，改行を入力してください。
# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1996, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * システム共通定義
# * 環境名： betranrc
# *
# TP1/LiNK (betranrc)
set name_port = 10000
set rpc_trace = N
set rpc_datacomp = N
set client_uid_check = N
set node_id = LiNK
set rpc_delay_statistics = Y
set statistics = Y
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5.10　TP1/LiNKのサンプル

システムをより手軽に構築するため，TP1/LiNKにはアプリケーションプログラムのサ
ンプル（例題）が格納してあります。

サンプルのアプリケーションプログラムは，メモリテーブル上にデータベースを作成し
て，そのデータを参照したり更新したりします。このアクセス手順で，TP1/LiNKの
APIを使う方法がわかります。

5.10.1　サンプルのファイル構成
サンプルで使うフォルダとファイルについて説明します。

（1） フォルダの構成

TP1/LiNKのサンプルが格納してあるフォルダの内容を次の図に示します。

次の図は，TP1/LiNKのフォルダ（OpenTP1ホームディレクトリ）を仮定値
（C:¥OpenTP1）にした場合の例です。
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図 5-22　TP1/LiNKのサンプルが格納してあるフォルダの内容

（2） %DCDIR%¥jp1_template¥examples¥フォルダの内容

%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥フォルダには，スケールアウトのサンプルシナリ
オテンプレートで使う各種のフォルダやファイルを格納してあります。

• %DCDIR%¥jp1_template¥examples¥aplib¥フォルダ
サンプルシナリオテンプレートのサンプルプログラムのロードモジュール
（%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥source¥フォルダ下のソースファイルに対す
るロードモジュール）を格納してあるフォルダです。

• %DCDIR%¥jp1_template¥examples¥conf¥フォルダ
サンプルシナリオテンプレートで使用する定義ファイルを格納してあるフォルダです。

• %DCDIR%¥jp1_template¥examples¥tools¥フォルダ
次に示す，サンプルシナリオテンプレートで使用するバッチファイルを格納してある
フォルダです。
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• dcjset_conf.bat
サンプルシナリオテンプレート用の TP1/LiNK環境設定バッチファイル

• dcj_mkfs.bat
XAリソースサービスを使用する場合に XARファイルを作成するためのバッチファ
イル

• dcj_comp.bat
サンプルシナリオテンプレート用の TP1/LiNKの環境（オリジナルまたはマルチ）
種別取得バッチファイル

• dcjmk_dcdir.bat
サンプルシナリオテンプレート用の TP1/LiNKフォルダ作成バッチファイル

• %DCDIR%¥jp1_template¥examples¥source¥フォルダ
シナリオテンプレートのサンプルプログラム（UAP）を格納してあるフォルダです。
サンプルシナリオテンプレートでは，%DCDIR%¥sample¥tp1link¥フォルダ
（「5.10.1(4)　%DCDIR%¥sample¥フォルダの内容」を参照）の C言語でコーディン
グしたアプリケーションプログラムをサンプルプログラムとして使用しています。サ
ンプルプログラムの仕様については，「5.10.3　サンプルのアプリケーションプログラ
ムの仕様」を参照してください。

（3） %DCDIR%¥rts_template¥examples¥conf¥フォルダの内容

TP1/LiNKでは，リアルタイム統計情報サービスで使用するテンプレートとして，次に
示す TP1/LiNKで取得できるすべての項目を設定したリアルタイム取得項目定義ファイ
ルを提供しています。%DCDIR%¥conf直下にコピーして使用します。

• LINK_ITM

（4） %DCDIR%¥sample¥フォルダの内容

%DCDIR%¥sample¥フォルダには，サンプルとして使う各種のフォルダやファイルを格
納してあります。

• %DCDIR%¥sample¥template¥フォルダ
COBOL言語でアプリケーションプログラムを作成するときに，DATADIVISIONの
コーディングの負担を軽くするために使う，COBOL言語用テンプレートを格納して
あるフォルダです。COBOL言語用テンプレートについては，マニュアル「OpenTP1 
プログラム作成の手引」の OpenTP1のサンプルの記述を参照してください。

• %DCDIR%¥sample¥tp1link¥フォルダ
次に示す TP1/LiNKのサンプルを格納してあるフォルダです。
• c¥

C言語でコーディングしたアプリケーションプログラム
• cobol¥

COBOL言語でコーディングしたアプリケーションプログラム
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• conf¥
サンプルのアプリケーションプログラムの実行環境ファイル

5.10.2　サンプルを使う手順
サンプルを使う手順について説明します。TP1/LiNKのサンプルを使うまでの手順を次
の図に示します。

図 5-23　TP1/LiNKのサンプルを使うまでの手順

（1） アプリケーションプログラムを作成します

アプリケーションプログラムは，次に示す手順で作成します。

（a）実行形式ファイルを作成します

アプリケーションプログラムのソースプログラムを実行形式ファイルにするときは，
Microsoft Visual C++のツールの nmakeコマンドを使います。nmakeコマンドで使う
makefileは，アプリケーションプログラムのフォルダ（c¥または cobol¥）にそれぞれ格
納してあります。
322



5.　TP1/LiNKの運用
Visual Studio 2012では，makefile内で使用している標準コンパイルオプション定義マ
クロである ntwin32.makは配布されません。そのため，サンプルプログラムをコンパイ
ルする場合に Visual Studio 2012コマンドプロンプトを使用して，コマンドライン上か
ら nmakeコマンドを実行すると，ntwin32.makが見つからない旨のエラーが発生しま
す。対処方法については，リリースノート（README）を参照してください。

nmakeコマンドは，c¥フォルダまたは cobol¥フォルダに移動してから実行します。

コマンド入力例を次に示します。

C言語の場合（スタブを使う場合）
 
C:¥>cd ¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥c   <CR>
C:¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥c> nmake  <CR>
 

C言語の場合（サービス関数動的ローディング機能を使う場合）
 
C:¥>cd ¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥c <CR>
C:¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥c> nmake /f make_svdl <CR>
 

COBOL言語の場合（スタブを使う場合）
 
C:¥>cd ¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol   <CR>
C:¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol> nmake <CR>
 

COBOL言語（COBOL2002）の場合（サービス関数動的ローディング機能を使う場合）
 
C:¥>cd ¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol <CR>
C:¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol> nmake /f make_svdl <CR>
 

COBOL言語（Micro Focus COBOL）の場合（スタブを使う場合）
 
C:¥>cd ¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol   <CR>
C:¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol> nmake /f make_mf  <CR>
 

COBOL言語（Micro Focus COBOL）の場合（サービス関数動的ローディング機能を使う
場合）

 
C:¥>cd ¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol <CR>
C:¥OpenTP1¥sample¥tp1link¥cobol> nmake /f makemf_svdl <CR>
 

これらのコマンドを実行すると，c¥フォルダまたは cobol¥フォルダの下に SPPと SUP
の実行形式ファイルが作成されます（サービス関数動的ローディング機能を使う場合は
UAP共用ライブラリファイルも作成されます）。作成される実行形式ファイル名および
UAP共用ライブラリファイル名を次の表に示します。
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表 5-15　実行形式ファイル名および UAP共用ライブラリファイル名

（凡例）
－：作成されません。

（b）実行形式ファイルをコピーします

アプリケーションプログラムの実行形式ファイルおよび UAP共用ライブラリファイル
を，%DCDIR%¥aplib¥フォルダの下にコピーしてください。

（2） アプリケーションプログラムの実行環境を設定します

アプリケーションプログラムの実行環境を設定する手順を次に示します。

（a）実行環境を設定したファイルをコピーします

サンプルでは，アプリケーションプログラムの実行環境を設定したファイルも格納して
あります。

実行環境を設定したファイルは，%DCDIR%¥sample¥tp1link¥conf¥フォルダの下に，
SPP用と SUP用の両方が格納してあります。実行環境を設定したファイル名を次の表に
示します。これらのファイルを，%DCDIR%¥conf¥フォルダの下にコピーしてくださ
い。

表 5-16　実行環境を設定したファイル名

（b）実行環境を確認します

［SPP環境設定］ダイアログボックスまたは［SUP環境設定］ダイアログボックスを

言語種別 ファイル種別 スタブを使う
場合

サービス関数動的ローディング機能を使う場合

C言語 実行形式ファイ
ル名

• spp.exe
• sup.exe

• spp2.exe
• sup2.exe

UAP共用ライ
ブラリファイル
名

－ libsv.dll

COBOL言語 実行形式ファイ
ル名

• cblspp.exe
• cblsup.exe

• cblspp2.exe
• cblsup2.exe

UAP共用ライ
ブラリファイル
名

－ libsv.dll

言語種別 スタブを使う場合 サービス関数動的ローディング機能を使う場合

C言語 • spp
• sup

• spp2
• sup2

COBOL言語 • cblspp
• cblsup

• cblspp2
• cblsup2
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使って，アプリケーションプログラムの実行環境が設定してあるかどうかを確認してく
ださい。コピーしたファイルと同じ名称のユーザサーバが登録してあれば，サンプルの
準備作業は完了です。

（3） TP1/LiNKを開始します

サンプルを使うときは，TP1/LiNKを開始してあることが前提です。TP1/LiNKを開始
してください。

（4） ユーザサーバを実行します

TP1/LiNKを開始したあとで，次に示す手順でユーザサーバを開始してください。

1.［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウを使って，サーバの AP（spp，
spp2，cblsppまたは cblspp2）を開始します。サーバの APがオンライン状態になる
と，TP1/LiNKのメッセージログとWindowsのイベントビューアにメッセージが登録
されます。

2. サーバの APがオンライン状態になったことを確認したあとで，［TP1/LiNKアプリ
ケーション管理 SUP］ウィンドウを使って，クライアントの AP（sup，sup2，
cblsupまたは cblsup2）を開始します。クライアントの APからサービスが要求され
て，サーバの APがデータベースを参照および更新します。

5.10.3　サンプルのアプリケーションプログラムの仕様
TP1/LiNKのサンプルに格納してあるアプリケーションプログラムの仕様は，TP1/
Server Baseのサンプル（Baseサンプル）と同じです。ただし，サーバの APではトラ
ンザクションの制御はしていません。

サンプルのアプリケーションプログラムの仕様については，マニュアル「OpenTP1 プロ
グラム作成の手引」の Baseサンプルの仕様を参照してください。

5.10.4　UAPのコンパイルとリンケージ
UAPをコンパイルし，リンケージするために，Microsoft Visual C++のツールの nmake
コマンドを使います。ここでは，nmakeコマンドとともに使用できるmakefileの例を，
作成する言語ごとに説明します。詳細については，各言語のマニュアルを参照してくだ
さい。なお，サービス関数動的ローディング機能を使用してUAPを作成する場合は，
「(5)　サービス関数動的ローディング機能を使用する場合」を参照してください。

（1） SPPを C言語で作成する場合

（a）ソースファイル名

C言語で作成した UAPのソースプログラム名
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• メイン関数：exmain.c
• サービス関数 1：exsv1.c
• サービス関数 2：exsv2.c
• RPCインタフェース定義ファイル名：ex.def

（b）メイクファイル
# TP1TEST Make File
NODEBUG=1
!include <ntwin32.mak>
SYSLIB = msvcrt.lib $(conlibsdll)
TP1LIB = betran.lib
RMLIB = RM.lib
 
all:TP1TEST.exe
 
#コンパイル
exmain.obj:exmain.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
exsv1.obj:exsv1.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
exsv2.obj:exsv2.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
ex_sstb.obj:ex_sstb.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
#スタブソースファイルの作成
ex_sstb.c:ex.def
$(DCDIR)¥bin¥stbmake $?
 
# リンケージ
TP1TEST.exe: exmain.obj exsv1.obj exsv2.obj ex_sstb.obj
$(link) /NODEFAULTLIB $(conflags) $(linkdebug) /out:$*.exe $** ¥
 [$(DCDIR)¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥オブジェクトファイル名 ¥]
 [$(RMLIB)] $(TP1LIB) $(SYSLIB)

（凡例）

RM.libおよび [$(RMLIB)]
使用するリソースマネジャのライブラリ名を指定します。

[$(DCDIR)¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥オブジェクトファイル名 ¥]
OpenTP1下でリソースマネジャにアクセスするトランザクションを実行する場
合だけ指定します。完全パス名で指定してください。
トランザクション制御用オブジェクトファイルは，［リソースマネジャ接続］ア
イコンで作成します。作成方法の詳細については，「2.1.3　リソースマネジャの
接続」を参照してください。

ntwin32.makについて
Visual Studio 2012では，標準コンパイルオプション定義マクロである
ntwin32.makは配布されません。
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（c）マニフェストファイルについて

Visual Studioで作成したプログラムを動作させる場合，マニフェストファイルが必要で
す。マニフェストファイルをメイクファイルに埋め込まない場合，プログラムを実行す
るフォルダにマニフェストファイルをコピーする必要があります。

なお，Visual Studio 2010または Visual Studio 2012を使用してプログラムを作成して
いる場合，マニフェストが作成されないことがあります。この場合は，マニフェスト
ファイルは必須ではありません。

（d）メイクファイル（マニフェストファイルを埋め込む場合）
# TP1TEST Make File
NODEBUG=1
!include <ntwin32.mak>
SYSLIB = msvcrt.lib $(conlibsdll)
TP1LIB = betran.lib
RMLIB = RM.lib
 
all:TP1TEST.exe
 
#コンパイル
exmain.obj:exmain.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
exsv1.obj:exsv1.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
exsv2.obj:exsv2.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
ex_sstb.obj:ex_sstb.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
#スタブソースファイルの作成
ex_sstb.c:ex.def
$(DCDIR)¥bin¥stbmake $?
 
# リンケージ
TP1TEST.exe: exmain.obj exsv1.obj exsv2.obj ex_sstb.obj
$(link) /NODEFAULTLIB $(conflags) $(linkdebug) /out:$*.exe $** ¥
 [$(DCDIR)¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥オブジェクトファイル名 ¥]
 [$(RMLIB)] $(TP1LIB) $(SYSLIB)
 mt -manifest $@.manifest -outputresource:$@;1

（凡例）

RM.libおよび [$(RMLIB)]
使用するリソースマネジャのライブラリ名を指定します。

[$(DCDIR)¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥オブジェクトファイル名 ¥]
OpenTP1下でリソースマネジャにアクセスするトランザクションを実行する場
合だけ指定します。完全パス名で指定してください。
トランザクション制御用オブジェクトファイルは，［リソースマネジャ接続］ア
イコンで作成します。作成方法の詳細については，「2.1.3　リソースマネジャの
327



5.　TP1/LiNKの運用
接続」を参照してください。

ntwin32.makについて
Visual Studio 2012では，標準コンパイルオプション定義マクロである
ntwin32.makは配布されません。

（e）アプリケーションの配置について

Visual Studioで作成したアプリケーションを Visual Studioをインストールしていない
環境で動作させる場合，Visual C++アプリケーションの実行に必要なMicrosoft Visual 
C++再頒布可能パッケージ（x86）をインストールする必要があります。詳細は，各
Visual Studioのドキュメントを参照してください。

（2） SPPを COBOL2002で作成する場合

（a）ソースファイル名
• メインプログラム名：main.cbl
• サービスプログラム名 1：sev1.cbl
• サービスプログラム名 2：sev2.cbl
• RPCインタフェース定義ファイル名：ex.def

（b）メイクファイル
# TP1TEST Make File
NODEBUG=1
!include <ntwin32.mak>
CBLFG1 = -Compile,NoLink -Lib,CUI -Comp5 -Main,System
CBLFG2 = -Compile,NoLink -Lib,CUI -Comp5
TP1LIB = betran.lib
RMLIB = RM.lib
CCBL = ccbl2002
 
all:TP1TEST.exe
 
# コンパイル
main.obj:main.cbl
$(CCBL) $(CBLFG1) main.cbl
 
sev1.obj:sev1.cbl
$(CCBL) $(CBLFG2) sev1.cbl
 
sev2.obj:sev2.cbl
$(CCBL) $(CBLFG2) sev2.cbl
 
ex_sstb.obj:ex_sstb.c
$(cc) $(cflags) $(cvarsdll) $(cdebug) $*.c
 
# スタブソースファイルの作成
ex_sstb.c:ex.def
$(DCDIR)¥bin¥stbmake $?
 
# リンケージ
TP1TEST.exe: main.obj sev1.obj sev2.obj ex_sstb.obj
$(CCBL) -Lib,CUI -OutputFile $*.exe $** ¥
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 [$(DCDIR)¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥オブジェクトファイル名 ¥]
 [$(RMLIB)] $(TP1LIB)

（凡例）

RM.libおよび [$(RMLIB)]

使用するリソースマネジャのライブラリ名を指定します。

[$(DCDIR)¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥オブジェクトファイル名 ¥]

OpenTP1下でリソースマネジャをアクセスするトランザクションを実行する場
合だけ指定します。完全パス名で指定してください。
トランザクション制御用オブジェクトファイルは，［リソースマネジャ接続］ア
イコンで作成します。作成方法の詳細については，「2.1.3　リソースマネジャの
接続」を参照してください。

ntwin32.makについて
Visual Studio 2012では，標準コンパイルオプション定義マクロである
ntwin32.makは配布されません。

（3） SPPを Visual Studioのプロジェクトで作成する場合

（a）プロジェクトの種類

プロジェクト作成時に指定するプロジェクトの種類は，Win32プロジェクトを指定して
ください。

（b）プロジェクトの設定

プロジェクトを構成するファイル
プロジェクトを構成するソースファイルとして作成したアプリケーションのソース，
およびスタブソースファイルを指定してください。

CまたはMicrosoft Visual C++の設定
• 全般カテゴリで使用する追加のインクルードディレクトリとして，TP1/LiNKイ
ンストールフォルダ ¥includeを指定してください。

• コード生成カテゴリで使用するランタイムライブラリとして，「マルチスレッド 
DLL(/MD)」を指定してください。

• プリコンパイル済みヘッダーカテゴリで，「プリコンパイル済みヘッダーを使用し
ない」を選択してください。

リンカの設定
• 全般カテゴリで使用する追加のライブラリディレクトリとして，TP1/LiNKイン
ストールフォルダ ¥libを指定してください。

• 入力カテゴリで使用する追加する依存関係として，msvcrt.lib betran.libを指定し
てください。また，必要に応じて次に示す内容を指定してください。
・リソースマネジャのライブラリ
　リソースマネジャを使用する場合だけ指定します。
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・%DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥トランザクション制御用オブジェクト
ファイル名
　OpenTP1下でリソースマネジャをアクセスするトランザクションを実行する場
合だけ指定します。完全パス名で指定してください。
トランザクション制御用オブジェクトファイルは，［リソースマネジャ接続］アイ
コンで作成します。作成方法の詳細については，「2.1.3　リソースマネジャの接
続」を参照してください。

• 入力カテゴリの，すべての既定のライブラリの無視で，はい（/
NODEFAULTLIB）を選択してください。

• システムカテゴリのサブシステムとして，コンソール（/
SUBSYSTEM:CONSOLE）を選択してください。

（4） SPPを COBOL2002開発マネージャで作成する場合

（a）プロジェクトの設定の［リンク］タブ

「-Lib：CUI用の実行時ライブラリを使用する」を設定してください。

「ライブラリの指定」として，次に示す内容を指定してください。

• リソースマネジャのライブラリ
リソースマネジャを使用する場合だけ指定します。

• betran.lib

（b）プロジェクトの設定の［ユーザ設定］タブ

リンケージオプションとして，次に示す内容を追加してください。

• Microsoft Visual C++で作成したスタブオブジェクトファイル名
• %DCDIR%¥spool¥trnrmcmd¥userobj¥トランザクション制御用オブジェクトファイ
ル名
OpenTP1下でリソースマネジャにアクセスするトランザクションを実行する場合だ
け指定します。完全パス名で指定してください。
トランザクション制御用オブジェクトファイルは，［リソースマネジャ接続］アイコン
で作成します。作成方法の詳細については，「2.1.3　リソースマネジャの接続」を参
照してください。

（5） サービス関数動的ローディング機能を使用する場合

（a）メインプログラムの作成

dc_rpc_mainloop関数を含むメインプログラムを作成します。作成例については，製品
に付属されているサンプルソース（メイクファイル）を参照してください。

（b）UAP共用ライブラリの作成

UAP共用ライブラリ中には，複数のサービス関数を含めることができます。UAP共用
ライブラリに含まれる関数の中で，［SPP環境設定］ダイアログボックスの［登録する
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サービス］欄で指定するサービス関数については，必ずUAP共用ライブラリからエクス
ポートしてください。エクスポートされていないサービス関数がUAP共用ライブラリに
存在していた場合，ユーザサーバ起動時（非常駐サーバの場合はプロセス起動時）に
KFCA00344-Eメッセージが出力されて，dc_rpc_mainloop関数の DCRPCER_FATAL
（-303）でエラーリターンします。［SPP環境設定］ダイアログボックスの［登録する
サービス］欄で指定するサービス関数以外の関数についてのエクスポートは必須ではあ
りませんので，処理形態に応じてエクスポートしてください。

UAP共用ライブラリから関数をエクスポートするには，LIBコマンドまたは LINKコマ
ンドを使用する方法があります。次に示すどれかの方法でサービス関数をエクスポート
してください。

• LIBコマンドまたは LINKコマンドで指定するオブジェクトファイル内で，
__declspec（dllexport）を使用してサービス関数名を定義する。

• LIBコマンドのオプションで，「/EXPORT:サービス関数名」を指定する。
• LIBコマンドのオプションで，「/DEF:モジュール定義ファイル」を指定して，モ
ジュール定義ファイル中に EXPORTS文形式でサービス関数を定義する。

サービス関数の作成例については，製品に付属されているサンプルソース（メイクファ
イル）を参照してください。

（c）UAP共用ライブラリを作成する場合の注意

［SPP環境設定］ダイアログボックスの［登録するサービス］欄で指定した UAP共用ラ
イブラリ内で TLS（スレッドローカルストレージ）を使用した変数宣言をしないように
してください。次のように，コーディングを含むUAPオブジェクトが，UAP共用ライ
ブラリ内に存在する場合，該当の変数を参照するときにアクセス例外が発生します。

__declspec(Thread) int sample;

（d）サービス関数動的ローディング機能を使用する場合の注意事項

次に示す場合はサービス関数動的ローディング機能を使用できません。

• MHPサーバ
• SPP.NETサーバ
• マネージドコードのUAP共用ライブラリ
マネージドコードのUAP共用ライブラリに含まれるサービス関数は，サービス関数
動的ローディング機能で呼び出すことはできません。
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6　 ウィンドウの操作
この章では，TP1/LiNKのウィンドウおよびダイアログボック
スを操作する方法について説明します。

6.1　TP1/LiNKコントロール（TP1/LiNKの開始と終了）

6.2　アプリケーション管理（SPP）

6.3　アプリケーション管理（SUP）

6.4　TP1/LiNKオペレーション

6.5　ヘルプの使い方
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6.1　TP1/LiNKコントロール（TP1/LiNKの開始
と終了）

TP1/LiNKを開始または終了する方法について説明します。

TP1/LiNKを開始または終了するときは，［スタート］－［プログラム］－
［TP1_LiNK］－［TP1_LiNKコントロール］メニューを選択します。

［TP1_LiNKコントロール］メニューを選択すると，［TP1/LiNKコントロール］ウィン
ドウが表示されます。

図 6-1　［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウ

メニューバーのコマンド
［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウのメニューについて説明します。

［ファイル (F)］メニュー
［ファイル (F)］メニューには，次に示すコマンドがあります。
［終了 (X)］：［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウを終了します。

［ヘルプ (H)］メニュー
バージョン情報を示すヘルプを開きます。［ヘルプ (H)］メニューについては，
「6.5　ヘルプの使い方」を参照してください。

ボタンの使い方

［起動 (S)］ボタン
TP1/LiNKを開始します。［正常開始 (N)］チェックボックスの指定のしかたに
よって，開始形態が異なります。
• 通常の業務で TP1/LiNKを開始するとき
［正常開始 (N)］チェックボックスをオフにして［起動 (S)］ボタンをクリック
します。TP1/LiNKは再開始（リラン）で開始します。
334



6.　ウィンドウの操作
• TP1/LiNKを正常開始するとき
［正常開始 (N)］チェックボックスをオンにして［起動 (S)］ボタンをクリック
します。前回の業務が終了したときの状態を何も引き継ぎません。

TP1/LiNKを組み込んだ直後に開始すると，正常開始として開始します。
TP1/LiNKのシステム環境設定を変更したあとは，必ず正常開始で TP1/LiNK
を開始してください。

［停止 (T)］ボタン
TP1/LiNKを終了します。

［強制停止 (O)］ボタン
TP1/LiNKを強制的に停止します。次の場合は，［強制停止 (O)］ボタンをク
リックして，TP1/LiNKをいったん強制停止してください。
•［起動 (S)］ボタンをクリックしても，TP1/LiNKが開始しない
•［停止 (T)］ボタンをクリックしても，TP1/LiNKが終了しない

ウィンドウの内容

［TP1/LiNK状態］欄
現在の TP1/LiNKの状態が，テキストボックスに表示されます。ボタンをク
リックする前に，［TP1/LiNK状態］欄の表示を確認してください。
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6.2　アプリケーション管理（SPP）

TP1/LiNKのユーザサーバ（SPP）を操作する方法について説明します。

SPPを操作するときは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－［アプリケー
ション管理 SPP］メニューを選択します。

［アプリケーション管理 SPP］メニューを選択すると，［TP1/LiNKアプリケーション管
理 SPP］ウィンドウが表示されます。

図 6-2　［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウ

メニューバーのコマンド
［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウのメニューについて説明しま
す。

［ファイル (F)］メニュー
［ファイル (F)］メニューには，次に示すコマンドがあります。
［終了 (X)］：［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウを終了しま
す。

［ヘルプ (H)］メニュー
バージョン情報を示すヘルプを開きます。［ヘルプ (H)］メニューについては，
「6.5　ヘルプの使い方」を参照してください。

ボタンの使い方
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次に示すボタンは，リストボックスにある SPPのユーザサーバ名の行を選択してか
らクリックしてください。ユーザサーバ名を選択しないでボタンをクリックした場
合，エラーダイアログボックスが表示されます。また，ユーザサーバ名を同時に複
数選択して，各ボタンをクリックすることもできます。ただし，同時に選択できる
ユーザサーバ数は 13までです。なお，複数のユーザサーバ名の行を選択して［サー
ビス (V)...］ボタンをクリックした場合は，最上位のユーザサーバの［サービス閉塞
管理］ダイアログボックスを開きます。
•［起動 (S)］ボタン
•［停止 (T)］ボタン
•［強制停止 (O)］ボタン
•［閉塞 (D)］ボタン
•［閉塞解除 (R)］ボタン
•［サービス (V)...］ボタン

［起動 (S)］ボタン
指定したユーザサーバを開始します。指定したユーザサーバが開始したあと，
リストボックスにあるユーザサーバの行に最初の状態が表示されます。
また，リストボックスにあるユーザサーバ名をダブルクリックして開始するこ
ともできます。

［停止 (T)］ボタン
指定したユーザサーバを正常終了します。指定したユーザサーバが終了したあ
と，リストボックスにあるユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［最新情報に更新 (L)］ボタン
リストボックスの情報を最新の状態にします。

［強制停止 (O)］ボタン
指定したユーザサーバを強制停止します。指定したユーザサーバが強制停止し
たあと，リストボックスにあるユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［サービス (V)...］ボタン
次に示すユーザサーバを選択した場合，サービス単位の閉塞管理をするための
［サービス閉塞管理］ダイアログボックスを開きます。
•［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［閉塞］タブで［サービス単位の閉塞
管理をする (S)］チェックボックスがオンの場合

• ユーザサーバの状態が「実行中」または「閉塞中」の場合

TP1/LiNKが稼働しているときだけ，このボタンは有効です。複数のユーザ
サーバ名を選択して，［サービス (V)...］ボタンをクリックした場合，最上位の
ユーザサーバの［サービス閉塞管理］ダイアログボックスを開きます。
［サービス閉塞管理］ダイアログボックスの使い方については，「6.2.1　サービ
ス単位の閉塞管理」を参照してください。

［閉塞 (D)］ボタン
指定したユーザサーバのスケジュールを閉塞します。指定したユーザサーバの
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スケジュールが閉塞したあと，リストボックスにあるユーザサーバの行に最新
の状態が表示されます。

［閉塞解除 (R)］ボタン
指定したユーザサーバのスケジュール閉塞状態を解除します。指定したユーザ
サーバの閉塞が解除されたあと，リストボックスにあるユーザサーバの行に最
新の状態が表示されます。

［プログラムのサーチパス (P)...］ボタン
ユーザサーバのサーチパスを追加または削除する［TP1/LiNKサーチパス］ダ
イアログボックスを開きます。
TP1/LiNKが稼働しているときでも，サーチパスを変更できます。変更後の
サーチパスは，いったん SPPを終了させてから再び起動すると有効になりま
す。［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスの使い方については，「3.2.3
　サーチパスの設定」を参照してください。

［サーバ定義 (E)...］ボタン
SPPの実行環境を設定する［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックス
を開きます。TP1/LiNKが稼働しているときでも，SPPの環境設定を変更でき
ます。変更後の設定内容は，いったん SPPを終了させてから再び起動すると有
効になります。［アプリケーション環境 SPP］ダイアログボックスの使い方につ
いては，「3.2.1　SPPの実行環境の設定」を参照してください。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウを終了します。

6.2.1　サービス単位の閉塞管理
サービス単位に閉塞管理する方法について説明します。

サービス単位に閉塞管理をするときは，［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィン
ドウの［サービス (V)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［サービ
ス閉塞管理］ダイアログボックスが表示されます。
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図 6-3　［サービス閉塞管理］ダイアログボックス

ダイアログボックスの内容

［サービス状態］
現在のサービスの状態が表示されます。
• 実行中…スケジューリングできる状態
• 閉塞中…サービス閉塞中（サービス要求を受け付けられる状態で閉塞中）
• 停止中…TP1/LiNKが停止または表示対象のユーザサーバが停止した場合

ボタンの使い方
次に示すボタンは，リストボックスにあるサービス名を選択し，クリックしてくだ
さい。サービス名を選択しないでボタンをクリックした場合，エラーダイアログ
ボックスが表示されます。また，サービス名を同時に複数選択して，各ボタンをク
リックすることもできます。ただし，同時に選択できるサービス名は 13までです。
•［閉塞 (H)］ボタン
•［閉塞解除 (R)］ボタン

［閉塞 (H)］ボタン
指定したサービスのスケジュールを閉塞します。指定したサービスのスケ
ジュールが閉塞したあと，リストボックスにあるサービスの行に最新の状態が
表示されます。

［閉塞解除 (R)］ボタン
指定したサービスのスケジュール閉塞状態を解除します。指定したサービスの
閉塞が解除されたあと，リストボックスにあるサービスの行に最新の状態が表
示されます。

［最新情報に更新 (L)］ボタン
リストボックスの情報を最新の状態にします。
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［終了 (C)］ボタン
［サービス閉塞管理］ダイアログボックスを終了します。
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6.3　アプリケーション管理（SUP）

TP1/LiNKのユーザサーバ（SUP）または RAPサービスを操作する方法について説明し
ます。

SUPまたは RAPサービスを操作するときは，［スタート］－［プログラム］－
［TP1_LiNK］－［アプリケーション管理 SUP］メニューを選択します。

［アプリケーション管理 SUP］メニューを選択すると，［TP1/LiNKアプリケーション管
理 SUP］ウィンドウが表示されます。

図 6-4　［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウ

以降の操作説明では，操作する対象を SUPに統一して表記します。RAPサービスを操
作するときは，SUPを RAPサービスに読み替えてください。

メニューバーのコマンド
［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウのメニューについて説明しま
す。

［ファイル (F)］メニュー
［ファイル (F)］メニューには，次に示すコマンドがあります。
［終了 (X)］：［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウを終了しま
す。
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［ヘルプ (H)］メニュー
バージョン情報を示すヘルプを開きます。［ヘルプ (H)］メニューについては，
「6.5　ヘルプの使い方」を参照してください。

ボタンの使い方
次に示すボタンは，リストボックスにある SUPのユーザサーバ名の行を選択してか
らクリックしてください。ユーザサーバ名を選択しないでボタンをクリックしても
無視されます。
•［起動 (S)］ボタン
•［停止 (T)］ボタン
•［強制停止 (O)］ボタン

［起動 (S)］ボタン
指定したユーザサーバを開始します。指定したユーザサーバが開始したあと，
リストボックスにあるユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。
また，リストボックスにあるユーザサーバ名をダブルクリックして開始するこ
ともできます。

［停止 (T)］ボタン
指定したユーザサーバを正常終了します。指定したユーザサーバが終了したあ
と，リストボックスにあるユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［強制停止 (O)］ボタン
指定したユーザサーバを強制停止します。指定したユーザサーバが強制停止し
たあと，リストボックスにあるユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［最新情報に更新 (L)］ボタン
リストボックスの情報を最新の状態にします。

［プログラムのサーチパス (P)...］ボタン
ユーザサーバのサーチパスを追加または削除する［TP1/LiNKサーチパス］ダ
イアログボックスを開きます。
TP1/LiNKが稼働しているときでも，サーチパスを変更できます。変更後の
サーチパスは，いったん SUPを終了させてから再び起動すると有効になりま
す。［TP1/LiNKサーチパス］ダイアログボックスの使い方については，「3.3.3
　サーチパスの設定」を参照してください。

［サーバ定義 (E)...］ボタン
SUPの実行環境を設定する［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックス
を開きます。TP1/LiNKが稼働しているときでも，SUPの環境設定を変更でき
ます。変更後の設定内容は，いったん SUPを終了させてから再び起動すると有
効になります。［アプリケーション環境 SUP］ダイアログボックスの使い方に
ついては，「3.3.1　SUPの実行環境の設定」を参照してください。
RAPサービス名を選択してこのボタンをクリックすると，エラーになります。

［終了 (C)］ボタン
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［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウを終了します。
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6.4　TP1/LiNKオペレーション

TP1/LiNKを運用するときの操作について説明します。

TP1/LiNKを操作するときは，［スタート］－［プログラム］－［TP1_LiNK］－
［TP1_LiNKオペレーション］メニューを選択します。

［TP1_LiNKオペレーション］メニューを選択すると，［TP1/LiNKオペレーション］
ウィンドウが表示されます。

図 6-5　［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウ

メニューバーのコマンド
［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウのメニューについて説明します。

［ファイル (F)］メニュー
［ファイル (F)］メニューには，次に示すコマンドがあります。
［終了 (X)］：［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウを終了します。

［ヘルプ (H)］メニュー
バージョン情報を示すヘルプを開きます。［ヘルプ (H)］メニューについては，
「6.5　ヘルプの使い方」を参照してください。

ボタンの使い方

［トランザクション管理 (T)...］ボタン
トランザクション機能に関する操作をする［TP1/LiNKトランザクション管理］
ダイアログボックスを開きます。

［トレース情報表示 (I)...］ボタン
RPCトレースと UAPトレースを編集出力する［TP1/LiNKトレース情報表示］
ダイアログボックスを開きます。

［メッセージログ表示 (M)...］ボタン
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メッセージログを管理する［TP1/LiNKメッセージログ表示］ダイアログボッ
クスを開きます。

［稼働統計管理 (S)...］ボタン
稼働統計情報を取得または編集出力する［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアロ
グボックスを開きます。

［XAリソースサービス管理 (X)...］ボタン
XAリソースサービスに関する操作をする［TP1/LiNK XAリソースサービス管
理］ダイアログボックスを開きます。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウを終了します。

6.4.1　トランザクションの管理
トランザクション機能の管理を操作する方法について説明します。

トランザクションに関する操作をするときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウ
の［トランザクション管理 (T)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，
［TP1/LiNKトランザクション管理］ダイアログボックスが表示されます。

図 6-6　［TP1/LiNKトランザクション管理］ダイアログボックス

ダイアログボックスの内容

［処理状態］
現在のトランザクション処理状態の種別が表示されます。
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• ACTIVE…実行中
• BEGINNING…トランザクションブランチ開始処理中
• COMMIT…コミット処理中
• FORGETTING…トランザクションブランチ終了処理中
• HEURISTIC_COMMIT…ヒューリスティック決定コミット処理中
• HEURISTIC_FORGETTING…ヒューリスティック決定後のトランザクショ
ンブランチ終了処理中

• HEURISTIC_ROLLBACK…ヒューリスティック決定ロールバック処理中
• IDLE…同期点処理へ移行中
• PREPARE…コミット（1相目）処理中
• READY…コミット（2相目）処理待ち
• ROLLBACK…ロールバック処理中
• ROLLBACK_ACTIVE…ロールバック処理待ち
• SUSPENDED…中断中

ボタンの使い方
次に示すボタンは，リストボックスにあるユーザサーバ名の行を選択してからク
リックしてください。ユーザサーバ名を選択しないでボタンをクリックしても無視
されます。
•［コミット (M)］ボタン
•［ロールバック (R)］ボタン
•［強制終了 (F)］ボタン

「処理状態」に状態が表示されていないユーザサーバの行を選択してクリックする
と，［コミット (M)］ボタンまたは［ロールバック (R)］ボタンはエラーになります。

［コミット (M)］ボタン
指定したユーザサーバが実行しているトランザクションを強制的にコミットし
ます。指定したユーザサーバの処理をコミットしたあと，リストボックスにあ
るユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［ロールバック (R)］ボタン
指定したユーザサーバが実行しているトランザクションを強制的にロールバッ
クします。指定したトランザクションをロールバックしたあと，リストボック
スにあるユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［強制終了 (F)］ボタン
指定したユーザサーバが実行しているトランザクションを強制的に終了します。
指定したトランザクションを強制的に終了したあと，リストボックスにある
ユーザサーバの行に最新の状態が表示されます。

［最新情報に更新 (L)］ボタン
リストボックスの情報を最新の状態にします。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNKトランザクション管理］ダイアログボックスを終了します。
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［TP1/LiNKトランザクション情報］ダイアログボックス
［TP1/LiNKトランザクション管理］ダイアログボックスのリストボックスのユーザ
サーバ名をダブルクリックすると，［TP1/LiNKトランザクション情報］ダイアログ
ボックスが表示されます。［TP1/LiNKトランザクション情報］ダイアログボックス
には，選択したユーザサーバのトランザクションに関する詳細情報が表示されます。

図 6-7　［TP1/LiNKトランザクション情報］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNKトランザクション情報］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスの内容

［処理状態］欄
現在のトランザクション処理状態の種別が表示されます。種別については，
［TP1/LiNKトランザクション管理］ダイアログボックスの［処理状態］の説明
を参照してください。

6.4.2　トレース情報の出力
ユーザサーバの状態を知るためのトレース情報（RPCトレース，UAPトレース）を出力
する方法について説明します。トレース情報を出力するときは，［TP1/LiNKオペレー
ション］ウィンドウの［トレース情報表示 (I)...］ボタンをクリックします。ボタンをク
リックすると，［TP1/LiNKトレース情報表示］ダイアログボックスが表示されます。
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図 6-8　［TP1/LiNKトレース情報表示］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［開始 (S)］ボタン
このダイアログボックスに設定した内容で，トレース情報の出力を開始します。
RPCトレースを出力するときは，［トレースの選択］欄の［RPCトレース (R)］
オプションボタンおよび［保存先ファイル名 (A)］オプションボタンをオンにし
て，［開始 (S)］ボタンをクリックします。
［SPP詳細設定］ダイアログボックスまたは［SUP詳細設定］ダイアログボッ
クスの［RPCトレースを取得するファイルの容量 (J)］に値が設定されている
UAPの RPCトレースを出力するときは，［トレースの選択］欄の［RPCト
レース (R)］オプションボタンをオンにして，編集する RPCトレースを［ト
レースファイル一覧 (L)］から選択し，［開始 (S)］ボタンをクリックします。ボ
タンをクリックすると，［保存先ファイル名 (A)］に示すファイルに，RPCト
レースを出力できます。
UAPトレースを出力するときは，［トレースの選択］欄の［UAPトレース (U)］
オプションボタンおよび［保存先ファイル名 (A)］オプションボタンをオンにし
て，編集する UAPトレースを［トレースファイル一覧 (L)］から選択してから
［開始 (S)］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［保存先ファイ
ル名 (A)］に示すファイルにUAPトレースを編集出力できます。
各トレースの出力結果を表示するときは，［プログラムファイル名 (E)］オプ
ションボタンをオンにして，［開始 (S)］ボタンをクリックします。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNKトレース情報表示］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する内容

［トレースの選択］欄
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出力するトレース情報の種別をオプションボタンで設定します。
RPCトレースを出力するときは，［RPCトレース (R)］オプションボタンをオ
ンにします。
UAPトレースを出力するときは，［UAPトレース (U)］オプションボタンをオ
ンにします。

［ファイルオプション］欄
•［保存先ファイル名 (A)］オプションボタン
トレース情報を保存するファイル名を指定します。ファイル名を省略すると
「trace.txt」が仮定されます。
•［プログラムファイル名 (E)］オプションボタン
［保存先ファイル名 (A)］オプションボタンで指定したファイルを管理するア
プリケーションソフトの実行形式ファイルを指定します。ここで指定するア
プリケーションソフトは，システムにインストールしてあるものだけ有効で
す。ファイル名を省略すると，「notepad.exe」が仮定されます。

•［トレースファイル一覧 (L)］
［RPCトレース (R)］オプションボタンをオンにした場合，［SPP詳細設定］
ダイアログボックスまたは［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［RPCト
レースを取得するファイルの容量 (J)］に値が設定されている UAPの RPCト
レースファイル（2進のデータ）の一覧が表示されます。RPCトレースファ
イルの名称は，ユーザサーバ名です。RPCトレースを編集出力するときに
は，この一覧からファイル名を選択して［開始 (S)］ボタンをクリックしま
す。
［UAPトレース (U)］オプションボタンをオンにした場合，異常終了または強
制終了した UAPのUAPトレースファイル（2進のデータ）の一覧が表示さ
れます。UAPトレースファイルの名称は，ユーザサーバ名 .nnn（nnnはプ
ロセス ID）です。UAPトレースを編集出力するときは，この一覧からファ
イル名を選択して［開始 (S)］ボタンをクリックします。

［ファイルの保存］欄
•［保存先ファイル名 (N)］

TP1/LiNKが取得した各種ファイルのファイル名が表示されます。
•［フォルダ (F)］
［保存先ファイル名 (N)］一覧のファイルが保存されている，Windowsのファ
イルシステムです。

•［ドライブ (V)］
Windowsのドライブです。

（1） RPCトレースの出力形式

RPCトレースの出力形式を次に示します。

 
［Recv-Reply］
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  server :  SPP41r
  node   :  192.130.56.216
  port   :  2046
  date   :  Sun May 21 14:41:52 2000      088:369
  <Service information>
      group   : SPP41s
      service : SPP41s
      status  : Unchained                   xid  : 89010000
  <Send source>
      node    : 192.130.56.215              family :  2
      port    : 2367                        tid    :  1
  <Receive destination>
      node    : 192.130.56.216              family :  2
      port    : 2321                        tid    :  0
  <Data>
000000  53657276 69636520 68656174 73763120   serv ice  heat sv1
000010  4e6f2e32 3120636f 6d706c65 74652066   No.2 1 co mple te.f
000020  726f6d20 2c627920 77617920 6f66202c   rom. ,by  way  of,
000030  00000000 00000000 00000000        .... .... .... ....
000040 - 003f0 :   SAME DATA
    :            :     :      :    :
    :            :     :      :    :
 

（凡例）

［ ］：RPCトレースの種別が表示されます。
Send　　　…RPCでサービスを要求したことを示します。
Receive　　…RPCのサービス要求を受信したことを示します。
Send-Reply …要求したサービスの応答を送信したことを示します。
Recv-Reply …要求したサービスの応答を受信したことを示します。
Send-Error …サービス要求がエラーである応答を送信したことを示します。
Recv-Error …サービス要求がエラーである応答を受信したことを示します。

no<n>
RPCトレースの通番（10進数）が表示されます。

nest-level<n>
RPCのネスト（10進数）。最初にサービスを要求したユーザサーバには，1が表示
されます。

server
ユーザサーバ名が表示されます。

node
RPCのサービスを要求したノードおよびサービスを要求されたノードのポート番号
（IPアドレス）が表示されます。

port
RPCトレースを取得する対象の BSDソケットのポート番号が表示されます。
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date
トレースを取得した日時が，「WW MM DD hh:mm:ss YYYY」の形式で表示されま
す。
（WW…曜日，MM…月，DD…日，hh…時，mm…分，ss…秒，YYYY…西暦の年）

nid
TP1/LiNKのノード識別子（4文字）が表示されます。

pid
RPCトレースを取得する対象のプロセス ID（10進数で左詰め）が表示されます。

　

<Service information>の内容

group
サービスグループ名が表示されます（最大 31文字）。

service
サービス名が表示されます（最大 31文字）。

status
連鎖 RPCかどうかが表示されます。
Chained：連鎖 RPCのサービス要求を示します。
Unchained：連鎖 RPCでないサービス要求を示します。

xid
グローバルトランザクション識別子の一連番号（16進数で右詰め）が表示されま
す。

　

<Send source>，<Receive destination>の内容
Send sourceはサーバの場合のクライアントに関する情報を，Receive destination
はクライアントの場合のサーバに関する情報を示します。
node：通信相手のノードのポート番号（IPアドレス）。
port：通信相手の BSDソケットのポート番号（10進数で左詰め）。
family：ネットワークの種類。
tid：通信相手のプロセスのスレッド ID（10進数で左詰め）。

　

<Data>の内容
次に示す形式で表示されます。
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6.　ウィンドウの操作
1. RPCデータのロケーション
2. 1行当たり最大 16バイトのデータ本体（16進数）
3. データを ASCIIコードに変換した表示（16文字以内）
変換した結果，印字できない文字は，ピリオド "."で表示されます。

（2） UAPトレースの出力形式

UAPトレースの出力形式を次に示します。

（凡例）
1. UAPトレースのヘッダ
2. UAPトレースのデータ

TP1/LiNKの UAPトレースとして，ユーザサーバから TP1/LiNKのライブラリ
352



6.　ウィンドウの操作
関数を呼び出した履歴が表示されます。

サービスグループ名
ユーザサーバに該当するサービスグループ名が表示されます。

プロセス ID
UAPトレースを取得したプロセスのプロセス IDが表示されます。

サービス名
SPPの場合は，プロセスで実行したサービス名が表示されます。
SUPの場合は，'*'が表示されます。

関数
ユーザサーバから呼び出した関数名が表示されます。

オプションフラグ
関数に設定した引数が表示されます。

リターンコード
関数の実行結果が表示されます。

取得日時
取得日時が「YY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で表示されます。
（YY…西暦年の下 2けた，MM…月，DD…日，hh…時，mm…分，ss…秒）

6.4.3　メッセージログの表示
メッセージログを操作する方法について説明します。

メッセージログに関する操作をするときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの
［メッセージログ表示 (M)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，
［TP1/LiNKメッセージログ表示］ダイアログボックスが表示されます。

図 6-9　［TP1/LiNKメッセージログ表示］ダイアログボックス

ボタンの使い方
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［開始 (S)］ボタン
このダイアログボックスに設定した内容で，メッセージログを保存します。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNKメッセージログ表示］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する内容

［ファイルオプション］欄
•［保存先ファイル名 (A)］オプションボタン
メッセージログ情報を保存するファイル名を指定します。ファイル名を省略
すると「logcat.txt」が仮定されます。

•［プログラムファイル名 (E)］オプションボタン
［保存先ファイル名 (A)］オプションボタンで指定したファイルを管理するア
プリケーションソフトの実行形式ファイル名を指定します。ここで指定する
アプリケーションソフトは，システムにインストールしてあるものだけ有効
です。ファイル名を省略すると「notepad.exe」が仮定されます。

［ファイルの保存］欄
•［保存先ファイル名 (N)］

TP1/LiNKが取得した各種ファイルのファイル名がリストボックスに表示さ
れます。

•［フォルダ (F)］
［保存先ファイル名 (N)］一覧のファイルが保存されている，Windowsのファ
イルシステムです。

•［ドライブ (V)］
Windowsのドライブです。

6.4.4　稼働統計情報の管理
TP1/LiNKの稼働統計情報を操作する方法について説明します。稼働統計情報に関する
操作をするときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィンドウの［稼働統計管理 (S)...］
ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると，［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイア
ログボックスが表示されます。
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図 6-10　［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックス

［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックスで編集出力できる稼働統計情報を次に示
します。

• システム統計情報（TP1/LiNK全体の稼働統計情報）
• レスポンス統計情報（dc_rpc_call関数の応答時間，サービスの実行時間およびサーバ
の CPU時間に関する稼働統計情報）

• 通信遅延時間統計情報（dc_rpc_call関数の応答時間のうち，実際の通信（サービス要
求の送信と応答の送信）に必要な時間に関する稼働統計情報）

これら 3種類の稼働統計情報は，稼働統計情報ごとにヘッダを付けて，連続してファイ
ルに出力されます。

ボタンの使い方

［取得開始 (J)］ボタン
稼働統計情報の取得を開始します。稼働統計情報の取得に関する内容をすべて
指定してからクリックします。

［取得終了 (K)］ボタン
稼働統計情報の取得を終了します。
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［編集開始 (D)］ボタン
稼働統計情報の編集出力を開始します。稼働統計情報の編集出力オプションに
関する内容をすべて指定してからクリックします。
［編集開始 (D)］ボタンを選択すると，稼働統計ファイルをスワップされるため，
稼働統計情報を編集できます。ただし，オンライン中に［編集開始 (D)］ボタン
を続けて 4回選択しないでください。稼働統計ファイルは 3世代までしか保存
されないため，続けて 4回選択すると最初の稼働統計情報が上書きされます。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスに設定する内容

［ユーザサーバ名］　　～＜ 1～ 8文字の識別子＞
稼働統計情報を取得および編集出力する対象のユーザサーバ名を指定します。
リストボックスには，システムにあるすべてのユーザサーバが表示されます。
稼働統計情報を編集出力するときには，リストボックスからユーザサーバ名を
一つだけ選択してから実行してください。このとき，ユーザサーバ名の指定は
省略できません。

［統計情報種別］欄
稼働統計情報の種別のうち，取得する情報のチェックボックスをオンにします。
［RPC情報 (R)］：RPCについての情報
［ネーム情報 (A)］：ネームについての情報
［プロセス情報 (P)］：プロセスについての情報
［スケジュール情報 (U)］：スケジュールについての情報
［トランザクション情報 (Z)］：トランザクションについての情報
［共用メモリ情報 (Y)］：共用メモリについての情報

［Message Queue情報 (Q)］：TP1/Message Queue※についての情報

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行
です。発行時期をご確認ください。

［取得間隔］欄
•［1時間 (H)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 24))《1》
•［10分 (T)］　　～＜符号なし整数＞ ((10～ 1440))《10》
•［1分 (M)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 9))《1》

稼働統計情報を取得する時間間隔をスクロールバーで指定します。時間間隔の
単位は，オプションボタンで指定します。指定を省略すると，仮定値が設定さ
れます。

［すべての稼働統計情報を取得 (L)］
TP1/LiNKにあるすべてのユーザサーバの稼働統計情報を取得するときは，こ
のチェックボックスをオンにしてください。このチェックボックスをオンにす
ると，［統計情報種別］欄と［ユーザサーバ名］欄に指定した内容は無視されま
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す。

［開始時刻 (B)］，［終了時刻 (G)］
稼働統計情報を編集出力する範囲を開始時刻と終了時刻で指定します。
時刻は，西暦の年，月，日，時，および分を，yyyy年mm月 dd日 hh時mm
分の形式で指定してください。月，日，時，および分が 1けたの場合，前に "0"
を指定してください。例えば，2001年 6月 1日 8時 1分を指定する場合は，
「2001年 06月 01日 08時 01分」と指定します。
指定できる時間の範囲は，1970年 01月 01日 00時 00分から当年当月当日の
現在時刻までです。
［TP1/LiNK稼働統計管理］ダイアログボックスを開いた直後は，［開始時刻
(B)］に TP1/LiNKがオンライン状態になった時刻が，［終了時刻 (G)］に当年
当月当日の現在時刻が仮定されます。
［開始時刻 (B)］と［終了時刻 (G)］を両方とも空白にすると，稼働統計情報の
取得を開始してから現在までの情報すべてを編集出力します。

［編集間隔］欄
•［1時間 (O)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 24))《1》
•［10分 (E)］　　～＜符号なし整数＞ ((10～ 30))《10》
•［1分 (I)］　　～＜符号なし整数＞ ((1～ 9))《1》

稼働統計情報を編集出力する時間間隔をスクロールバーで指定します。時間間
隔の単位は，オプションボタンで指定します。指定を省略すると，仮定値が設
定されます。

［ファイルオプション］欄
•［保存先ファイル名 (S)］オプションボタン
稼働統計情報を保存するファイル名を指定します。ファイル名を省略すると
「dcstts.txt」が仮定されます。
•［プログラムファイル名 (X)］オプションボタン
［保存先ファイル名 (S)］オプションボタンで指定したファイルを管理するア
プリケーションソフトの実行形式ファイルを指定します。ここで指定するア
プリケーションソフトは，システムにインストールしてあるものだけ有効で
す。ファイル名を省略すると「notepad.exe」が仮定されます。

［ファイルの保存］欄
•［保存先ファイル名 (N)］

TP1/LiNKが取得した各種ファイルのファイル名がリストボックスに表示さ
れます。

•［フォルダ (F)］
［保存先ファイル名 (N)］のファイルが保存されている，Windowsのファイル
システムです。

•［ドライブ (V)］
Windowsのドライブです。
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稼働統計情報の出力形式
稼働統計情報の出力形式を稼働統計情報の種類ごとに示します。

1.システム統計情報
システム統計情報の出力形式を次に示します。

注
稼働統計情報は 10けたまで表示されます。イベント数，最大値，最小値，平均値が
オーバフローした場合は，'*'が表示されます。
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（凡例）
1. TP1/LiNKのシステムサービス（内部処理をするサービス）についての稼働統計
情報

2. ユーザサーバについての稼働統計情報

jnlstts xx-xx
「jnlstts バージョン -リビジョン番号」が表示されます。

ファイル名称
'stdin'と表示されます。

ファイル作成日時
統計情報取得ファイルが作成された日時が表示されます。

出力指定日時
［開始時刻 (B)］，［終了時刻 (G)］，または jnlsttsコマンドの -tオプションで指
定した開始時刻と終了時刻が表示されます。省略した項目は，'*'で表示されま
す。

ノード識別子
ノード識別子が表示されます。

サーバ名
サーバの名称が表示されます。
SYSTEM：TP1/LiNKのシステムサービスに関する表示であることを示します。
ユーザサーバ名：該当するユーザサーバについての表示であることを示します。

編集対象時間
稼働統計情報の取得編集時間が表示されます。

ファイル作成日時，出力指定日時，および編集対象時間は，「YY-MM-DD hh:mm:ss」の
形式で表示されます。

（YY…西暦年の下 2けた，MM…月，DD…日，hh…時，mm…分，ss…秒）

システム統計情報の詳細は，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」のシステム統計情報の
説明を参照してください。

2.レスポンス統計情報
レスポンス統計情報の出力形式を次に示します。jnlsttsコマンドに allを付けて実
行した場合は，システム統計情報に続いて表示されます。
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注
稼働統計情報は 10けたまで表示されます。イベント数，最大値，最小値，平均値が
オーバフローした場合は，'*'が表示されます。

（凡例）
1. サービス名単位に，繰り返し表示されます。

jnlstts xx-xx
「jnlstts バージョン－リビジョン番号」が表示されます。

ノード識別子
ノード識別子が表示されます。

サービスグループ名
サービスグループ名が表示されます。

編集対象時間
レスポンス統計情報の取得編集時間が表示されます。

サービス名
レスポンス統計情報の対象になるサービス名が表示されます。「YY-MM-DD 
hh:mm:ss」の形式で表示されます。
（YY…西暦年の下 2けた，MM…月，DD…日，hh…時，mm…分，ss…秒）

レスポンス統計情報の詳細は，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」のレスポンス統計情
報の説明を参照してください。

3.通信遅延時間統計情報
通信遅延時間統計情報の出力形式を次に示します。jnlsttsコマンドに allを付けて
実行した場合は，レスポンス統計情報に続いて表示されます。
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注
稼働統計情報は 10けたまで表示されます。イベント数，最大値，最小値，平均値が
オーバフローした場合は，'*'が表示されます。
送信元・送信先の OSの時刻精度によっては，時刻戻しが発生しなくても，通信時
間が数ミリ秒といった短い時間の場合，遅延時間がマイナス値になることがありま
す。
その場合，編集対象の時間帯の最大値，最小値に '*'が表示されます。

（凡例）
1. 送信先ノード識別子単位に，繰り返し表示されます。

jnlstts xx-xx
「jnlstts バージョン－リビジョン番号」が表示されます。

ノード識別子
ノード識別子が表示されます。

送信先ノード識別子
RPCでサービスを要求した先のシステムのノード識別子が表示されます。

編集対象時間
通信遅延時間統計情報の取得編集時間が表示されます。「YY-MM-DD 
hh:mm:ss」の形式で表示されます。
（YY…西暦年の下 2けた，MM…月，DD…日，hh…時，mm…分，ss…秒）

通信遅延時間統計情報の詳細は，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」の通信遅延時間統
計情報の説明を参照してください。

6.4.5　XAリソースサービスの管理
XAリソースサービスの管理を操作する方法について説明します。

XAリソースサービスに関する操作をするときは，［TP1/LiNKオペレーション］ウィン
ドウの［XAリソースサービス (X)...］ボタンをクリックします。ボタンをクリックする
と，［TP1/LiNK XAリソースサービス管理］ダイアログボックスが表示されます。
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図 6-11　［TP1/LiNK XAリソースサービス管理］ダイアログボックス

ダイアログボックスの内容

［処理状態］
現在のトランザクション処理状態の種別が表示されます。
• A…アクティブ
• HC…ヒューリスティックコミット
• HH…ヒューリスティックハザード
• HM…ヒューリスティックミックス
• HR…ヒューリスティックロールバック
• I…アイドル
• P…プリペア

ボタンの使い方
次に示すボタンは，リストボックスにある XARトランザクションの行を選択してか
らクリックしてください。XARトランザクションの行を選択しないでボタンをク
リックした場合，エラーになります。
•［コミット (M)］ボタン
•［ロールバック (R)］ボタン
•［強制終了 (F)］ボタン

［コミット (M)］ボタン
選択された XARトランザクションの状態をヒューリスティックコミットに決着
します。このボタンで状態を変更できるトランザクションは，「処理状態」が
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「P（プリペア状態）」のトランザクションです。選択された XARトランザク
ションをコミットしたあと，リストボックスにある XARトランザクションの最
新状態が表示されます。

［ロールバック (R)］ボタン
選択された XARトランザクションの状態をヒューリスティックロールバックに
決着します。このボタンで状態を変更できるトランザクションは，「処理状態」
が「P（プリペア状態）」のトランザクションです。選択された XARトランザ
クションをロールバックしたあと，リストボックスにある XARトランザクショ
ンの最新状態が表示されます。

［強制終了 (F)］ボタン
選択された XARトランザクションを無効にします。このボタンで状態を変更で
きるトランザクションは，「処理状態」が「HH（ヒューリスティックハザード
状態）」，「HC（ヒューリスティックコミット状態）」，「HR（ヒューリスティッ
クロールバック状態）」，または「HM（ヒューリスティックミックス状態）」の
トランザクションです。選択された XARトランザクションを無効にしたあと，
リストボックスにある XARトランザクションの最新状態が表示されます。

［最新情報に更新 (L)］ボタン
リストボックスの XARトランザクション情報を最新の状態にします。

［サービス閉塞 (H)］ボタン
XAリソースサービスを閉塞状態にします。

［サービス閉塞解除 (E)］ボタン
XAリソースサービスの閉塞状態を解除します。

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNK XAリソースサービス管理］ダイアログボックスを終了します。

［TP1/LiNK XARトランザクション情報］ダイアログボックス
［TP1/LiNK XAリソースサービス管理］ダイアログボックスのリストボックスのプ
ロセス IDをダブルクリックすると，［TP1/LiNK XARトランザクション情報］ダイ
アログボックスが表示されます。［TP1/LiNK XARトランザクション情報］ダイア
ログボックスには，選択したプロセス IDの XARトランザクションに関する詳細情
報が表示されます。
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6.　ウィンドウの操作
図 6-12　［TP1/LiNK XARトランザクション情報］ダイアログボックス

ボタンの使い方

［終了 (C)］ボタン
［TP1/LiNK XARトランザクション情報］ダイアログボックスを終了します。

ダイアログボックスの内容

［トランザクション状態］欄
現在のトランザクション処理状態の種別が表示されます。種別については，
［TP1/LiNK XAリソースサービス管理］ダイアログボックスの［処理状態］の
説明を参照してください。

［ロールバックオンリーマーク］欄
現在のトランザクションでのロールバック状態の種別が表示されます。
• INIT…初期状態
• RBONLY1…マーク付きトランザクション有り
• RBONLY2…トランザクション無し
• RBONLY3…マーク無しトランザクション有り
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6.5　ヘルプの使い方
TP1/LiNKの［ヘルプ (H)］メニューを参照する方法について説明します。［ヘルプ (H)］
メニューの内容を次に示します。

［バージョン情報 (A)...］
［TP1/LiNKバージョン情報］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログ
ボックスには，次の情報が表示されます。
• TP1/LiNKのバージョンおよびリビジョン
• コピーライト
• ライセンス登録名（OpenTP1管理者の名前および会社名）
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7　 運用コマンド
この章では，TP1/LiNKの運用コマンドについて説明します。

TP1/LiNKのコマンド一覧

TP1/LiNKのコマンドの早見表

コマンドの入力方法と入力形式

ntbstart（TP1/LiNKの開始）

dcsvstrt（ユーザサーバの開始）

dcstats（システム統計情報の取得開始，終了）

jnlcopy（稼働統計情報の中間ファイルへの出力）

jnlstts（稼働統計情報の編集出力）

jnlswpfg（稼働統計情報ファイルのスワップ）

dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと削除）

dcdls（マルチ OpenTP1のインストール状態の表示）

dcmakecon（特定の TP1/LiNKにコマンドを入力するためのコマンドプロン
プトの作成）

prcpthls（ユーザサーバのサーチパスの表示）

uatdump（UAPトレースの編集出力）

rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止）

dcauditsetup（監査ログ機能の環境設定）
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
TP1/LiNKのコマンド一覧

TP1/LiNKのコマンド一覧を次の表に示します。TP1/LiNKのコマンドを実行できるの
は，OpenTP1管理者だけです。

表 7-1　TP1/LiNKのコマンド一覧

機能 コマンド
名

TP1/LiNKが
稼働していな

い

TP1/LiNK
が稼働中

ユーザサーバの
処理から実行※

1

監査ログ
の出力

TP1/LiNK
の開始 /終
了

TP1/
LiNKの
開始

ntbstart ○ × × ○

TP1/
LiNKの
終了

dcstop※ 2 × ○ × ○

ユーザ
サーバの
開始

dcsvstrt × ○ ○ ○

ユーザ
サーバの
終了

dcsvstop
※ 2

× ○ ○ ○

稼働統計情
報の管理

システム
統計情報
の取得開
始，終了

dcstats × ○ ○ ○

稼働統計
情報の中
間ファイ
ルへの出
力

jnlcopy ○ ○ × ○

稼働統計
情報の編
集出力

jnlstts ○ ○ × ○

稼働統計
情報ファ
イルのス
ワップ

jnlswpfg × ○ ○ ○

リアルタイ
ム統計情報
管理

RTS（リ
アルタイ
ム統計情
報）ログ
ファイル
の編集出
力

rtsedit※ 2 ○ ○ × ×
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
リアルタ
イム統計
情報の標
準出力へ
の出力

rtsls※ 2 × ○ × ×

リアルタ
イム統計
情報の設
定変更

rtsstats※
2

× ○ × ○

システムの
管理

マルチ
OpenTP
1のセッ
トアップ
と削除

dcsetupml ○ × × ○

マルチ
OpenTP
1のイン
ストール
状態の表
示

dcdls ○ ○ × ×

特定の
TP1/
LiNKに
コマンド
を入力す
るための
コマンド
プロンプ
トの作成

dcmakeco
n

○ ○ × ×

保守資料
の取得

dcrasget
※ 2

○ ○ ○ ×

製品情報
の表示

dcpplist※
2

○ ○ ○ ×

共用メモ
リの状態
表示

dcshmls※
2

× ○ ○ ×

一時ク
ローズ処
理の実行
状態の表
示

rpcstat※
2

× ○ ○ ×

メッセージ
ログの管理

メッセー
ジログ
ファイル
の内容表
示

logcat※ 2 × ○ ○ ×

機能 コマンド
名

TP1/LiNKが
稼働していな

い

TP1/LiNK
が稼働中

ユーザサーバの
処理から実行※

1

監査ログ
の出力
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
監査ログ管
理

監査ログ
機能の環
境設定

dcauditset
up

○ × × ○

プロセスの
管理

ユーザ
サーバの
状態表示

prcls※ 2 × ○ ○ ×

ユーザ
サーバの
サーチパ
スの変更

prcpath※
2

× ○ ○ ○

ユーザ
サーバの
サーチパ
スの表示

prcpthls × ○ ○ ×

スケジュー
ルの管理

プロセス
数の変更

scdchprc
※ 3

× ○ ○ ○

スケ
ジュール
の閉塞

scdhold※
2

× ○ ○ ○

スケ
ジュール
状態の表
示

scdls※ 2 × ○ ○ ×

スケ
ジュール
閉塞の解
除

scdrles※
2

× ○ ○ ○

プロセス
の停止お
よび再起
動

scdrsprc
※ 3

× ○ ○ ○

トランザク
ション機能
の管理

トランザ
クション
の強制コ
ミット

trncmt※
2

× ○ ○ ○

トランザ
クション
の強制終
了

trnfgt※ 2 × ○ ○ ○

トランザ
クション
の状態表
示

trnls※ 2 × ○ ○ ×

機能 コマンド
名

TP1/LiNKが
稼働していな

い

TP1/LiNK
が稼働中

ユーザサーバの
処理から実行※

1

監査ログ
の出力
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
トランザ
クション
の強制
ロール
バック

trnrbk※ 2 × ○ ○ ○

ネーム管理 TP1/
LiNK起
動確認，
キャッ
シュ削除

namalivec
hk※ 2

× ○ ○ ○

ドメイン
構成の変
更（ドメ
イン定義
ファイル
使用）

namchgfl
※ 2

× ○ ○ ○

起動通知
情報の強
制的無効
化

namunavl
※ 2

× ○ × ○

OpenTP
1のサー
バ情報の
表示

namsvinf
※ 2

○ ○ ○ ×

OpenTP
1ノード
の RPC
抑止リス
トの操作

namblad
※ 2

× ○ ○ ○

ノードリ
スト情報
の削除

namndrm
※ 2

× ○ × ○

管理ノー
ドの変更

nammstr
※ 2

× ○ × ○

ノードリ
ストファ
イルの内
容表示

namnldsp
※ 2

○ ○ ○ ×

ノードの
オプショ
ン情報の
変更

namndopt
※ 2

○ ○ ○ ×

各種トレー
ス情報の管
理

RPCト
レースの
出力

rpcdump
※ 2

○ ○ × ×

機能 コマンド
名

TP1/LiNKが
稼働していな

い

TP1/LiNK
が稼働中

ユーザサーバの
処理から実行※

1

監査ログ
の出力
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
UAPト
レースの
編集出力

uatdump ○ × × ×

性能検証用
トレース管
理

性能検証
用トレー
ス情報編
集解析

dcalzprf※
4

○ ○ × ×

トレース
情報ファ
イルの編
集出力

prfed※ 4 ○ ○ × ×

トレース
情報ファ
イルの取
り出し

prfget※
4，※ 5

○ ○ × ○

XAリソー
ス管理

XARト
ランザク
ション状
態の変更

xarforce※
2

× ○ ○ ○

XAリ
ソース
サービス
の閉塞

xarhold※
2

× ○ ○ ○

XARト
ランザク
ション情
報の表示

xarls※ 2 × ○ ○ ×

XAリ
ソース
サービス
の閉塞解
除

xarrles※
2

× ○ ○ ○

リモート
API管理

リモート
API機能
に使用す
る定義の
自動生成

rapdfgen
※ 2

○ × × ○

rapリス
ナーおよ
び rap
サーバの
状態表示

rapls※ 2 × ○ × ×

機能 コマンド
名

TP1/LiNKが
稼働していな

い

TP1/LiNK
が稼働中

ユーザサーバの
処理から実行※

1

監査ログ
の出力
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
（凡例）
○：該当する条件で実行できます。
×：該当する条件では実行できません。

注※ 1
TP1/LiNKのライブラリ関数を使って，ユーザサーバからコマンドを実行することを示します。

注※ 2
コマンドの文法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」のコマンド文法の説明を参照
してください。TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseのシステムサービス定義との対応に
ついては，「付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対
応」を参照してください。

注※ 3
コマンドの文法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」のコマンド文法の説明を参照
してください。このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をインストールしていることが前提
です。TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作は保証できません。

注※ 4
コマンドの文法については，マニュアル「OpenTP1 運用と操作」のコマンド文法の説明を参照
してください。性能検証用トレースの環境設定方法については，「4.4　TP1/LiNK拡張機能使
用時の実行環境の設定」を参照してください。このコマンドの使用は，TP1/Extension 1をイ
ンストールしていることが前提です。TP1/Extension 1をインストールしていない場合の動作
は保証できません。

注※ 5

rapサー
バの限界
監視時間
の指定と
強制停止

rapkill × ○ ○ ×

JP1連携 シナリオ
テンプ
レートか
らの
TP1/
LiNKの
コマンド
の実行

dcjcmdex
※ 2

○ ○ × ○

定義ファ
イルのオ
ペランド
の指定

dcjchconf
※ 2

○ × × ×

ドメイン
定義ファ
イルの更
新

dcjnamch
※ 2

○ ○ ○ ○

機能 コマンド
名

TP1/LiNKが
稼働していな

い

TP1/LiNK
が稼働中

ユーザサーバの
処理から実行※

1

監査ログ
の出力
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンド一覧
次に示す -fオプションの値は，指定できません。
・_mc：MCF性能検証用トレース情報を取得します。
・_jl：JNL性能検証用トレース情報を取得します。
・_lk：LCK性能検証用トレース情報を取得します。
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TP1/LiNKのコマンドの早見表
TP1/LiNKのコマンドの早見表

TP1/LiNKのコマンドの早見表を次に示します。この表では，この章内の各コマンドの
説明に記載しているコマンド以外のオプションは，一部省略して表記しています。

表 7-2　TP1/LiNKのコマンドの早見表

コマンド名 オプション，フラグ引数および
コマンド引数

コマンドとオプションを組み合わせた機能

ntbstart － － TP1/LiNKの開始（正常開始または再開始）

-n － 強制的な正常開始

-U － ユーザサーバの起動の抑止

dcstop － － 正常終了

-n － 強制正常終了

-f － 強制停止

-df － 強制停止して，コアファイルと共用メモリ情報を
取得

dcsvstrt -u ユーザサーバ名 指定したユーザサーバの開始

dcsvstop － ユーザサーバ名 指定したユーザサーバの終了

-f ユーザサーバ名 指定したユーザサーバの強制停止

-df ユーザサーバ名 指定したユーザサーバを強制停止して，コアファ
イルを取得

dcstats － － システム全体のシステム統計情報の取得

-k 〔〔統計情報種別〕〔，
統計情報種別〕…〕

取得するシステム統計情報の種別の設定

-m 時間間隔 システム統計情報を取得する時間の単位

-a － システム全体，および全ユーザサーバのシステム
統計情報の取得

-s － システム全体のシステム統計情報の取得

〔〔サーバ名〕〔△
サーバ名〕…〕

システム全体，および指定したサーバ単位のシス
テム統計情報の取得

-r － システム統計情報の取得の終了

jnlcopy － 稼働統計情報ファイ
ル名

稼働統計情報の中間ファイルへの出力

jnlstts － － jnlcopyコマンドで作成した中間ファイルの稼働
統計情報の先頭から最後までを，1ページ当たり
24行で編集出力

-e 編集項目 稼働統計情報の編集項目の指定

-l 行 稼働統計情報の 1ページ当たりの出力行数

-i 時間間隔 稼働統計情報を編集出力する時間の単位
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-t 〔開始〕〔，終了〕 取得した稼働統計情報を編集出力する時間の範囲

-s サーバ名 稼働統計情報を出力したいサーバ名

jnlswpfg － － 稼働統計情報ファイルのスワップ

rtsedit － RTS（リアルタイム
統計情報）ログファ
イル名

RTSログファイルからリアルタイム統計情報を収
集し，編集後，CSV形式でファイルまたは標準
出力に出力

rtsls － － 共用メモリ上に取得した，リアルタイム統計情報
サービスの管理情報，およびリアルタイム統計情
報を標準出力に出力

rtsstats － － リアルタイム統計情報の取得対象および取得項目
の設定を変更

dcsetupml -u － 指定したマルチ OpenTP1を最新の状態に更新

-d － 指定したマルチ OpenTP1を削除

マルチ OpenTP1セットアップ
フォルダ

マルチ OpenTP1をインストールするフォルダを
50文字以内で指定

識別子 マルチ OpenTP1を識別するための識別子を指定

dcdls -d TP1/LiNKのフォル
ダ

セットアップされているマルチ OpenTP1の識別
子とインストールしたフォルダを表示

dcmakecon 識別子 識別子に指定したマルチ OpenTP1にコマンドを
入力するためのコマンドプロンプトの作成

dcshmls -d stt 静的共用メモリの使用状況の表示

dyn 動的共用メモリの使用状況の表示

all 静的共用メモリと動的共用メモリの使用状況の表
示

-r － 共用メモリごとの詳細情報を表示

rpcstat － － 一時クローズ処理の実行状態の表示

logcat -niNIdtHpab 指定したオプションに該当する情報の表示

-f メッセージログファ
イル名

指定したファイル名の情報の表示

prcls -a － すべてのユーザサーバの状態の表示

-g サービスグループ名 指定したサービスグループの状態の表示

-l 実行形式ファイル名 指定した実行形式ファイルの状態の表示

-s サーバ名 指定したサーバ名の状態の表示

-p プロセス ID 指定したプロセス IDの状態の表示

prcpath － 変更後のパス名 ユーザサーバのサーチパスを，指定したパス名に
変更

prcpthls － － ユーザサーバ，およびユーザサーバから起動され
るコマンドのサーチパス名の表示

コマンド名 オプション，フラグ引数および
コマンド引数

コマンドとオプションを組み合わせた機能
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scdchprc － － プロセス数を変更

scdhold -a － すべてのユーザサーバのスケジュールを閉塞

-s ユーザサーバ名 指定したユーザサーバのスケジュールを閉塞

-ap － すべてのユーザサーバのスケジュールを閉塞（た
だし，クライアントからの要求は受け付ける）

-s ユーザサーバ名 -p 指定したユーザサーバのスケジュールを閉塞（た
だし，クライアントからの要求は受け付ける）

scdls -a － すべてのユーザサーバのスケジュールの状態の表
示

-s ユーザサーバ名 指定したユーザサーバのスケジュールの状態の表
示

scdrles -a － すべてのユーザサーバのスケジュール閉塞の解除

-s ユーザサーバ名 指定したユーザサーバのスケジュール閉塞の解除

-ap － 指定したユーザサーバのスケジュール閉塞の解除

-s ユーザサーバ名 -p -pオプションの scdholdコマンドで閉塞したスケ
ジュール閉塞の解除

scdrsprc － － プロセスを停止および再起動

trncmt -t -af すべてのトランザクションを強制コミット

-T トランザクショング
ローバル識別子 -af

指定した識別子のトランザクションを強制コミッ
ト

trnfgt -t -af すべてのトランザクションを強制終了

-T トランザクショング
ローバル識別子 -af

指定した識別子のトランザクションを強制終了

trnls -t 〔-{a|c}〕 すべてのトランザクションを表示

-T トランザクショング
ローバル識別子 
〔-{a|c}〕

指定した識別子のトランザクションを表示

-bc － 分岐したトランザクションとブランチの数を表示

-B システムノード ID 
〔-{a|c}〕

IDで示すノードへ分岐したトランザクションの
表示

-rc － リソースマネジャ接続のトランザクションを表示

-R RM名＋RM拡張子 
〔-{a|c}〕

指定したリソースマネジャ接続のトランザクショ
ンを表示

trnrbk -t -af すべてのトランザクションを強制ロールバック

-T トランザクショング
ローバル識別子 -af

指定した識別子のトランザクションを強制ロール
バック

namalivechk -l － 起動確認対象の TP1/LiNKのノードのサービス情
報出力

コマンド名 オプション，フラグ引数および
コマンド引数

コマンドとオプションを組み合わせた機能
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンドの早見表
-c － TP1/LiNK起動確認とキャッシュ削除

namchgfl － － ドメイン構成の変更（ドメイン定義ファイル使
用）

-d － ドメイン定義ファイルに指定しているノードの起
動状況を確認

namunavl -l － 起動通知できなかった IPアドレスの出力

-n ノード名 TP1/LiNK起動通知情報の強制的無効化

namsvinf -b － 共用メモリ上の RPC抑止リストの登録状況を出
力

-r － 起動確認を終えた OpenTP1ノードから順に起動
結果および OpenTP1の情報を出力

-w 最大応答待ち時間 応答が返るまでの待ち時間および起動確認の応答
待ち時間の最大値を指定

namblad -a ノード名〔:ポート
番号〕

指定したノードを RPC抑止リストに登録

-d ノード名〔:ポート
番号〕

指定したノードを RPC抑止リストから削除

namndrm -n ノード名〔:ポート
番号〕

指定した停止ノード情報の削除

nammstr -u － エージェントノードを，一時的にマネジャノード
に置き換え

-d ノード名〔:ポート
番号〕

マネジャノードを，一時的にエージェントノード
に置き換え

namnldsp － ノードリストファイ
ル名

ノードリストファイルの内容表示

namndopt -p ｛high｜ low｝ ノー
ド名〔:ポート番号〕

指定したノードのオプション情報（ノードの優先
度）の変更

rpcdump － RPCトレースファ
イル名

指定したトレースファイルから，RPCのトレー
ス情報を出力

uatdump － － 退避コアファイル名に coreが仮定され，標準出
力に出力

－ 退避コアファイル名 指定した退避コアファイルから，UAPのトレー
ス情報を出力

dcalzprf － － 性能検証用トレース情報編集解析

prfed － － トレース情報ファイルを編集出力

prfget － － トレース情報ファイルを取り出し

xarforce -c － ヒューリスティックコミットに決着

-r － ヒューリスティックロールバックに決着

-f － トランザクションを無効化

コマンド名 オプション，フラグ引数および
コマンド引数

コマンドとオプションを組み合わせた機能
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンドの早見表
-u TP1/LiNKトランザ
クション ID

指定した TP1/LiNKトランザクション IDの状態
を変更

xarhold － － XAリソースサービスの閉塞

xarls -c － XAリソースサービスの管理情報を表示

-a － XAリソースサービスで管理しているすべてのト
ランザクションの状態を表示

-p プロセス ID 指定したプロセス IDのトランザクションを表示

xarrles － － XAリソースサービスの閉塞解除

rapdfgen － rapリスナーサービ
ス定義ファイル名

リモート API機能を実行するために必要な定義を
生成

rapls － rapリスナー名 rapリスナーおよび rapサーバの状態表示

rapkill － － rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止

-t 限界経過時間 dc_rpc_call代理実行処理を監視する限界経過時
間

-f － -tオプションで指定した限界経過時間を超えてい
る dc_rpc_call代理実行中の rapサーバを強制停
止

-d － -tオプションで指定した限界経過時間を超えてい
る dc_rpc_call代理実行中の rapサーバにダンプ
ファイルを取得

－ rapリスナー名
〔〔△ rapリスナー
名〕…〕

指定した rapリスナー名の状態を表示

dcauditsetup － OpenTP1ホーム
ディレクトリ

監査ログの環境設定

dcjcmdex － TP1/LiNKのコマン
ド名

シナリオテンプレートからの TP1/LiNKのコマン
ドの実行

dcjchconf － オペランド名，オペ
ランドの値

定義ファイルのオペランドの指定

dcjnamch － ノード名 ドメイン定義ファイルの更新

dcrasget － 取得先ディレクトリ OpenTP1のトラブルシュートに必要な保守資料
を指定されたディレクトリに取得

-g 保守資料を取得する前に取得対象ディレクトリの
情報を表示して処理を続行するかどうかの問い合
わせをしないで処理を実行

-l %DCDIR%spoolなどの容量の大きい情報は取得
しないで，コマンド実行結果などによって得られ
る情報だけを取得

-c -cオプションによる圧縮機能は，TP1/LiNKでは
未サポート

コマンド名 オプション，フラグ引数および
コマンド引数

コマンドとオプションを組み合わせた機能
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7.　運用コマンド
TP1/LiNKのコマンドの早見表
（凡例）
－：該当項目なし

dcpplist － － OpenTP1ディレクトリに構築した環境で動作し
ている製品の形名やバージョンなどを表示

コマンド名 オプション，フラグ引数および
コマンド引数

コマンドとオプションを組み合わせた機能
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7.　運用コマンド
コマンドの入力方法と入力形式
コマンドの入力方法と入力形式

コマンドの入力方法と入力形式について説明します。

コマンドの入力方法

コマンドの実行には，次に示す 2とおりの方法があります。

• コマンドプロンプトで実行
• アプリケーションからライブラリ関数（dc_adm_call_command関数）を使って実行

ここでは，コマンドプロンプトでコマンドを実行する方法について説明します。ライブ
ラリ関数を使ってコマンドを実行する方法については，マニュアル「OpenTP1 プログラ
ム作成の手引」を参照してください。

コマンドの入力形式

コマンドの入力形式例を次に示します。

 
C:¥>コマンド名△オプション△コマンド引数
 

●コマンド名
コマンド名とは，実行するコマンドのファイル名のことです。TP1/LiNKのコマンド
は，%DCDIR%¥bin¥フォルダの下にあります。TP1/LiNKのインストール時に
OpenTP1管理者が TP1/LiNKのコマンドを使えるようにするため，コマンドのサー
チパスのシステム環境変数（PATH）に %DCDIR%¥binを加えてください。

●オプション
オプションとは，マイナス記号（-）で始まる英文字です。オプションの属性をより明
確にするために，オプションと一緒に指定する文字列をフラグ引数といいます。オプ
ションには，フラグ引数を一つ指定するものと，指定しないものがあります。
次の説明中に使用する C:¥>はプロンプト，cmdはコマンド名を示します。

• フラグ引数を指定しないオプションの場合，一つのマイナス記号のあとにまとめて
指定できます。
（例）次の二つは同じ意味です。
     C:¥>cmd -a -b -c

     C:¥>cmd -abc

• フラグ引数を必要とするオプションフラグのフラグ引数は，省略できません。
• フラグ引数の文字列の中に空白を含めるときは，前後を引用符（"）で囲んでくださ
い。
（例）1と 2を引数に持つオプション -dは，次のように入力します。
     C:¥>cmd -d "1 2"

• 同じオプションフラグを 2回以上指定すると，最後に指定したオプションが有効に
なります。
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7.　運用コマンド
コマンドの入力方法と入力形式
（例）C:¥>cmd -a 12 -a 27

　　　　　　　無効　有効
• オプションは，コマンド引数よりも前で指定してください。
（例）オプション -bがフラグ引数を持たないオプションのときは，-cはオプション
と見なされません。
     C:¥>cmd -b file -c

• マイナス記号を二つ指定すると，そこでオプションの終わりと見なされます。
（例）次のように入力すると，-bはコマンド引数と見なされます。
     C:¥>cmd -a -- -b

• マイナス記号だけのオプションは入力できません。
（例）次のように入力すると，-はコマンド引数と見なされます。
     C:¥>cmd -

• -hのオプションを付けて実行すると，コマンドの使い方（ヘルプメッセージ）を出
力できます。

●コマンド引数
コマンド引数とは，コマンドの操作対象となる名称のことです。コマンド文法の説明
に従って指定してください。
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7.　運用コマンド
ntbstart（TP1/LiNKの開始）
ntbstart（TP1/LiNKの開始）

形式
ntbstart 〔-n〕〔-U〕
 

機能

コマンド入力環境の環境変数 DCDIRに対応した TP1/LiNKサービスを開始します。

オプション

● -n
前回の終了モードに関係なく，TP1/LiNKを強制的に正常開始します。このオプショ
ンの指定を省略すると，前回の終了モードの指定内容から開始モードが決定されます。
　前回の終了モードが正常終了の場合…正常開始
　前回の終了モードが正常終了以外の場合…再開始

● -U
開始モードが再開始の場合に，ユーザサーバの起動を抑止します。このオプションは，
障害が発生し，TP1/LiNKの状態を回復するために TP1/LiNKをオンラインにして作
業する必要はあるが，ユーザサーバは起動する必要がない場合などに使用してくださ
い。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26560-I TP1/LiNKサービスは開始中です 標準出力

KFCA26561-I TP1/LiNKサービスを開始しました 標準出力

KFCA26562-E TP1/LiNKサービスの開始中にエラーが発生
したため，ntbstartコマンドを中止します

標準エラー出力

KFCA26563-E ntbstartコマンドに指定したオプションが正
しくありません

標準エラー出力

KFCA26565-E ntbstartコマンドの引数が正しくありません 標準エラー出力

KFCA26567-E プロセス固有メモリの確保に失敗したため，
ntbstartコマンドを実行できません

標準エラー出力

KFCA26570-E TP1/LiNKサービスのアクセス権限がないた
め，ntbstartコマンドを実行できません

標準エラー出力

KFCA26571-E TP1/LiNKサービスとの接続に失敗したため，
ntbstartコマンドを実行できません

標準エラー出力

KFCA26572-E TP1/LiNKサービスの状態取得に失敗したた
め，ntbstartコマンドを実行できません

標準エラー出力

KFCA26573-E TP1/LiNKサービスが停止中ではないため，
ntbstartコマンドを実行できません。

標準エラー出力
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7.　運用コマンド
ntbstart（TP1/LiNKの開始）
注意事項

ntbstartコマンドに -Uオプションを付けて実行する場合には，次のことに注意してくだ
さい。

• 正常開始では -Uオプションは無視されます。
• オンライン開始後に -Uオプションでユーザサーバを起動したい場合には，dcsvstrt
コマンドを使用してください。

• オンライン開始後に -Uオプションでユーザサーバの構成を回復したい場合には，正
常終了および強制正常終了以外でシステムを停止し，ntbstartで -Uオプションを付
けないでオンラインを開始してください。

• 前回のオンラインでリモート API機能を使用したあとのリランの際に -Uオプション
を指定した場合，リモート APIの構成回復まではしません。-Uオプションを指定し
たあとにリモート API機能を使用したい場合は，オンライン開始後，dcsvstrtコマン
ドで rapリスナーを手動で開始するか，いったん，正常終了および強制正常終了以外
でシステムを停止してから ntbstartで -Uオプションを付けないでオンラインを開始
してください。

• サーバの閉塞状態を引き継ぐ設定をした場合，次の問題が発生します。
• スケジュールの閉塞状態は，ntbstart -Uコマンドでリランしたオンラインでは引き
継がれません。
スケジュール閉塞状態の SPPが存在し，かつ ntbstart -Uコマンドでリランしたオ
ンラインを，いったん計画停止または強制停止してから再度 ntbstartコマンドを使
用して起動した場合，ntbstart -Uコマンドを実行する前のオンラインのスケジュー
ル閉塞状態が SPPに引き継がれてしまいます。ntbstart -Uコマンドを実行する前
のオンラインのスケジュール閉塞状態が引き継がれないようにするには，次のよう
な対策が必要です。
・ntbstart -Uコマンドでリランしたオンラインは，正常停止するかまたは強制正常
開始する。
・すべての SPPで［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［閉塞］タブの［システ
ム再開始時，閉塞状態を引き継ぐ (V)］チェックボックスをオフにする。

• 系切り替え機能を使用している場合，待機系にある TP1/LiNKでは -nオプションは
無視されます。

KFCA26574-E TP1/LiNKサービスが無効に設定されている
ため，ntbstartコマンドを実行できません

標準エラー出力

KFCA26575-E レジストリの参照に失敗したため，ntbstart
コマンドを実行できません

標準エラー出力

KFCA26578-I 使用方法：ntbstart 〔-n〕〔-U〕 標準出力，
標準エラー出力

メッセージ ID 内容 出力先
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7.　運用コマンド
dcsvstrt（ユーザサーバの開始）
dcsvstrt（ユーザサーバの開始）

形式
dcsvstrt -u ユーザサーバ名〔,ユーザサーバ名〕…
 

機能

ユーザサーバを開始します。

オプション

● -u　ユーザサーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉
開始するユーザサーバのサーバ名を指定します。
一つの dcsvstrtコマンドで指定できるユーザサーバ名の最大数は 50です。
複数のユーザサーバ名を指定する場合，ユーザサーバ名とユーザサーバ名との間をコ
ンマ（，）で区切ります。このとき，ユーザサーバ名の直後に空白を入れないでくださ
い。
ユーザサーバ名の大文字，小文字は区別されます。例えば，dcsvstrt -u Supで起動し
て，GUIで SUPを停止しようとするとエラーになります。
このオプションの指定を省略すると，ユーザサーバは開始しません。

出力メッセージ

出力メッセージは，TP1/LiNKと OpenTP1（TP1/Server Base）で共用となっています。
TP1/LiNKでは，メッセージ中の dcsvstart（OpenTP1コマンド）を，dcsvstrt（TP1/
LiNKのコマンド）に読み替えてください。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01801-E 環境変数 DCDIRが未設定です 標準エラー出力

KFCA01811-I サーバは開始中です メッセージログファイル

KFCA01812-E サーバの開始処理が失敗しました 標準エラー出力，
メッセージログファイル

KFCA01813-I サーバはオンライン中です メッセージログファイル

KFCA01815-E システムでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA01818-E サーバの起動を中止します 標準エラー出力

KFCA01860-E dcsvstartコマンドの入力形式が正しくありませ
ん

標準エラー出力

KFCA01861-E dcsvstartコマンドの処理に失敗しました 標準エラー出力

KFCA01863-E dcsvstartコマンドを実行できません 標準エラー出力，
メッセージログファイル

KFCA01866-E サーバ重複エラーが発生しました 標準エラー出力
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7.　運用コマンド
dcsvstrt（ユーザサーバの開始）
注意事項

TP1/LiNKでは，dcsvstart（OpenTP1コマンド）の -aオプションに該当する指定はで
きません。このため，dcsvstrtコマンドに -aオプションを付けて実行しないでください。

KFCA01867-E 共用メモリを確保できません 標準エラー出力

KFCA01868-E サーバ名が正しくありません 標準エラー出力

KFCA01869-E dcsvstartコマンドは受け付けられません 標準エラー出力

KFCA01870-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力，
メッセージログファイル

メッセージ ID 内容 出力先
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7.　運用コマンド
dcstats（システム統計情報の取得開始，終了）
dcstats（システム統計情報の取得開始，終了）

形式
dcstats {〔-k 統計情報種別〔,統計情報種別〕…〕〔-m 時間間隔〕
       〔-{a|s}〕〔サーバ名〔△サーバ名〕…〕|-r}

機能

指定したサーバ名のシステム統計情報を，指定した時間間隔で統計情報取得ファイルに
取得します。システム統計情報の取得は，-rオプション指定の dcstatsコマンドで終了で
きます。-rオプション指定の dcstatsコマンドを実行しないと，TP1/LiNKが停止するま
で取得し続けます。

オプション

● -k　統計情報種別
取得するシステム統計情報の種別を指定します。複数の統計情報種別を指定する場合，
統計情報種別と統計情報種別との間をコンマ（，）で区切ります。
rpc：RPC情報
prc：プロセス情報
nam：ネーム情報
scd：スケジュール情報
trn：トランザクション情報
osl：共用メモリ管理情報
-kオプションの指定を省略すると，すべてのシステム統計情報を取得します。

● -m　時間間隔　　～〈符号なし整数〉((1～ 1440))《10》
システム統計情報を統計情報取得ファイルに取得する時間間隔を，分単位で指定しま
す。

● -a
システム全体，および全ユーザサーバのシステム統計情報を取得します。-sオプショ
ンと同時に指定することはできません。

● -s
システム全体のシステム統計情報を取得します。-aオプションと同時に指定すること
はできません。

● -r
システム統計情報の取得を終了します。
ほかのオプションと同時に指定すると，-rオプションが有効になり，ほかのオプショ
ンは無視されます。

コマンド引数

●サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉
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7.　運用コマンド
dcstats（システム統計情報の取得開始，終了）
取得するシステム統計情報の発生元のユーザサーバの名称を指定します。
指定したサーバ単位にシステム統計情報を取得します。
-aオプションを指定した場合，サーバ名の指定は無視されます。

注意事項
• dcstatsコマンドでシステム統計情報を取得する場合は，システム統計情報を取得する
設定をしている必要があります。TP1/LiNKを開始する前に，［システム環境設定］
ウィンドウでシステム統計情報を取得する指定をしておいてください。

• dcstatsコマンドの指定は，TP1/LiNK再開始時には引き継がれません。TP1/LiNK再
開始後にシステム統計情報を取得する場合は，再び dcstatsコマンドを実行してくだ
さい。

• ユーザサーバを一度終了すると，正常開始時にはユーザサーバのシステム統計情報取
得の指定は引き継がれません。一度終了したユーザサーバのシステム統計情報を取得
する場合は，ユーザサーバの正常開始完了後に dcstatsコマンドを実行してください。

• -a，-sオプション，およびサーバ名の指定をすべて省略した場合，システム全体のシ
ステム統計情報を取得します。
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7.　運用コマンド
jnlcopy（稼働統計情報の中間ファイルへの出力）
jnlcopy（稼働統計情報の中間ファイルへの出
力）

形式
jnlcopy 稼働統計情報ファイル名〔△稼働統計情報ファイル名〕…
 

機能

指定した稼働統計情報ファイル内の情報を，中間ファイルに出力します。

中間ファイルは，%DCDIR%¥spool¥dclitinfフォルダの下に guiostae.jnlというファイ
ル名で作成されます。

コマンド引数

●稼働統計情報ファイル名　　～〈パス名〉
稼働統計情報ファイルの名称を完全パス名で指定します。
TP1/LiNKは，稼働統計情報ファイルを，%DCDIR%¥spool¥dcjnlinf¥staフォルダ
の下に作成します。稼働統計情報ファイルは，ファイル 1，ファイル 2，ファイル 3
の順に作成されます。ファイル 3まで作成したあとは，ファイル 1から順に上書きし
て使用します。
稼働統計情報ファイルのファイル 1，ファイル 2，ファイル 3の合計サイズは，［シス
テム環境設定］ウィンドウの［統計ファイルサイズ (S)］で設定した値になります。
複数の稼働統計情報ファイルを指定するときは，稼働統計情報ファイル名と稼働統計
情報ファイル名との間を空白で区切るか，コマンド引数にワイルドカードを使用して
%DCDIR%¥spool¥dcjnlinf¥sta¥sta_*と指定してください。
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7.　運用コマンド
jnlstts（稼働統計情報の編集出力）
jnlstts（稼働統計情報の編集出力）

形式
jnlstts〔-e 編集項目〕〔-l 行〕
       〔-i 時間間隔〕〔-t〔開始〕〔，終了〕〕
       〔-s サーバ名〕

機能

jnlcopyコマンドで作成した中間ファイルから，稼働統計情報を収集し，編集後，標準出
力に出力します。出力する情報を次に示します。

• システム統計情報（dcstatsコマンドで取得した TP1/LiNKの統計情報）
• レスポンス統計情報（dc_rpc_call関数の応答時間，サービスの実行時間に関する稼働
統計情報）

• 通信遅延時間統計情報（dc_rpc_call関数の応答時間のうち，実際の通信（サービス要
求の送信と応答の送信）に必要な時間に関する稼働統計情報）

オプション

● -e　編集項目　　～《all》
稼働統計情報の編集項目を指定します。
sys：システム統計情報を出力します。
rsp：レスポンス統計情報を出力します。
dly：通信遅延時間統計情報を出力します。
all：すべての統計情報を出力します。

● -l　行　　～〈符号なし整数〉((12～ 256))《24》
1ページ当たりの出力行数を指定します。出力行数が -lオプションの指定値を超える
と，稼働統計情報を改ページして出力します。

● -i　時間間隔
-tオプションで指定した時間範囲内に取得した稼働統計情報を出力する間隔を，時間
隔または分間隔で指定します。

h〔HH〕：時間隔（01≦HH≦ 24）で出力します。
（例）3時間おきに編集出力する場合 … -i h03
HHの指定を省略して，-i hとだけ指定すると，1時間間隔で編集出力されます。

m〔MM〕：1分間隔（01≦MM≦ 09）または 10分間隔（10≦MM≦ 30）で出力
します。
（例）20分おきに編集出力する場合 … -i m20
MMの指定を省略して，-i mとだけ指定すると，10分間隔で編集出力されます。

-iオプションでは，時間隔または分間隔のどちらか一方だけを指定してください。時
間隔と分間隔の両方を指定すると，エラーになります。
-iオプションそのものを省略すると，1時間間隔で編集出力されます。
390



7.　運用コマンド
jnlstts（稼働統計情報の編集出力）
● -t〔開始〕〔，終了〕
取得した稼働統計情報を編集出力する時間の範囲を指定します。ここで指定した時間
の範囲内に取得した統計情報取得ファイルを編集出力します。
開始は，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒から当年当月当日の現在時刻までの範囲で指
定します。
開始，または終了のどちらか一方を必ず指定してください。開始の指定を省略すると，
統計情報ファイルの先頭から指定した終了までが出力範囲となります。終了の指定を
省略すると，指定した開始から統計情報ファイルの最後までが出力範囲となります。
開始，および終了は，「hhmmss〔MMDD〔YYYY〕〕」の形式で指定します。

hh：時（00≦ hh≦ 23）
指定を省略できません。

mm：分（00≦mm≦ 59）
指定を省略できません。

ss：秒（00≦ ss≦ 59）
指定を省略できません。

MM：月（01≦MM≦ 12）
指定を省略できます。※

DD：日（01≦ DD≦ 31）
指定を省略できます。※

YYYY：年（1970からの西暦を 4けたで指定します）
指定を省略できます。※

注※
開始，または終了の「年」の指定を省略した場合は，当年の指定月日時刻と見な
されます。「年，月，日」の指定を省略した場合，当年当月当日の指定時刻と見な
されます。「月，日」，「月」，または「日」だけを省略することはできません。省
略した場合はオプションエラーになります。「月」または「日」を省略したい場合
は，「年」，「月」，「日」のすべてを省略してください。

-tオプションの指定を省略すると，統計情報ファイル内のすべての情報を編集出力し
ます。

● -s　サーバ名　　～〈1～ 8文字の識別子〉
稼働統計情報を編集出力したいサーバ名を指定します。
SYSTEM：TP1/LiNKのシステムサービスの稼働統計情報を出力
ユーザサーバ名：ユーザサーバの稼働統計情報を出力
-sオプションを省略すると，システム内にあるすべてのサーバの統計情報を出力しま
す。

-eオプション，-sオプションおよびサーバ名の指定をすべて省略すると，システム全体
の稼働統計情報の取得（-sオプションだけを指定）が仮定されます。

-eオプション，-sオプション，およびサーバ名の指定と取得する稼働統計情報の関係を
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7.　運用コマンド
jnlstts（稼働統計情報の編集出力）
次に示します。

（凡例）　－：コマンド引数（サーバ名）を省略することを示します。

注※　レスポンス統計情報と通信遅延時間統計情報は，すべてのデータが出力されます。

出力形式

「6.4.4　稼働統計情報の管理」を参照してください。

注意事項
• -tオプションで稼働統計情報の出力範囲を指定する場合，-tオプションで指定した開
始または終了と一致するファイルがないときは，開始と終了の間にあるファイルが出
力対象になります。

• -tオプションで稼働統計情報の出力範囲を指定する場合，日付をわたるために開始時
刻が終了時刻よりも遅くなるときは，必ず「月」「日」または「月」「日」「年（西暦）」
を指定して，終了時刻が開始時刻よりあとであることを明らかにして指定してくださ
い。この指定を省略すると，開始時刻と終了時刻の関係に矛盾があると見なされ，
jnlsttsコマンドはエラーになります。日付を省略すると，jnlsttsコマンドを入力した
年月日が仮定されるため，出力範囲が該当する年月日以外の日付のときは，必ず「月」
「日」または「月」「日」「年（西暦）」を指定してください。
• 稼働統計情報を編集出力する開始時刻は，-tオプションで開始を指定したかどうかに
よって異なります。指定した場合は，-tオプションの開始が含まれる時間帯から出力
します。指定しなかった場合は，該当するファイルの先頭のレコード時刻が含まれる
時間帯から出力します。ここでいう時間帯とは，おのおのの開始時刻の時間（hh:00）
を基に，-iオプションで指定した時間間隔で区切った間隔のことです。

• 稼働統計情報を編集出力する終了時刻を指定すると，指定終了時刻を含む時間帯まで

-eオプション -sオプション 取得する稼働統計情報の内容

sys SYSTEM システム全体のシステム統計情報

サーバ名 指定したサーバのシステム統計情報

－ システム全体のシステム統計情報

rsp SYSTEM システム全体のレスポンス統計情報

サーバ名 この組み合わせは指定できません。

－ システム全体のレスポンス統計情報

dly SYSTEM この組み合わせは指定できません。

サーバ名 この組み合わせは指定できません。

－ システム全体の通信遅延時間統計情報

all SYSTEM システム全体のすべての稼働統計情報

サーバ名 指定したサーバのすべての稼働統計情報※

－ システム全体のすべての稼働統計情報
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7.　運用コマンド
jnlstts（稼働統計情報の編集出力）
出力されます。例えば，-tオプションで終了を 9時 0分 0秒と指定して，-iオプショ
ンで時間間隔を 30分と指定すると，最終時間帯は 9:00～ 9:30ですが，実際は 9時 0
分 0秒の稼働統計情報が出力されます。

• 稼働統計情報の数値のうち，平均値の編集結果は，小数点以下 1けたが切り捨てて出
力されます。

• 稼働統計情報の数値のうち，イベント数および平均値がオーバフローして '*'が設定さ
れても，最大値と最小値は保証されます。

• 取得編集時間帯にデータがないときは，その時間帯に '該当データなし 'が出力されま
す。

• オプションの指定をすべて省略した場合，jnlcopyコマンドで作成した中間ファイルの
稼働統計情報の先頭から最後までを，1ページ当たり 24行で編集出力します。

• RPC送信元・RPC送信先の OSの時刻精度によっては，時刻戻しが発生しなくても，
通信時間と OSの時刻に誤差が生じ，通信遅延時間統計情報の編集結果のデータがマ
イナス値になることがあります。取得編集時間帯のデータにマイナス値が含まれてい
るときは，編集対象時間帯の最大値，最小値，および平均値に '*'を出力します。

コマンド実行例

統計情報取得ファイルの先頭から 1997年 7月 18日 15時 30分 0秒までの稼働統計情報
を，30分間隔で編集出力する例を次に示します。

 
C:¥>jnlstts   -i m30   -t, 15300007181997   <CR>
 

この例の場合，最終時間帯は 15:30～ 16:00ですが，1997年 7月 18日 15時 30分 0秒
のシステム統計情報を出力します。
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7.　運用コマンド
jnlswpfg（稼働統計情報ファイルのスワップ）
jnlswpfg（稼働統計情報ファイルのスワップ）

形式
jnlswpfg
 

機能

現用の稼働統計情報ファイルを即時に切り替えます。

jnlswpfgコマンドは，TP1/LiNKが動作中で，かつ［システム環境設定］ウィンドウの
［稼働統計情報の取得］欄で［あり］をオンにしているときだけ実行できます。

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA01280-E jnlswpfgコマンドの処理が失敗しました 標準エラー出力

KFCA04199-I ヘルプメッセージ 標準出力

KFCA01285-E スワップ処理中です 標準エラー出力
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7.　運用コマンド
dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと削除）
dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと
削除）

形式
dcsetupml 〔-{u|d}〕 マルチOpenTP1セットアップフォルダ 識別子
 

機能

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKをセットアップ，更新，および削除します。

第 1引数に指定したフォルダにマルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKをセットアップしま
す。また，第 2引数の識別子は同一ホスト内の TP1/LiNKを識別するために使われます。
TP1/LiNKがオフラインのとき実行できます。識別子は半角英数字 1～ 2文字でユーザ
が任意に設定できます。なお，このコマンドは，マルチ OpenTP1用のコマンドプロン
プトからは実行できません。

オプション

● -u
引数に対応するマルチ OpenTP1を最新の状態に更新します。すでにマルチ OpenTP1
環境を構築した状態で，オリジナルの TP1/LiNKにソフトウェアをインストールまた
は削除するなどして環境を変更した場合，オリジナルの TP1/LiNKとの同期を取るた
めにマルチ OpenTP1を更新します。

● -d
引数に対応するマルチ OpenTP1を削除します。

コマンド引数

●マルチ OpenTP1セットアップフォルダ　　～〈パス名〉((50文字以内 ))
マルチ OpenTP1をセットアップするフォルダを 50文字以内で指定します。

●識別子　　～〈1～ 2文字の識別子〉
マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKを識別するためのマルチ OpenTP1識別子を指定
します。
ただし，「o1」はオリジナル用として使用できません。また，アルファベットの大文字
と小文字は区別されません。

注意事項
• このコマンドは，オリジナルの TP1/LiNKおよびセットアップ先のマルチ OpenTP1
が停止している状態で実行してください。また，Administratorsグループに所属して
いるユーザで実行してください。

• このコマンドは，TP1/LiNKインストールフォルダ下の各フォルダ（bin，etc，
sample，include，lib）をコピーします。ユーザが TP1/LiNKインストールフォルダ
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7.　運用コマンド
dcsetupml（マルチ OpenTP1のセットアップと削除）
下の各フォルダのファイルを変更または追加した場合，そのままコピーされるので注
意してください。confフォルダに関しては，マルチ OpenTP1セットアップフォルダ
先に必要なシステム定義ファイルがない場合だけ，システム定義ファイル（初期値）
がコピーされます。ユーザサーバ定義はコピーされません。
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7.　運用コマンド
dcdls（マルチ OpenTP1のインストール状態の表示）
dcdls（マルチ OpenTP1のインストール状態の
表示）

形式
dcdls 〔-d TP1/LiNKのフォルダ〕
 

機能

現在セットアップされているマルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKの識別子とセットアッ
プフォルダを表示します。TP1/LiNKがオンラインでもオフラインでも実行できます。
このコマンドは，マルチ OpenTP1用のコマンドプロンプトからは実行できません。

オプション

● -d　TP1/LiNKのフォルダ
指定されたフォルダがマルチ TP1/LiNKのセットアップフォルダである場合，マルチ
OpenTP1識別子（2文字以内）を返します。ただし，オリジナルの TP1/LiNKの
セットアップフォルダが指定された場合は，「original」を返します。

出力形式

●オプションなしの場合
 
識別子  フォルダ
------   AA..AA
BB       CC..CC
：         ：
 

AA..AA
オリジナルの TP1/LiNKをインストールしたフォルダ

BB
マルチ OpenTP1の識別子

CC..CC
マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKをセットアップしたフォルダ

　

● -dオプションを指定した場合

-dオプションで指定したフォル
ダ

出力結果 出力先

オリジナル TP1/LiNKのセット
アップフォルダ

original 標準出力
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7.　運用コマンド
dcdls（マルチ OpenTP1のインストール状態の表示）
マルチ OpenTP1のセットアップ
フォルダ

マルチ OpenTP1識別子（2文字
以内）

標準出力

-dオプションで指定したフォル
ダ

出力結果 出力先
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7.　運用コマンド
dcmakecon（特定の TP1/LiNKにコマンドを入力するためのコマンドプロンプトの作成）
dcmakecon（特定の TP1/LiNKにコマンドを入
力するためのコマンドプロンプトの作成）

形式
dcmakecon 〔識別子〕
 

機能

レジストリを参照し，識別子に対応するマルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKにコマンド
を入力するための，マルチ OpenTP1用の新しいコマンドプロンプトを起動します。

識別子の指定を省略した場合は，オリジナルの TP1/LiNKにコマンドを入力するための
新しいコマンドプロンプトを起動します。TP1/LiNKがオンラインでもオフラインでも
実行できます。マルチ OpenTP1でのコマンド操作は，このコマンドプロンプト内で行
います。ただし，dcsetupmlコマンド，dcdlsコマンド，および dcmakeconコマンドは，
マルチ OpenTP1用のコマンドプロンプトからは実行できません。

このコマンドを実行した場合，環境変数 PATH，DCDIR，DCCONFPATH，
DCUAPCONFPATH，Include，Libを次の表に示すとおり，設定および変更します。環
境変数は起動後のコンソールの中でだけ有効です。

表 7-3　コンソール中での環境変数の設定

コマンド引数

●識別子　　～〈1～ 2文字の識別子〉

マルチ OpenTP1形態の TP1/LiNKをセットアップするときの識別子を指定します。コ
マンド引数なしで，このコマンドを実行した場合，オリジナルの TP1/LiNKを操作する
ように環境変数を設定します。

環境変数 設定

PATH 「識別子に対応するマルチ OpenTP1セットアップフォルダ ¥bin」をいちばん前
に追加します。これによって対応する TP1/LiNKのコマンドが最優先で実行さ
れます。

DCDIR 「識別子に対応するマルチ OpenTP1セットアップフォルダ」に設定します。

DCCONFPATH 「識別子に対応するマルチ OpenTP1セットアップフォルダ ¥conf」に設定しま
す。

Include 「識別子に対応するマルチ OpenTP1セットアップフォルダ ¥include」をいちば
ん前に追加します。

Lib 「識別子に対応するマルチ OpenTP1セットアップフォルダ ¥lib」をいちばん前
に追加します。
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7.　運用コマンド
dcmakecon（特定の TP1/LiNKにコマンドを入力するためのコマンドプロンプトの作成）
注意事項

このコマンドを実行した場合，あらかじめ環境変数が設定された，特定の TP1/LiNKを
動かすためのコマンドプロンプトを作成します。したがって，ユーザ側で環境変数は変
更しないでください。変更した場合の動作は保証できません。
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7.　運用コマンド
prcpthls（ユーザサーバのサーチパスの表示）
prcpthls（ユーザサーバのサーチパスの表示）

形式
prcpthls
 

機能

ユーザサーバプロセスを起動するときに使用するサーチパス，およびユーザサーバから
起動されるコマンドに使用するサーチパスを標準出力に出力します。

出力形式
 
aa....aa
 

aa....aa
ユーザサーバのサーチパス名
出力例：C:¥OpenTP1¥bin;C:¥OpenTP1¥aplib

出力メッセージ

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA00710-E 共用メモリを利用できません 標準エラー出力

KFCA00712-E 予期しないエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA00750-E メモリ不足です 標準エラー出力

KFCA00755-E プロセス間通信ができません 標準エラー出力
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7.　運用コマンド
uatdump（UAPトレースの編集出力）
uatdump（UAPトレースの編集出力）

形式
uatdump 〔退避コアファイル名〕
 

機能

指定した退避コアファイルを編集して，標準出力に出力します。

コマンド引数

●退避コアファイル名　　～〈パス名〉
退避コアファイル名とは，異常終了した UAPプロセスの UAPトレースファイルで
す。退避コアファイルをパス名で指定します。
TP1/LiNKでは，UAPトレースファイルは「ユーザサーバ名 .プロセス ID」で作成
されます。
UAPがダウンした場合，UAPトレースファイルは%DCDIR%¥spool¥save¥trcフォ
ルダの下にコピーされます。また，次回開始時には，正常に終了したユーザサーバの
UAPトレースファイルも，%DCDIR%¥spool¥save¥trcフォルダの下にコピーされま
す。
なお，生成から 24時間経過している UAPトレースファイルは，TP1/LiNK開始時に
削除されます。

出力形式

「6.4.2(2)　UAPトレースの出力形式」を参照してください。

出力メッセージ

注意事項
• コマンド引数の指定を省略した場合，退避コアファイル名に coreが仮定され，標準出
力に出力します。

• ヘルプメッセージ（KFCA03105-I）の -f オプションは使用できません。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA03100-E メモリ不足が発生しました 標準エラー出力

KFCA03101-E オプションフラグが不正です 標準エラー出力

KFCA03102-E 指定したファイルはありません 標準エラー出力

KFCA03103-E 指定したファイルにトレースデータがありま
せん

標準エラー出力

KFCA03104-W トレースデータに不正な種別コードがありま
す

標準エラー出力

KFCA03105-I ヘルプメッセージ 標準出力
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7.　運用コマンド
rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止）
rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制
停止）

形式
 
rapkill -t 限界経過時間 〔-f〕〔-d〕 rapリスナー名〔〔△rapリスナー名〕…〕
 

機能

指定した rapリスナー下で動作する dc_rpc_call代理実行中の rapサーバで，-tオプショ
ンで指定した限界経過時間を超えている rapサーバの情報を標準出力に表示します。ま
た，オプションの指定で該当する rapサーバを強制停止します。

オプション

● -t　限界経過時間　　～〈符号なし整数〉((1～ 65535))
dc_rpc_call代理実行処理を監視する限界経過時間を，秒単位で指定します。
-tオプションに指定した値を，（コマンド入力時刻－ dc_rpc_call代理実行開始時刻）
の値が超えている rapサーバの情報を標準出力に表示します。
RPC最大応答待ち時間× 2（安全値）を目安にして指定してください。

● -f
-tオプションで指定した限界経過時間を超えている dc_rpc_call代理実行中の rap
サーバを強制停止します。

● -d
-tオプションで指定した限界経過時間を超えている dc_rpc_call代理実行中の rap
サーバに，userdumpコマンドを実行してダンプファイルを取得します。
ダンプファイルは「RAPSERVR_プロセス ID.dmp」の名称でコマンド実行フォルダ
に出力されます。このオプションを -fオプションと同時に指定した場合，ダンプファ
イルを取得したあとで，該当する rapサーバを強制停止します。

コマンド引数

● rapリスナー名　　～〈1～ 7文字の識別子〉
状態を表示したい rapリスナー名を指定します。

出力形式

• aa...aa：rapリスナー名（7文字以内）
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7.　運用コマンド
rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止）
• bbbb：rapリスナーの状態
• Init…サービス開始中
• Serv…サービス中
• Term…サービス終了中

• ccccc：ポート番号
• ddd：起動サーバ数
• eee：起動サーバ数のうち現在サービス実行中のサーバ数
• ff...ff：コネクト中のクライアント数
• ggggg：サーバのプロセス ID
• h：サーバの実行状態
• I…サーバ開始中または再開始処理中
• F…未スケジュール
• S…サービス実行中
• T…サーバ終了処理中

• i：サーバのトランザクションモード
• T…トランザクションモード
• －…非トランザクションモード

• j：サーバの RPC実行モード
• －…通常 RPC実行モード
• C…連鎖 RPC実行モード

• kkk.kkk.kkk.kkk：該当するサーバでサービス中のクライアントの IPアドレス
• yyyy/mm/dd HH:MM:SS：dc_rpc_call代理実行開始時刻

なお，-tオプションで指定した限界経過時間を超えている dc_rpc_call代理実行中の rap
サーバがない場合は，rapサーバの情報は表示されません。

出力メッセージ

注意事項
• -dオプションを指定する場合は，実行するコマンドプロンプトの PATH環境変数に

userdump.exeのパスがある必要があります。
• userdump.exe実行時は，userdump.exeが出力するメッセージを表示します。
• rapkillコマンドで rapサーバを強制停止する場合，アボートコードWnts01で rap
サーバが異常終了します。

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA26911-E コマンドでエラーが発生しました 標準エラー出力

KFCA27750-E コマンド実行中に障害が発生しました 標準エラー出力

KFCA27751-W 指定された rapリスナーは未起動です 標準エラー出力
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7.　運用コマンド
rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止）
rapkillコマンドを実行する SUPのサンプル

rapkillコマンドを実行する SUPのサンプルと格納場所を次に示します。

• ソースファイル：%DCDIR%¥sample¥TP1LINK¥RAPKILL¥RAPKILLP.C
• メイクファイル：%DCDIR%¥sample¥TP1LINK¥RAPKILL¥MAKEFILE
• 定義ファイル：%DCDIR%¥sample¥TP1LINK¥CONF¥RAPKILL

サンプル SUPの仕様
環境変数 RAPKILL_INTERVALに指定された時間間隔（デフォルト値：1800，単
位：秒）で rapkill -fdコマンドを実行します。停止は，TP1/LiNK停止と同期しま
す。
また，userdumpコマンドの実行時に，カレントディレクトリに出力されたダンプ
ファイルを%DCDIR%¥spool¥saveに移動します。
rapkillコマンドのオプションは，次に示す環境変数で変更できます。

● RAPKILL_T_OPTION
-tオプションの限界経過時間を指定します（デフォルト値：360）。

● RAPKILL_LISTENER_NAME
rapリスナー名を指定します（デフォルト値：RSV）。

サンプル SUPの使用方法
1. 実行形式ファイルを作成します

Microsoft Visual C++の nmakeコマンドを実行して実行形式ファイルを作成し
ます。コマンドの入力例を次に示します。
C:¥>cd %DCDIR%¥sample¥TP1LINK¥RAPKILL <CR>
C:¥>nmake <CR>

2. 実行形式ファイルをコピーします
作成した実行形式ファイル rapkillp.exeを，%DCDIR%¥aplib下にコピーしま
す。

3. 定義ファイルをコピーします
定義ファイル%DCDIR%¥sample¥TP1LINK¥CONF¥RAPKILLを，
%DCDIR%¥conf下にコピーします。

4. 実行環境を確認します
［アプリケーション管理 SUP］ウィンドウで，ユーザサーバ名 RAPKILLがある
ことを確認したあとで，RAPKILLの環境変数などを変更します。
-dオプションを指定して rapkillコマンドを実行する場合は，userdumpコマン
ドのパスが，システム環境変数か，または［システム環境設定］ウィンドウの
サーチパスにある必要があります。
また，自動起動する場合は RAPサービスよりあとに起動してください。

SUP使用上の注意事項
RAPサービスの起動や停止のタイミングによっては，rapkillコマンドが RAPサー
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7.　運用コマンド
rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止）
ビス未起動でエラー（dc_adm_call_command関数が DCADMER_STATNOTZERO
（-1855）でエラーリターン）になることがあります。
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7.　運用コマンド
dcauditsetup（監査ログ機能の環境設定）
dcauditsetup（監査ログ機能の環境設定）

形式
 
dcauditsetup OpenTP1ホームディレクトリ
 

機能

監査ログ機能を使用するために必要な環境を設定します。

「4.5.1　監査ログ機能を使用するときの定義の変更」に示すログサービス定義の監査ログ
に関連するオペランド（log_audit_xxxxオペランド）を変更する場合は，TP1/LiNKを
停止し，定義を変更したあとにこのコマンドを実行してください。

ログサービス定義の log_audit_outオペランドを指定していない場合，または
log_audit_outオペランドに Nを指定している場合は，監査ログ機能は無効です。

このコマンドを実行したときに作成されるフォルダおよびファイル名を次の表に示しま
す。

注※
ログサービス定義の log_audit_pathオペランドの指定を省略した場合のフォルダです。
log_audit_pathオペランドを指定した場合，指定したフォルダが作成され，作成されたフォル
ダ下にファイルが作成されます。
なお，作成されるフォルダは最下層だけです。上位のフォルダは事前に準備しておく必要があ
ります。

コマンド引数

● OpenTP1ホームディレクトリ　　～〈パス名〉
OpenTP1ホームディレクトリを 50文字以内で指定します。

出力メッセージ

フォルダおよびファイル 内容

%DCDIR%¥auditlog※ 監査ログファイルを格納するフォルダ

%DCDIR%¥auditlog¥audit.log※ 監査ログファイル

メッセージ ID 内容 出力先

KFCA33500-I ヘルプメッセージ 標準エラー出力

KFCA33501-E コマンド実行中にエラーが発生
しました

標準エラー出力

KFCA33502-I ログサービス定義を解析しまし
た

標準出力
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7.　運用コマンド
dcauditsetup（監査ログ機能の環境設定）
KFCA33503-I 監査ログ機能を有効・無効にし
ました

標準出力

メッセージ ID 内容 出力先
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第 4編　TP1/LiNKの障害対策

8　 トラブルが起こったときは
この章では，TP1/LiNKにトラブルが起こったときの処置につ
いて説明します。

8.1　トラブルの現象とその原因

8.2　トラブルの場合の処置

8.3　トラブル時に参照する情報

8.4　エラーメッセージに出力される値について

8.5　ウィルス駆除プログラムの使用について
409



8.　トラブルが起こったときは
8.1　トラブルの現象とその原因
トラブルの現象とその原因を次の表に示します。

表 8-1　トラブルの現象とその原因

現象 考えられる原因 参照個所

ユーザサーバを開始できない メモリが不足しています。 8.2.1(1)

実行環境に設定した値が間違っています。

ユーザサーバを終了できない ユーザサーバの不良です。 8.2.1(2)

ユーザサーバが異常終了した TP1/LiNKまたはユーザサーバ自身の不良です。 8.2.1(3)

コネクションを確立できない 通信障害が発生しています。 8.2.1(4)

TP1/LiNKを開始できない TP1/LiNKが正しくセットアップされていません。 8.2.3(1)

TP1/LiNKの環境を設定した値が間違っています。

メモリまたはディスクの容量が不足しています。

OSの構成が TP1/LiNKの実行環境として適当ではあ
りません。

TCP/IPの環境をセットアップしていません。

ハードウェア（ディスクまたは LAN）の不良です。

TP1/LiNKの操作が正常に実行
しない

該当する操作を実行できる環境ではありません。

利用者に，操作を実行する権限がありません。

TP1/LiNKを正常終了させるボ
タンをクリックしたが，終了し
ない

ユーザサーバの処理が不当に長く続いているか，また
は異常終了しているユーザサーバがあります。

8.2.3(2)

TP1/LiNKが異常終了した TP1/LiNKのプロセスまたはユーザサーバのプロセス
が，不当に停止されました。

8.2.3(3)

TP1/LiNKの内部処理で不良を検出しました。

TP1/LiNKの操作が応答待ちタ
イムアウトになる

OSの負荷が高いため，決められた時間内に処理が完了
しませんでした。

8.2.3(4)
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8.　トラブルが起こったときは
8.2　トラブルの場合の処置
TP1/LiNKのトラブルを解決する方法について説明します。ここで説明していないトラ
ブル（OS，コンパイラなど）の処置については，該当するマニュアルを参照してくださ
い。

8.2.1　ユーザサーバのトラブルの場合
ユーザサーバにトラブルが起こったときの処置について説明します。

（1） ユーザサーバを開始できないとき

メモリの容量が不足しているときは，そのことを知らせるメッセージが出力されます。

共用メモリが不足したときは，TP1/LiNKをいったん正常終了させてから，再び開始さ
せてください。

プロセス固有メモリが不足したときは，稼働中の不要なユーザサーバを停止させてくだ
さい。不要なユーザサーバがないときは，Windowsの仮想メモリページファイルを拡張
してください。

デスクトップヒープが不足したときに不要なプロセスがある場合は，そのプロセスを停
止させてください。不要なプロセスがない場合は，Windowsのデスクトップヒープ領域
を拡張してください。

プロセスの起動とサーバマシンのログオフ処理が重なると，プロセスの起動に失敗する
ことがあります。プロセスが頻繁に生成される TP1/LiNK起動時などは，該当するサー
バマシンでのログオフ操作を控えてください。

SPPの起動時に，KFCA00830-Eメッセージおよび KFCA01812-Eメッセージが出力さ
れて，SPPの起動に失敗することがあります。このメッセージは［システム環境設定］
ウィンドウのサーバ数の SPPに指定したプロセス数よりも多く SPPを起動しようとし
た場合に出力されます。このメッセージが出力された場合は，該当する指定を見直して，
TP1/LiNKを正常開始させてください。

ユーザサーバが終了状態 0x00000080または 0xC0000135でダウンする場合は，UAPの
実行に必要な DLLのパスが設定されていないか，マニフェストファイルがないか，また
はマニフェストファイルに記載されているライブラリを参照できません。この場合は，
次の対処をしてください。

• UAPの実行に必要な DLLのパスを設定してください。詳細については，「3.1　TP1/
LiNKの実行環境の設定」の［サーチパス］欄を参照してください。

• マニフェストファイル，またはライブラリを確認してください。詳細については，
「5.10.4　UAPのコンパイルとリンケージ」を参照してください。
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8.　トラブルが起こったときは
（2） ユーザサーバを終了できないとき

ユーザサーバの状態を表示（［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは
［TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP］ウィンドウを表示）して，終了しない原因を
確認してください。確認したあと，強制的に終了させる必要があるときは，ユーザサー
バを強制停止する操作をしてください。

（3） ユーザサーバが異常終了したとき

TP1/LiNKとユーザサーバのどちらに原因があるかを示すメッセージが表示されます。

ユーザサーバに原因があるときは，プログラムを修正したあとで再び開始させてくださ
い。

TP1/LiNKに原因があるときは，OpenTP1管理者または保守員に連絡してください。

（4） 通信障害が発生したとき

TP1/LiNKの RPCでは，TCP/IPのコネクション設定処理を 12秒で監視しています。

WANを経由した遠隔地との通信などで，伝送効率の悪いネットワークを使用した場合，
通信障害が発生することがあります。この場合，問題の発生している SPPまたは SUP
の，TP1/LiNKインストールフォルダ ¥conf¥ユーザサーバ名ファイルに，次に示す定義
を追加する必要があります。

形式
set ipc_conn_interval = コネクション確立時の最大監視時間　　
～〈符号なし整数〉((0～65535))（単位：秒）

説明
データ送信時のコネクション確立監視時間を秒単位で指定します。ノンブロッキン
グモードで呼び出した connect()システムコールに対する応答を受信するまでの監視
時間を指定します。なお，12秒（デフォルト値）未満の値を指定した場合は，SYN
再送によるコネクション確立に失敗するおそれがあるため，12秒以上の値を指定す
ることを推奨します。

定義例
定義の最終行には改行を入力してください。
 
# TP1/LiNK (spp)
# コメント = TP1/LiNK sample SPP (C Language)
set module = "SPP"
set type = other
set service_group = "LINK_SVG_C"
set receive_from = queue
set nice = 0
set atomic_update = N
set parallel_count = 1,1
set balance_count = 3
set schedule_priority = 8
set message_buflen = 2048
set message_store_buflen = 6144
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8.　トラブルが起こったときは
set service = "refer=refer",¥
"update=update"
set ipc_conn_interval = 60
 

8.2.2　ファイルのトラブルの場合
ファイルにトラブルが起こったときの処置について説明します。

（1） TP1/LiNKの状態を管理するファイルにトラブルが起こったとき

TP1/LiNKの状態を管理するファイルにトラブルが起こったときは，TP1/LiNKは停止
します。このように終了してしまったときは，TP1/LiNKを強制的に正常開始してくだ
さい。このとき，再開始（リラン）とはならないで正常開始になるので，ユーザサーバ
の閉塞状態などは引き継げません。

（2） ステータスファイルが破壊されたとき

TP1/LiNKの稼働中にコンピュータの電源の切断などをすると，TP1/LiNKのステータ
スファイルが破壊されることがあります。この状態で，TP1/LiNKを再開始しようとす
ると，KFCA01040-Eメッセージが出力されて TP1/LiNKの起動に失敗します。この
メッセージが出力された場合は，TP1/LiNKを強制的に正常開始してください。

（3） TP1/LiNKのシステムファイルや実行モジュールが破壊されたとき

コンピュータの電源の切断などをすると，TP1/LiNKのシステムファイルや実行モ
ジュールが破壊されて，TP1/LiNKを稼働できなくなることがあります。この場合は，
環境を引き継ぐ指定で TP1/LiNKを再インストールしてください。

8.2.3　TP1/LiNKのトラブルの場合
TP1/LiNKでトラブルが起こったときの処置について説明します。

（1） TP1/LiNKを開始できないとき

TP1/LiNKを開始できない原因には，次のことが考えられます。

（a）TP1/LiNKが正しくセットアップされていない

TP1/LiNKをセットアップし直してください。セットアップし直すときは，セットアッ
ププログラム（setup.exe）を使います。

（b）メモリまたはディスクの容量不足

メモリまたはディスクの容量が不足していることを知らせるメッセージが出力されます。
稼働中の不要なユーザサーバを停止させるか，または不要なファイルを削除してから，
TP1/LiNKを再び開始させてください。
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8.　トラブルが起こったときは
プロセス固有メモリが不足しているときは，Windowsの仮想メモリページファイルの容
量を見直してください。

共用メモリが不足しているときは，TP1/LiNKをインストールしたディスクパーティ
ションの残り容量が，TP1/LiNKが確保する共用メモリ容量よりも大きくなるように，
不要なファイルを削除してください。

システムの仮想メモリ不足が原因となって，TP1/LiNKサーバ・コマンド，または SUP/
SPPの実行時にアプリケーションエラー（初期化失敗・メモリ参照例外など）になるこ
とがあります。この場合は，「リリースノート」を参照してページファイルを拡張してく
ださい。

（c） TCP/IPの環境をセットアップしていない

通信不良を示すメッセージが出力されます。TCP/IPの環境を正しくセットアップし直し
たあとで，TP1/LiNKを再び開始してください。TP1/LiNKサービスの開始処理中は，
Windowsのダイヤルネットワーク（リモートアクセス）のダイヤルアウトをしないでく
ださい。

（d）ハードウェアの不良

入出力エラーのメッセージが出力されます。トラブルの原因となったデバイスを交換，
または修理してください。

（e）TP1/LiNKインストールフォルダへのアクセス

TP1/LiNK起動中は，TP1/LiNKインストールフォルダにアクセスしないでください。
TP1/LiNK起動（システムサーバ，ユーザサーバ）中に，TP1/LiNKインストールフォ
ルダにエクスプローラなどを使ってアクセスした場合，起動に失敗することがあります。

（2） TP1/LiNKを終了できないとき

［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウまたは［TP1/LiNKアプリケーショ
ン管理 SUP］ウィンドウの［最新情報に更新 (L)］ボタンをクリックして，現在のユー
ザサーバの状態を確認してください。ユーザサーバが終了しないで続いているときは，
終了を待つか，終了しないユーザサーバを強制停止させてください。

（3） TP1/LiNKが異常終了したとき

TP1/LiNKの内部処理で不良を検出したときは，メッセージと，不良原因を示す理由
コードが出力されます。これらの情報を保守員に連絡してください。

（4） TP1/LiNKの操作が応答待ちタイムアウトしたとき

OSの負荷が低くなったことを確認してから，ボタンをクリックしてください。
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8.　トラブルが起こったときは
8.2.4　リソースマネジャのトラブルの場合
リソースマネジャでトラブルが起こったときは，その旨を示すメッセージが通知されま
す。

TP1/Messagingにトラブルが起こったときの処置については，マニュアル「TP1/
Messaging 使用の手引」にある障害対策の説明を参照してください。

TP1/Message Queue※にトラブルが起こったときの処置については，マニュアル「TP1/
Message Queue 使用の手引」にある障害対策の説明を参照してください。

DBMSにトラブルが起こったときの処置については，該当する DBMSのマニュアルに
ある障害対策の説明を参照してください。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
す。発行時期をご確認ください。

8.2.5　CPUのトラブルの場合
OSおよびハードウェアのトラブルを解決する方法に従って原因を取り除いたあとで，
CPU内の OSを回復して，TP1/LiNKを開始してください。
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8.　トラブルが起こったときは
8.3　トラブル時に参照する情報
TP1/LiNKでトラブルが起こったときに参照する情報の一覧を次の表に示します。

表 8-2　トラブルが起こったときに参照する情報

取得情報 出力情報 参照方法 備考

メッセージログ
ファイル

TP1/LiNKまたはユーザ
サーバから出力したメッ
セージ

［TP1/LiNKメッセージロ
グ表示］ダイアログボッ
クスを表示して操作

ありません。

UAPトレース UAPトレースファイル ［TP1/LiNKトレース情報
表示］ダイアログボック
スの［UAPトレース (U)］
オプションボタンをオン
にして操作

TP1/LiNKが出力する
UAPトレースファイル
（2進のデータ）は，
%DCDIR%¥spool¥save¥
trc¥フォルダの下にユー
ザサーバ名 .nnn（nnnは
プロセス ID）という名称
で退避されます。

RPCトレース ユーザサーバが TP1/
LiNKの RPCで通信す
るために使うデータ

［TP1/LiNKトレース情報
表示］ダイアログボック
スの［RPCトレース (R)］
オプションボタンをオン
にして操作

RPCトレースファイルに
は，受信データが送信
データよりも先に出力さ
れることがあります。
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8.　トラブルが起こったときは
8.4　エラーメッセージに出力される値について
TP1/LiNKが出力するエラーメッセージの対処で補足する内容について説明します。

エラーメッセージのシステムコール名および errno値
次に示すエラーメッセージのシステムコールおよび errno値については，Win32 
API，Windows Socketsまたは Cランタイムライブラリの関数名およびそのエラー
コードが表示されます。
エラーコード値については，Microsoft Visual C++の文法で該当する関数名のエ
ラーコードの説明を参照してください。
• KFCA00100-E
• KFCA00107-E
• KFCA00224-E
• KFCA00700-E

また，KFCA01820-Eメッセージの終了状態には，Win32 APIの
GetExitCodeProcess()で返されるプロセスの終了状態（8けたの 16進数）が表示さ
れます。

エラーメッセージ KFCA00715-Eのエラー要因についての補足事項
KFCA00715-Eメッセージの要因コードが 500の場合は，TP1/LiNK開始中のシス
テム初期化処理が次に示す時間を超えた場合に出力されます。
•［システム環境設定］ウィンドウの［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［応
答待ち時間］タブの［最大応答待ち時間 (W)］（対象：システム共通）に指定した
時間

このとき，TP1/LiNKサービスはオンライン状態となります。
この要因コードが表示された場合は，［TP1/LiNKコントロール］ウィンドウまたは
dcstop -fコマンドで TP1/LiNKを強制停止させてから再起動してください。
このメッセージが繰り返し出力される場合は，TP1/LiNKインストールフォルダ
¥conf¥ENVファイルに，次に示すオペランドを追加してください。
 
set system_init_watch_time = システム初期化の待ち時間　　
～〈符号なし整数〉((0～65535))（単位：秒）
 

システム開始処理のうち，システム初期化処理（システムサービス開始前の初期化
処理）の待ち時間の最大値を指定します。0を指定した場合は，システム初期化処
理が終わるまで無限に待ち続けます。
このオペランドの指定を省略した場合は，次に示す値が仮定されます。
•［システム環境設定］ウィンドウの［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［応
答待ち時間］タブの［最大応答待ち時間 (W)］（対象：システム共通）に指定した
時間

定義例
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8.　トラブルが起こったときは
定義の最終行には，改行を入力してください。
# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# *
# * システム環境定義
# * 環境名： env
# *
# TP1/LiNK (env)
set static_shmpool_size = 21699
set dynamic_shmpool_size = 0
set server_count = 64
set system_init_watch_time = 300

エラーメッセージ KFCA00854-Eの対策についての補足事項
サーバ名が _clttrnまたは _cltconの場合は，TP1/LiNKインストールフォルダ
¥conf¥CLTSRVファイルに，次に示すオペランドを追加してください。
 
set message_store_buflen = メッセージ格納バッファプール長
～〈符号なし整数〉((1024～31457280))《8196》（単位：バイト）
 

CUPからのトランザクショナル RPC要求，常設コネクション要求を，トランザク
ショナル RPC実行プロセス，CUP実行プロセスに渡す前にいったん格納しておく
共用メモリのプールの大きさを指定します。
次の計算式で求めた値を指定してください。
メッセージ格納バッファプール長＝ D× C
D：制御データ長（256バイト）
C：トランザクショナル RPC要求数，常設コネクション要求数のうち大きい値
なお，この計算式の算出結果が 8196より小さい場合は，指定する必要はありませ
ん。

定義例
定義の最終行には，改行を入力してください。
# ALL RIGHTS RESERVED, COPYRIGHT (C)1994, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI,LTD.
# 
# *
# * クライアントサービス定義
# * 環境名： cltsrv
# *
# TP1/LiNK (cltsrv)
set clt_trn_conf = Y
set parallel_count = 1,2
set balance_count = 3
set clt_cup_conf = Y
set cup_parallel_count = 1,2
set cup_balance_count = 3
set message_store_buflen = 13312

エラーメッセージ KFCA01812-Eのエラー要因についての補足事項
エラー要因がMEMORYの KFCA01812-Eのメッセージは，［システム環境設定］
ウィンドウの［サーチパス］欄に UAPのサーチパスが設定されていない場合にも出
力されます。
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8.　トラブルが起こったときは
また，エラー要因が FORK FAILEDの KFCA01812-Eメッセージは，ロードモ
ジュールのないUAPを起動しようとしたときにも出力されます。該当する UAPの
ロードモジュールがあるかどうかを確認してください。

エラーメッセージ KFCA03909-Eの対策についての補足事項
エラーメッセージ KFCA03909-Eが出力されたとき，またはアボートコード
Wshm02で異常終了したときは，次のような理由が考えられます。
• TP1/LiNKが使う共用メモリの上限値を超過
• ディスク容量が不足

このようなときは，［システム環境設定］ウィンドウと［SPP環境設定］ダイアログ
ボックスで設定した項目（プロセス数など）を見直してください。
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8.　トラブルが起こったときは
8.5　ウィルス駆除プログラムの使用について
TP1/LiNKが動作するコンピュータで，実行プログラムをリアルタイムに検疫する機能
を持つウィルス駆除プログラムを起動している場合，通信性能が劣化することでスルー
プット全体に影響を与えることがあります。
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第 5編　TP1/LiNKのメッセージ

9　 メッセージ
この章では，TP1/LiNKのメッセージについて説明します。こ
の章に載っていないメッセージについては，マニュアル
「OpenTP1 メッセージ」を参照してください。

9.1　メッセージの形式

9.2　メッセージの詳細

9.3　アボートコードの内容
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9.　メッセージ
9.1　メッセージの形式
TP1/LiNKのメッセージの出力形式について説明します。メッセージは，次に示す形式
でイベントビューアとコンソールに出力されます。

KFCAnnnnn-X  YY……YY
KFCAnnnnn-X：メッセージ ID（半角の英数字 11文字）
YY……YY：メッセージテキスト

このマニュアルでの記述形式を次に示します。

KFCAnKFCAnKFCAnKFCAn1111nnnn2222nnnn3333nnnn4444nnnn5555-X-X-X-X

メッセージテキスト　　（Y）
メッセージの意味を説明します。

（S）メッセージを出力したあとで，TP1/LiNKの処理を示します。

（O）メッセージが出力されたときの，オペレータの処置を示します。

［対策］メッセージが出力されたときの，OpenTP1管理者の処置を示します。

　

オペレータの処置または［対策］の説明に「保守員に連絡してください。」と記述してあ
る場合は，当社社員または当社営業担当部署に連絡してください。

記号の意味を次に示します。

KFCA：TP1/LiNKのメッセージであることを示します。

n1n2n3n4n5：メッセージの通し番号を示します（5けた）。

X：メッセージの種類を示します。
E…エラーメッセージです。TP1/LiNKのライブラリまたは環境設定が正常に動作し
ないことを示します。
I…情報メッセージです。TP1/LiNKからオペレータに通知する，単なる動作を示し
ます。

Y：メッセージの出力先を示します。
E…標準エラー出力
S…標準出力
L…メッセージログファイル（dclog1，dclog2）
A…監査ログ
運用コマンド出力メッセージを除いた，出力先がコンソール，標準エラー出力，ま
たは標準出力のメッセージは，Windowsのイベントビューアにも出力されます。
TP1/LiNKが出力したメッセージは，ソースの項目に TP1/LiNKと表示されます。
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9.　メッセージ
　

出力先が複数の場合は「＋」でつないで表記します。出力先がメッセージログファイル
の場合（Lだけの場合）は，出力先を示す記号は表記しません。
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9.　メッセージ
9.2　メッセージの詳細
TP1/LiNKのメッセージを示します。ここに載っていないメッセージについては，マ
ニュアル「OpenTP1 メッセージ」を参照してください。

KFCA01010-EKFCA01010-EKFCA01010-EKFCA01010-E

最新の情報を持つステータスファイルでエラーが発生しました。ステータス物理ファイル名：
aa....aa

理由コード：bbbbbbbbbb　　（L＋ E）
最新の情報を持つステータスファイルでエラーが起こりました。

aa....aa：ステータス物理ファイルを示すパス名（63文字以内の完全パス名）

bbbbbbbbbb：エラーの内容を示す理由コード（10けたの数字）

（S）予備のステータスファイルがある場合は，スワップ処理をします。予備のステータ
スファイルがない場合は，TP1/LiNKの開始処理を中止します。その後，トラブルが起
こったファイルを閉塞状態にします。

［対策］保守員に連絡してください。

KFCA01040-EKFCA01040-EKFCA01040-EKFCA01040-E

ステータス物理ファイルで aa....aaエラーが発生しました。ステータス物理ファイル名：
bb....bb

理由コード：cccccccccc　　（L＋ E）
ステータス物理ファイルでエラーが起こりました。

aa....aa：エラー内容の，次のうちのどれか一つが表示（10文字以内の英数字）
create：ファイルの作成
fstat：ファイルの状態報告
open：ファイルのオープン
close：ファイルのクローズ
read：レコードの入力
write：レコードの出力
logical：レコードの整合性チェックエラー
filecheck：ファイルの妥当性チェックエラー
delete：ファイルの削除

bb....bb：ステータス物理ファイルを示すパス名（63文字以内の完全パス名）

cccccccccc：エラーの内容を示す理由コード（10けたの数字）

（S）予備のステータスファイルがある場合，スワップ処理をします。予備のステータス
ファイルがない場合，エラーが起こったファイルを閉塞状態にして，処理を続けます。
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9.　メッセージ
［対策］保守員に連絡してください。

KFCA01046-IKFCA01046-IKFCA01046-IKFCA01046-I

ステータス物理ファイルを再作成します。ステータス物理ファイル名：aa....aa

理由コード：bbbbbbbbbb　　（L＋ E）
ステータス物理ファイルを再作成します。

aa....aa：ステータス物理ファイルを示すパス名（63文字以内の完全パス名）

bbbbbbbbbb：再作成する理由コード（10けたの数字）

（S）処理を続けます。

KFCA01048-EKFCA01048-EKFCA01048-EKFCA01048-E

ステータスファイルシステムを作成できません。ファイルシステムパス名：aa....aa

理由コード：bbbbbbbbbb　　（L＋ E）
ステータスファイルシステムを作成したときにエラーが起こりました。

aa....aa：ステータス物理ファイルを示すパス名（63文字以内の完全パス名）

bbbbbbbbbb：エラーの内容を示す理由コード（10けたの数字）

（S）予備のステータスファイルがある場合，スワップ処理をします。予備のステータス
ファイルがない場合，エラーが起こったファイルを閉塞状態にして，処理を続けます。

［対策］理由コードを保守員に連絡してください。

KFCA01051-IKFCA01051-IKFCA01051-IKFCA01051-I

ステータスサービスは，エラーが発生したステータス物理ファイルを close後，閉塞状態にしま
す。　　（L＋ E）

TP1/LiNKは，エラーが起こったステータス物理ファイルをクローズして，その後閉塞
状態にします。

（S）予備のステータスファイルがある場合，スワップ処理をします。予備のステータス
ファイルがない場合，エラーが起こったファイルを閉塞状態にして，処理を続けます。

［対策］保守員に連絡してください。

KFCA01103-EKFCA01103-EKFCA01103-EKFCA01103-E

ジャーナルサービスを開始できません。理由コード＝ aaaa　　（L＋ E）
ジャーナルサービスの開始／再開始（リラン）処理中にトラブルが起こりました。

aaaa：トラブルの内容を示す理由コード（4けた以内の英数字）

（S）TP1/LiNKは異常終了します。

［対策］理由コード一覧の内容を参照して，次に示す対策をしたあとで，TP1/LiNKを再
開始してください。
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9.　メッセージ
KFCA02660-IKFCA02660-IKFCA02660-IKFCA02660-I

使用方法：jnlstts〔-h〕〔-e 編集項目〕〔-l 行〕〔-i 時間間隔〕〔-t〔開始〕〔，終了〕〕〔-s サーバ名〕
　　（E）

jnlsttsコマンドの使い方です。このメッセージは，次のような場合に表示されます。
• コマンドのオプションに -hオプション（ヘルプメッセージの表示）を指定した場合。
• コマンドのオプションまたは引数の指定が間違っている場合。

（S）コマンドの使い方が間違っている場合は，コマンド処理を中止します。

（O）コマンドの使い方が間違っている場合は，文法を確認してから，再びコマンドを実
行してください。

KFCA04150-IKFCA04150-IKFCA04150-IKFCA04150-I

aa....aaをジャーナルファイルの現用として割り当てました。　　（L+S）
TP1/LiNKの履歴情報を取得するファイルを割り当てました。

aa....aa：割り当てたファイルの名称（12文字以内の英数字）

KFCA04151-IKFCA04151-IKFCA04151-IKFCA04151-I

aa....aaをジャーナルファイルから切り離しました。　　（L+S）
TP1/LiNKの履歴情報を取得するファイルを別のファイルに切り替えたので，aa....aaの
ファイルを切り離しました

aa....aa：切り離したファイルの名称（12文字以内の英数字）

KFCA04152-EKFCA04152-EKFCA04152-EKFCA04152-E

aa....aaジャーナルファイルのアクセスで障害が発生しました。理由コード＝ bbbb-cc　　
（L+E）

TP1/LiNKの履歴情報を取得するファイルへのアクセスでトラブルが起こりました。

aa....aa：トラブルが起こったファイルの名称（12文字以内の英数字）

bbbb：理由コード（4けた以内の英数字）

cc：TP1/LiNKの内部コード

理由コード 意味 対策

101 メモリが不足しました。 TP1/LiNKが使うメモリ容量を見直してください。

103 ネットワークのトラブルが起こ
りました。

トラブルを対処してから，システムを再び起動して
ください。

517 TP1/LiNKの内部ファイルでト
ラブルが起こりました。

このメッセージよりも前で出力されているシステム
コールのエラーメッセージを基に，原因を調査して
対策してください。
対策したあと，システムを再び起動してください。
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（S）TP1/LiNKは異常終了します。

（O）理由コードの内容を参照して，次に示す対策をしたあとで，TP1/LiNKを再び開始
してください。

KFCA04199-IKFCA04199-IKFCA04199-IKFCA04199-I

使用方法：jnlswpfg　　（E）
jnlswpfgコマンドの使い方です。このメッセージは，次のような場合に表示されます。
• コマンドのオプションまたは引数の指定が間違っている場合。

（S）コマンドの使い方が間違っている場合は，コマンド処理を中止します。

（O）コマンドの使い方が間違っている場合は，文法を確認してから，再びコマンドを実
行してください。

KFCA26521-WKFCA26521-WKFCA26521-WKFCA26521-W

内部イベント通知に失敗しました。（DCDIR＝ aa....aa）　　（E）
TP1/LiNKの内部イベント通知に失敗しました。このメッセージは，次のような場合に
表示されます。
• 環境変数 DCDIRをコマンドプロンプトやバッチファイルに設定した場合。
• クライアント接続マネジャから，TP1/LiNKの開始または終了をした場合。

aa....aa：当該プロセス内で設定されている環境変数 DCDIRの設定値

（S）処理を続けます。

［対策］環境変数 DCDIRをコマンドプロンプトやバッチファイルに設定した場合は，設
定値がシステム環境変数に設定されている値と異なっているおそれがあります。大文字，
小文字の差異も含めて，システム環境変数の設定値と同じ値を環境変数 DCDIRに設定
してください。クライアント接続マネジャから，TP1/LiNKの開始または終了をした場
合は，接続先のターミナルサーバ上のシステム環境変数 DCNTB_TERMINAL_SERVER
に '1'を設定し，OSを再起動したあと，TP1/LiNKシステムを開始してください。

KFCA26525-WKFCA26525-WKFCA26525-WKFCA26525-W

OpenTP1サービスが制御シグナルを受信しました。制御シグナル＝ aa....aa　　（E）
このメッセージは，次のような場合に表示されます。
• TP1/LiNKのコンソール画面で Ctrlと Breakキーを同時に押した場合。
• TP1/LiNKのコンソールを閉じた場合。

理由コード 意味 対策

303 TP1/LiNKの内部ファイルの
オープンに失敗しました。

保守員に連絡してください。

305 TP1/LiNKの内部ファイルの書
き込み処理でトラブルが起こり
ました。

保守員に連絡してください。
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• TP1/LiNKの起動中にシャットダウン処理が行われた場合。

aa....aa：TP1/LiNKのコンソールが受信した制御シグナル
1：CTRL+BREAKシグナル
2：CTRL+CLOSEシグナル
6：シャットダウンシグナル

（S）TP1/LiNKを異常終了します。

KFCA26551-EKFCA26551-EKFCA26551-EKFCA26551-E

aa....aaの実行に失敗しました。理由コード =bbb　　（E）
コマンドの実行中にエラーが起こりました。

aa....aa：コマンド名

bbb：理由コード（3けたの数字）

（O）理由コードの内容を参照して，次に示す対策をしたあとで，再びコマンドを実行し
てください。

理由コード 意味 対策

101 メモリ不足が発生しました。 メモリ不足を解消したあとに，再度コマンドを実
行してください。

102 レジストリ情報が不正です。 TP1/LiNKのレジストリ情報が壊れているおそれ
があります。保守員に連絡してください。

103 Administrator権限がありませ
ん。またはマルチ OpenTP1用の
コマンドプロンプト上でコマン
ドを実行しました。

コマンド実行アカウントに Administrator権限が
与えられているかどうか確認してください。また
は，コマンド実行環境がマルチ OpenTP1用のコ
マンドプロンプト上ではないことを確認してくだ
さい。対策後に，再度コマンドを入力してくださ
い。

104 内部矛盾が発生しました。 コマンド実行中に TP1/LiNKの内部処理で障害が
発生しました。保守員に連絡してください。

105 システムエラーが発生しました。 コマンド実行中に予期しない障害が発生しました。
保守員に連絡してください。

201 フォルダの作成に失敗しました。 指定したマルチ OpenTP1セットアップフォルダ
およびその配下のフォルダに書き込みアクセス権
があるか確認してください。対策後に，再度コマ
ンドを実行してください。

202 ファイルコピーに失敗しました。 指定したマルチ OpenTP1環境下で実行中のコマ
ンドやオープン中のファイルがないか確認してく
ださい。対策後に，再度コマンドを入力してくだ
さい。

205 環境変数の設定に失敗しました。 コマンド実行環境が不安定な状態です。新しいコ
マンドプロンプトを起動して再度コマンドを実行
してください。繰り返し発生する場合は，保守員
に連絡してください。
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KFCA26552-EKFCA26552-EKFCA26552-EKFCA26552-E

aa....aaのコマンド引数が不正です。理由コード =bbb　　（E）

206 コマンドプロンプトの作成に失
敗しました。

207 マルチ OpenTP1識別ファイルの
作成に失敗しました。

%DCDIR%¥lib¥sysconfフォルダおよびその配下
のファイルにアクセス権があるか確認してくださ
い 。対策後に，再度コマンドを実行してください。

210 サービスの登録に失敗しました。 障害発生時の TP1/LiNKサービスの登録状態を次
の手順で保存し，保守員に連絡してください。
1. ［管理ツール］－［コンピュータの管理］－
［サービスとアプリケーション］－［サービス］
を開く。

2. ［サービス］でリストボックス中に表示されて
いる「TP1LiNK」（マルチ OpenTP1の場合は
「TP1LiNKXX」）のハードコピーを取得する。
「TP1LiNKXX」の「XX」はマルチ OpenTP1
の識別子です。

211 サービス状態の取得に失敗しま
した。

212 サービスの削除に失敗しました。

213 dcsetupmlコマンドが別プロセ
スで実行中のため中止しました。

タスクマネージャなどで，ほかの dcsetupmlコマ
ンドが実行中でないことを確認したあと，再度コ
マンドを実行してください。

214 フォルダの削除に失敗しました。 指定したマルチ OpenTP1環境で次に示すフォル
ダとその配下のファイルにアクセス権があるか確
認してください。削除が可能なアクセス権が与え
られている場合は，指定したマルチ OpenTP1環
境下で実行中のコマンドやオープン中のファイル
がないか確認してください。確認したあと，次の
フォルダが存在している場合は，手動でフォルダ
を削除してください。
• %DCDIR%¥bin 
• %DCDIR%¥lib 
• %DCDIR%¥include 
• %DCDIR%¥etc 
• %DCDIR%¥sample

dcsetupml -uコマンドを実行したときに，この理
由コードが出力された場合は，上記対策後に，再
度コマンドを入力してください。

305 マルチ OpenTP1環境が存在しま
せん。

マルチ OpenTP1環境は存在しません。引数を見
直しあと，再度コマンドを実行してください。

308 OpenTP1が開始状態です。 オリジナルの TP1/LiNKまたは指定したマルチ
OpenTP1の識別子に対応するマルチ OpenTP1が
開始状態です。オリジナルの TP1/LiNKおよび識
別子に対応したマルチ OpenTP1を停止したあと，
再度コマンドを実行してください。

理由コード 意味 対策
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コマンドの引数が不正なため，エラーが起こりました。

aa....aa：コマンド名

bbb：理由コード（3けたの数字）

（O）理由コードの内容を参照して，次に示す対策をしたあとで，再びコマンドを実行し
てください

KFCA26553-IKFCA26553-IKFCA26553-IKFCA26553-I

使用方法：dcsetupml [-u|-d] マルチ OpenTP1セットアップディレクトリ 識別子　　（E）
dcsetupmlコマンドの使い方です。このメッセージは，コマンドのオプションまたは引
数の指定が間違っている場合に表示されます。

（S）コマンドの使い方が間違っている場合は，コマンド処理を中止します。

（O）コマンドの使い方が間違っている場合は，文法を確認してから，再びコマンドを実
行してください。

KFCA26554-IKFCA26554-IKFCA26554-IKFCA26554-I

使用方法：dcdls [-d OpenTP1ディレクトリ ]　　（E）
dcdlsコマンドの使い方です。このメッセージは，コマンドのオプションまたは引数の指
定が間違っている場合に表示されます。

（S）コマンドの使い方が間違っている場合は，コマンド処理を中止します。

（O）コマンドの使い方が間違っている場合は，文法を確認してから，再びコマンドを実
行してください。

KFCA26555-IKFCA26555-IKFCA26555-IKFCA26555-I

使用方法：dcmakecon [識別子 ]　　（E）

理由コード 意味 対策

301 引数の数が不正です。 正しい引数を指定してください。

302 識別子が不正です。 正しい識別子を指定してください。

303 パスが不正です。 正しいパスを指定してください。

304 指定した識別子は登録されてい
ません。

dcdlsコマンドで識別子を確認して，登録済みの識
別子を指定してください。

309 オプションの指定が不正です。 正しい引数を指定してください。

310 セットアップ済みの識別子です。 dcdlsコマンドで識別子を確認して，未登録の識別
子を指定してください。

311 セットアップ済みのパスです。 dcdlsコマンドでパスを確認して，未セットアップ
のパスを指定してください。

312 識別子とパスが登録情報と一致
しません。

dcdlsコマンドでパスを確認して，正しい識別子と
パスを指定してください。
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dcmakeconコマンドの使い方です。このメッセージは，コマンドのオプションまたは引
数の指定が間違っている場合に表示されます。

（S）コマンドの使い方が間違っている場合は，コマンド処理を中止します。

（O）コマンドの使い方が間違っている場合は，文法を確認してから，再びコマンドを実
行してください。

KFCA26556-EKFCA26556-EKFCA26556-EKFCA26556-E

指定したディレクトリは OpenTP1ディレクトリではありません。　　（E）
コマンド実行中にエラーが起こりました。

（S）コマンド処理を中止します。

（O）指定したフォルダ名が TP1/LiNKのフォルダ名であるか確認してください。

KFCA26560-IKFCA26560-IKFCA26560-IKFCA26560-I

aa....aa開始中です。　　（S）
TP1/LiNKサービスは開始中です。

aa....aa：サービス名

KFCA26561-IKFCA26561-IKFCA26561-IKFCA26561-I

aa....aaが開始しました。　　（S）
TP1/LiNKサービスを開始しました。

aa....aa：サービス名

KFCA26562-EKFCA26562-EKFCA26562-EKFCA26562-E

aa....aa開始中にエラーが発生したため，bb....bbコマンドを中止します。　　（E）
TP1/LiNKサービスの開始中にエラーが発生したため，コマンド処理を中止します。

aa....aa：サービス名

bb....bb：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］メッセージログファイルやイベントビューアでエラーの原因を確認して，対策を
行ってください。

KFCA26563-EKFCA26563-EKFCA26563-EKFCA26563-E

aa....aaコマンドに指定したオプションが不正です。　　（E）
コマンドに存在しないオプションを指定したか，または，コマンド引数の指定を省略で
きないオプションにコマンド引数を指定していません。
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aa....aa：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］メッセージログファイルやイベントビューアでエラーの原因を確認して，対策を
行ってください。

KFCA26565-EKFCA26565-EKFCA26565-EKFCA26565-E

aa....aaコマンドに指定した引数が不正です。　　（E）
コマンドに存在しないコマンド引数を指定したか，または，コマンド引数の数が間違っ
ています。

aa....aa：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）正しいコマンド引数を指定して，再度コマンドを実行してください。

KFCA26567-EKFCA26567-EKFCA26567-EKFCA26567-E

プロセス固有メモリの確保に失敗したため，aa....aaコマンドを実行できません。　　（E）
プロセス固有メモリの確保に失敗したため，コマンドを実行できません。

aa....aa：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］プロセスが動作できるメモリを確保してください。

KFCA26570-EKFCA26570-EKFCA26570-EKFCA26570-E

サービス (aa....aa)のアクセス権限が無いため，bb....bbコマンドを実行できません。　　（E）
コマンドを実行したユーザアカウントに，システム管理者（Administrators）の権限が
ありません。

aa....aa：サービス名

bb....bb：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）システム管理者（Administrators）の権限を持つユーザアカウントが，再度コマン
ドを実行してください。

［対策］メッセージログファイルやイベントビューアでエラーの原因を確認して，対策を
行ってください。
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KFCA26571-EKFCA26571-EKFCA26571-EKFCA26571-E

サービス (aa....aa)との接続に失敗したため，bb....bbコマンドを実行できません。　　（E）
指定されたサービスのハンドルをオープンする処理中にエラーが発生しました。

aa....aa：サービス名

bb....bb：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］保守員に連絡してください。

KFCA26572-EKFCA26572-EKFCA26572-EKFCA26572-E

サービス (aa....aa)の状態取得に失敗したため，bb....bbコマンドを実行できません。　　（E）
指定されたサービスの状態の取得処理中にエラーが発生しました。

aa....aa：サービス名

bb....bb：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］保守員に連絡してください。

KFCA26573-EKFCA26573-EKFCA26573-EKFCA26573-E

サービス (aa....aa)が停止中ではないため，bb....bbコマンドを実行できません。状態＝ cc....cc
　　（E）

TP1/LiNKサービスが停止中ではないため，コマンドを実行できません。

aa....aa：サービス名

bb....bb：コマンド名

cc....cc：サービスの状態
ONLINE：開始中
STAT_PENDING：開始処理中
STOP_PENDING：停止処理中
UNKNOWN：状態を取得できない

（S）コマンド処理を中止します。

（O）サービスが停止状態になったことを確認したあとで，再度コマンドを実行してくだ
さい。

KFCA26574-EKFCA26574-EKFCA26574-EKFCA26574-E

サービス (aa....aa)が無効に設定されているため，bb....bbコマンドを実行できません。　　（E）
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指定したサービスのプロパティで，［スタートアップの種類 (E)］が［無効］に設定され
ているため，コマンド処理を開始できません。

aa....aa：サービス名

bb....bb：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］次に示す手順でサービスを有効にしてください。
1.［スタート］－［プログラム］－［管理ツール］－［サービス］をクリックしま
す。

2.［サービス］に表示されている候補から，開始するサービスを選択します。
3. 右クリックして［プロパティ］を選択します。
4.［全般］タブの［スタートアップの種類 (E)］を［自動］または［手動］に変更し
ます。

KFCA26575-EKFCA26575-EKFCA26575-EKFCA26575-E

レジストリの参照に失敗したため，aa....aaコマンドを実行できません。　　（E）
TP1/LiNKのレジストリキーのオープン処理中，または，データの読み取り処理中にエ
ラーが発生しました。

aa....aa：コマンド名

（S）コマンド処理を中止します。

（O）OpenTP1管理者に連絡してください。

［対策］保守員に連絡してください。

KFCA26578-IKFCA26578-IKFCA26578-IKFCA26578-I

使用方法：ntbstart 〔-n〕〔-U〕　　（E＋ S）
ntbstartコマンドの使い方です。このメッセージは，次のような場合に表示されます。
• コマンドのオプションに -hオプション（ヘルプメッセージの表示）を指定した場合。
• コマンドのオプションまたは引数の指定が間違っている場合。

（S）コマンドの使い方が間違っている場合は，コマンド処理を中止します。

（O）コマンドの使い方が間違っている場合は，文法を確認してから，再びコマンドを実
行してください。

KFCA33420-IKFCA33420-IKFCA33420-IKFCA33420-I

サービス aa....aaをユーザ bb....bbとして起動します。　　（A）
このメッセージは監査ログに出力されます。

aa....aa：サービス名
434



9.　メッセージ
bb....bb：サービスログオンアカウント（デフォルトは SYSTEM）

KFCA33421-IKFCA33421-IKFCA33421-IKFCA33421-I

サービス aa....aaが停止しました。　　（A）
このメッセージは監査ログに出力されます。

aa....aa：サービス名
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9.　メッセージ
9.3　アボートコードの内容
TP1/LiNKのアボートコード（異常停止要因コード）の内容を次の表に示します。

表 9-1　アボートコードの内容

アボートコード 原因 対策

asini33 環境変数 DCCONFPATHが
示すフォルダに必要な定義
ファイルがないか，または
TP1/LiNKで解析できない
ファイルがあります。

次の対策後，TP1/LiNKを再び開始
してください。
• 環境変数 DCCONFPATHが示す
ディレクトリに次に示すファイル
がすべてあることを確認してくだ
さい。ない場合は，バックアップ
からコピーするか，再インストー
ルしてください。
BETRANRC，CLTSRV，ENV，
ITV，JNL，LCK，LOG，NAM，
PRC，PRF，RTS，SCD，
STAJNL，STS，SYSCONF，
TIM，TRN，USRCONF，
USRNET，USRRC，XAR

• 環境変数 DCCONFPATHが示す
フォルダの定義ファイルを手動で
編集している場合は，設定を見直
してください。

• 環境変数 DCCONFPATHが示す
フォルダに不要なファイルをコ
ピーしている場合は，削除してく
ださい。

jput206 TP1/LiNKの履歴情報の取得
中に，ファイルでエラーが起
こりました。

メッセージログの理由コードから原
因を調査して，対策してください。

jswl202 TP1/LiNKの履歴情報の取得
中に，ファイルの切り替え
（スワップ）でトラブルが起こ
りました。

メッセージログの理由コードから原
因を調査して，対策してください。

r550002 次に示す原因で，トランザク
ション処理でエラーが起こり
ました。
• TP1/LiNKの環境設定で，
トランザクションを使わな
い指定をしているのに，
ユーザサーバにトランザク
ション機能を使う指定をし
ています。

• オンラインで同時に起動す
るトランザクションブラン
チの数が，TP1/LiNKの環
境設定で指定した値を超え
ています。

ユーザサーバの環境設定で，トラン
ザクション機能を使用しないように
指定してください。
オンラインで同時に起動するトラン
ザクションブランチの数を適切な値
に変更してください。
436



9.　メッセージ
Wsig06 メモリが不足しています。 仮想メモリのページファイルサイズ
を見積もり直して，TP1/LiNKを再
び開始してください。

Wsig10 メモリが不足しています。 仮想メモリのページファイルサイズ
を見積もり直して，TP1/LiNKを再
び開始してください。

Wsig21 16ビットアプリケーションな
どの不正な実行ファイルを
ユーザサーバに指定したおそ
れがあります。

実行ファイルを正しく実行できるか
どうかを調査して，対策してくださ
い。
ユーザサーバには 32ビットアプリ
ケーションを指定してください。

Wshm02 OpenTP1ホームディレクト
リ下のディスク容量が不足し
ています。

OpenTP1ホームディレクトリ下の
ディスク容量を見積もり直して，
TP1/LiNKを再び開始してください。

Wnts01 強制停止要求を受けました。 UAPでのトランザクションブランチ
処理時間またはサービス関数処理時
間が，限界値を超えた原因を調査し
て，対策してください。
なお，このアボートコードが dcstop 
-fdコマンドまたは dcsvstop -fdコマ
ンドの実行時に出力された場合は，
問題ありません。
タイミングによって，次のアボート
コードとあわせて出力される場合が
あります。
• iexpir1
• iexpir2

アボートコード 原因 対策
437





付録

付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース

付録 B　シナリオテンプレートの詳細

付録 C　GUIと定義ファイルの関連

付録 D　参照するマニュアルの制限事項

付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との
対応

付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式

付録 G　バージョンアップ時の変更点

付録 H　TP1/LiNK Q&A

付録 I　用語解説
439



付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース
付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミン
グインタフェース

TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェースについて説明します。

（1） アプリケーションプログラミングインタフェースの機能

TP1/LiNKの APIを次に示します。各機能については，マニュアル「OpenTP1 プログ
ラム作成の手引」を参照してください。

（a）リモートプロシジャコール

アプリケーションのプロセス同士で，C言語の関数呼び出しと同様の方法で通信できま
す。サービスを要求する側（クライアント）は，サービスを提供する側（サーバ）の
ネットワーク内の位置を意識する必要はありません。

（b）リモート API機能関連

リモート API機能を使うときに，ユーザサーバから常設コネクションを確立したり解放
したりできます。

（c）システム管理関連

アプリケーションからコマンドを実行したり，アプリケーションのプロセスの状態を取
得したりできます。

（d）メッセージログ関連

TP1/LiNKから通知されるシステムメッセージと同様の出力先に，アプリケーションか
らメッセージログを出力できます。

（e）トランザクション制御

アプリケーションからトランザクションの開始と終了を宣言して，処理の単位を管理で
きます。TP1/LiNKのオプション機能です。

トランザクション制御を使うユーザサーバは，TP1/LiNKのトランザクション機能が前
提です。トランザクション制御をする場合は，TP1/LiNKとユーザサーバの環境を設定
するときに，トランザクション機能を使うことを指定しておきます。

TP1/LiNKのアプリケーションプログラムで使えるトランザクション制御には，次に示
す 2種類があります。

• OpenTP1独自のインタフェース
• TXインタフェース（X/Openの仕様に準拠したトランザクション制御）

（2） マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照するときの注意

マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」は，分散トランザクション処理機能
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付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース
OpenTP1（TP1/Server Base）のアプリケーションプログラムの機能についても記述し
てあります。そのため，TP1/LiNKのアプリケーションでは使えない機能の説明もあり
ます。マニュアルの読書手順を参照して，TP1/LiNKで使える機能の記述を参照してく
ださい。

（3） ライブラリ関数の一覧

TP1/LiNKのアプリケーションで使えるライブラリ関数の一覧を次の表に示します。

TP1/Messagingで使えるライブラリ関数についてはマニュアル「TP1/Messaging 使用の
手引」を，TP1/Message Queue※で使えるライブラリ関数についてはマニュアル「TP1/
Message Queue 使用の手引」を参照してください。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行で
す。発行時期をご確認ください。

　

表 A-1　アプリケーションで使えるライブラリ関数の一覧

TP1/LiNKのライブラリ関数 SUP SPP オフラ
インの
業務を
する
UAP

トラン
ザク
ション
でない

トランザ
クション
処理

（ルート）

トラ
ンザ
ク
ショ
ンで
ない

トランザクショ
ン処理

ルー
ト

ルー
ト以
外

リモート
プロシ
ジャコー
ル関連

dc_rpc_open ○ － ○M － － －

（OpenT
P1独自の
インタ
フェース）

dc_rpc_mainloop － － ○M － － －

dc_rpc_call ○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_call_to ○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_cltsend － － ○ ○ ○ －

dc_rpc_poll_any_replie
s

○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_get_error_descr
iptor

○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_discard_further
_replies

○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_discard_specific
_reply

○ ○ ○ ○ ○ －
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付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース
dc_rpc_service_retry － － ○ S － － －

dc_rpc_get_service_pri
o

○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_set_service_pri
o

○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_get_watch_tim
e

○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_set_watch_time ○ ○ ○ ○ ○ －

dc_rpc_get_callers_add
ress

－ － ○ ○ ○ －

dc_rpc_get_gateway_a
ddress

－ － ○ ○ ○ －

dc_rpc_close ○ － ○M － － －

リモート
API機能
関連

dc_rap_connect ○ － － － － －

dc_rap_disconnect ○ － － － － －

システム
管理関連

dc_adm_call_command ○ ○ ○ ○ ○ －

dc_adm_complete ○ － － － － －

dc_adm_status ○ ○ ○ ○ ○ －

メッセー
ジログ

dc_logprint ○ ○ ○ ○ ○ －

監査ログ
の出力

dc_log_audit_print ○ ○ ○ ○ ○ －

リアルタ
イム統計
情報サー
ビス

dc_rts_utrace_put ○ ○ ○ ○ ○ －

トランザ
クション
関連

dc_trn_begin※ ○ － ○ － － －

（OpenT
P1独自の
インタ
フェース）

dc_trn_chained_commi
t※

－ ○ － ○ － －

TP1/LiNKのライブラリ関数 SUP SPP オフラ
インの
業務を
する
UAP

トラン
ザク
ション
でない

トランザ
クション
処理

（ルート）

トラ
ンザ
ク
ショ
ンで
ない

トランザクショ
ン処理

ルー
ト

ルー
ト以
外
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付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース
（凡例）
○：該当する条件で使えます。

dc_trn_chained_rollbac
k※

－ ○ － ○ － －

dc_trn_unchained_com
mit※

－ ○ － ○ － －

dc_trn_unchained_roll
back※

－ ○ － ○ ○ －

dc_trn_info ○ ○ ○ ○ ○ －

dc_trn_rm_select※ － ○ － ○ － －

トランザ
クション
関連

tx_begin※ ○ － ○ － － －

（TXイン
タフェー
ス）

tx_close※ ○ － ○ － － －

tx_commit
TX_CHAINED指定※

－ ○ － ○ － －

tx_commit
TX_UNCHAINED指定
※

－ ○ － ○ － －

tx_info ○ ○ ○ ○ ○ －

tx_open※ ○ － ○ － － －

tx_rollback
TX_CHAINED指定※

－ ○ － ○ － －

tx_rollback
TX_UNCHAINED指定
※

－ ○ － ○ ○ －

tx_set_commit_return
※

○ ○ ○ ○ ○ －

tx_set_transaction_con
trol※

○ ○ ○ ○ ○ －

tx_set_transaction_tim
eout※

○ ○ ○ ○ ○ －

TP1/LiNKのライブラリ関数 SUP SPP オフラ
インの
業務を
する
UAP

トラン
ザク
ション
でない

トランザ
クション
処理

（ルート）

トラ
ンザ
ク
ショ
ンで
ない

トランザクショ
ン処理

ルー
ト

ルー
ト以
外
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付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース
○M：メイン関数だけで使えます。

○ S：サービス関数だけで使えます。

－：該当する条件では使えません。

注※
この関数を呼び出すユーザサーバを使えるのは，TP1/LiNKでトランザクション機
能を使う設定をしているときだけです。

（4） アプリケーションプログラム作成時の注意事項

（a）TP1/LiNKのユーザアプリケーションプログラム（UAP）をシングルスレッド環境で実行

TP1/LiNKの UAPは，メインスレッド以外にスレッドを作成しないで，シングルスレッ
ド環境で実行してください。メインスレッド以外のスレッドを作成して実行すると（マ
ルチスレッド環境），UAPが誤動作して異常終了するおそれがあります。ただし，
OpenTP1下のUAPは DLLを使用したマルチスレッド環境で動作するため，UAP作成
時に指定するリンケージランタイムライブラリには，msvcrt.libを指定してください。

JNI（Java Native Interface）などのスレッドが生成されるコーディングはしないでくだ
さい。この場合の動作は保証できません。

（b）UAPメッセージのイベントビューアへの出力

dc_logprint関数（COBOL言語の場合は CBLDCLOG('PRINT   ')）を使用したメッセー
ジは，Windowsのイベントビューアに出力されます。なお，引数（COBOL言語の場合
はデータ領域）に値を設定する場合，次の点に注意してください。

• 出力する文字列に，10行以上設定しないでください。
• メッセージ表示色の設定は無視されます。
• 引数（COBOL言語の場合はデータ領域）に不正な値が設定された場合は，イベント
ビューアに「メッセージ不正のため，xx....xxは出力できません」（xx....xxはメッセー
ジ ID）が出力されます。

（c）Micro Focus Net Expressを使用する場合

COBOL2002を使用している場合，この注意は該当しません。

• TP1/LiNKの関数の引数のうち，数値データのデータ型には COMPではなく，
COMP-5を使用してください。

• UAPを実行するときは，OpenTP1コンソールのバッファサイズおよびウィンドウサ
イズの高さに大きな値を設定しないでください。大きな値を設定すると，コンソール
の表示が不正になり，UAPが正常に動作しないおそれがあります。

• Micro Focus Net Expressで作成した UAPを動作させた場合，TP1/LiNKコンソール
のタイトル文字が変更されます。

• Micro Focus Net Expressで作成した UAPで，DISPLAY文によって TP1/LiNKのコ
ンソールにメッセージを出力した場合は，UAPの実行中にシステムをログオフすると
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付録 A　TP1/LiNKのアプリケーションプログラミングインタフェース
UAPが閉塞します。メッセージを出力したい場合は，CBLDCLOG('PRINT ')を使用
してください。

（d）dc_adm_call_command関数，システム運用の管理の COBOL-UAP作成用プログラム
（CBLDCADM）を使用する場合
• dc_adm_call_command関数の DCADM_DELAYフラグの設定は無効です。これは，

dc_adm_call_command関数の出力情報の取得方式が，UNIXの OpenTP1と
Windowsの TP1/LiNKで異なるためです。

• コマンドラインの文字列中に '/'，または '$'を含む場合，コマンドラインに対して
TP1/LiNKが文字列変換処理を実行します。TP1/LiNKが行う文字列変換処理を無効
にしてコマンドラインを実行したい場合は，［SPP環境設定］ダイアログボックスま
たは［SUP環境設定］ダイアログボックスで，環境変数「DCADMCONVSEP」に
「1」を設定してください。
• コマンドライン文字列の末尾に '&'を記述したときの，指定したコマンドの非同期実
行はサポートしていません。

• dc_adm_call_command()の第一引数 comに指定できる文字列の長さは 500バイト以
下です。501バイト以上指定すると dc_adm_call_command()は DCADMER_PARAM
をリターンします。

• CBLDCADM('COMMAND ')のデータ名 Gに指定できる文字列の長さは 500バイト
以下です。501バイト以上指定すると CBLDCADM('COMMAND ')はステータスコー
ドに 01802を設定します。

（e）プロセス，スレッドを停止させる関数またはメソッドの呼び出し

TP1/LiNKの UAPでは，サービス関数（SPP）およびサービスメソッド（SPP.NET）
内で，プロセスおよびスレッドを停止させる関数またはメソッドを呼び出さないでくだ
さい。呼び出した場合，次に示す現象が発生することがあります。

• サービス関数（SPP）およびサービスメソッド（SPP.NET）の予期しない動作
• サービスグループに対するサービス要求の失敗
•［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウで UAPを停止できない
• TP1/LiNKを正常終了できない

（f） Visual Studioで作成したデバッグバージョンのオブジェクトファイル

Visual Studioで作成したデバッグバージョンのオブジェクトファイルは，Visual Studio
がインストールされていない環境では動作させることができないおそれがあります。
Visual Studioがインストールされていない環境でデバッグする場合，リンケージされた
dllファイルおよびマニフェストファイルの内容を確認して，適切なマニフェストファイ
ルを作成してください。マニフェストファイルの詳細については，Visual Studioのマ
ニュアルのマニフェストについての記述を参照してください。

（g）Visual Studioと COBOLの環境が共存する場合

Visual Studioと COBOLが共存する環境で，各言語のコンパイルを実行する場合は，各
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言語の環境変数が，ほかの言語より前に設定されていることを確認してください。ほか
の言語の環境変数が各言語の環境変数より前に設定されていると，意図しないリンケー
ジが実行されるおそれがあります。

（h）Visual Studioと Hitachi COBOL2002を併用する場合

COBOL2002は，Visual Studio .NET 2002によって作成しています。このため，Visual 
Studio 2005で作成したオブジェクトを，ccbl2002コマンドや COBOL2002に含まれる
リンカ (LINK.EXE)でリンクすると，エラーが発生します。次に示す手順に従って環境
設定をしたあとでリンケージしてください。

1. 環境変数 PATHおよび LIBに，COBOLのパスが Visual Studioのパスより前になる
ように設定してください。

2. SPP用のスタブをコンパイルする場合，/Zlオプションを指定してください。
3. SPP用のスタブ以外の Cプログラムは，DLLとして作成してください。 

COBOL2002 02-00以降は，このエラーは発生しません。COBOL2002 02-00以降と
Visual Studio併用時の注意事項については，COBOL2002のリリースノートの注意事項
をご確認ください。

（i） WinSockのライブラリを使用する場合

WinSockのライブラリを使用する場合，TP1の通信処理ができなくなるため，次に示す
関数を発行しないでください。

• WSAStartup()
• WSACleanup()
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付録 B　シナリオテンプレートの詳細
TP1/LiNKが提供しているシナリオテンプレートの詳細を説明します。

異常時の対処
シナリオ実行時に異常が発生すると，エラーメッセージが出力されることがありま
す。エラーメッセージに従って対処してください。エラーメッセージの詳細につい
ては，マニュアル「OpenTP1 メッセージ」を参照してください。

付録 B.1　OpenTP1_AddNode
名称

OpenTP1_AddNode

概要
TP1/LiNKのノードのドメイン定義ファイルへの追加

機能
ドメイン構成管理ノードのドメイン定義ファイルに，新しく追加する TP1/LiNKの
ノードのホスト名およびノード番号を追加します。
新しく追加した TP1/LiNKのノードのホスト名およびポート番号を，自ホストのド
メイン定義ファイルに追加する場合に，このシナリオテンプレートをシナリオの配
下に複写して，シナリオの一部として利用します。
このシナリオテンプレートを実行したあとに OpenTP1_UpdateDomainシナリオテ
ンプレートを実行すると，ドメイン構成が更新されます。
このシナリオテンプレートを実行する場合の前提条件は，［RPC詳細設定］ダイア
ログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイン定義ファイルを使用する (F)］
チェックボックスをオンにしていることです。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
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ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● ADD_HOST_NAME　　～〈1～ 64文字の文字列〉
TP1/LiNKシステムに新しく追加する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定し
ます。

● PORT_NUMBER　　～ ((5001～ 65535))
新しく追加する TP1/LiNKのノードのネームサーバが使用するポート番号を指
定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.2　OpenTP1_ChangeNodeID
名称

OpenTP1_ChangeNodeID

概要
TP1/LiNKのノード識別子の設定

機能
新しく追加する TP1/LiNKのノード識別子を設定します。
このシナリオテンプレートを実行すると，システム環境設定の定義ファイル
（%DCDIR%¥conf¥betranrc）の node_idに指定したノード識別子を設定します。
このシナリオテンプレートを実行する前に，システム環境設定の定義ファイルの設
定内容を次のように変更してください。
 
set node_id = @DCNODE_ID@
 

スケールアウトや TP1/LiNKの環境設定でノード識別子を変更する場合に，このシ
ナリオテンプレートをシナリオの配下に複写して，シナリオの一部として利用しま
す。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
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トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

●NODE_ID　　～〈4文字の文字列〉
設定する TP1/LiNKのノード識別子を指定します。
TP1/LiNKシステムで一意になるように指定してください。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.3　OpenTP1_Deploy
名称

OpenTP1_Deploy

概要
TP1/LiNKの登録

機能
マルチ OpenTP1を登録するときに，指定した TP1/LiNKフォルダ下の TP1/LiNK
を，OSに登録します。ただし，オリジナルの場合は処理をしません。
なお，マルチ OpenTP1の登録後，TP1/LiNKのショートカットのメニューは登録
されません。メニューを登録したい場合は，「2.1.2(5)(a)　TP1/LiNKのショート
カット」を参照して登録してください。
スケールアウト，ローリングアップデートなどで TP1/LiNKを OSに登録する場合
に利用します。このシナリオテンプレートは，シナリオの配下にコピーすると，シ
ナリオの一部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
登録する TP1/LiNKフォルダ名を指定します。
TP1/LiNKシステムで一意になるように指定してください。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
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シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

●MULTI_ID　　～〈1～ 2文字の文字列〉
マルチ OpenTP1の識別子を指定します。オリジナルの場合には，省略できま
す。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.4　OpenTP1_ScenarioAddNode
名称

OpenTP1_ScenarioAddNode

概要
ドメインの新規追加

機能
TP1/LiNKシステムのドメイン構成管理ノードのドメイン定義ファイルに，新しく
TP1/LiNKのノードを追加します。
新しく追加した TP1/LiNKのノードを，ドメイン構成管理ノードに追加する場合に
利用します。これによって，クライアントは新しく追加した TP1/LiNKのノードの
サービスを利用できます。
このシナリオテンプレートは，次に示すシナリオテンプレートで構成されています。
• OpenTP1_AddNode
• OpenTP1_UpdateDomain

このシナリオテンプレートを実行する場合の前提条件を次に示します。
•［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイン定
義ファイルを使用する (F)］チェックボックスをオンにしている

• ドメイン構成管理ノードがオンラインである

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
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この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● ADD_HOST_NAME　　～〈1～ 64文字の文字列〉
TP1/LiNKシステムに新しく追加する TP1/LiNKのホスト名を指定します。

● PORT_NUMBER　　～ ((5001～ 65535))
TP1/LiNKシステムに新しく追加する TP1/LiNKのノードのネームサーバが使
用するポート番号を指定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.5　OpenTP1_Start
名称

OpenTP1_Start

概要
TP1/LiNKの起動

機能
新しく追加した TP1/LiNKを起動します。前回の終了モードが正常終了の場合は正
常開始，異常終了の場合は再開始します。
スケールアウト，ローリングアップデートなどで TP1/LiNKを起動する場合に利用
します。このシナリオテンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの
一部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。
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● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.6　OpenTP1_StartUAP
名称

OpenTP1_StartUAP

概要
UAPの起動

機能
ユーザサーバを起動します。
スケールアウトなどでユーザサーバを起動する場合に利用します。このシナリオテ
ンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一部としても利用できま
す。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● USER_SERVER_NAME　　～〈1～ 8文字の文字列〉
起動するユーザサーバ名を指定します。

出力シナリオ変数
なし。
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実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.7　OpenTP1_Stop
名称

OpenTP1_Stop

概要
TP1/LiNKの停止

機能
TP1/LiNKを停止して，TP1/LiNKのノードの空いているリソースを解放します。
スケールイン，ローリングアップデートなどで TP1/LiNKを停止する場合に利用し
ます。このシナリオテンプレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一
部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.8　OpenTP1_StopUAP
名称

OpenTP1_StopUAP

概要
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UAPの停止

機能
ユーザサーバを停止します。
スケールインなどでユーザサーバを停止する場合に利用します。このシナリオテン
プレートは，シナリオの配下に複写すると，シナリオの一部としても利用できます。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● USER_SERVER_NAME　　～〈1～ 8文字の文字列〉
停止するユーザサーバ名を指定します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.9　OpenTP1_Undeploy
名称

OpenTP1_Undeploy

概要
TP1/LiNKの削除

機能
マルチ OpenTP1を削除したときに指定した TP1/LiNKフォルダ下の TP1/LiNK
を，OSから削除します。ただし，オリジナルの場合は処理をしません。
ローリングアップデートで TP1/LiNKを OSから削除する場合に利用します。この
シナリオテンプレートは，シナリオの配下にコピーすると，シナリオの一部として
も利用できます。
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入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
削除する TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

●HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

●USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.10　OpenTP1_UpdateDomain
名称

OpenTP1_UpdateDomain

概要
ドメイン構成の更新

機能
TP1/LiNKシステムのドメイン構成を，TP1/LiNKの動作中に更新します。
OpenTP1_AddNodeシナリオテンプレートなどでドメイン定義ファイルに追加した
新しいノードをシステムに追加する場合に，このシナリオテンプレートをシナリオ
の配下に複写して，シナリオの一部として利用します。
このシナリオテンプレートを実行する場合の前提条件を次に示します。
•［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブで［ドメイン定
義ファイルを使用する (F)］チェックボックスをオンにしている

• TP1/LiNKがオンラインである

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
TP1/LiNKフォルダ名を指定します。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

●HOST_NAME
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シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数 USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。

付録 B.11　OpenTP1_ScenarioScaleout
名称

OpenTP1_ScenarioScaleout

概要
スケールアウトのサンプルシナリオテンプレート

機能
TP1/LiNKをインストールしたあとに実行すると，TP1/LiNKの環境設定をして，
TP1/LiNKおよびサンプル SPPを起動します。

入力シナリオ変数

● DCDIR　　～〈1～ 50文字の文字列〉
登録する TP1/LiNKフォルダ名を指定します。
TP1/LiNKシステムで一意になるように指定してください。

● DCCONFPATH
TP1/LiNKの定義ファイル格納フォルダを指定します。

● HOST_NAME
シナリオジョブを実行する TP1/LiNKのノードのホスト名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，シナリオの実行先ホス
トでシナリオジョブを実行します。

● USER_NAME
シナリオジョブを実行する OpenTP1管理者のユーザ名を指定します。
この入力シナリオ変数は省略できます。省略した場合，JP1/Baseで定義した
ユーザマッピングのプライマリユーザがシナリオジョブを実行します。

● USER_SERVER_NAME　　～〈1～ 8文字の文字列〉
起動するユーザサーバ名を指定します。
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サンプルシナリオテンプレートを使用する場合は，SPPを指定してください。

●NODE_ID　　～〈4文字の文字列〉
設定する TP1/LiNKのノード識別子を指定します。
TP1/LiNKシステムで一意になるように指定してください。

● PORT_NUMBER　　～ ((5001～ 65535))
TP1/LiNKシステムに新しく追加する TP1/LiNKのノードのネームサーバが使
用するポート番号を指定します。

●MULTI_ID　　～〈1～ 2文字の文字列〉
マルチ OpenTP1の識別子を指定します。オリジナルの場合には省略できます。

出力シナリオ変数
なし。

実行ユーザ
入力シナリオ変数USER_NAMEで指定した OpenTP1管理者です。
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付録 C　GUIと定義ファイルの関連
TP1/LiNKの GUIと定義ファイルの関連を表 C-1～表 C-5に示します。

表 C-1～表 C-3および表 C-5に示す TP1/LiNK環境設定 GUIの項目は，
%DCDIR%¥confフォルダ下の定義ファイルに反映されます。表 C-4に示す RAPサービ
ス環境設定は，%DCDIR%¥conf¥GUIRAPフォルダ下の rapリスナーサービス定義ファ
イルに反映されます。

定義ファイルの設定内容を手動で変更する場合は，それぞれの表中にある設定内容列の
フォーマットに従って変更してください。フォーマットに従っていない場合は，GUIの
起動または表示に失敗することがあります。

表 C-1　GUIと定義ファイルの関連（システム環境設定）

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容

［システム環
境設定］

ネームサービスのポー
ト番号

betranrc set name_port = ポート番号

ノード識別子 betranrc set node_id = 識別子

ユーザ認証機能 betranrc オンの場合
set client_uid_check = Y

オフの場合
set client_uid_check = N

RPCオプション
トレース取得

betranrc オンの場合
set rpc_trace = Y

オフの場合
set rpc_trace = N

RPCオプション
データ圧縮

betranrc オンの場合
set rpc_datacomp = Y

オフの場合
set rpc_datacomp = N

サーバ数
• SUP
• SPP
• 閉塞状態を引き継ぐ
サーバ，サービス数

env set server_count = サーバ数
注

サーバ数：SUP数＋ SPP数＋ 54

prc set prc_process_count = サーバ数
注

サーバ数：SUP数＋ SPP数＋ 54

scd set scd_server_count = SPP数
set scd_hold_recovery_count = 閉塞状態
を引き継ぐサーバ，サービス数

tim set tim_watch_count = サーバ数
注

サーバ数：トランザクションブラン
チ数＋ SPP数
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稼働統計情報の取得
• あり
• なし

betranrc ありの場合
set rpc_delay_statistics = Y

なしの場合
set rpc_delay_statistics = N

sysconf ありの場合
set jnl_conf = Y

なしの場合
set jnl_conf = N

usrrc ありの場合
set rpc_response_statistics = Y

なしの場合
set rpc_response_statistics = N

稼働統計情報の取得
• 統計ファイルサイズ

stajnl set jnl_file_size = （統計ファイルサイズ
× 1000）÷ 3

トランザクション機能
• あり
• なし

sysconf ありの場合
set trn_conf = Y

なしの場合
set trn_conf = N

トランザクション機能
• APの状態引き継ぎ

sysconf オンの場合
set sts_conf = Y

オフの場合
set sts_conf = N

トランザクションブラ
ンチ数

trn set trn_tran_process_count = トランザ
クションブランチ数

スケジュールサービス
のポート番号

scd set scd_port = ポート番号

システムを構成する
ノード

betranrc set all_node = "ノード名 1",¥
"ノード名 2",¥
…
"ノード名 n"

サーチパス prc prcsvpath パス名 1;¥
パス名 2;¥
…
パス名 n

［クライアン
トサービス環
境設定］

CUPからトランザク
ションを実行する

sysconf オンの場合
set clt_conf = Y

オフの場合
set clt_conf = N

cltsrv オンの場合
set clt_trn_conf = Y

オフの場合
set clt_trn_conf = N

実行プロセス数
• 常駐
• 非常駐

cltsrv set parallel_count = 常駐数 ,常駐数 +非
常駐数

実行プロセス数
• サービス滞留数

cltsrv set balance_count = サービス滞留数

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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CUPから常設コネク
ションを確立する

sysconf オンの場合
set clt_conf = Y

オフの場合
set clt_conf = N

cltsrv オンの場合
set clt_cup_conf = Y

オフの場合
set clt_cup_conf = N

確立プロセス数
• 常駐
• 非常駐

cltsrv set cup_parallel_count = 常駐数 ,常駐数
+非常駐数

確立プロセス数
• サービス滞留数

cltsrv set cup_balance_count = サービス滞留
数

［RPC詳細設
定］

最大応答待ち時間
• 対象：システム共通

betranrc set watch_time = 最大応答待ち時間

最大応答待ち時間
• 対象：ネームサービ
ス

nam set watch_time = 最大応答待ち時間

最大応答待ち時間
• 対象：トランザク
ションサービス

trn set watch_time = 最大応答待ち時間

コネクション確立監視
時間

betranrc set ipc_conn_interval = 監視時間

RPCをリトライする betranrc オンの場合
set rpc_retry = Y

オフの場合
なし

サービス要求送信リト
ライ回数最大値

betranrc set rpc_retry_count = リトライ回数最大
値

サービス要求送信リト
ライ間隔時間

betranrc set rpc_retry_interval = リトライ間隔時
間

サービス情報領域の大
きさ

nam set name_total_size = サービス情報領域
の大きさ

サービス情報キャッ
シュ領域の大きさ

nam set name_cache_size = サービス情報
キャッシュ領域の大きさ

システムを構成する
ノードに起動通知を行
う

betranrc オンの場合
set name_notify = Y

オフの場合
なし

グローバル検索機能を
使用する

nam オンの場合
set name_global_lookup = Y

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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ドメイン定義ファイル
を使用する

betranrc オンの場合
set name_domain_file_use = Y

オフの場合
なし

all_nodeのドメイン定
義ファイルに指定する
最大ノード数

betranrc set all_node_extend_number = 最大
ノード数

all_node_exのドメイン
定義ファイルに指定す
る最大ノード数

betranrc set all_node_ex_extend_number = 最大
ノード数

ノード監視機能 nam 使用しないの場合
なし

一方送信型ノード監視の場合
set name_audit_conf = 1

送受信型ノード監視の場合
set name_audit_conf = 2

ノード監視間隔時間 nam set name_audit_interval = 監視間隔時
間

ノードダウンを検知す
るまでの最大待ち時間

nam set name_audit_watch_time = 待ち時間

他ノードのサービス情
報の有効時間

nam set name_cache_validity_time = 有効時
間

ソケット用ファイル記
述子の最大数
• 対象：システム共通

betranrc set max_socket_descriptors = ソケット
用ファイル記述子の最大数

ソケット用ファイル記
述子の最大数
• 対象：ネームサービ
ス

nam set max_socket_descriptors = ソケット
用ファイル記述子の最大数

ソケット用ファイル記
述子の最大数
• 対象：スケジュール
サービス

scd set max_socket_descriptors = ソケット
用ファイル記述子の最大数

ソケット用ファイル記
述子の最大数
• 対象：トランザク
ションサービス

trn set max_socket_descriptors = ソケット
用ファイル記述子の最大数

ソケットの一時クロー
ズ開始数／ソケットの
一時クローズ非対象数
• 対象：システム共通

betranrc set ipc_sockctl_highwater = 開始数 ,非
対象数

ソケットの一時クロー
ズ開始数／ソケットの
一時クローズ非対象数
• 対象：ネームサービ
ス

nam set ipc_sockctl_highwater = 開始数 ,非
対象数

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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ソケットの一時クロー
ズ開始数／ソケットの
一時クローズ非対象数
• 対象：スケジュール
サービス

scd set ipc_sockctl_highwater = 開始数 ,非
対象数

ソケットの一時クロー
ズ開始数／ソケットの
一時クローズ非対象数
• 対象：トランザク
ションサービス

trn set ipc_sockctl_highwater = 開始数 ,非
対象数

一時クローズ要求の応
答監視時間
• 対象：システム共通

betranrc set ipc_sockctl_watchtime = 応答監視時
間

一時クローズ要求の応
答監視時間
• 対象：ネームサービ
ス

nam set ipc_sockctl_watchtime = 応答監視時
間

一時クローズ要求の応
答監視時間
• 対象：スケジュール
サービス

scd set ipc_sockctl_watchtime = 応答監視時
間

一時クローズ要求の応
答監視時間
• 対象：トランザク
ションサービス

trn set ipc_sockctl_watchtime = 応答監視時
間

一時クローズ処理要求
が到着していないかど
うかを検査する

trn オンの場合
set polling_control_data = Y

オフの場合
なし

ソケットの再利用指示
を受信できる契機を与
えるインタバル時間

trn set thread_yield_interval = インタバル
時間

TCP/IPの受信バッファ
サイズ

betranrc set ipc_recvbuf_size = 受信バッファサイ
ズ

TCP/IPの送信バッファ
サイズ

betranrc set ipc_sendbuf_size = 送信バッファサ
イズ

最小ポート番号 betranrc set rpc_port_base = 最小ポート番号

RPCトレースを取得す
るファイルの容量

betranrc set rpc_trace_size = ファイルの容量

RPC送受信電文の最大
長

betranrc set rpc_max_message_size = 最大長

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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［ユーザサー
ビス環境設
定］

－ usrnet 送信先がスケジュールサービスの場合で
リモート API機能を使わないとき

dcsvgdef  ¥
 -g サービスグループ名 ¥
 -h ホスト名 1,¥ホスト名 2,¥
…
ホスト名 n ¥
 -p ポート番号

送信先がスケジュールサービスの場合で
リモート API機能を使うとき

dcsvgdef  ¥
 -g サービスグループ名 ¥
 -h ホスト名 ¥
 -p ポート番号 ¥
 -w

［リアルタイ
ム統計情報
サービス設
定］

統計情報取得間隔 rts set rts_trcput_interval = 取得間隔

最大取得サービス数 rts set rts_service_max = サービス数

最大取得項目数 rts set rts_item_max = 項目数

RTSログファイルに出
力しない

rts オンの場合
set rts_log_file = N

オフの場合
なし

RTSログファイル名 rts set rts_log_file_name = ファイル名

RTSログファイルのサ
イズ

rts set rts_log_file_size = ファイルサイズ

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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［リアルタイ
ム統計情報取
得対象定義］
［リアルタイ
ム取得項目詳
細］

－ rts 対象種別がシステムの場合
rtsput -u sys ¥
-f 定義ファイル名 ¥
-e 項目 ID,¥
項目 ID,¥
…
項目 ID

対象種別がサーバの場合
rtsput -u srv ¥
-s サーバ名 ¥
-f 定義ファイル名 ¥
-e 項目 ID,¥
項目 ID,¥
…
項目 ID

対象種別がサービスの場合
rtsput -u svc ¥
-s サーバ名 ¥
-v サービス名 ¥
-f 定義ファイル名 ¥
-e 項目 ID,¥
項目 ID,¥
…
項目 ID

対象種別が任意の場合
rtsput -u obj ¥
-o 対象名 1 ¥
-b 対象名 2 ¥
-f 定義ファイル名 ¥
-e 項目 ID,¥
項目 ID,¥
…
項目 ID

［リアルタイ
ム取得項目定
義］
［リアルタイ
ム取得項目詳
細］

イベント項目
• ネーム情報：グロー
バルキャッシュヒッ
ト

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_nam_global_cache_hit = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• ネーム情報：ローカ
ルキャッシュヒット

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_nam_local_cache_hit = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• ネーム情報：サービ
ス情報の検索回数

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_nam_lookup = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• ネーム情報：指定参
照先ノードへのサー
ビス検索の送信回数

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set nam_node_lookup = Y

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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イベント項目
• ネーム情報：指定参
照先ノードからの
サービス検索の応答
受信回数

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set 
rts_nam_node_lookup_responce = 
Y

オフの場合
なし

イベント項目
• 共用メモリ管理情報：
静的共用メモリの使
用サイズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_osl_stamem_acq = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• 共用メモリ管理情報：
静的共用メモリプー
ルの必要最大サイズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_osl_stamem_pol = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• 共用メモリ管理情報：
動的共用メモリの使
用サイズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_osl_dynmem_acq = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• 共用メモリ管理情報：
動的共用メモリプー
ルの必要最大サイズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_osl_dynmem_pol = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• プロセス情報：プロ
セス生成

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_prc_prc_genert = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• プロセス情報：UAP
異常終了

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_prc_uap_abnml = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• プロセス情報：シス
テムサーバ異常終了

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_prc_sys_abnml = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• プロセス情報：プロ
セス終了

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_prc_prc_term = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• プロセス情報：起動
プロセス数

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_prc_prc_num = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• RPC情報：RPCコー
ル（同期応答型）

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_rpc_rpc_call = Y

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
465



付録 C　GUIと定義ファイルの関連
イベント項目
• RPC情報：RPCコー
ル（連鎖 RPC型）

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_rpc_rpc_call_chained = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• RPC情報：ユーザ
サービス実行

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_rpc_usr_srvc = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• RPC情報：RPCタイ
ムアウト

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_rpc_rpc_ovrtim = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
スケジュール待ち

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_scd_wait = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
スケジュール

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_schedule = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
メッセージ格納バッ
ファプールの使用中
サイズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_using_buf = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
メッセージ格納バッ
ファプールの不足で
スケジュールできな
かったメッセージサ
イズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_lack_buf = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
スケジュール滞留

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_scd_stay = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
サービス単位のスケ
ジュール待ち

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_svc_scd_wait = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• スケジュール情報：
サービス単位のメッ
セージ格納バッファ
プールの使用中サイ
ズ

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_svc_using_buf = Y

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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イベント項目
• スケジュール情報：
同時実行サービス数

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_scd_parallel = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：コミット

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_commit = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：ロールバック

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_rollback = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：コマンドによる
コミット

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_cmt_cmd = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：コマンドによる
ロールバック

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_rbk_cmd = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：コマンドによる
ハザード

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_haz_cmd = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：コマンドによる
ミックス

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_mix_cmd = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：ブランチ実行時
間

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_branch = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• トランザクション情
報：ブランチ同期点
処理の実行時間

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_trn_sync_point = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Start()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_start = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Start()要求エ
ラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_start_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Call()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_call = Y

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Call()要求エ
ラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_call_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：End()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_end = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：End()要求エ
ラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_end_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Prepare()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_prepare = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Prepare()要求
エラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_prepare_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Commit()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_commit = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Commit()要求
エラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_commit_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Rollback()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_rollback = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Rollback()要求
エラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_rollback_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Recover()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_recover = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Recover()要求
エラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_recover_err = Y

オフの場合
なし

イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Forget()要求

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_forget = Y

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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イベント項目
• XAリソースサービス
情報：Forget()要求
エラー

リアルタイム取
得項目定義ファ
イル名

オンの場合
set rts_xar_forget_err = Y

オフの場合
なし

［XAリソース
サービス環境
設定］

XAリソースサービスを
使用する

trn オンの場合
set trn_xar_use = Y

オフの場合
なし

アイドル状態のトラン
ザクションブランチの
監視時間

xar set xar_session_time = 監視時間

オンライン用 XARファ
イルを作成するフォル
ダ名

xar xarfile -t online -a ¥
"フォルダ名 /xarfileO/xarO"
注

フォルダ名中のパスセパレータは’
/’で記述

バックアップ用 XAR
ファイルを作成する
フォルダ名

xar xarfile -t backup -a ¥
"フォルダ名 /xarfileB/xarB"
注

フォルダ名中のパスセパレータは’
/’で記述

MSDTC連携機能を使
用する

xar オンの場合
set xar_msdtc_use = Y

オフの場合
なし

XARファイルのレコー
ド長

xar set xar_file_record_size = レコード長
注

xar_file_record_sizeオペランドは，
TP1/LiNKの独自定義であり，GUI
および共用メモリ自動計算だけで使
用

［ノード自動
追加機能設
定］

ノードの動作モード betranrc マネジャノードの場合
set name_service_mode = manager

エージェントノードの場合
set name_service_mode = agent

ノーマルノードの場合
set name_service_mode = normal

マネジャノードのノー
ド名

betranrc set name_manager_node = ¥
"ノード名 "

停止を検知したノード
のノード情報をノード
リストから削除する

betranrc オンの場合
set name_remove_down_node = Y 

オフの場合
なし

ノーマルノードのノー
ド情報をノードリスト
に登録する

betranrc オンの場合
set name_node_add_policy = all

オフの場合
なし

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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（凡例）－：該当項目なし
 

表 C-2　GUIと定義ファイルの関連（SPP環境設定）

OpenTP1起動時のノー
ドリスト要求応答待ち
時間

nam set name_start_watch_time = 応答待ち
時間

OpenTP1起動時のノー
ドリスト要求リトライ
回数

nam set name_start_retry_count = リトライ
回数

OpenTP1起動時のノー
ドリスト要求リトライ
間隔

nam set name_start_retry_interval = リトラ
イ間隔

ノードリスト要求でエ
ラーが発生した場合の
処理

nam 停止するの場合
set name_start_error = stop

続行するの場合
set name_start_error = continue

ノードリスト同期待ち
時間

nam set name_sync_ready_time = 同期待ち
時間

ノードリストファイル
を作成するフォルダ名
ノードリストファイル
を読み込む条件

nam ノードリストファイルを読み込む条件が
再開始時および正常開始時の場合
namnlfil -n ¥
フォルダ名 /namnlfil/ndls
ノードリストファイルを読み込む条件が
再開始時だけの場合
namnlfil -r ¥
フォルダ名 /namnlfil/ndls
注
フォルダ名中のパスセパレータは’/’
で記述

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容

［SPP環境設定］ サービスグループ名 ユーザサーバ名 set service_group = "サービスグ
ループ名 "

プログラム名 ユーザサーバ名 set module = "プログラム名 "

プロセス数
• 常駐
• 非常駐

ユーザサーバ名 set parallel_count = 常駐数 ,常駐数
+非常駐数

優先順位
• プロセス

ユーザサーバ名 set nice = 優先順位

優先順位
• スケジュール

ユーザサーバ名 set schedule_priority = 優先順位

スケジュール情報
• サービス滞留数

ユーザサーバ名 set balance_count = サービス滞留数

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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スケジュール情報
• サービスの最大
入力データ長

ユーザサーバ名 set message_buflen = サービスの最
大入力データ長× 1024+1024

スケジュール情報
• サービス要求
データ格納プー
ル長

ユーザサーバ名 set message_store_buflen = プール
長× 1024+1024

登録するサービス
• サービス名
• エントリポイン
ト名

• UAP共用ライブ
ラリ（DLL）名

ユーザサーバ名 set service = "サービス名 1=エント
リポイント名 1;¥
UAP共用ライブラリ名 1",¥
"サービス名 2 = エントリポイント
名 2;¥
UAP共用ライブラリ名 2",¥
…
"サービス名 n = エントリポイント
名 n;¥
UAP共用ライブラリ名 n"

ユーザサーバの環境
変数
• グローバル

usrrc putenv 環境変数名 ¥
 環境変数値

ユーザサーバの環境
変数
• ローカル

ユーザサーバ名 putenv 環境変数名 ¥
 環境変数値

自動起動設定 usrconf dcsvstrt -u ユーザサーバ名 1,…ユー
ザサーバ名 7,¥
ユーザサーバ名 8,…ユーザサーバ名
14,¥
…
ユーザサーバ名 n
注

1行に記述できるユーザサーバ
名の最大数は 7です。一つの
dcsvstrtで指定できるユーザ
サーバ名の最大数は 50です。
指定したユーザサーバ群は並列
に起動され，すべて起動されて
から次のコマンドを実行しま
す。dcsvstrtを指定できる最大
数は 5です。

［SPP詳細設定］ トランザクション属
性

ユーザサーバ名 オンの場合
set atomic_update = Y

オフの場合
set atomic_update = N

トランザクションブ
ランチ限界経過時間

ユーザサーバ名 set trn_expiration_time = 限界経過
時間

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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子トランザクション
ブランチを監視時間
に含める

ユーザサーバ名 オンの場合
set 
trn_expiration_time_suspend = 
Y

オフの場合
set 
trn_expiration_time_suspend = 
N

SPP異常終了時，
閉塞しない

ユーザサーバ名 オンの場合
set hold = N

オフの場合
set hold = Y

連続異常終了限界経
過時間

ユーザサーバ名 set term_watch_time = 限界経過時
間

システム再開始時，
閉塞状態を引き継ぐ

ユーザサーバ名 オンの場合
set hold_recovery = Y

オフの場合
set hold_recovery = N

サービス単位に閉塞
管理する

ユーザサーバ名 オンの場合
set service_hold = Y

オフの場合
set service_hold = N

連続サービス異常終
了限界経過時間

ユーザサーバ名 set service_term_watch_time = 限界
経過時間

最大応答待ち時間 ユーザサーバ名 set watch_time = 最大応答待ち時間

連鎖 RPC間隔監視
時間

ユーザサーバ名 set watch_next_chain_time = 連鎖
RPC間隔監視時間

ソケット用ファイル
記述子の最大数

ユーザサーバ名 set max_socket_descriptors = 最大
数

ソケットの一時ク
ローズ開始数／ソ
ケットの一時クロー
ズ非対象数

ユーザサーバ名 set ipc_sockctl_highwater = 開始数 ,
非対象数

一時クローズ要求の
応答監視時間

ユーザサーバ名 set ipc_sockctl_watchtime = 応答監
視時間

RPCトレースを取
得するファイルの容
量

ユーザサーバ名 set rpc_trace = Y
set rpc_trace_name = "フォルダ名
/spool/save/rpctrc/ユーザサーバ名 "
set rpc_trace_size = ファイルの容量
注

フォルダ名は TP1/LiNKインス
トールフォルダ

一時クローズ処理要
求が到着していない
かどうかを検査する

ユーザサーバ名 オンの場合
set polling_control_data = Y

オフの場合
set polling_control_data = N

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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ソケットの再利用指
示を受信できる契機
を与えるインタバル
時間

ユーザサーバ名 set thread_yield_interval = インタ
バル時間

TCP/IPの受信バッ
ファサイズ

ユーザサーバ名 set ipc_recvbuf_size = 受信バッファ
サイズ

TCP/IPの送信バッ
ファサイズ

ユーザサーバ名 set ipc_sendbuf_size = 送信バッファ
サイズ

TP1/LiNKが常設コ
ネクションを自動管
理する

ユーザサーバ名 オンの場合
set rpc_rap_auto_connect = Y

オフの場合
set rpc_rap_auto_connect = N

常設コネクション問
い合わせ間隔最大時
間

ユーザサーバ名 set rpc_rap_inquire_time = 最大時
間

サービス関数をリト
ライする最大回数

ユーザサーバ名 set rpc_service_retry_count = 最大
回数

サービス関数実行監
視時間

ユーザサーバ名 set service_expiration_time = 監視
時間

サービス単位にスケ
ジュールサービスの
動作を指定
• サービス名

ユーザサーバ名 scdsvcdef -c サービス名 -p 同時実行
可能なサービス数 -n キューイング可
能なサービス要求数 -l キューイング
可能なサービス要求データ格納プー
ル長× 1024

サービス単位にスケ
ジュールサービスの
動作を指定
• 同時実行可能な
サービス数

ユーザサーバ名 scdsvcdef -c サービス名 -p 同時実行
可能なサービス数 -n キューイング可
能なサービス要求数 -l キューイング
可能なサービス要求データ格納プー
ル長× 1024

サービス単位にスケ
ジュールサービスの
動作を指定
• キューイング可
能なサービス要
求数

ユーザサーバ名 scdsvcdef -c サービス名 -p 同時実行
可能なサービス数 -n キューイング可
能なサービス要求数 -l キューイング
可能なサービス要求データ格納プー
ル長× 1024

サービス単位にスケ
ジュールサービスの
動作を指定
• キューイング可
能なサービス要
求データ格納
プール長

ユーザサーバ名 scdsvcdef -c サービス名 -p 同時実行
可能なサービス数 -n キューイング可
能なサービス要求数 -l キューイング
可能なサービス要求データ格納プー
ル長× 1024

システム再開始時，
自動起動する

ユーザサーバ名 オンの場合
set node_down_restart = Y

オフの場合
set node_down_restart = N

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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表 C-3　GUIと定義ファイルの関連（SUP環境設定）

UAPトレース格納
最大数

ユーザサーバ名 set uap_trace_max = UAPトレース
格納最大数

スケジュール遅延限
界経過時間

ユーザサーバ名 set schedule_delay_limit = スケ
ジュール遅延限界経過時間

スケジュール遅延時
にシステムダウンす
る

ユーザサーバ名 オンの場合
set schedule_delay_abort = Y

オフの場合
set schedule_delay_abort = N

［リソースマネ
ジャ拡張子設定］

リソースマネジャ名
リソースマネジャ拡
張子
リソースマネジャ接
続先選択機能を使用
する

ユーザサーバ名 リソースマネジャ接続先選択機能を
使用するがオンの場合

trnrmid -n リソースマネジャ名 
-k -i 拡張子 ,¥
拡張子 ,¥
…
拡張子

リソースマネジャ接続先選択機能を
使用するがオフの場合

trnrmid -n リソースマネジャ名 
-i 拡張子 ,¥
拡張子 ,¥
…
拡張子

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容

［SUP環境設定］ プログラム名 ユーザサーバ名 set module = "プログラム名 "

優先順位
• プロセス

ユーザサーバ名 set nice = 優先順位

ユーザサーバの環
境変数
• グローバル

usrrc putenv 環境変数名 ¥
 環境変数値

ユーザサーバの環
境変数
• ローカル

ユーザサーバ名 putenv 環境変数名 ¥
 環境変数値

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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自動起動設定 usrconf dcsvstrt -u ユーザサーバ名 1,…
ユーザサーバ名 7,¥
ユーザサーバ名 8,…ユーザサーバ名
14,¥
…
ユーザサーバ名 n
注

1行に記述できるユーザサーバ
名の最大数は 7です。一つの
dcsvstrtで指定できるユーザ
サーバ名の最大数は 50です。
指定したユーザサーバ群は並列
に起動され，すべて起動されて
から次のコマンドを実行しま
す。dcsvstrtを指定できる最大
数は 5です。

［SUP詳細設定］ トランザクション
属性

ユーザサーバ名 オンの場合
set atomic_update = Y

オフの場合
set atomic_update = N

トランザクション
ブランチ限界経過
時間

ユーザサーバ名 set trn_expiration_time = 限界経過
時間

子トランザクショ
ンブランチを監視
時間に含める

ユーザサーバ名 オンの場合
set 
trn_expiration_time_suspend 
= Y

オフの場合
set 
trn_expiration_time_suspend 
= N

最大応答待ち時間 ユーザサーバ名 set watch_time = 最大応答待ち時間

ソケット用ファイ
ル記述子の最大数

ユーザサーバ名 set max_socket_descriptors = 最大
数

ソケットの一時ク
ローズ開始数／ソ
ケットの一時ク
ローズ非対象数

ユーザサーバ名 set ipc_sockctl_highwater = 開始数
,非対象数

一時クローズ要求
の応答監視時間

ユーザサーバ名 set ipc_sockctl_watchtime = 応答監
視時間

RPCトレースを取
得するファイルの
容量

ユーザサーバ名 set rpc_trace = Y
set rpc_trace_name = "フォルダ名
/spool/save/rpctrc/ユーザサーバ名
"
set rpc_trace_size = ファイルの容
量
注

フォルダ名は TP1/LiNKイン
ストールフォルダ

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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表 C-4　GUIと定義ファイルの関連（RAPサービス環境設定）

TCP/IPの受信
バッファサイズ

ユーザサーバ名 set ipc_recvbuf_size = 受信バッファ
サイズ

TCP/IPの送信
バッファサイズ

ユーザサーバ名 set ipc_sendbuf_size = 送信バッ
ファサイズ

TP1/LiNKが常設
コネクションを自
動管理する

ユーザサーバ名 オンの場合
set rpc_rap_auto_connect = Y

オフの場合
set rpc_rap_auto_connect = N

常設コネクション
問い合わせ間隔最
大時間

ユーザサーバ名 set rpc_rap_inquire_time = 最大時
間

システム再開始時，
自動起動する

ユーザサーバ名 オンの場合
set node_down_restart = Y

オフの場合
set node_down_restart = N

SUP異常終了時，
再起動する

ユーザサーバ名 オンの場合
set auto_restart = Y

オフの場合
set auto_restart = N

連続異常終了限界
経過時間

ユーザサーバ名 set term_watch_time = 経過時間

UAPトレース格納
最大数

ユーザサーバ名 set uap_trace_max = UAPトレース
格納最大数

［リソースマネジャ
拡張子設定］

リソースマネジャ
名
リソースマネジャ
拡張子
リソースマネジャ
接続先選択機能を
使用する

ユーザサーバ名 リソースマネジャ接続先選択機能を
使用するがオンの場合

trnrmid -n リソースマネジャ名 
-k -i 拡張子 ,¥
拡張子 ,¥
…
拡張子

リソースマネジャ接続先選択機能を
使用するがオフの場合

trnrmid -n リソースマネジャ名 
-i 拡張子 ,¥
拡張子 ,¥
…
拡張子

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容

［RAPサービス環
境設定］

RAPサービスの
ポート番号
• ポート番号

RAPサービス名 set rap_listen_port = ポート番号

RAPサービスのプ
ロセス数
• 常駐

RAPサービス名 set rap_parallel_server = 常駐数

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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優先順位
• プロセス

RAPサービス名 set nice = 優先順位

ダイナミックコネ
クションスケ
ジュール機能

RAPサービス名 オンの場合
set 
rap_connection_assign_type = 
dynamic

オフの場合
set 
rap_connection_assign_type = 
static

最大クライアント
数

RAPサービス名 set rap_max_client = 最大クライア
ント数

自動起動設定 usrconf dcsvstrt -u ユーザサーバ名 1,…
ユーザサーバ名 7,¥
ユーザサーバ名 8,…ユーザサーバ名
14,¥
…
ユーザサーバ名 n
注

1行に記述できるユーザサーバ
名の最大数は 7です。一つの
dcsvstrtで指定できるユーザ
サーバ名の最大数は 50です。
指定したユーザサーバ群は並列
に起動され，すべて起動されて
から次のコマンドを実行しま
す。dcsvstrtを指定できる最大
数は 5です。

［RAPサービス詳
細設定］

トランザクション
ブランチ限界経過
時間

RAPサービス名 set trn_expiration_time = 限界経過
時間

子トランザクショ
ンブランチを監視
時間に含める

RAPサービス名 オンの場合
set 
trn_expiration_time_suspend 
= Y

オフの場合
set 
trn_expiration_time_suspend 
= N

ソケット用ファイ
ル記述子の最大数

RAPサービス名 set max_socket_descriptors = 最大
数

ソケットの一時ク
ローズ開始数／ソ
ケットの一時ク
ローズ非対象数

RAPサービス名 set ipc_sockctl_highwater = 開始数
,非対象数

一時クローズ要求
の応答監視時間

RAPサービス名 set ipc_sockctl_watchtime = 応答監
視時間

ソケットウィンド
ウサイズ

RAPサービス名 set rap_max_buff_size = ウィンド
ウサイズ

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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注
rapリスナーサービス定義ファイルを変更した場合は，rapdfgenコマンドを実行してください。

 

表 C-5　GUIと定義ファイルの関連（リソースマネジャ接続）

メッセージ送受信
最大監視時間

RAPサービス名 set rap_watch_time = メッセージ送
受信最大監視時間

問い合わせ間隔最
大時間

RAPサービス名 set rap_inquire_time = 問い合わせ
間隔最大時間

最大応答待ち時間 RAPサービス名 set watch_time = 最大応答待ち時間

UAPトレース格納
最大数

RAPサービス名 set uap_trace_max = UAPトレース
格納最大数

RPCトレースを取
得するファイルの
容量

RAPサービス名 set rpc_trace = Y
set rpc_trace_name = "フォルダ名
/spool/save/rpctrc/RAPサービス名
"
set rpc_trace_size = ファイルの容
量
注

フォルダ名は TP1/LiNKイン
ストールフォルダ

リカバリ要求用待
機 rapサーバ数

RAPサービス名 set rap_recovery_server = 待機 rap
サーバ数

rapリスナー終了
時のコネクション
切断待ち時間

RAPサービス名 set rap_term_disconnect_time = コ
ネクション切断待ち時間

rapサーバ割り当
て待ち要求の滞留
監視時間

RAPサービス名 set rap_stay_watch_time = 滞留監
視時間

滞留警告メッセー
ジの出力間隔

RAPサービス名 set rap_stay_warning_interval = 
出力間隔

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容

［リソースマネジャ
接続］

TP1/Message 
Queue接続時

sysconf set mqa_conf = Y

TP1/Messaging接
続時

sysconf dcsvstrt -m _mumngr

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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付録 C　GUIと定義ファイルの関連
（凡例）－：該当項目なし

［OPEN，CLOSE
文字列］

－ trn MS_SQL_Server接続時
trnstring -n MS_SQL_Server -i 
拡張子 ¥
 -o "トランザクションサービス
OPEN文字列 "¥
 -c "トランザクションサービス
CLOSE文字列 "¥
 -O "ユーザサーバ OPEN文字
列 "¥
 -C "ユーザサーバ CLOSE文字
列 "

Oracle接続時
trnstring -n Oracle_XA -e -i 拡
張子 ¥
 -o "トランザクションサービス
OPEN文字列 "¥
 -O "ユーザサーバ OPEN文字
列 "

HiRDB接続時
trnstring -n 
HiRDB_DB_SERVER

［オプション］ トランザクション
サービスの環境変
数

trn putenv 環境変数名 ¥
 環境変数値

リソースマネジャ
オープンエラー時
の処置

trn TP1続行
set trn_wait_rm_open = 
continue

TP1停止
set trn_wait_rm_open = stop

オープン処理をリトライ後，TP1続
行

set trn_wait_rm_open = 
retry_continue

オープン処理をリトライ後，TP1停
止

set trn_wait_rm_open = 
retry_stop

リトライ間隔 trn set trn_retry_interval_rm_open = 
リトライ間隔

リトライ回数 trn set trn_retry_count_rm_open = リ
トライ回数

プリペア，コミッ
ト最適化
• HiRDBのプリペ
ア，コミット最
適化を抑止する

trn オンの場合
trnstring -n 
HiRDB_DB_SERVER -d

オフの場合
trnstring -n 
HiRDB_DB_SERVER

GUI名 設定項目 定義ファイル名 設定内容
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付録 D　参照するマニュアルの制限事項
付録 D　参照するマニュアルの制限事項
巻頭の <関連マニュアル >で示すマニュアルは，TP1/LiNKと OpenTP1（TP1/Server 
Base）で共用となっています。そのため，関連マニュアルの記述には TP1/Server Base
だけで使えて TP1/LiNKでは使えない機能の説明があります。

ここでは，関連マニュアルの内容のうち，TP1/LiNKでは使えない機能について説明し
ます。

付録 D.1　TP1/LiNKでは使えない機能
TP1/LiNKでは，同一バージョン・リビジョンの TP1/Server Base相当の機能を使用で
きます。ただし，次に示す機能は使えません。

• 次に示すユーザデータを管理する機能
DAMファイルサービス（TP1/FS/Direct Access）
TAMファイルサービス（TP1/FS/Table Access）
ISTサービス（TP1/Shared Table Access）
トランザクション機能付きの ISAMファイルサービス（ISAM/B）
任意のファイルの排他制御

• デッドロック情報の出力
• XATMIインタフェース機能
• 通信プロトコルに OSI TPを使ったリモートプロシジャコール
• ゲートウェイを使った他社オープンシステムとの通信
• 他社アプリケーションソフトへのメッセージログの通知
• OpenTP1のセキュリティ機能
• マルチノード機能（TP1/Multi）
• リソースマネジャモニタ（TP1/Resource Manager Monitor）
• ソケット受信型サーバの作成
• オンラインテスタ（TP1/Online Tester，TP1/Message Control/Tester）
• ユーザサーバ開始時にパラメタを渡すコマンド（dcsvstart -a）
• 名前付きパイプを使ったユーザサーバのスケジュール
• ドメイン修飾をしたサービス要求
• オフラインテスタ（TP1/Offline Tester）
• rapクライアントマネジャ
• 未決着トランザクション情報ファイルの作成
• システム定義のチェックコマンド（dcdefchk）
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付録 D　参照するマニュアルの制限事項
付録 D.2　TP1/Clientの機能のうち，TP1/LiNKでは使えない
機能
マニュアル「OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/Client/W，TP1/Client/P編」また
は「OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/Client/J編」の TP1/ Server Baseに関連す
る記述のうち，TP1/LiNKでは使えない機能の一覧を次に示します。

• XATMIインタフェース機能
• オンラインテスタ機能
• クライアント拡張サービスのポート番号の指定
• トランザクションブランチ CPU時間監視
• トランザクションブランチ統計情報取得の指定
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシ
ステムサービス定義との対応

TP1/LiNK環境設定 GUIの項目および TP1/Server Baseシステムサービス定義の対応関
係を表 E-1～表 E-5に示します。なお，TP1/LiNKで設定できない TP1/Server Baseシ
ステムサービス定義については，デフォルト値が適用されます。

表 E-1　TP1/LiNKの環境設定と TP1/ Server Baseシステムサービス定義との対応（シス
テム環境設定）

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義

［システム環境設定］ ネームサービスのポート番号 システム共通定義
name_port

ノード識別子 システム共通定義
node_id

ユーザ認証機能 システム共通定義
client_uid_check

RPCオプション
トレース取得

システム共通定義
rpc_trace

RPCオプション
データ圧縮

システム共通定義
rpc_datacomp

サーバ数
SUP
SPP
閉塞状態を引き継ぐサーバ，
サービス数

システム環境定義
server_count
プロセスサービス定義
prc_process_count
スケジュールサービス定義
scd_server_count
scd_hold_recovery_count
タイマサービス定義
tim_watch_count

稼働統計情報の取得
あり
なし

システム共通定義
rpc_delay_statistics
ユーザサービスデフォルト定義
rpc_response_statistics

稼働統計情報の取得
統計ファイルサイズ

－

トランザクション機能
あり
なし

－

トランザクション機能
APの状態引き継ぎ

－

トランザクションブランチ数 トランザクションサービス定義
trn_tran_process_count
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
スケジュールサービスのポー
ト番号

スケジュールサービス定義
scd_port

システムを構成するノード システム共通定義
all_node

サーチパス プロセスサービス定義
prcsvpath

［クライアントサー
ビス環境設定］

CUPからトランザクション
を実行する

システムサービス構成定義
clt_conf
クライアントサービス定義
clt_trn_conf

実行プロセス数
常駐
非常駐

クライアントサービス定義
parallel_count

実行プロセス数
サービス滞留数

クライアントサービス定義
balance_count

CUPから常設コネクション
を確立する

システムサービス構成定義
clt_conf
クライアントサービス定義
clt_cup_conf

確立プロセス数
常駐
非常駐

クライアントサービス定義
cup_parallel_count

確立プロセス数
サービス滞留数

クライアントサービス定義
cup_balance_count

［RPC詳細設定］ 最大応答待ち時間 システム共通定義
ネームサービス定義
トランザクションサービス定義
watch_time

コネクション確立監視時間 システム共通定義
ipc_conn_interval

RPCをリトライする システム共通定義
rpc_retry

サービス要求送信リトライ回
数最大値

システム共通定義
rpc_retry_count

サービス要求送信リトライ間
隔時間

システム共通定義
rpc_retry_interval

サービス情報領域の大きさ ネームサービス定義
name_total_size

サービス情報キャッシュ領域
の大きさ

ネームサービス定義
name_cache_size

システムを構成するノードに
起動通知を行う

システム共通定義
name_notify

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
483



付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
グローバル検索機能を使用す
る

ネームサービス定義
name_global_lookup

ドメイン定義ファイルを使用
する

システム共通定義
name_domain_file_use

all_nodeのドメイン定義ファ
イルに指定する最大ノード数

システム共通定義
all_node_extend_number

all_node_exのドメイン定義
ファイルに指定する最大ノー
ド数

システム共通定義
all_node_ex_extend_number

ノード監視機能 ネームサービス定義
name_audit_conf

ノード監視間隔時間 ネームサービス定義
name_audit_interval

ノードダウンを検知するまで
の最大待ち時間

ネームサービス定義
name_audit_watch_time

他ノードのサービス情報の有
効時間

ネームサービス定義
name_cache_validity_time

ソケット用ファイル記述子の
最大数

システム共通定義
ネームサービス定義
スケジュールサービス定義
トランザクションサービス定義
max_socket_descriptors

ソケットの一時クローズ開始
数
ソケットの一時クローズ非対
象数

システム共通定義
ネームサービス定義
スケジュールサービス定義
トランザクションサービス定義
ipc_sockctl_highwater

一時クローズ要求の応答監視
時間

システム共通定義
ネームサービス定義
スケジュールサービス定義
トランザクションサービス定義
ipc_sockctl_watchtime

一時クローズ処理要求が到着
していないかどうかを検査す
る

トランザクションサービス定義
polling_control_data

ソケットの再利用指示を受信
できる契機を与えるインタバ
ル時間

トランザクションサービス定義
thread_yield_interval

TCP/IPの受信バッファサイ
ズ

システム共通定義
ipc_recvbuf_size

TCP/IPの送信バッファサイ
ズ

システム共通定義
ipc_sendbuf_size

最小ポート番号 システム共通定義
rpc_port_base

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
RPCトレースを取得する
ファイルの容量

システム共通定義
rpc_trace_size

RPC送受信電文の最大長 システム共通定義
rpc_max_message_size

［ユーザサービス環
境設定］

－ システム共通定義
dcsvgdef

［リアルタイム統計
情報サービス設定］

統計情報取得間隔 リアルタイム統計情報サービス定義
rts_trcput_interval

最大取得サービス数 リアルタイム統計情報サービス定義
rts_service_max

最大取得項目数 リアルタイム統計情報サービス定義
rts_item_max

RTSログファイルに出力し
ない

リアルタイム統計情報サービス定義
rts_log_file

RTSログファイル名 リアルタイム統計情報サービス定義
rts_log_file_name

RTSログファイルのサイズ リアルタイム統計情報サービス定義
rts_log_file_size

［リアルタイム統計
情報取得対象定義］
［リアルタイム取得
項目詳細］

－ リアルタイム統計情報サービス定義
rtsput

［リアルタイム取得
項目定義］
［リアルタイム取得
項目詳細］

イベント項目
ネーム情報：グローバル
キャッシュヒット

リアルタイム取得項目定義
rts_nam_global_cache_hit

イベント項目
ネーム情報：ローカルキャッ
シュヒット

リアルタイム取得項目定義
rts_nam_local_cache_hit

イベント項目
ネーム情報：サービス情報の
検索回数

リアルタイム取得項目定義
rts_nam_lookup

イベント項目
ネーム情報：指定参照先ノー
ドへのサービス検索の送信回
数

リアルタイム取得項目定義
nam_node_lookup

イベント項目
ネーム情報：指定参照先ノー
ドからのサービス検索の応答
受信回数

リアルタイム取得項目定義
rts_nam_node_lookup_responce

イベント項目
共用メモリ管理情報：静的共
用メモリの使用サイズ

リアルタイム取得項目定義
rts_osl_stamem_acq

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
イベント項目
共用メモリ管理情報：静的共
用メモリプールの必要最大サ
イズ

リアルタイム取得項目定義
rts_osl_stamem_pol

イベント項目
共用メモリ管理情報：動的共
用メモリの使用サイズ

リアルタイム取得項目定義
rts_osl_dynmem_acq

イベント項目
共用メモリ管理情報：動的共
用メモリプールの必要最大サ
イズ

リアルタイム取得項目定義
rts_osl_dynmem_pol

イベント項目
プロセス情報：プロセス生成

リアルタイム取得項目定義
rts_prc_prc_genert

イベント項目
プロセス情報：UAP異常終
了

リアルタイム取得項目定義
rts_prc_uap_abnml

イベント項目
プロセス情報：システムサー
バ異常終了

リアルタイム取得項目定義
rts_prc_sys_abnml

イベント項目
プロセス情報：プロセス終了

リアルタイム取得項目定義
rts_prc_prc_term

イベント項目
プロセス情報：起動プロセス
数

リアルタイム取得項目定義
rts_prc_prc_num

イベント項目
RPC情報：RPCコール（同
期応答型）

リアルタイム取得項目定義
rts_rpc_rpc_call

イベント項目
RPC情報：RPCコール（連
鎖 RPC型）

リアルタイム取得項目定義
rts_rpc_rpc_call_chained

イベント項目
RPC情報：ユーザサービス
実行

リアルタイム取得項目定義
rts_rpc_usr_srvc

イベント項目
RPC情報：RPCタイムアウ
ト

リアルタイム取得項目定義
rts_rpc_rpc_ovrtim

イベント項目
スケジュール情報：スケ
ジュール待ち

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_scd_wait

イベント項目
スケジュール情報：スケ
ジュール

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_schedule

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
イベント項目
スケジュール情報：メッセー
ジ格納バッファプールの使用
中サイズ

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_using_buf

イベント項目
スケジュール情報：メッセー
ジ格納バッファプールの不足
でスケジュールできなかった
メッセージサイズ

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_lack_buf

イベント項目
スケジュール情報：スケ
ジュール滞留

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_scd_stay

イベント項目
スケジュール情報：サービス
単位のスケジュール待ち

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_svc_scd_wait

イベント項目
スケジュール情報：サービス
単位のメッセージ格納バッ
ファプールの使用中サイズ

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_svc_using_buf

イベント項目
スケジュール情報：同時実行
サービス数

リアルタイム取得項目定義
rts_scd_parallel

イベント項目
トランザクション情報：コ
ミット

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_commit

イベント項目
トランザクション情報：ロー
ルバック

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_rollback

イベント項目
トランザクション情報：コマ
ンドによるコミット

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_cmt_cmd

イベント項目
トランザクション情報：コマ
ンドによるロールバック

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_rbk_cmd

イベント項目
トランザクション情報：コマ
ンドによるハザード

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_haz_cmd

イベント項目
トランザクション情報：コマ
ンドによるミックス

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_mix_cmd

イベント項目
トランザクション情報：ブラ
ンチ実行時間

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_branch

イベント項目
トランザクション情報：ブラ
ンチ同期点処理の実行時間

リアルタイム取得項目定義
rts_trn_sync_point

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
イベント項目
XAリソースサービス情報：
Start()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_start

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Start()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_start_err

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Call()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_call

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Call()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_call_err

イベント項目
XAリソースサービス情報：
End()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_end

イベント項目
XAリソースサービス情報：
End()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_end_err

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Prepare()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_prepare

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Prepare()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_prepare_err

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Commit()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_commit

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Commit()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_commit_err

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Rollback()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_rollback

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Rollback()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_rollback_err

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Recover()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_recover

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Recover()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_recover_err

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
イベント項目
XAリソースサービス情報：
Forget()要求

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_forget

イベント項目
XAリソースサービス情報：
Forget()要求エラー

リアルタイム取得項目定義
rts_xar_forget_err

［XAリソースサービ
ス環境設定］

XAリソースサービスを使用
する

トランザクションサービス定義
trn_xar_use

アイドル状態のトランザク
ションブランチの監視時間

XAリソースサービス定義
xar_session_time

オンライン用 XARファイル
を作成するフォルダ名

XAリソースサービス定義
xarfile -t online

バックアップ用 XARファイ
ルを作成するフォルダ名

XAリソースサービス定義
xarfile -t backup

MSDTC連携機能を使用する XAリソースサービス定義
xar_msdtc_use

XARファイルのレコード長 該当定義なし
（xarinitコマンドの -sオプションに相当）

［ノード自動追加機
能設定］

ノードの動作モード システム共通定義
name_service_mode

マネジャノードのノード名 システム共通定義
name_manager_node

停止を検知したノードのノー
ド情報をノードリストから削
除する

システム共通定義
name_remove_down_node

ノーマルノードのノード情報
をノードリストに登録する

システム共通定義
name_node_add_policy

OpenTP1起動時のノードリ
スト要求応答待ち時間

ネームサービス定義
name_start_watch_time

OpenTP1起動時のノードリ
スト要求リトライ回数

ネームサービス定義
name_start_retry_count

OpenTP1起動時のノードリ
スト要求リトライ間隔

ネームサービス定義
name_start_retry_interval

ノードリスト要求でエラーが
発生した場合の処理

ネームサービス定義
name_start_error

ノードリスト同期待ち時間 ネームサービス定義
name_sync_ready_time

ノードリストファイルを作成
するフォルダ名
ノードリストファイルを読み
込む条件

ネームサービス定義
namnlfil

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
（凡例）－：該当項目なし

表 E-2　TP1/LiNKの環境設定と TP1/ Server Baseシステムサービス定義との対応（SPP
環境設定）

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義

［SPP環境設定］ サービスグループ名 ユーザサービス定義
service_group

プログラム名 ユーザサービス定義
module

プロセス数
常駐
非常駐

ユーザサービス定義
parallel_count

優先順位
プロセス

ユーザサービス定義
nice

優先順位
スケジュール

ユーザサービス定義
schedule_priority

スケジュール情報
サービス滞留数

ユーザサービス定義
balance_count

スケジュール情報
サービスの最大入力データ長

ユーザサービス定義
message_buflen

スケジュール情報
サービス要求データ格納プー
ル長

ユーザサービス定義
message_store_buflen

登録するサービス
サービス名
エントリポイント名
UAP共用ライブラリ（DLL）
名

ユーザサービス定義
service

ユーザサーバの環境変数
グローバル

ユーザサービスデフォルト定義
putenv

ユーザサーバの環境変数
ローカル

ユーザサービス定義
putenv

自動起動設定 ユーザサービス構成定義
dcsvstart

［SPP詳細設定］ トランザクション属性 ユーザサービス定義
atomic_update

トランザクションブランチ限
界経過時間

ユーザサービス定義
trn_expiration_time

子トランザクションブランチ
を監視時間に含める

ユーザサービス定義
trn_expiration_time_suspend

SPP異常終了時，閉塞しない ユーザサービス定義
hold

連続異常終了限界経過時間 ユーザサービス定義
term_watch_time
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
システム再開始時，閉塞状態
を引き継ぐ

ユーザサービス定義
hold_recovery

サービス単位に閉塞管理する ユーザサービス定義
service_hold

連続サービス異常終了限界経
過時間

ユーザサービス定義
service_term_watch_time

最大応答待ち時間 ユーザサービス定義
watch_time

連鎖 RPC間隔監視時間 ユーザサービス定義
watch_next_chain_time

ソケット用ファイル記述子の
最大数

ユーザサービス定義
max_socket_descriptors

ソケットの一時クローズ開始
数
ソケットの一時クローズ非対
象数

ユーザサービス定義
ipc_sockctl_highwater

一時クローズ要求の応答監視
時間

ユーザサービス定義
ipc_sockctl_watchtime

RPCトレースを取得する
ファイルの容量

ユーザサービス定義
rpc_trace
rpc_trace_name
rpc_trace_size

一時クローズ処理要求が到着
していないかどうかを検査す
る

ユーザサービス定義
polling_control_data

ソケットの再利用指示を受信
できる契機を与えるインタバ
ル時間

ユーザサービス定義
thread_yield_interval

TCP/IPの受信バッファサイ
ズ

ユーザサービス定義
ipc_recvbuf_size

TCP/IPの送信バッファサイ
ズ

ユーザサービス定義
ipc_sendbuf_size

TP1/LiNKが常設コネクショ
ンを自動管理する

ユーザサービス定義
rpc_rap_auto_connect

常設コネクション問い合わせ
間隔最大時間

ユーザサービス定義
rpc_rap_inquire_time

サービス関数をリトライする
最大回数

ユーザサービス定義
rpc_service_retry_count

サービス関数実行監視時間 ユーザサービス定義
service_expiration_time

サービス単位にスケジュール
サービスの動作を指定
サービス名

ユーザサービス定義
scdsvcdef

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
表 E-3　TP1/LiNKの環境設定と TP1/ Server Baseシステムサービス定義との対応（SUP
環境設定）

サービス単位にスケジュール
サービスの動作を指定
同時実行可能なサービス数

ユーザサービス定義
scdsvcdef

サービス単位にスケジュール
サービスの動作を指定
キューイング可能なサービス
要求数

ユーザサービス定義
scdsvcdef

サービス単位にスケジュール
サービスの動作を指定
キューイング可能なサービス
要求データ格納プール長

ユーザサービス定義
scdsvcdef

システム再開始時，自動起動
する

ユーザサービス定義
node_down_restart

UAPトレース格納最大数 ユーザサービス定義
uap_trace_max

スケジュール遅延限界経過時
間

ユーザサービス定義
schedule_delay_limit

スケジュール遅延時にシステ
ムダウンする

ユーザサービス定義
schedule_delay_abort

［リソースマネジャ
拡張子設定］

リソースマネジャ拡張子 ユーザサービス定義
trnrmid

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義

［SUP環境設定］ プログラム名 ユーザサービス定義
module

優先順位
プロセス

ユーザサービス定義
nice

ユーザサーバの環境変数
グローバル

ユーザサービスデフォルト定義
putenv

ユーザサーバの環境変数
ローカル

ユーザサービス定義
putenv

自動起動設定 ユーザサービス構成定義
dcsvstart

［SUP詳細設定］ トランザクション属性 ユーザサービス定義
atomic_update

トランザクションブランチ限
界経過時間

ユーザサービス定義
trn_expiration_time

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
表 E-4　TP1/LiNKの環境設定と TP1/ Server Baseシステムサービス定義との対応（RAP
サービス環境設定）

子トランザクションブランチ
を監視時間に含める

ユーザサービス定義
trn_expiration_time_suspend

最大応答待ち時間 ユーザサービス定義
watch_time

ソケット用ファイル記述子の
最大数

ユーザサービス定義
max_socket_descriptors

ソケットの一時クローズ開始
数
ソケットの一時クローズ非対
象数

ユーザサービス定義
ipc_sockctl_highwater

一時クローズ要求の応答監視
時間

ユーザサービス定義
ipc_sockctl_watchtime

RPCトレースを取得する
ファイルの容量

ユーザサービス定義
rpc_trace
rpc_trace_name
rpc_trace_size

TCP/IPの受信バッファサイ
ズ

ユーザサービス定義
ipc_recvbuf_size

TCP/IPの送信バッファサイ
ズ

ユーザサービス定義
ipc_sendbuf_size

TP1/LiNKが常設コネクショ
ンを自動管理する

ユーザサービス定義
rpc_rap_auto_connect

常設コネクション問い合わせ
間隔最大時間

ユーザサービス定義
rpc_rap_inquire_time

システム再開始時，自動起動
する

ユーザサービス定義
node_down_restart

SUP異常終了時，再起動す
る

ユーザサービス定義
auto_restart

連続異常終了限界経過時間 ユーザサービス定義
term_watch_time

UAPトレース格納最大数 ユーザサービス定義
uap_trace_max

［リソースマネジャ
拡張子設定］

リソースマネジャ拡張子 ユーザサーバ名
trnrmid

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義

［RAPサービス環境
設定］

RAPサービスのポート番号 rapリスナーサービス定義
rap_listen_port

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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RAPサービスのプロセス数
常駐

rapリスナーサービス定義
rap_parallel_server

優先順位
プロセス

rapリスナーサービス定義
nice

ダイナミックコネクションス
ケジュール機能

rapリスナーサービス定義
rap_connection_assign_type

最大クライアント数 rapリスナーサービス定義
rap_max_client

自動起動設定 ユーザサービス構成定義
dcsvstart

［RAPサービス詳細
設定］

トランザクションブランチ限
界経過時間

rapリスナーサービス定義
trn_expiration_time

子トランザクションブランチ
を監視時間に含める

rapリスナーサービス定義
trn_expiration_time_suspend

ソケット用ファイル記述子の
最大数

rapリスナーサービス定義
max_socket_descriptors

ソケットの一時クローズ開始
数
ソケットの一時クローズ非対
象数

ユーザサービス定義
ipc_sockctl_highwater

一時クローズ要求の応答監視
時間

ユーザサービス定義
ipc_sockctl_watchtime

ソケットウィンドウサイズ rapリスナーサービス定義
rap_max_buff_size

メッセージ送受信最大監視時
間

rapリスナーサービス定義
rap_watch_time

問い合わせ間隔最大時間 rapリスナーサービス定義
rap_inquire_time

最大応答待ち時間 rapリスナーサービス定義
watch_time

UAPトレース格納最大数 rapリスナーサービス定義
uap_trace_max

RPCトレースを取得する
ファイルの容量

rapリスナーサービス定義
rpc_trace
rpc_trace_name
rpc_trace_size

リカバリ要求用待機 rapサー
バ数

rapリスナーサービス定義
rap_recovery_server

rapリスナー終了時のコネク
ション切断待ち時間

rapリスナーサービス定義
rap_term_disconnect_time

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 E　TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシステムサービス定義との対応
表 E-5　TP1/LiNKの環境設定と TP1/ Server Baseシステムサービス定義との対応（リ
ソースマネジャ接続）

（凡例）－：該当項目なし

rapサーバ割り当て待ち要求
の滞留監視時間

rapリスナーサービス定義
rap_stay_watch_time

滞留警告メッセージの出力間
隔

rapリスナーサービス定義
rap_stay_warning_interval

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義

［リソースマネジャ
接続］

TP1/Message Queue接続時 システムサービス構成定義
mqa_conf

TP1/Messaging接続時 システムサービス構成定義
dcsvstart

［OPEN，CLOSE文
字列］

－ トランザクションサービス定義
trnstring

［OPEN，CLOSE文
字列一覧］

－ トランザクションサービス定義
trnstring

［オプション］ トランザクションサービスの
環境変数

トランザクションサービス定義
putenv

リソースマネジャオープンエ
ラー時の処置
TP1続行
TP1停止
オープン処理をリトライ後，
TP1続行
オープン処理をリトライ後，
TP1停止

トランザクションサービス定義
trn_wait_rm_open

リトライ間隔 トランザクションサービス定義
trn_retry_interval_rm_open

リトライ回数 トランザクションサービス定義
trn_retry_count_rm_open

プリペア，コミット最適化 トランザクションサービス定義
trnstring

TP1/LiNK TP1/Server Base

GUI名 設定項目 システムサービス定義
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付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式
付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式
共用メモリ，ステータスファイルの容量，および稼働統計情報ファイルの容量の見積も
り式について説明します。

付録 F.1　共用メモリの見積もり式
TP1/LiNKシステムでのシステムサーバが，システム開始から終了までに占有する共用
メモリ（マップドファイル）の総量は，次の表に従って算出したメモリ量の合計値に安
全値（1.3）を乗算した値として，システムの開始時に自動的に確保されます。

TP1/Messagingの共用メモリ量は，マニュアル「TP1/Messaging 使用の手引」を基に算
出して加算してください。

表 F-1　静的共用メモリのサイズの算出法

項番 コンポーネント
名

サイズまたはサイズ算出式（単位：バイト）

1 スケジューラ 48160＋（（scd_server_count＋3）×1216）
＋（scd_hold_recovery_count×160）
　I
＋Σ（サービスグループIのmessage_store_buflen＋128）
　I=0
＋（J×128）＋（K×128）
　L
＋Σ（サービスグループLのサービス数×64＋192）
　L=0
　M
＋Σ（サービスグループMのサービス数×128＋64）
　M=0

2 ロックサーバ 62144

3 トランザクショ
ンマネジャ

2048＋1280×（RM名＋RM拡張子の数）
＋（816＋128×（RM名＋RM拡張子の数）＋128×32）
＋↓（63＋4×（RM名＋RM拡張子の数）÷32↓×32）
×trn_tran_process_count×2＋128
＋（32＋（512＋（（RM名＋RM拡張子の数）＋32）×10）
×↑（trn_tran_process_count）÷10↑＋32

4 タイマサーバ 32×（trn_tran_process_count＋scd_server_count）＋1440

5 ジャーナルサー
バ

49120

6 プロセスサーバ 944×（server_count＋54）＋60624

7 システムマネ
ジャ

128×（server_count＋57）＋6024＋ユーザサーバ定義数×1024

8 ネームサーバ （name_total_size＋name_cache_size）×1024

9 性能トレース取
得サービス

prf_traceオペランドに Nを指定した場合
共用メモリの所要量は，1024バイトです。

prf_traceオペランドに Yを指定した場合
共用メモリの所要量は，1551360バイトです。
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付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式
（凡例）
I：SPP定義数（scd_server_countに指定した数の SPP定義数。見積もりの対象となる SPP定
義は，ユーザサーバ（ファイル）名の昇順で抽出されます）
J：マルチスケジューラグループ数
K：マルチスケジューラデーモン数
L：サービス単位の閉塞管理をするように指定した SPP定義数（SPP詳細設定）
M：サービス単位にスケジュールサービスの動作を指定した SPP定義数（SPP詳細設定）
scd_server_count：SPP数（システム環境設定）
scd_hold_recovery_count：閉塞状態を引き継ぐサーバ，サービス数（システム環境設定）
message_store_buflen：サービス要求データ格納プール長（SPP環境設定）
trn_tran_process_count：トランザクションブランチ数（システム環境設定）
server_count：SUP数＋ SPP数（システム環境設定）
name_total_size：サービス情報領域の大きさ（システム環境設定－ RPC詳細設定）
name_cache_size：サービス情報キャッシュ領域の大きさ（システム環境設定－ RPC詳細設
定）
rap_parallel_server：RAPサービスのプロセス数（RAPサービス環境設定）
rap_max_client：最大クライアント数（RAPサービス環境設定）
xar_file_record_size：XARファイルのレコード長（XAリソースサービス環境設定）
max_message_store_buflen：サービス要求データ格納プール長（SPP環境設定）の最大値
↑↑：小数点以下を切り上げます。
↓↓：小数点以下を切り捨てます。

表 F-2　動的共用メモリのサイズの算出法

（凡例）

10 rapリスナー／
rapサーバ

1024＋148×rap_parallel_server
＋↑rap_parallel_server/8↑260×rap_max_client

11 XAリソースサー
ビス

MSDTC連携機能を使用しない場合
↑（（672＋288×trn_tran_process_count）÷32）↑×32＋32

MSDTC連携機能を使用する場合
↑（（672＋xar_file_record_size×trn_tran_process_count）
÷32）↑×32＋32

12 メッセージ
キューシステム
コール分

16＋（72＋12×↑max_message_store_buflen÷512↑）
×（scd_server_count＋5）

13 リアルタイム統
計情報サービス

64

項番 コンポーネント
名

サイズまたはサイズ算出式（単位：バイト）

1 リアルタイム統
計情報サービス

304＋（↑（4×rts_service_max）／8↑×8）
＋（104×（rts_service_max＋1））
＋（144×rts_item_max×（rts_service_max＋1））

項番 コンポーネント
名

サイズまたはサイズ算出式（単位：バイト）
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付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式
rts_service_max：リアルタイム統計情報サービスで，統計情報を取得する対象の最大数（リア
ルタイム統計情報サービス設定）
rts_item_max：リアルタイム統計情報サービスで，一つの取得対象で統計情報を取得できるイ
ベントの最大数（リアルタイム統計情報サービス設定）
↑↑：小数点以下を切り上げます。

付録 F.2　ステータスファイル容量の見積もり式
（1） ステータスファイルのレコード数

TP1/LiNKシステムでのシステムサーバが，システム開始から終了までに必要なステー
タスファイルのレコード数は，次に示す式に従って自動的にシステムの開始時に確保さ
れます。計算式の単位は，レコード数です。

（各サービスに必要なレコード数※1の総和＋ステータスファイルの管理に必要なレコー
ド数※2の総和）×1.2※3

注※ 1
↑（表F-3に示す「1キー当たりのステータスファイル使用容量」
÷（32768－40））↑×（表F-3に示す「「キー数」）
↑↑は，小数点以下を切り上げます。

注※ 2
↑（各サービスに必要なレコード数＋8776
＋↑（8192÷（32768－40））↑×16）÷（32768－40）↑
↑↑は，小数点以下を切り上げます。

注※ 3
安全値です。

表 F-3　各サービスの 1キー当たりのステータスファイル使用量とキー数

（凡例）
A：SUP数（システム環境設定）＋ SPP数（システム環境設定）＋ 54
B：SPP数（システム環境設定）
C：↑トランザクションブランチ数（システム環境設定）÷ 10↑
　↑↑は，小数点以下を切り上げます。

項番 項目 1キー当たりのステータスファイル使用量（単位：バイ
ト）

キー
数

1 システムマネジャ A×128＋2432 1

2 スケジュールサービス B×144＋128 1

3 トランザクションジャーナ
ルサービス

32＋448＋128×（RM名＋RM拡張子の数）＋4096）×
10

C

4 トランザクションサービス 256＋1220×（RM名＋RM拡張子の数） 1

5 XAリソースサービス 64 1
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付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式
（2） ステータスファイルの容量

ステータスファイルの容量は次に示す算出式で求めます。

ステータスファイルの容量（単位：バイト）＝（必要なレコード数）×32768×2

TP1/Messagingのステータスファイルの容量は，マニュアル「TP1/Messaging 使用の手
引」を基に算出して加算してください。

付録 F.3　稼働統計情報ファイル容量の見積もり式
TP1/LiNKシステムでの稼働統計情報ファイルの容量を見積もるために，次に示す式で
オンライン開始から終了までに発生する統計情報のジャーナル総量を求めます。

稼働統計情報ファイルの容量（単位：バイト）
＝オンライン開始から終了までに取得する統計情報のジャーナル量※
＋4096
×（オンライン開始から終了までにUAPから呼び出すTP1/LiNKのRPC回数の総和）

注※
オンライン開始から終了までに取得する統計情報のジャーナル量は，次に示す式で
求めます。
（↑（j＋240）÷4096↑×nb＋↑（（b－j×nb）＋240）÷4096↑）×4096×N

（凡例）
↑↑：小数点以下を切り上げます。
j：32000
nb：↓ b÷ j↓
　↓↓は，小数点以下を切り捨てます。
b：（80＋ ak× 24）× as
ak：dcstatsコマンドの -kオプションに指定した統計情報種別を数値にしたも
の。次の数値に置き換わります（-kオプションの指定を省略した場合は 117）。
　rpc：4
　prc：3
　nam：3
　scd：4
　trn：2
　osl：19
as：dcstatsコマンドに指定したユーザサーバ数に関する値（何も指定しない場
合は 1）。
　-aオプションを指定した場合：全ユーザサーバ数（SUP数＋ SPP数）＋ 1
　-sオプションを指定した場合：dcstatsコマンドに指定したユーザサーバ数＋
1
　-aオプションまたは -sオプションを指定しない場合で，dcstatsコマンドに
ユーザサーバを指定した場合：指定したユーザサーバ数
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付録 F　共用メモリとファイル容量の見積もり式
N：稼働統計開始から終了までの時間を，取得間隔時間の指定値で割った値
（統計情報の取得回数）

実際に用意する稼働統計情報ファイルの総容量は，次に示す式で求めます。

稼働統計情報ファイルの総容量（単位：バイト）
＝稼働統計情報ファイルの容量×1.2（安全値）＋81920
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
付録 G　バージョンアップ時の変更点
各バージョンでの変更点を次に示す分類ごとに示します。

• GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除
• 動作の変更
• GUI，関数，定義およびコマンドのデフォルト値の変更

付録 G.1　07-06での変更点
TP1/LiNK 07-06での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除を次の表に示しま
す。

表 G-1　TP1/LiNK 07-06での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除

種別 分類 内容

追加 GUI ［システム環境設定］ウィンドウの［システムを構成するノード］欄に［ノード
自動追加機能設定 (4)...］ボタンを追加

［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ネームサービス］タブに［他ノードの
サービス情報の有効時間 (O)］テキストボックスを追加

［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ソケット］タブに［TCP/IPの受信
バッファサイズ (H)］テキストボックスを追加

［RPC詳細設定］ダイアログボックスの［ソケット］タブに［TCP/IPの送信
バッファサイズ (O)］テキストボックスを追加

［ノード自動追加機能設定］ダイアログボックスを追加

［リソースマネジャ拡張子設定］ダイアログボックスを追加

関数 dc_trn_rm_select

CBLDCTRN('RMSELECT')

定義 システム共通定義
• fil_prf_trace_delay_timeオペランド 
• fil_prf_trace_optionオペランド

rapリスナーサービス定義
• scs_prf_trace_levelオペランド

コマンド prfedコマンド
• -vオプション

prfgetコマンド
• -fオプションの指定値に _flを追加

trncmtコマンド
• -qオプション

trnrbkコマンド
• -qオプション
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
TP1/LiNK 07-06での動作の変更を次の表に示します。

表 G-2　TP1/LiNK 07-06での動作の変更

trnfgtコマンド
• -qオプション

dcalzprfコマンド

nammstrコマンド

namndoptコマンド

namndrmコマンド

namnldspコマンド

namsvinfコマンド
• -xオプション

削除 なし

分類 内容

GUI ［システム環境設定］ウィンドウの［ノード名 (N)］にサービス情報優先度指定
機能 (:high)を指定できるように変更

［RPC詳細設定］ダイアログボックス［ネームサービス］タブの［ドメイン定
義ファイルを使用する (F)］で使用有無を決定するドメイン定義ファイルに，優
先選択ノードの定義ファイルを追加

Microsoft SQL Serverでも設定できるように［OPEN，CLOSE文字列一覧］
および［OPEN，CLOSE文字列］ダイアログボックスを変更

［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［トランザクション］タブの［リソー
スマネジャ拡張子 (D)］テキストボックスを［リソースマネジャ拡張子設定
(D)...］ボタンに変更

［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［RPC］タブの［TCP/IPの受信バッ
ファサイズ (H)］テキストボックスに 0を指定できるように変更

［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［RPC］タブの［TCP/IPの送信バッ
ファサイズ (O)］テキストボックスに 0を指定できるように変更

［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［トランザクション］タブの［リソー
スマネジャ拡張子 (D)］テキストボックスを［リソースマネジャ拡張子設定
(D)...］ボタンに変更

［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［RPC］タブの［TCP/IPの受信バッ
ファサイズ (H)］テキストボックスに 0を指定できるように変更

［SUP詳細設定］ダイアログボックスの［RPC］タブの［TCP/IPの送信バッ
ファサイズ (O)］テキストボックスに 0を指定できるように変更

定義 性能検証用トレース取得サービスの稼働数，および関連する定義を変更

コマンド 次のコマンドの出力形式を変更
• namsvinf

種別 分類 内容
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
付録 G.2　07-02での変更点
TP1/LiNK 07-02での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除を次の表に示しま
す。

表 G-3　TP1/LiNK 07-02での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除

メッセージ KFCA26954-W，KFCA26956-W，KFCA26965-E，KFCA27790-W
• 出力情報に，送信元 IPアドレスと送信元ポート番号の情報を追加

KFCA00974-I，KFCA00976-I，KFCA00977-I
• 出力情報に -qオプションを追加

その他 次に示すイベントトレース情報を取得するように変更
• FILイベントトレース

静的共用メモリの算出式を変更

種別 分類 内容

追加 GUI ［SPP環境設定］ダイアログボックスに［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］
テキストボックスを追加

［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［閉塞］タブに［サービス単位の閉塞管
理をする (S)］チェックボックスを追加

［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［閉塞］タブに［連続サービス異常終了
限界経過時間 (T)］テキストボックスを追加

［SPP詳細設定］ダイアログボックスの［サービス関数］タブに［サービス単位
にスケジュールサービスの動作を指定］欄を追加

［システム環境設定］ウィンドウに［閉塞状態を引き継ぐサーバ，サービス数
(1)］スピンボックスを追加

［TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP］ウィンドウに［サービス (V)...］ボタ
ンを追加

［サービス閉塞管理］ダイアログボックスを追加

［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックスで次のスケジュール情報イベ
ント項目を追加
• サービス単位のスケジュール待ち
• サービス単位のメッセージ格納バッファプールの使用中サイズ
• 同時実行サービス数

［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスの［応答時間］タブに［最大応答
待ち時間 (T)］テキストボックスを追加

［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスの［その他］タブに［rapリス
ナー終了時のコネクション切断待ち時間 (T)］テキストボックスを追加

［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスの［その他］タブに［rapサーバ
割り当て待ち要求の滞留監視時間 (S)］テキストボックスを追加

［RAPサービス詳細設定］ダイアログボックスの［その他］タブに［滞留警告
メッセージの出力間隔 (W)］テキストボックスを追加

分類 内容
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
TP1/LiNK 07-02での動作の変更を次の表に示します。

表 G-4　TP1/LiNK 07-02での動作の変更

関数 dc_log_audit_print

CBLDCADT('PRINT   ')

定義 システム共通定義
• nam_prf_trace_levelオペランド

XAリソースサービス定義
• xar_prf_trace_levelオペランド

XAR性能検証用トレース定義
• prf_file_sizeオペランド

プロセスサービス定義
• prc_prf_traceオペランド

ログサービス定義
• log_audit_outオペランド
• log_audit_pathオペランド
• log_audit_sizeオペランド
• log_audit_countオペランド
• log_audit_messageオペランド

rapリスナーサービス定義
• log_audit_out_suppressオペランド
• log_audit_messageオペランド

ユーザサービスデフォルト定義
• log_audit_out_suppressオペランド
• log_audit_messageオペランド

ユーザサービス定義
• log_audit_out_suppressオペランド
• log_audit_messageオペランド

コマンド dcauditsetupコマンド

prfgetコマンド
• -fオプションの指定値に _nm，_xr，_pr

nambladコマンド

scdlsコマンド
• -cオプション
• -aeオプション
• -eオプション
• -tオプション

削除 なし

分類 内容

GUI なし

種別 分類 内容
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
TP1/LiNK 07-02での GUI，関数，定義およびコマンドのデフォルト値の変更はありま
せん。

付録 G.3　07-01での変更点
TP1/LiNK 07-01での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除を次の表に示しま
す。

表 G-5　TP1/LiNK 07-01での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除

関数 なし

定義 なし

コマンド なし

メッセージ なし

その他 監査ログ機能を追加

rapクライアントからの要求が，rapサーバ割り当て待ちで［RAPサービス詳
細設定］ダイアログボックスの［滞留警告メッセージの出力間隔 (W)］の指定
値を超えて滞留した場合に，KFCA27764-Wメッセージを出力するように変更

リアルタイム統計情報サービスの開始時に，RTSログファイルのバックアップ
ファイルを作成するように変更

種別 分類 内容

追加 GUI ［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスに［MSDTC連携機能を
使用する (M)］チェックボックスを追加

［XAリソースサービス環境設定］ダイアログボックスに［XARファイルのレ
コード長 (R)］テキストボックスを追加

関数 なし

定義 なし

コマンド dcpplistコマンド

dcrasgetコマンド

xarlsコマンドの -rオプション

その他 XAリソースサービスを使用した RPCコールにデータ圧縮機能を追加

変更 GUI なし

関数 なし

定義 なし

コマンド xarforceコマンド
• -tオプションに指定する「OpenTP1トランザクション ID」の最大文字数
（56文字）を 80文字に拡大
• -uオプションに指定する「クライアントトランザクション ID」の最大文字数
（256文字）を 280文字に拡大

分類 内容
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
TP1/LiNK 07-01での動作の変更を次の表に示します。

表 G-6　TP1/LiNK 07-01での動作の変更

TP1/LiNK 07-01での GUI，関数，定義およびコマンドのデフォルト値の変更はありま
せん。

付録 G.4　07-00での変更点
TP1/LiNK 07-00での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除を次の表に示しま
す。

表 G-7　TP1/LiNK 07-00での GUI，関数，定義およびコマンドの追加と削除

xarlsコマンド
• 表示する「OpenTP1トランザクション ID」の最大文字数（56文字）を 80
文字に拡大

• 表示する「クライアントトランザクション ID」の最大文字数（256文字）を
280文字に拡大

分類 内容

GUI なし

関数 なし

定義 なし

コマンド rtseditコマンドの -mオプションの出力結果に RTSログファイルのバージョン
情報を追加

xarlsコマンドの -cオプションの出力結果に「DID情報」，「ノード ID情報」，
および「MSDTC連携で使用する回復情報」を追加

メッセージ 自ノードと同じノード識別子を指定したノードから通信を受信した場合に，
KFCA00677-Wメッセージを出力するように変更

その他 rapリスナーおよび RTSSPP（リアルタイム統計情報サービスの拡張機能）に
対して，次に示すコマンドが有効にならないように変更
scdchprc，scdhold，scdrles，scdrsprc

XAリソースサービスで連携するアプリケーションサーバからの End要求で内
部矛盾が発生した場合，rapサーバは，次に示すアボートコードで終了して，
トランザクション処理をロールバックオンリーに遷移するように仕様を改善
Jend006，Jend007，Jend008，Jend009，Jend010，Jend011

種別 分類 内容

追加 GUI RPC詳細設定ダイアログボックスの応答待ち時間タグに［コネクション確立
監視時間 (W)］テキストボックスを追加

RPC詳細設定ダイアログボックスのネームサービスタグに［ノード監視機能
を使用する (C)］ドロップダウンリストボックスを追加

種別 分類 内容
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
TP1/LiNK 07-00での動作の変更を次の表に示します。

表 G-8　TP1/LiNK 07-00での動作の変更

RPC詳細設定ダイアログボックスのネームサービスタグに［ノード監視間隔
時間 (V)］テキストボックスを追加

RPC詳細設定ダイアログボックスのネームサービスタグに［ノードダウンを
検知するまでの最大待ち時間 (W)］テキストボックスを追加

RPC詳細設定ダイアログボックスのその他タグに［RPC送受信電文の最大長
(M)］テキストボックスを追加

［システム環境設定］ウィンドウに［リアルタイム統計情報の取得］欄（［サー
ビス設定 (F)...］ボタン，［取得項目設定 (H)...］ボタン）を追加

［リアルタイム統計情報サービス設定］ダイアログボックス

［リアルタイム取得項目定義ファイル一覧］ダイアログボックス

［リアルタイム統計情報取得対象定義］ダイアログボックス

［リアルタイム取得項目定義］ダイアログボックス

［リアルタイム取得項目詳細］ダイアログボックス

関数 dc_rts_utrace_put

CBLDCRTS('RTSPUT ')

定義 なし

コマンド rtseditコマンド

rtslsコマンド

rtsstatsコマンド

dcsetupmlコマンド

dcdlsコマンド

dcmakeconコマンド

削除 なし

分類 内容

GUI なし

関数 なし

定義 なし

コマンド なし

メッセージ KFCA00107-Eメッセージの詳細情報を，モジュール名称から OpenTP1ファ
イルシステム名に変更

KFCA00854-Eメッセージに「格納できなかったメッセージサイズ」の情報を
追加

種別 分類 内容
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付録 G　バージョンアップ時の変更点
TP1/LiNK 07-00での GUI，関数，定義およびコマンドのデフォルト値の変更はありま
せん。

その他 JP1/AJS2-SO用サンプルシナリオテンプレートのコマンド優先度（「なし」）を
「3」に変更

マルチ OpenTP1セットアップ方式を変更

分類 内容
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付録 H　TP1/LiNK Q&A
TP1/LiNKを操作する上で疑問が起こりやすい内容について，Q&A形式で説明します。
TP1/LiNKを使うときの問題解決のヒントとして活用してください。

　

Q.1Q.1Q.1Q.1

OpenTP1管理者を決めなければいけないのはなぜですか。OSの最高権限を持つユーザ（シス
テム管理者など）が OpenTP1管理者を兼ねてはいけませんか。

A.1
システム管理者（Administrators）以上の権限があるユーザはすべて TP1/LiNKを
操作できるので，Windowsで認証できるようにする必要があります。
また，OpenTP1管理者のパスワードが第三者に簡単に変更されないようにしておく
ことも重要です。

Q.2Q.2Q.2Q.2

TP1/LiNKを開始すると，システムメッセージが次々と表示されますが，どのメッセージが表示
された時点で TP1/LiNKの開始処理が正常に終わったことになるのでしょうか。

A.2
TP1/LiNKが正常に開始したことを知らせるのは，メッセージ ID　KFCA01809-I
です。次に KFCA00806-Iが表示されて，ユーザサーバへのスケジュールが開始し
ます。したがって，KFCA00806-Iが表示されることで，TP1/LiNKの開始処理が正
常に終わったと見なしてください。

Q.3Q.3Q.3Q.3

アプリケーション（ユーザサーバ）の常駐プロセス数と非常駐プロセス数は，幾つずつ指定す
るのが適切でしょうか。

A.3
次に示す内容を参考にしてください。

常駐プロセス数の指定数
TP1/LiNKの稼働中に，そのユーザサーバへ同時にサービスが要求されたとき
に，同時に実行したい数を指定してください。

非常駐プロセス数の指定数
TP1/LiNKの処理がピークに達して，一定時間サービス要求が増えるときに，
増える分のサービス数を指定してください。指定した数のプロセスがサービス
の滞留数に応じて起動され，サービス要求を処理します。サービスの滞留数が
減ってくると非常駐プロセスは停止されるため，オンラインの負荷が低いとき
には資源を節約できます。
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付録 H　TP1/LiNK Q&A
サービスの滞留数の指定数
サービスの滞留数は，dc_rpc_call関数がタイムアウトになる時間（180秒）内
にシステムで処理できる分の数を指定してください。
ユーザサーバのプロセスが常駐プロセスだけのときと，非常駐プロセスがある
ときでは，次のように処理が異なります。
• 常駐プロセスだけのとき（非常駐プロセスがない）
サービスの滞留数で指定した数のサービス要求を，TP1/LiNKのシステムに
滞留させます。先に処理しているサービス要求が終了してから，順次滞留し
ているサービス要求を処理します。

• 非常駐プロセスを指定してあるとき
（サービスの滞留数×起動プロセス数（常駐＋非常駐））で示す数だけのサー
ビス要求を TP1/LiNKのシステムに滞留させ，サービスの滞留数の値まで滞
留した時点で，非常駐プロセスがサービス要求を処理します。

Q.4Q.4Q.4Q.4

常駐プロセスと非常駐プロセスが起動するタイミングはいつですか。

A.4
次に示します。

常駐プロセスの起動と停止
TP1/LiNKと一緒に開始する指定のユーザサーバは，TP1/LiNKの開始処理が
終わったときに常駐プロセスの起動が完了します。TP1/LiNKと一緒に開始し
ないユーザサーバは，ユーザサーバをオンライン中に開始するコマンドが正常
に実行できたときに常駐プロセスの起動が完了します。常駐プロセスは，ユー
ザサーバが停止するとき（オペレータが停止するコマンドを実行，または TP1/
LiNKが終了するとき）に停止します。

非常駐プロセスの起動と停止
クライアント UAPから dc_rpc_call関数でサービスを要求され，次に示す条件
をすべて満たしたときに，非常駐プロセスが起動します。
• 該当するユーザサーバの常駐プロセスがすべて処理中である。
• サービスの滞留数が，指定した値に達した。

非常駐プロセスは，サービスの滞留数が指定した値以下になると，処理を終え
たプロセスから順次停止します。

Q.5Q.5Q.5Q.5

SPPと SUPの運用の違いは何ですか。

A.5
SPPと SUPでは，開始方法には違いはありません。どちらも TP1/LiNKと一緒に
開始させたり，TP1/LiNKの実行中に任意に開始させたりできます。開始させたあ
とには，SPPと SUPで違いがあります。
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付録 H　TP1/LiNK Q&A
SPPは，TP1/LiNKのサービスを実現するアプリケーションです。そのため，効率
的にサービス要求を処理できるように，複数のプロセスで実行できます（マルチ
サーバ）。また，クライアントからのサービス要求に意図的にエラーを返して不要な
再実行を防げるように，SPPを閉塞したりオンライン中に終了したりできます。
SUPは，TP1/LiNKのサーバでクライアントの役割だけをするアプリケーションで
す。一つのプロセスだけで実行するため，マルチサーバは使えません。また，SUP
を閉塞させることもできません。

Q.6Q.6Q.6Q.6

システムの運用中に，ディスク容量に空きがなくなることがあります。TP1/LiNKが使うファイ
ルのうち，削除して差し支えないファイルはどれでしょうか。

A.6
TP1/LiNKが使うファイルのうち，次に示すファイルは削除しても運用には差し支
えありません。ただし，いったん削除したファイルは回復できませんので注意して
ください。
• UAPトレースファイル（%DCDIR%¥spool¥save¥trc¥フォルダ下のユーザサー
バ名 .nnnファイル（nnnはプロセス ID））

• RPCトレースファイル（%DCDIR%¥spool¥rpctr1，rpctr2，rpctrl，および
%DCDIR%¥spool¥save¥rpctrc¥フォルダ下のファイル）

• 共用メモリダンプファイル（%DCDIR%¥spool¥shmdump）
• 退避コアファイル（%DCDIR%¥spool¥save¥フォルダ下のファイル）

Q.7Q.7Q.7Q.7

TP1/LiNKで使うデータのうち，バックアップを取る必要があるものを教えてください。

A.7
「2.2.3　バックアップを取得しておくフォルダ」で説明したファイルは，バックアッ
プを取得しておくことをお勧めします。
バックアップを取るときは，TP1/LiNKをいったん停止させてください。TP1/LiNK
の稼働中にバックアップを取るのは避けてください。

Q.8Q.8Q.8Q.8

TP1/LiNKで使う環境変数には，どのようなものがありますか。

A.8
TP1/LiNKでは，"DC"で始まる環境変数を使っています。TP1/LiNKで使う代表的
な環境変数と，変数に定義してある内容を示します。
• DCDIR（OpenTP1ホームディレクトリ）
• DCCONFPATH（TP1/LiNKの定義ファイルを格納するフォルダ）
• DCSVNAME（ユーザサーバ名）
• DCSVGNAME（サービスグループ名（SPPの場合だけ参照できます））
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付録 H　TP1/LiNK Q&A
そのほかにも，環境変数 PATHには，TP1/LiNKのコマンドのサーチパスが設定し
てあります。これらの環境変数はすべて TP1/LiNKで設定されます。運用中にこれ
らの値を変更（再設定）しないでください。
環境変数を参照する時は，OSの機能を使ってください。

Q.9Q.9Q.9Q.9

TP1/LiNKを組み込んでセットアップするときに，環境変数 DCDIRを設定する必要はあります
か。

A.9
TP1/LiNKの組み込み時には DCDIRを参照しないので，設定しておく必要はあり
ません。A.8で示す環境変数は，TP1/LiNKのセットアップの過程で自動的に設定さ
れます。

Q.10Q.10Q.10Q.10

トランザクションの処理からほかのマシンのユーザサーバへサービスを要求するとトランザク
ションの処理を拡張できますが，どの範囲まで拡張できますか。

A.10
TP1/LiNKまたは TP1/Server Baseのユーザサーバの場合は，トランザクション属
性に指定しておけば，システム間にわたる処理をトランザクションにできます。こ
れ以外のマシン間で通信する場合は，トランザクション処理にはできません。なお，
TP1/LiNKでは一つのトランザクションブランチから生成する子トランザクション
ブランチ（発行する dc_rpc_call関数）の最大数は 32です。

Q.11Q.11Q.11Q.11

TP1/LiNKと TP1/Server Baseでは，何が異なるのでしょうか。

A.11
TP1/LiNKは，OpenTP1システムを比較的小規模な部門に適用できるようにしてい
ます。そのため，TP1/Server Baseに比べ，使える機能に制限があります。より大
規模なシステムでオンライントランザクション機能を構築する場合には，TP1/
Server Baseへのアップグレードをお勧めします。TP1/Server Baseが使える適用
OSについては，OpenTP1のマニュアルを参照するか，当社社員または当社営業部
員にお尋ねください。

Q.12Q.12Q.12Q.12

TP1/LiNKで使うデータベースのセキュリティは，どのように管理しているのでしょうか。

A.12
TP1/LiNKでは，データベースのアクセスでセキュリティのチェックはしていませ
ん。DBMSや OSで使えるセキュリティの機能で対処してください。
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Q.13Q.13Q.13Q.13

マニュアルやヘルプのほかに TP1/LiNKに関する情報を知りたいときには，どうしたらよいです
か。

A.13
当社社員または当社営業部員にお尋ねください。
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付録 I　用語解説
付録 I　用語解説

（英字）

AP（Application Program）
TP1/LiNKの業務処理を総称してアプリケーションといいます。アプリケーションとして作成する
プログラムをアプリケーションプログラム（AP）またはユーザアプリケーションプログラム
（UAP）といいます。アプリケーションプログラムを TP1/LiNKに登録して，サーバとして業務を
実行するプロセスをユーザサーバといいます。

CUP（Client User Program）
OpenTP1クライアント機能のアプリケーションプログラムのことです。TP1/LiNKのサーバに，リ
モートプロシジャコールを使ってサービスを要求します。CUPの詳細については，マニュアル
「OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/Client/W，TP1/Client/P編」，またはマニュアル
「OpenTP1 クライアント使用の手引 TP1/Client/J編」を参照してください。

DBMS（Database Management System）
データベースを管理するためのソフトウェアのことです。DBMSは，複数の利用者が同時にデータ
を更新しても，矛盾が起こらないように管理しています。さらに，セキュリティ機能を備えた
DBMSもあります。TP1/LiNKを DBMSと連携して使うことで，より効率の良いクライアント／
サーバシステムを構築できます。

DTP（Distributed Transaction Processing）モデル
オープンシステムの標準化を目的とした団体である X/Openが規定する，分散処理システムモデル
のことです。DTPモデルは，トランザクション処理を管理，実行するトランザクションマネジャ
（TM），各種資源を管理するリソースマネジャ（RM），および業務処理をするアプリケーション
（AP）から構成されます。また，アプリケーション間の通信を管理するコミュニケーションリソー
スマネジャ（CRM）も DTPモデルに含まれます。

MQI（Message Queue Interface）
メッセージキューイング機能を使った通信をする場合に，アプリケーションで使う命令文（API）の
ことです。MQIは，WebSphere MQで標準化しています。

MQシステム
メッセージキューイング機能のキューマネジャがあるシステム（ノード）のことです。

OpenTP1管理者
TP1/LiNKを管理する，OSの利用者のことです。setup.exeを実行して，TP1/LiNKをセットアッ
プする操作をしたシステム管理者が OpenTP1管理者となります（Administrators以上のユーザは
すべて OpenTP1管理者と同じ権限になります）。
OpenTP1管理者は，TP1/LiNKを使う上で重要な権限を持つユーザです。システムの機密保護上，
利用者名称にはパスワードを必ず設定して，限られたユーザだけが OpenTP1管理者の利用者名称
を使えるようにしてください。
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OpenTP1ホームディレクトリ
TP1/LiNKで使う各種フォルダやファイルを格納しているディレクトリのことです。TP1/LiNKを
組み込むときには，OpenTP1ホームディレクトリのフォルダ名（ディレクトリ名）を指定します。
TP1/LiNKでは，OpenTP1ホームディレクトリを DCDIRという環境変数で管理しています。

RAPサービス
リモート API機能を使うときに必要な，TP1/LiNKのサービスのことです。RAPサービスはクライ
アントから来る APIをいったん受け取って，TP1/LiNKのユーザサーバへのサービス要求を代行し
ます。RAPサービスは，ユーザサーバ（SUP）と同じ操作で開始したり終了したりできます。
TP1/LiNKのシステムでは，OpenTP1のリモート API機能での rapリスナーと rapサーバを総称
して RAPサービスと表記します。

RM（Resource Manager）
分散処理システムで資源を管理するソフトウェア製品の総称です。TP1/LiNKでは，次に示すソフ
トウェア製品をリソースマネジャとして使えます。
• OpenTP1のリソースマネジャ

TP1/Messaging，TP1/Message Queue※

• 市販アプリケーションソフトのリソースマネジャ
ORACLEなど各種 DBMS，Microsoft SQL Server，HiRDB

OpenTP1のリソースマネジャを使う場合は，TP1/LiNKの環境設定でリソースマネジャ名を登録す
る必要があります。また，トランザクション処理のアプリケーションからリソースマネジャへアク
セスするときは，トランザクション制御用オブジェクトファイルが必要です。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行です。発行時期
をご確認ください。

RPC（Remote Procedure Call）
アプリケーションのプロセス間で通信する機能のことです。TP1/LiNKのアプリケーションは，ほ
かのシステムと RPCで通信します。RPCでサービスを要求するときは，通信相手がネットワーク
のどのノードにあるかを意識する必要はありません。

SPP（Service Providing Program）
TP1/LiNKのアプリケーションのうち，ファイルへのアクセスなどサーバの役割をするプログラム
のことです。

SUP（Service Using Program）
TP1/LiNKのアプリケーションのうち，SPPに処理を要求するだけの，クライアント専用のプログ
ラムのことです。

TM（Transaction Manager）
トランザクション処理を管理および実行する機能のことです。

TP（Transaction Processing）モニタ
トランザクション処理の監視および制御をするソフトウェアのことです。オンラインシステムを構
築するための基盤となる機能を提供しています。TPモニタには，ほかのシステムとデータをやり取
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りするための通信機能，トランザクションを効率的に処理するためのスケジュール機能，トラブル
が起こってもデータとトランザクションの消失や不整合を防ぐ回復機能があります。
TP1/LiNKでは，TPモニタの機能をオプションで提供しています。TP1/LiNKを TPモニタとして
使うときは，環境設定でトランザクション機能を使う指定をしてください。

UAP（User Application Program）
アプリケーションの業務をプログラムとして作成したものです。アプリケーションプログラムとも
いいます。UAPは TP1/LiNKのユーザサーバです。

UAP共用ライブラリ
UAP共用ライブラリとは，ダイナミックリンクライブラリ（DLL）と同義です。
一般に拡張子が「.dll」であるファイルを指します。

WebSphere MQ
米国 IBM社が開発した，メッセージ蓄積型の通信を実現する製品群のことです。TP1/LiNKでは，

TP1/Message Queue※を使うとメッセージ蓄積型の通信ができるようになります。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行です。発行時期
をご確認ください。

（ア行）

アプリケーション
→ AP（Application Program）を参照してください。

（カ行）

稼働統計情報
稼働中のユーザサーバおよび TP1/LiNKのシステムサービスに関する各種情報を稼働統計情報とい
います。稼働統計情報を編集出力すると，TP1/LiNKの稼働状況を知ることができます。この情報
を参照して，TP1/LiNKのシステム構成を検討できます。

環境変数
プログラムの処理で有効になる値を定義した変数のことです。TP1/LiNKで環境変数を定義すると
きは，該当するユーザサーバだけに有効になる環境変数（ローカルな環境変数）と TP1/LiNKの
ユーザサーバすべてで有効になる環境変数（グローバルな環境変数）を選べます。

監査ログ
システム構築者，運用者，および使用者が TP1/LiNKのプログラムに対して実行した操作，および
その操作に伴うプログラムの動作の履歴が出力されるファイルのことです。監査ログには「いつ」，
「だれが」，「何をしたか」などが記録されます。そのため，システムの使用状況，不正アクセスなど
を監査する資料として使用できます。
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キューマネジャ
メッセージキューイング機能を管理するソフトウェア製品のことです。メッセージキューイング機
能を使って通信するシステムには，キューマネジャが必要になります。TP1/LiNKでメッセージ

キューイング機能を使う場合は，TP1/Message Queue※がキューマネジャの役割をします。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行です。発行時期
をご確認ください。

クライアント／サーバ
プログラムとプログラムの通信方法の一つです。業務処理を依頼する方をクライアント，要求を受
けて業務を実行する方をサーバといいます。
クライアント／サーバとは，プログラム間の相対的な関係を示す用語です。サーバからさらにサー
バへサービスを要求したときは，サービスを要求したサーバはクライアントになります。

（サ行）

サービス
クライアント／サーバシステムでは，クライアントから要求された手続きを総称してサービスとい
います。アプリケーションのコーディング時には，C言語の場合は関数として，COBOL言語の場
合はサブルーチンとして，サービスを作成します。

サービス関数動的ローディング機能
UAP共用ライブラリ化したサービス関数を，動的にローディングする（読み込む）機能のことで
す。UAP共用ライブラリ化とは，UAPのソースファイルを翻訳（コンパイル）して作成した UAP
オブジェクトファイルを結合（リンケージ）して，共用ライブラリとしてまとめることです。
サービス関数動的ローディング機能を使うと，サービス関数を追加または削除する場合に，スタブ
の変更，および SPPの実行形式ファイルの再生成をしなくても，［SPP環境設定］ダイアログボッ
クスの［UAP共用ライブラリ (DLL)名 (F)］を変更するだけでサービス関数を追加または削除でき
ます。SPP起動時にサービス関数をローディングするため，SPPの実行形式ファイル作成時には，
スタブおよびサービス関数は不要です。

サービスグループ
TP1/LiNKのアプリケーション（SPP）は，クライアントからの手続き要求を処理するサービスの
集合です。このことから，アプリケーションのことをサービスグループといいます。TP1/LiNKで
は，サービスグループはアプリケーションの実行形式ファイルであり，ユーザサーバでもあります。
TP1/LiNKのリモートプロシジャコールの関数 dc_rpc_callでは，サービスを要求するときにサービ
スグループ名とサービス名を引数に設定します。

システムサービス
TP1/LiNKのアプリケーションをユーザサーバということに対して，TP1/LiNKの個々の機能を指
してシステムサービスといいます。システムサービスには，TP1/LiNKの状態を管理するステータ
スサービスやトランザクション機能を管理するトランザクションサービスなどがあります。

シナリオ
シナリオテンプレートを業務に関連付けて運用手順として実行できるようにしたものです。JP1/
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AJS2 - Scenario Operationが，シナリオテンプレートをシナリオとして JP1/AJSに登録し，JP1/
AJS2が実行します。

シナリオジョブ
シナリオジョブテンプレートを業務に関連付けて運用手順として実行できるようにしたものです。
JP1/AJS2 - Scenario Operationが使用します。シナリオ中に定義されたコマンド，シェルスクリプ
ト，Windows実行ファイルなどを定義したオブジェクトです。

シナリオジョブテンプレート
JP1/AJS2 - Scenario Operationが使用するシナリオテンプレートの部品です。シナリオテンプレー
ト中に定義されたコマンド，シェルスクリプト，Windows実行ファイルなどを定義しています。
TP1/LiNKでは，シナリオテンプレートを利用する運用で使用します。

シナリオテンプレート
運用手順を，テンプレート（ひな形）として部品化したものです。JP1/AJS2 - Scenario Operation
が使用します。TP1/LiNKでは，シナリオテンプレートを利用する運用で使用します。

シナリオ変数
JP1/AJS2 - Scenario Operationで，運用環境によって変化する情報を，シナリオに応じてあらかじ
め設定しておく変数です。TP1/LiNKのフォルダ情報などを設定します。

シナリオライブラリ
JP1/AJS2 - Scenario Operationで，シナリオテンプレートを管理するフォルダです。

スケジュール機能
ユーザサーバを負荷の量に応じて起動させたり停止させたりする，TP1/LiNKの機能です。スケ
ジュールとプロセスを管理することで，負荷を分散したり，使うプロセスを抑えたりでき，プロセ
スが増え過ぎて性能が下がるのを避けることができます。

スタブ
リモートプロシジャコールに必要な，アプリケーションにリンケージするライブラリのことです。
サービスを提供するユーザサーバ（SPP）を実行形式プログラムにするときに，スタブをリンケー
ジさせます。
スタブのソースファイルは，ユーザサーバの実行環境を設定するときに自動的に生成されます。
スタブについては，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してください。

ステータスサービス
TP1/LiNKのシステムサービスの一つで，アプリケーションの実行状態など，システム内の各種情
報を管理します。

（タ行）

ディレクトリ【UNIXの用語】
UNIX OSの木構造のファイル管理のうち，ファイルを持つテーブルの役割をするファイルです。最
上位のディレクトリをルートディレクトリといい，各ディレクトリはルートディレクトリの下に作
成します。ルートディレクトリはスラント（/）で表記します。
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ディレクトリの下にはファイルを格納できます。ディレクトリの下にディレクトリを作成すること
もできます。
Windowsでは，ディレクトリのことをフォルダといいます。

データベースマネジメントシステム
→ DBMS（Database Management System）を参照してください

同期点
トランザクション処理の区切りのことです。トランザクション処理を有効にする同期点処理をコ
ミットといい，トランザクション処理を無効にする同期点処理をロールバックといいます。アプリ
ケーションプログラムの同期点処理については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」の
トランザクション制御に関する説明を参照してください。

ドメイン
ネットワークを論理的に区切った単位のことです。
ドメイン内の TP1/LiNKシステムをサーバマネージャで開始できます。

トランザクション
ファイルからデータを読み出して，変更したデータを書き込む処理（更新処理）では，データの一
貫性を保持するため，途中で分けられません。このような処理の単位をトランザクションといいま
す。トランザクションの処理結果は，有効にするか無効にするかのどちらかに必ず決められます。

トランザクション機能
TP1/LiNKのアプリケーションの処理を，トランザクションとする機能です。トランザクション機
能を使うと，TP1/LiNKを TPモニタとして使えます。

トランザクションサービス
TP1/LiNKのシステムサービスの一つで，トランザクション処理で使う資源を管理します。一部の
リソースマネジャ（例　HiRDB）と TP1/LiNKを XAインタフェースで接続するときは，リソース
マネジャの環境を設定するときにトランザクションサービスの環境変数を設定する必要があります。

トランザクションマネジャ
→ TM（Transaction Manager）を参照してください。

（ナ行）

ノード間負荷バランス機能
複数のノードで，同じサービスグループ名のユーザサーバがそのサービスグループ名でサービスを
要求されたときに，どちらのノードのユーザサーバでも処理できるようにする負荷分散の形態です。
ノードのスケジュール状態に応じて，より効果的に処理できるノードへ負荷を分散させます。ノー
ド間負荷バランス機能については，マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手引」を参照してくだ
さい。
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（ハ行）

プロセス
ユーザサーバまたは TP1/LiNKが，OSの作業領域を使う処理をプロセスといいます。TP1/LiNK
では，ユーザサーバのプロセスが必要以上に増えたり減ったりしないように，システムで使うプロ
セスの総数を管理しています。

閉塞
ユーザサーバが異常終了したときに，TP1/LiNKがスケジュールを中止することです。異常終了し
たユーザサーバを閉塞することで，クライアントからのサービス要求に意図的にエラーを返して，
不要な再実行や応答待ちのタイムアウトを防ぐようにしています。
閉塞の対象になるユーザサーバは SPPです。SUPは閉塞の対象になりません。
TP1/LiNKの稼働中にコマンドを実行して，意図的にユーザサーバを閉塞することもできます。
異常終了した原因を対処したあとで再びスケジュールを開始するときは，閉塞を解除します。

（マ行）

マルチサーバ
ユーザサーバのプロセスを複数起動させて，複数のサービス要求を並行して処理する機能のことで
す。マルチサーバによって，アプリケーションの処理効率が上がります。

メッセージキューイング機能
米国 IBM社が開発した，メッセージ蓄積型の通信手段のことです。アプリケーションが登録した
メッセージをキューマネジャが送受信するため，システム間の通信手順や通信障害時の処理をユー
ザサーバで意識しなくて済みます。また，アプリケーションは任意のタイミングでメッセージを扱
えるので，電子メールのような運用ができます。メッセージキューイング機能を使うには，TP1/

LiNKのシステムに TP1/Message Queue※が必要です。アプリケーションからキューへアクセスす
るときには，WebSphere MQ標準の API（MQI Message Queue Interface）を使います。

注※
TP1/LiNKの Version 7に対応する TP1/Message Queueは，現時点では未発行です。発行時期
をご確認ください

メッセージ送受信
アプリケーションがメッセージの送信（SEND）または受信（RECEIVE）を要求する通信のことで
す。メッセージ送受信は，主にメインフレームで使います。TP1/LiNKでメッセージ送受信の通信
をするときには，TP1/Messagingが必要です。

（ヤ行）

ユーザサーバ
TP1/LiNKのアプリケーション，または TP1/LiNKのアプリケーションを実行するプロセスのこと
です。アプリケーションプログラムの実行形式ファイルが，TP1/LiNKのサーバの業務をすること
からユーザサーバといいます。
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（ラ行）

リアルタイム統計情報
システム全体，サーバおよびサービス単位で，リアルタイムに出力できる統計情報を，リアルタイ
ム統計情報といいます。リアルタイム統計情報を出力することで，OpenTP1システムの稼働状況を
リアルタイムに把握でき，システムの運用管理や障害復旧を迅速に行えます。

リアルタイム統計情報サービス
システムの稼働状況をリアルタイムに把握するためのリアルタイム統計情報を管理する機能のこと
です。

リソースマネジャ
→ RM（Resource Manager）を参照してください。

リモート API機能
クライアントから実行した APIをサーバで代行できるようにする TP1/LiNKの機能のことです。
ファイアウォールを経由して通信するときに，リモート API機能を使います。
リモート API機能を使うときには，RAPサービスが必要です。

リモートプロシジャコール
→ RPC（Remote Procedure Call）を参照してください。
521





索引

記号

%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥aplib
¥フォルダ 320

%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥conf¥
フォルダ 320

%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥sourc
e¥フォルダ 321

%DCDIR%¥jp1_template¥examples¥tools
¥フォルダ 320

%DCDIR%¥sample¥template¥フォルダ 
321

%DCDIR%¥sample¥tp1link¥フォルダ 321
.NET Frameworkと連携したシステム 20

A

AP〔用語解説〕 514

C

COBOL言語用テンプレート 321
CPUのトラブルの場合 415
CUP〔用語解説〕 514

D

DBMS〔用語解説〕 514
DBMSのサーバに TP1/LiNKを使ったクラ
イアント /サーバシステム 3

dcauditsetup 407
dcdls 397
dcmakecon 399
dcsetupml 395
dcstats 387
dcsvstrt 385
DTP（Distributed Transaction Processing）
モデル〔用語解説〕 514

H

HiRDB連携時の環境設定 210

J

J2EEで動作するアプリケーションサーバと
連携したシステム 19

jnlcopy 389
jnlstts 390
jnlswpfg 394
JP1連携時の運用（JP1/Base，JP1/AJS，
および JP1/AJS2 - Scenario Operation） 
301

JP1連携時の運用（PFM - Agent for 
OpenTP1） 318

M

MCF 7
Microsoft SQL Server連携時の環境設定 

206
MQI〔用語解説〕 514
MQシステム〔用語解説〕 514
MSDTC連携機能 20

N

ntbstart 383

O

[OPEN，CLOSE文字列一覧 ]ダイアログ
ボックス 57

[OPEN，CLOSE文字列 ]ダイアログボック
ス 59

Open，Close文字列の指定 58
OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したク
ライアント /サーバシステム 18

OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したク
ライアント /サーバシステム（リモートプ
ロシジャコールの例） 19

OpenTP1_AddNode 447
OpenTP1_ChangeNodeID 448
OpenTP1_Deploy 449
OpenTP1_ScenarioAddNode 450
523



索引
OpenTP1_ScenarioScaleout 456
OpenTP1_Start 451
OpenTP1_StartUAP 452
OpenTP1_Stop 453
OpenTP1_StopUAP 453
OpenTP1_Undeploy 454
OpenTP1_UpdateDomain 455
OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時の
実行環境設定 206

OpenTP1管理者 43
OpenTP1管理者〔用語解説〕 514
OpenTP1管理者が使うフォルダとファイル
の一覧 76

OpenTP1管理者の決定 43
OpenTP1管理者の条件 43
OpenTP1ホームディレクトリ〔用語解説〕 

515
Oracle連携時の環境設定 212

P

prcpthls 401

R

rapkill 403
rapサーバ 193,295
rapサーバの限界監視時間の指定と強制停止 

403
RAPサービス 291
RAPサービス〔用語解説〕 515
[RAPサービス環境 ]ウィンドウ 190
RAPサービス環境に関する設定の初期値 82
RAPサービス環境の設定 190
RAPサービスの開始 295
RAPサービスの環境設定 190
RAPサービスの終了 295
RAPサービスの詳細設定 194
RAPサービスの設定 292
RAPサービス名とポート番号の関係 293
rapリスナー 193,292,295
RM〔用語解説〕 515
RPC〔用語解説〕 515
[RPC詳細設定 ]ダイアログボックス 95

RPCトレースの出力形式 349
RPCトレースファイル 78
RPCトレースを編集出力できます 267
RTSSPP 270
RTSSUP 270
RTSログファイルのバックアップファイル 

127

S

SPP〔用語解説〕 515
[SPP環境設定 ]ダイアログボックス 149
[SPP詳細設定 ]ダイアログボックス 156
SPPの作成手順 27
SPPの作成手順（サービス関数動的ローディ
ング機能を使う場合） 29

SPPの作成手順（スタブを使う場合） 28
SPPの実行環境の初期値 80
SPPの実行環境の設定 147
SPPのプログラムの構成 26
SPPのプログラムの構成（スタブを使う場
合） 27

SUP〔用語解説〕 515
[SUP環境設定 ]ダイアログボックス 178
[SUP詳細設定 ]ダイアログボックス 181
SUPの作成手順 31
SUPの実行環境の初期値 81
SUPの実行環境の設定 176

T

TM〔用語解説〕 515
TP（Transaction Processing）モニタ〔用語
解説〕 515

TP1/Client/Jの OpenTP1クライアント機能
を使ったクライアント /サーバシステム 
15

TP1/Client/Wまたは TP1/Client/Pの
OpenTP1クライアント機能を使ったクラ
イアント /サーバシステム 14

TP1/Extension 1 230
TP1/LiNK Q&A 509
[TP1/LiNK XARトランザクション情報 ]ダ
イアログボックス 364
524



索引
[TP1/LiNKアプリケーション管理 SPP]ウィ
ンドウ 147,336

[TP1/LiNKアプリケーション管理 SUP]
ウィンドウ 176,341

TP1/LiNKインストールフォルダへのアクセ
ス 414

TP1/LiNKオペレーション 344
[TP1/LiNKオペレーション ]ウィンドウ 

344
TP1/LiNKが異常終了したとき 414
TP1/LiNK拡張機能使用時の実行環境の設定 

230
TP1/LiNKがクライアントになるときの指定 

36
TP1/LiNKがサーバになるときの指定 36
TP1/LiNK稼働中のユーザサーバの操作 263
[TP1/LiNK稼働統計管理 ]ダイアログボック
ス 355

TP1/LiNKコントロール 334
[TP1/LiNKコントロール ]ウィンドウ 334
[TP1/LiNKサーチパス ]ダイアログボックス 

172
TP1/LiNKで取得できるリアルタイム統計情
報 273

TP1/LiNKでは使えない機能 480
TP1/LiNKと JP1，NETMの連携 9
TP1/LiNKとは 2
[TP1/LiNKトランザクション管理 ]ダイアロ
グボックス 345

[TP1/LiNKトランザクション情報 ]ダイアロ
グボックス 347

[TP1/LiNKトレース情報表示 ]ダイアログ
ボックス 348

TP1/LiNKのアイコンとショートカットを確
認 47

TP1/LiNKのアプリケーションプログラミン
グインタフェース 440

TP1/LiNKのインストール先フォルダ名の制
限 43

TP1/LiNKの運用 253
TP1/LiNKの開始 383
TP1/LiNKの開始形態 254
TP1/LiNKの開始と終了 334

TP1/LiNKの稼働中にユーザサーバを入れ替
えることができます 264

TP1/LiNKの環境設定と TP1/Server Baseシ
ステムサービス定義との対応 482

TP1/LiNKの環境設定の定義ファイルが格納
してあるフォルダ 77

TP1/LiNKの構成 17,19,22
TP1/LiNKのコマンド一覧 368
TP1/LiNKのコマンドの早見表 375
TP1/LiNKのコンソールを設定 51
TP1/LiNKのサンプル 319
TP1/LiNKのサンプルが格納してあるフォル
ダ 78

TP1/LiNKのサンプルが格納してあるフォル
ダの内容 320

TP1/LiNKのサンプルを使うまでの手順 322
TP1/LiNKのシステムファイルや実行モ
ジュールが破壊されたとき 413

TP1/LiNKの実行環境の確認 69
TP1/LiNKの実行環境の初期値 79
TP1/LiNKの実行環境の設定 84
TP1/LiNKの自動起動 255
TP1/LiNKの自動起動と手動起動 255
TP1/LiNKの終了形態 258
TP1/LiNKの手動起動 256
TP1/LiNKの状態を管理するファイルにトラ
ブルが起こったとき 413

TP1/LiNKのショートカット 48
TP1/LiNKのセットアップ 44
TP1/LiNKの操作が応答待ちタイムアウトし
たとき 414

TP1/LiNKのトラブルの場合 413
TP1/LiNKのフォルダの構成 75
TP1/LiNKのフォルダの内容 75
TP1/LiNKの連続運転に関する運用 298
[TP1/LiNKメッセージログ表示 ]ダイアログ
ボックス 353

TP1/LiNKをWindowsから削除する方法 
70

TP1/LiNKを開始します 325
TP1/LiNKを開始するには 255
TP1/LiNKを開始する方法 254
525



索引
TP1/LiNKを開始する前にファイルを作成す
るフォルダ 77

TP1/LiNKを開始するまでに準備する内容 
40

TP1/LiNKを開始できないとき 413
TP1/LiNKを組み込む場所を確認 46
TP1/LiNKを実行環境だけで運用する方法 

64
TP1/LiNKを終了するには 259
TP1/LiNKを終了する方法 258
TP1/LiNKを終了できないとき 414
TP1/LiNKをセットアップし直す方法 65
TP1/LiNKを使ったクライアント /サーバシ
ステムの利点 2

TP1/LiNKを使ったシステム構築の例 13
TP1/Message Queue 7
TP1/Messaging 6
TP1/Server Baseの構成 19

U

UAP〔用語解説〕 516
UAP共用ライブラリ 28,152
UAP共用ライブラリ〔用語解説〕 516
UAP共用ライブラリの作成 330
UAPトレースの出力形式 352
UAPトレースの編集出力 402
UAPトレースファイル 78
UAPトレースを編集出力できます 268
UAPのコンパイルとリンケージ 325
uatdump 402

W

WebSphere MQ〔用語解説〕 516
Webサーバシステムの構成 17
Windowsを再起動 51

X

XARファイルに障害が発生した場合の運用 
281

XAリソースサービス環境の設定 136
XAリソースサービスに関する運用 275
XAリソースサービスの運用 278

XAリソースサービスの開始 279
XAリソースサービスの管理 361
XAリソースサービスの再開始 280
XAリソースサービスの終了 281
XAリソースサービスのトランザクション管
理 275

あ

アプリケーション〔用語解説〕 516
[アプリケーション環境 SPP]ダイアログ
ボックス 148

[アプリケーション環境 SUP]ダイアログ
ボックス 177
アプリケーション管理（SPP） 336
アプリケーション管理（SUP） 341
アプリケーションの実行 32
アプリケーションの準備 68
アプリケーションプログラミングインタ
フェースの機能 440
アプリケーションプログラム作成時の注意事
項 444
アプリケーションプログラムに結合させる
ファイルを格納するフォルダ 78
アプリケーションプログラムに付ける名称 

31
アプリケーションプログラムの概要 26
アプリケーションプログラムの実行環境を設
定します 324
アプリケーションプログラムの種類 25
アプリケーションプログラムを作成します 

322
アボートコードの内容 436

い

異常終了 258,263
インターネット /イントラネットを使った通
信 16,18

う

ウィルス駆除プログラムの使用について 420
ウィンドウの操作 333
運用コマンド 367
526



索引
え

エラーメッセージに出力される値 417
エントリポイント名 152

お

オートコネクトモード 295
[オブジェクト作成 ]ダイアログボックス 61
[オプション ]ダイアログボックス 62

か

開始形態の種類 254
稼働統計情報 268
稼働統計情報〔用語解説〕 516
稼働統計情報の管理 354
稼働統計情報の出力 268
稼働統計情報の出力形式 358
稼働統計情報の取得 269
稼働統計情報の取得と編集出力の概要 268
稼働統計情報の種類 269
稼働統計情報の中間ファイルへの出力 389
稼働統計情報の編集出力 269,390
稼働統計情報ファイルのスワップ 394
稼働統計情報ファイル容量の見積もり式 499
稼働統計情報を取得するための指定 269
環境変数〔用語解説〕 516
監査イベントの出力情報（Windows版） 250
監査ログ 10
監査ログ〔用語解説〕 516
監査ログ機能使用時の設定 243
監査ログ機能に必要なフォルダとファイルの
作成 249
監査ログ機能の環境設定 407
監査ログ機能を使用するときの実行環境の作
成 249
監査ログ機能を使用するときの注意事項 252
監査ログ機能を使用するときの定義の変更 

243

き

キューマネジャ〔用語解説〕 517
強制停止 258,263

業務で使うフォルダとファイル 76
共用メモリとファイル容量の見積もり式 496
共用メモリの見積もり式 496

く

クライアント（Webブラウザ）の構成 16
クライアント /サーバ〔用語解説〕 517
クライアント側の TP1/LiNKの設定 292
[クライアントサービス環境設定 ]ダイアロ
グボックス 92

クライアントサービス環境の設定 92
クライアントのアプリケーションプログラム
（SUP，CUP） 30
クライアントの構成 14,15
クライアントの役割だけをするプログラム
（SUP） 25
クライアントユーザプログラム（CUP） 

25,30
クラスタ環境での実行環境の設定 222

こ

コマンド一覧 368
コマンドの入力形式 381
コマンドの入力方法 381
コマンドの早見表 375
コミット 519

さ

サーチパスの設定 171,189
サーバオプションを設定 46
サーバ側の TP1/LiNKの設定 292
サーバになるアプリケーションプログラム
（SPP） 26
サーバの構成 14,15
サービス 23
サービス〔用語解説〕 517
サービス関数 26
サービス関数動的ローディング機能 

152,330
サービス関数動的ローディング機能〔用語解
説〕 517
527



索引
サービス関数動的ローディング機能を使用す
る SPP 27

サービスグループ〔用語解説〕 517
サービスグループ名 31
サービス単位のスケジュール制御 36
サービスプログラム 26
[サービス閉塞管理 ]ダイアログボックス 

339
サービス名 31
サービスを提供するプログラム（SPP） 25
サービスを利用するプログラム（SUP） 30
再開始（リラン） 254
削除したあとに残るフォルダ 71
削除する手順 70
参照するマニュアルの制限事項 480
サンプルシナリオテンプレートのカスタマイ
ズ 316
サンプルシナリオテンプレートの登録 315
サンプルシナリオテンプレートの利用 313
サンプルのアプリケーションプログラムの仕
様 325
サンプルのファイル構成 319
サンプルを使う手順 322

し

時刻変更に関する注意 299
システム運用管理機能 JP1 9
[システム環境設定 ]ウィンドウ 84
[システム環境設定 ]ウィンドウに加算する

RAPサービスのプロセス数 293
システム環境の設定 292
システム環境変数 Pathを設定 52
システムサービス〔用語解説〕 517
システム統計情報 269
システム統計情報の出力形式 358
システム統計情報の取得開始，終了 387
実行環境を確認します 324
実行環境を設定したファイルをコピーします 

324
実行形式ファイルをコピーします 324
実行形式ファイルを作成します 322
[自動起動設定 ]ダイアログボックス 173
自動起動の設定 172,189,203

シナリオ 301
シナリオ〔用語解説〕 517
シナリオジョブ〔用語解説〕 518
シナリオジョブテンプレート〔用語解説〕 

518
シナリオテンプレート 301
シナリオテンプレート〔用語解説〕 518
シナリオテンプレート定義ファイルが格納し
てあるフォルダ 77

シナリオテンプレートを利用したシステムの
運用 301
シナリオの登録 302
シナリオ変数 302
シナリオ変数〔用語解説〕 518
シナリオライブラリ〔用語解説〕 518
終了形態の種類 258
常設コネクション 292
常駐プロセス 33

す

推奨する監査ログの取得項目 251
スケールアウトの運用 303
スケールインの運用 308
スケジュール機能〔用語解説〕 518
スケジュールサービスのポート番号を指定す
るとき 36

スケジュールの優先度 34
スケジュールの優先度の概要 35
スタブ 27
スタブ〔用語解説〕 518
スタブを使用する SPP 27
ステータスサービス〔用語解説〕 518
ステータスファイルが破壊されたとき 413
ステータスファイル容量の見積もり式 498

せ

正常開始 254
正常終了 262
性能検証用トレース 230
性能検証用トレース使用時の環境設定 230
セットアップしたときの初期値 79
セットアップの準備 41
528



索引
セットアップの手順 40
セットアッププログラム（setup.exe）を起
動 45

た

ダイナミックコネクションスケジュール機能 
194
他ノードのサーバ UAPにサービスを要求す
る概要 96

つ

通信障害が発生したとき 412
通信遅延時間統計情報 269
通信遅延時間統計情報の出力形式 360

て

停止 258
ディレクトリ〔用語解説〕 518
データベースと TP1/LiNKを連携したサー
バの形態 6

データベースマネジメントシステム〔用語解
説〕 519

と

同期応答型 RPC 24
同期点〔用語解説〕 519
統合ネットワーク管理 NETM 10
特長 4
特定の TP1/LiNKにコマンドを入力するた
めのコマンドプロンプトの作成 399

ドメイン〔用語解説〕 519
トラブルが起こったときに参照する情報 416
トラブルが起こったときは 409
トラブルの現象とその原因 410
トラブルの場合の処置 411
トランザクション 5
トランザクション〔用語解説〕 519
トランザクション機能〔用語解説〕 519
トランザクション機能に関する運用 275
トランザクションサービス〔用語解説〕 519

トランザクションサービスの環境変数の設定 
62
トランザクション制御用オブジェクトファイ
ルの作成 60

トランザクションの管理 345
トランザクションマネジャ〔用語解説〕 519
トレース情報の出力 267,347

な

名前と会社名を指定 45

に

入力シナリオ変数 302
入力シナリオ変数から設定する環境変数 302

の

ノード間負荷バランス機能〔用語解説〕 519

は

バックアップを取得しておくフォルダ 78

ひ

非応答型 RPC 24
非オートコネクトモード 295
非常駐プロセス 33
非同期応答型 RPC 24

ふ

ファイルのトラブルの場合 413
プロセス 32
プロセス〔用語解説〕 520
プロセスの種類 33
プロセスの設定 32
プロセスの負荷分散（マルチサーバ） 32
プロセスを制御する前提条件 32

へ

閉塞〔用語解説〕 520
ヘルプの使い方 365
529



索引
ま

マニュアル「OpenTP1 プログラム作成の手
引」を参照するときの注意 440

マルチ OpenTP1 71
マルチOpenTP1のインストール状態の表示 

397
マルチ OpenTP1の運用 300
マルチ OpenTP1の実行環境の設定 74
マルチ OpenTP1のセットアップ 72
マルチ OpenTP1のセットアップと削除 

71,395
マルチ OpenTP1を削除する方法 73
マルチサーバ 32
マルチサーバ〔用語解説〕 520
マルチサーバの概要 33
マルチスケジューラ機能 230
マルチスケジューラ機能使用時の環境設定 

239
マルチホームドホスト形態での実行環境の設
定 218

め

メイン関数 26
メインフレームと連携した通信 21,22
メインフレームの構成 22
メインプログラム 26
メッセージキューイング機能〔用語解説〕 

520
メッセージキューイング機能を使った通信の
概要 8

メッセージ送受信 6
メッセージ送受信〔用語解説〕 520
メッセージ送受信機能を使った通信の概要 7
メッセージ送受信用のアプリケーション 6
メッセージの形式 422
メッセージの詳細 424
メッセージログの概要 267
メッセージログのチェック 266
メッセージログの表示 353
メッセージログを取得する準備 267
メニューとアイコンの一覧 49

ゆ

ユーザサーバ 32
ユーザサーバ〔用語解説〕 520
ユーザサーバが異常終了したとき 412
ユーザサーバ環境に関する設定の初期値 80
ユーザサーバで使うプロセスの概要 34
ユーザサーバに関する情報のファイルが作成
されるフォルダ 78
ユーザサーバの開始 385
ユーザサーバの開始と終了 32
ユーザサーバの環境設定（SPP） 147
ユーザサーバの環境設定（SUP） 176
ユーザサーバのサーチパスの表示 401
ユーザサーバのサーチパスを変更できます 

264
ユーザサーバの自動起動 261
ユーザサーバの自動起動と手動起動 261
ユーザサーバの終了形態 262
ユーザサーバの終了状態と TP1/LiNKの終
了との関係 263
ユーザサーバの手動起動 262
ユーザサーバのスケジュールの状態を表示で
きます 264
ユーザサーバのスケジュールを閉塞できます 

265
ユーザサーバのトラブルの場合 411
ユーザサーバの閉塞 35
ユーザサーバ名 32
ユーザサーバを開始する方法 261
ユーザサーバを開始できないとき 411
ユーザサーバを実行します 325
ユーザサーバを終了する方法 262
ユーザサーバを終了できないとき 412
ユーザサーバを閉塞する場合 35
[ユーザサービス環境設定 ]ダイアログボッ
クス 121

[ユーザサービス環境設定 ]ダイアログボッ
クスと [RAPサービス環境設定 ]ダイアロ
グボックスに指定する値とネットワークの
関係 294
ユーザサービス環境の設定 120
ユーザ認証機能 44
530



索引
よ

用語解説 514

ら

ライブラリ関数の一覧 441

り

[リアルタイム取得項目詳細 ]ダイアログ
ボックス 133

[リアルタイム取得項目定義 ]ダイアログ
ボックス 135

リアルタイム取得項目定義テンプレートファ
イルが格納してあるフォルダ 77

[リアルタイム取得項目定義ファイル一覧 ]
ダイアログボックス 134
リアルタイム統計情報〔用語解説〕 521
リアルタイム統計情報サービス 270
リアルタイム統計情報サービス〔用語解説〕 

521
リアルタイム統計情報サービスおよびリアル
タイム統計情報サービスの拡張機能の開始 
272
リアルタイム統計情報サービスおよびリアル
タイム統計情報サービスの拡張機能の終了 
273

[リアルタイム統計情報サービス設定 ]ダイ
アログボックス 124

リアルタイム統計情報サービスの拡張機能 
270
リアルタイム統計情報サービスの実行環境の
設定 124

リアルタイム統計情報サービスの取得項目定
義ファイルの設定 133

[リアルタイム統計情報取得対象定義 ]ダイ
アログボックス 128
リアルタイム統計情報の出力 270
リアルタイム統計情報の設定変更 272
リアルタイム統計情報の標準出力への出力 

272
リアルタイム統計情報ログファイルの編集出
力 272

リソースの扱い 298

リソースマネジャ〔用語解説〕 521
[リソースマネジャ ]ウィンドウ 54
[リソースマネジャ接続 ]ダイアログボック
ス 55

[リソースマネジャの XA関連オブジェクト ]
ダイアログボックス 56
リソースマネジャの XA関連オブジェクトの
設定 56
リソースマネジャの接続 53,55
リソースマネジャのトラブルの場合 415
利点 2
リモート API機能〔用語解説〕 521
リモート API機能の概要 291
リモート API機能の使い方 291
リモート API機能を使うときの準備 292
リモート API機能を使うときの注意事項 

295
リモートプロシジャコール〔用語解説〕 521
リモートプロシジャコールの概要 23
リモートプロシジャコールの形態 24,25
リモートプロシジャコールを使ったアプリ
ケーションプログラムの通信 24

る

ルートディレクトリ 518

れ

レスポンス統計情報 269
レスポンス統計情報の出力形式 359

ろ

ローリングアップデートの運用 310
ロールバック 519
ログイン名を登録 44
531


	TP1/LiNK 使用の手引
	変更内容
	はじめに
	第1編　 TP1/LiNKの概要
	1　 TP1/LiNKの概要
	1.1　 TP1/LiNKとは
	1.2　 TP1/LiNKの特長
	1.2.1　 アプリケーションでサーバの業務を支援します
	1.2.2　 エンドユーザコンピューティングを支援します
	1.2.3　 トランザクションを制御できます
	1.2.4　 各種のデータベースを選べます
	1.2.5　 メッセージ送受信機能を使えます
	1.2.6　 メッセージキューイング機能を使えます
	1.2.7　 オープンシステム対応の製品と連携できます
	1.2.8　 監査ログによるシステムの監視ができます

	1.3　 TP1/LiNKで構築できるシステム
	1.3.1　 TP1/Client/WまたはTP1/Client/PのOpenTP1クライ アント
	1.3.2　 TP1/Client/JのOpenTP1クライアント機能を使った クライアント／サー
	1.3.3　 インターネット／イントラネットを使った通信
	1.3.4　 OpenTP1（TP1/Server Base）と連携したクライアン ト／サーバシス
	1.3.5　 J2EEで動作するアプリケーションサーバと連携した システム
	1.3.6　 .NET Frameworkと連携したシステム
	1.3.7　 メインフレームと連携した通信

	1.4　 TP1/LiNKで使用できるアプリケーション
	1.4.1　 リモートプロシジャコールの概要
	1.4.2　 アプリケーションプログラムの種類
	1.4.3　 サーバになるアプリケーションプログラム（SPP）
	1.4.4　 クライアントのアプリケーションプログラム（SUP， CUP）
	1.4.5　 アプリケーションプログラムに付ける名称
	1.4.6　 アプリケーションの実行



	第2編　 TP1/LiNKの準備
	2　 TP1/LiNKのセットアップ
	2.1　 セットアップの手順
	2.1.1　 セットアップの準備
	2.1.2　 TP1/LiNKのセットアップ
	2.1.3　 リソースマネジャの接続
	2.1.4　 TP1/LiNKをセットアップし直す方法
	2.1.5　 アプリケーションの準備
	2.1.6　 TP1/LiNKの実行環境の確認
	2.1.7　 TP1/LiNKをWindowsから削除する方法
	2.1.8　 マルチOpenTP1のセットアップと削除

	2.2　 TP1/LiNKのフォルダの構成
	2.2.1　 TP1/LiNKのフォルダの内容
	2.2.2　 業務で使うフォルダとファイル
	2.2.3　 バックアップを取得しておくフォルダ

	2.3　 セットアップしたときの初期値

	3　 実行環境の設定（TP1/LiNK）
	3.1　 TP1/LiNKの実行環境の設定
	3.1.1　 クライアントサービス環境の設定
	3.1.2　 RPC詳細の設定
	3.1.3　 ユーザサービス環境の設定
	3.1.4　 リアルタイム統計情報サービスの実行環境の設定
	3.1.5　 リアルタイム統計情報サービスの取得項目定義ファイ ルの設定
	3.1.6　 XAリソースサービス環境の設定
	3.1.7　 ノード自動追加機能の設定

	3.2　 ユーザサーバの環境設定（SPP）
	3.2.1　 SPPの実行環境の設定
	3.2.2　 SPPの詳細設定
	3.2.3　 サーチパスの設定
	3.2.4　 自動起動の設定
	3.2.5　 リソースマネジャ拡張子の設定

	3.3　 ユーザサーバの環境設定（SUP）
	3.3.1　 SUPの実行環境の設定
	3.3.2　 SUPの詳細設定
	3.3.3　 サーチパスの設定
	3.3.4　 自動起動の設定
	3.3.5　 リソースマネジャ拡張子の設定

	3.4　 RAPサービスの環境設定
	3.4.1　 RAPサービス環境の設定
	3.4.2　 RAPサービスの詳細設定
	3.4.3　 自動起動の設定


	4　 実行環境の設定（オプショ ン機能）
	4.1　 OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時 の実行環境設定
	4.1.1　 Microsoft SQL Server連携時の環境設定
	4.1.2　 HiRDB連携時の環境設定
	4.1.3　 Oracle連携時の環境設定
	4.1.4　 OpenTP1以外のリソースマネジャ連携時の注意事項

	4.2　 マルチホームドホスト形態での実行環境の 設定
	4.2.1　 dcbindht定義コマンド
	4.2.2　 rpc_netmaskオペランド
	4.2.3　 注意事項

	4.3　 クラスタ環境での実行環境の設定
	4.3.1　 インストール
	4.3.2　 ステータスファイルの設定
	4.3.3　 XARファイルの設定
	4.3.4　 ノードリストファイルの設定
	4.3.5　 プロセスサービス定義の変更
	4.3.6　 システム共通定義の変更
	4.3.7　 クライアント側の定義
	4.3.8　 MSCSへの設定
	4.3.9　 TP1/LiNKの起動と停止
	4.3.10　 構成上の注意事項

	4.4　 TP1/LiNK拡張機能使用時の実行環境の設 定
	4.4.1　 性能検証用トレース使用時の環境設定
	4.4.2　 マルチスケジューラ機能使用時の環境設定

	4.5　 監査ログ機能使用時の設定
	4.5.1　 監査ログ機能を使用するときの定義の変更
	4.5.2　 監査ログ機能を使用するときの実行環境の作成
	4.5.3　 監査イベントの出力情報（Windows版）
	4.5.4　 推奨する監査ログの取得項目
	4.5.5　 監査ログ機能を使用するときの注意事項



	第3編　 TP1/LiNKの運用
	5　 TP1/LiNKの運用
	5.1　 TP1/LiNKの開始
	5.1.1　 TP1/LiNKの開始形態
	5.1.2　 TP1/LiNKを開始するには

	5.2　 TP1/LiNKの終了
	5.2.1　 TP1/LiNKの終了形態
	5.2.2　 TP1/LiNKを終了するには

	5.3　 ユーザサーバの操作
	5.3.1　 ユーザサーバの開始
	5.3.2　 ユーザサーバの終了
	5.3.3　 TP1/LiNK稼働中のユーザサーバの操作

	5.4　 TP1/LiNKの各種操作
	5.4.1　 メッセージログのチェック
	5.4.2　 トレース情報の出力
	5.4.3　 稼働統計情報の出力
	5.4.4　 リアルタイム統計情報の出力
	5.4.5　 トランザクション機能に関する運用
	5.4.6　 XAリソースサービスに関する運用

	5.5　 リモートAPI機能の使い方
	5.5.1　 リモートAPI機能の概要
	5.5.2　 リモートAPI機能を使うときの準備
	5.5.3　 RAPサービスの操作
	5.5.4　 リモートAPI機能を使うときの注意事項

	5.6　 TP1/LiNKの連続運転に関する運用
	5.6.1　 リソースの扱い
	5.6.2　 時刻変更に関する注意

	5.7　 マルチOpenTP1の運用
	5.8　 JP1連携時の運用（JP1/Base，JP1/AJS， およびJP1/AJS2 - Sc
	5.8.1　 シナリオテンプレートを利用したシステムの運用
	5.8.2　 シナリオの登録
	5.8.3　 スケールアウトの運用
	5.8.4　 スケールインの運用
	5.8.5　 ローリングアップデートの運用
	5.8.6　 サンプルシナリオテンプレートの利用

	5.9　 JP1連携時の運用（PFM - Agent for OpenTP1）
	5.10　 TP1/LiNKのサンプル
	5.10.1　 サンプルのファイル構成
	5.10.2　 サンプルを使う手順
	5.10.3　 サンプルのアプリケーションプログラムの仕様
	5.10.4　 UAPのコンパイルとリンケージ


	6　 ウィンドウの操作
	6.1　 TP1/LiNKコントロール（TP1/LiNKの開始 と終了）
	6.2　 アプリケーション管理（SPP）
	6.2.1　 サービス単位の閉塞管理

	6.3　 アプリケーション管理（SUP）
	6.4　 TP1/LiNKオペレーション
	6.4.1　 トランザクションの管理
	6.4.2　 トレース情報の出力
	6.4.3　 メッセージログの表示
	6.4.4　 稼働統計情報の管理
	6.4.5　 XAリソースサービスの管理

	6.5　 ヘルプの使い方

	7　 運用コマンド
	TP1/LiNKのコマンド一覧
	TP1/LiNKのコマンドの早見表
	コマンドの入力方法と入力形式
	ntbstart（TP1/LiNKの開始）
	dcsvstrt（ユーザサーバの開始）
	dcstats（システム統計情報の取得開始，終了）
	jnlcopy（稼働統計情報の中間ファイルへの出 力）
	jnlstts（稼働統計情報の編集出力）
	jnlswpfg（稼働統計情報ファイルのスワップ）
	dcsetupml（マルチOpenTP1のセットアップと 削除）
	dcdls（マルチOpenTP1のインストール状態の 表示）
	dcmakecon（特定のTP1/LiNKにコマンドを入 力するためのコマンドプロンプトの作成）
	prcpthls（ユーザサーバのサーチパスの表示）
	uatdump（UAPトレースの編集出力）
	rapkill（rapサーバの限界監視時間の指定と強制 停止）
	dcauditsetup（監査ログ機能の環境設定）


	第4編　 TP1/LiNKの障害対策
	8　 トラブルが起こったときは
	8.1　 トラブルの現象とその原因
	8.2　 トラブルの場合の処置
	8.2.1　 ユーザサーバのトラブルの場合
	8.2.2　 ファイルのトラブルの場合
	8.2.3　 TP1/LiNKのトラブルの場合
	8.2.4　 リソースマネジャのトラブルの場合
	8.2.5　 CPUのトラブルの場合

	8.3　 トラブル時に参照する情報
	8.4　 エラーメッセージに出力される値について
	8.5　 ウィルス駆除プログラムの使用について


	第5編　 TP1/LiNKのメッセージ
	9　 メッセージ
	9.1　 メッセージの形式
	9.2　 メッセージの詳細
	9.3　 アボートコードの内容


	付録
	付録A　 TP1/LiNKのアプリケーションプログラミン グインタフェース
	付録B　 シナリオテンプレートの詳細
	付録B.1　 OpenTP1_AddNode
	付録B.2　 OpenTP1_ChangeNodeID
	付録B.3　 OpenTP1_Deploy
	付録B.4　 OpenTP1_ScenarioAddNode
	付録B.5　 OpenTP1_Start
	付録B.6　 OpenTP1_StartUAP
	付録B.7　 OpenTP1_Stop
	付録B.8　 OpenTP1_StopUAP
	付録B.9　 OpenTP1_Undeploy
	付録B.10　 OpenTP1_UpdateDomain
	付録B.11　 OpenTP1_ScenarioScaleout

	付録C　 GUIと定義ファイルの関連
	付録D　 参照するマニュアルの制限事項
	付録D.1　 TP1/LiNKでは使えない機能
	付録D.2　 TP1/Clientの機能のうち，TP1/LiNKでは使えない 機能

	付録E　 TP1/LiNKの環境設定とTP1/Server Baseシ ステムサービス定義との対応
	付録F　 共用メモリとファイル容量の見積もり式
	付録F.1　 共用メモリの見積もり式
	付録F.2　 ステータスファイル容量の見積もり式
	付録F.3　 稼働統計情報ファイル容量の見積もり式

	付録G　 バージョンアップ時の変更点
	付録G.1　 07-06での変更点
	付録G.2　 07-02での変更点
	付録G.3　 07-01での変更点
	付録G.4　 07-00での変更点

	付録H　 TP1/LiNK Q&A
	付録I　 用語解説

	索引
	記号
	A
	C
	D
	H
	J
	M
	N
	O
	P
	R
	S
	T
	U
	W
	X
	あ
	い
	う
	え
	お
	か
	き
	く
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	た
	つ
	て
	と
	な
	に
	の
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ま
	め
	ゆ
	よ
	ら
	り
	る
	れ
	ろ


